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刊行のことば

　昭和57年度から3年計画で，文部省科学研究費による特定研究（1）「常用漢字の学習段

階配当のための基礎的研究」（代表村石昭ヨが国立国語研究所を中心にして進められて

きました。そして，漢字の習得度調査，教科書の用語用字調査，漢字の機能度に関する研

究，漢字の熟知度に関する研究が行われましたが，このうち漢字の習得度調査に関する成

果を，『児童・生徒の常用漢字の習得』として公刊します。

　この研究は，児童，生徒がどのような学習段階で，どのような漢字を学習したらよいか

を検討するための基礎的研究です。このため漢字の諸属性を明らかにする一方，児童，生

徒の漢字の習得状況を確かめた上で，総合的に漢字各字種の漢字教育上の重要度を評定す

るに足る資料の作成を目ざした点に特徴があります。また，習得度調査は文部省国語課が，

昭和39年度から43年度まで行った「国語の習得状況調査」以来のことです。この間，当用

漢字表は常用漢字表に改められ，これに伴い，児童，生徒に対する漢字の学習段階配当を

再検討する必要が生じました。現在，文部省では「学校教育における漢字の取扱いに関す

る調査研究」が進められていますが，本書はそれに必要な資料を提供できると思います。

　この研究の実施に当たり，特定研究分担者，協力者各位，また習得度調査の対象になっ

た東京，秋田．奈良の各学校，その所管機関には格別のご協力とご配慮をいただきました。

本書の刊行に当たり，厚くお粍を申しあげます。

　上記特定研究のうち，漢字の習得度調査は後弓32ページの者が共同分担しましたが，こ

の報告書の執筆には，第1章，第9章は村石，第2章～第8章は島村直：己，第10章は村石，

島村が共同で当たりました。Jll又瑠璃子は第9章の「常用漢字の読み反応表」の作成に協力

しました。

　昭和63年3月

顯立国語研究所長 野元　菊雄
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第！章　研究の目的・計画

面1節　「常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究」

　　　　　　　　　計画の立案

　本報告は，昭和57年度から3か年計画で串発した文部省科学研究費による特定研究く1）「常絹漢字の

何回段階配当のための基礎的研究」（代表　村石昭三）のうち，「漢字の轡得度調査」の成呆に基づい

ている。

　ところで，この研究計画の実施に先立ち，国立国語研究所では，昭和56年度文部省科学研究費によ

る総合研究（B）「『常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究』にともなう研究計画の検討」（代

表　林　大）を行った。これは次年度以後の本調査の計癒を立案するための重要な議事を検討するも

ので，本報告の基づく「漢字の習得度調査」の全体組織の中での位握づけを知る上でも，その計遡調

書の内容を明らかにしておく必要がある。そこで昭和56年度計爾調書の内容を挙げ，次いで昭和57年

度計画調査の内容から3か年計画の金容を明示することにする。

第1項　昭和56年度計画調書

凄　概究目的

　常用漢字の確定により，特に小学校で学習すべき漢字の字種の範囲を検討し，それらを適切に学年

配齢することが緊急の課題となった。このため，昭和57年度から59年度までの予定で，漢字の学年配

当を再検討するため基礎的な研究を行うことを計画している。そのために，漢字教育上考慮すべきと

思われる種々の属性ならびに児童・生徒の漢字の習得状況を調査することを主な目的としている。具

体的には以下のことを行う。

（1）漢字の機能度に関する研究

　　漢宇が硯代日本語の単語の造語要素となって働く度合（漢字の機能度）を測定する。

（2＞漢字の熟知度に関する研究

　　小3・小5・中1を対象に，学習漢字を含む常用漢字1，200字の熟知度を測定する。

（3＞教科書の綱語用字調査

　　①ノi・学校用国語教科書の豪語用字調査　②他教科の小・中学校用教科書の絹語用字調査③教科

　書編集責任者に対するアンケート調査を実施する。

（4）漢字の習得度調査

　　東京都・秋田県・奈良県下の小3・／」・5・中1を対象に学習漢字を含む常用漢字L200字の音訓

　溺読み書き調査を実施する。また，第3年次には，小6・中3・高3各10名の特定児童・生徒を対

　象に常用漢字全数の読み於き調査を実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ（5）漢字学習指導の実態・意識に関するアンケート調査

　　教師を対象に，漢字学摺指導の実態・意識についてアンケートによる調査を実施する。

第1節　「常用漢寧の学習段階配当のための基礎的研究」　計画の立案…　　7



　以上の方法をとった理由は，漢字の教育上の：重要度を適切に評定するためには，一つの測藺からの

考察では不充分であるとの認識による。しかし多方面からの研究を効率的に運営し，効果的にまとめ

るためには，入念な準備が必要とされる。特に1研究に参加する者が多数を数えるというところから，

研究計画についての充分な討議ならびにそれに関する研究参加者問での意識の統一が必要とされる。

それゆえ，本研究は昭和57年度から行う予定の上記の研究の準備として，研究計爾の討議・検討を行

うことを目的としている。

〔注3　このアンケート調査は，実施段階において，（4）漢字の習得度調査に含めて扱うことにした。

2　丁丁計画

（1）第1囲研究計画会議

　期日：昭和56年12月下旬

　場所：国立教育会館（東京）

　出席者：概究分握者21名金員，ならびに「漢字の習得度調査」での各調査地域（東京都・秋田県・

　　　　奈良県）の指導主事及び国語教育研究会の代表者各1名，計6名。

　目的：研究全体の最終的な目標についての確認ならびに各研究グループの研究全体の中での位置づ

　　　　けについての確認、

（2）第2騒研究計画会議

　三韓：1月下旬

　場所：国立教育会館（東京）

　出席者：第1國に同じ

　目的：各研究グループの具体的な実施計面についての討議・検討。提畠された問題は，各研究グ

　　　　ループごとに検討して第3回研究計画会議で再検討する。

（3＞第3回研究計画会議

　期日：2月下旬

　場所：国立教育会館（東京〉

　出席者：第1回に断じ

　目的：第2回研究計画会議で提鵡された問題点ならびに「漢字の習得度調査」「漢字の熟知度に関

　　　　する研究」の調査日程，調査校の選定，調査問題等に関する問題点及び「教科書の用語用字

　　　　調査」での教科書の提幽漢字の抽出法等に関する問題点の整理をして，討議・検討をし確認

　　　　する。

3　臥具組織

氏　　　名 所属部局　・職 役割分担画幅錯轍難響）

林　　　　　大 国立国語研究所・所長 総括

村　石　昭　三 同・言語教育研究部・部長 「漢字の習得度調査」についての検討

大久保　　　愛 同筆第1研究室・室長 ク

島　村　直　己 〃　　　・研究員 〃
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川　又瑠璃子 〃　　　・研究員 〃

研
　
　
究

斎　賀　秀　夫

y　屋　信　一

岡・雷語計量研究剖～・部長

ｯ期第1研究纂ミ・露ミ長

「教科書の用語用字調査」につい

｢　　　　　〃

組
中　野　　　洋 寡慾　　　　　・主任研究官 〃

鶴　岡　昭　夫 〃 〃

織 野　村　雅　昭 五部第2研究室・室長 ク

佐　竹　秀　雄 〃　　　・研究員 〃

（研
究 林　　　四　郎 筑波大学・文芸言語学系・教授

「漢字の機能度に関する窃F究」に

代
表
者
及
び
研
究
分
担
者
）

芳　賀　　　純

梶@療　林

~　津　彰　人

驕@生　伯太郎

氈@沢　周　亮

　　　　　〃　　　　　・教授

@　　　　ク　　　　　・助教授

@　　　　〃　　　　　・助教授

@　　　　〃　　　　　・講師

ｯ大・心理学系・教授

の検討

@　　　　〃

@　　　　ク

@　　　　〃

@　　　　〃

u漢字の熟知度に関する研究」に

の検討

海　保　博　之 〃　　　・助教授 〃

今　井　靖　親 奈良教育大学・教育学部・教授 〃

高　木　和　子 山形大学・教育学部・助教授 〃

堀　　　啓　造 長岡短期大学・講師 〃

計 21　　名

1

第2項　昭和57年度計画調書

1　即智の目的及び必要性

　漢字は，わが国の文化の継承・発展にとって欠くことのできない媒体である。したがって，義務教

育及び高校教育の期問において，漢字を効率的に十分に学習することが望ましい。

　しかし，学習漢字の学習段階（学年配当）は昭和33年の学習指導要領の改定に伴い，定められて以

来，昭和43年，昭和52年のそれぞれの改定の時に部分的に修正されたが，基本的には変更がないまま

に現在まで経過した。しかも今回の「常用漢字表」の公示を契機に，義務教育の期聞において学習す

べき漢字の字種の範囲，およびそれらの学習段階を新たに検討することが緊急の課題となった。

　そこで，本研究においては，小学生・中学生を主な対象にした漢字の習得度調査を実施し，その調

査結果ならびに漢字の教育上の重要度を評定する上で必要と思われる種々の属性（使用率などの計測

値を含む）を字種ごとに整理・記述した一覧表を作成する。また，漢字と語藁との関係について調査

研究を行う。なお，漢字学習指導の実態・意識に関して教師を対象にしたアンケート調査をあわせて

実施する。
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　これにより，常用漢字の学習段階配当を再検討するための基礎的資料を提供することができる。

2　概究計画・方法

（57年度）

〈1）漢宇の習得度調査　東京都下の小・中学生を対象に，小1～3年配当の漢字416字の習得度調査

　を実施する。各配当漢字とも，学校での学習の1年前，1年後，2年後，4年後の習得状況を調査

　する。

（2＞教科書の用語用字調査　①国語科教科書の絹語屠字調査（小学校用1種を対象，全数調査，延べ

　7万語を採集）②他教科無季∫卜書の鳩語用字調査（小学校・中学校用の各教科書1種類，抜き取り

　調査，延べ5万語を採集）③教科書の編集責任者に対’するアンケート調査（教科書会社60挙1二を対

　象〉

（3）漢字の機能度に関する研究①国立国語研究の語彙調査資料その他から義務教育レベルにおける

　漢字鯛造語表を作成する。②特定研究「雷語」林四郎班によって作成した「漢字語彙資料」をもと

　にして，第1次学習語彙カードを作成する。

（4）漢字の熟知度に関する研究　熟知度調査を実施する際の問題点を検討するための予備調査を行う。

（58年度）

（1）漢；字の習得度調査①東京都下の小・中学生，高校生を対象に／1・4～6年配当の漢字580字の習

　得度調査を実施する。各配当漢字とも，学校での学習の1年前・1年後・2年後・4年後の習得状

　況を調査する。②東京都下の小2～4年を対象に，それぞれ前学年で学習した漢字の学習到達度を

　調査する。なお，地域による違いを見るために，秋田県・奈良県で比較調査を実施する。③中1，

　高1各10名を対象に，常用漢字全数の読み書き調査を実施する。

（2）教科書の用語用字調査　①②③の集計整理

（3）漢字の機能度に関する研究　①義務教育レベルにおける漢字別造語表の作成　②第1次学習語彙

　カードの整理

（4）漢字の熟知度に関する研究　東京都下の小4・中1・高1を対象に学習漢字996字の熟知度を調

　査する。

（59年度）

（1＞漢字の習得度調査　①東京都下の小5・6及び高校生を対象に，学習漢字外常用漢字で比較的や

　さしい漢；字約200字の読み書き調査を実施する。②東京都下の小5・小6・中1を対象にそれぞれ

　前学年で学習した漢字の学習到達度を調査する。なお，地域による違いをみるために，秋田県・奈

　良県で比較調査を実施する。

（2）教科書の用語用字調査　①②③の結果表の作成

（3）漢字の機能度に関する研究　①義務教育レベルにおける漢字別造語表の作成　②学習漢字体系の

　記述

（4）漢字の熟知度に関する研究　東京都下の中1・高1を対象に学習漢字外常用漢字949字の熟知度
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　を調査する。

（5＞漢字学摺指導の実態・意識に関するアンケート調査　教師を村象に，漢字学蕾指導の実態・意識

　に関してアンケート調査を行う。

（6＞報告書の作成

3　研究組織

氏　　　名 所属機関部周・職 山添担（講雛撚温感

研
究
組
織
（
研
究

村　；石　H召　三

ﾑ　　　　　大

蜍v保　　　愛

ﾖ　賀　秀　央

国立国語研究所・言語教育研究部・部長

ｪ・名誉所翼

ｯ・言語教育研究部第1研究室・室長

ｯ・書語計量研究音【1・部長

総括及び漢字の習得度調査

ｿ字の習得度調査

@岡　上
ｳ科書の用語用字調査

黛
三
丈
f
葦 土　屋　信　一 岡・君臨計堂研究都・第1研究室・室長 同　上

二
一 野　村　雅　昭 同・同部第2研究室・室長 岡　上

び
研
究
分
担
者
）

林　　　四　郎

F　賀　　　純

氈@沢　岡　亮

｡井　靖　親

筑波大学・文芸雷語学系・教授

пE教授

ｪ心理学系・教授

ﾞ良教育大学・教育学部・教授

漢宇の機能度に関するイリF究

@同　上
ｿ字の熟知度に関する研究

@同　上

計10名

〔v．：1三〕　昭和46年度イβf究組織で，研究分担者のうち上記以外の各氏はすべて研究協力者として依頼した。

4　この硯究に関連する国内及び国外における硯究状況

　小・中学生を対象とし，しかも学習漢字の全体を含む多数の漢字の読み書きについて調査したもの

としては，当時の文部省國語課が，昭和39年度から43年度まで行った「国語の習得状況調査」以来な

い状態である。

　また，漢字の属性については，これまで種々の属性が提案されているが，それらを扱った研究は単

発的であるか，あるいは常用漢字の一部について行われたものかのどちらかである。なお，漢字の熟

知度については，これまで成人被験者を対象に測定されることが多く，児童を対象に測定した研究は

ほとんどない状態である。

5　従来の研究の経過

　国立国語研究所では，昭利28年から37年まで特定実験校を設け，小学校6年聞の児童の醤語能力の

発達についての調査し，漢字の読み書きについても，その一部として扱った。結果は，心匠報告26

「小学盗の言語能力の発達」その他に報告されている。また，昭和39年から43年まで特定生徒8名を

対象に，中学校3年間の漢字の読み書きの習得度について追跡調査した。結果は，国研報告36「中学

生の漢字習得に関する研究」に報告されている。

　また，国立国語研究所では，新聞や雑誌を対象にした漢字調査を実施し，その結果について国研報

　　　　　　　　　　第1節　「常馬漢字の学習段階配当のための基礎的研究」一計画の立案…一　fl



告22「現代雑誌九十種の三二用字（2）」，国研報告56「現代新聞の漢字」等の報告書に報告されている。

6　研究の特色・独創的な点

　漢字の教育上の重要度を評定するためには，一つの側面からの考察では不十分である。本研究では，

これまで注Eされていた画数，字画構成，使用率などの属性ばかりでなく，漢字が語（ないしは造語

要素）を表すという点に着目し，漢字と語彙とのかかわりあいに注目する。このために各種漢字調査

の結果を利用するばかりでなく，国語教科書ならびに他教科の教科書の用語及び用字を調査する。ま

た，学習心理学上，学習の難易に影響する学習材料の属性として重要とされている熟知度を，児童・

生徒を対象に測定する。同時に，児童・生徒の漢字の読み書きの実態がどの程度のものであるかを調

査する。

　以上のように，一方では漢字の属性の面から，そして一方では児童・生徒の漢字の習得状況の齎か

ら総合的に漢字の教育上の重要度を評定するに足る資料を作成するところに本研究の特色がある。

第2節　「漢字の習得度調査」と全体計画

　常用漢字の学習段階配当を考える基礎的研究として，その計薗立案の前提になるべきことは2点あ

る。第1点は，常用漢字1945字が決められる前に当用漢字1850字があり，その当用漢字表の別表とし

て教育漢字の996字（当初は881字であったが，その後115字の追加）が学年配当されて，児童・生徒

の学習指導が行われてきたという経緯である。したがって，学習段階配当を改めて考える場合には，

現在の児童・生徒が当用漢字別表の学年配当のもとでどのような習得状況を示したかの現状を把握す

ることが先決であり，基礎的研究として，これが最も重視されるべきことは当然である。第2点は，

学習対象にする漢字は現在の学習外の常用漢字からも現在の児童・生徒に必要な字種があれば考慮す

べきである。この意味で，漢字の習得度調査では常用漢字全体を包むものでなくてはならない。

　ところで，学習段階配当を考える基礎的研究は上の2点を前提にしながら，漢字習得の諸条件に注

目する必要があり，それが基礎的研究の内容領域を規定することになる。すなわち，まず，漢字の学

年配当に基づいた組織的系統的な学習活動がある。そして，実際の学習指導は国語科を中心に全教科

を含めた教科書教材における漢字提出に基づいて行われるから，それが児童・生徒の漢字習得に影響

を与える主条件になることは当然である。そこで，教科書における漢字の用語用字調査が基礎的研究

の一つにあげられてくる。

　次には，学校教育の場以外の日常生活の中で，児童・生徒は多くの新聞，雑誌，単行本等に接した

り，また，手紙や記録等を書く。そして多くの漢字を読み，書く活動を通して漢字習得が促されてい

る。特に上学年になるにつれて読書活動が彼らの人間形成に資することは極めて大きいものであり，

この領域での基礎的研究の一つとして，新聞，雑誌等の漢字調査が必要になってくる。

　さらに，このような漢字の環境の中で児童・生徒の漢字学習が行われているから，後述するように，

配当漢字として指導される以前から，ある漢字には親しみまた見慣れて，正確には読めなくともある

文脈の中で無意識的に認知できていく。そこで，正確な読み書き以前の親近性を持つ漢字はどのよう

なものかという，漢字の熟知度の問題に触れる必要がある。なお，漢字の字種によっては，他の漢字

112　第1章　研：究の目的・二面



と比較的結合度の高いものがあったり，また低かったりするものがある。児童・生徒がいろいろな学

習で接する機会の多い漢字は他の漢字との結合度も高いものであるし，効率的な漢字指導のための配

当漢字の適合性としては，このような結合度の高いものが要求される。この点で，漢字の属姓として

の結合度，機能度の研究が必要である。

　以上の観点から，全常用漢字を対象にした上で習得度調査を実施するに際しては，漢字を主にした

教科書の用語用字調査，新聞・雑誌の用語用字調査’，漢字の熟知度，機能度輪廓を試み，それらと

の有機的な関連において，常用漢字の学習段階配当を考える蕃礎的研究が行われる必要があると考え

た。

〔注〕新聞・雑誌の用語用字調査は，すでに国立国語研究所で実施ずみであるので，本研究からは除外し

　　　た。

第3節　習得度調査の課題

　本調査が常用漢字の学習段階配当を考える基礎的研究としての意味づけは前項で述べたが，それは

長期的な展望での意味を持っている。これに対して，現在，学習指導要領改善の作業が進みつつあり，

漢字に関しても，文部省において「学校教育における漢字の取扱いに関する調査研究」が進められて

いる。この点で，本調査は長期的な意味づけと共に，比較的当面上の課題に関しても触れておく必要

がある。

　第一一一・は，現行の学禦漢字配当は昭和33年に決められ，以後若干の改訂を見つつも，30年ほど経過し

た現在，学館段階配当について再検討する必要が生じてきた点から見ると，これまでの時代の変容に

応じて，現行の学習漢字配詣が検討されなければならない。学習指導要領では配当字数と共に指導字

数が明示されているから，それに期待通りの響得の成果があげられているか否かに注騒する必要があ

る。この点，各学年段階でどれだけの読み書き習得の水準に達しているかの到達度調査をする必要が

ある。同時に，漢字の字種及び音訓別に見て，著しく学習困難を示すものや猿轡が容易なものについ

て検討する必要があり，これは学年間の字種の移動を考える際の基礎的資料になるだろう。

　第二は，現行の学留段階配当は各字種の初出の学年を示したものである。このため，各漢字の習得

の定着性をEiざすには，初融を含め，以後どのような音訓，語句，文脈で，どの程度にくり返して提

出するかという点が重要である。これに関して，これまで現場の実践報告や特定の調査から，現代の

児童・生徒の漢字の定藩が困難であるとする指摘もある。そこで，これをどう認識すべきかという点

で，定蔚度という点から，現行の紀当漢字996字について検討する必要があるだろう。なお，定着と

いう視点からの経年比較では，特定の音訓あるいは語句の使用価値が蒔代によって変化していること

がある。このため，提繊語を含む学習漢字全音訓について検討する必要がある。

　第三点は，現行の漢字学習段階配当では小学校修了段階，中学校及び高等学校終了段階での指導字

数の大まかな租安を立てている。このことは習得総量としての意味づけを考えるならば，たとえば，

1，000字目小学校終了段階での指導字数によって，児童にどのような漢字語彙の習得を目ざすのか，

漢字指導を逓してどのような認知発達を促すことが期待されるかに注匿する必要がある。
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　本来，漢字指導は語彙指導に基礎を遣くものでなければならない。試みに，筆者らが現行の配当漢

字996字が意昧分類甥にどのような語によって提出可能かを，意昧分類は国立国語研究所『分類語彙

表g，教育基本語彙は阪本一郎徽育基本語彙sによって整理すると，低学年配当漢字は児童の身辺

語彙，中学年では児童の活動語彙，そして高学年では社会・文化約語彙が指導可能であるという特性

が指摘されている（未発表）。これからの学習段階配当作業でもこの点の検討が必要であるし，常用

漢字の習得量調沓と共に意昧的な内容を明示することが重要な課題となるだろう。

　なお，最後に，学習段階配当に際して，それは単に習得度だけの妥当性だけで決められるものでな

い。教科書，i新聞，雑誌の漢字使用，また漢字の習得度，熟知度，機能度に注目した基礎研究領域が

長期的な研究の計画・：立案にはもとより，現行の改訂に際しても考慮されるべきことは当然である。
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第2章　調査の概要

　　　　　　　　　　　第1節　調査した漢字・音訓・語

　小学校・中学校・高等学校の漢字の配当は、次のようになっている。いずれも、学習指導要領から、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まそれぞれの学校段階の最高学年の記述を引用した。（高等学校については、「国語碧の記述を引用

した。）

　・小学校一学年別漢字配当表の第1学年から第6学年に配当されている漢字を含めてLOOO字ぐ

　　　　　　　らいの漢字を読み、その大体を書くこと。

　・中学校一陣2学年までに学習した常用漢字の読みに慣れ、更にその他の常用漢字の大体も読む

　　　　　　　こと。

　　　　　　　　学年別漢字配当表の漢字を主として、1，000字程度の常用漢字について使い慣れる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　　　　　こと。なお、それ以外に上記アで学習した常用漢字についても、必要な場合、適切

　　　　　　　に用いるように努めること。

　・高等学校一常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになること。

　ここで雷及されている学年別漢字配当表とは、常用漢字1945字のうち、小学校で学習する漢字996

字について、学年別に一覧した表のことである。小学校学習指導要領に掲載されている。本書では、

この996字のことを、小学校配当漢字と呼ぶことにする。そして、それぞれの学年に配当されている

漢字を、各学年の配当漢字と言うことにする。各学年の配当漢字数を、次に示す。

　・1年配当漢字一76字　　　　・4年配当漢字一195字

　・2年配当漢字一145字　　　　　・5年配当漢字一195字

　・3年配当漢字一195字　　　　・6年配当漢字一190字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　また、申学校段階・高等学校段階に指導段階を定められた音訓がある。本書では、これらを、そ

れぞれ、中学音訓・高校音訓と呼ぶことにする。

　この調査は、付表の語を含めて、常用漢字のすべてについて、児童・生徒の習得程度を調査した。

しかし、常用漢字の各学校段階の配当のうち、小学校段階の配当を検討することを第1の目的として

行った。そのため、特に、次のものについて、詳しく調査した。

　・小学校配当漢字996字

　・小学校配当漢字以外の常用漢字949字のうち、児童・生徒にとって比較的親しみやすいと考えら

　　れた302字

　・中学音訓（小学校に配当されている漢字で、中学校段階に指導段階を定められた音訓）

　・高校音訓（高等学校段階に指導段階を定められた音訓）

　・常用漢字表の付表の語

［注］　1．それぞれ、小学校学習指導要領（昭和52年改定）・中学校学習指導要領（昭和52年改定）・高

　　　　等学校学習指導要領（昭和53年改定〉から引用した。ただし、引用にあたって、常用漢字表の

　　　　内閣皆示（昭和56年10月1日）にともなって行われた学習指導要領の一部改正（昭和56年10月
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　1日文部省告示）に従った。

2．上の段落のこと。

3，これは、当用漢字音訓表の改定（昭和48年6月18日内閣告示）にともなって行われたことである。

　　　　　　　　　　　　　　第2節　調査した地域

　主調査地域は、東京都である。区部ばかりでなく市部・郡部でも調査を行った。しかし、園部は除

いた。そして、一部の漢字について、秋田県と奈良県でも調査を行った。

　東京都を主調査地域とした特別の理由は、あまりない。国立国語研究所が東：京都にあってk調査が

しゃすかったためである。もっと調査の規模を大きくすることができたならば、日本全体からなんら

かの仕方で地域をサンプリングして、それを調査地域としたほうがよかったことは、言うまでもない。

しかし、この調査では、そのようなことをするまで、調査の規模を大きくすることができなかった。

　そのかわり、一部の漢字について秋田県と奈良県でも調査を行って、東京都の調査結果と比較する

ことができるようにした。比較のための調査地域として秋田県と奈良県を選んだ特別の理由は、主調

査地域として東京都を選んだときと同じく、あまりない。両県が、東京都から地理的に反対方向に比

較的離れている上、調査の協力が、他県に比べて得やすいと判断されたためである。しかし、このこ

とによって、主調査地域の東京都の調査結果が、どの程度まで日本金体を代表するか、ということに

ついて、ある程度の臼安が得られると考えられた。これについては、第4章第3節で述べることにす

る。

　　　　　　　　　　　　　　　第3節　調査の構成

　この調査は、次の下位調査に分かれている。

（1＞到達度調査

　　小学校各学年の配当漢字について、それぞれの学年の終了時点で、その学年の児童を対象にして、

　音訓別に読み書き調査を行うもの。3年配当漢字と6年配当漢字については、秋田県と奈良県でも

　調査を行った。

　　しかし、学年末に調査を行うことは、実際にはむずかしかった。そのため、1学年kの児童・生

　徒を対象にして、年度が変わってまもない5月上旬に調査を行った。

　　この調査の結果については、第4章で説明する。

（2）定着度調査

　　小学校各学年の配当漢字について、それぞれの配当学年の1学年下の学年・1学年上の学年・2

　学年上の学年・4学年上の学年の児童・生徒を対象にして、音訓別に読み書き調査を行うもの。ま

　た、小学校配当漢字以外の常用漢字302字と付表の語について、これと岡じようにして、読み書き

　調査を行うもの。年度のだいたいまん中にあたる11月に調査を行った。

　　この調査の結果については、第5章・第6章・第7章・第8章で説明する。

（3摺得量調査
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　　中1・高1それぞれ10名を対象にして、常用漢字1945字について、読みの調査を行うもの。到達

　度調査と定着度調査では、ペーパーテストを採用したが、この調査では、面接法を採用した。

　　この調査の結＝果については、第9章で説明する。

　漢字の読み書き調査は、大きく2つに分けることができる。1つは、1つ1つの漢字や音訓につい

て、ある集団の中の何パーセントの人が正しく読むことができるか、また正しく書くことができるか、

ということを調べることを9的とした調査である。つまり、1つ1つの漢字や音訓が、問題になる調

査である。上の3つのうち、到達度調査と定着度調査が、このタイプに入る。

　そして、もう1つは、1人1人の漢字の読み書き能力の程度を調べることを属的とした調査である。

つまり、1人1人が、問題になる調査である。上の3つのうち、習得量調査がこのタイプに入る。

　到達度調査と定着度調査の場合、調査した漢字・音訓・語と、調査した児童・生徒の学年との対応

関係がやや込み入っている。そこで、表2－1に、それを整理して示した。到達度調査では、実際には、

それぞれの漢字の配当学年の1学年上の児童・生徒を調査した。しかし、上に述べた到達度調査のね

らいから、この表では漢字の配当学年と同じ学年に印を付けた。

　　表2－1調査した漢字・音訓・語と調査した児童・生徒の学年

調査した漢字・音訓 小学校配当漢字 （配当学年） 中学 高校 常用漢字 付表

・語 1年 2年 3年 4年 5年 6年 音訓 音訓 302字 の語

調査した 1年生 ◎ ○

児輩・生 小 2年生 ○ ◎ O
徒の学年 3年生 ○ ○ 翻 ○

学

4年生 ○ ○ ◎ O
生 5年生 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

6年生 ○ ○ ○ ⑭ ○ ○ ○

中 1年生 ○ ○ ○ ○

学 2年生 ○ ○

生 3年生 ○ ○ ○

高校1年生 ○ ○ ○ ○

　［注11，◎は到達度調査を行った漢字、学年。

　　　　2．⑳も到達度調査であるが、秋田県・奈良県でも調査を行った漢字、学年。

　　　　3．○は定着度調査を行った漢字・音訓・語と学年。

　　　　4．中学音訓・高校音訓とは、中学校段階・高校段階へ撫導段階を定められた音訓のこと。

　　　　5．常用漢字302字とは、小学校配当漢字以外の常稽漢字302字のこと。

　　　　6．付表の語とは、常用漢字表の付表の語のこと。

　常朋漢字表の付表の語についてのみ、昭和60年度（1985年度）に調査を行った。ほかのものについては、

昭和57年度（1982年度）・58年度（1983ff度）・59年度（1984年度）の3年間で終了するように、適当に

分けて実施した。それについては、本章第5節の調査の実施経過のところで説明する。
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第4節　調査校

第1項　調査校の選定

　準備調査でも、いろいろな人・団体・機関の協力を受けた。しかし、ここでは本調査の場合につい

てのみ述べる。（以下、本書では、国立国語研究所のことを「国語研」と略す。）

　調査を実施した学校のことを、調査校と呼ぶことにする。その調査校は、下の表に示した機開・団

体に推薦を依頼した。ここで推薦と言うのは、次の3つの作業をすることを意味している。

　1．国語研で作成した選定基準に基づいて、調査校の候補を決める。

　2．その学校から、調査の協力の内諾を得る。

　3。その学校を国語研に報告する。

　年度は、調査校の推薦を依頼した時点の年度である。そして、括弧の中に、その機関・団体のその

時の会長の名前を記した。所属・職名は、同じく、依頼した時点のものである。

陳京綱

年度 依頼した機関・団体 依頼した時期 依　頼　し　た　内　容

東京都小学校国語教育研究会 昭和57年7月 昭和57年11月の定着度調査と昭和58

（木名瀬正博・三：鷹市立第三小 年5月の到達度調査の調査校の推薦

学校・校長）
57年度

東京都中学校校長会 昭和57年9月 昭和57年11月の定着度調査の調査校

（原島信義・千代田区立練成中 の推薦

学校・校長）

東京都小学校国語教育研究会 昭和58年10月 昭和58年11月の定着度調査と昭和59

（太田三ナ雄・台東区立金華木 年5月の到達度調査の調査校の推薦

小学校・校長）

東京都中学校校長会 昭和58年10月 昭和58年11月の定着度調査と昭和59

58年度 （芳賀利正・町田市立町田第二 年5月の到達度調査の調査校の推薦

中学校・校長）

東京都高等学校国語教育隣郷会 昭和58年10月 昭和58年11月の定着度調査の調査校

（今坂晃・東京都立立川高等学 の推薦

校・校長）

東京都小学校国語教育研究会 昭和59年9月 昭和59年11月の定着度調査の調査校

59年度 （太田三十雄・台東区立金曽木 の推薦

小学校・校長）
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［秋照県］

年度 依頼した機関・団体 依頼した時期 依　頼　し　た　内　容

57年度

秋田県国語教育論究会

i佐々木陰・秋田市立勝平小学

Z・校長）

昭和58年3月 昭和58年5月の到達度調査の調

ﾌ推薦

58年度

秋田県国語教育積究会

i佐々木孝・秋田市立勝平小学

Z・校長）

昭和59年3月 昭和59年5月の到達度調査の調

ﾌ推薦

［奈良県〕

年度 依頼した機関・団体 依頼した時期 依　頼　し　た　内　容

57年度

奈良県国語教育研究会

i杉本恭彦・北葛城郡当麻町立

ｩ鵬中学校・校長）

昭和58年3月 昭和58年5月の到達度調査の調

ﾌ推薦

58年度

奈良県国語教育研究会

i今本勝造・橿原市立白橿南小

w校・校長）

昭和59年3月 昭和59年5，月の到達度調査の調

ﾌ推薦

　［注］　この表には、昭和59年度に行った習得量調査の場合、昭和59年度の高等学校の場合、昭和60年

　　　度の小学校・申学校・高等学校の場合が抜けている。これらの場合、調査校をあまり多く必要と

　　　しなかった。そのため、それぞれ前年度の調査校の中から適当に選定して、国語研から直接各学

　　　校に調査の協力を依頼した。

なお、秋田県・奈良県で、調査校の推薦と調査の実施に関して、ほかに次の方々の協力を受けた。

（所属・職名は、当時のものである。）

［秋田県］

・石井憲輔（教育庁義務教育課・詣導主事）

・奥田敦夫（教育庁義務教育課・指導主事）

　・柏木勇夫（秋田市立下浜小学校・校長）

　・鈴木幸雄（秋田市立秋田東中学校・校長）

　・園部　勇（秋田市教育委員会・指導主事）

　・武塙正樹（秋田市教育委員会・指導主事）

・中野　伸（教育庁中央教育事務所・指導主事）

・森田　濾（教育庁義務教育課・指導主事）

［奈良県］

・北森貞次（県教育委員会・指導主事）

・木村千倍（県教育委員会・指導主事）

・小島利博（奈良市立神功小学校・校長）
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・米田　猛：（北葛城郡当麻町立白鵬中学校・教諭）

・中本泰弘（北葛城郡香芝町立真美ヶ丘東小学校・校長）

・畠山典・久（奈良市立右京小学校・教諭）

・藤本武重（磯城郡田原本町立平野小学校・校長）

・富士森恭平（奈良市立町西中学校・教頭）

第2項　調査校の選定の基準

　ごく普通の学校を調査校に依頼したいと考えた。特に経費の面から、東京都の小学校・中学校の場

合、それぞれ30校ほどの学校を調査校に依頼することにした。そして、高等学校の場合は、1校あた

りの生徒数が多いので、入数的には、10校で十分であると考えられた。

　以上のことから、次に引用するような調査校の選定の基準を作成した。これは、昭和58年度に、調

査校の推薦の依頼状とともに、東京都の上記の各機瀾・団体に送付したものである。昭和57年度・59

年度に送付したものも、ほとんどこれと同じである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査校の選定の基準

1．東京都の区部・市部・郡部から、公立小学校・公立中学校各28校、公立高校10校を選ぶ。

2．地域的にかたよらないようにする。

3．学校の規模は、中規模校とする。

4．漢字教育・国語教育に関して、特別な指導を行っていない学校を選ぶ。

5．全般的な学力水準が、区内・市内・郡内、または学区内のそれぞれで、平均的な学校を選

　　ぶ。

　［注］　小学校・中学校については、それぞれ、区部から1区1校合計23校を選定して、市部・郡部か

　　　　ら5校を選定するように依頼した。そして、高等学校については、普通科の学校を、各学区（全

　　　　部で10学区）1校合計10校を選定するように依頼した。また、区部・市部・郡部の小学校・中学

　　　　校の平均的な学級数について、記しておいた。

　秋田県・奈良県の場合も、東京の場合と、ほとんど岡じである。次に、昭和59年3月に奈良県の国

語教育研究会に送付した調査校の選定の基準を引用する。昭和58年3月に送付したものも、また、秋

田県の国語教育研究会に送付したものも、ほとんどこれと同じである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査校の選定の基準

1．県内の甫部の公立中学校から3校を選ぶ。

2．学校の規模は中規模校とする。

3．漢字教育・国語教育に関して、特別な指導を行っていない学校を選ぶ。

4．全般的な学力水準が、市部の中学校の中で、平均的な学校を選ぶ。

［注］　市部の中学校の平均的な生徒数について、記しておいた。
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第3項　調査校の選定経過

　それぞれの機関・団体に調査校の推薦を依頼して、最終的に国語碕から個々の学校に調査の実施に

ついて協力を依頼するまでの過程を図の形式にまとめた。それぞれ、①～⑤の数字は、時聞的な順番

を表している。

［東京都の小学校・中学校の場合］

国立国語研究所

〔東京都の高等学校の場合］

①調査校の推

　薦を依頼す

　る
③各支部長が国語研に

　調査校を報告する

東京都小学校国語教育研究会

東京都中学校校長会

④国語研から

　調査の協力

　を依頼する
②各支部長が各学校に調

　査の協力の内諾を得る

国立国語研究所

①調査校の推

@薦を依頼す

@る
@　　　　　↓

③会長が国語研

@調査校を報告

東京都高等学校国語教育研究会

④国語研から

@調査の協力

@を依頼する
②会長が各学校に

@の協力の内諾を

［秋田県。奈良累の学校の場合1

国立国語研究所

①調査校の推

　薦を依頼す

　る

，
③会長が国語研に

　調査校を報告する

秋田県国語教育研究会・奈良県国語教育研究会

④国語研から

　調査の協力

　を依頼する
　　　②会長が各学校に調査

　　↓　の協力の内諾を得る

秋田県教育委員会・奈良県教育委員会　←

⑤各県の教育委員

　会に調査の協力

　を依頼する

第4項　調査校の名簿

　各学校に調査の協力を依頼した時点の年度で分けて、調査校を一覧する。調査の事務連絡を受け持

った教員を、担当のところに記した。

　なお、東京都の昭和57年度の小学校と昭和58年度の小学校・中学校は、それぞれ、その年の11月の

定着度調査とその翌年の5月の到達度調査を実施した。
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［三目i日57年度］

1．小学校（28校）

　千代田区立番町小学校（校長二中田英義、担当：鈴木清司）

　中央区立月島第一小学校（校長：小河一久、担当：安尾洋子）

　港区立華南小学校（校長：小川勇、担当：宮参昭）

　新宿区立四谷第四小学校（校長：飯島悠蔵、担当：小畑多恵子）

　文京区立関脇台町小学校（校長：田中武昌、擦当：由田英子）

　台東区立坂本小学校（校長：桜沢寿、握当：野沢和雄〉

　江東区立扇橋小学校（校長：松下弘三郎、担当：丹野静子）

　品州区立山中小学校（校長：中野栄吉、担当：矢野美代子）

　目黒区立業ケ丘小学校（校長：古川満、担当：物江秀子）

　大田区立相生小学校（校長：中村晋、三相：田辺孝志）

　世田谷区立喜多見小学校（校長：伊東淳、担当：児浦敏郎）

　渋谷区立本町東小学校（校長二上松行雄、握当：大里陽子）

　中野区立中野昭和小学校（校長：立本共三、担当：平野孝子）

　杉並区立桃井第二小学校（校長：矢部宗一）

　豊島区立文成小学校（校長：志村勲、担当：宮田澄江）

　北区立第二岩渕小学校（校長：増田登、担当：成家亘宏）

　荒Jll区立第四平田小学校（校長：関ロ幸男、担当：桑原けい子）

　板橋区立大山小学校（校長：村田績雄、担当：日比茂樹）

　練馬区立谷原小学校（校長：岡善太、三相：平野浩子）

　足立区立栗原北小学校（校長：小野口隆、担当：中村昭一郎）

　葛飾区立原田小学校（校長：内山小二郎、担当：斎藤二郎）

　江戸Jll区立南葛西小学校（校長：金田和雄、担当：吉田弘雄）

　墨田区立立花小学校（校長：瀬川栄志、握当：出来昭伸）

　三鷹市立第三小学校（校長：木名瀬正博、握当：大嶋健二郎）

　青梅市立河辺小学校（校長：紅林幸一、担当：秋本珠美）

　保谷市立本町小学校（校長：津田成一、担当：伊東美知子）

　稲城市立第三小学校（校長：三浦清郎、担当：西村健次）

　西多摩郡瑞穂町立衿穂第三小学校（校長：田島定雄）

2．中学校（20校）

　中央区立第四中学校（校長：宮川英夫）

　港区立青山中学校（校長：松岡寛、担当：武田輝彦）

　新宿区立戸山中学校（校長：中島国太郎、担当：酒巻秀三）

　文京区立第九中学校（校長：佐藤一男、担当：金森淳）

　台東区立御徒町中学校（校長二甲唄、担当：石ケ森俊道）
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江東区立深川第一中学校（校長：矢萩俊、担当：榮田一郎）

品規区立日野中学校（校長：松島甲子芳、担当：松島甲子芳）

臼黒区立第九中学校（校長：上野武雄、担当：守田朗〉

大田区立安方中学校（校長：荒木四良、担当：高橋重樹）

世田谷区立桜木中学校（校長：若林博、担当：飯田章雄）

渋谷区立松濤中学校（校長：日和佐亮、挺当：古谷祥子）

中野区立第三中学校（校長：中島三千保、担当：山原一郎）

豊島区：立道和中学校（校長：関口昭一、担当：西村節子）

荒川区立第九中学校（校長：山本有造）

板橋区立板橋第三中学校（校長：小川健七）

練馬区立大泉北中学校（校長：糸賀英一、担当：小河原信義）

足立区立東綾瀬中学校（校長：内海政夫、担当：金子一彦）

葛飾区立金町中学校（校長：高木敏雄、担当：二見智子）

江戸川区立鹿骨中学校（校長：奥村敏雄、担当：薬害〉

墨田区立墨田中学校（校長：矢沢修、担当：青木勝）

［昭瀦58年度］

1．小学校

・東京都（28校）

　千代田区立錦華小学校（校長：向山和弥、担当：山口富士子）

　中央区立月島第一小学校（校長：小河一久、担当：安尾洋子）

　港区立本村小学校（校長：瀬田隆三郎、担当：松原俊一）

　新宿区立愛日小学校（校長：寺崎秋光、担当：長谷川清）

　文京区立金田小学校（校長：西岡正良、握当：lk室博文）

　台東区立田原小学校（校長1木内守正、担当：大野長子）

　江東区立第四大島小学校（校長：松下弘三郎、握当：井東八千代）

　品州区立壷中小学校（校長：吉野一正、担当1高本美弥子）

　晶川区：立清水台小学校（校長：尾坂保、担当：高野志津子）

　目黒区立緑：ケ丘小学校（校長：吉川満、担当：物江秀子）

　大田区立洗足池小学校（校長：池田忍）

　世田谷区立喜多見小学校（校長：伊東淳、担当：桑原芳子）

　渋谷区立本町東小学校（校長：上松行雄、担当：大里陽子）

　中野区立上鷺宮小学校（校長：瀬川栄志、担当：加藤幸代）

　豊島区立長崎小学校（校長：杉山正一、担当：荻久保高幸）

　北区立滝野川第一小学校（校長：栢澤公二、抵当：加藤譲治）

　荒川区立第五瑞光小学校（校長：大関英五郎）
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　板橋区立大山小学校（校長：村田績雄、担当：B比茂樹）

　練馬区立高松小学校（校長：平野一男）

　足立区立古千谷小学校（校長：乙須昭生、担当：寺本恵子）

　葛飾区立花の木小学校（校長：石田英雄、担当：加藤晴枝）

　江戸f用区立西小岩小学校（校長：氏家国司、握当：山本典男）

　墨田区立立花小学校（校長：碓井荘三郎、担当：出来昭伸）

　三鷹市立第三小学校（校長：佐藤寅雄、担当：村田不二子〉

　青梅市立河辺小学校（校長：紅林幸一、担当：秋本珠美）

　保谷市立本町小学校（校長：竹内助二、担当：伊東美知子）

　稲城市立第三小学校（校長：三浦清郎、握当：西村健次）

　西多摩郡瑞穂町立瑞穂第三小学校（校長：田島定雄、担当：島田辰也）

・秋田県（8校）

　秋田市立勝平小学校（校長：佐々木孝、挺当：坂本弘二）

　秋田市立保戸野小学校（校長：高橋宏、担当：斎藤キエ子）

　秋田市立州尻小学校（校長：菅原～、挺当：亀井港栄）

　秋田市立土崎南小学校（校長：丸ノ内勇、担当：伊藤幸三郎）

　秋田市立港北小学校（校長：山田進、担当：渡部忠）

　秋田市立東小学校（校長：松本秋次、担当：舶納悦郎）

　秋田市式外旭川小学校（校長：三浦幹夫、担当：堀内麗子〉

　秋田市立八橋小学校（校長：三浦万蔵、担当：加賀谷俊一）

・奈良県（13校〉

　奈良市立あやめ池小学校（校長：松本博、担当：奥坊耕一）

　奈良市置鼓阪小学校（校長：佐藤正夫、担当：西窪由美子）

　奈良市立大安寺小学校（校長：吉田町、抵当：藤井久美子〉

　奈良市立辰市小学校（校長：義田正美、担当：摺錘重市郎〉

　奈良市立明治小学校（校長：岡本増雄）

　奈良市立富雄北小学校（校長：吉住真一、担当：中野正斌）

　奈良市立二名小学校（校長：東出和彦、担当：森田妙子）

　奈良市五識：登美ケ丘小学校（校長：上岡政次、握当：坂東邦子）

　奈良市立右京小学校（校長：立花庸雄、担当：畠山典久）

　奈良市立朱雀小学校（校長：林俊一、担当：中野美智子）

　奈良市立済美南小学校（校長：田村徳雄、担当：仲川明子）

　奈良市立青葉小学校（校長：野田修、担当：大畑修一）

　奈良市立神功小学校（校長：小島利博、担当：頃脇啓子）

2。中学校（30校）

　千代田区立九段中学校（校長：後藤俊、担当：矢田文雄・笠井正信）
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　中央区立第四中学校（校長：宮川英夫、握当：藤井一朗）

　港区立高陵中学校（校長：河野通太、担当：福間満雄）

　新宿区立戸塚第～中学校（校長：篠崎信夫、担当：安居総子）

　文京区立第六中学校（校長：八巻喜八郎、担当：五所愛子）

　台東区立下谷中学校（校長：丸山昭臣、担当：片山彰一郎）

　江東区立第こ二大島中学校（校長：境田嘉廣、担当：片野彰定）

　品川区立日野中学校（校長：松島甲子芳、担当：片桐弘子）

　目黒区立第九中学校（校長：上野武雄）

　大田区立平方中学校（校長：荒木四良、握当：高橋重樹）

　世田谷区立深沢中学校（校長：西村鋭彦、担当：市川公一）

　渋谷区立広尾中学校（校長：難波金平、担当：高田美枝子）

　中野区立第五中学校（校長：比留間一成、担当：駒野修三郎）

　杉並区立中瀬中学校（校長：近藤晴美、損当：山下清一）

　豊島区立高田中学校（校長：北村源太郎、担当：鎌田貞～）

　北区立売付中学校（校長：長田前方、担当：高橋和夫）

　荒川区立第九申学校（校長：鳥辺昭、損当：井上光雄）

　板橋区立向原中学校（校長：湯澤弘親、担当：大谷津景一）

　練馬区立豊玉中学校（校長：藤田繁男、担当：森島勉）

　足立区立東綾瀬中学校（校長：内海政夫、担当：井川清）

　葛飾区立桜道中学校（校長：吉田稔、担当：林秋男）

　江戸Jll区立松江第四中学校（校長：奥村敏雄、担当：大川英昭）

　墨田区立面州中学校（校長：細野紀郎、担当：富由欣哉）

　稲城市立稲城第三中学校（校長：青木清人、担当：荻田慈世治）

　青梅市立第一一中学校（校長：福岡義雄、担当：宗像昭男）

　多摩市立諏訪中学校（校長：橋本一、担当：久家義久）

　八王子市立中山中学校（校長：柴宙一郎、担当：小倉孝雄）

　国分寺市立第二申学校（校長：野々山祥一、担当：手塚洋子）

　東村山市立東村山第三申学校（校長：菊地卓爾、担当：秋山勇）

　田無市立田無第三中学校（校長：会田吉之典、担当：砂田はつ子）

3．高等学校（10校）

　東京都豪雪谷高校（校長：山崎賢三、担当：野田夏子）

　東京都立桜町高校（校長：山崎裕司、担当：松尾光代）

　東京都立永福高校（校長：山本哲夫、担当：西尾文雄・鈴木千佳代）

　東：京都立向丘高校（校長：平塚寛次郎、担当：小海雄二）

　東京都立忍岡高校（校長：野々山正司、担当：大倉範幸・下屋敷竹蔵）

　東京都立小岩高校（校長：池沢正夫）
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東京都立忠生高校（校長：渡辺忠胤、担当：江口彰夫）

東京都立福生高校（校長：大河原三郎、担当：大越亨）

東京都立久留米西高校（校長：金子泰三、担当：吉村洋子）

東京都立府中高校（校長：西田誠吉、擾当：藤本二朗）

［昭和59年劇

1．小学校（29校）

　千代田区立神田小学校（校長：加部佐助、担当：浅野実）

　中央区立月島第一小学校（校長：小河一久、担当：近藤恵栄子）

　港区立本村小学校（校長：瀬田隆三郎、担当：松原俊一）

　新宿区立淀橋第四小学校（校長：吉田博次、担当：木幡訓子）

　文京区立湯島小学校（校長：内海静雄、担当：山田英子）

　台東区立大正小学校（校長1真如数典、担当：渡辺和子）

　江東区立第四大島小学校（校長：松下弘三郎）

　品用区立清水台小学校（校長：尾坂保、担当：林千恵子）

　甲州区立山中小学校（校長：吉野一正、担当1三上達也）

　目黒区立東根小学校（校長：堤克彦、担当：柳みさほ）

　大田区立警士小学校（校長：蕾根功、担当：長谷Jll清之）

　世田谷区立桜町小学校（校長：武田良武、担当：兼弘昭一）

　渋谷区立本町東小学校（校長：上松行雄、担当：大里陽子）

　中野区立江古田小学校（校長：山中優、担当：山口彰子）

　杉並区立和泉小学校（校長：野口玲子、担当：吉川邦弘）

　豊島区立西巣鴨小学校（校長：小池久代、担当：秋葉陽子）

　北区立滝野川第一小学校（校長：関口美子、担当：加藤譲治）

　荒川区立第三日暮里小学校（校長：秋山照子、担当：藤田慶三）

　板橋区立板橋第一撃学校（校長：山本正道、担当：弓家靖檜）

　練馬区立練馬第二小学校（校長1保泉薫、担当：若井治子）

　足立区立千寿旭小学校（校長：岡霞禎一、担当：陣門幸雄）

　葛飾区立葛飾小学校（校長：宮野進、担当：崩崎和男）

　江戸川区立上一色小学校（校長：金沢啓二、担当：宮増洋子）

　墨田区立立花小学校（校長：碓井荘三郎、担当：榊原良子）

　三鷹市立第三小学校（校長：佐藤寅雄、担当：村田不二子）

　青梅市立藤橋小学校（校長：土井良英一、担当：木村芳一）

　田無市立柳沢小学校（校長：西大條満、担当：野村吉弘）

　稲城市立第三小学校（校長：三浦清郎、担当：西村健次）

　西多摩終端穂町立瑞穂第三小学校（校長：田島定雄、担当：島田辰也）
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2．中学校

・秋田県（3校）

　秋田市立泉中学校（校長：梅津思誠、担当：高橋義一〉

　秋田市立城東中学校（校長：三浦万蔵、担当：高橋紀子）

　秋田市立面旭州中学校（校長：菊地昭男、担当：菅原出直）

・奈良県（3校）

　奈良市立富雄中学校（校長：藤澤泰明、担当：山〔コソノ子）

　桜井市立桜井中学校（校長：西川芳徳、担当：萬谷和代）

　五條市立五條東中学校（校長：土田史郎、担当：小松順子）

3．高等学校（8校）

　東京都立憲谷高校（校長：山崎賢三、担当：後藤進一）

　東：京都立永福高校（校長：山本哲夫、担当：鈴木啓子）

　東京都立向丘高校（校長：平塚寛次郎、担当：小海雄二）

　東京都立忍岡高校（校長：大滝和一一、担当：伊川公司）

　東京都立小岩高校（校長：池沢正夫、担当：寺田平）

　東京都立忠生高校（校長：矢野善久、担当：湯浅隆史）

　東京都立福生高校（校長：峰岸久夫、握当：小田川兵吉）

　栗：京都立府中高校（校長：西田誠吉、握当：川口小枝）

4．習得量調査の調査校（4校）

　北区立細意中学校（校長：長田英方、担当：棚瀬妙子）

　練馬区立豊玉中学校（校長：藤田繁男、担当：森島勉）

　東京都立向丘高校（校長：平塚寛次郎、握当：小海雄二）

　栗：京都立富岡高校（校長：大滝和一、担当：伊川公司）

［昭和60年度］

L小学校（3校）

　港区立大南小学校（校長：岸上修、担当：宮藤壷）

　北区立大野州第一小学（校長：関口美子、担当：橋本操）

　田無市立柳沢小学校（校長：柴和一、担当：横川美砂子）

2。中学校（2校）

　北区立大付中学校（校長：久間淳夫、担当：萩原淳子）

　練馬区立豊玉中学校（校長：岩田忠次郎、損当：森島勉）

3。高等学校（2校）

　東京都立向丘高等学校（校長：平塚寛次郎、担当：水山清）

　東京都立藤岡高等学校（校長：大滝和一、担当：牛島倫子）
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　　　　　　　　　　　　　第5節　調査の実施経過

調査の実施経過を、表の形式にまとめた。この表には、次の事項を収めた。

・準備調査

・本調査の実施に関する諸依頼

・本調査の実施方法についての説明会

・本調査の調査用紙の発送

・本調査の実施

本調査の実施については、太字で示した。

年・B・日

　［昭和56年度］

・昭和57年3月17日

　　　～3月19B
　［日召矛目57年度］

・昭和57年7，月21日

周
　
岡
同
　
同
同
　
岡
詞
　
同

　9月10B

　IO月8日

　10月25日

　11月2B

　ll月12日

　11月19日

　ll月8罠

～11月13H

　ll月24日

～1稠30日

事 項

調査方法の検討のための準備調査（調査舛象：秋田県・埼玉県・奈良県の小

学校9校の3年生）

調査校（東京都小学校）の推薦についての依頼（依頼先：東京都小学校国語

教育研究会）

調査校（東京都中学校）の推薦についての依頼（依頼先：東京都中学校校長

会）

調査校への調査の協力の依頼（依頼先：東京都の小学校28校・中学校20校）

調査校（東京都小学校）への調査の実施方法についての説明会（場所：国立

国語砥究所第1会議室）

調査校（東京都小学校）への定着度調査の調査用紙の発送

調査校（東京都中学校）への調査の実施方法についての説明会（場所：国立

教育会館大会議室）

調査校（東京都中学校）への定着度調査の調査用紙の発送

定着度調査（東京都小学校）

定着度調査（東京都中学校）
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・昭和58年3月

　［昭和58年度］

・昭和58年4月7日

・昭和58年4月19日

・　同

・　同

同　4月25B

同　4，月28日

同　5月3日

同　5月6日

同　5月9日

　～5ft　14日

　5月31日

～6月10日

　10月7日

・同10月11日

配当学年
調査した漢字

1年 2年 3年

調査した学年 1隼生 ○

小 2年生 ○ ○

3年生 ○ ○
学

4年生 ○ ○

生 5年生 ○ ○

6年生 ○

中学1年生 ○

調査校（秋田県・奈良県の小学校）の推薦についての依頼（依頼先：秋田県

国語教育研究会・奈良県国語教育研究会）

調査校への調査の協力の依頼（東京都の小学校28校、秋田県の小学校8校、

奈良県の小学校13校）

教育委員会への調査の協力の依頼（依頼先：秋田県教育委員会・奈良県教育

委員会）

調査校（東京都小学校）への到達度調査の調査用紙の発送

調査校（奈良県小学校）への調査の実施方法についての説明会（場所：奈良

市春日野荘会議室）

調査校（秋田県・奈良県の小学校）への到達度調査の調査用紙の発送

調査校（秋田県小学校）への調査の実施方法についての説明会（場所：秋田

市教員研修所2号室）

到達度調査（東京都・秋国察・奈良県の小学校）

配当学年
調査した漢字

1年 2年 3年

調査した学年 小学2年生

ｬ学3年生

ｬ挙4年生

○

○

⑭

［注］⑯は、秋田県・奈良県でも調盗を行った漢字・学年

小学校配当漢字以外の漢字の選定のための準備調査（調査対象：埼玉県の中

学校3校・高等学校2校のそれぞれ1年生）

調査校（東京都の小学校・中学校・高等学校）の推薦についての依頼（依頼

先：東京都小学校国語教育研究会・東京都中学校校長会・東京都高等学校国

語教育研究会）

調査校への調査の協力の依頼（依頼先：東：京都の小学校28校・中学校30校・

高等学校10校）
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・　同　　　10月31日

・　同　 11月8日

・　同 　11馴4日

～H月19H

・昭和59年3月

　［昭和59年度］

・昭和59年4月19日

・昭和59年4月25日

・　同　　4月27日

岡
隅

・　同

5月1日

5月1日

5月8日

・　同　　5月1日

　　　～5月10日

調査校（東京都の小学校・中学校・高等学校）への調査の実施方法について

の説明会（場所：国立教育会館大会議室）

調査校（東京都の小学校・中学校・高等学校）への定着度調査の調査用紙の

発送

定藩度調査（東京都の小学校・中学校・高等学校）

配当学年 高校
調査した漢字

4年 5年 6年 音訓

調査した学年 3年生 ○
小
4年生 ○

学

5年生 ○ ○
生

6年生 ○ ○

中 1年生 ○ ○

学 2年生 ○ ○

生 3年生 ○ ○

高校1年生 ○

調査校（秋田県・奈良県の中学校）の推薦についての依頼（依頼先1秋田県

県国語教育研究会・奈良県国語教育研究会）

調査校への調査の協力の依頼（東京都の小学校28校・中学校30校、秋田県の

中学校3校、奈良県の中学校3校）

教育委員会への調査の協力の依頼（依頼先：奈良県教育委員会）

調査校（東京都の小学校・中学校、秋田県・奈良県の中学校）への到達度調

査の調査用紙の発送

教育委員会への調査の依頼（依頼先：秋田県教育委員会）

調査校（奈良県中学校）への調査の実施方法についての説明会（場所：奈良

市立富雄中学校会議室）

調査校（秋田県中学校）への調査の実施方法についての説明会（場所：秋田

市立泉中学校相談室）

到達度調査（東京都の小学校・中学校、秋田県・奈良県の中学校）

配当学年
調査した漢字

4年 5年 6年

調査した学年 小学5年生

ｬ学6年生

○

○

中学1年生 ⑭

［注〕㈱は、秋田県・奈良県でも調査を行った漢字・学年
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同
同
同
同

　5月M日

～5月25日

　9月！7日

　10月2日

　ll月12日

～11月17日

・　問　　11月12日

　　　　～11月17日

　［昭和60年度］

・昭和60年10月8日

・同10月31日

・　同　　ll月1E

　　　～11月30日

習得量調査（調査対象：東京都の中学校2校・高等学校2校の1年生各10名）

調査校（東京都小学校）の推薦についての依頼（依頼先：東京都小学校国語

教育研究会）

調査校への調査の依頼（依頼先；東京都の小学校29校・高等学校8校）

定着度調査（東京都の小学校・高等学校）

調査した漢字・音訓
常用漢字

R02字
中学音訓

調査した学年 小学5年生

ｬ学6年生
○
○

○
○

高校1年生 ○ ○

付表の語の調査方法についての調査（調査対象：定着度調査の調査校の中の

高等学校2校のi年生）

調査校への調査の協力の依頼（依頼先：東京都の小学校3校・中学校2校・

高等学校2校）

調査校（東京都の小学校・中学校・高等学校）への定着度調査の調査用紙の

発送

定着度調査（東京都の小学校・中学校・高等学校）

付表の語
調査した語

小 中 高 追

調査した学年 小学5年生

ｬ学6年生
○
○
⑭
囎
○
○

中学1年生

?学3年生

○

○

○
○

高校1年生 ○ ○ ○

［注｝小・中・高・追とは、それぞれ、小学校段階の語・

中学校段階の語・高等学校段階の語・常用漢字表に新しく

追加された語のこと。また、鰹の付いた学年は、読みだけ

を調査した。
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　　　　　　　　　　　　　　第6節　調査の担当者

　この調査は、昭和57年度（1982年度）に、雷語教育甲羅部第1研究室の仕事として本格的に開始し

た。調査の企画・立案と準備の一部は、昭和56年度（198！年度）に行った。人員構成は、下記のとお

りである。

　部長　村石昭三（昭和58年4月1日から室長事務取り扱い）

　室長　大久保愛（昭和58年　3月31日まで）

　室員　島村直己（昭和62年7月1日から主任概究官〉

　　　　茂呂雄二（昭和57年1月1日から）

　　　　州又瑠璃子

　村石昭三は、調査の全体的なまとめにあたるとともに、習得量調査を担当した。島村直己は、到達

度調査と定着度調査を担当した。大久保愛と茂呂雄こ二は、調査の遂行にあたって、必要な協力を行っ

た。そして、川又瑠璃子は、調査の全般にわたって、補助した。

　また、林大（昭和57年3月31日まで所長、現名誉所員）は、調査問題の作成や解答の正誤判定など

をふくめて、調査の全体にわたって助言を与えた。そして、斎賀秀夫（言語計量研究部・部長、現大

軍女子大学・文学部・教授）、土屋信一（同部・第1硬究室・室長、現香州大学・教育学部・教授）、

中野洋（同部・主任研究官、現錦部・第！研究室・室長）、鶴岡昭夫（同部・主任研究官、現上越教

育大学・学校教育学部・助教授）、野村雅昭（同部・第2研究室・室長、現同部・部長）、佐竹秀雄（岡

部・第2研究室・室員、現同観究室・室長）は、調査問題の作成や解答の正誤判定などに関して、助

郷を与えた。

　そのほか、所外のアルバイターが、臨時に作業を助けた。なかでも長期にわたって従事したのは、

石原恵子、小崎奈々子、工藤真理子、島村絹代、田中志津子、田中淑子、飛永洋子、中村弘子、渡辺

陽子であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　第7節　研究発表

　調査結果については、脚寺、冊子の形式で報告した。次の中間報告がそれである。そのほか、口頭

発表を中心として、いくつかの中間的な報告を行った。

［中閤報告］

・「漢字の習得度調査一中間報告一」昭和58年6月

・「漢字の習得度調査一中間i報告（2）一」昭和60年3月

・「漢字の習得度調査一中間報告（3）一」昭和61年6月

［n頭発表］

・島村直己「漢字の習得度調査一中間報告一」科研費中間財皆会（国立国語研究所）、昭和57年6月

・島村直己・村石昭三「漢字の読み書き調査の調査法の検討」日本読書学会第27回研究大会（東京学

　芸大学）、昭和58年7月

・島村薩己・村石昭三「教育可能性の高い字種・音訓」全国大学国語教育学会第64回研究大会（茗漢会
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負官）、　il召njll　58年8月

・島村直己・村石昭三「漢字の定着度一読みについて一」H本教育学会第42回研究大会（法政大学）、

昭和58年8月

・村石昭三「児童生徒の漢字習得」科研費申問報告会（国立教育会館）、昭和59年6月

・島村直己「小学校配当漢字外常用漢字の読み（2）一中1・高1を対象にした自己判定方式による調査

の結果から一」日本読書学会第30回研究大会（東京学芸大学）、昭和61年7月

・島村直己「漢字の到達度、定着度から」国立国語研究所研究発表会（国立教育会館）、昭和61年12

月

・島村直己「漢字の定着度一読みについて一」全国大学国語教育学会第72回研究大会（茗渓会館）、

昭和62年8月

［論文］

・島村直己「漢字の読み書き調査の調査方法一調査問題の作成方法の検討を中心に一」（国語研報告

79「研究報告集（5）」所収、昭和59年）

・村石昭三「一児童の漢字習得」（国語研報告83「研究報告集（6＞」所収、昭和60年）

・島村直己ヂ小学校配当漢字外常用漢字の読み一中ユ・高1を対象にした自己判定方式による調査の

結果から一」（国語研報告85r研究報告集（7＞」所収、昭和6！年）
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第3章
　　　　　　　　　　　　　第1節

第1項　調査問題の作成経過

調査の方法

調査問題の作成

　ここでは、到達度調査と定着度調査の場合についてだけ述べる。この2つの調査以外については、

それぞれのところで説明することにする。

　調査の企爾時点で、いわゆるペーパーテストを採用することに決めていた。第2章第6節で述べた

少ない人員でこのような大規模な調査を実行するには、調査校の多大な協力を受けなければならない。

そのため、調査の実施が容易で、かつまた、調査の実施手順を統制しやすいペーパーテストを採用し

た。

　同じく調査の企画時点で、問題とする漢字を、語、または語に用例を付けた旬で提出することに決

めた。そして、読みの場合は、括弧の中に、問題とする漢字の読みを書かせることにした。また、書

きの場合は、脳角の中に、問題とする漢字の字形を書かせることにした。これは、この種の調査でよ

く採用される調査問題の形式である。

　1つ1つの音訓について調査問題を作成して、最終的に、この節の最後に示すような調査用紙を印

刷するまでのプuセスを図で示すと、図3－1のよう

になる。

　全段階にわたって、島村直己の責任のもとに、川

又瑠璃子が補助して作業を進めた。

　1の段階は、1つ1つの音訓について、どのよう

な語で提出すればよいか、また語にどのような用例

を付けて提出すればよいか、ということを決めるこ

とが、行ったことのほとんどであった。考えられる

多くの語や用例の中から、1つだけにしぼるという

ことは、容易な作業ではなかった。本節の第3項で

述べる調査問題の作成方法の基準は、主に、この段

階に関するものである。

図3－1　調査用紙を印麟するまでのプ葭セス

L　1つ1つの音訓について調査問

　題を作成する

，

懸．調査用紙の下書きをする

，

田．調査用紙を印面する

　flの段階では、1の段階で作成した調査問題を、実際に印刷する書式で下書きした。この段階でも、

1つ1つの音訓について、どのような語で提議すればよいか、どのような語にどのような用例を付け

て提出すればよいか、ということを検討した。しかし、この段階では、調査閤題を調査用紙にうまく

配置することに重点を置いた。同じ調査用紙に同じ漢字が出題されないようにしたり、また、同じ調

査用紙に解答を暗示するようなものが含まれないようにした。そして、この段階で、調査問題全般に

ついて、林大名誉所員と言語計量概究部の助言を受けた。

　劉の段階は、印刷業者が申心となった。国語研では、校正作業に全力を集中するだけであった。
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第2項準備調査
1．調査のE的

　調査問題の作成方法は、調査の目的と密接に関連している。この調査が、児童・生徒の漢字の読み

書きのどのような能力を見ようとするのか、そのことをはっきりとさせなければ、調査問題の作成方

法の基準を作ることはできない。しかし、同じ漢字・音訓でも、出題の仕方が異なれば、正答率に違

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいが出てくることが、これまでにいくつか指摘されている。したがって、調査問題の作成方法に関

して、どのような基準を作るにしても、正答率に影響を与えると予想される要因（調査問題の作成方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の違い）について検討しておくことが必要であると考えた。そこで、次に述べる準備調査を行った。

2．調査の概要

　（1）調査対象

　次の9校の小学校の3年生。合計約1600名。

　・秋田県秋田市立旭北小学校（校長：熊谷昌太郎）

　・　　同　　　　旭川小学校（校長：佐藤光）

　・　　同　　　　東　小学校（校長：松本秋次）

　・埼玉県大宮市立西　小学校（校長：関根健）

　・　　岡　　　　大成小学校（校長：岡村敏郎）

　・　　同　　　　宮原小学校（校長：須藤忠七）

　・奈良県香芝町立三和小学校（校長：山本輝一）

　・　同　新庄町立新庄小学校（校長：杉本恒寿）

　・　同　当麻町立磐城小学校（校長：当麻林平）

　（2）調査の材料

　2年配当漢字と3年配当漢字の中から、それぞれ20字を選んだ。全部で、40字を調査の材料とした

ことになる。

　小学校低学年配当の漢字を材料とした理由は、それらを使った語がひじょうに多いことによる。い

くつもの要因を組み合わせて調査問題を無理なく作成するには、多くの語を検討することが必要で

あった。そして、同じ理由で、音読みの場合だけを調べた。また、調査問題に使った語は、語の長さ

がたがいに違わないように、すべて2字漢語とした。

　（3）調査した馬歯

　調査の企画時点で、到達度調査と定着度調査では、学級単位または学年単位または学校単位で行う

ペーパーテストを採用することに決めていた。そして、1つ1つの漢字について、音訓別に児童・生

徒の読み書きの程度を調べることを決めていた。そのような形式の調査で、調査問題を作成する上で

検討しておくことが必要と思われた次の要因（調査問題の作成方法の違い）を調べた。

　・読みの場合

　　①語の難易　　　：岡じ音訓でも、語の難易の違いによって、正答率がどの程度違うか、という

　　　　　　　　　　　こと。

　　②語の提出の仕方：同じ音訓でも、語で提出するか、それともそれ以外の形式で提出するかによっ
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　　　　　　　　　　　て、正答率がどの程度違うか、ということ。

　　③語の表記の仕方：同じ音訓でも、語を全部漢字で書いて提出するか、それともそうしないかに

　　　　　　　　　　　よって、正答率がどの程度違うか、ということ。

　・書きの場合

　　①語の難易　　　：読みの場合と同じ。

　　②語の提出の仕方：読みの場合と岡じ。

　①の要因と②の要困は、読みと書きとで共通に取り上げたが、③の要因については、読みの場合の

み取り上げたことになる。

　（4＞調査の実施手順

　調査学級ごとに、学級担任の教師が調査者となって、実施した。

　調査の結果のところで述べるように、それぞれの要因について2つずつ水準を設定した。それぞれ

の要因の水準を組み合わせて調査問題を作成したので、同じ漢字（音訓）について、読みの場合は、

2×2×2＝8種類、書きの場合は、2×2＝4種類、の調査問題を作成した。材料とした40の漢字

（音訓）それぞれについて、全部で12種類の調査問題を作成したわけである。

　水準の同じ組み合わせの調査問題は、同じ調査用紙に印捌した。したがって、金部で12種類の調査

用紙を印捌した。実施前に、その12種類の調査用紙各1枚を1組にして、その中をランダムに配列し

た調査用紙の束を作った。それを教室での座席の順に1枚ずつ児童に配付して、実施した。調査用紙

1種類あたりの児童数は、130　一一　140名である。

　そして、児童全員が解答をし終わったころを見はからつて調査用紙を回収した。調査時事は、1学

校時間を予定したが、実際には、調査用紙の配付・回収の時間を含めて、30分ほどであった。

　（5＞調査時期

　昭和57年3月17日一19日

3．調査の結果

　（1）読みの場合

　調査した要因（調査問題の作成方法の違い）と、それぞれの要因について設定した水準を、次のよ

うに記号で表すことにする。

　①A：語の難易

　　・Al：易しい語で提出する。（図表などでは、「易」と略す。〉

　　・A2：難しい語で提出する。（図表などでは、「難」と略す。）

　　　調査対象の児童にとって、どのような語が易しくて、どのような語が難しいのか、ということ

　　が分からなかったので、操作的に、阪本一郎「教育基本語彙」（牧書店、昭和33年）の中のA段

　　階の語（／1・学校低学年段階の語）をAlの易しい語として、　C段階（中学校段階）の語をA2の難

　　しい語とした。

　②B：語の提出の仕方

　　・B1：語で提出する。（図表などでは、「語」と略す。）

　　・B2：語に用例を付けて句で提出する。（図表などでは、「句」と略す。）
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　　　B1は、調査漢字を語だけで提繊する場合である。　B2は、　B1で提出した語に用例を付けて句

　　で提幽する場合である。「動」という漢字について雷えば、「運動」や「出動」が、Blの語で提

　　出する場合にあたる。「朝の運動」や「パトカーの畠動」が，B2の句で提娼する場合にあたる。

　③C：語の表記の仕方

　　・C1：全部漢字表記する。（図表などでは、「漢字表記」と略す。）

　　・C2：読ませる部分だけを漢字で書いて、ほかはひらがなで書く交ぜ書き表記をする。（図表な

　　　　　どでは、「交ぜ書き」と略す。）

　　　Clの漢字表記は、「運動」や「垂線」のように、語全体を漢字で書いた場合である。　C2の交

　　ぜ書き表記は、「うん動」「しゅつ動」のように、読ませる部分だけを漢字で書いた場合である。

　④R：漢字

　　・R1：動

　　・R2：船

　　・R39：体

　　・R40：度

　　　この準備調査では、A・B・Cの3つの要因の効果を晃ることを騒的とした。漢字の違いによ

　　るそれらの要囲の効果の違いを取り除くために、漢字をブロック困子として取り上げた。以下の

　　分析では、この要困の効果については、特に見ない。

　Rlの「動」の場合、　A・B・Cの3つの要因について、水準を組み合わせて作成した調査問題を

示すと、次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　うんの
　AIBICI（易・語・漢字表記）：運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　の　AIBlC2（易・語・交ぜ書き）：うん動
　　　　　　　　　　　　　　　あさ　　うんの
　AIB2Cl（易・句・漢字表記）：朝の運動
　　　　　　　　　　　　　　　あさ　　　　　　の
　AlB2C2（易・句・交ぜ書き）：朝のうん動

　　　　　　　　　　　　　　　しゅつの
　A2BIC1（難・語・漢字表記）：出動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くう
　A2BlC2（難・語・交ぜ書き）：しゅつ動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅつくう
　A2B2Cl（難・旬・漢字表記）：パトカーの出動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　A2B2C2（難・句・交ぜ書き）：パトカーのしゅつ動

　表3－1に、水準を組み合わせて作成した調査問題と、その正答率を示した。（表は横書きであるが、

調査用紙は縦書きで印尉した。）また、表3－2に、A・B・Cの3つの要因の水準の組み合わせについ

て、平均値とSD（標準偏差）を示した。そして、図3－2に、平均値をグラフに表した。
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表3－1読みの調査問題と正答率
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A2　難しい語

R　漢字（音調 　
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91．2　　しゅつ動

59．7　　霜合し、

75．2　発さん

88．　2や会

69．3活ろ

30．9　来れき

33．8　実ちょく

79．6教よう

80．3　れい題

83．　8交ふ

68遵　業せき

92．　7　てき用

45．6　ぶん野

78．7　病じょう

50．4　ひつ勝

23．4　　カ｛レ彗端

85．3　えん線

25．7　遠だい

20．6暗うん

79．　6　ふく写

77．4　ちょ作

91．2　麟ひょう

80．1国ぎ

88．3方さく

76．5　ふう昧

82．5　肉ひつ

64，0　地ひょう

65．7　食しよう

83．2　服む

31．4　てき切

63．2　；｝皆きゅう

59．　9　商だん

90．0　パトカーの出動

4LO　H本丸の船医

62．5　熱を発散する

78．　6　夜会にでかける

64．0　活路をみいだす

22．1　来歴をかたる

26．4　実直な人がら

37．5　教養をたかめる

74．3例題をとく

74．3　証明霧の交付

60．　0　業績をのこす

87。5　きそくの適用

51．4　この分野の専閉家

72．9　病状が悪化する

36．8　必勝をちかう

17．6　外聞がわるい

85．7　私鉄の沿線

31．4　遠大な計慨

21．4　暗雲がたれこめる

64．0　本の複写

68．4　著作にふける

9L4　図表にあらわす

82涯　鍵本の国技

79．4　方策がたたない

80．7風味にとむ

82．4　肉筆のサイン

　　　　　　7
59．3　地表の縛すは海です

39．7　この料理には食傷した

71．3　月島務｝こ二つく

21．3　適切な助言

65．0　軍隊の階級

55．1　商談がまとまる
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7
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3
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3
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5
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0
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5
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6
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パトカーのしゅつ動

撚本丸の船い

熱を発さんする

や会にでかける

活ろをみいだす

来れきをかたる

実ちょくな人がら

教ようをたかめる

れい題をとく

証明齊の交ふ

業せきをのこす

きそくのてき馬

このぶん野の専門家

病じょうが悪化する

ひっ勝をちかう

がい聞がわるい

私鉄のえん線

遠だいな言卜画

略うんがたれこめる

本のふく写

ちょ作にふける

図ひょうにあらわす

B本の国ぎ

方さくがたたない

ふう現ミにとむ

肉ひつのサイン
　　　　　7
地ひょうの万は海です

この料理には食しょうした

ll艮むにつく

てき切な助言

軍隊の階きゅう

商だんがまとまる

R33 当 トウ 当座 58．1 当ざ 45．0 当座をしのぐ 65．9 当ざをしのぐ

R3堵 対 タイ 対決 87．6 婦けつ 84．6 東西の対決 87．3 東西の対けつ

R35 醤 シュウ 慣習 79．4 かん習 74．3 慣習にしたがう 81．1 かん習にしたがう

R36 近 キン 側近 36．5 そっ近 25．0 大臣の郷近 41．5 大臣のぞっ近

R37 電 デン 電庄 92．6 電あつ 90．7 電圧をはかる 88．6 電あつをはかる

R38 去 キョ 退去 16．8 たい去 9．6 退去の命令 7．7 たい去の命令

R39 体 タイ 体得 89．1 体とく 76．5 むずかしさを体得する 82．4 むずかしさを体とくする

衆40 度 ド 険度 95．6 げん度 90．7 限度をまもる 97．0 げん度をまもる
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7
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4
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3

9
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6
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5
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7
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5
7
5
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9
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2
7
7
9
7
9
7
8
7
4
7
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6
5
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表3－2　読みの平均値とSD

A、易しい語 A灘しい語

平均値 SD 平均値 SD
BE　C重言吾・漢掌表三言己

a、C，語・交ぜ書き

a2　CI　句　・｝莫字表言己

a2　C2　句・交ぜ書き

89．5

W6．3

X3．4

W9．3

13．98

P6．70

X．49

P4．35

67．0

T9．8

U9．1

U3．5

23．07

Q4．15

Q2．93

Q3．94
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　結果を大まかに晃るために、要因Aについ

て、全体（2×2×2×40・320欄）を、水準

A1に属すものと水準A2に属すものに分け

て、それぞれの平均正答率を求めた。要園

B・Cについても、同様の計算を行った。そ

うすると、次のようになった。

　①A：語の難易

　　　・A1（易しい語）　：90．2％

　　　・A2（難しい語）　：64．9％

　　　　→　 Al（易しい語）＞Az（難しい語）

図3－2

10e．o

ge．o

se．0

7e．g

60．e

50．0

4e．0

30．e

20．e

IO．O

　o．o

読みの水準閣の違い

q

1）Si2
　　Nsas

ひ一将）B，CI語・漢字表記

Pt　8，C2語・交ぜ轡き
。一一一一つ82C1句　・漢字簑言己

ew一一一適82C2句・交ぜ轡き

②B：語の提出の仕方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A，易しい言上　　　　　　　A2難…しい語

　　　・B1（語で提出）：76．2％
　　　　　　　　　　　　　　　　→　Bl（語で提出）〈B2（句で提出）
　　　・B2（句で提出）：78．8％

③C：語の表記の仕方

　　　・　C1　（漢字表言己）　　：79．8％

　　　　　　　　　　　　　　　　→　C1（漢字表記）＞C2（交ぜ書き）
　　　・C2（交ぜ書き）：74．7％

　そして、図3－2のグラフに見られるように、どのような組み合わせの場合でも、上の関係が成り立っ

ている。つまり、これら3つの要因の問に交互作用は認められない。

　このことを、もう少し細かく見るために、3要困乱憲法によって、分散分析を行った。その結果が、

表3－3である。A・B・Cいずれに関しても、1％水準で有意差が認められた。そして、　A・B・C

の3つの要困の間の交互作用は、いずれも有意差が認められなかった。

表3－3　読みの分散分析表

要　　　　因 平方和 自由度 平均平方和 F値

A　　　語　の　難　易 49G29．75 1 49G29．75 563．75料

B　　　語の白藍の仕方 808．36 1 808．36 9．29僻

C　　　語の表記の仕方 2025．08 1 2025．08 23．28寧寧

R　　　漢　　　　　字 95622．06 39 2451．85 28．19傘率

A×B　　交　互　作　用 6．33 1 6．33 0．07

BXC　　交　互　作　用 2．78 1 2．78 0．03

C×A　　交　互　作　用 161．03 1 161．03 L85

A×B×C　交　互　作　用 29．16 1 29．16 0．34

£　　　誤　　　　　差 23743．89 273 86．97

T　　合　　計 玉71428．44 319

［注］■’……1％水準で有意差が認められたもの
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　以上のことから、次のようにまとめることができる。

　1．要ee　A（語。）難易）に関して、易しい語で提出する場合（A1）のほうが、難しい語で提塾する

　　場合（A2）よりも、正答率が高い。

　2．要言B（漢字の提出の仕方）に関して、句で提出する場合（B2）のほうが、語で提出する場合（Bl）

　　よりも、正答率が高い。

　3．要因C（語の表記の仕方）に関して、全部漢字表記する場合（Ci）のほうが、交ぜ書き表記す

　　る場合（C2）よりも、正答率が高い。

　4．どの要因の問にも交互作用が認められなかった。つまり、要隙A・B・Cの効果は、それぞれほ

　　かの要困の効果から独立している。

　（2＞書きの場合

　読みの場合と同じように、講査した要因と、それぞれの要因について設定した水準を、次のように

記号で表すことにする。A・B・Rの各要因とも、内容は、読みの場合とまったく樹じである。また、

音訓を提出した語、用例についても、読みの場合とまったく1司じである。

　①A：語の難易

　　・Al：易しい語で提出する。（図表などでは、「易」と略す。）

　　・A2：難しい語で提出する。（図表などでは、「難」と略す。）

　②B：語の提出の仕方

　　・璃：語で提出する。（図表などでは、「語」と略す。）

　　・B2：語に用例を付けて句で提出する。（図表などでは、陶」と略す。）

　③R：漢字

　　・Rl：動

　　・R2：船

　　・R39：体

　　・R40：度

　Rlの「動」の場合、　A・Bの2つの要因について、水準を組み合わせて作成した調査問題は、次

のようになる。

　　　　　　　　　　うんどう
　AIBI（易・語）：運□
　　　　　　　　　　あさ　　うんどう
　AIB2（易・句）：朝の運［］

　　　　　　　　　　しけつどう
　A2B1（難i・言吾）　：出□

　　　　　　　　　　　　　　　しヒワつとう
　A2B2（難・旬）：パトカーの出島

　表3－4に、水準を組み合わせて作成した調査問題と、それぞれの正答率を示した。（A2BlR】2は欠

測値であるが、Yatesの方法によって推定した値を括弧の中に記入した。また、表は横書きではある

が、調査用紙は縦書きで印刷した。）そして、表3－5に、A・Bの2つの要因の水準の組み合わせにつ

いて、平均値とSDを示した。図3－3は、平均値をグラフに表したものである。
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表3－4　欝きの調査問題と正答率
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表3－5　書きの平均値とSD 平均値 SD

AIB1　易・語

`IB2　易・句

`2　B1　難・語

`2　B2　難・句

73．3

V5．0

S0．4

S2．9

17．54

P7．27

Q3．35

Q5．04
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　読みの場合と岡じように、結果を大まかに見るため

に、要ee　Aについて、全体（2×2×40二160欄）を、

水準Aiに属すものと水準A2に属すものに分けて、そ

れぞれの平均正答率を求めた。要pa　Bについても、同

様の計算を行った。そうすると、次のようになった。

①A：語の難易

　　　・A1（易しい語）　：74．1％

　　　・A2（難しい語）　：41．6％

　　　　→　Al（易しい語）＞A2（難しい語）

②B：漢字の提出の仕方

　　・Bl（語で提出）：56．8％

　　　　　　　　　　　　　　　一
　　・B2（句で提出）：58．9％
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U0
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R9

Q0

c
0Bl（語で提出）〈B2（句で提出）

　そして、図3－3のグラフに見られるように、どのような組み合わせの場合でも、上の関係が成り立っ

ている。つまり、この2つの要困の間に交互作用は認められない。

　このことを、もう少し細かく見るために、2要因乱塊法によって、分散分析を行った。その結果が、

表3一・6である。A（語の難易）に関して、1％水準で有意差が認められた。しかし、　B（語の提出の

仕方）に関しては、有意差が認められなかった。

表3－6　書きの分散分析三

十　　　　困 平方和 自由度 平均平方和 F値

　A　　　語　の　難　易

@B　　　語の提出の仕方

@R　　　漢　　　　字

`×B　　交　互　作　用

@E　　　誤　　　　　差

42357．32

@170，36

T5543．50

@　7．79

P5565．57

　1

@1

R9

@1

P！6

42357．32

@170．36

P424．19

@　7．79

@134．19

315．65寧宰

@1．27

P0．6r寧

@0．06

丁　　　合　　計 113644．54 158

［注］虚’……1％水準で有意差が認められたもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ以上のことから、次のようにまとめることができる。

L要因A（語の難易）に関して、易しい語で提出する場合（A1）のほうが、難しい語で提出する

　場合（A2）よりも、正答率が高い。

2．要因B（語の提出の仕方）に関して、句で提出する場合（B2）のほうが、語で提出する場合（Bl）

　よりも、正答率が高い傾向がある。しかし、その間に、はっきりとした違いは認められない。

3．一遇AとBの間には交互作用が認められなかった。つまり、AとBの2つの要囲の効果は、たが

　いに独立している。

〔注〕　1．古くは、国語研報告Z7　f高学年の読み書き能力」（秀英出版、昭和35年）が、語が違うと、読み

　　　　でも書きでも正答率が違う、ということを指摘している。そして、吉照章宏・松田彌生・志村
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　正子「漢字の教授＝学習一誤答分析からの接近一」（東京大学教育学部紀要第14巻、昭和49年〉

　では、書きのテストについて、

　　（A）文字・読み・単語が共通で、文章のみが異なる。

　　（B）文字と読みが共通で、単語・文章が異なる。

　　（C）文字のみが共通で、読み・単語・文章が異なる。

　の3つの場合を検討して、（A＞では正答率にほとんど違いが見られなかったが、（B）と（C）で違いが

　見られたということを指摘している。特に、（C）の場合、その違いは非常に大きかった、という

　ことを指摘している。

　　また、福沢周亮は、語の熟知度と漢字の読み書きの学習との関係について、研究を行っている。

　福沢周亮「漢字の読字学習一その教育心理学的分析一」（学燈社、昭和51年）、同「漢字の書字

　学習に関する研究一語彙の役割の分析一」（日本教育心理学会第26回総会発表論文集所収、昭和

　59年9月）などを参照のこと。

2．この準備調査については、国語研報告79階究報告集（5）」（秀英出版、昭和59年〉に、島村直己

　「漢字の読み書き調査の調査方法一調査問題の作成方法の検討を中心に一」という題で報告し

　た。しかし、調査全体について説明するために、もう1度報告する。もっとも、上の論文では、

　正答率を角変換（逆正弦変換）したため、各要國の効果について、直観的な理解が得にくかった。

　そこで、今回の報告では、そのような変換を行わないで分析した。また、記述を全体的に簡略

　化した。

3．水準の組み合わせごとの平均値を大きい順に並べると、次のようになる。（通常のt検定を行う

　と、コのところで、1％水準で有意差が認められた。また、：二］のところで、5％水準で有

　意差が認められた。すべて、両側検定である。）

　・A三B2　CI（易・句・漢字表記）：93．4％一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　・AIBlC1（易・語・漢字表記）：89．5％　1
．．AIB、C、（易向．交ぜ書き）、89．3％i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

：畿：1麟：護欝：：1；：櫛

　・A2BlC1（難・語・漢字表記）：67。0％

　・A2　B2　C2（難・句・交ぜ書き）：63．5％

　・A2BIC2（難・語・交ぜ書き）：59．8％

4．水準の組み合わせごとの平均値を大きい順に並べると、次のようになる。（通常のt検定を行う

　と、コのところで、i％水準で有意差が認められた。すべて、両側検定である。）

　・AlB2（易・句）：75．0％

：馳麟1：灘コ

　・A2　B1（難i・語）　：40．4％
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第3項調査問題の作成方法の基準
　準備調査の結果から、到達度調査と定着度調査の調査問題の作成方法に関して、次のように決めた。

①読みでも書きでも、漢字を易しい語で提出する場合のほうが、難しい語で提嵐する場合よりも、

　　正答率が高かった。

　　　漢字の読み書きの学習は、ふつう、その漢字を使った語を1語1語学駕することによって行わ

　　れる。したがって、易しい語を、児童・生徒の生活の中でよく使われる語であると考えるならば、

　　この結果は、当然のことである。

　　　到達度調査と定着度調査では、1つ1つの音訓について、児童・生徒のいちばん基本的な読み

　　書きの能力を調べることをねらいとした。そのため、児童・生徒にとって、いちばん易しいと思

　　われる語で音訓を提出することにした。

②読みでは、漢字を提出する語に用例を付けて句で提娼する場合のほうが、語のままで提出する場

　　合よりも、正答率が高かった。句で提画すると、一般に、語の推定がしゃすくなる。例えば、「動」
　　　　　　　うんく　ラ　　　　　しゅつく　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あさ　　うんく　ラ　　　　　　　　　　　　　　　しゅつく　ラ

　　について、「運動」や「畠動」と提出するよりも、「朝の運動」や「パトカーの出動」と提出す

　　るほうが、語の推定がしゃすい。その結果、正答率が高くなったのだと考えられる。

　　　語を推定する能力は、漢字を読む能力とは、別の能力である。そこで、読みでは、できるだけ

　　語を推定させないようにするために、音訓を語のままで提出することに決めた。

　　　書きでも、読みと問じ傾向があった。しかし、はっきりとした違いはなかった。書きでは、漢

　　字の字形を正しく書かなければ、正答を得ることができない。句で提出したとしても、問題とし

　　て提出された漢字の字形を推定することはできない。そのため、句で提幽しても、正筈率が高い

　　という結果が、はっきりと出なかったのだと考えられる。

　　　しかし、句で提出することによって、語の識別がしゃすくなる。そのため、不注意による誤り

　　を少なくすることが考えられる。そこで、書きでは、音訓を句で提価することにした。

③読みだけ検討したのであるが、漢字を提出する語を全部漢字表記する場合のほうが、交ぜ書き表

　　記する場合よりも、正答率が高かった。

　　　この準備調査で漢字を提合するのに使った語は漢語である。成人社会の場合、漢語は漢字で書

　　き表されることが普通であるため、交ぜ書きで書いたものは読みにくいと言われる。児童の場合、

　　これと論じ理由によるものかどうか、よく分からない。しかし、読み書きとも、音訓を提嵐する

　　語は、通常の語表記の仕方である漢字表記をすることにした。

　以上のことをもとにして、次のような調査問題の作成方法の基準を作成した。1～4が、語の選択

の仕方に関する基準である。5が、語の表記の仕方に関する基準である。そして、6と7が、語の提

出の仕方に関する基準である。

　　　　　　　　　　　　　　　調査問題の作成方法の基準

1．読み書き同じ語で提出する。

2．児童・生徒にとって、当該音訓を学習する上で、基本的な語（易しい語）で提出する。

　2．1．訓は、原則として、そのままで提出する。
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　2．2．訓で4の基準にふれるもの、および音は、操作的に、阪本一郎「教育基本語彙」のAラ

　　　ンクの語の中から選ぶ。

　　2．2．1．Aランクの語であっても、現在の児童・生徒にとって易しくないと思われる語は除

　　　　　く。また、現在の児童・生徒にとって易しいと思われる語でも、その漢字で書かれ

　　　　　た形式が親密でないと思われる語は除く。

　　2．2．2．当該音訓が用いられる語がAランクにないものは、その音訓が用いられる語の中で

　　　　　もっとも易しいと思われる語（その音訓を学習する上でもっとも基本的と思われる

　　　　　語）で提出する。

　　2．2．3．岡音語の多い語は、なるべく除く。

3．表記のゆれのある語は除く。

4．読みのゆれのある語は除く。

5．通常の語表記にしたがって、漢語は、漢字表記で提出する。

6．1音訓1語で提出する。

Z読みは、原則として、用例を付けずに語で提出する。書きは、語に用例を付けて句で提出す

　る。

（付）到達度調査と定着度調査の調査用紙

・読みの調査用紙の例（A4判）

か
ん
じ
に
、
か
な
を
ふ
り
な
さ
㌧

（
　
）
き

し
蒸
気

（
　
〉
か

臥
聖
火

（
　
γ

翫
尺
度

声
（
　
）

配
頁
卍
凶

一
昇
　
日
月

（
　
）
か
ん

臥
警
官

（
　
）
し
つ

臥
翌
日

し
（
　
）

牝
死
亡

そ
う
（
　
）

ε
ロ
果
川
便

考
　
糸
ほ
（
　
）

軌
保
存

し
（
　
）

臨
自
己

ζ
う
（
　
）

比
討
論

う
（
　
）

陀
宇
宙

（
　
）

臥
我
さ
き
に

・
「
　
（
　
）

臨
切
り
株

実
（
　
）

臥
弓
と
矢

、
¶
（

臨
故
郷

（
　
）
L
・
う

乳
宿
ト

ー
糸
　
　
ノ

（
　
）
ぶ
ん

区
処
分

う
ん
（

陥
運
賃

（
　
）

肥
済
む

ひ
　
（

肚
日
の
丸

（
　
V

箆
届
く

（
　
〉
か

箆
映
画

あ
さ
（
　
．

匹
朝
晩
．

か
い
（
　
．

臥
皆
更
．

2
F
　
諺

（
　
）
こ
う

肱
皇
后

（
　
）

皿
刻
む

（
　
）

箆
閉
じ
る

（
　
）
せ
い

蹄
姿
勢

乏
（
　
、

鐙
軽
四
、

ね
ん

2．2
な　　こ

R601

46　第3章　調査の方法



・霧きの調査用紙の例（A4判）
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第2節調査の実施方法

第！項　調査の実施方法についての説明会

　調査校には、所長名で、調査の協力の依頼書を送付した。そして、調査校からは調査の協力の承諾

書を送ってもらった。そのとき、調査学級の児童（生徒）数と、調査の事務連絡を担当する教員を報

告してもらった。調査の実施方法についての説明会への出席、学校の中での他の教員に対する調査の

実施方法の説明、調査のとりまとめなどは、その教員が挺当した。この教員を、以後、担当者と呼ぶ

ことにする。（第2章第4節第4項の調査校の名簿の中で、担当のところに記載した。）

　調査の実施方法について説明するための説明会は、次のように開催した。調査の手引きを手渡して、

それをもとにして、説明した。説明には、言語教育研究部の部員が、十握してあたった。

陳京都］

年・月・日 場　所 対　　　　　　　　象

昭和57年10月25日 国立国語研究

椛謔P会議室

昭和57年11月の定着度調査と昭和58年5月の到達度調

ｲ査校（小学校28校）

昭和57年11月12日 国立教育会館

蜑?議室

昭和57年11月の定着度調査と昭和58年5月の到達度調

ｲ査校（中学校20校）

昭和58年10月31日 国立教育会館

蜑?議室

昭和58年11月の定着度調査と昭和59年5月の到達度調

ｲ査校（小学校28校・中学校30校・高等学校10校）
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［秋田則

年・月・日 場　所 対　　　　　　　象

昭和58年5月6日 秋田市教員研

C所2号室

昭和58年5月の到達度調査の調査校（小学校8校〉

昭和59年5月8日 秋田市立泉中

w校相談室

昭和59年5月の到達度調査の調査校（中学校3校）

捺良県］

年・月・日 場　所 対　　　　　　　象

昭和58年4月28臼 奈良市春日野

痩?議室

昭和58年5月中到達度調査の調査校（小学校13校）

昭和59年5月15 奈良市立富雄

¥学校会議室

昭和59年5月の到達度調査の調査校（中学校3校）

　秋田県・奈良県の場合は、調査校の数が少ないこともあって、説明会には、ほとんど全部の学校が

出席した。しかし、東京都の場合、担当者の都合がつかず、説明会に出席しなかった学校が、何校か

あった。したがって、上表中、「対象」のところに記した学校数は、必ずしも説明会に下席した学校の

数というわけではない。だが、そのような学校には、島村が資料を持って、調査の実施方法について

説明をしに行った。なお、昭和59年11月の定着度調査の調査校（東京都の小学校・高等学校）、およ

び昭和60年ll月の定着度調査の調査校（東京都の小学校・申学校・高等学校）は、ほとんどの学校が、

前年度依頼した学校であったため、そのための説明会は開催しなかった。

第2項　調査用紙の発送と返送

　発送は国語碕が行ったことであり、返送は調査校が行ったことである。どちらも、郵便局または宅

配便を利用した。

　東京都の場合、調査用紙1種類について、1つの学年の児童・生徒を200人得ることを目標とした。

そして、秋田県・奈良県の場合、それぞれの県で、調査絹紙1種類について、1つの学年の児童・生

徒を100人得ることを四二とした。しかし、1学校時間以内に調査を完全に終了することができるよ

うにするために、児童・生徒1人の負担は、調査用紙3枚以内にすることをあらかじめ決めていた。

そのため、児童・生徒1人が調査用紙を受け持つパターンは、次の3つになった。

　・読み1枚・書き1枚

　・読み2枚・書き1枚

　・読み1枚・書き2枚

　調査用紙は、調査学級ごとに、図3－4のような袋の中に、次のように入れた。

　①1國に1枚だけを実施するように、1回分ずつ、束ねて入れた。
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　②児童・生徒の漢字の読み書きの能力に関して、無作為に

　　配られるように入れた。

　③学校側から報告を受けた児童数・生徒数の分しか入れな

　　かった。しかし、報告を受けた後、転入してきた児童・

　　生徒がいることが考えられた。そこで、数人分の調査用

　　紙を、学年ごとに、別の袋に入れた。

　④同じ児童・生徒に、同じ調査用紙が配付されないように、

　　あらかじめ計算して入れた。

　回収した調査用紙は、それが入っていた袋に入れて、調査

終了後、学校全体でまとめて、国語研に返送した。

読
み
・
轡
き
の
区
別

ge3－4　調査用紙を入れた袋

麟
慰
撫
㈱

＼疏

o加

y
訂
懸

学校名

第3項　学校の中での調査の実施手順

　説明会のときに、調査の実施手ll頁について、図3－5・図3－6に示す経路で説明するように、各学校の

担当者に依頼した。図に示したように、小学校の場合と、中学校・高等学校の場合とでは、その経路

は若干異なる。そして、小学校の場合、調査者は、各学級の旧任教師であるが、中学校・高等学校の

場合は、国語科の損当教師である。

図3－5　説明の経路（小学校の場合）

；

図3－6　説明の経路（中学校・高等学校の場合）

s

各学年の責任者

，

　　調査者

（国語科の担当教員）

　　調査者

（各学級の学級担任）

　調査の手引きは、調査用紙といっしょに調査学年の数と同じ数だけ送った。（担当者には、説明会

のときに渡した。）この理由は、各学年の責任者のもとに、調査者の1人1人が調査の実施方法につ

いて十分に理解してから、学年単位で実施してもらいたい、ということにあった。小学校の場合、ほ

とんどこのように行われたようである。しかし、中学校・高等学校の場合、調査者が國語科の担当教

員であったため、自分の受け持ち学級で、授業時間に行うということもあったようである。

　調査は、次のように実施するように、調査の手引きの中で説明した。

①調査用紙は、児童・生徒が1回に1枚だけを解答するように、袋のなかに1囲分ずつ束ねて入れ
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　てある。調査者は、1回に1枚の調査用紙を児童・生徒に配付する。児童・生徒1入が2枚また

　は3枚解答するわけであるから、調査は、2回または3回のテストに分けて行われることになる。

　ただし、日を変えたり時間を変えたりしないようにする。

②配付する順番：を一定にして、児童・生徒に調査用紙を配付する。

③テストとテストの間には、児童・生徒に若干の休みを与える。

④最：初に、次のようなインストラクションを与える。

　「これは漢字の読み（書き）のテストです。はじめに、学年と自分の名前を書きなさい。そして、

　男の子はilおとこ書を、女の子は『おんな書を○で囲みなさい。そして、先生が窪やめ選と卜う

　までやりなさい。［児童（生徒）が書き終えたのを確認してから、］それでははじめなさい。」

⑤調査用紙1枚について、読みの場合は約10分、書きの場合は約15分という目安があるが、全員が

　解答を書き終えたことを確認してから回収する。

（付）調査の手引き

　以下に、昭和58年度の調査の手引きを掲載する。昭和57年度・59年度の手引きも、ほとんどこれと

岡じである。

漢字の習得度調査

　調査事引き轡

珊兄課題　　鵬場1箕字σ｝yt　M没踏配当のための境礎的餅鬼

1　H究の§的

櫃，IIS．わが纏の文化の群喧・免展1こと一ゲC，欠くことのできない謀体です．，したが

って，教育罰間中の児轍・生i毛に対して，　趣字の読み唱S；きを始裏鳶「1かつレ分に学押

させることは、教育の1新：要な伍務の一つであるとltわれまず。そして．このたびの「需

堀漢宇表．iの告示によって、現行の漫字の学習設賠繰」」iを再検諒することが，緊急の諏

題となっております．

　そこで，本研究では，児暇・生斐が，どのような学押段階で，どのよう砿拠字を学渥

したらよいのかを換超するための雄礎的な研究をけうことをけ的としておりまず。この

ことによって．現行の演字の学習段階醗当を再検11・1する上で必要と献る賓軽を提獣する

ことができると思われます界具体的には，次の5つのことを雛います、，

①漢宇の督’1得環講癒「村　IMB三胴【Ft、：痕目語研冗湧歪「語較f蓄研究認部琵｝理i

　麟eの1逼字が，児唾・生純によってどの凄V．度習得されているかを轟責します、．

③教聾、謬ゆ評ll轟F洲‘ド調fピ「轟鯉秀夫qlq㌔ス国誕｝研フ緬iζ語、ま携｝研究麟二瑚∂斑」

　小・中学績瑚数科，U‘こJuいられた語鍵と趣字について調尭します。

③1餐字の眠能度に相する既究捗押q郎（筑波大学文芸r「語学系教擾）町1

　倒々の漢字の機簡罠（通語性｝について議愚f亡しまず。

④阻｝二の黙熟度に殿レζる鍋究「臨尺罰亮（筑覆κ学心藍＝～署学系敦摂》斑5

　麟々の凝字の熟知度（児ri噛．・tに徒の漢字にt重する製近員》について調霞します・、

　⑤漢字学習彫蘇の実態・意楓に「賃｝ずるアンケート凋配f村石昭．tMl

　較踊を対象にして．～筆字学習指導の実讐・意識について，アンケートによる“V　h．

　を行いますe

2　漢寧の習鰐贋調蚕の一審

　謎宇の≒り得度調f三は，二彰ヂ1新調膏・到達塵調査・引’得ll｝調存の3つの凝脅から峨りま

ず．、取ドに．そtしそれの．zz　fi　：，“’，’について誕明しま’＃t

　①定ll．慶濁1ヤ

　小1一小巴配ul農字お．柔ひ配’11漢；・’講斗1、瑚陵｝’v｝一職；について，それそ孝L学枝で

　の字i聡～点から5弔ll｝の富1，｝で，跨、紺∫；儲み、llき謂脅を臼います

④到達度謝糞

小L岬小6配馬漢字について， それぞれ学段での学習の終 ゴ時点で， 膏麗別驚み

1匹赫羅在を行います。

①悸望得餓潤蓬

中圭・高匙各IG名に対して， 常用漢字全数の音無肘鰹み警き認在を行います。

5 予竃褒（留和58隼6月～瑠和59隼4月）
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4 漢撃の留碍贋鯛査の翼短手茂き

①婬蟄学郎

ア． 定着度躍鼠闘積5sξ潟け｝〉

・小学校一第3・ 4・5・6学無二

一2一
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　・中学1．k・・全学年（弔【・2・1学．集｝

　・高．汚．学校一・第1学．「ト

イ，剃重皇．度調1㌔（昭f【監59q4jl｝

　・小学技一第5・51．．諸．「1；．．

　●中学段一．第1学Sl・

　・高等．学一一な　 し

更．窪〉実．勲み．法

　　謂嶽技ごとに，’．．≧1ト「」亀田で，1をii．月テスト方式に、t．って実．簿しまずP　（i・，；じで≠．＝｝．．で

　は、同じ時翻帯で実旛する．）．．うにしてください、．．．〉実施冠注ゴ＞Sl．趨！lltついてIS，次ペ

　ージ尼ま鐸蕃で乏躯購しま‘．ギ“

轄～ナλ夕一m

　　テスター一は、蠣膏学級の書勝．任教鵠にお騙いいたします．，調育鋸，学rトri亀儲で子．｝．い

　蕊：ずので．あらかじめ学畦＝嚇位で．必要鉱打ちぐ冒）せを行ttておいてください、，

t｛）調資塀紙の陣類

　ア，定ボ1L縫こ蔚百（尉ζ〔．t159‘ゼllSl）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（陣類｝

イ．到遼繊読膏．《昭ぞ口59崔｝．・桑月》

　　　　　　　　　　　　（挿離〉

鯨籍前・り鰍蜘燕．轍ご玉ji聾、駿・載酸の怨1忙ついてtt”定澱．調晒琿よ．凱1ト1

査も同じですので、つぎ1＝まとめて説明しftず．．．．

一／1一

漏亜］

　謂直塒戴は，之1独学・1，対製学騎．名．読みの調涯屑紙・．lrきの澗涯旧紙の区弩1｝，およ

び調fε陛概の改数をIILIした袋のΦに八っております、，（図を審瀦P灘商び靖；i［．’1までに，

灘漸糊紙」．）人つた袋を．対象学年・対象学級ごとに分蹟しておいてください，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mstE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調責絹紙ご．．；，いくつもの睡類にうンかで．しておりま

　　　　　　　　　　　　　　学錠名　　す。調在全休として1嵩轟庶瑚紙1掻類あたりσ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児塵（生徒〉歓を均等にしたいと．考えてお11ますde

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして，読みのテストと噛1｝きのテストとでは，調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膏F目紙一枚あたりの児貫（盤．／．徒）の所要時「i．当が異．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なります。謝涯購賑をあらかじめ袋の【糾ζ入れる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のは，以、．ヒの禦磁罫こよりますe

纒責の実礁「手願

　【P調琵贋凝の配帥の‘．t乃‘

　　醐査購紙熔，児戴（‘k織》　1人‘．＝，

　・雄み一1枚

　・書き一一　1枚

渡るように袋のttlに入っておりますワただし，醗外的に，学校・学Si＝・によって1ま，殿醸

（生徒）監人に，

　・重み一2枚

　・“｝き一一　k敗

または，

　．読み　一一　1麦’1

　・，1｝．き一　2垂文

重5亡いする場合があります。

　調査崩維は，袋のtl，に八っている噸に児飛（生徒，に配‘・1．してください、＝ただし，児置

（盗絶，に紀付する噸は．一定にしてくださいウr．Sお、　i．姻丈のときは，どのようぼ賊序で回

収してもかまいません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一a一

　乳国V．）ナストには，必ず．　懸・髭（生徒》【人に江授の調膏瑚蹴だ駈．∫を・霞．．．£．．ltうにしてく

ださし㌔ですカ、ら，　肥聖7〔（生健｝韮人に、

　・読み．一　t敗

　・／4トき一一　且改

の麟窪哨紙が霞る場合「二纏，謁蛭はL’1「It（．＝分監ナて董｝．われることになり‘ます、t

　なお．読みのテストと1「1．きのテストで＝ま，読ノ．・のテストのほうを・走に甘う．よう‘r．してく

ださt．㍉

　靭li

　　”1目欠鷹しノこ児・’i’（’t．．．徒1につししては，その難、争（，1．徒｝が掲1己覧＝したもしt〕と擬定i．．て，
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　　　　　　　　　　　第3節　解答の正誤判定と集計

第1項　正誤判定の基準の作成経過

　解答には、正答と誤答が含まれている。正答とは、操作的に雷えば、正答と誤答を判定する基準（以

下、単に、正誤判定の基準と呼ぶ）によって、正答と判定された解答のことである。そして、誤答と

は、その正誤判定の基準によって、誤答と判定された解答のことである。

　そのように判定する行為（判定行為）は、もちろん人間によって行われる。解答・正答・誤答・正

誤判定の基準・判定行為・判定する人聞（判定者）の問の関係を図で示すと、図3－7のようになる。

　　翻3ヲ　解答の正誤判定の構造

　　　　　　　　1
　　　　　　解　答

　　　正答　　　　　誤答

正誤判定の基準

判定者

判定行為

　そして、ある調査問題の正答率とは、解答全体の中に占める正答の割合である。したがって、正答

率は、正誤判定の基準をどのように作成するかによって、大きく変化する。この正誤判定の基準は、

次の3つの条件を満たしていなければならない。（特に述べなかったが、調査問題の作成方法の基準

の場合も、同様である。）

　・妥当性一調査のねらいに照らして、内容的に妥当なものであること。

　・信頼性一判定した結果が信頼できるものであること。つまり、同一判定者、または異なる判定者

　　　　　　の問での基準の適用の仕方に、違いを生じさせないものであること。

　・整合性一基準の問に矛盾がないこと。

　調査のかなり早い段階で、調査結果を、文化庁「児童・生徒の読み書きのカー当用漢字について一」

（昭和47年、大蔵省印刷局。以下、文化庁調査と略す。）で報告されている調査結果と比較すること

を予定した。そのため、文化庁調査と岡じような正誤判定の基準を作成しようと考えた。しかし、上

の3つの条件を満足させるような基準を作成するように努めた。

　読みの場合は、正誤判定の基準を作成することに、あまり園難を感じなかった。そして、作成した

基準は、結果として、文化庁調査の場合とほとんど岡じになったばかりでなく、この種のほかの調査

の場合とも、ほとんど同じとなった。

　それに比べて、書きの場合は、十分に満足のいく正誤判定の基準を作成することは、難しかった。

この難しさは、主に、次の2つのことに由来した。

　・ある漢字について、誤答の根拠としたことがらが、別の漢字では、誤答の根拠とできない場合が

　　多々あった。正誤判定の基準は、iつ1つの漢字について、字形の函での特殊事情を考慮した上

　　で作成しなければならない。しかし、1つ1つの漢字について、字形の面での特殊事情を考慮し

　　すぎると、今度は、多くの漢字に適用できるような一般性のある基準を作成することができなく

　　なる。その間のバランスを取ることが難しかった。
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　・ある1つの漢字についてでも、字形の正誤意識は、人によって異なる。そのため、どの入も納得

　　するような判定の基準を作成することが難しかった。

　一般的に給うと、読みの場合は、どの調査でも、正誤判定の基準はあまり違わない。しかし、書き

の場合は、調査によって違うことがある。

　しかし、正誤判定の基準が違っても、すべての漢字が同じ程度にその影響を受けるというわけでは

ない。その影響をまったく受けない漢字もあれば、反対に、その影響をひじょうに受ける漢字もある

というように、漢字によって影響の受け方が違う。そこで、この調査では、正答と認めるか誤答と認

めるか、人によって判定が異なると思われる解答については、その割合が分かるような仕方で集計し

た。これは、読みでも書きでも同じである。

　読みの場合、島村が判定の基準を作成して、それを次の会議で報告した。そして、書きの場合、次

の会議の検討をもとにして、島村が判定の基準を作成した。

・日　時：昭和58年3月7日

・場所：国立国語研究所第1会議室

・出席者：（第2章第6節で示した者以外については、当時の所属と役職を括弧の中に記した，）

　　村石昭三、島村直己、茂呂雄二、川又瑠璃子、林大、斎賀秀夫、土屋信一、野村雅昭、鶴岡昭夫、

　　海保博之（筑波大学・心理学系・助教授）、渡辺冨美雄（文部省初等中等教育局・視学官）、本堂

　　博（文部省初等中等教育局小学校教育課・教科調査官）、井畠一雄（台東区立育英小学校・教諭）、

　　佐藤信雄（千代田区立千桜小学校・教諭）、奥蜜登代治（千代田区立淡路小学校・教諭）、江口政

　　明（新宿区立早稲田小学校・教諭）、大土かず子（千葉市立都賀小学校・教諭）、渡辺登代子（千

　　葉大学付属小学校・教諭）

第2項　読みの正誤判定の基準と集計用のコード

（1）正誤判定の基準

　この調査では、児童・生徒が、問題とする漢字をどのように読んでいる（発音している）のか、と

いうことを、調査用紙に書かせることによって、問接的に調べた。この場合、次の2つの誤差が生じ

る。

　①児童・生徒がその漢字を正確に読んで（発音して）いても、表記が誤っていれば、誤答となる。

　②児童・生徒がその漢字を正確に読んで（発音して）いなくても、表記が正しければ、正答となる。

　②の誤差については、確かめることができない。①の誤差をなるべく小さくするために、表記が誤っ

ていても、読み（発音）が正しいと判定できれば正答とすることにした。そして、次のような正誤判

定の基準を作成した。

〈正答とするもの＞

　L促音・拗音を大きく書いたもの。

　　　三日（みつか）、出発（しゅつばつ）、中心（ちゅうしん）、文章（ぶんしょう）

　2．長音表記に関するもので、次のもの。

　　（1）長音符号を用いて書いたもの。
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　　　　小さい（ち一さい）、大きい（お一きい）、九こ（きゆ一こ）、正月（しょ一一がつ）

　　（2）長音を表記していると考えられるもの。

　　　　大きい（おうきい、おをきい）、先生（せんせえ）、兄弟（きょおだい、きょをだい＞

　3．「じ」と「ぢ」、「ず」と「づ」の用い方を誤ったもの。

　　　鼻血（はなじ）、図工（づこう）、地面（ぢめん）、続く（つずく）、著しい（いちぢるしい）

　4．送りがなを含めて書いたもの。また、組み合わされた漢字の読みも書いたもの。
　　くおおきラ　　　くおみきいう　　くあるくラ　くおんカリがく　くおんがくラがく　くたいいういく　くたいいのいく

　　　大きい、大きい、歩く、音楽、音　楽、体育、体育

　5．鏡文字で書いたもの。

＜誤答とするもの＞

　1．発音の誤ったもの。

　　　左（しだり）、小さい（ちさい）、原因（げいいん）、雪合戦（ゆきがせん）、石油（せきゆう）

　2．問題が要求しているのとは違う読みを書いたもの。

　　　番組（ばんくみ）、木（もく、ぼく）を切る、川上（かわうえ）、風上（かぜかみ）

　3．表外音訓（常用漢字表に記載されていない音訓）を書いたもの。

　　　空く（すく）、注ぐ（つぐ）、留まる（とどまる）、私（わたし）、捕まえる（とらまえる）

（2＞集計用のコード

　調査問題によって、正答を複数認めざるを得ないものがあった。また、誤答の中に、漢字の学習指

導上参考になると思われるものがあった。そこで、実際の正誤判定の作業では、1つ1つの解答に、

表3－7のような集計用のコードを付けた。このコードについて、次に説明する。（［］の中に、コー

ドを示した。）

表3－7読みの集計用の篇一ド

内　　　　　　　　　　　　容 コード

基準正答 1
正
　
答 基準外正答 2

連濁の表記の誤り、特殊音節の表記の誤り 3

表外音訓を書いたもの 4

コード3・4以外の誤答で、漢字の学習指導上参考

ﾉなると思われるもの

5

6

誤
　
　
　
　
　
　
　
　
答

7

8

無答 9

コード3・4・5・6・7・8・9以外の誤答 0
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＜正答＞

　1．基準正答［1］

　　　調べることを目的とした読みを書いた解答。

　2．基準外正答［2］

　　　調べることを習的とした読みではないが、身内音訓（常用漢字表に記載されている音訓）の正

　　しい読みを書いた解答。（十本（じゅつぼん）、七日（なぬか）、言う（ゆう）は、表内音訓では

　　ないが、この基準外正答の中に入れた。）

　　　三つ（みっつ→みつ）、六つ（むっつ→むつ）、八つ（やっつ→やつ）、行く（いく→ゆく）

＜誤答＞

　1．連濁の表記の誤り、特殊音節の表記の誤り［3］

　　　連濁の表記を誤まった解答。また、促音・拗音・長音・擬音などの特殊音節の表記を誤まった

　　解答。

　　　・番組（ばんくみ）、北海遵（ほかいどう）、兄弟（きょだい）、伝言板（でごばん）

　2．表外音訓を書いたもの［4］

　　　正しい読みであるが、表外音訓（常用漢字表に記載されていない音訓）を書いた解答。

　　　空く（すく）、注ぐ（つぐ）、留まる（とどまる）、私（わたし）、捕まえる（とらまえる）

3．コード3・4以外の誤答で、漢字の学習指導上参考になると思われるもの［5・6・7・8］

　　次のものなどが含まれる。

　　・似た文字を誤って書いたと思われるもの。

　　　子犬（こいね）、馬（うは）、分ける（れける、ねける）、祭る（ほっる）、歌う（うなう）

　　・濁点・半濁点の付けてないもの。

　　　　半分（はんふん）、勝負（しょうふ）、発表（はっぴょう）、不細工（ふさいく）

　　・濁点・半濁点を付け撫えたもの。

　　　　　自転車（じでんしゃ）、点線（でんせん）、神話（じんわ）、自治会（じちかい）

　　・音声を付け拐えたもの。

　　　　番組（ばあんぐみ）、由来（ゆうらい）、石油（せきゆう）、勢い（いきよい）

　　・音声を脱落させたもの。

　　　　強い（つおい）、快い（こころい）、体育（たいく）、温かい（あったかい）

　　・発音がなまったもの。

　　　　親しい（ひたしい）、お参り（おまえり）、原因（げいいん）、久しぶり（しさしぶり）

4無答〔9］

5．コード3・4・5・6・7・8・9以外の誤答［0］

第3項　書きの正誤判定の基準と集計用のコード

ω正誤判定の基準

　昭和52年に改定された現行の小学校学習指導要領では、「漢字の指導においては、学年別漢字配当
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表に示す漢字の字体を標準とすること。」と述べられている。そのため、学年別漢字配当表の漢字の

字形は、一般に、「標準字体」と呼ばれている。書きでは、この標準字体を、正誤判定の際に準拠す

べき字形とした。

　しかし、当然のことながら、この標準字体とまったく銘じ形の文字を書く者は、実際にはいない。

標準字体と異なる字形であるが、正答と認められる字形を、許容形と呼ぶことにする。そうすると、

書きの正誤判定の基準とは、許容形をどの程度まで認めるか、ということに関する基準であると言え

る。

　この調査では、児童・生徒の書字行動を見ることを目的はしなかった。その基底にある書字能力を

見ることを召的とした。そこで、許容形の範囲を広くすることにした。ただし、当然、楷書で書くこ

とを前提とした。

　まず、どの漢字にも適用される次の基準を作成した。（例では、括弧の中に標準字体を示した。以下、

同じ。）

＜正答とするもの＞

　　L活字的な書体で書いたもの。

　　　衣（衣）、糸（糸）、八（八）、う＿（ミ）、北（北）、比（比）、去（去）

　　2．偏や冠となるものの形が通常と異なるもの。

　　　林（林）、秋（秋）、妹（妹）、改（改）、雪（雪）、競（競）、船（船）

＜誤答とするもの＞

　　L標準書体と異なる骨組みの通用字体を書いたもの。

　　　耳ム（職）、肖（門）、旺（曜）、才（第）、イカ（働）、才キ（機）、凧（風）

　　2。旧字体を書いたもの。

　　　冬（冬）、來（来）、羽（羽）、習（習）、清（清）、杜（社）、消（消）

　　3．点画に過不足のあるもの。

　　　代（代）、専（専）、凍（凍）、察（察）、真（真）、朝（朝）、伝（伝）

　　4．点画の位置や組み合わせが異様なもの。

　　　大（犬）、王（玉）、病（病）、港（落）、昆（混）、夜（夜）、藻（漢）、列（列）

　漢字は、点画から成り立っている。ある点画の有無・形・方向・長さなどの特徴は、次の3つの場

合がある。

　・他の漢字、または他の漢字の部分との弁別的な特徴（弁別特徴）となっている場合

　・弁騨特徴ではないが、その漢字を成り立たせる基本的な特徴（基本特微）となっている場合

　・そのどちらでもない場合

　例えば、「未」の上の横画が下の横画よりも短いという特徴は、「来」と紛れないための弁別特徴で

ある。また、「犬」の右上の点は、「大」と紛れないための弁別特徴である。

　「光」は、光と書いても、ほかの漢字と紛れることはない。しかし、しという画の曲がっていると

いう特徴は、「光」の基本特徴と考えられる。同じく、「牛」は、牛と書いても、ほかの漢字と紛れる

ことはない。つまり、「牛」の二本の横画の長短の違いは、弁別特徴ではない。しかし、基本特徴と
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考えられる。

　これらに対して、「風」は、風と書いても、一般に許容されている。ノという画の横方向の方向の

違いは、弁別特徴でも基本特徴でもないのである。「天」の横顧の長短の違いも同じと考えられる。

　点画の過不足のあるものについては、すでに誤答と決めた。点画の形・方向・長さなどの特徴につ

いては、それがその漢字の弁別特徴か基本特徴である場合のみ、正誤判定で注醤した1。具体的な例

を、次に示す3

　L長いか短いかに関して

　　〈正〉雨（雨）、無（無）、戸（戸）、天（天）、商（商）、幸（幸）、倉（倉）

　　〈誤〉未（末）、土（士）、志（志）、喜（喜）、共（共）、里（里）、舎（舎）

　2．方向に関して

　　く正〉風（風）、比（比）、考（考）、集（集）、主（主）、言（言）、社（社）

　　〈誤〉海（海）、鳥（鳥）、冬（冬）、飛（形）、才（才）、食：（食）、光（光）

　3．曲げるか曲げないかに関して

　　く正〉子（子）、手（手）、空（空）、熱（熱）、家（家）、予（予）

　　〈誤〉弐（光）、六（元）、六（九）、物物）、研（研）、チ（干）

　4．はねるか、とめるかに関して

　　く正〉木（木）、切（切）、空（空）、叡わ、町（町）、見（見）、｝（才）

　　〈誤〉宇（宇）、氏（氏）、衣（衣）、戦（戦）、干（干）、快（快）、空（空）

　5．その他

　　〈正〉分（分）、月（月）、文（文）、角（角）、公（公）、奥（奥）、骨（骨）、

　　　　　決（決）、女・女（女）、令（令）、外（外）

　　〈誤〉群（群）、静（静）、直（直）、県（県）、決（決）

（2）集計用のコード

　読みの場合と同じように、実際の正誤判定の作業では、1つ1つの解答に、表3－8のような集計用

のコードを付けた。このコードについて、次に説明する。（［］の中に、コードを示した。）

表3一一8書きの集計用のコード

内　　　　　　　　　　　　容 コード

基準正答 1
正
　
答 基準外正答 2

その漢字の字形の誤り 3

同じ読みの別の漢字を書いたもの 4

誤

字形の類似した別の漢字を書いたもの 5
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同じ読みで、字形の類似した別の漢字を書いたもの 6

意味の類似した別の漢字を書いたもの 7

8

答

無答 9

コード3・4・5・6・7・8・9以外の誤答 0

＜正答＞

　1．基準正答［11

　　　書かせることを目的とした漢字を正しく書いた解答。

　2．基準外正答［2］

　　　その漢字の許容形を書いた解答。

＜誤答＞

　1．その漢字を書こうとして、字形の面で誤った解答［3］（括孤内の漢字力泪的の漢字。以下、同じ。）

　　　温（塩）、初（初）、肱（脈）、新（紙）、則（順）、倍（借）、昨（昨）

　2．その漢字と同じ読みをもった別の漢字を書いた解答［4］

　　　三（算サン）、坂（逆さか）、正（青セイ）、休（安やS一い）、箱（運はこづ・）、足（側ソク）

　3．その漢字と形の上で似た別の漢字を書いた解答［5］

　　次のものなどが含まれる。

　　・点画の過不足・長短等のちがいによって別の漢字となったもの。

　　　土（士）、大（犬）、自（白）、刀（カ）、止（正）、万（方）、エ（土）

　　・部分（偏穿削回など）が付け加わったり、脱落することによって別の漢字となったもの。

　　　関（門）、虫（蚕）、売（読）、尾（毛）、液（夜）、軍（運）、海（毎）

　　・同じ部分（偏妾薄明など）を持つ別の漢字を書いたもの。

　　　学（字）、空（究）、茶（薬）、電：（雷）、店（点）、今（令）、野（理）

　4．その漢字と同じ読みをもち、かつ形の上で似た別の漢字を書いたもの［6］

　　　頭（登トウ）、思（志シ）、黄（横オウ）、竹（築チク）、星（生セイ）、早（草ソウ）

　5．その漢字と意味の類似した別の漢字を書いたもの。〔7・8］

　　「異字間訓の用法」（国語審議会、昭和47年度）を参考にしてコードを付けた。また、通用字体・

　　i日字体を書いた解答には、このコードを付けた。

6無答［9］

　7．コード3・4・5・6・7・8・9以外の誤答［0］

〔注〕　1．どの特徴が基本特徴であるかは、次のものを参考にして決めた。

　　　　　・「常用漢字表」のr前書き（付）字体についての解説」

　　　　　・青木照明「字体指導の手びき」茅ヶ崎市教育研究所、昭和47年
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　・江守賢治「漢字のまるばつ」日本習字普及協会、昭和52年

　・日本書道教育研究所編「書写・書道四千字現代字体掌典」講談社、昭和57年（改訂新版）

2．この分け方と例の多くは、ヂ常則漢字表」の「前書き（付）字体についての解説」によるところ

　が大きい。

第4項　集計作業

　1つ1つの解答に集計用のコードを付けた後、コンピューターで処理ができるように、磁気テープ

に入力した。この入力の作業は、国語研外の業者に任せた。磁気テープが納入された後、国語研では、

正しく入力がなされたかどうかを見直した。

　集計作業には、国語研の汎用コンピューター（日立製作所のHITAC　M150、昭和59年度の途申か

ら、日本電気のACOSシステム550）を使用した。音訓別の正答率を求めたり、また、中区報告のた

めに集計表を印字することなどは、この汎用コンピューターを用いて行った。そして、そのためのプ

mグラムは、FORTRANもしくはPL／三によって、島村が作成した。また、その作業も、島村が行った。

　その後の細かい分析は、パーソナル・コンピューター（カシオ計算機のFP6000と日本電気の

PC9801シリーズ）を使用して行った。統計計算のためのパッケージ・ソフトやテキスト・エディタ

など、分析のための道具が、大型計算機よりも充実しているためである。この分析の作業も島村が行っ

た。

　この章では、到達度調査と定着度調査について述べている。この2つの調査の場合、このようにし

て集計した。しかし、習得量調査では、手作業によって集計した。それについては、第9章で述べる。

　　　　　　　　　　　　　　第4節　習得のレベル

　ある児童・生徒が、ある漢字の読み、または書きを習得した、ということについては、次の2つの

レベルに分けて考えることができる。

　・文字のレベルの習得

　　　音訓に関係なく、どの語でもよいから、その漢字を読めた、または書けたというレベルの習得。

　・音訓のレベルの習得

　　　どの語でもよいから、ある音訓について、その漢字を読めた、または書けたというレベルの習

　　得・。

　ある児童・生徒が、ある漢字について、文字のレベルの習得をしたということは、その漢字につい

て、最低の読みの能力、または最低の書きの能力を身に付けたということである。漢字の字形を正確

に再現することが難しいことを考えるとき、このレベルの習得は、書きにおいて、とりわけ大きな意

味を持っていると考えられる。

　しかし、文字のレベルの習得は、音訓のレベルの習得に比べると、やや抽象的である。児童・生徒

が現実に読み書きを習得するのは、ある漢字のある音訓についてである。そして、ある漢字の音訓を

すべて覚えても、その漢字を使った語を読んだり書いたりすることは、実際には難しい1かもしれな
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いが、漢字に音訓（読み）をあてはめることは、その漢字を使った語の読み書きを習得していく上で、

ふつうに使われる方略である2。

　到達度調査と定着度調査では、1つ1つの音訓を、児童・生徒にとっていちばん易しいと思われる

語で提畠した。そして、児童・生徒がある調査問題で正答を得たとき、その調査問題で四馬された音

訓が習得されていると判定した。上の2つのレベルのうち、音訓のレベルの習得を調査したことにな

る。

　文字のレベルの習得については、到達度調査と定着度調査では、調査していない3。そこで、ある

漢字の文字のレベルの習得率（ある漢字を文字のレベルで習得している者が何パーセントいるかとい

うこと）を、読み書きそれぞれについて、その漢字の音訓の中で習得率（正答率）のもっとも高い音

訓の習得率（正答率）で代用することにした4。

　このことを、到達度調査の「一」の場合を例に

して具体的に説明することにする。到達度調査の

場合、「一」のそれぞれの音訓の習得率（正答率）

は、表3－9の通りである。したがって、到達度調

査の場合、f一」の文字のレベルの習得率は、読

み97．0％、書き92．0％ということになる。

表3－9　到達度調査での「一」の各音訓の習得率

　　　　（正答率）

読　み 書　き

イチ

Cツ
ﾐと

ﾐと一つ

97．0

Q．0

V1．0

W2．0

92．0

X．0

R8．0

V4．0

　なお、ある音訓の習得率（その音訓を習得している者が何パーセントいるかということ）は、その

音訓が提出された調査問題の正答率と同じである。そして、文字のレベルの習得率は、上に述べた操

作によって求めたものである。以後、音訓のレベルの場合も、正答率ということばを使わないで、習

得率ということばだけを使うことにする。

〔注〕　1．このことに関して、武部良明は、次のように述べている。「一つの漢字の読み方が何種類にもわ

　　　　　たるのは、個々の漢字を単位として見た場合の結論である。個々の語を表すために用いられる

　　　　　漢字のほうは、それぞれの語ごとに固定しているのが実状である。問題は、その場合に個々の

　　　　　漢字の読み方をすべて学習したとしても、そのことから特定の語の読み方が導き出せないとい

　　　　　うことである。」（武部良明「日本語表記法の課題」三省堂、昭和56年、332－333ページ。）

　　　　2．このことに関して、柴田武は、興味深い観察を寵している。「その松村先生がお出しになった、

　　　　　ある画展へM（著者の小学1年生の娘のこと。一引用者注。）を連れていったら、すぐ、この絵

　　　　　が先生のだと当てた。字を読んで当てたのである。これは、友だちの『松刺と受持ちの先生

　　　　　の鮒田遡とから一字ずつをとって読み当てたものらしい。漢字を語全体でしか読めないのは、

　　　　　覚えはじめの、ごく束の間で、すぐ分解してしまう。もちろん、両親はそういうことについて

　　　　　一度も暗示を与えたことはない。」（柴田武ヂどんな字をどこからおぼえるか」言語生活、昭和

　　　　28年4月号、45ページ。）

　　　　3．習得量調査では、文字のレベルの習得について調査している。そのほかに、やや古いものであ

　　　　　るが、次のものがある。調査方法も参考になるので、紹介する。

　　　　　・文部省「児童生徒の漢字を書く能力とその基準」昭和27年。

　　　　　　　ギ必要に応じて、問題に音で出ている字は、訓を示し、訓で出ている字は、音を示し、そ

60　第3章　調査の方法



　　　のほか、用例を示して、考え違えて別な字を書くもののないようにした。」（同書9ページ）

　　　とある．ように、書きの、文字のレベルの習得を調べている。

　・文部省「中学生・高校生の漢字を読む力」昭和34年。

　　　　漢字を1字1字提聞して、読みと用例を記入させ、読みがあっていれば正答とみなして、

　　　読みの、文字のレベルの習得を調べている。

4．これは、あくまで代用である。実際に文字のレベルの習得率を調べるためには、1字1字の漢

　字について、1人1入の児童・生徒が、上の注3で引用した講査のように、その漢字のどの音

　訓でもよいから読めるか、または書けるか、ということについて調べる必要がある。そのよう

　なことを行わないで、本文に述べたような操作を行うことによって文字のレベルの習得率を求

　めることは、どの児童・生徒も、この調査のもっとも習得率（正答率）の高い音訓から、その

　漢字の読み書きを習得する、と仮定していることになる。

第5節　画数と使用率

第1項　習得の要因として画数と使用率を取り上げる理由
（1）画数

　この調査では、画数を、漢字の図形的な複雑さの指標として取り上げる。しかし、これまでに、画

数以外に、その指標として提案されているものがいくつかある。例えば、次のようなものがある。

　・線数1

　　　漢字を構成する点と線の数。例えば、「由」は3画だが、線数では4である。

　・河井芳文による物理的複雑性2

　　　「独立した線分、支点または接点によって分けられる線分、および点などの数によって規定3」

　　される値である。例えば、「二」の物理的複雑性の値は2であり、「人」は3である。

　・賀集寛らによる視覚的複雑性4

　　　iつ1つの漢字について、「非常に簡単jから「非常に複雑」までの7段階の尺度を用意して、

　　複数の被験者に評定させて、1つ1つの漢字について求めたその平均値。

　漢字の図形的な複雑さの指標として、これらを使わないで画数を使う理由は、次の3つある。

　・これらの値は、現在のところ、常用漢字1945字のすべてについて求められていない。

　・これらが、漢字の下形的な複雑さの指標として、画数よりもまさっている、という根拠はあまり

　　ない。

　・線数以外の物理的複雑性と視覚的複雑性についてであるが、漢字の図形的な複雑さということに

　　関して、画数ほどの単純さがない5。

（2＞使用率

　国語研でこれまで行われてきた漢字調査のうち、比較的規模の大きいものは、次の2つである6。

　・現代雑誌90誌調査（以下、雑誌調査と略す。）

　　　昭鵜31年に発行された月刊雑誌90誌を対象にした調査。母集団から用語調査のために抽畠した
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　　標本の約3分の2の部分について調査した。母集団の約34e分の1にあたる。総延べ漢字数は、

　　28G，094字である。結果は、国語研報告22「現代雑誌九十種1の用語用字く2）一漢；字表一」（秀英出版、

　　昭和38年）に報告されている。

　・現代新聞3紙調査（以下、新聞調査と略す。）

　　　昭和41年の1年間に発行された朝日・毎日・読売3紙を紺象にした調査。母集団から60分の1

　　の比率で抽出した語彙調査の標本から、広皆（案内広告）と表（番組欄・株式栢場表など）を除

　　いた部分を調査した。総延べ漢字数は、991，375字である。結，果は、国語研報告56「現代叡聞の

　　漢字」（昭和51年、秀英出版）に報告されている。

　この2つの調査とも、1つ1つの漢字の使用率は、次の式で計算されている。

　　　　　　　　　　その漢字の使用度数
　ある漢字の使用率蔦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　loeo
　　　　　　　　　　　　総延べ漢字数

　常用漢字1945字について、雑誌調査の使用率と薪聞調査の使用率との相関係数を計算すると、

0．903であった。調査時期で10年ほどの違いがあり、また、雑誌と新聞という調査対象の違いがあるが、

きわめて高い値である7。

　新聞調査の後、当用漢字音訓表の改定（昭和48年6月18日）、常用漢字表の皆示（昭和56年10月1日）

という蟹語施策の変更があった。そのため、雑誌や薪聞を現在再び調査したら、大きく使用率が変わ

る漢字があるかもしれない。しかし、全体的には、雑誌調査と薪聞調査の結果とあまり変わらないよ

うに思われる。成人の公的な書きことばにおける1つ1つの漢字の使われ方は、安定していると考え

られる。そこで、この調査では、成人の公的な書きことばにおける1つ1つの漢字の使用率を、その

漢字の属性として取り上げることにした。1つ1つの漢字の使用率が、児童・生徒の漢字の読み書き

とどのように関連づけられるか、ということについては、調査結果の分析のところで述べる。

〔注〕　1．渡辺　茂「漢字と図形」日本放送出版協会、昭和51年

　　　2．河井芳文「漢字の物理的複雑性と読みの学習」教育心理学研究、第14巻3号、昭和41年

　　　3．同上、130ページ

　　　4．賀集寛・石原岩太郎・井上通雄・斎藤洋典・前田泰宏「漢字の視覚的複雑性」人文論究、第29

　　　　巻1号、昭和54年

　　　5．点線は、基本的には、漢字の運筆上の単位である。そして、視覚的な構成単位と言えるかどう

　　　　か分からないが、それに近い単位でもある。そのため、その数が多くなれば、図形的な複雑性

　　　　　も増す、ということについて、直観的な理解が得やすい。

　　　　　一般に、漢字の図形的な複雑性とは、いったいどのようなことなのか、ということが、あま

　　　　　りはつきりしていない。この点に関して、河井は興味深い意見を述べている。個字問題では、

　　　　漢字の字形の複雑性が中心的課題のひとつとして扱われてきた。そのとき、複雑性を論じるのに、

　　　　画によって複雑性を代用するか、あるいは、ただ漠然と複雑ということばを用いながら、一一切

　　　　その性質や定義に触れないのが、これまでの多くの、漢字の複雑性の扱い方の実際の姿であっ

　　　　た。」（河井芳文「漢字の画の分布と複雑性」東京学芸大学紀要（第1部門）、昭和46年、68ペー

　　　　　ジ。）
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6．次の記述は、「国立国語研究所の歩み・8現代の漢字」（雷語生活、昭和49年2月号。野村雅昭

　執筆。）によるところが多い。

7．音訓の使薦率も、同様に、次の式で計算して、常用漢字4087音訓について、雑誌調査の使用率

　と新聞調査の使用率との相関係数を求めると、O．876であった。

　　　　　　　　　　その音訓の使用度数
　ある音訓の使用率＝＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1000　　　　　　　　　　　総延べ漢字数

　　なお、函数・使用度数とも、雷語計量研究部第2研究室で作成した磁気テープ・ファイルを

　利用した・ただし・功臣については・第2項で説明するように、この調査のために一部修正し

　て使った。

第2項画数・使用率と他の要因
く1）画数

　漢和辞典によって、画数に違いのある漢字がある。そこで、この調査では、当用漢字別表の漢字

881字については、文部時報の別選として発行された文部省調査局編集「当用漢字・送りがな・筆順」

（帝国地方行政学会、昭和35年）の付録「『教育漢字の筆順選索引」に従った1。当用漢字別表の漢

字以外の漢字については、鎌田正・米山寅太郎編「漢語林」（大修館、昭和62年）に従った。この辞

書が最近出版されたため、常用漢字表に追煽された漢字の字体変更に応じていることと、当用漢字別

表の漢字についても、上の文部時報の別冊の付録とあまり違わない画数の数え方をしているからであ

る。

　いちばん画数の少ない漢字は、一（1画）であり、いちばん画数の多い漢字は、鑑（23画）である。

表3－IOは、3画ずつ8つの区聞に分けて、常用漢字1945字の度数分布を示したものである。この表の

それぞれの区間を水準と呼ぶことにする。習得率との関係について検討するときは、この水準を使う

ことにする。

表3－10　常用漢字1945字の画数の度数分布

水準 画　数 小学校配当漢字 それ以外の漢字 全　　体

1 1－　3 35　　3，5％ 9　　0．9脇 44　　2．3％

2 4－　6 193　19，4飴 76　　8，0鴨 269　13．8％

3 7－　9 292　29．3％ 214　22．6％ 506　26．0％

4 10－12 289　29．0％ 306　32．2％ 595　30．6艶

5 13－15 139　14．0覧 217　22．9騰 356　18．3％

6 16－18 40　　4，0覧 95　10，0％ 135　　6．9％

7 19－21 8　　0．8％ 29　　3．1％ 37　　L9騰
8 22－23 0　　0．0％ 3　　0．3％ 3　　0．2覧

ム
ロ

言十 996　100．0鴨 949　100．0％ 1945　100．0％
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表3－11は、音訓の数による重みを加えて集討したものである。音訓を単位にして、画数の度数分布

を示したものと考えることができる3。

表3一・H　常用漢字4087音訓の画数の度数分布

水準 画　数 小学校配当漢字 それ以外の漢字 全　　体

1 1－　3 104　　5．2％ 32　　1．5％ 136　　3．3％

2 4－　6 429　21．4％ 201　　9．7％ 630　15，4％

3 7－　9 590　29，5騰 491　23．6％ 1081　26，6鴨

4 10－12 570　28．4覧 666　31，9％ 1236　30．2騰

5 13－15 233　11，6鴇 442　21，2鴨 675　16．5騰

6 16－18 68　　3．4％ 195　　9．4鴨 263　　6。4乾

7 19－21 11　　0．5％ 49　　2，4覧 60　　1．5％

8 22－23 0　　0．0％ 6　　0．3鴨 6　　0．1％

合 計 2005　100．0％ 2082　100．0覧 4087　100．0％

（2）使用率

　この調査では、雑誌調査と薪聞調査の結果を総合するために、1つ1つの漢字について、次の式で

使用率を計算した。

　ある漢字の使用率

　　　雑誌調査でのその漢字の使用度数　十　組曲調査でのその漢字の使用度数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1000一一一く1）
　　　　　　　雑誌調査の総延べ漢字数　十　新聞調査の総延べ漢字数

　この値は、昭和31年に発行された雑誌90誌と昭和41年に発行された薪聞3紙を母集団とする漢字の

使用率と考えることができる。ちなみに、常用漢字1945字について、（1）式で求めた使用率と、雑誌調

査の使用率との相関係数を計算すると、0．938であった。そして、新聞調査の使用率とは0．996であっ

た。どちらも、第1項で見た雑誌調査と薪聞調査との相関係数よりも大きい。

　同じように、1つ1つの音訓について、次の（2）式で使用率を計算した。常用漢；字4087音訓について、

この式で求めた使用率と、雑誌調査の使用率との相関係数を計算すると、O．916であり、薪聞調査の

使用率とは0．996であった。漢字の使用率の場合と同じく、どちらも、第1項で見た雑誌調査と新聞

調査との相関係数よりも大きい。以後、この調査で使用率と言う場合、（1）式と（2）式によって求められ

た値を幸うことにする。

　ある音訓の使用率

　　　　雑誌調査でのその音訓の使用度数　＋　薪聞調査でのその音訓の使用度数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×loee一一一（2）
　　　　　　　　雑誌調査の総延べ漢字数　十　新聞調査の総延べ漢字数

　使用率の大きさによって度数分布表を作ると、いちばん小さい区問に漢字や音訓が集中してしまう。

そこで、この調査では、順位によって、使用率の違いを見ることにした。常用漢字1945字について、

全体を10の水準に分けたものが、表3－12である。音訓についても、同じように、8つの水準に分けた

ものが、表3－13である4。
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表3－12常用漢掌1945字の使用率の度数分布表

水準 順　　位 （使用率） 小学校配当漢字 それ

1 1－200 （1．229 一／5．239） 200 20．！％ 0

2 20！－400 （0．647 一 1．228） 194 19．5騰 7

3 401－600 （0．392 鼎 0．646） 178 ！7．9覧 22

4 601－800 （0．242 備 0．391） 152 ！5．3覧 47

5 801－1000 （0．157 一 0，241） 121 ！2．1％ 82

6 1001一玉200 （0．101 一 0．156） 80 8．0鴨 118

7 120！－！400 （0．061 一 0．100） 41 4．1％ 171

8 140！－1600 （0．034 一 0．060） 20 2．0％ 169

9 1601－／800 （0．014 轡 0．033） 7 0．7％ 197

1

O
l

1801－1945 （0．000 桝 0．013） 3 0．3％ 136

ム
ロ 計 996 ！唾949

そ糊嚇 k㌔竺

　　　　　O，0961　200　！0，3％

　　　　　O．7951　201　10，3％

　　　　　　　　　　　！0．3％

　　　　　　　　　　　！0．2％

　　　　　　　　　　　10．4％

　　　　　　　　　　　10．2％

　　　　　　　　　　　II．O％

　　　　　　　　　　　9．7％

　　　　　　　　　　　！0．5％

　　　　　　　　　　　7．！％

IOO．O％

蓑3－13　常用漢字4087音訓の使用率の度数分布表

水準

1
2
3
4
5
6
7
8

　　　　　　　　．順　　位　　（四三四）　　　小学校醗嶺漢字

　　　　　　　Eum’

それ以外の漢字 全　　体

　1一　500　（O．427　一12．140）

501－！000　（O．171　一　O．426）

1001－1500　（O．086　一　O．170）

合

490

437

320

24．4覧

2！．8％

！6．0％

10

66

183

O．5％　i　500　！2，2％

3．2％i　503　！2，3％

8．8％　1　503　！2．3％

．043 皿 0．085） 241 12．0％ 258 ！2．4％ 499 ！2．2

。021 牌 0．042） 186 9．3％ 330 15．9％ 516 ！2．6

．009 一 0．020） 124 6．2％ 366 17．6弘 490 ！2．0

003
｝
0．009） 110 5．5％ 417 20．0臆 527 12．9

000
｝
0．002） 97 4．8覧 452 21．6騰 549 13．5

計 2005 100．0覧 2D82

　　　　　　1100．0鮪

4087 10G．0

（3）他の要因

　これまで、熟知度（性）・有意味度・具体性・象形性などの心理的な測定値が報告されている5。

この調査で、これらを要因として取り上げない理由は、熟知度以外、いずれも、常絹漢字1945字、ま

たは小学校配当漢字996字のすべてについて求められていないということがいちばん大きい。しかし、

そのほかに、次の理由がある。

　・これらは、漢字の属性とされているが、実際は、ある集団を対象とした心理的な灘定値である。

　　この調査の野糞対象である児童・生徒の場合、それらの値が異なる可能性が大きい。

　・これらの値は、心理的な測定値である以上、現在の漢字の学習段階配当に依存している。したがっ

　　て、現在の漢字の学習段階配当が異なれば、これらの値も異なる可能性がひじょうにある。

　画数と使用率は、これらの心理的測定領とは違って、児童・生徒から独立した漢字の属性と見るこ
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とができる。児童・生徒に対する教材としての面から、漢字の選定・配列を考えるとき、このことは、

：重要である。この調査で特に画数と使用率を取り上げて分析するのは、この理由による。

　なお、第4章以降で見るように、漢字の読み書きの習得率は、漢字の配当されている学年と調査対

象の児童・生徒の学年にも大きく影響を受けている。そこで、画数と使用率の影響を見るときには、

この2つの要困を加えて分析することにする。

〔注〕　1．文部省から出された資料で、画数を明示してあるものは、これしかないことによる。しかし、

　　　　　当用漢字別表以外の漢字のために使った「漢語林」と一致しない場合が、ごくわずかであるが、

　　　　　あった。例えば、級は、この資料では10擁であるが、「漢語林」では9画である。（乃の画数の

　　　　数え方が違う。）

　　　　　ほかの漢和辞典などと画数に違いのありそうな漢字を、次に一覧する。（　）内に、この調査

　　　　　で決めた画数を記す。＊を付けた漢字は、当用漢字表から常用漢字表に追加された漢字である。

　　　　小学校配当漢字は、その配当学年を同じところに記した。

　　　　　卸（8）、喝＊（ll）、褐摩（13）、級3（10）、御（11）、極4（12）、蛍＊（11）、孤（8）、

　　　　　弧（8）、紫（12）、雌（14）、遮＊（14）、収5（4）、臣4（7）、逝＊（10）、藻寧（19）、

　　　　　塚＊（12）、塔＊（12）、漢＊（13）、猫＊（11）、頻＊（17）、乏（4）、露（21）

　　　　2．区間の数は、スタージェスの公式によって求めた。

　　　　3．中学音訓と高校音訓は、その他の漢字の中に入れた。これは、使用率の場合も同じである。

　　　　4．区間の切れ目で同順位の漢字・音訓があるときは、前の区間に入れた。そのため、区間によって、

　　　　　漢字数・音訓数が、「順位」に示した数と違うことがある。また、使用率は、小数点以下第4位

　　　　　を四捨五入して、第3位まで求めた。ただし、順位は、第4位以下も見て付けた。そして、区間

　　　　　の数は、IO内外の数を罎安として決：めた。

　　　　5．これらについては、次の文献を参照されたい。

　　　　　・芳賀純「新漢字表試案1900字の熟知度と試案から除外された漢字33字の熟知度の調査」文部

　　　　　高科研費報告書、昭和54年

　　　　　・福沢周亮ほか「漢字の熟知度に関する研究（賑）」文部省科研費報告書、昭和60年

　　　　　・芳賀純・江川清「漢字の有意味度に関する探索的研究（1）」計量国語学、38号、昭和41年

　　　　　・芳賀純・江川清「漢字の有意味度に関する探索的研究（2）」計量国語学、41号、昭和42年

　　　　　・北尾倫彦・八田武志・石田雅人・馬場園陽一・近藤淑子f教育漢字881字の具体性・象形性お

　　　　　　よび熟知性」心理学研究、48号、昭和52年
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（付）集計表（1ドー一小学校配当漢字

　以下にあげるのは、小学校配当漢字についての音訓別習得率表である。（中学音訓・高校音訓は、

除いた。）ここには、東京都の調査結果だけを掲載した。表の見方などについて、次に説明する。

1．漢字の並べ方は、小学校学習指導要領の学年別漢字配当表の順である。漢字の欄に、標準字体を

　　示した。

2．漢字の前の数字は、その漢字の配当学年である。

3．岡じ漢字が続く場合は、配当学年の欄と漢字の欄は空白にした。（ページの先頭のときは、この

　　かぎりでない。）

4．音訓の並べ方は、常用漢字音の順である。

5．音は、かたかなで示した。訓は、ひらがなで示した。おくりがなは、一で区別した。

6．1字下げてある音訓は、常用漢字表のいわゆる！字下げの音訓（特別なもの又は用法のごく狭い

　　もの）である。

7．読み書き携々に、調査問題を示した。実際の調査問題は、第3章第1節末に示すような調査用紙

　　に下棚した。

8．1音訓について、各調査学年、読み書きそれぞれ200入を得ることを目標とした。（第3章第2節

　　第2項を参照。＞

9．200人に満たない場合は、そのまま集計した。200人以上の場合は、200人を無作為に抽出して集

　　暑した。

IO．書きの到達度は、1音訓について、100人を無作為に抽出して集計した。

ll．書きの1年下・1年上・2年上・4年上も、4年配当漢字・5年配当漢字・6年配当漢字は、1

　　音訓について、各学年100人を無作為に抽出して集計した。

12．読みでは、次の解答を注で取り上げた。（比率も示した。集計表と同じく、1年下・到達度・1

　　年上・2年上・4年上の」頃に記した。）

　　・第3章第3節第2項の表3－7で、基準外正答としたもの。

　　・漢字の学習指導上参考になると思われる誤答で、その比率の大きいもの。（便宜的に、どれか

　　　1つの学年で10％以上のもの、または、どれか2つの学年で、ともに5％以上のもの、とした。）

　　注は、音訓に付けた。その番号は、半括弧を付けた算用数字で示した。

13．書きでは、第3章第3節第3項の表3－8で、基準外正答としたものを注で取り上げた。ただし、

　　第3章第3節第3項の説明から、基準外正答と容易に見なせるものは、原則として、省いた。誤

　　答を取り上げた場合もある。読みと違って、比率は示さなかった。すべて実際に出現したもので

　　ある。注は、漢字に付けた。その番号は、算用数字で示した。

14．6年配当漢字の「尊知」は、読みの場合、「尊い」で出題して、「軽劃に併合して集計した。ま

　　た、「尊像」も、読みの場合、ヂ尊ぶ」で出題して、「尊長幻に併合して集計した。「尊獄」「尊像」

　　の読みの欄は、空白にした。
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上
峰

ゆ
沿
　
8
6
β
遵
宵
鳴
　
’
8
　
8
4
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5
ゆ
3
乃
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殴
7
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β
沿
ほ
忍
3
4
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。
9
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7
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沸
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齢
雛
論
調
肥
雛
麗
”
請
齢
鯉
濃
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げ
便
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し
し
し
い
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具
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が
弟
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係
る
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快
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液
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め
ま
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究
言
琶
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葉
蔵
水
き
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向
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け
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こ
福
い
せ
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研
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る
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る
う
う
　
　
一
一
こ
　
　
ク
ウ
ウ
一
ウ
ウ
　
　
ウ
　
　
　
　
る
ウ
　
　
ウ
ク
が
げ
ク
　
　
　
「
一
一
一
｝
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
［
り
　
　
一
　
　
　
　
め
ま
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
う
　
　
　
く
け
か
こ
　
わ
わ
　
　
と
一
　
ヤ
ユ
ユ
そ
ユ
ユ
や
ユ
ま
ヨ
　
　
　
ヨ
し
ヨ
ヨ
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一
ヨ
ン
　
る
る
る
が
が
　
　
ン
み
キ
に
イ
か
か
イ
る
ツ
　
　
ツ
…
｝
ン
ン
ン
ン
一
と
　
働
ず
ウ
ウ
［
【
…
「
ウ
い
あ
ウ
な
ウ
ン
お
キ
キ
キ
キ
い
キ
キ
み
キ
た
キ
コ
さ
キ
は
ギ
キ
ま
ま
キ
ギ
ク
く
く
く
に
に
グ
ク
き
　
　
あ
ケ
か
か
ケ
か
ケ
ち
ケ
き
き
ケ
ケ
ゲ
ゴ
い
こ
コ
コ
み
コ
コ
む
む
む
む
コ
さ
し
コ
み
ゴ
コ
ね

字
漢

　
　
　
　
3
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
　
　
　
　
3
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9
④
4
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4
2
　
　
　
　
　
　
4
3
起
期
客
究
急
　
　
級
宮
　
　
球
　
　
去
　
　
　
橋
　
　
業
曲
　
　
　
局
銀
苦
　
　
　
　
　
　
　
具
君
　
　
兄
　
　
係
　
　
　
軽
　
　
血
　
　
決
　
　
　
県
研
言
　
　
　
　
庫
湖
　
　
公
向
　
　
　
　
　
幸
　
　
　
港
　
　
号
根

3
3
3
3
3
　
　
3
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
　
3
3
3
　
　
　
　
　
　
　
3
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
3
3
　
　
　
　
3
3
　
　
3
3
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
3
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る
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習
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主
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う
　
　
　
器
る
る
　
　
　
　
る
る
　
　
　
間
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
ぐ
の
事
謬
参
つ
業
物
の
る
生
す
る
者
者
入
ち
な
塘
守
る
取
る
ど
酒
屋
話
け
か
州
う
点
わ
え
智
う
週
集
ま
め
所
む
珊
る
祭
工
い
る
か
か
事
え
亡
ぬ
用
う
始
め
ま
示
指
す
科
儘
祭
祭
お
細
綱
継
細
細
仕
仕
死
死
使
使
糖
始
始
指
親
指
歯
虫
詩
臼
次
次
用
仕
持
持
卒
実
木
実
写
写
写
医
若
主
持
主
守
留
守
先
取
ぶ
お
酒
受
受
受
九
捨
終
終
終
練
摺
一
文
集
集
住
住

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
靖
㌦
尊
↓
杭
ぬ
↓
竣
　
す
　
　
ぐ
　
　
つ
　
％
講
　
　
　
　
％
島
騨
瓢
ウ
↓
ウ
鷲
ウ
↓
ウ
ウ
端
ウ
む
イ
つ
つ
イ
そ
そ
ま
ま
　
　
か
　
　
～
　
か
　
　
じ
じ
　
　
ぴ
［
　
　
　
　
　
一
ぎ
　
　
と
　
　
　
キ
ツ
　
　
の
ヤ
つ
つ
ヤ
の
ユ
し
も
ユ
ス
も
ユ
　
ユ
け
さ
ユ
一
一
ユ
ろ
ユ
一
一
ユ
ら
ユ
ユ
つ
つ
ユ
…
サ
ま
ま
サ
ほ
ほ
こ
こ
シ
つ
シ
し
シ
つ
シ
は
は
シ
ゆ
さ
シ
は
シ
ジ
つ
つ
ジ
こ
ジ
も
シ
ジ
み
み
シ
う
う
シ
も
シ
ぬ
お
シ
　
　
ま
シ
と
シ
さ
　
　
ジ
う
う
シ
ひ
シ
お
お
シ
な
シ
シ
あ
あ
ジ
す

字
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
　
　
　
　
4
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
7
祭
　
　
　
細
　
　
　
　
　
仕
　
　
死
　
使
　
始
　
　
　
指
　
　
　
歯
　
詩
次
　
　
　
事
　
　
持
　
式
実
　
　
　
写
　
　
　
者
　
　
主
　
　
　
守
　
　
　
取
　
酒
　
　
　
受
　
　
　
州
拾
終
　
　
　
習
　
週
集
　
　
　
住

3
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
　
3
　
　
3
　
　
3
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
3
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
　
3

6．9

4年上

0
5
0
5
5
0
0
4
0
5
5
0
0
5
5
5
5
0
0
0
5
5
0
5
5
0
0
0
5
0
5
0
0
0
0
5
5
5
0
0
5
5
5
5
5
0
0
0
0
0
5
5
5
5
0
5
0
0
5
5
0
0
0
0
0
0

3
9
0
5
5
5
7
9
8
0
0
2
3
2
5
8
1
0
3
2
2
1
5
8
2
4
8
0
6
0
0
4
8
5
0
8
0
6
2
4
5
3
2
6
4
5
6
8
7
3
1
9
2
7
3
1
3
1
6
5
6
9
1
6
4
0

6
5
8
6
9
9
8
8
7
2
9
9
8
9
7
7
9
8
9
5
7
7
8
6
4
9
8
9
5
9
9
7
8
8
9
7
7
9
9
9
9
7
7
6
9
5
6
8
8
9
6
7
6
9
6
9
9
8
9
8
9
8
9
8
9
9
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上
峰

晶
鱒
認
認
銀
線
讐
㎝
認
認
銘
驕
鵠
お
黙
劇
認
踊
認
籠
鎗
蛎
輔
鷺
㎝
繋
駕
器
罷
㏄
認
銘
認
認
舗
麗
踊
⑳
総
8
8
7
9
7
8
8
9
7
7
8
7
7
9
8
9
9
7
8
7
7
7
7
7
9
8
7
7
8
8
7
9
9
4
8
8
8
8
9
9
9
G
9
9
7
7
6
9
7
7
7
4
8
9
8
7
8
9
5
7
8
1
1
2
8
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
腓

β
遵
3
β
忍
2
　
。
9
つ
洛
β
ゆ
湿
3
フ
3
3
　
’
8
渇
5
2
」
β
3
ほ
J
J
　
’
0
渇
浴
3
3
2
泥
7
浮
浴
3
の
ク
5
洛
3
3
3
7
3
　
9
8
3
7
β
護
頃
日
　
。
1
4
ユ
護
ゆ
3
β
3
浴
3
ほ
3
β
6
0
7
8
1
2
醗
6
4
6
5
8
0
9
3
4
8
6
4
4
7
5
8
5
8
8
0
6
7
7
6
7
7
5
2
6
2
4
3
4
9
5
6
6
9
6
5
7
6
6
9
5
7
6
2
5
0
5
0
4
4
7
9
8
6
鴛
8
2
7
3
6
8
6
6
8
7
7
6
綴
9
8
7
8
7
3
6
5
6
1
6
3
9
1
3
7
6
1
5
6
絡
7
0
3
4
7
2
2
2
5
9
7
2
3
7
6
0
6
6
1
6
6
9
6
2
7
2

き
書

上
牌

瑠
翻
畿
黙
黙
騰
纒
搬
黙
黙
銃
謝
翻
黙
駒
繋
騰
罷
謙
撰
鷹
臨
麗
灘
黙
黙
瀧
翻
影
搦
櫃
鶴
睨
師
謡

農
達
到
下
降

銘
招
認
巽
認
召
認
招
認
認
鶏
鴛
認
認
鴇
強
靱
認
認
認
鷺
”
銘
教
鞭
㎝
銘
搬
器
ω
認
認
認
㎝
齢
㎝
5
7
　
　
7
7
6
5
8
1
5
5
7
5
7
1
7
7
5
4
4
暖
3
6
5
5
5
5
5
3
3
2
7
8
　
　
6
6
6
2
7
5
7
9
5
6
5
5
6
8
4
3
6
　
　
6
3
5
1
4
5
　
　
4
3
2
1
　
　
5
7

誌
留
認
穏
認
器
㏄
麗
認
能
㎝
B
㎝
認
認
墓
㎝
照
照
器
認
籠
認
佃
認
器
詫
認
器
腿
器
蝶
鮫
器
㏄
㏄
賃

上
鱒
銘
師
齢
践
葡
銘
麓
蕗
雛
態
態
㏄
叡
断
器
％
鷺
熊
取
認
驕
詑
瀕
舗
雛
認
詔
輔
蛎
舘
践
銘
㎝
鴇
黒
闇
蕩
舗
8
9
8
9
9
9
9
9
9
9
8
9
9
9
9
9
0
9
8
9
0
9
9
9
0
9
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
8
9
0
9
9
9
嘆
9
9
9
9
9
0
8
9
9
9
9
7
9
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

上
聯

3
8
ユ
雌
目
溢
渇
ユ
　
9
7
遵
　
。
0
洛
沿
2
ゆ
β
β
3
ほ
　
。
9
つ
　
’
2
3
2
6
3
護
の
ゆ
洛
2
4
4
忍
忍
9
β
3
②
3
洛
護
悉
β
ユ
3
8
2
　
。
1
洛
β
忍
2
0
3
2
洛
0
切
目
5
忍
渇
フ
2
②
0
臥
6
9
3
6
3
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0
2
5
＆
9
8
8
3
5
2
0
6
8
8
乳
5
0
4
7
9
7
4
9
9
8
ε
1
6
8
3
3
9
3
7
7
0
＆
8
3
7
8
6
8
乳
6
0
4
乳
7
8
6
5
6
3
4
8
7
9
2
9
9
7
9
9
8
9
6
9
9
9
8
9
9
9
8
9
0
7
9
9
9
9
6
9
9
8
7
9
9
7
9
9
9
8
9
9
9
9
9
9
7
7
9
9
5
9
8
2
9
9
9
7
9
9
6
7
9
6
8
6
8
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
読

上
樽

β
　
。
0
0
3
遵
洛
　
。
6
3
護
注
8
喬
3
3
』
8
中
頃
2
8
7
3
3
ほ
O
J
渇
3
　
7
1
』
渇
渇
β
渇
　
9
4
5
3
3
擁
」
3
遵
3
3
3
5
9
ほ
』
4
3
忍
3
4
ユ
ユ
濠
フ
　
。
2
？
護
護
擁
　
。
0
3
2
5
5
9
3
艮
9
8
7
7
6
9
8
4
9
0
7
1
9
5
駄
8
6
8
5
鰍
8
－
瞼
9
9
9
0
8
2
騰
9
7
5
4
9
4
9
7
餓
9
3
5
9
9
1
9
0
8
9
葡
儀
9
8
6
4
9
5
鉱
8
7
7
4
9
6
9
4
9
0
9
9
9
－
9
5
6
1
4
8
飯
9
7
3
5
9
2
9
0
2
5
9
8
9
2
8
7
4
1
8
7
9
5
4
6
7
9
9
5
6
4
8
6
5
4
8
2
9
8

痩
達
到

’5

W
　
　
9
7
5
8
9
4
9
4
8
8
9
7
9
9
9
8
8
9
3
9
9
9
8
4
8
8
7
5
9
9
5
9
8
7
喋
9
8
8
9
8
8
4
3
9
9
3
9
8
1
9
8
8
2
8
9
3
7
8
6
7
4
7
9

下
降

搦
瀞
強
熱
鴛
謂
灘
驕
翻
淵
獅
部
講
％
謝
飛
讃
雛
貿
鵡
翻
鰯
駕
論
贈
強
磁
蹴
温
撚
漏
寵
鵬
鵡
川

題
問
査
調

｝
さ
書

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
う
　
　
　
　
る
る
　
　
　
み
　
　
　
る
る
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
る
こ
　
　
り
　
　
　
　
吸
　
　
る
る
　
　
　
る
一
　
中
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
息
　
　
　
器
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
紙
号
ま
重
重
い
ね
な
所
所
丸
い
手
け
か
智
毒
え
す
三
章
賃
つ
照
る
せ
存
え
わ
し
長
ぶ
話
祉
様
呼
い
ま
め
歩
む
め
十
界
の
癒
え
う
線
国
く
送
る
息
め
族
入
楽
つ
録
待
つ
表
代
わ
え
代
一
往
体
貴
重
重
重
島
台
暑
熱
助
露
助
無
品
消
消
商
文
勝
勝
乗
産
霊
勲
爵
櫃
二
身
身
神
神
神
深
深
深
深
録
画
進
二
世
世
論
整
整
点
全
全
放
送
潤
た
家
訓
醤
打
魚
期
待
代
交
代
代
千
第

訓
音

　
　
　
　
　
6
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
る
　
　
　
　
　
え
う
　
　
　
く
う
　
　
　
い
ね
な
　
　
　
　
い
　
　
け
か
　
　
　
る
　
　
　
　
曙
　
　
　
　
る
　
　
る
る
す
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
め
　
　
む
め
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
㎜
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
ま
ウ
ウ
一
一
一
　
ろ
　
　
一
　
　
…
一
ウ
ウ
え
す
ウ
ウ
ウ
つ
ウ
る
せ
ク
え
わ
一
　
　
渕
　
　
　
　
～
一
皿
　
　
一
一
鋤
　
　
　
　
の
の
　
　
　
た
　
　
一
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
つ
　
陶
わ
え
一
ユ
ヨ
も
さ
さ
ヨ
こ
ヨ
つ
ヨ
す
す
ヨ
ヨ
一
…
ヨ
ヨ
ヨ
㎝
ヨ
一
…
ヨ
一
一
う
ン
　
　
ン
ン
み
ン
か
か
か
ン
す
す
イ
　
　
　
イ
と
と
ン
ン
つ
ウ
く
ク
き
ク
　
　
　
一
イ
イ
ー
イ
イ
一
～
　
イ
す
ジ
チ
お
か
か
シ
と
シ
あ
ジ
た
た
シ
シ
き
け
シ
シ
シ
か
ジ
の
の
シ
う
う
も
シ
み
シ
ジ
か
シ
ふ
ふ
ふ
シ
す
す
セ
セ
よ
セ
と
と
セ
ゼ
ま
ソ
お
ソ
い
ゾ
タ
ダ
う
タ
タ
ま
ダ
タ
か
か
よ
ダ

掌
漢

　
硲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
　
　
　
　
5
－
　
　
　
　
　
　
5
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
住
重
　
　
　
　
　
所
　
　
暑
　
　
助
　
　
　
昭
消
　
　
　
商
章
勝
　
　
乗
　
　
　
植
　
　
　
申
身
　
　
神
　
　
　
深
　
　
　
　
進
　
　
　
世
　
　
　
整
　
　
　
線
全
　
　
送
　
　
息
　
　
族
望
打
　
　
心
待
　
　
代
　
　
　
　
　
第

3
3
　
　
　
　
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
3
　
　
　
3
3
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
3
3
　
　
3
3
　
　
3
　
　
　
　
　
　
3
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一
聯

£
3
慧
£
広
量
量
£
豊
£
2
3
£
海
鼠
£
£
量
5
名
5
落
名
洛
ゆ
ゆ
港
2
2
5
漫
漫
£
君
雪
8
沿
童
渇
％
9
2
黒
雲
錠
6
8
鑓
鉾
野
田
9
6
田
麓
器
鈴
6
5
雛
霧
奴
頭
器
8
。
聚
鉦
鼓
9
6
8
5
溺
8
。
器
6
5
η
留
9
3
雛
器
銘
溝
銘
8
2
6
3
翫
9
。
η
9
5
級

上
燗

3
塚
£
港
8
a
量
悉
慧
£
3
β
5
餐
5
£
2
2
意
豊
孟
f
溶
②
悪
険
悪
量
£
遺
書
§
餐
孟
ゆ
港
£
瀞
嘉
器
η
聡
2
、
8
。
碁
6
6
艶
8
6
器
肝
η
夢
6
9
壽
箏
艶
艶
8
9
瓢
器
難
解
級
鴛
廻
甜
鶉
羅
菰
駕
5
。
灘
％
診
5
。
二
二
9
2
9
2

き
書

上
博讐
認
霧
羅
認
箋
墾
盆
ω
濃
認
澄
羅
舞
姫
楽
器
認
ω
碧
警
鐘
轟
轟
認
馨
卸
羅
8
4
3
4
5
2
5
4
3
3
6
　
　
4
5
5
4
7
7
2
　
　
6
5
1
6
8
7
1
2
2
5
5
4
7
軍
曹
4
2
7
1
4
7
4
6
6
7
1
5
4
4
7
4
3
8
7
7
3
7
8
8
3
　
　
2
6
3
8
8

度
遼
到

0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
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色
純
列
路
路
魂
潰
す
跨
服
周
囲
む
い
羅
の
員
腸
捌
照
照
養
が
勝
塩
水
央
億
椥
え
わ
下
智
芽
の
良
め
ま
械
虫
地
覚
え
ま
油
州
県
遊
遊
予
洋
紅
木
太
隅
王
難
落
落
流
流
流
旅
旅
両
新
緑
お
行
線
旅
昭
和
愛
案
衣
間
曲
照
日
雄
衝
委
胃
印
羅
英
栄
團
糧
食
堰
中
三
参
茄
茄
金
環
発
出
改
革
単
機
害
各
感
覚
覚

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
瑚
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
め
ま
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
　
　
れ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
　
　
　
　
　
　
え
わ
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
え
す
ら
　
　
る
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
と
ウ
｝
　
　
　
　
ウ
ク
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
一
　
　
い
　
　
　
　
し
　
　
　
～
え
　
　
　
　
　
　
　
｝
一
　
　
　
　
　
　
　
た
た
　
　
　
　
　
　
一
ま
ぶ
ウ
ー
ウ
そ
　
　
ウ
ウ
　
　
ウ
ウ
ま
ク
一
｝
ユ
が
が
ヨ
び
ヨ
ヨ
ど
イ
ツ
　
　
　
　
オ
イ
ン
　
　
　
　
こ
こ
　
　
ら
　
　
　
ン
る
イ
イ
か
一
ン
お
ウ
ク
　
　
わ
わ
　
　
　
　
　
　
イ
ら
ら
イ
イ
ク
ク
ぼ
【
あ
ユ
あ
ユ
あ
甲
唄
ヨ
は
ヨ
ヨ
さ
う
お
お
り
な
な
り
た
リ
リ
み
レ
レ
ロ
じ
ワ
　
　
ア
ア
イ
イ
イ
か
か
イ
く
イ
イ
イ
し
エ
エ
さ
は
エ
し
オ
オ
早
く
く
艶
艶
か
め
カ
あ
あ
カ
ガ
カ
カ
お
さ

字
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4
　
　
　
6
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
6
　
　
　
6
7
油
有
　
　
遊
　
　
予
洋
葉
　
　
賜
様
　
　
落
　
　
　
流
　
　
　
旅
　
　
両
緑
　
　
礼
聯
弾
　
　
和
　
　
愛
案
衣
以
囲
　
　
　
位
　
　
委
賀
印
　
　
礁
湖
　
　
　
塩
　
　
央
隠
加
　
　
　
貨
課
芽
　
　
孜
　
　
　
械
害
各
覚

3
3
　
　
3
　
　
3
3
3
　
　
3
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
3
3
3
　
　
3
　
　
4
4
4
4
4
　
　
　
4
　
　
4
4
4
　
　
4
4
　
　
　
4
　
　
4
4
4
　
　
　
4
4
4
　
　
4
　
　
　
4
4
4
4

7aO

4庫上

0
5
5
9
0
9
5
5
0
5
5
0
0
G
5
0
G
5
4
5
5
0
5
4
0
0
0
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

8
2
0
8
喋
9
3
1
8
6
3
2
三
1
7
9
4
0
3
0
5
7
三
2
6
8
0
8
7
4
ユ
0
2
1
8
2
4
5
9
6
0
4
0
0
7
3
3
8
4
8
5
0
8
7
6
0
4
1
8
7
6
0
6
6
3
6

9
9
5
8
8
8
8
9
9
8
5
7
8
8
7
7
9
9
7
7
9
5
7
7
8
8
7
9
3
9
9
7
9
9
8
7
9
9
8
9
8
7
9
9
5
1
9
8
9
8
9
9
7
5
6
8
7
8
5
5
8
8
9
5
6
5

（付）集計表（1　）一一llN学校配当漢字一一一83



上
聯

認
開
墾
認
認
黙
認
認
黙
認
珊
田
認
認
駕
黙
認
男
齢
認
認
諾
”
難
語
認
銘
銘
認
認
認
認
認
鶏
潮
齢
5
8
7
7
7
6
9
7
7
7
8
8
8
9
5
5
3
4
9
8
7
6
7
4
5
8
6
3
2
8
5
8
5
8
7
8
8
6
6
7
8
5
7
9
8
8
8
3
2
8
8
8
7
7
8
7
8
9
9
5
7
8
6
7
7
6

上
麻

ゆ
3
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
沿
沿
ゆ
沿
ゆ
沿
沿
沿
ゆ
ゆ
沿
沿
沿
沿
ゆ
ゆ
沿
の
沿
沿
　
9
0
　
9
0
沿
沿
冷
冷
冷
冷
　
’
0
　
7
0
　
’
0
　
’
0
0
0
0
0
ゆ
0
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
沿
　
’
0
　
’
0
冷
冷
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
冷
　
’
0
冷
3
2
1
7
7
4
2
0
3
3
8
1
5
9
6
0
7
8
0
0
1
9
0
9
3
ユ
ー
9
9
8
4
5
5
7
1
3
4
4
7
乳
臥
L
乳
6
肱
8
4
6
6
8
1
7
7
4
7
1
9
9
4
0
8
6
3
6
7
7
3
7
6
6
4
4
7
7
6
5
5
6
7
7
3
6
2
3
9
7
7
4
7
4
5
9
6
2
1
7
4
6
3
8
3
6
7
5
5
6
8
5
篠
6
8
8
7
2
1
7
8
6
6
5
8
5
5
6
7
5
5
3
5
6
6
4

き
轡

上
降

認
認
認
認
認
認
認
ω
認
認
”
齢
認
黙
認
認
㎝
㎝
銘
銘
認
潮
招
㎝
齢
認
認
認
無
銘
鴛
器
雀
開
粥
”
ω
認
2
5
5
5
3
2
5
2
4
3
5
4
5
5
1
4
1
2
7
6
3
2
5
3
4
8
3
2
　
　
7
3
5
2
7
2
3
6
4
5
5
6
4
2
5
5
7
8
1
1
4
6
4
5
4
6
4
6
5
5
4
4
3
2
5
5
1

度
逮
到

。0

V2

S1

S4

S8

S8

宸
R
5
5
1
3
6
6
3
6
8
6
7
6
5
1
6
6
2
2
1
2
9
8
0
6
0
5
8
3
1
5
5
2
8
2
8
8
8
5
2
2
7
1
9
6
0
2
4
7
6
3
2
艇
3
3
4
0
7
1
6
4
6
5
6
3
5
6
5
3
3
6
7
3
8
2
7
2
7
1
2
9
1
7
3
1
7
0
4
5
6
6
6
2
7
4
5
3
5
6
7
2
7
1
6
0
5
5
5
3
4
9
5
9
3
9
3
3

下
峰

認
認
㏄
器
如
黙
認
認
鴛
播
繋
㎝
銘
ω
認
黙
認
認
認
㎝
器
黙
認
齢
㎝
認
開
館
認
器
据
認
㏄
認
認
㎝
認
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
三
　
2

上
聯
齢
㎝
黙
黙
繋
駕
鍵
器
％
編
㎝
船
難
離
開
紫
鷲
麗
％
詰
碁
調
停
認
㎝
轟
然
認
認
翻
然
翻
然
㎜
口
器
鋪
5
9
0
0
0
6
0
7
9
9
9
9
9
0
8
9
9
9
0
0
9
9
9
9
9
9
9
8
8
9
8
9
9
9
9
9
9
7
9
G
9
9
9
9
G
9
9
8
6
9
9
9
0
9
9
0
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
　
　
1
　
1
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

上
麻
銘
認
％
麗
鷲
銘
鎗
蕊
認
開
脚
籠
認
諾
離
籍
％
詑
齢
聖
駕
輔
誌
瀧
龍
誌
器
麗
器
鎗
麓
髄
”
鎗
驕
4
9
9
9
9
4
9
8
9
8
9
9
9
9
5
8
9
9
0
0
9
9
9
9
8
9
8
6
5
9
7
9
8
9
9
9
9
7
9
9
9
9
9
9
9
9
8
6
娃
9
9
9
9
9
0
9
9
9
6
8
9
9
8
9
9
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
読

上
撫
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X5

X5

X9

X7

R7

X4

T2

X2

U7

X2

X7

X6

X9

S3

W6

W4

W9

唐
X
9
9
7
8
4
8
9
8
8
8
6
9
6
6
6
4
9
3
9
9
3
6
8
8
5
6
3
8
6
9
5
9
2
9
0
6
9
9
7
9
8
9
4
8
8
8
1
9
8
9
2
9
6
雛
4
2
3
1
9
1
8
6
8
7
9
5
8
6
9
7
9
6
8
7
8
4
7
0
7
3
9
5
8
5
艇
9
7
6
8
6
3

度
遼
到

下
博

謡
蹴
驕
禦
鷲
鵬
翫
薦
激
増
魏
翫
黙
黙
籠
翻
齢
翫
翻
翻
魏
廉
脚
號
朧
鴛
鵬
薦
響
動
撰
認
瀧
㎜
禰
饗

題
問
査
調

き
書

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
○
る
　
　
　
　
管
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
ふ
　
　
機
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
鏡
み
　
　
　
　
　
　
　
曝
　
　
型
　
　
会
　
　
る
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
る
鞍
灘
欝
欝
馳
駆
彗
鯉
縢
欝
血
瓢
碧
纈
欝
灘
欝
欝
羅
雛
臨
鰍
。
。
牒
羅
瀟
劉
欝
欝
篠
離
離
鵬
鷺
籐
鶴

講
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
う
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
ぶ
　
　
る
　
　
　
　
　
め
ま
い
　
　
　
　
　
　
　
る
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
　
…
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
［
ウ
｝
ウ
　
　
げ
が
　
　
ウ
ウ
　
　
ウ
ウ
み
ウ
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
く
　
　
一
　
て
つ
　
　
　
　
　
…
…
　
　
　
　
　
　
げ
一
ン
ン
ン
ン
だ
ン
き
ン
ン
が
　
　
　
　
　
　
う
　
　
た
　
　
　
　
　
ユ
と
ユ
く
ユ
ヨ
一
一
ヨ
ヨ
ヨ
も
ヨ
ヨ
が
ヨ
イ
ヨ
　
ン
ン
イ
た
イ
イ
ツ
一
…
ツ
す
ン
　
一
一
ン
ン
　
　
た
た
た
ウ
ウ
ウ
ウ
ク
…
さ
カ
自
門
撒
く
カ
せ
カ
ガ
ね
キ
キ
キ
キ
よ
キ
は
キ
キ
ギ
キ
も
キ
す
キ
キ
あ
あ
ギ
リ
キ
と
キ
キ
か
キ
ケ
キ
ク
グ
グ
ケ
か
ケ
ゲ
ケ
か
か
ケ
む
ケ
た
た
ケ
ケ
コ
か
か
か
コ
コ
コ
コ
コ
つ

暴
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
6
8
　
　
6
9
7
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
2
　
　
　
7
3
7
4
　
　
　
　
　
　
　
　
7
5
覚
完
官
漢
管
　
　
関
　
　
観
願
　
　
希
季
紀
喜
　
　
旗
　
　
器
機
議
求
　
　
救
　
　
落
鮎
　
　
　
漁
　
　
共
　
　
協
鏡
　
　
競
　
　
極
区
軍
郡
型
　
　
燥
芸
欠
　
　
　
結
　
　
建
　
　
　
健
験
固
　
　
　
　
功
候
航
康
告

嘆
廷
4
4
4
　
　
4
　
　
4
4
　
　
4
4
4
喋
　
　
4
　
　
4
婆
婆
荏
　
　
荏
　
　
4
嘆
　
　
　
4
　
　
4
　
　
4
4
　
　
4
　
　
4
4
4
4
4
　
　
4
4
4
　
　
　
4
　
　
4
　
　
　
4
4
4
　
　
　
　
4
4
4
4
4
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ｬ
8
0
7
7
8
0
7
2
π
6
6
3
5
2
3
6
3
7
2
田
6
9
4
9
鈴
7
0
5
5
嘱
5
0
6
6
6
3
2
0
6
9
6
9
7
3
9
6
7
7
9
5
8
0
7
7
5
7
2
6
4
9
6
7
5
8
5
1
5
0
6
1
6
9
7
7
4
8
9
3
7
9
η
5
5
8
1
7
3
6
2
硯
7
7
翫
駆
2
9
醗
％
5
2
邸
6
9
4
7
5
8
6
9
備
3
3
7
2
8
2

き
欝

舞
上
峰

㎝
”
漁
ω
踊
認
ω
如
ω
”
翻
齢
m
緬
冊
鵜
ω
鷲
㎝
聞
齢
舗
”
⑳
齢
輔
”
㎝
㎝
珊
認
旙
鵬
些
些
齢
”
鋤
㎝
餉
鷲
齢
認
ω
認
㎝
舗
堕
獄
舶
招
㎝
鵬
旙
認
齢
4
3
6
6
6
5
5
5
3
三
3
3
5
3
2
2
4
5
2
3
3
5
2
4
5
5
5
5
8
6
6
3
1
4
5
5
3
3
5
5
6
4
8
5
4
4
7
5
5
6
6
5
3
1
4
　
　
3
4
4
2
4
3
4
｝
6
6

度
数
醗

沿
ゆ
沿
沿
の
沿
ゆ
ゆ
　
’
0
冷
冷
　
’
0
沿
沿
ゆ
の
ゆ
0
0
ゆ
0
ゆ
ゆ
ゆ
　
。
0
ゆ
ゆ
沿
沿
の
乃
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
0
0
0
沿
活
ゆ
ゆ
沿
ゆ
ゆ
　
7
0
ゆ
冷
の
の
沿
沿
ゆ
　
’
0
ゆ
ゆ
の
ゆ
の
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1

み
曇
ア
P

上
牌

認
総
蕪
認
轄
銘
認
発
蘭
諮
瀧
発
罷
箋
暴
羅
珊
鞍
器
発
襲
認
蕪
認
認
舗
釜
8
7
9
9
9
9
9
6
7
4
9
9
9
9
3
9
8
9
9
6
9
9
3
9
9
8
8
9
9
9
9
9
6
9
9
9
9
9
9
0
8
3
　
　
8
9
8
8
9
9
9
2
9
8
5
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

度
蓮
到

0
沿
悉
ゆ
0
0
つ
ゆ
　
。
5
渇
の
落
洛
ゆ
0
0
0
ゆ
　
。
5
洛
ゆ
渇
O
港
5
ゆ
ゆ
冷
沿
の
渇
5
渇
5
渇
5
ゐ
0
あ
G
渇
5
5
5
5
0
冷
渇
漁
ゆ
5
渇
話
ゆ
　
’
5
0
0
0
0
0
β
謁
洛
5
の
ゆ
3
。
8
3
3
翫
臥
0
3
9
7
8
3
i
4
3
。
a
乳
3
7
7
4
8
L
5
8
0
2
2
0
9
6
3
3
5
5
6
6
駄
9
軌
4
9
8
2
2
a
O
O
5
9
2
8
3
4
6
＆
翫
鉱
臥
銑
2
7
3
2
0
9
8
7
9
9
9
9
9
7
6
5
8
9
9
9
3
9
8
9
9
6
9
8
4
9
9
9
8
9
9
9
9
9
5
9
9
9
9
9
9
9
8
3
　
　
9
9
8
9
9
9
9
3
8
8
5
8
8
8
9
9
0
9
9
9
9
7
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

下
降

細
蕪
蕪
羅
麗
墾
箋
箋
”
箋
露
鷺
鎗
発
箋
㏄
纂
㏄
㎝
箆
難
認
語
認
認
麗
蕪
蘭
廃
3
1
2
1
3
2
3
3
2
1
4
3
4
4
　
　
3
2
3
2
　
　
3
3
　
　
3
7
2
1
2
3
5
4
3
　
　
3
5
5
5
7
7
6
　
　
　
　
3
5
2
4
三
5
6
玉
4
4
　
　
2
2
三
5
4
8
4
4
3
3
夏

題
問
査
調

き
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
訳
　
　
　
る
　
罐
　
　
騒
う
禍
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謁
　
　
　
る
　
　
に
　
　
る
　
　
温
　
　
　
ま
　
　
　
て
く
る
　
　
　
る
　
　
伝
　
　
力
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
意
る
　
　
　
　
　
　
く
　
　
離
劔
い
縫
籍
畿
寮
　
働
る
樋
從
蕩
る
餓
む
謁
謁
う
す
る
六
る
以
　
附
る
す
る
難
る
似
る
る
砂
入
　
る
似
　
禁
購
駕
塩
る
す
た
く
謄
わ
低
く
る
位
検
し
が
所
に
　
　
記
に
え
ほ
生
め
決
け
の
げ
く
毒
強
　
　
も
か
れ
は
　
　
べ
を
　
　
　
飛
か
や
え
の
ず
ず
を
め
て
便
箱
炎
　
　
録
け
が
唯
　
　
が
ね
む
の
か
別
底
く
治
治
れ
鐙
を
よ
最
低
め
水
探
に
り
場
心
典
伝
方
伝
が
の
ん
解
つ
ト
は
働
消
勉
湯
お
い
敗
倍
　
　
た
飯
　
　
ぶ
を
か
費
費
も
必
け
紙
き
た
不
な
の
　
付
付
ろ
政
　
　
粉
を
の
や
つ
と
の
疇
が
を
ら
を
垂
が
し
が
紙
の
を
域
な
の
巾
事
の
地
を
だ
校
け
の
を
一
に
で
を
に
お
に
を
に
三
館
を
り
機
飛
鳩
が
を
が
な
は
を
季
で
を
が
工
領
夫
の
を
ど
の
長
花
粉
を
ち
が
ち
形
が
が
気
め
物
年
腸
と
度
を
ム
底
の
み
的
の
科
人
の
話
み
掌
生
件
灯
パ
働
場
口
心
い
念
敗
合
の
物
飯
ぎ
行
が
書
用
問
間
要
束
筆
で
票
標
通
細
統
と
誌
印
に
本
会
で
麦
薬
も
別
だ
角
り
け
病
決
祷
お
霧
こ
温
声
ダ
海
海
か
羅
的
百
偉
こ
昔
な
ゆ
一
蟻
電
デ
労
工
鵬
熱
熱
残
失
試
二
博
ご
に
飛
鳥
伝
費
蒋
時
必
約
鉛
筆
投
冒
交
不
大
妻
雑
昌
服
日
翻
風
小
粉
お
区
友
三
辺

み
読

照
　
　
新
底
軸
る
る
　
る
　
　
襯
る
館
鐙
す
嘉
　
似
　
ー
る
長
粉
　
る
が
す
償
く
金
腸
低
く
め
ま
底
の
電
的
の
典
記
わ
え
う
徒
力
め
灯
堂
働
く
毒
心
い
念
敗
れ
倍
物
飯
ぎ
行
ぶ
ば
屠
や
え
要
ず
筆
で
票
標
硬
細
人
と
録
け
く
府
会
粉
麦
薬
隊
園
れ
辺
り
け
治
位
澱
鞍
霧
最
低
低
低
海
海
檸
務
的
纂
・
伝
伝
伝
伝
鷹
努
努
電
食
労
働
消
熱
熱
残
失
敗
三
博
ご
に
飛
飛
飛
費
費
費
必
必
鉛
筆
投
縁
不
不
夫
妻
付
付
付
政
制
花
小
粉
兵
区
別
底
辺

訓
皆

　
　
　
　
　
　
棚
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
る
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
す
　
　
　
　
　
　
い
め
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
え
う
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
や
え
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
り
一
｝
　
く
　
　
ウ
　
　
　
　
｝
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
㎜
｝
　
　
　
一
　
　
　
　
ら
　
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ば
　
　
一
一
鴎
　
ら
　
　
　
ウ
ウ
　
　
　
　
と
　
　
け
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
一
隷
チ
勃
碧
談
瓢
島
嚢
霧
雰
効
ト
ド
霧
需
留
第
鴛
矯
砂
鏡
ヒ
仁
ヒ
叙
撮
纂
自
詞
フ
拐
フ
よ
フ
男
こ
鶏
心
館
献

掌
漢

　
　
9
。
　
　
・
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偽
　
％
　
　
　
　
　
　
　
　
％
　
　
％
　
　
　
卯
　
　
鴨
治
　
置
　
貯
腸
低
　
　
　
　
底
　
　
停
的
　
典
傍
　
　
　
　
徒
努
　
　
灯
堂
働
　
毒
熱
　
念
敗
　
倍
博
飯
　
飛
　
　
　
費
　
　
　
必
　
筆
　
票
標
不
　
夫
　
付
　
　
　
府
副
粉
　
　
　
兵
桝
　
　
辺

4
　
　
4
　
　
4
4
4
　
　
　
　
　
4
　
　
4
4
　
　
4
4
　
　
　
　
　
4
4
　
　
4
4
4
　
　
4
4
　
　
4
4
　
　
4
4
4
　
　
4
　
　
　
4
　
　
　
4
　
　
4
　
　
4
4
4
　
　
4
　
　
4
　
　
　
4
4
喋
　
　
　
4
4
　
　
4

2隼上 4年上

∩
V
O
∩
り
G
G
O
O
O
G
ハ
U
O
ハ
）
0
0
0
0
0
∩
V
O
O
O
ハ
）
∩
）
0
0
A
U
G
凸
）
G
O
（
）
0
0
0
0
0
0
n
）
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

52

S8

X0

W7

R5

U4

V2

V7

U5

V6

V2

V8

T2

X3

T9

X0

W9

W3

X2

V4

V9

W3

Q6

V1

V4

V6

X4

W2

W9

V6

W4

W4

R0

X4

U7

U6

ｿ
7
7
8
1
8
5
8
2
4
9
4
1
9
3
7
5
7
4
7
0
5
5
9
0
8
1
6
8
5
4
9
5
6
9
5
7
4
1
8
9
9
5
9
5
8
8
8
3
9
0
9
4
腿
9
1
5
4

∩
V
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
ハ
）
0
0
0
0
0
0
A
）
O
A
》
0
∩
）
0
ハ
）
0
0
0
n
）
O
A
）
O
（
V
A
》
O
A
）
0
0
0
0
0
0
0
A
）
G
∩
り
0
0
0
ハ
）
0

52

S6

U8

翌
Q
2
σ
5
7
履
6
7
6
0
7
0
7
2
3
4
7
9
硲
7
6
8
0
7
8
7
5
7
2
6
5
6
6
2
8
5
2
7
1
4
1
7
8
7
1
7
7
5
8
6
7
7
2
2
9
9
6
4
3
5
7
5
4
8
3
8
2
8
0
7
4
3
8
2
3
8
4
8
5
4
6
5
9
3
2
8
2
9
0
5
3
5
1
8
6
5
0
5
1
2
9
髄
7
4
8
0
8
2
7
8
7
5
8
7
7
2
9
6
5
6
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よ
聯

よ
聯

餉
認
認
銘
認
認
器
認
齢
認
認
㎝
認
認
巽
認
認
㎝
㎝
認
歯
髄
認
”
認
認
㎝
磯
菊
騒
騒
認
認
認
ω
如
認
”
7
9
9
7
7
6
4
1
6
8
8
6
5
5
5
7
6
3
4
9
8
8
7
7
5
3
5
4
4
8
8
5
6
6
7
2
3
6
6
7
6
8
7
4
8
4
4
3
6
6
8
7
3
4
6
9
4
7
4
6
5
7
7
4
2
8

距
さ
書

上
降

認
認
認
認
認
認
認
％
認
繋
齢
認
招
認
認
器
磯
菊
認
脳
髄
”
ω
認
器
認
認
鴛
銘
認
㎝
拐
船
齢
η
認
4
8
8
5
6
4
2
　
　
5
7
5
3
3
3
4
3
1
　
　
3
7
6
6
嘆
6
6
2
3
3
2
6
5
3
5
5
4
2
王
3
6
5
6
7
5
4
7
5
1
2
4
3
5
5
2
1
4
8
1
6
2
5
3
喋
5
3
4
7

痩
達
到

認
認
％
認
認
繋
認
％
鮪
節
齢
認
器
認
認
㎝
認
認
認
認
器
ω
錨
軽
軽
認
鷲
認
認
㎝
認
ω
沁
沁
篤
菊
園
5
8
8
7
7
嘆
2
2
6
7
7
6
6
4
3
3
2
1
4
6
6
7
6
7
6
2
5
4
4
7
6
4
5
5
3
5
2
4
6
6
7
8
7
5
7
喋
3
2
5
5
7
6
3
4
6
8
3
8
篠
5
5
6
5
2
1
7

下
降

X
2
1
6
0
1
G
翫
紘
0
0
4
5
2
1
1
0
2
5
5
4

上
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
ゆ
洛
沿
β
湿
ゆ
あ
ゆ
添
ゆ
ゆ
悉
回
覧
ゆ
洛
　
7
0
の
ゆ
0
悉
湿
渇
惑
渇
惑
ゆ
の
5
ゆ
ゆ
ゆ
湿
ゆ
沿
渇
ゆ
愚
ゆ
み
惑
謁
ゆ
の
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
ゆ
ゆ
β
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
の
渇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
渇
沿
あ
あ
沿
洛
沿
ゆ
洛
洛
渇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
9
8
8
9
9
9
7
0
8
G
9
9
9
0
G
2
9
8
9
9
7
9
0
9
9
8
7
9
8
9
9
4
4
4
8
9
a
6
8
6
乞
5
4
7
0
9
0
0
8
8
6
9
7
7
9
8
7
9
5
8
1
9
0
0
0
9
9
9
9
9
9
9
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
G
g
G
9
9
9
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
0
0
0
9
9
9
9
9
9
7
7
0
9
0
9
7
5
9
0
8
9
8
9
9
9
9
9
8
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
三
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
符

㎝
錦
雛
萌
葱
髄
胚
認
鴛
繋
岡
舗
認
龍
認
認
繋
舘
認
認
師
器
師
㎝
勝
運
認
麗
軽
軽
紹
認
鷺
龍
時
論
聞
9
9
9
9
9
9
7
5
9
9
9
9
9
9
8
9
8
5
9
9
9
9
8
9
9
5
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
7
9
9
9
9
0
9
9
0
9
4
4
9
9
9
9
6
3
8
9
ア
9
7
9
9
9
9
6
8
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

み
読

上
畔

ゆ
5
の
β
渇
渇
あ
5
転
回
洛
惑
渇
　
。
5
洛
洛
⑩
ゆ
洛
惑
⑩
湿
ρ
0
洛
洛
の
洛
渇
β
冷
沿
β
ゆ
の
ゆ
ゆ
沿
β
渇
ゆ
沿
ゆ
洛
5
⑩
⑩
ゆ
ゆ
ゆ
カ
』
ゆ
ゆ
悉
ゆ
ゆ
洛
渇
』
　
’
5
5
洛
β
渇
3
7
5
8
6
2
5
8
5
1
2
6
4
2
8
7
6
9
7
2
6
9
5
三
翫
2
2
3
7
5
7
9
3
0
1
8
4
5
2
5
0
7
8
4
G
8
7
5
8
G
7
6
8
8
6
6
7
6
2
1
6
5
7
4
2
6
3
8
9
9
9
9
9
4
3
8
9
9
7
9
7
7
8
篠
3
9
9
9
9
7
9
9
5
9
7
7
9
8
8
9
9
8
6
5
9
9
9
9
9
9
8
9
9
4
3
9
8
9
8
5
2
7
9
5
9
4
9
9
8
9
4
6
9

度
達
到

旙
認
認
鷺
認
篶
舘
齢
器
龍
器
踊
繋
隠
認
銘
認
器
踊
認
認
認
聞
舗
謡
鱒
齢
器
鷺
蓋
舗
跳
謡
謡
詑
如
㎝
器
9
9
9
9
9
9
壕
荏
8
9
9
7
9
7
8
8
4
2
9
9
9
9
8
9
9
4
9
7
8
9
8
8
8
9
7
6
5
9
9
9
9
9
9
7
9
9
4
4
8
9
9
9
5
2
8
9
5
9
4
9
9
8
9
4
4
8

下
降

翫
翻
灘
認
認
粥
灘
禦
繋
禦
酬
號
撰
溺
郷
粥
灘
課
認
郡
鴛
鱗
裂
説
鷺
魏
騰
鵠
舗
鶴
認
携
漏
舗
瀧

題
問
査
調

き
書

み
読
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9
9
5
9
7
5
8
9
7
8
8
8
8
5
9
6
6
7
9
3
9
7
7
8
9
8
6
6
6
i
6
9
6
8
7
7
8
8
6
6
7
6
6
4
7
9
4
5
5
6
9
7
8
7
7
8
9
5
8
5
6
6
8
6

0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
G
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O

1
0
2
3
9
5
4
7
i
8
7
8
5
0
3
0
8
0
1
5
2
7
0
4
6
5
8
9
9
9
2
6
4
8
G
8
5
9
7
4
1
1
9
2
5
0
2
0
6
4
3
8
4
6
1
6
6
8
4
3
2
9
6
2
5
1

7
7
9
8
3
7
4
3
6
6
5
4
7
8
7
3
9
7
5
5
8
2
7
6
5
8
8
5
4
6
5
1
6
7
5
5
5
5
5
8
5
5
4
6
3
2
7
8
2
3
5
4
9
5
7
4
5
7
8
3
7
3
3
4
3
5
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上
峰

餉
認
認
瀬
頭
⑳
鵠
認
認
詔
認
”
認
認
酸
蝕
召
認
留
認
認
認
齢
認
認
認
認
級
数
認
認
鴛
鷲
蘭
認
ω
5
8
7
8
9
7
5
5
6
6
8
4
5
8
2
7
6
7
6
7
8
9
8
6
8
9
8
9
9
7
7
5
8
7
7
7
3
ユ
4
7
7
6
7
8
8
8
2
9
8
6
7
6
2
7
9
2
8
9
8
8
7
4
4
8
8
5

上
符

認
認
認
強
賊
認
級
数
認
認
鱒
認
認
認
認
認
認
認
器
強
賊
”
詔
搬
器
認
認
認
認
認
銘
銘
蜀
珊
認
1
6
5
6
9
5
4
4
6
2
？
2
2
7
1
5
4
5
4
5
4
8
5
4
5
5
5
9
8
5
6
1
6
5
5
弓
2
1
2
6
4
5
3
4
7
6
1
6
6
4
5
4
三
毒
8
　
　
4
6
6
6
5
2
3
8
6
2

き
書

上
降
認
認
％
認
器
認
銘
認
器
鴇
”
器
認
認
㎝
認
認
器
認
認
認
川
漁
認
認
㎝
招
黙
認
鴇
認
認
玲
認
細
鎚
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
2
3
2
2
7
5
1
7
6
2
4
4
ユ
3
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
6
5
5
2
4
7
5
1
1
5
4
6
8
荏
3
5
5
3
5
三
3
6
2
3
3
5
2
3
婆
8
6
5
4
4
3
7
8
4
4
3
6
篠
5
3
2

度
達
灘

瀦
翻
禦
翻
粥
濡
翻
螂
翻
禦
観
瓢
糊
瓢
鷲
翻
溜
翻
翻
齢
粥
柵
翻
粥
瀧
伽
郡
瀦
謝
翻
辮
翻
㎜
鰯
譜
初

下
降

㎝
B
留
㎝
認
認
鵠
認
認
認
認
如
鷲
認
拐
認
甥
認
拐
㎝
認
路
認
珊
㎝
認
認
認
認
認
認
認
認
鴇
ω
鶏
ω
認

上
碑
認
器
龍
鋸
器
㎝
龍
認
鍵
認
師
齢
繋
認
銘
鍵
器
認
羅
龍
銘
濤
師
誌
齢
認
霧
％
鴛
鷺
踊
縮
認
師
師
麗
7
9
G
9
9
9
0
8
9
9
0
6
9
0
0
9
8
9
9
9
9
0
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
0
9
8
9
7
7
9
9
9
9
9
9
9
0
7
9
9
8
0
9
7
9
9
3
9
9
9
9
9
4
8
9
9
9
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壌
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
五

上
眸
麗
鍵
器
㏄
繋
認
認
認
鴎
認
認
蔦
鷺
認
鎗
踊
魏
砺
踊
認
誌
認
ω
鴇
㏄
認
認
認
認
鷺
認
認
舗
鷺
隠
鱒
詑
5
8
9
9
9
8
0
8
9
7
9
3
9
9
0
9
7
9
8
9
9
9
8
9
9
8
8
9
9
9
9
6
9
8
8
9
6
5
8
9
9
9
9
9
0
9
7
9
9
6
9
9
7
9
9
1
9
9
9
8
8
2
8
9
8
8
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
談

上
麻
度
違
到

V
9
9
9
9
9
8
9
7
9
2
8
9
9
9
7
9
7
8
8
9
8
9
7
8
8
9
9
9
9
4
9
7
8
8
5
4
8
8
8
8
7
9
9
9
7
8
8
5
9
8
6
9
9
2
9
8
8
8
8
3
8
9
7
7

認
器
鴇
瀧
認
認
鍵
器
麗
認
邸
器
器
鴛
舘
認
認
認
銘
認
認
幡
鷺
器
鷺
鷺
麗
藷
繋
瀦
認
認
冊
輔
認
3
8
9
9
9
8
9
8
9
5
9
2
8
9
G
9
6
9
7
7
7
9
8
8
6
8
8
9
9
9
9
5
9
6
8
8
3
3
8
8
7
8
7
8
9
8
6
8
9
6
9
7
5
9
9
1
9
9
9
8
8
3
8
9
7
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

下
降

薦
翻
端
號
駕
鷹
羅
課
爺
撰
御
驕
撫
撰
謝
驕
翻
騰
鶯
粥
搦
購
魏
號
蹴
欝
粥
認
柵
携
幾
鷲
脚
瀧
鋤

題
閥
査
調

き
鞍

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
　
　
を
　
　
　
券
　
　
い
　
　
物
　
　
　
　
る
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
な
　
　
　
　
る
る
る
　
　
発
年
　
　
　
　
妻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
林
　
　
く
興
味
均
止
句
謂
群
れ
れ
が
験
月
潔
件
場
険
し
査
織
眼
る
在
れ
す
少
る
ら
故
入
護
果
く
紙
作
す
造
え
わ
堂
着
雑
じ
ざ
ぜ
査
出
来
び
害
妻
と
集
る
際
在
る
魔
舞
を
雑
本
蚕
が
素
成
流
復
興
平
禁
俳
教
大
群
群
群
経
年
清
事
入
危
険
検
絹
制
限
現
現
現
減
減
減
事
佃
保
効
効
厚
耕
耕
構
構
構
講
鉱
混
混
混
混
検
再
再
再
災
夫
夫
採
採
実
環
在
財
犯
罪
混
雑
養
蚕
酸
賛
支

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
れ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
働
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
る
　
　
皿
皿
　
　
す
　
　
　
　
　
　
い
　
　
一
　
え
う
　
　
　
　
る
る
る
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
れ
れ
ら
　
　
る
　
　
　
　
　
㎝
　
　
　
　
　
　
わ
わ
　
　
る
ら
　
　
　
　
　
く
一
　
や
　
　
一
㎝
　
　
　
　
じ
ざ
ぜ
　
　
　
劉
た
　
　
　
　
　
る
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
こ
ウ
ヨ
ン
ン
　
　
ン
ン
　
一
一
む
イ
一
ツ
ン
ン
ン
わ
ン
ぬ
ン
ぎ
ン
ら
ら
ン
　
一
一
　
　
　
　
ウ
｝
つ
ウ
が
ウ
ま
ま
ウ
ウ
ン
　
｝
一
一
　
イ
サ
た
イ
イ
ま
イ
一
イ
イ
一
イ
イ
み
ツ
ウ
ン
い
ン
ン
コ
キ
キ
キ
ク
ク
グ
む
む
　
　
ケ
ヘ
ケ
ケ
ケ
ケ
け
ケ
き
ゲ
か
ゲ
あ
あ
ゲ
へ
ヘ
コ
コ
ゴ
コ
き
あ
コ
た
コ
か
か
コ
コ
コ
ま
ま
ま
サ
サ
　
　
ふ
サ
サ
つ
サ
と
サ
ザ
あ
ザ
ザ
つ
ザ
ゾ
サ
か
サ
サ
シ

字
漢

5
　
　
5
5
5
5
5
　
　
　
　
5
　
　
5
5
5
5
　
　
5
5
5
　
　
5
　
　
　
5
　
　
　
5
5
5
5
　
　
5
5
　
　
5
　
　
　
5
5
5
　
　
　
　
5
5
　
　
　
5
5
　
　
5
　
　
5
5
　
　
5
5
　
　
5
　
　
5
　
　
5
5
5
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上
符

O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
膿
塁
器
諸
事
鋒
雅
書
。
讐
垂
腹
融
雪
箭
識
藷
瓠
冷
評
畳
鍍
器
所
詮
鮎
措
礁
碧

き
書

上
牌

0
0
G
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
G
O
駈
薮
堅
a
｝
濫
ま
口
詩
呈
隻
翫
色
｝
＆
ま
2
蟄
象
乳
＆
浮
心
紘
翻
愛
子
濫
濫
款
隻
と
＆
豊
よ
乳
ま
5
3
5
2
4
5
3
3
6
5
5
5
6
5
7
5
1
1
4
2
　
　
3
2
4
1
4
6
6
5
2
2
4
4
2
　
　
5
5
8
5
2
4
3
3
4
4
3
8
8
4
3
4
7
3
3
4
4
2
8
7
3
1
1
5
3
　
　
5

度
達
到

0
0
0
0
G
G
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
澄
ま
4
象
ま
と
9
豪
豊
a
象
2
粂
2
と
登
L
隻
＆
粂
普
段
L
L
臥
q
え
＆
ま
街
街
豊
警
ま
身
翫
L
量
翫
5
4
6
3
4
4
4
2
6
6
5
6
6
6
6
3
1
1
3
2
　
　
1
4
6
ユ
6
7
6
5
1
3
婆
4
4
3
6
7
7
6
3
4
3
3
5
5
4
9
7
5
3
4
7
1
5
4
4
2
8
6
4
1
1
5
喋
1
6

下
牌

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
ま
裂
豊
L
2
匿
と
L
t
乳
ま
し
L
蜜
と
よ
護
2
含
2
警
ま
よ
翫
よ
芸
無
身
と
匿
し
と
L
警
巡
L
翫
創
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

上
韓
上
口

薦
溝
罷
蕪
認
発
語
断
頭
紹
蕪
認
発
頭
龍
総
輔
認
踊
雛
発
話
発
罷
奪
回
羅
9
9
9
9
7
7
0
9
0
9
9
9
9
0
9
9
8
7
9
8
7
9
8
9
8
9
9
9
9
8
8
9
9
9
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
9
9
9
9
9
8
9
9
9
8
9
9
9
7
9
9
9
6
9
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
亙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

篶
鎗
罷
鎗
麗
竪
誌
龍
驕
％
麓
器
箋
隷
論
陣
鎗
謡
箋
麗
妻
訪
鴛
発
認
鴛
”
麺
8
9
9
9
5
5
G
9
9
9
9
9
9
9
8
9
7
4
9
7
6
9
7
9
6
9
9
9
9
6
7
9
9
8
6
9
9
9
9
8
9
8
9
9
9
9
9
G
9
9
9
9
7
9
9
8
6
9
9
7
6
7
8
9
6
9
　
　
　
　
　
　
1
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る
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
喝
　
す
欝
　
喝
　
蜘
豹
す
　
か
《
ウ
る
　
　
　
ト
　
る
　
↓
写
届
郭
　
頃
　
酬
　
困
　
届
驚
靖
　
ウ
ウ
く
ウ
ウ
一
㎜
㎝
ク
ク
か
ク
ン
イ
リ
り
一
イ
ン
ン
と
ク
ず
ヨ
　
イ
イ
キ
キ
ウ
ウ
ウ
ち
ク
ク
一
ク
ク
と
ン
か
か
ン
一
　
　
ウ
　
　
ぶ
ぶ
ン
ン
ン
ン
　
　
ら
　
　
　
「
え
…
一
　
な
な
ソ
ソ
ゾ
つ
ゾ
ゾ
ま
ふ
ふ
ソ
ソ
は
ゾ
ソ
タ
し
し
か
タ
ダ
ダ
こ
チ
き
チ
は
テ
テ
テ
テ
ト
ド
ド
み
ト
ト
え
ト
ド
ひ
二
ま
ま
ネ
も
も
も
ノ
ハ
や
や
ハ
ハ
バ
ハ
ヒ
く
ヒ
ヒ
こ
こ
こ
こ
ビ
そ
そ

字
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
2
7
　
2
8
素
総
造
　
　
像
増
　
　
　
　
購
測
　
樹
損
退
　
　
　
貸
態
団
鋲
　
築
　
張
　
提
裡
敵
適
統
鋼
導
　
特
得
　
徳
独
　
擢
　
　
　
燃
　
　
　
　
熊
破
　
　
犯
判
　
綬
昭
　
　
非
肥
　
　
　
　
　
備

5
5
5
　
　
5
5
　
　
　
　
5
5
　
　
5
5
5
　
　
　
5
5
5
5
　
　
5
　
　
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
　
　
5
5
　
　
5
　
　
　
5
　
　
　
　
5
5
　
　
　
5
5
　
　
5
5
　
　
5
5
　
　
　
　
　
　
5
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符
48

S5

T4

U6

U9

U4

V9

T4

U4

Q3

T6

V5

U7

V5

S3

唐
X
2
5
5
4
1
8
7
総
7
6
5
1
5
9
4
9
7
4
8
6
7
8
7
2
5
6
5
9
5
1
7
3
3
4
B
8
9
6
1
4
4
7
6
7
3
6
5
8
2
4
5
5
7
3
2
3
0
3
3
2
8
纒
6
2
諺
6
6
6
6
7
0
3
7
1
0
4
7
6
9
6
8
4
2
7
8
3
9
6
7
6
9
9
7
8
凄

き
書

照
降

艨@

R6

剌
ﾗ
軌
乳
押
脚
肱
鍬
鳳
側
副
礁
側
側
鎗
お
顕
認
欝
”
5
5
覗
認
拠
雛
娼
別
σ
お
艀
船
鍵
篇
船
脚
算
置
妃
4
8
娼
婦
3
8
認
蹴
3
6
紐
船
幅
船
舶
5
0
斑
3
6
2
σ
“
牲
訟
η
翫
6
－
6
3
％
驕

度
達
鋼

認
認
認
認
認
認
鴇
認
認
％
舖
叙
勲
認
招
％
認
叙
級
鴇
鴛
輔
数
数
黙
認
教
鞭
ω
認
鷲
認
珊
鋪
鴇
如
3
5
4
3
6
5
6
3
6
3
6
5
5
7
5
7
7
4
5
8
8
6
3
5
4
7
7
5
6
護
4
5
6
3
1
8
6
3
8
3
3
5
3
4
3
5
5
4
8
4
5
4
5
6
4
2
嘆
5
5
3
6
3
6
6
9
8

下
降

鵜
認
認
認
拐
認
鷲
認
翻
㎝
認
腕
節
認
認
齢
認
㎝
㏄
伽
認
認
認
認
ω
㎝
認
％
黙
認
鴇
紹
教
鞭
組
曲
即
拗
禦

上
韓

洛
ゆ
渇
冷
冷
洛
渇
』
冷
澄
　
’
5
　
’
5
　
’
0
』
　
。
0
ゆ
渇
湿
渇
洛
潭
ゆ
ゆ
惑
ゆ
洛
ゆ
洛
3
沿
洛
沿
ゆ
沿
渇
　
。
0
　
’
0
5
ゆ
5
の
5
の
ゆ
⑩
⑩
熟
熟
沿
洛
ゆ
洛
惑
ゆ
ゆ
洛
洛
渇
あ
5
洛
β
⑩
⑩
の
悉
9
7
8
0
9
6
9
7
9
6
9
8
9
6
G
O
9
6
7
1
8
0
9
9
9
5
G
O
G
O
O
O
8
9
9
8
9
7
9
9
9
9
9
7
9
3
9
8
9
3
9
1
9
8
9
8
0
0
9
8
9
9
9
6
G
O
9
8
9
8
G
O
9
6
9
7
9
8
8
3
綴
9
8
9
4
9
2
9
1
3
9
9
2
％
0
0
9
9
麟
9
6
9
4
9
9
8
9
7
3
9
7
9
9
9
9
9
9
9
7
8
7
0
0
9
9
9
8
9
9
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

上
麻

S。
@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

み
読

上
田
爲
雛
総
蝶
蝿
認
認
％
館
α
ほ
㏄
踊
麗
瀦
蘭
器
鷺
器
認
齢
鷺
溜
驕
麗
認
罷
認
鴛
鴛
羅
鴛
％
胸
間
認
舖
9
5
8
7
8
9
9
9
8
嘆
6
9
9
9
9
9
7
8
8
0
9
8
8
9
8
7
9
9
9
9
9
9
9
9
8
9
8
7
9
3
7
9
6
6
6
4
7
8
9
9
7
8
8
9
8
5
9
9
7
8
9
6
9
9
9
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

度
遼
劉

洛
ゆ
ゆ
ゆ
沿
洛
5
ゆ
洛
ゆ
　
’
0
沿
ゆ
5
洛
ゆ
5
渇
渇
湿
湿
3
の
　
。
5
⑩
　
。
0
ゆ
　
。
0
ゆ
⑩
洛
洛
洛
沿
5
ゆ
　
’
0
ゆ
沿
ゆ
　
’
0
5
沿
渇
の
5
ゆ
5
β
湿
　
8
5
β
　
’
5
ゆ
渇
面
の
沿
洛
乃
β
洛
　
’
0
洛
洛
　
。
0
9
7
6
G
9
3
6
6
8
8
9
2
9
1
9
6
8
2
3
8
4
7
9
0
8
5
9
7
9
6
9
5
6
6
8
3
7
6
9
9
9
7
7
9
9
1
9
5
9
4
7
8
9
5
9
2
9
8
8
8
％
8
8
9
6
9
1
6
8
0
0
8
6
8
2
9
0
4
0
8
0
9
5
5
6
5
8
6
9
4
9
8
1
別
9
7
9
3
8
3
8
1
7
4
9
3
8
4
6
9
9
2
9
1
6
9
艇
％
7
6
0
0
9
6
9
6
G
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

下
怖

齢
認
繋
態
態
認
認
麓
旙
齢
認
物
慾
篶
誌
醜
貌
認
銘
麗
謡
招
肪
胸
繋
踊
鷺
黙
認
器
麗
麗
麗
紡
邸
認
5
　
　
4
1
2
8
4
8
2
　
　
1
6
4
5
5
7
4
4
2
9
8
2
5
6
5
1
5
7
7
1
4
3
8
3
2
7
3
4
3
　
　
4
2
i
　
　
圭
三
　
　
1
6
3
　
　
1
2
5
2
　
　
7
5
1
4
7
　
　
9
7
9
9

題
問
査
調

き
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
謝
　
　
　
　
　
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
し
る
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
域
黛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
る
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
つ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
略
す
　
　
め
　
　
領
　
　
　
　
地
壱
　
る
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
富
る
士
す
　
　
　
　
な
集
む
　
　
る
　
　
　
　
る
　
　
　
る
　
　
に
を
れ
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
る
も
　
　
す
る
　
　
　
る
あ
る
雀
学
る
留
　
　
統
　
　
る
る
な
離
る
繁
糊
臆
活
騰
灘
験
簸
繧
纂
仏
薦
霧
鞭
つ
鳶
脇
能
附
ぐ
温
譲
来
醜
叢
る
像
　
綿
疑
る
絵
寵
瞬
獅
無
熱
る
倣
さ
灘
紫
紺
　
る
講
鞭
難
灘
難
灘
辮
慈
翻
欝
欝
雛
榔
轍
灘
鐙
麟
灘
繍
蕪
雑
蕪
繰
脇
師
愚

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
め
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
く
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
の
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
つ
　
　
　
い
　
　
織
婦
　
　
　
た
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
る
　
　
　
る
　
　
　
な
　
　
物
ん
　
　
　
　
余
　
　
る
る
　
　
　
る
　
　
　
　
留
る
領
　
　
る
　
　
　
　
　
　
板
羽
俵
に
判
乏
し
布
を
護
富
む
を
士
者
復
雑
仏
様
白
む
当
期
つ
塘
参
鰻
富
か
防
さ
易
暴
れ
来
務
め
理
瑛
く
う
織
と
出
分
る
て
金
け
か
審
率
い
略
学
耀
き
ま
統
露
な
伝
域
　
　
露
子
の
画
土
談
餅
糊
貧
毛
布
看
蟄
富
富
武
武
往
複
大
仏
編
編
弁
保
保
墓
纂
報
豊
豊
予
寒
貿
乱
暴
未
義
務
撫
…
無
無
迷
綿
ふ
輸
余
余
持
預
預
預
内
蝦
鯛
省
留
留
書
留
大
異
異
遺
地
腹
宇
羽
鳥
映

訓
音

　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
る
　
　
　
闘
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
か
　
ぐ
　
　
　
れ
　
　
　
め
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
る
す
　
　
け
か
　
　
　
い
　
　
　
　
る
る
蕩
”
都
の
　
適
み
㎜
ク
ク
ツ
尉
ン
評
祉
か
ウ
ウ
だ
ウ
笥
匙
　
ト
　
誤
ン
た
　
ト
㌫
享
ウ
ツ
↑
銘
煽
誘
と
キ
チ
　
ね
イ
ヒ
た
ヒ
ビ
ま
フ
ぬ
フ
フ
と
と
ブ
ム
フ
フ
ブ
ほ
へ
あ
ベ
ホ
た
ボ
は
ホ
ホ
ゆ
ボ
ふ
ボ
ボ
あ
ミ
ム
つ
ム
プ
な
ま
メ
わ
ユ
ヨ
あ
あ
ヨ
あ
あ
ヨ
リ
ひ
り
リ
　
　
と
と
り
イ
こ
イ
イ
イ
ウ
は
は
エ

字
漢

　
　
　
鵬
　
鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
　
　
　
　
　
囎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
　
　
　
脳
　
　
　
　
伍
俵
　
　
評
貧
　
　
布
　
　
纏
頭
　
　
　
武
　
　
復
複
仏
　
　
編
　
　
弁
保
　
　
墓
　
　
報
豊
　
　
防
　
　
貿
暴
　
　
未
務
　
　
無
　
　
　
纒
綿
　
　
輸
余
　
　
　
預
　
　
　
容
率
　
　
略
留
　
　
　
　
領
異
　
　
遺
域
壱
宇
羽
　
　
映

5
　
　
5
5
　
　
5
　
　
5
5
　
　
　
5
　
　
5
5
5
　
　
5
　
　
5
5
　
　
5
　
　
5
5
　
　
5
　
　
5
5
　
　
5
5
　
　
5
　
　
　
5
5
　
　
5
5
　
　
　
5
　
　
　
5
5
　
　
5
5
　
　
　
　
5
6
　
　
6
6
6
6
6
　
　
6

4年上

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

7
2
8
7
5
4
8
1
2
0
1
2
9
3
0
2
5
6
8
3
7
4
7
6
7
7
6
3
4
0
8
3
3
7
ユ
6
6
8
9
8
4
1
0
9
9
2
8
3
0
5
0
7
2
8
0
4
1
3
5
1
7
0
7
8
7
8

6
5
7
7
7
8
8
7
8
4
8
8
6
9
6
9
9
6
6
9
9
9
6
7
7
8
9
9
8
7
6
7
8
7
4
9
8
6
7
7
6
8
7
5
5
5
5
5
9
7
6
8
7
7
5
1
8
9
9
8
9
6
6
8
9
9

（付）集計表（1）　一一小学校配当漢字…一一93



上
峰
銘
認
認
認
認
銘
謝
謝
留
％
齢
銘
ω
認
認
認
招
鴛
認
網
縄
舶
輔
船
認
認
認
認
認
認
％
認
認
㎝
ω
認
硲
5
3
7
5
4
6
8
6
9
9
9
8
8
7
9
8
8
9
8
8
7
8
7
7
8
5
5
8
5
0
9
8
5
6
嘆
9
8
9
9
7
9
9
8
8
8
壊
4
7
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三
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濡
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鶴
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㍑
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駕
謂
郡
粥
齢
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瀧
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ら
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
尺
釈
　
　
　
げ
　
　
る
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さ
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る
癬
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諺
驚
耐
鉦
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肘
慧
肋
海
霧
む
凝
叢
濃
籍
翻
霰
む
禁
鵬
蕨
耀
翫
由
繋
う
蕪
爲
遍
羅
鱗
銀
鮒
蹴
賑
灘
陶
漿
講
器
撫
繍
灘
輸
翻
嚇
雛
撫
瀦
灘
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灘
㌶
繕
灘
縦
纈
耀
川
芦
厳
自
呼
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方
愚
父
細
大
黒
黒
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紅
ロ
バ
バ
乗
雨
鋼
笛
た
穀
足
足
嗣
空
車
砂
座
劉
会
宿
裁
あ
対
本
至
こ
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姿
会
盟
流
雑
磁
注
場
四
こ
も
ま
着
需
鮒
宗
藩
命
命
家
飛
目
地

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
源
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
寄
る
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醜
　
　
私
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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る
　
　
な
の
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し
貫
籍
ぶ
解
る
鶴
瀬
む
好
鴛
后
皇
白
紅
降
り
ろ
降
鉄
遡
む
物
折
の
難
る
糖
場
席
済
む
ま
判
く
策
傍
急
る
鉄
と
勢
を
力
詞
誌
石
射
る
捨
て
講
釈
い
要
撃
教
職
従
う
え
縦
に
小
川
厳
厳
贅
呼
呼
誤
誤
泉
好
好
大
孝
皇
天
綻
撒
乗
降
降
雨
罫
描
刻
薄
虚
足
園
關
砂
砂
穫
経
済
済
裁
裁
対
…
一
　
闇
闇
露
盤
姿
姿
視
歌
雑
器
注
射
四
捨
玉
章
若
需
樹
獣
道
服
従
従
操
縦
縮

談
膏

　
　
い
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
焔
と
　
　
し
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
く
　
　
　
　
る
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
い
一
　
　
　
　
　
　
㎜
…
も
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
ま
　
　
　
一
く
　
　
　
　
　
　
　
　
り
う
る
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
む
ま
　
　
【
　
　
　
　
～
　
く
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
て
ク
ク
皿
摺
　
　
ウ
ウ
ゥ
が
が
ウ
　
　
ク
な
ン
び
　
　
　
一
　
や
ウ
ウ
の
「
ウ
ウ
ウ
ウ
に
ウ
…
㎜
一
ウ
ク
ざ
ク
ツ
ね
ン
ま
　
　
な
　
　
イ
皿
　
イ
ば
ク
ツ
　
た
　
　
た
　
　
が
　
　
　
　
　
ヤ
～
ヤ
　
ヤ
ヤ
か
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
た
た
ユ
て
ユ
み
ゲ
き
コ
コ
よ
ゴ
あ
コ
コ
こ
す
コ
コ
オ
コ
ベ
コ
お
お
ふ
コ
コ
き
コ
コ
ほ
コ
こ
サ
す
ザ
サ
す
す
サ
さ
サ
サ
シ
い
シ
わ
シ
す
シ
シ
シ
ジ
シ
い
シ
す
シ
シ
わ
ジ
ジ
シ
シ
ジ
し
し
ジ
た
シ
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6
6
　
　
6
　
　
6
6
　
　
　
6
6
　
　
6
　
　
6
　
　
　
　
　
6
6
　
　
6
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
6
　
　
　
6
　
　
6
6
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
6
6
6
6
　
　
6
　
　
6
6
6
6
6
6
6
6
　
　
　
6
　
　
6
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
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O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
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1
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6
0
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9
4
8
0
4
7
9
3
9
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9
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8
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9
1
7
3
7
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7
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9
9
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8
7
6
3
8
5
8
3
8
8
7
6
7
6
別
8
6
6
3
9
9
6
8
9
3
9
1
7
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8
0
8
3
2
2
6
6
9
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0
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0
0
0
0
0
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O
O
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O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
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G
O
O
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G
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G
O
O
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O
O
G
O
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G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
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⑪
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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7
7
4
4
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上
僻

沿
ゆ
ゆ
ゆ
カ
ゆ
ゆ
沿
沿
沿
沿
沿
ゆ
カ
の
　
。
0
ゆ
の
　
’
0
ゆ
ゆ
乃
　
。
0
ゆ
刀
』
　
。
0
の
　
’
0
の
ゆ
ゆ
冷
　
’
0
沿
　
’
0
ゆ
沿
ゆ
ゆ
ゆ
沿
ゆ
ゆ
⑩
ゆ
の
ゆ
ゆ
刀
ゆ
カ
　
’
0
の
冷
の
沿
沿
沿
　
’
0
ゆ
ゆ
ゆ
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0
ゆ
ゆ
9
0
8
8
9
2
7
3
7
3
8
0
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8
9
9
7
9
8
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8
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3
8
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3
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上
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認
％
認
認
認
認
ω
認
認
認
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繋
鶏
認
繋
器
認
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認
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認
ω
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認
認
認
器
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蹴
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郡
翻
撚
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脚
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鱈
翻
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論
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瀦
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翻
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逮
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ゆ
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號
認
號
糊
蹴
霧
曝
號
㈲
蹴
㎜
講
蹴
鵬
畿
騰
織
殿
蹴
躊
鵬
伽
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
1
　
茎
ユ
　
　
　
　
一
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
三
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1

上
簿
勾
配
講
號
號
號
蹴
蹴
剛
胆
蹴
晒
謝
謝
黙
蹴
號
號
蹴
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義
蜘
號
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度
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認
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謎
謎
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鍵
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認
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下
麻

欝
鷺
爺
禦
腰
黙
黙
講
翫
齢
隔
縄
跳
驕
懲
課
撚
携
蹴
翻
號
蹴
蹴
講
謬
論
旙
備
説
翻
瀧
辮
魏
照
臨

題
問
査
調

き
書

み
読
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レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
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る
る
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城
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る
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
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会
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ビ
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い
る
る
む
ま
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れ
ら
す
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3
5
6
0
7
0
0
6
4
5
2
6
4
4
7
0
2
5
5
0
1
6
1
5
7
7
7
2
5
1
7
3
0
7
5
7
0
0
9
9
4
4
7
8
7

8
5
5
3
7
7
3
5
5
6
2
5
6
6
4
4
2
2
5
5
5
6
4
　
9
8
6
4
3
2
3
5
1
1
6
5
8
6
5
8
4
5
2
8
6
6
3
1
2
8
7
7
8
4
2
2
8
9
6
3
8
8
3
8
3
5

4年上

0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
O
⑪
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
4
9
3
0
9
1
6
9
4
8
3
2
6
5
7
7
3
0
8
7
6
7
9
9
8
7
6
0
4
9
1
9
7
2
2
7
5
0
3
6
7
5
1
5
9
8
5
8
3
3
7
1
7
7
9
5
7
0
3
0
5
2
2
9
7

9
8
8
8
8
9
6
9
8
9
8
9
9
9
8
6
6
7
8
7
7
8
6
1
9
9
8
8
6
6
7
8
5
4
9
9
9
9
7
9
8
8
7
9
9
8
6
3
3
9
9
8
9
4
5
5
9
9
9
7
0
9
4
9
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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上
帷

認
認
認
認
認
認
認
鴇
認
認
”
認
招
9
8
8
9
8
8
7
6
8
8
8
9
9
9
7
9
8
7
9
6
7
8
7
5
9

上
聯

認
繋
留
認
認
認
認
認
銘
鴛
”
鉱
煙
9
6
7
6
6
7
7
4
6
5
7
7
8
7
5
8
7
6
8
4
5
7
7
4
6

き
書

上
牌

ゆ
沿
沿
　
。
0
0
沿
沿
ゆ
』
ゆ
ゆ
カ
0
沿
ゆ
0
0
　
’
0
ゆ
乃
0
沿
ゆ
0
沿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0
0
，
7
1
翫
8
0
4
2
6
5
．
7
7
0
2
9
5
6
乱
0
8
翫
5
．
8
9
5
6
4
6
5
5
4
6
6
6
5
8
4
3
7
5
4
7
3
4
5
5
3
3

壌
遼
致

ﾌ　’0沿　V01　

U
6
3
7
5
5
5
6
5
6
6
7
4
5
6
5
6
6
3
5
6
5
4
5

下
降

認
鷲
％
認
認
認
認
黙
認
銘
ω
難
麗
1
　
　
　
　
　
4
1
　
　
　
　
　
1
1
玉
4
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
聯

　
　
　
　
　
　
0
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
㎝
鍵
鍵
認
鎗
龍
燈
　
　
　
　
　
　
　
　
’
0
洛
あ
山
沿
渇
渇
冷
9
0
0
9
9
0
翫
9
0
9
9
0
0
9
9
0
9
9
0
9
9
9
0
0
9
0
9
9
0
9
9
9
9
0
9
　
互
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
脾

認
鷺
鷺
銘
籠
麗
題
認
擁
㏄
㏄
雛
齢
謡
9
9
9
8
9
9
8
9
9
9
8
8
9
9
9
9
8
8
0
9
9
9
9
9
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
読

上
牌
麗
蕉
認
認
％
鍵
鷲
鵠
麗
齢
師
認
龍
9
9
9
7
0
9
8
9
9
9
8
7
9
9
9
9
7
7
9
9
9
9
9
9
8
　
　
　
　
1

度
蓮
到

総
認
箆
醜
論
認
四
壁
誌
鍵
邸
繋
認
9
9
9
5
9
9
7
9
9
9
9
7
9
9
9
9
8
7
0
9
9
9
9
9
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

下
麻

馬
田
輪
錫
號
翫
撰
駝
號
㎜
蹴
二
親
画

題
問
査
講

き
書

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
矢
　
　
訳
　
　
　
　
　
　
　
毛
　
　
　
　
る
　
　
と
会
表
密
鷺
型
模
と
訳
い
便
勝
疑
い
毛
の
欲
B
暴
れ
す
わ
覧
と
律
時
三
論
秘
同
模
規
弓
通
言
郵
優
幼
幼
羊
羊
食
餌
胡
乱
乱
に
展
蔓
法
臨
朗
討

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
れ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
じ
　
　
　
　
　
一
［
ご
ツ
イ
　
　
　
　
ク
け
ウ
ウ
ウ
さ
ウ
つ
ク
ク
ン
だ
だ
ま
ン
ら
ツ
ン
ウ
ン
ミ
メ
モ
ボ
や
や
わ
ユ
ユ
ヨ
お
ヨ
ひ
嘱
目
う
み
み
た
ラ
う
り
リ
ロ
ロ

字
漢

　
　
　
　
　
　
剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
密
盟
模
　
　
矢
引
　
　
郵
優
幼
　
　
羊
　
　
欲
翌
乱
　
　
　
卵
覧
裏
律
臨
月
論

6
6
6
　
　
6
6
　
　
6
6
6
　
　
6
　
　
6
6
6
　
　
　
6
6
6
6
6
6
6

〔読みの注〕

1）くどういち〉（40．53．i452．233．3）は別　　　2）〈あめど〉（31．517．25．40．6）は謬U　　3）（かわした〉（56．548．837，012．7＞

は別　　　4）くおりる〉（ll．513．213．54．2）は別　　　5）くはなひ〉（6．50．61．10．0）は別　　　6）〈きゆこ〉（15．07。55．94．8）

は別　　　7）くかねつち〉（6．07．57．01．2＞は霧　　　8）〈あおそら〉（23．011．93．23．0＞は男ll　　9＞＜くちちょう〉（46．526．1

35．318．8）は別　　　10）〈みかめ〉（18．525．017．59．6）｛ま別　　　11）〈みっつご〉（11．512．311．OユL3）は別　　　12）〈みつ〉

（34．536．121．717．0）を含む　　　13）くよんにん〉（10．03．10．50．0）｛朗ll　　14）〈よっつかど・よっつかど・よっつつかど〉

（30．526．618．56．1）は鴉　　　15）〈ひちこさん〉（14．012．311．616．0）は別　　　16）くなぬか〉（1．50．OO．00．6＞を含む

17）〈じゅがつ〉（12．510．86．03．0）は別　　　18＞〈じゅつぼん〉（20．036．145．169．7）を含む，〈じゅぼん・じぼん・じつゆぼん〉

（28．534．828。317．0＞はSII，〈じゅうぼん・じうぼん・じゅつうぼん〉（32．516．519．69．7＞は別　　　19＞〈しゅばつ〉（18．021．6

27．724．4）は胴，〈しばつ・しつばつ〉（2．55．66．36．0）は別　　　20）くしょがっこう〉（7．010．74．71．8）は別　　　21）〈うえぎ〉

（39．02L45．20．6）は別　　　22）〈あがる〉（14．016．633．933．3＞は別　　　23）〈しょがつ〉（8．510．16．53．6＞｝ま騎

〈おしょうがつ，おしょがつ〉（9．07．64．30．0）は別　　　24＞〈せいえん〉（5。06．38．710．3）は別　　　25＞〈おかわ〉（12．51．9

0．OO．O）は別　　　26）〈ちゆしん〉（8．05．76，53．6）は別　　　27）〈にmpがく〉（8．06．34．83．0＞は勝　　　28）〈しろむ〉（44．0

26．325．415．7）は別　　　29）〈やっつあたり・やっつつあたり〉（20．523．121．722．9）1ま別　　　30）〈やつ〉（25．023．323．7

18．2）を含む　　　31）〈きかげ〉（60．066．957．115．4）は別　　　32）くたってる〉（IO．05．73．30．6）は別

（3．08、．231．228．5＞は別　　　34）〈むっつぎり・むっつぎり・むっつつぎり〉（30．026．435．316．9）｛ま別

31．325．314．3＞を含む　　　36）〈がめん〉〈1。58．06．79．18．0＞はSlj

38）〈ぎゆにゅう〉（9．010．55．46．72。0）は別　　　39）〈さかないちば〉（14．024．518．913．44．5）は別

6．513．026。822．0）は鋼，〈げえいん〉（O．03．02．74．95．5）｛ま別

42）くゆく〉（1．04．03．85．44．0）を含む　　　43）〈いくすえ〉（10．574．073．582．370．5＞は別

18．513．07．93．0）は騎　　　45）〈ゆきがせん〉（6．57．08．27．26．5）は別

47）〈ふねたび〉（2．544．536．19．22．0＞は別　　　48＞〈ばんくみ〉（5．511．08．94．92．5）は別

8．45．0）は別　　　50）〈でんせん〉（4．OIO．05．90．00．0）は別

（0．06．519．334．861．5）はSII　　52）〈かぜかみ〉（11．057．058．643．731．5）は別

かいどう〉（3．58．03．31．86．0）は別　　　54）〈げつようび〉（14．04．06．04．83，0）はSl1

4，24。5）は別　　　56）〈あったまる〉（1．310．07．34．21．5）は別

58）〈ひらく〉（24．271．065．573．278．5）は別　　　59）〈よっかく〉（14．023．015．514．78．0＞は別

2．45．57．5）は別　　　61）〈ゆう〉（3。82。5L73．51．5）を含む

63）〈ざいく〉（3．96．08．97．45．0）は別　　　64）〈ぶどうしゅう〉（7．08．55．24．86．0）は別

7．71．0）は別　　　66）〈おもくなる〉（3．212．513．4？．31．5）は別

33＞くばりよく＞

35）くむつ〉（24．0

37）〈きす〉（0．524．024．737．115．5）は別

40）くげいいん〉（1．5

　41＞くとカfい〉（3．562．071．376．262．0＞はXII

　　　　　　　　　　　　　　44）〈うりあげだか〉（4．0

　　　　　46）〈じぜん〉（1．021．017，41．20．0＞は別

　　　　　　　　　　　　　　49）〈たいく〉（2．010．515．3

51＞くよみほん〉（O．518．021．916．86．5）は別，〈どくほん＞

　　　　　　　　　　53）〈ほくかいどう・ほかかいどう・ほ

　　　　　　　　　　　　55）〈たいく〉（29．118．010．5

　57）くあける〉（7．128，525．615．36．0＞は騎

　　　　　　　　　　　　　　　　60）〈かかわる〉（0．05．0

62）〈こうすい〉（10．510．58．03．73．0）は別

　　　　　　　　　　　　　65）〈さけや〉（28．035．020．0

　67）〈しょぶ〉（0．66。06．34．82．5＞は甥
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68）くじんわ〉（O．05．08．12．41．5）は別　　　69）くにじゅういつせき〉（23．613．06．34，80．G＞は別　　　70）〈こうだい〉（2．6

7．512．322．46．5）は別　　　71）〈つぐ〉（0．05．05．84．24．0）はBlj　　　72＞〈じでんしゃ〉（7．111．57．3　iO．35．5）は別

73＞くとうざん〉（5．212，526．818．26．5）は別　　　74）〈たばた〉（1．95．55．77．75．0）は別．くたばたけ・たはたけ〉（6，421．0

13．77．72．0）はBIS　　75＞くかえる〉（1．31G．O　l4．G　IL31G．0）は別　　 76）くはっぴょう・はっひよお〉（O．67．012．67．7

5．5）は別　　　77）くゆうらい〉（2．520．526，712．56，0＞は霧　　　78）〈せきゆう〉（3．214．09．07．75．0）1ま別

79）〈あえる〉（6．550．046．072．578．0）は別　　　80）〈ねんが〉（9。06．05．52．52．0）は別　　　81）〈しゃきん〉（3．517．O16．0

19．e　16．5）は別　　　82）くしゅくす〉（4。531．526．039．019．Q）は別　　　83）くかじん〉（2．542．532．535．021．G）は跳

84）〈いきよい〉（1．56．06．Oll．05．5）は別　　　85＞〈じじかい・じちかい〉（17．044．549．052．037．5）は霧　　　86）〈ひくなる〉

（1．519．024．OI6．522．0）は別　　　87）〈しつよう〉（8．02，57．53，52．5）は男lj　　　88）〈ふさいく〉（39，561．562．039．0

30．0）は斑　　　89）くうける〉（25．57．09．54．5L5）｛ま別　　　90）くうんか〉（10．08．08．53．01．O）｛ま別　　　91）くこころい〉

（0．04．07．510．516．0）1ま別　　　92）〈える〉（5．00．06．012．07．0）は別　　　93）〈さいらいねん〉（14．024．016．218．5

21．5）は溺　　　94）〈しす〉（18．510．511．16．55．0）は別　　　95）〈じぎょう〉（15．OIO．010．08．04。5）は別　　　96＞〈しょち〉

（1．OL59．510．04．5＞は別　　　97＞くめいしょ〉（8．020．516．019．516，5）は斑　　　98）〈たんいん〉（11．58．513．015．5

10．0）は溺　　　99）〈にんす〉（4．55．09．55．03．0＞は霧　　　100＞〈もやす〉（60．576．582．882．580．5）は別

101＞くこはん〉（5．010．59．53，52．5）は別　　　102）くぶしゃぶるい〉（9．59．55．07．04．0）は＞jll　　IO3）〈ちょきん〉（19．5

38．043．547．057．5）は別　　　104＞〈とどまる〉（1．02，53．05，012．0）tま別　　　105）〈かんのいち〉（5．015．518．O12．5

15．0）は別　　　106）〈わたし〉（77．948．059．048．529．5）は別　　　107）〈じゅうよう〉（1．54．010．56．Ol．O）｛ま別

108）〈たっとい〉（0．05．56．55．02．0）を含む　　　109＞〈たっとぶ〉（0．518．515．019，020．5）を含む

llO＞くどうは・どおは〉（10．53．02．52．00．5）は別　　　111）〈せくらべ〉（41．538，540．045．539．5）は別

〔書きの注〕

1．〈五〉は霧　　　2．〈細〉を含む　　　3．〈手〉を含む　　　4．〈夫〉を含む　　　5．〈遠〉を含む　　　6．〈科〉を含む　　　7．〈帰〉を含

む，〈帰〉は甥　　　8，〈形〉を含む　　9．〈原〉を含む　　　10．〈戸〉を含む　　31．〈考〉を含む　　　12．〈高〉は別　　　13．〈市〉

を含む　　　14．〈紙〉を含む　　　15．〈秋〉を含む　　　16．〈書〉は別　　　17．〈憐〉を含む　　　18．〈窪〉は別　　　19．〈池〉を倉む

20．〈地〉を含む　　21．〈弟〉を含む　　22．〈冬〉は別　　　23．〈番〉を含む　　24．〈風〉を含む　　25．〈分〉を含む

26．〈北〉を含む　　　27．〈毛〉を含む　　　28．〈朱、來〉は別　　　29．〈話〉を含む　　　30．〈園〉を含む　　　31．〈界〉を含む

32．〈開〉を含む　　　33．〈階〉を含む　　　34．〈溝〉を含む　　　35，〈怨〉は男；1　　36．〈橋〉を含む　　　37．〈謁〉は別

38．〈係〉を含む　　　39．〈県〉は別　　　40．〈研〉を含む　　　41．〈欝〉を含む　　　42．〈掌〉を含む　　　43．〈号〉は甥　　　44．〈事〉

は別　　　45．〈油i＞を含む　　　46．〈受〉を含む　　　47．〈習〉は闘　　　48．〈重〉を含む　　　49．〈測〉は別　　　50，〈乗〉を含む

51．〈植〉は汚l1

57．〈動〉を含む

63．〈旅〉を含む

69．〈希〉を含む

75．〈糸潅＞tま労lj

52．〈身〉を含む

　58．〈配〉を含む

　64．〈和〉を含む

　70．〈季〉を含む

76．〈莱〉を含む

53，〈他〉を含む

　59．〈秒〉を含む

　65．〈愛〉を含む

　71．〈挙〉を含む

77．〈欄〉を含む

54．〈帳〉を含む

　60．〈mP町〉は別

　66，〈委〉を含む

　72．〈極＞1ま謬琴

78．〈民〉を含む

8］．〈種・種・種〉を含む　　　82．〈成〉を含む　　　83．〈静〉は別　　　84．〈席〉を含む

87．〈争〉は珊　　　88．〈孫〉を含む　　　89．〈帯〉を含む　　　90．〈擬〉は別　　　gL〈低〉を含む

93．〈燈〉（1，013．022．059．0＞を含む　　　94，〈働〉を含む　　　95．〈飛〉を含む

98．〈不〉を含むT〈不〉は別　　　99．〈包〉を含む　　　100．〈満）を含む　　　101．〈脈〉を含む

を含む　　　104．〈冷〉を含む　　　105．〈移〉を含む　　　106．〈群〉は別　　　107．〈混〉を含む

を含む　　　1ユ0．〈蚕〉を含む，〈蚕〉は別　　　lll．〈酸〉を奮む　　　1ユ2．〈志〉は別

115，〈謝〉を含む　　　l16．〈授〉を含む　　　117．〈収〉を含む　　　118．〈称〉を含む

121．〈税〉を含む　　　122．〈舌〉を含む　　　123，〈属〉を奮む　　　i24．〈程〉を含む

む　　　127．〈版〉を含む　　　128．〈比〉を含む　　　129．〈貧〉を含む　　　130．〈布〉を含む

を含む　　　133．〈汝三一t一〉を含む　　　134．〈留〉を含む　　　135．〈領〉を含む　　　136．〈沿〉は別

138．＜害嵯＞1よ　Sl1

144．〈∫爵〉を含む

150．〈釈〉を含む

156．〈霞翠一r一〉を含む

162．〈乳〉を含む

168．〈1箆〉を畳む

139，〈看〉を含む

　145．〈穀〉を含む

　151．〈将〉を含む

　157．〈宅〉を含む

　163．〈派〉を含む

　169．〈片〉を含む

140．〈危〉を含む

　146．〈策〉を含む

　152．〈城〉を含む

　158．〈暖〉を含む

　164．〈膝〉を含む

　ユ70．〈幕〉を含む

55．〈癬：〉は別　　　56．〈庭・庭〉を含む

61．〈炎〉は騰　　　62．〈服〉を含む

　67．〈印・印〉を含む　　68．〈願〉を含む

73．〈郡〉は別　　　74，〈型〉を含む

79．〈姉〉を含む　　　80．〈辞〉を含む

　　　85．〈積〉を奮む　　　86．〈節〉を重日む

　　　　　　　　92．〈底〉を含む

　96．〈費〉を含む　　　　　 97．〈歪糞＞1よ｝｝1」

　　　　　　lG2．〈一lli〉を含む　　　103．＜令＞

　　　　　　　　108．〈妻＞iま男【∫　　　　　〕．09．＜採＞

　　1ユ3．〈師〉を含む　　　l14．〈似〉は別

　　　119．〈’｝墾iv，〉を含む　　　12Q，〈制〉を怯む

　　　125．〈任．任〉を含む　　　126．〈犯〉を含

　　　　　　　131．〈報〉を含む　　　132．〈貿〉

　　　　　　　　137．〈我〉を含む

141．〈系〉を含む

　147，〈私〉を含む

　153．＜藝i＞を含む

　159．〈値〉‘まS；lj

　165．〈stucFヨ〉を倉む

　171．〈郵〉を含む

142．〈源〉を含む

　148．〈誌〉は別

　154．〈誠〉を含む

160．〈貨〉を含む

　166．〈批〉を含む

　172．＜舌L＞をftir、　tr

143．〈護乎〉を含む

149．〈躯〉を含む

　155，〈奏〉は別

16a．〈室唐〉は別

　167．〈秘〉を含む
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第4章　小学校に
それぞれの学年の終了時点で、

配当されている漢字（1）

その学年の配当漢字を調査した結果

第1節　それぞれの学年の終了時点で、その学年の配当漢字を

　　　　　　　調査した理由

　　　　　　　　　　　　エ　この章では、到達度調査の結果について述べる。第2章第3節で説明したように、到達度調査は、

小学校各学年の配当漢字について、それぞれの学年の終了時点で、その学年の児童を対象にして、音

訓別に読み書き調査を行うものであった。

　小学校各学年の漢字の読み書きの指導目標は、小学校学習指導要領（昭和52年改定）で、次のよう

　　　　　　　　ヨに定められている。

　・第1学年一別表の学年別漢字配当表（以下「学年別漢字配当表」という。）の第1学年に配当さ

　　　　　　　れている漢字のうち、70字ぐらいの漢字を読み、その大体を書くこと。

　・第2学年一学年別漢字配当表の第1学年及び第2学年に配当されている漢字のうち、220字ぐら

　　　　　　　いの漢字を読み、その大体を書くこと。

　・第3学年一学年別漢字配当表の第1学年から第3学年までに配当されている漢字のうち、410字

　　　　　　　ぐらいの漢字を読み、その大体を書くこと。

　・第4学年一学年別漢字配当表のag　1学年から第4学年までに配当されている漢字のうち、610字

　　　　　　　ぐらいの漢字を読み、その大体を書くこと。

　・第5学年一学年別漢字配当表の第1学年から第5学年までに配当されている漢字のうち、800字

　　　　　　　ぐらいの漢字を読み、その大体を書くこと。

　・第6学年一学年別漢字配当表の第1学年から第6学年までに配当されている漢字を含めて1，000

　　　　　　　字ぐらいの漢字を読み、その大体を書くこと。

　そして、この記述から分かるように、小学校学習指導要領は、それぞれの漢字について、最初に読

み書きを指導する学年を定めている。しかし、どのような音訓を指導するかということについては、

なにも指示していない。そのため、このことに関して、極端には、次の2つの解釈が可能である。

　・どれか1つの音訓を読み書きできればよい。

　・中学音訓・高校音訓以外のすべての音訓を読み書きできなければならない。

　ある学年に配当されている漢字は、その上の学年でも指導するように指示されている。したがって、

その学年では、必ずしもすべての音訓を読み書きできるようにならなくてもよいのかもしれない。し

かし、そのようにはっきりと述べられているわけではない。

　どちらにせよ、それぞれの配当漢字のその学年の指導目標についての小学校学習指導要領の記述は、

あいまいである。しかし、それぞれの漢字が、それぞれの配当学年でいちばん力を入れて指導される

ということは、漢字の学習指導の上で、自然なことであると思われる。そこで・それぞれの学年の終

了時点で、その学年の配当漢字についての児童の習得程度を調査した。
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［注〕1，到達度ということばは、ある児童・生徒が、ある学習霞標にどの程度到達しているのか、その度

　　　　合を指すときに使われる。そして、ふつう、その学年の学習琶標への到達度が問題とされる。そ

　　　　こで、その学年に配当されている1つ1つの漢字・音訓の習得率を晃るこの下位調査の名前に、

　　　　このことばを使った。

　　　2，各学年の琶標とされている漢字の数と、学年別漢字配当表で各学年に配当されている漢字の数と

　　　　は一致しない。これは、学年別漢字配当表が、ある程度の輻を持たせて取り扱うように、教育課

　　　程審議会から答申されたことによる。このことについては、例えば、武部良明「日本語の表記」

　　　角川書店、昭和54年、466ページを参照。

第2節　東京都の調査結果

　到達度調査は、東京都だけでなく、秋田県と奈良県でも行った。両県の調査結果については、次節

で説明する。この節では、東京都の調査結果についてだけ述べる。

　東京都では、小学校配当漢字996字恥部を対象にした。表4－1に、轡得率の平均鱒とSDI（標準偏差）

　　　　ヒを示した。この表のなかの文字のレベルの平均値・SDとは、1つ1つの漢字の習得率をもとにして、

この表のそれぞれの場合について計算した平均値・SDのことである。（到達度調査では、音訓別に

漢字の読み書きを調査したので、1つ1つの漢字の文字のレベルの習得率は、直接には得られなかっ

た。そのため、第3章第4節に述べた方法によって、1つ1つの漢字の文字のレベルの習得率を求め

て、平均値とSDを計算した。）そして、音訓のレベルの平均値・SDとは、1つ1つの音訓の習得

率をもとにして、文字のレベルの場合と同じように、この表のそれぞれの場合について計算した平均

値・SDのことである。

ee4一一1　平均値とSD

全　体 1年配当漢字 2年瀧当漢字 3年醗当漢字
∈4年醍≦漢字

5鞭己当漢字 6年配当漢字

漢字数 996 76 145 195 195 195 190

文字のレベル 平均値 92．7 93．5 94．9 93．2 93．3 90．6 92．0

S　D 7．2 5．5 4．1 5．9 5．5 7．3 10．8

読　み
音訓数 2003 237 367 415 362 326 296

音談のレベル 平均値 ？6．o 58．2 69．3 75．2 82．Q 8Q．8 87．G

S　D 26．7 35．9 32．0 25．5 20．2 18．0 15．3

漢字数 996 76 145 195 195 195 ｝90

文字のレベル 平均殖 66．2 88．3 75．7 67．1 64．1 57．6 60．4

S　D 17．2 8．6 12．6 14．7 14．1 15．5 18．4

書　き
音訓数 2005 237 367 4ユ5 362 326 298

音訓のレベル 平均｛直 53．5 5煙．9 5ユ．2 52．4 55．7 50．1 57．4

S　I） 24．4 35．1　　　　29．1 23．8 18．7 18．4 18．8
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　まず、小学校配当漢字全体の結果につい

て、見ることにする。図4－1に、小学校配

当漢字全体の平均習得率（習得率の平均値）

を、グラフに表した。表4－1と図4－1から、

次の2つのことが雷えよう。

　・読みよりも、書きのほうが、習得率は

　　低い。

　　　文字のレベルの平均習得率は、読み

　　92．7％、書き66．2％である。音訓のレ

　　ベルの平均習得率は、読み76．0％、書

　　き53．5％である。文字のレベル・音訓

　　のレベルのどちらの場合も、書きの三

図4－1
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予習得率は、読みの平均習得率の約7割の大きさである。

・同じ漢字でも、音訓によって習得率に違いがある。

書き

二文字の・ベル

ロ音訓の・ベル

　読みの平均習得率は、文字のレベル92．7％、音訓のレベル76．0％である。書きの平均習得率は、

文字のレベル66．2％、音訓のレベル53．5％である。読みでも書きでも、音訓のレベルの平均習得

率は、文字のレベルの平均習得率の約8割引大きさである。この調査では、1つ1つの漢字の文

字のレベルの習得率は、その漢字の音訓の中で習得率のもっとも高い音訓の習得率で代絹した。

したがって、文字のレベルの平均習得率と音訓のレベルの平均習得率が違うということは、同じ

漢字でも、音訓によって習得率に違いがあるということになる。

　そして、図4－2に配当漢字ごとの平均習

得率をグラフに表した。この図から分かる

ように、この2つのことは、どの学年の配当

漢字にも言えるが、次に述べるように、配

当漢字によって、やや違いがある。

　・どの配当漢字も、読みよりも、書きの

　　ほう7bSt、平均『習得率は釜薮い。しかし、

　　表4－2に示すように、高学年の配当漢

　　字ほど、読みと書きとの、平均習得率

　　の違いが大きくなる傾向がある。

図4－2　配当漢字ごとの平均習得率
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表4一・2　「読みの平均習得率」に対する「書きの平均習得率」の割合

1年配当漢字 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字　　6年配当漢字

文字のレベル 94．4％ 79．8％ 72．0％ 68．7％ 63．6％　　　　　65．7％

音訓のレベル 94．3％ 73．9％ 69．7％　　　　　67．9％ 62．0％　　　　　66．0％
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・どの配当漢字も、岡じ漢字で、音訓によって、習得率に違いがある。しかし、表4－3に示すように、

商学年の配当漢字ほど、読み書きどちらも、文字のレベルの平均習得率と音訓のレベルの平均習

得率との違いが小さくなる傾向がある。もっとも、表4－4に示すように、高学年の配当漢字ほど、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　1音訓しか持たない漢字の割合が大きくなるので、このことから、高学年の配当漢字ほど、同一

漢字の音訓間の習得率の違いが小さくなるとは、必ずしも言えない。

表4－3　「文字のレベルの平均習得率」に封ずる「音訓のレベルの平均習得率」の割合

6年齊己幽漢字

　94．　6　o，．x

　95．0％

表4－4　漢字の音訓数の度数分布

1年翫当漢字 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当同旨 5年配当漢字 6年

1　音　訓 8　10．5％ 19　13．1％ 64　32．8％ 88　45．1％ 105　53．8％ 116

2　帝　二二 26　34．3％ 71　49．0％ 72　37．0％ 69　35，4％ 59　30．3％ 52

3　音　訓 17　22．4％ 35　24．1％ 40　20．5％ 24　ユ2．3％ 22　1L3％ 14

4　音　訓 14　18．4％ 10　6．9％ 9　4．6％ 10　5．1％ 8　4．1％ 5

5　・欝　訓 8　10．5％ 5　3．4％ 9　4．6％ 2　1．0％ 1　0．5％ 2

6　音　談 0　0．0％ 3　2．1％ 1　0．5％ ！　α5％ 0　0，0％ 1

7　音　訓 0　0，0％ 1　0．7％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0

8　音　訓 0　0．O％ 0　0．0％ 0　0．0％ 1　0．5％ 0　0．0％ 0

9　音　間日 1　1．3％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0

10音　訓 1　ユ．3％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0　0，0％ 0　0．0％ 0

11音　訓 1　L3％ 1　0．7％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0　0．O％ 0

計 76100．0％ 145100．0％ 195100．0％ 195100．0％ 195100．0％ 190

6年配圭墨漢字

　　61．　1　0／0

　　27．40／o

　　z40／．

　　2．　6％

　　1．1％

　　o．se／．

　　O．oo／．

　　o．　o％

　　o．　o％

　　O．　o　o／．

　　o．　o％

190　loo．　o　o％，

さて、配当漢字別に平均習得率を見ると、読みと書きとで、次のような違いがある。

・文字のレベルの平均習得率は、読みの場合、どの学年の配当漢字も90％以上で、配当漢字による

違いはあまりない。しかし、書きの場合は、57．6％から88．3％というように、配当漢字によって

　かなりの違いがある。そして、高学年の配当漢字ほど、平均習得率が低くなる傾向がある。

　　どれか4つめ音訓で読むということだけなら、どの学年の配当漢字も、多くの児童・生徒によっ

　て習得されている。しかし、どれか1つの音訓で書くということだと、高学年の配当漢宇ほど、

　習得されに・くい、と雷えるだろう。

・音訓のレ《魁φ平均習得率は、読みの場合、58．2％から87．0％というように、配当漢字によって

　かなりの違レ幼ミある。そして、高学年の配当漢字ほど、平均習得率が高くなる傾向がある。しか
　　　　、1・　一ジき

　し、書tll．4）場倉、どの学年の配当漢字も50％台で、配当漢字による違いはあまりない。

　　この理：郎と℃て、次のことが考えられる。表4－4に示したように、高学年の配蜜漢字ほど、1

　音訓しか持たない漢字が多い。1音訓しか持たない漢字は、文字のレベルも音訓のレベルも、
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　　習得率は岡じである。そのため、読み書きどちらの場合も、高学年の配当漢字ほど、文字のレベ

　　ルの平均習得率に、音訓のレベルの平均習得率が近づいたためであると考えられる。

　ただし、配当漢字による違いは、配当されている漢字の違いだけを表しているとは言えないことに

注意する必要がある。到達度調査では、配当漢字によって、調査した児童・生徒の学年が、次のよう

に異なる。（どの配当漢字も、5月上旬に調査した。）

　・1年配当漢字一小学2年生

　・2年配当漢字一小学3年生

　・3年配当漢字一小学4年忌

　・4年配当漢字一小学5年生

　・5年配当漢字一小学6年生

　・6年配当漢字一中学1年生

　したがって、配当漢字による違いの中には、配当されている漢字の違いと、調査した児童・生徒の

学年の違いの2つのことがまじりあっていると考えられる。

　なお、漢字：音訓の習得率の度数分布を、表4－5・表4－6・表4－7・表4－8に示した。読みでは、90％

台に多くの漢字・音訓が集中している。しかし、書きでは、1年配当漢字以外は、そうではない。

表4－5　度数分布一一読み文字のレベル

全　　体 1年再己当漢字 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6玉露己当漢字

90．0－100．0 771　77．4％ 6娃　84．3％ 127　87．6％ 153　78．5％ 157　80．6％ 127　65．三％ 143　75．3％

80．0－89．9 171　17．2％ 9　1L8％ 三8　12．4％ 33　16．9銘 33　亙6．9％ 52　26．7％ 26　13．7％

70．0－79．9 39　　3，9％ 3　　3。9％ 0　　0，0％ 9　　4，6％ 3　　ユ．5％ 12　　6．2％ 12　　6，3％

60．0－69．9 1ユ　　1．1％ 0　　0．0％ G　　O．0％ 0　　0．0％ 2　　LO％ 3　　亙．5％ 6　　3，2％

50．0－59．9 1　　0．1％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．G％ ｝　　0．5％

40．0－49．9 1　　0．ユ％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ O　　G．0％ 0　　0．0％ 1　　0．5％ 0　　0．0％

30．O－39．9 1　　0．1％ 0　　0，0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．G％ 0　　0．0％ 1　　0．5％

20．0－29．9 1　　0．ユ％ 0　　0．0％ O　　O，0％ 0　　0，0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 1　　G．5％

10．0－19．9 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　α0％ O　　G．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％

0．0－　9．9 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ G　　O．0％

合　　計 996　100．0％ 76　100．0％ 145　100．0％ 195　10α0％ 195　100，0％ 195　100．0％ 190　100．0％

表4－6　度数分布一読み音訓のレベル

全　　体 1年配幽漢字 2年配当漢字 3年配当漢字 4年醗当漢字 5年配当漢字 6年配当漢字

9α0－100．0 918　45．9％ 77　32．5％ 152　4L4％ 177　42．6％ 189　52．2％ 138　42．3％ 185　62，5％

80．0－89．9 35玉　17．6％ 24　10．1％ 52　142％ 73　17。5％ 76　21．0％ 83　25．5％ 43　14，5％

70．0－79．9 167　　8．3％ 15　　6．3％ 34　　9．3％ 36　　8．7％ 20　　5，5％ 35　10．7％ 27　　9．1％

60．0－69．9 118　　5．9％ 17　　7．2％ 12　　3．3％ 22　　5．3％ 21　　5．8％ 25　　7．7％ 21　7。1％

50．0－59．9 98　　4．9％ 12　　5．1％ 20　　5．4％ 22　　5．3％ 17　　4．7％ 16　　4．9％ 11　　3．7％

4α0－49．9 87　　壊．3％ 9　　3．8％ 13　　3．5％ 3玉　　7．5ヲ6 17　　4．7％ 13　　4．0％ 4　　1．4％

30．0－39．9 65　　3．2％ 8　　3．4％ 13　　3．5％ 21　　5．1％ 11　　3．0％ 10　　3．1％ 2　　0．7％

20．0－29．9 61　　3．0％ 15　　6．3％ 19　　5．2％ 15　　3．6％ 6　　L7％ 4　　1，2％ 2　　0．7％
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10．0－19．9

f．0－　9．9

66　　3，3％

V2　　3．6％

24　10，1％

R6　15．2％

25　　6．8％

Q7　　7．4％

11　　2．7％

V　　L7％

3　　0．8％

Q　　0．6％

2　　0．6％

O　　0．0％ 1
0合 GO3　100．0％ 237　100．G％ 367　／GO．0％ 4亙5　100．0％ 362　10G．0％ 326　100．0％ 296

　O．3e／．

　o．　o％

IOO．　o　o／，

表4－7　函数分布 書き文字のレベル

金　　体 1年蕗己当漢字 2年配当漢掌 3年配当漢字 4年爵愚漢字 5年配当漢字 6年配

90．0－1GO．0 88　　8．8％ 41　54．0％ 20　13．8％ 9　　4．6％ 4　　2．1％ 2　　LO％ 三2

80．0－89．9 158　15．9％ 22　28．9％ 38　26，2％ 34　17．4％ 28　14．4％ 16　　8．2％ 20

70．0－79．9 ユ96　三9．7％ 11　14．5％ 44　30，3％ 42　2L5％ 47　24．1％ 25　ユ2，8％ 27

60．0－69．9 215　21，6％ 2　　2．6％ 26　17，9％ 55　28．3％ 46　23．5％ 47　24涯％ 39

50．0－59．9 161　16．2％ G　　O．0％ ユ3　　9．0％ 29　14．9％ 38　19．5％ 4亙　2LO％ 40

40．0－49．9 105　10，5％ 0　　0．0％ 3　　2．1％ ！8　　9．2％ 23　H．8％ 39　20．0％ 22

3G．0－39．9 59　　5．9％ 0　　0，0％ 1　　0．7％ 6　　3．三％ 7　　3．6％ 20　三〇．3％ 25

20．0－29．9 12　　L2％ 0　　0，0％ 0　　0．0％ 2　　LO％ 2　　LO％ 4　　2．1％ 4

10．0－19．9 2　　0．2％ 0　　0。0％ 0　　0．0％ 0　　0，0％ 0　　0．0％ 1　　G．5％ 1

0．0－　9，9 0　　0．0％ 0　　0，0％ 0　　0．0％ 0　　α0％ 0　　0，0％ 0　　0．0％ 0

合 996　100．0％ 76　100．0％ 145　100．0％ 195　100．0％ 195　100．0％ 195　100．G％ 190　1

6｛罫蕗じ盛涼ミ鐘二

　　　6．30／0

　　　10．　5％

　　　i4．20／．

　　　20．　s　e／．

　　　2Lle／e

　　　IL60／o

　　　l3．　2％

　　　2．　1％

　　　o．　rJ％

　　　o．　o％

　　IOO．O％

蒙i4－8　度数分布 書き音訓のレベル

全　　体 1年配当漢字 2年配当漢字 3年再己当漢字 4年醗轟漢字 5年配当漢字 6年配

90．0－100．0 99　　4．9％ 51　21．5％ 20　　5，4％ 9　　22％ 4　　Lユ％ 2　　0．6％ 13

8G．0－89．9 205　10．2％ 37　15，6箔 52　ユ42％ 43　10．4％ 30　　8．3％ 16　　4．9％ 27

70．0－79．9 292　14，6％ 29　ユ2．2％ 65　17．8％ 57　13．7％ 66　18，2％ 30　　9．2％ 婆5

60．0－69．9 322　16．0％ ユ4　　5．9％ 41　11，2％ 84　20．1％ 71　19，6％ 61　18．7％ 5i

50．0－59．9 278　13．9％ 5　　2．1％ 31　　8，4％ 6三　14．7％ 66　18．2％ 56　ユ7．2％ 59

40．0－49．9 226　亙1．3％ 8　　3．4％ 19　　52％ 39　　9．崔％ 55　15．2％ 65　2α0％ 40

30．0－39．9 212　10．6％ 14　　5．9％ 28　　7．6％ 38　　9．2％ 32　　8．8％ 54　16，6％ 46

20，0～29．9 132　　6．6％ 18　　7．6％ 3圭　　8．4％ 26　　6．3％ 22　　6．ユ％ 22　　6．7％ 13

10．0－19．9 125　　6，2％ 21　　8．9％ 34　　9．3％ 34　　82％ 三4　　3．9％ 18　　5．5％ 4

0，0－　9．9 114　　5．7％ 40　16，9％ 46　12．5％ 24　　5，8％ 2　　0，6％ 2　　0．6％ 0

合　　計 2005100．0％ 237　100．0％ 367　100，0％ 415　100，0％ 362　100，0％ 326　100．0％ 298　1

6年齊己当≧莫聾こ

　　　4．4％

　　　9．1％

　　　15．里％

　　　17．　1　e／．

　　　19．se／．

　　　13．　4　e／．

　　　亙5．4％

　　　4．4％

　　　1．3％

　　　o．　o％

　　loo．o％

［注］しこの報告書では、SD（標準偏差）は次の式で求めた。

　　　　　　　　　　　2］（x－x）2
　　　　　　SD　＝
　　　　　　　　　　　　　N

　　　　　　（X：測定値、X：平均値、　N：標本数）

　　　2．6年配当二三は、読みと書きとで音訓数が異なる。これは、読みで、「尊い鶴」「尊ぶ懲」を、そ

　　　　　れぞれr尊い劃「尊ぶ蟄」に併合して集計したためである。集計表（1）を参照。

　　　3．表4一・4には、中学音訓・高校音訓は入れていない。
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　　　　　　第3節　東京都の調査結果と秋田県・奈良県の

　　　　　　　　　　　　調査結果との比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域による違い

　3年配当漢字と6年配当漢字については、秋田県と奈良県でも行った。この節では、両県の調査結

果を東東都の調査結果と比較する。なお、両県のことを、以後、A県・B県と記号で表すことにする。

（秋田県と奈良県が、それぞれA県・B県のどちらであるか示さない。）

（D平均値の比較

　表4－9に、東：京都・A県・B県の平均習得率とSD（標準偏差）を示した。そして、図4－3と図4－4に、

3年配当漢字と6年配当漢字をあわせた全体について、平均習得率をグラフに表した。3年配当漢字

と6年配当漢字をあわせた全体について、次の2つのことが言えよう。

　・東京都は、どの場合も、A県・B県よりも平均習得率が低い。そこで、東京都とA県・B県と平

表4－9　平均値とSD

全　　　　体 3　年　配　当　漢　字 6　年　配　当　漢　字

東京都 A　県 B　県 東京都 A　県 B　県 東京都 A　県 B　県

漢字数 385 385 385 195 195 195 玉90 190 亙go

文字のレベル 平均値 92．6 94．8 94．4 93．2 95．9 95．0 92．0 93．6 93．8

S　D 8．7 8．5 82 5．9 5．1 5．4 10．8 10．9 10．2

読み
音訓数 711 711 711 415 415 415 296 296 296

音訓のレベル 平均値 80．1 82．7 82．4 752 77．6 77．1 87．0 89．9 89．8

S　D 22．6 23．8 23．3 25．5 27．6 26．9 15．3 14．4 14．1

漢字数 385 385 385 195 195 195 190 190 190

文字のレベル 平均値 63．7 69．5 68．2 67．1 73．4 74．4 60．4 65．建 61．9

S　I） 17．0 16．9 17．8 14．7 14．3 13．8 18．4 18．4 19．2

書き

音訓数 713 713 7玉3 415 415 415 298 298 298

音訓のレベル 平均値 54．5 59．2 58．3 52．4 56．7 57．8 57．4 62．8 58．9

S　O 22．0 2荏．1 23．9 23．8 27．0 26．6 18．8　　　18．8 19．6
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均値の差の検定を行うと、表4－10に示すように、読み音訓のレベルのB県との場合を除いて、ど

の場合も、5％水準または1％水準で有意差が認められた。（両側検定による。等分散の仮説を検定

して、棄却されなかったときは、通常のt検定を行い、二二されたときは、Welchの検定を行っ

た。）

表4一憩　東京都との平均値の差

A　県 B　県

読み文字のレベル

ﾇみ音訓のレベル

曹ｫ文字のレベル

曹ｫ音訓のレベル

寧　事

麻
z
　
＊
承
　
串

零　ホ

@
＊
章
率
ホ

〔注〕

　1．　桝　1％水準で有意差の認められたところ

　2．　’　5％水準で有意差の認められたところ

　3．　一有意差の認められなかったところ

・A県とB県との問には、どの場合も、あまり違いが見られない。上と同じようにして、平均値の

　差を検定したが、どの場合も、有意差が認められなかった。

　図4－5と図4－6は、3年配当漢字と6年配当漢字に分けて、平均習得率をグラフに表したものであ

る。しかし、3年配当漢；字と6年配当漢字に分けて見ても、その2つをあわせた全体について見た

　　　　　　　　　　　　　ヒときと、ほとんど同じであった。

　これらのことの理由については、推測する以外にない。しかし、その大きな理由として、東京都

図4－5

1oe，o

ge．0

80．0

70．0

60．e

50．0

4e．0

30．0

20．0

10．0

0．し

東京都・A県・B県の平均習得率

　　　　　　　　一3年配当漢字一

　一ρ一Cト輔鱒鱒＿
◎・一一

　　，倉一一一一一⑲
⑩一’一’
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⑧一⑳書き文字のレベル

働．．⑧書き膏訓のレベル

塞　　A　B
堺
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図4－6　東京都・A県。B県の平均習得率
　　　　　　　　　　　　一6年配当漢字一
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Q一つ読み文字のレベル
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雍　　A　　B
尽

都　　県　　県

では、区部の児童・生徒ばかりでなく、市部・郡部の児童・生徒も調査したのに対して、A県とB

県では、市部の児童・生徒だけを調査したことが、考えられる。一般に、郡部よりも市部のほうが、

　　　　　　　　　　ワ学力は高いと雷われる”。秋田県では、秋田市の小学校・中学校を調査校とした。そして、奈良県

では、奈良市とその近くの市の小学校・中学校を調査校とした。市部だけを調査したA県とB県の

平均習得率があまり違わないことは、この推測を裏付けているとも考えられる。もしそうであると

したら、A県とB県の調査結果よりも、東京都の調査結果のほうが、日本の多くの地域をよりょく
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代表する調査結果であると言ってもよいかもしれない。しかし、この点については、今後の検討を

必要としよう。

　　なお、表4－11・表4－12・表4－13・表4－14に、習得率の度数分布を示した。どの場合も、平均習得

率の違いが、度数分布にも表れている。

表4－1　1度数分布一読み文字のレベル　　　　　　表4・・12度数分布一読み音訓のレベル

東　京　都 A　　県 B　　県 東　京　都 A　　県 B　　県

90．0－100．0 296　76．7％ 33喋　86．7％ 337　87。4％ 90．0－100．0 362　5LO％ 443　62．3％ 434　6L2％

80．0－89．9 59　15．3％ 34　　8．8％ 28　　7．3％ 80．0－89．9 116　16．3％ 86　12．ユ％ 84　1L8％

70．0－79．9 21　　5．5％ 8　　2．1％ 10　　2，6％ 70．0－79．9 63　　8，9％ 43　　6．0％ 43　　6．0％

60．0－69．9 6　　1．6％ 4　　1．0％ 6　　1，6％ 60．0－69．9 43　　6，0％ 24　　3．4％ 38　　5．3％

50．0－59．9 1　0．3％ 3　　0．8％ 2　　0．5％ 50．0－59．9 33　　4，6％ 27　　3．8％ 27　　3．8％

40．0－49．9 0　　0．0％ O　　G．0％ 1　　0．3％ 40．G－49．9 35　　4．9％ 22　　3．ユ％ 23　　3．2％

30．0－39．9 1　0．3％ 1　　0．3％ 1　　0．3％ 30．0－39．9 23　　3．2％ 22　　3．1％ 21　　3．0％

20．0－29．9 1　0．3％ 1　　0．3％ 0　　0．0％ 20．0－29．9 17　　2．4％ 19　　2．7％ 13　　L8％

10．0－19．9 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 10．0－19．9 12　　L7％ 墨4　　2．0％ 18　　2，5％

0．0－9．9 0　　0．0％ 0　　0，0％ 0　　0．0％ 0．0－9．9 7　　LO％ 11　　三．5％ 10　　L4％

合　計 385　100．G％ 385　100．0％ 385　10G．0％ 合　計 711　1GO。0％ 7il　ioO．　G％ 711　1GO．0％

表4－13　度数分布一書き文字のレベル 表4－14度数分布一書き音訓のレベル

東　京　都 A　　県 B　　県 東　京　都 A　　県 B　　県

90．0－100．0 2王　　5，5％ 47　12．2％ 37　　9．6％ 90．0－100．0 22　　3．1％ 53　　7．4％ 42　　5．9％

80．0－89．9 54　14．0％ 69　三7．9％ 84　2L7％ 80．0－89．9 70　　9，8％ 92　12．9％ 110　15．4％

70．0－79．9 69　17．9％ 91　23．6％ 82　21．3％ 70．0－79．9 102　14．3％ 142　19．8％ 124　17．3％

60．0－69．9 94　24．3％ 77　20．0％ 67　17．4％ 60．0－69．9 135　ユ8．9％ 119　16．7％ ユ09　15．3％

50．0－59．9 69　17．9％ 48　12．5％ 53　13．8％ 50．0－59．9 120　16．8箔 101　14．2％ 99　13．9％

40．0－49．9 40　10，4％ 29　　7．5％ 35　　9．1％ 40．0－49．9 79　11．1％ 58　　8．1％ 74　10．4％

30．0－39．9 31　8．1％ 20　　52％ 16　　4，2％ 30．0－39．9 84　1ユ，8％ 49　　6，9％ 49　　6，9％

20．0－29．9 6　　1．6％ 3　　0．8％ 10　　2．6％ 20．0－29．9 39　　5．5％ 29　　4．1％ 47　　6，6％

1α0－19．9 1　　0．3％ 1　　0．3％ 1　　0．3％ ユ0．0－19．9 38　　5．3％ 41　　5．8％ 27　　3．8％

0．0－9．9 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0．0－9．9 24　　3．4％ 29　　4．1％ 32　　4．5％

合　計 385　100．0％ 385　100，0％ 385　100．0％ 合　計 713　100，0％ 713　100．0％ 713　100．0％

（2）1つ1つの漢字・音訓の比較

　平均習得率については、東京都とA県・B県とで違いがあった。それでは、1つ1つの漢字・音

訓の習得率は、東京都とA県・B県とで、どの程度一致するであろうか。表4－15・表4－16・表4－17・

表4－18は、東京都の漢字・音訓の習得率を基準として、A県・B県とクロス集計をしたものである。

この表を見ると、書きよりも読みのほうが一致しているようである。そして、音訓のレベルよりも

文字のレベルのほうが一致しているようである。
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表4－15 東京都とA票・B県とのクUス集計一読み文字のレベルー

A
’1、

8 県

東　京 都 G．0 10．0 20．0 3G．0 40．0 50．0 60．0 70．0 80．0 90．0 0．0 玉0，G 20．0 30．0 40．o 50．0 6G．0 70．0 80．

「 1 E 5 … 1 … 1 i 「 1 1 … 「 … 1 … 1 5

9．9 19．9 29．9 39．9 49．9 59．9 69．9 79．9 89．9 ユGO．0 9．9 19．9 29．9 39．9 49．9 59．9 69．9 79．9 89，

90．0－IGO．0 296 5 291 3

80．0－89．9 59 1 18 4．G 2 14

70．O－79．9 2ユ 1 6 11 3 1 8 11

6G．0－69．9 6 2 3 1 1 5

5G．0－59．9 1 1 1

4G．0－49．9 0

3G．0－39．9 1 1 1

2G．0－29．9 三 1 1

10．0一ユ9．9 0

0．0－9．9 0

舎　計 385 G 0 ｝ 1 0 3 4 8 34 334 0
（
｝ 0 1 正 2 6 10 28

90．　O

　　　E

100．　0

293

43

　　1

337

表4－16 東哀都とA県・B県とのクmス集計一読み膏訓のレベルー

A 県 B 県

東　蕩．｛ 都 0．0 10．0 20．G 30．G 40．0 50．O 60．0 70．0 80．0 90．Ol G．G 10．0 20．0 30．0 40．0 5G．　G 60．0 7G．0 80．0 90．0

「 1 … 1 1 1 E 1 【 1 1 1 　 「 1 E 1 … 「 ｝
9．9 19．9 29．9 39．9 荏9．9 59．9 69．9 79．9 89．9 100．0 9．9 19．9 29．9 39．9 49．9 59．9 69．9 79．9 89．9 玉00．0

90．0－100．0 362 8 35嘆 玉。｝ 352

8G．0－89．9 116 1 7 36 72 2 8 36 70

7G．　G－79．9 63 2 4 14 29 14 1 2 3 21 26 1G

60．G－69．9 43 2 7 12 11 9 2 2 1 6 15 8 1G 1

50．0－59．9 33 1 7 圭0 4 7 4 3 4 8 12 5 玉

40．0－49．9 35 5 10 8 6 1 4 1 2 3 5 10 7 5 1 1 1

30．0－39．9 23 4 2 8 5 2 2 3 2 6 7 4 1

20．0－29．9 17 2 12 3 1 3 8 5

10．0－19．9 12 5 7 3 9

O．0－9．9 7 6 1 6 1

食　i．汁 711 11 14 19 22 22 27 24 43 86 443 1G 18 圭3 21 23 27 38 43 84 434

表4－17 菓京都とA県・B県とのクロス集計一轡き文字のレベルー

A 県 B 県

東　京 都 0．G@
｛
9
．
9

10．0@
5
1
9
．
9

20．G@
　
l
2
9
．
9

30．0@
　
§
3
9
．
9

壊。．o@
　
…
4
9
．
9

50．G@
　
l
5
9
．
9

60．0@
　
…
6
9
．
9

70．0@
　
1
7
9
．
9

80．0@
　
1
8
9
．
9

90．O
@　I100．G

0．O
@
l
9
．
9

10．0@
　
「
1
9
．
9

20．O@
　
I
2
9
．
9

30．O@
　
l
3
9
．
9

40．0@
　
「
4
9
．
9

50．O@
　
i
5
9
．
9

60．0@
　
…
6
9
．
9

70．0@
　
1
7
9
．
9

8G．0@
　
…
8
9
．
9

90．0
@　　【100．0

90．0達00．0

W0．0－89．9

V0．0－79．9

U0．0－69．9

T0．0－59．9

S0．0－49．9

R0．0－39．9

Q0．0－29．9

PG．0－19．9

O．0－9．9

2i

T4

U9

X4．

U9

S0

R1

@6

@1

@0

1

2
三

1
2
4
9
3
1

　4

P3

P1

@i

　2

@3

Q5

?１

@6

@1

　5

R2

Q9

P0

@1

　1

@7

Q4

S7

@9

@2

@1

　3

Q3

R3

P0

17

Q4

@5

@三

1

7
3

　1

@3

P0

@1

@1

　1

@9

P5

@8

@2

　2

P0

Q3

P3

@5

　6

Q8

Q4

@9

　4

Q7

R9

P2

　2

R6

R0

P6

19

¥4

@4

合　計 385 0 1 3 20 29 48 77 91 69 47 0 1 10 16 35 53 67 82 84 37
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表4－18　東京都とA県・B県とのク臼ス集計一書き音訓のレベルー

A 県， B 県

東　京 都 0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．G 60．0 70．0 80．0 90．0 0．0 10．0 20．0 3G．0 40．0 50．0 60．0 70．0 80．0 90．0

… 1 1 　 「 　 「 i 【 1 1 E 1 1 1 E 1 1 1 i

9．9 19．9 29．9 39．9 49．9 59．9 69．9 79．9 89．9 1GO．0 9．9 夏9．9 29．9 39．9 49．9 59．9 69．9 79．9 89．9 100．G

90．0－100．0 22 1 3 三8 3 19

80．0－89．9 70 艮 32 27 1 6 45 18

70．0－79．9 102 4 13 40 38 7 3 16 39 39 5

60．0－69．9 135 1 2 11 39 66 15 1 1 18 壊2 52 22

5G．0－59．9 120 6 7 38 47 18 4 2 19 38 35 25 1

40．0－49．9 79 3 1 6 20 28 16 5 2 2 9 25 28 11 2

30．0－39．9 84 2 10 25 23 19 4 1 1 15 29 23 12 4

20．0－29．9 39 3 8 13 8 6 1 1 8 ユ8 6 6

10．0－19．9 38 8 23 4 3 13 Il n 3

0．0－9．9 24 18 5 1 三8 5 1

合　計 713 29 41 29 49 58 101 119 142 92 53 32 27 47 49 74 99 109 124 110 42

　しかし、このような表では、区間の切れ目が影響して、習得率の違いが正確に表れないことがあ

る。そこで、東京都とA県・B県との漢字・音訓の習得率の一致程度を、次の2つの式で定義する。

　一致度1＝東京都との習得率の違いが10％未満の漢字（音訓）の割合

　一致度2＝東京都との習得率の違いが20％未満の漢字（音訓）の割合

　表4－19に、東京都とA県・B県との表4－19

一致度1・一致度2を示した。クロス

集計表で見たときと同じく、書きより

も読みのほうが、一致度は高い。そし

て、音訓のレベルよりも文字のレベル

のほうが一致度は高い。

東京都とA県・B県との一致度

一致度　1 一致度　2

A　県 B　県 A　県 B　県

読み文字のレベル

ﾇみ音訓のレベル

曹ｫ文字のレベル

曹ｫ音訓のレベル

96．6％

W4．1％

U4．4％

U3．8％

96．6％

W4．4％

U6．5％

U4．8％

100．0％

X6．3％

X3．5％

X2．0％

100．0％

X7．0％

X7．4％

X5．8％

　平均習得率がほとんど違わないA県とB県のほうが、東京都とA県・B県よりも、もっと一致し

ていることが予想される。表4－20は、A県とB県との漢字・音訓の習得率の一致程度を示したもの

である。予想通り、ほとんどの場合、東京都とA県・B県よりも、一致度が高い。もし、（玉）に述べ

たように、東京都の調査結果のほうが、H本の多く

の地域をよりょく代表していると考えることができ

るならば、東京都の調査結果にもとづいて1つ1つ

の漢字・音訓の習得率を判断しても、ある程度の誤

差を見込んで判断するならば、それほど誤りはない

と雷えよう。

［注］

表牛20　A県と8察との一致度

一致度1 一致度2

読み文字のレベル

ﾇみ音訓のレベル

曹ｫ文字のレベル

曹ｫ音訓のレベル

96．4％

X1．王％

V5．1％

V3．5％

100．0％

X8．7％

X8．7％

X7．9％

1．東京都とA県・B県と平均値の差を検定した結果は、表4－21の通りである。（記号の意味も表

　4－IOと同じ。）なお、　A県とB県との問は、書き音訓のレベルの6年配当漢字の場合を除いて、

　どの場合も、有意差が認められなかった。
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表4－23　東京都との平均値の差一3年配当漢字と6年配当漢字一

3年配当漢字 6年配当漢字

A　県 B　県 A　県 B　県

読み文字のレベル

ﾇみ音訓のレベル

曹ｫ文字のレベル

曹ｫ音訓のレベル

＊宰

苴
ﾅ
窟
寧

寧零

齡
J
　
零
墨
　
虚

㎜
率
率
　
富
宰
宰

一
‡
一
一

2．このことについては、例えば、やや古い調査報告であるが、城戸幡太郎・海後謀臣重任編集、

　H本教育学会学力調査委員会「中学生の基礎学力」東京大学出版会、昭和29年を参熊。

（付）集計表（2トー一東京都・秋田県・奈良県

　以下にあげるのは、東京都・秋田県・奈良県の音訓別習得率表である。東京都の結果は、集計表（1）

に掲載したが、ここにもう1度掲載した。そして、本文と同じように、秋田県と奈良県を、A県・B

県というように記号で表した。

　漢字・音訓の並べ方・注の付け方などは、集計表（1）と同じである。集計表（1）と違うところだけを、

次に説明する。

1．東京都・秋田県・奈良県の到達度調査の結果である。

2．東京都では、1音訓について、読み書きそれぞれ200人を得ることを目標とした。秋田県と奈良

　　県では、1音訓について、読み書きそれぞれ100人を得ることを目標とした。（第3章第2節第2

　　項を参照。）

3．東京都では、読みの場合、1音訓について、200入を無作為に抽出して集計した。書きの場合、

　　1音訓について、100人を無作為に抽出して集計した。

4．秋田県・奈良県では、読み書きとも、1音訓について、100人を無作為に抽出して集計した。

（付）集計表（2）　一東京都・秋國県・奈良県一…　lll



県
B

認
鴛
認
㎝
認
認
髄
鞘
銘
㎝
認
聞
弱
弱
㎝
㎝
鴛
認
騒
騒
認
認
鴇
m
認
四
声
菊
川
認
騒
騒
磯
菊
認
四
馬
㎝
5
6
7
7
3
8
7
8
9
8
9
8
6
　
　
5
8
7
5
6
6
8
1
7
1
9
6
2
2
3
2
6
8
6
7
9
3
7
5
7
8
崔
7
8
7
8
1
5
6
7
4
3
3
8
　
　
7
4
5
5
7
8
8
9
8
1
6
8

き
書

”
認
認
紹
％
銘
留
㎝
認
認
認
珊
認
㏄
認
鮒
認
認
鋪
銘
鷲
認
認
”
粥
銘
認
認
認
鴇
認
認
認
恥
認
四
四
認
5
6
8
5
1
8
7
7
9
9
8
8
7
1
6
8
7
5
5
7
8
｝
8
三
9
5
1
1
2
2
5
8
7
6
9
1
7
6
6
7
4
9
8
7
8
　
　
5
5
6
3
1
4
9
　
　
7
3
6
6
8
8
7
8
8
　
　
6
7

県
A
聯
刺

講
粥
制
覇
翻
翻
㎜
翻
那
覇
蹴
蹴
端
脳
鷲
撚
割
出
鵬
翻
棚
翻
錦
川
翻
鷲
粥
伽
粥
翻
柵
端
脳
鷲
m
欄
副
㎝

県
B

ゆ
⑩
ゆ
ゆ
　
。
0
沿
⑩
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
⑩
ゆ
の
ゆ
ゆ
沿
沿
冷
沿
の
沿
沿
　
7
0
ゆ
の
ゆ
ゆ
ゆ
0
0
　
。
0
ゆ
ゆ
ゆ
⑩
沿
力
ゆ
ゆ
沿
の
沿
ゆ
の
0
0
ゆ
ゆ
　
。
0
ゆ
　
9
0
沿
沿
0
冷
ゆ
　
’
0
0
ゆ
』
⑩
沿
ゆ
ゆ
ゆ
6
8
6
透
3
0
5
0
2
2
2
9
7
5
8
5
2
0
0
9
0
5
8
3
0
6
8
8
0
獄
礁
9
G
3
0
1
5
2
5
6
3
0
6
3
7
戯
a
7
8
2
8
6
8
5
a
7
3
9
乳
5
3
6
7
3
5
6
7
9
9
9
6
0
9
0
9
9
9
8
9
1
9
9
9
9
0
9
0
2
9
4
G
9
1
3
4
3
8
9
8
9
0
6
8
5
2
7
9
0
8
8
9
2
9
9
9
9
5
3
9
2
0
8
9
9
9
9
9
9
9
4
8
9
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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ゆ
ゆ
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0
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乃
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0
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0
0
ゆ
ゆ
⑩
ゆ
ゆ
ゆ
の
　
9
0
沿
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0
の
　
’
0
ゆ
の
0
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の
ゆ
沿
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0
乃
0
の
⑩
0
ゆ
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⑩
ゆ
　
9
0
ゆ
ゆ
　
9
0
ゆ
0
9
7
0
5
1
9
9
9
0
3
6
7
8
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a
9
4
8
9
0
0
6
8
6
鉱
4
5
L
8
3
2
0
7
7
0
5
4
6
2
1
8
0
8
4
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9
7
8
7
8
1
a
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G
ε
0
9
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7
8
G
8
7
6
7
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7
9
0
9
6
9
9
9
9
9
9
8
9
1
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9
9
8
9
G
O
4
9
4
9
9
2
3
3
4
9
0
6
9
0
5
8
4
2
9
8
0
6
9
0
2
9
9
9
9
5
3
0
2
0
8
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9
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9
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3
8
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1

都
京
東

洛
ゆ
5
沿
沿
沿
5
　
7
0
沿
ゆ
5
沿
5
　
’
5
5
沿
5
ゆ
渇
0
渇
ゆ
渇
ゆ
　
。
5
5
洛
ゆ
洛
5
5
ゆ
ゆ
　
9
0
洛
β
　
’
5
惑
渇
惑
5
渇
渇
ゆ
洛
ゆ
ゆ
5
　
9
5
　
’
0
渇
渇
洛
0
0
0
0
5
5
洛
5
こ
口
沿
β
沿
0
5
6
4
2
7
6
7
8
1
8
2
2
0
9
5
6
0
8
甑
9
6
2
7
6
7
6
6
7
3
9
1
2
4
9
5
1
0
7
4
9
9
6
4
5
1
9
5
7
9
6
2
6
a
臥
2
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肱
9
5
4
9
4
5
0
7
8
8
9
9
9
8
9
9
9
7
9
8
8
9
2
9
9
8
9
9
9
9
3
9
6
9
8
2
5
4
4
8
9
6
9
9
5
8
6
2
7
8
9
6
8
9
2
9
9
9
7
7
4
9
2
9
8
9
9
9
9
8
9
9
3
7
9

題
問
口
調

き
書

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓶
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
洲
　
　
　
安
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
幕
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
く
羅
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
　
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
い
る
る
の
る
す
　
　
　
　
開
が
い
方
　
　
　
角
角
　
　
　
　
　
館
　
　
岸
　
　
な
　
　
る
る
す
期
人
い
心
だ
算
い
費
意
育
っ
て
画
院
食
む
動
ぶ
泳
ぐ
　
　
細
断
を
上
帳
室
か
か
ま
め
化
け
か
物
界
始
を
地
ば
け
階
角
つ
の
活
暑
い
想
書
岸
の
急
き
置
き
こ
こ
学
客
早
行
ぐ
級
殿
宮
球
悪
悪
安
ね
暗
暗
醒
注
体
育
育
鎖
病
飲
物
運
運
水
泳
恩
讐
横
横
物
廃
山
温
温
温
温
文
化
竪
町
世
開
本
土
し
購
二
三
四
牛
脂
寒
寒
感
興
海
挙
隅
大
起
起
爆
起
三
お
研
特
急
学
宮
お
騎

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
ま
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
い
　
　
い
　
　
い
　
　
　
　
つ
て
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
一
一
一
　
る
す
　
　
　
　
く
け
顧
る
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
す
　
　
　
　
　
ぐ
　
一
　
　
一
　
　
「
　
　
D
　
一
一
　
　
　
　
む
　
　
｝
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
た
た
　
　
け
か
　
　
　
　
一
…
く
け
　
　
　
融
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
き
こ
こ
　
　
ク
ウ
ウ
　
ウ
ウ
　
　
ウ
ク
る
ン
す
ン
ら
　
　
　
ク
だ
だ
ン
ン
ン
ー
ン
こ
イ
よ
キ
ン
ウ
こ
ク
　
　
ン
た
た
た
た
　
　
一
一
　
イ
イ
ら
ら
…
一
イ
ク
ど
の
ツ
ン
む
ン
ン
ン
し
ン
わ
　
　
「
｝
「
　
ヤ
ユ
ユ
そ
ユ
ユ
や
ユ
ア
わ
ア
や
ア
く
イ
イ
イ
そ
そ
イ
イ
イ
の
ウ
は
エ
お
丁
丁
オ
よ
オ
や
オ
あ
あ
あ
あ
カ
ば
ば
に
カ
カ
ひ
ひ
あ
あ
カ
カ
か
つ
カ
カ
さ
カ
カ
ガ
．
き
か
い
キ
お
お
お
キ
キ
キ
キ
い
キ
キ
み
キ

字
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
悪
　
　
安
　
　
暗
　
　
医
意
育
　
　
　
員
院
飲
　
　
運
　
　
泳
　
　
駅
園
横
　
　
屋
　
　
温
　
　
　
　
　
化
　
　
　
荷
界
開
　
　
　
　
　
階
角
　
　
　
自
由
　
　
感
館
岸
　
　
岩
　
　
起
　
　
　
　
期
客
警
急
　
　
級
宮
　
　
球

3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
3
3
　
　
　
3
3
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
3
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
3
3
3
　
　
　
　
　
　
3
3
　
　
　
3
3
　
　
3
3
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
　
3
3
3
3
　
　
3
3
　
　
3
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！
ノ
A

灘
脚
窮
黙
繋
副
郷
郡
鶴
謝
郡
欄
鰯
観
搦
翻
繋
一
難
鶴
禰
鰯
鰯
鰯
報
謝
駕
駕

都
諒
憐

0
0
G
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
高
命
器
箆
聴
器
器
罰
鷺
磯
切
群
書
讐
篭
腸
誘
導
常
器
罰
筏
既
器
甫
嶺
蛤
弄
器
憶
畳
語
鳳
砥
讐

麗
認
発
窮
㏄
器
罷
弱
鶴
麗
鋸
器
総
論
諮
鎗
”
篶
難
聴
ω
㏄
認
鮪
節
認
”
艶
4
4
3
8
3
9
9
5
9
9
9
0
5
7
6
8
3
　
　
0
9
9
9
9
7
5
9
1
9
8
9
8
9
9
9
9
1
3
9
9
9
6
8
9
9
9
9
9
9
7
　
　
8
7
9
9
9
9
4
8
9
　
　
9
3
7
7
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
伽
冗

0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
瓜
翫
2
3
砿
a
塩
＆
a
飢
a
a
翫
＆
飢
飢
臥
屯
砿
＆
ε
ε
飢
紘
ε
L
翫
乳
L
ε
ε
飢
乱
ε
鉱
＆
塩
a
a
乳
翫
よ
ε
a
翫
2
ε
甑
a
軌
翫
翫
乱
鉱
乳
乳
飢
乳
甑
翫
口
乞
L
翫
ε
臥
6
5
3
8
6
0
9
4
9
9
9
9
7
7
8
8
3
　
　
0
9
9
9
9
8
5
9
1
9
9
9
8
9
9
9
0
2
4
9
9
9
7
9
9
S
9
9
9
9
6
　
　
8
9
9
9
9
9
3
8
9
1
9
2
7
7
9
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1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

都
線
芽

馬
齢
輪
講
繋
鱗
嚢
剛
識
観
講
魏
魏
鰯
翻
唱
酬
繋
旧
徳
講
嚢
甕
山
脚
難

題
問
査
調

き
潜

み
．
．
冗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
球
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
る
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湖
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
　
　
　
　
橋
か
　
　
　
る
る
一
　
　
　
い
む
め
く
切
　
　
だ
代
　
　
姉
　
　
　
き
　
　
　
型
と
　
　
る
る
県
　
　
　
板
　
　
　
庫
　
　
な
　
　
　
　
る
う
う
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
り
　
　
道
　
　
な
い
　
る
気
年
去
る
道
を
業
線
が
げ
二
二
心
し
し
し
い
り
具
も
が
弟
と
係
る
を
快
い
液
が
心
め
ま
○
究
喬
云
う
嘉
賞
水
き
關
向
く
け
か
こ
禰
い
せ
港
に
気
根
根
日
る
祭
工
い
る
か
か
比
え
電
工
過
去
歩
橋
卒
曲
曲
曲
郵
銀
苦
蕾
苦
螢
薄
苦
遵
と
君
隈
隈
関
係
係
軽
軽
血
欝
欝
決
決
○
研
島
伝
醤
轡
冷
無
燈
公
方
醜
向
向
向
幸
幸
毒
空
港
番
大
歴
祭
祭
お
細
細
細
総
細
出
仕

訓
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
レ
捻
い
る
　
ウ
　
剖
　
い
　
る
る
　
　
桝
　
　
み
　
る
う
う
調
　
　
　
　
る
り
い
る
か
帥
渦
　
　
　
る
ウ
　
　
ウ
ク
が
げ
ク
　
　
　
　
　
一
一
｝
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
一
り
　
　
皿
　
　
　
　
め
ま
　
　
　
　
衿
う
　
　
　
　
う
　
　
　
く
け
か
こ
　
　
わ
わ
　
　
と
　
　
　
　
　
一
一
m
　
一
　
一
一
　
　
一
ま
ヨ
　
　
｝
ヨ
し
ヨ
ヨ
｝
一
重
ン
　
　
る
る
る
が
が
　
　
ン
み
キ
に
イ
か
か
イ
る
ツ
　
　
ツ
一
　
ン
ン
ン
ン
　
と
　
高
ず
ウ
ウ
　
…
㎜
㎜
ウ
い
あ
ウ
な
ウ
ン
　
イ
つ
つ
イ
そ
そ
ま
ま
　
　
か
た
キ
コ
さ
キ
は
ギ
キ
ま
ま
キ
ギ
ク
く
く
く
に
に
グ
ク
き
　
　
あ
ケ
か
か
ケ
か
ケ
ち
ケ
き
き
ケ
ケ
ゲ
ゴ
い
こ
コ
コ
み
コ
コ
む
む
む
む
コ
さ
し
コ
み
ゴ
コ
ね
サ
ま
ま
サ
ほ
ほ
こ
こ
シ
つ

’
　
」
漢

　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
δ
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
目
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
　
　
　
隣
球
去
　
　
　
橋
　
　
業
醜
　
　
　
局
四
苦
　
　
　
　
　
　
　
具
君
　
　
兄
　
　
係
　
　
　
軽
　
　
血
　
　
決
　
　
　
県
門
言
　
　
　
　
庫
湖
　
　
公
向
　
　
　
　
　
　
幸
　
　
　
港
　
　
号
搬
　
　
祭
　
　
　
細
　
　
　
　
　
　
仕

3
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
　
3
3
3
　
　
　
　
　
　
　
3
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
3
3
　
　
　
　
3
3
　
　
3
3
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
3

B

O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

7
2
3
3
5
6
6
2
2
6
2
0
6
8
8
3
8
6
8
2
5
7
2
6
6
8
1
1
0
8
3
1
9
7
7
0
7
4
4
5
4
G
5
5
0
0
7
7
9
｝
9
0
3
3
8
2
7
3
2
6
0
2
8
2
1
2

2
2
　
6
2
7
7
2
8
6
7
7
4
5
5
5
2
1
9
9
8
8
9
5
1
6
　
5
7
8
5
6
5
7
6
2
2
9
9
5
5
7
9
5
8
8
8
7
1
1
4
1
5
6
7
8
　
4
5
　
9
9
6
8
8
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県
B

翻
鷲
顛
動
羽
動
顛
翻
蹴
謂
鰯
瀦
謝
翻
粥
動
画
翻
郡
鷲
通
論
翻
撚
鷲
翻
翻
謝
翻
瀬
頭
頭
部
撚
鋭

県
A

都
家
東

認
認
認
銘
弾
頭
認
％
認
認
鯛
麺
認
鷲
認
認
認
齢
瀬
頭
㎝
留
齢
認
認
銘
認
認
認
認
認
招
認
齢
認
如
5
5
3
7
2
7
7
ユ
5
1
3
6
6
2
　
　
7
6
7
　
　
6
7
2
7
3
6
6
6
7
5
6
4
2
　
　
　
6
　
　
4
5
8
4
玉
4
2
7
5
5
8
4
8
4
6
3
8
7
4
6
5
7
　
　
7
7
6
5
8
1
5

県
B

翻
翻
翻
號
翻
翻
謝
翻
勲
爵
伽
翻
謝
翻
翻
謂
粥
翻
翻
翻
翻
黒
棚
㎜
棚
翻
翻
㎝
翻
翻
鑑
翻
禦
蹴
鵬
翻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
読

県
A

齢
認
船
頭
認
認
㎝
認
認
紹
紹
㎝
認
㎝
鴛
認
ω
認
認
認
認
認
認
蜀
㎝
認
認
二
瀬
弾
頭
謡
認
認
器
粥
認
”
9
9
3
9
3
9
9
3
G
2
3
0
9
7
5
0
9
9
　
　
7
G
4
9
5
9
9
8
0
9
8
6
8
2
4
9
1
9
7
0
4
5
9
8
9
8
4
G
8
9
8
9
6
9
8
7
9
5
9
　
　
0
7
5
8
9
2
9
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

榔
菊

洛
　
。
0
ゆ
あ
ゆ
ゆ
　
。
0
の
の
5
渇
添
』
渇
冷
沿
　
9
5
洛
』
ゆ
の
あ
ゆ
ゆ
5
5
ゆ
　
9
5
5
β
　
。
5
5
ゆ
渇
β
あ
二
二
ゆ
渇
　
’
5
ゆ
ゆ
ゆ
洛
の
　
’
5
β
ゆ
二
二
悉
渇
あ
ゆ
あ
洛
畜
』
　
。
5
渇
の
　
’
0
沿
5
5
鱗
9
7
狛
9
6
3
6
9
4
9
2
3
9
9
4
4
4
4
2
9
8
8
7
6
6
4
6
9
6
9
2
％
9
7
4
9
7
3
8
9
8
5
4
9
2
8
8
η
9
7
9
1
8
5
6
0
6
7
2
5
3
4
9
3
1
3
雛
7
7
0
0
5
9
4
6
9
2
7
6
9
5
7
6
5
5
9
9
7
5
9
3
8
3
9
2
6
6
8
9
8
8
6
9
9
1
4
7
8
9
4
9
7
7
8
5
3
8
6
9
1
4
7
9
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

題
問
査
調

き
書

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
由
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
す
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
指
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
航
尉
う
鷲
櫛
驚
訪
ジ
幅
禦
鯵
つ
　
喝
　
す
”
る
潜
轡
と
褐
る
鵬
る
聴
睦
経
る
う
鷲
肥
る
る
欝
罰
る
い
勲
耐
で
　
　
使
使
始
始
始
た
す
が
か
る
を
一
次
　
　
ま
わ
を
持
　
　
る
た
る
る
畜
力
か
若
　
　
さ
ご
く
に
守
あ
取
を
む
［
受
受
か
く
袷
点
画
終
る
を
　
　
く
る
め
ず
二
二
か
　
　
重
る
が
　
　
た
い
故
ぬ
を
を
開
を
が
し
お
く
に
な
詩
べ
に
　
す
お
う
を
　
　
み
を
実
す
で
る
か
な
入
を
き
つ
守
を
を
を
酒
の
ビ
の
を
受
い
を
終
が
を
す
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
集
た
に
に
は
贔
が
ね
と
人
か
ま
い
癬
饗
欝
籍
鞭
懸
樋
霧
黒
煙
羅
鵬
簸
粧
講
灘
嬉
難
鵬
線
隙
鵬
簾
鍵
講
欝
欝
寮
綿
講

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
酋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
式
　
　
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
童
で
　
　
　
　
点
　
　
層
　
　
　
器
る
る
　
　
　
　
る
る
　
　
　
間
　
　
る
る
　
　
　
う
　
　
　
　
る
る
　
　
　
み
亡
ぬ
用
う
始
め
ま
示
指
す
科
歯
　
　
次
ぐ
の
事
事
参
つ
業
物
の
る
生
す
る
者
者
人
ち
な
儲
守
る
取
る
ど
酒
麗
築
け
か
辮
う
点
わ
え
翌
う
週
集
ま
め
所
む
ま
重
重
い
ね
な
所
所
中
い
死
死
使
使
開
始
始
業
親
指
磁
虫
注
目
次
次
用
仕
持
持
卒
実
本
実
写
写
写
蔦
蔓
主
持
主
守
留
守
先
取
ぶ
お
漉
受
受
受
九
拾
事
終
精
練
響
一
文
集
集
住
住
住
体
貴
重
重
重
近
台
暑
暑

号
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
ぬ
↓
瑠
　
す
　
　
ぐ
　
　
つ
　
喝
魂
　
　
　
　
喝
畠
掛
霧
ウ
↓
ウ
鷲
ウ
↓
ウ
ウ
端
ウ
乳
ウ
丁
零
ろ
琳
　
一
　
か
　
　
じ
じ
　
　
び
一
　
　
　
　
　
一
ぎ
　
　
と
　
　
～
キ
ツ
　
　
の
や
つ
つ
や
の
ユ
し
も
ユ
ス
も
ユ
ー
ユ
け
さ
ユ
…
一
ユ
ろ
ユ
～
一
ユ
ら
ユ
ユ
つ
つ
ユ
一
一
ユ
ヨ
も
さ
さ
ヨ
こ
ヨ
つ
シ
し
シ
つ
シ
は
は
シ
ゆ
さ
シ
は
シ
ジ
つ
つ
ジ
こ
ジ
も
シ
ジ
み
み
シ
う
う
シ
も
シ
ぬ
お
シ
　
　
ま
シ
と
シ
さ
　
　
ジ
う
う
シ
ひ
シ
お
お
シ
な
シ
シ
あ
あ
ジ
す
す
ジ
チ
お
か
か
シ
と
シ
あ

字
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
6
　
　
　
　
　
1
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
死
　
　
使
　
　
始
　
　
　
指
　
　
　
歯
　
　
詩
次
　
　
　
事
　
　
持
　
　
式
実
　
　
　
写
　
　
　
者
　
　
主
　
　
　
守
　
　
　
取
　
　
酒
　
　
　
受
　
　
　
州
拾
終
　
　
　
習
　
　
週
集
　
　
　
住
　
　
　
重
　
　
　
　
　
所
　
　
暑

3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
　
3
　
　
3
　
　
3
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
3
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
3
　
　
3
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㎞
∴
㍗
一

80

V7

T
7
8
3
0
7
7
8
4
5
2
5
9
鈴
磯
5
3
7
5
7
8
6
5
6
4
5
4
η
3
6
4
9
2
2
6
6
8
0
2
7
1
7
2
7
1
2
1
8
7
8
0
7
6
9
7
5
0
7
2
7
7
6
9
5
5
8
6
昭
2
8
5
8
7
6
9
4
7
5
6
E
6
5
磁
4
6
3
3
2
2
9
聡
1
1
5
5
醗
7
6
3
3
7
2
5
7
6
7
2
0
5
9
邸
4
8
擁

A
都
線
寡窮

弩
鋸
招
鴛
器
羅
認
”
認
認
認
認
㎝
認
㎝
鎗
認
㎝
認
川
漁
鷲
認
鎗
認
銘
発
認
認
㎝
鎗
5
7
5
7
1
7
7
5
4
4
4
3
6
5
5
5
5
5
3
3
2
7
8
　
　
6
6
6
2
7
5
7
9
5
6
5
5
6
8
4
3
6
　
　
6
3
5
圭
4
5
　
　
4
3
2
1
　
　
5
7
6
3
4
4
5
1
5
5
2
3

1
’
B

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
G
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
驚
動
驚
動
前
鑑
9
含
量
3
ε
薮
登
乳
章
動
L
8
≧
濫
勃
豊
丸
激
豊
よ
よ
な
乳
と
濫
豊
前
乳
ま
監
9
8
8
9
6
9
9
9
7
8
9
6
9
9
9
9
4
9
9
8
5
9
G
5
9
9
9
4
9
9
9
G
7
9
8
5
9
9
4
8
9
1
0
9
8
3
8
9
i
7
8
7
9
6
・
6
9
9
5
7
6
9
3
9
9
6
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
読

L
！
A

0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
G
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
象
と
窪
豊
豊
≧
濫
能
豊
濫
乳
義
豊
＆
量
量
乳
L
＆
L
豊
L
2
＆
乳
翻
倒
9
登
薮
蛇
綾
裂
L
塾
二
二
＆
9
9
8
9
7
9
0
9
8
9
9
5
9
0
9
9
2
9
8
8
4
9
0
5
9
9
9
3
9
9
9
0
7
9
7
6
9
9
6
9
9
　
　
9
9
8
2
9
9
2
6
7
？
8
5
6
9
9
7
8
7
8
4
9
9
6
7
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

都
京
東

£
君
£
2
豊
慧
£
2
量
質
洛
£
£
5
£
£
章
意
君
£
言
。
乃
至
意
£
量
ゆ
2
β
2
£
重
君
5
ゆ
£
墓
欝
⑳
9
6
解
綴
8
。
田
錐
9
5
9
。
重
器
四
5
6
9
2
落
銑
万
診
墓
9
9
臨
菊
鍔
9
9
お
9
2
別
・
鷺
髪
鷺
腸
8
。
雛
総
解
9
9
費
湿
熱
％
％
怨

題
腿
査
講

き
書

　
る
る
　
け
か
　
助
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
る
を
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
物
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
る
款
訪
　
　
　
る
鮒
論
る
る
こ
む
る
鷲
回
る
る
る
る
い
る
に
る
藍
劉
ぶ
る
影
る
く
幽
玄
　
泌
　
る
　
る
弘
　
く
つ
慰
　
謝
無
難
総
懸
糠
薫
羅
雛
藤
織
鰍
難
繋
難
鷺
欄
麟
徽
先
こ
あ
昭
消
火
火
商
文
勝
試
な
電
車
熱
な
な
試
身
身
神
神
神
深
深
友
友
進
ま
時
二
世
世
へ
じ
じ
点
読
声
テ
に
転
た
わ
他
打
く
反
期
バ
学
係
係
数
千
第
間
石
尊
長
短
し
赤
服
駅
衣

み
強
’
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
る
る
　
　
る
　
　
　
　
　
　
る
　
る
る
こ
　
り
　
　
　
吸
　
る
る
　
　
る
↓
　
中
　
る
　
　
　
　
　
　
息
　
　
器
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る
す
　
　
る
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
板
羽
　
　
　
　
　
る
　
す
　
　
　
　
き
　
　
街
　
　
　
　
　
　
　
　
る
株
　
　
　
巻
　
　
物
　
　
る
　
　
　
丸
　
　
る
　
　
い
む
上
様
様
落
ち
と
行
れ
す
行
に
手
緑
色
即
題
径
路
和
尚
常
な
伝
域
　
宙
子
の
理
る
す
期
び
べ
ば
岸
う
鳶
さ
色
店
角
田
大
黒
る
繰
れ
り
潮
す
一
く
氏
刻
め
準
丸
の
い
め
険
な
ぶ
の
鋼
重
同
国
段
落
落
流
流
流
旅
旅
出
瓢
緑
お
行
線
旅
磁
土
異
異
測
地
壱
宇
羽
鳥
総
理
映
延
延
延
延
沿
沿
許
我
紳
商
街
鷺
洲
内
濠
割
割
切
干
干
第
巻
樽
看
勧
簡
弾
B
丸
丸
危
難
危
机
指
貴

訓
音

　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
る
　
　
い
む
　
　
　
る
す
　
　
れ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
　
　
る
る
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
い
め
　
　
な
ぶ
　
　
　
ち
と
ウ
一
一
　
　
ウ
ク
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
び
べ
ば
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
れ
　
　
　
す
　
　
く
劉
　
　
｝
　
　
　
　
一
～
　
　
　
一
え
ウ
ま
ク
一
一
ユ
が
が
ヨ
び
ヨ
ヨ
ど
イ
ツ
　
　
　
　
オ
　
と
　
キ
チ
　
　
　
ね
イ
つ
つ
ン
一
一
一
ン
一
　
れ
い
イ
ち
ク
ク
ク
一
り
一
ぶ
ン
　
ン
…
き
ン
す
ン
ン
る
る
る
　
ぶ
や
く
ヨ
さ
う
お
お
り
な
な
り
た
リ
リ
み
レ
レ
ロ
じ
ワ
　
　
イ
こ
イ
イ
イ
ウ
は
は
エ
う
う
エ
の
の
の
エ
そ
カ
わ
は
か
ま
カ
カ
カ
わ
わ
わ
か
カ
ほ
カ
ま
ま
カ
す
カ
か
ま
ま
ま
キ
あ
あ
つ
キ
キ

字
漢

　
　
　
　
　
　
　
3
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2
　
　
　
　
3
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
様
　
　
落
　
　
　
流
　
　
　
旅
　
両
型
　
　
礼
列
路
　
和
　
異
　
遺
域
壱
宇
羽
　
映
　
　
　
延
　
　
　
　
沿
　
可
換
灰
街
　
革
羽
車
割
　
　
　
株
干
　
巻
　
　
　
看
勧
簡
丸
　
　
　
　
危
　
　
　
机
揮
貴

3
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
3
3
　
　
3
3
3
　
　
3
　
　
6
　
　
6
6
6
6
6
　
　
6
　
　
　
6
　
　
　
　
6
　
　
6
6
6
6
　
　
6
6
6
6
　
　
　
6
6
　
　
6
　
　
　
6
6
6
6
　
　
　
　
6
　
　
　
6
6
6
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き
霧

…
翻
鶴
翻
欝
鷲
翻
黙
黙
翻
翔
卸
翻
蹴
黙
黙
製
翻
翻
雛
瓢
瑠
講
鵬
鵬
黙
黙
譜
黙
黙
翻
黙
黙
㍑
講
幌
伽
翻

県
A
櫛
菊

観
翻
嬬
蹴
熱
熱
鷹
黙
認
翻
翻
㎜
黙
黙
網
駕
粥
魏
魏
溜
黙
黙
伽
瓢
細
細
鶴
謂
…
鰯
網
粥
翻
粥
伽
蹴
郡

県
B

ゆ
ゆ
沿
ゆ
沿
の
沿
沿
ゆ
沿
』
の
冷
η
沿
0
ゆ
勲
沿
ゆ
ゆ
0
　
’
0
ゆ
つ
沿
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
沿
ゆ
沿
沿
ゆ
ゆ
0
0
ゆ
ゆ
』
ゆ
ゆ
の
の
ゆ
ゆ
0
0
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
の
の
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
0
ゆ
』
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
5
0
0
9
5
0
7
1
7
5
0
7
2
7
2
臥
玉
9
0
0
7
a
9
9
7
0
9
9
7
2
3
7
6
7
0
4
5
。
＆
8
0
2
6
0
8
7
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
甑
よ
2
9
2
2
5
0
6
6
0
8
。
0
8
1
2
8
5
2
9
8
0
9
9
0
9
7
8
9
G
9
8
9
9
9
8
9
0
0
5
G
9
9
6
0
9
9
6
8
9
9
9
9
9
7
6
9
9
0
9
8
0
9
9
6
9
9
9
9
9
9
8
9
0
9
9
0
9
0
9
7
8
9
8
9
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

み
読

県
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
認
％
認
認
認
％
銘
㎝
認
器
硲
認
％
認
器
認
認
繋
7
0
　
7
0
ゆ
0
沿
0
冷
⑩
漁
0
0
ゆ
0
0
』
ゆ
ゆ
ゆ
沿
沿
冷
ゆ
0
ゆ
⑩
ゆ
ゆ
沿
沿
沿
ゆ
7
0
ア
朕
6
q
7
7
3
肱
9
。
6
4
翫
2
7
6
7
9
7
2
9
9
。
8
7
8
8
9
4
0
5
9
8
9
G
g
G
9
7
9
9
9
9
8
9
9
9
8
9
9
9
5
9
9
9
7
9
9
9
6
9
9
0
9
9
9
6
5
9
9
0
8
8
9
9
9
5
0
9
9
8
9
8
9
9
9
9
9
0
9
9
9
7
8
9
8
9
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

㈱
恥

題
問
査
調

き
書

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
供
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
矢
　
　
　
　
　
　
る
お
　
　
は
　
　
　
る
る
　
　
の
系
　
　
　
　
　
　
　
ほ
る
　
　
　
　
源
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
客
る
す
り
　
　
　
　
　
　
　
骨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
問
う
と
吸
う
く
供
え
の
隠
を
郷
務
め
ま
肉
語
陽
径
敬
う
盛
場
を
ね
法
眼
源
の
露
し
己
吸
ぶ
解
る
后
物
む
好
行
細
思
白
墨
降
り
ろ
蘇
鉄
刻
む
物
折
の
難
る
糖
場
席
済
む
ま
判
く
策
疑
疑
陽
睡
吸
泣
提
供
父
胸
心
故
勤
勤
椿
餅
物
太
藏
困
睡
警
巌
穴
兼
憲
権
資
翔
厳
厳
露
照
臨
誤
蘇
蜜
好
’
好
大
孝
皇
天
紅
口
乗
降
降
雨
鋼
蒔
劾
穀
骨
就
職
照
胴
飼
座
経
済
済
裁
裁
対

訓
春

　
う
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
る
　
一
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
め
ま
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
る
　
　
　
　
と
　
　
し
　
　
　
　
　
一
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
す
　
　
く
　
が
　
　
ウ
う
く
ウ
一
　
ウ
　
　
ウ
　
　
一
皿
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
も
　
　
一
　
　
　
ぶ
　
　
ま
　
　
　
「
く
　
　
　
　
　
　
　
　
り
う
る
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
　
む
ま
　
　
｝
　
た
み
ユ
一
一
ヨ
な
も
ヨ
ね
ヨ
ン
と
と
ン
じ
イ
イ
イ
や
イ
キ
な
一
ン
ン
ン
な
ン
び
　
　
　
一
　
や
ウ
ウ
の
一
ウ
ウ
ウ
ウ
に
ウ
…
…
…
ウ
ク
ざ
ク
ツ
ね
ン
ま
　
　
な
　
　
イ
一
一
イ
ば
ク
ギ
う
ゆ
キ
す
な
キ
そ
と
キ
む
キ
キ
つ
つ
キ
す
ケ
ケ
ケ
う
ケ
ゲ
あ
か
ケ
ケ
ゲ
み
ゲ
き
コ
コ
よ
ゴ
あ
コ
コ
こ
す
コ
コ
才
コ
ベ
コ
お
お
ふ
コ
コ
き
コ
コ
ほ
，
コ
こ
サ
す
ザ
サ
す
す
サ
さ
サ

字
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
　
　
　
　
　
　
　
3
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9
疑
　
　
弓
吸
　
　
泣
供
　
　
　
胸
　
　
郷
勤
　
　
　
筋
　
　
系
径
敬
　
　
警
劇
穴
兼
憲
権
源
　
　
厳
　
　
己
呼
　
　
誤
　
　
后
好
　
　
　
孝
皇
　
　
紅
　
　
降
　
　
　
　
　
鋼
刻
　
　
穀
骨
　
　
麗
　
　
砂
　
　
座
済
　
　
　
裁
　
　
策

6
　
　
6
6
　
　
6
6
　
　
　
6
　
　
6
6
　
　
　
6
　
　
6
6
6
　
　
6
6
6
6
6
6
6
　
　
6
　
　
6
6
　
　
6
　
　
6
6
　
　
　
6
6
　
　
6
　
　
6
　
　
　
　
　
6
6
　
　
6
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
6
　
　
　
6
　
　
6

B　県

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
O
O

5
9
4
6
7
8
5
4
0
4
7
0
1
5
ユ
5
3
8
9
8
3
2
4
2
3
3
8
9
5
喋
5
2
1
7
7
5
2
5
9
6
1
5
1
7
2
5
5
1
2
4
7
8
9
5
1
4
0
5
2
ユ
ー
8
2
8
2
5

4
3
8
6
6
8
6
4
6
7
7
6
7
7
6
6
5
6
6
7
2
6
2
8
2
7
6
7
7
3
4
8
6
8
4
3
4
7
8
9
6
5
8
7
8
2
5
5
5
5
6
3
1
7
8
4
7
8
9
7
6
4
3
5
4
4
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発
認
弱
弱
罷
㎝
認
弱
”
調
弦
認
罷
認
認
稲
器
罰
認
黙
認
籠
㎝
器
認
媚
塁
間
難
8
3
4
8
9
4
7
6
3
6
6
7
6
5
5
6
3
9
3
6
7
3
2
4
4
玉
4
7
7
6
7
5
6
4
2
5
6
7
5
7
3
5
5
8
8
2
7
8
3
5
4
4
4
8
2
5
3
6
4
6
5
6
7
9
9
3

K
A羅
認
認
認
鎗
雛
認
㎝
据
闘
鶏
認
墓
誌
㎝
器
認
黙
認
”
鎗
鑓
鋸
銘
銘
認
認
魏
”
籠
7
3
6
7
9
4
7
5
3
6
5
6
7
6
5
6
3
9
3
7
6
4
3
4
5
1
壕
8
7
7
8
6
7
3
4
4
6
7
7
8
5
5
4
9
9
2
6
9
4
6
4
3
5
8
4
5
4
6
4
6
7
7
9
9
9
5

轟
菊

魏
魏
繰
綿
鎌
脚
翻
潮
繋
魏
議
難
姻
螺
難
翻
翻
難
論
枷
灘

賦
課
羅
認
認
墓
誌
器
四
囲
㎝
認
認
認
認
魏
認
認
轄
舗
罷
魏
魏
弱
弱
認
㎝
認
珊
㎝
器
9
7
8
9
4
9
9
9
9
0
9
9
7
9
9
9
9
9
6
9
8
9
5
7
5
8
9
9
8
9
9
6
3
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
9
8
9
5
0
6
5
9
9
4
9
8
9
9
0
9
9
9
0
0
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
互
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圭
　
　
三

腰
’
A

0
0
0
0
0
0
σ
O
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
G
O
O
O
G
O
O
O
O
O
G
G
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
G
O
G
G
λ
翫
翫
畿
銑
3
。
5
ε
＄
凱
飢
鉦
L
8
。
6
。
軌
ε
似
生
9
．
⑥
翫
翫
乞
ε
蔵
，
胸
ε
鋭
な
乞
ε
軌
λ
薮
軌
載
翫
亀
a
絃
軌
λ
軌
q
乳
ε
軌
翫
0
。
乳
載
2
．
蔵
7
．
砿
L
乳
乱
乳
軌
8
亀
軌
軌
0
．
9
8
8
9
4
9
9
9
9
G
9
9
8
9
9
9
8
G
7
8
7
9
4
7
4
8
8
9
9
9
9
7
3
7
9
8
9
9
9
9
9
9
9
9
0
9
8
0
5
G
7
6
9
9
3
9
7
9
9
9
9
9
9
0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
互
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
正
三

都
源
舞

認
総
認
諾
認
蒸
器
器
鴇
鵬
圏
発
黙
認
器
鷺
％
縮
羽
翼
鍵
瀧
器
葬
認
鴛
認
器
離
麗
麗
9
7
7
9
4
8
9
9
9
9
9
9
5
9
9
8
8
9
6
9
7
9
4
7
5
7
9
8
7
8
7
5
2
7
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
0
6
9
6
6
8
9
3
9
7
8
8
9
9
9
9
9
9
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

題
問
査
調

き
書

　
　
る
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
る
蘇
　
纂
　
　
賂
鵬
一
　
r
焔
野
卑
僻
邑
薦
曲
路
鋸
簸
撫
る
む
　
　
至
　
　
　
い
あ
　
　
詞
　
　
ぶ
　
　
る
　
　
る
る
解
　
　
　
し
　
　
す
す
　
　
る
縦
な
す
縮
縮
を
れ
ら
熟
　
　
の
　
　
圏
を
　
　
負
す
す
主
　
　
蒸
る
る
ず
ひ
が
一
れ
る
す
ク
　
　
の
を
に
赤
る
　
　
す
　
　
奏
よ
事
は
鉄
　
　
る
を
査
歌
む
そ
る
射
　
　
て
か
た
　
　
給
い
由
職
従
う
え
操
に
小
が
が
差
縮
縮
が
篇
も
　
　
諸
と
う
で
毒
障
天
鋏
ら
て
げ
ん
を
水
垢
ず
か
認
ツ
　
し
ル
い
で
い
　
一
　
　
演
冊
用
物
争
　
　
わ
姿
検
の
よ
あ
す
を
入
捨
は
つ
　
供
お
脅
就
服
従
従
の
死
蝋
…
体
の
が
を
実
計
い
　
　
の
こ
笑
故
消
故
の
の
か
た
ま
餓
線
ら
ら
は
は
憂
ピ
入
出
デ
れ
曰
は
く
洗
う
の
三
の
植
と
私
が
に
の
歌
を
で
を
灸
五
を
を
が
入
と
が
の
に
に
に
を
機
二
を
タ
に
と
毛
毛
の
な
な
緊
ア
の
で
箏
を
が
落
城
ん
を
を
を
に
か
か
が
を
を
ン
な
り
モ
き
夕
に
わ
を
洗
ノ
難
無
題
猛
悪
蘇
鰍
藁
謙
鎚
灘
総
鐘
馴
繍
鱗
難
欝
欝
肇
畿
鋼
馨

み
読

　
　
　
　
　
　
揖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
所
　
　
私
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
五
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
な
　
　
　
る
る
る
す
　
　
　
　
署
　
　
　
　
　
　
　
　
城
城
　
　
　
　
　
　
る
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
わ
冊
急
る
鉄
と
勢
を
力
詞
誌
石
射
る
捨
て
度
釈
い
要
木
教
職
従
う
え
縦
に
小
む
ま
め
れ
ら
す
純
分
防
国
来
う
傷
口
障
阪
の
気
針
金
義
直
れ
ら
測
法
正
火
潮
型
潤
め
ま
泉
が
濯
う
奏
三
蓋
至
私
麗
姿
贈
爵
歌
雑
磁
注
射
四
捨
尺
解
若
需
樹
宗
就
脹
従
業
操
縦
縮
証
紙
縮
縮
編
熟
単
纏
縫
諸
将
笑
舞
鶏
故
大
昔
蒸
方
針
懸
垂
垂
垂
推
泥
団
聖
経
宣
撫
染
染
灘
泉
洗
紫
藍

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
弾
　
　
　
　
　
る
　
い
　
　
竣
　
　
む
醜
欝
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
る
す
　
　
　
　
る
る
　
う
　
　
｝
　
く
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
て
ク
ク
一
鋤
　
　
ウ
ウ
ウ
が
が
ウ
　
　
ク
皿
｝
一
…
…
ク
ン
　
　
　
　
ウ
｝
ウ
　
　
ウ
ウ
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
れ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ま
　
　
み
　
　
～
ツ
　
た
　
　
た
　
　
が
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
～
ヤ
ヤ
か
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
た
た
ユ
て
ユ
ち
ぢ
ち
ぢ
ぢ
ユ
ユ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ら
ヨ
ず
ヨ
ヨ
ろ
ヨ
ン
リ
ン
イ
　
一
イ
ン
　
イ
イ
ン
ン
　
一
ン
ず
ン
ら
ウ
サ
シ
い
シ
わ
シ
す
シ
シ
シ
ジ
シ
い
シ
す
シ
シ
わ
ジ
ジ
シ
シ
ジ
し
し
ジ
た
シ
ち
ぢ
ち
ぢ
ち
ジ
ジ
シ
シ
シ
シ
わ
シ
き
シ
ジ
し
ジ
シ
は
ジ
ス
た
た
ス
ス
ゼ
セ
セ
セ
セ
そ
そ
セ
い
セ
あ
ソ

字
漢

　
　
　
4
。
　
　
　
　
・
　
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
　
　
　
晒
　
　
　
　
碍
　
　
　
　
鱒
　
　
　
　
　
　
碑
　
　
　
私
　
　
姿
　
　
視
叢
誌
磁
射
　
　
捨
　
　
尺
釈
着
需
樹
宗
親
従
　
　
　
縦
　
　
縮
衙
至
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熟
難
処
署
諸
将
笑
傷
　
　
障
城
　
　
蒸
針
　
　
仁
垂
　
　
　
推
寸
是
聖
誠
宣
誓
染
　
　
泉
　
　
洗
　
　
奏

6
6
　
6
　
6
　
6
6
6
6
6
　
6
　
6
6
6
6
6
6
6
6
　
　
6
　
6
　
　
　
　
　
6
6
6
6
6
6
6
6
　
6
6
　
6
6
　
6
6
　
　
6
6
6
6
6
6
6
6
　
6
　
6
　
6
一
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欝

A

6
3
6
8
5
4
7
4
5
7
！
4
6
3
6
ユ
8
8
7
8
G
9
1
5
9
9
2
8
6
6
6
！
5
6
5
0
3
8
3
7
G
1
8
5
8
9
3
2
5
5
5
6
5
5
4
2
3
4
9
8
4
2
0
｝
6
6
6
8
6
3
7
4
5
3
8
7
4
3
3
3
3
6
6
5
5
6
5
4
6
4
3
6
7
9
8
7
5
7
9
8
5
8
5
7
4
6
8
7
6
3
5
5
6
8
7
6
5
3
9
8
6
7
5
5
2
6
4
4
6
4
7
7

榔
薦

懇
難
難
謙
繋
蹴
翻
禦
鰯
難
饗
枷
御
難
燃
鋪
黙
黙
難
蹴
黙

県

灘
…
鰯
製
灘
繕
翻
繋
螂
講
翻
黙
黙
騨
鎌
脚
黙
黙
幾
無
難
柳
川

B

1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

み
読

賑
A
器
罷
㎝
認
繊
弱
㎝
認
銘
器
鵠
鋸
認
㎝
黙
黙
銘
弱
認
齢
”
誇
無
籍
認
総
黙
認
弱
㎝
㎝
9
9
9
9
0
0
9
6
9
9
9
　
　
6
　
　
4
G
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
G
9
5
9
9
9
8
4
7
9
9
8
9
9
9
9
9
6
0
9
9
9
8
6
0
9
9
8
9
8
9
8
9
7
8
7
0
5
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

都
京
東

蜘
論
議
鵬
蹴
躍
難
燃
鵬
罵
灘
鋸
鎌
黙
黙
臨
翫
繋
製
撫
謙
鑑
瓢
榔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
叙
　
　
　
　
　
　
　
島
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
る

き

蜘
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畝
　
　
　
徴
　
　
　
　
棘
　
　
設
が
　
　
　
　
る
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
わ
　
　
　
　
真

終

ル
　
　
　
　
ベ
信
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
る
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
に
る
　
　
　
写
る

題
問
査
講

華
’
紅

　
　
る
ビ
　
　
　
　
ら
を
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
す
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
派
す
　
　
　
　
つ
　
二
　
　
る
　
　
る
　
納
る
派
す
　
　
　
て
す
る
犠
　
鋸
盤
入
　
　
つ
齢
す
艶
綾
誘
懸
禰
雛
懸
物
　
纐
蜘
震
　
鷲
講
驚
く
立
野
む
捻
蕊
鍵
躍
む
麓
双
　
け
禦
は
操
　
　
手
落
の
に
る
え
え
ぶ
ぶ
た
先
探
探
お
気
門
気
暖
懸
る
た
く
探
に
の
建
　
　
上
げ
　
　
時
の
は
こ
い
む
痛
展
も
で
い
屑
綿
う
問
で
の
を
認
納
納
税
働
も
を
拝
吸
娯
ま
べ
会
あ
を
に
体
感
の
癖
人
庫
す
教
罫
線
蓉
が
の
を
を
を
な
な
い
が
を
あ
が
に
を
ち
本
の
隅
頂
や
頂
の
洋
を
を
痛
痛
を
発
つ
会
を
を
が
に
い
書
を
乳
を
を
を
に
を
つ
紙
を
呼
背
を
ら
窓
を
諾
京
の
蔵
臓
の
宙
蔵
敬
い
い
を
を
宅
任
極
物
段
暖
か
か
歴
径
値
段
問
欝
だ
の
庁
兆
の
み
の
康
平
賃
痛
が
が
首
が
く
漸
漸
物
物
難
し
収
乳
の
「
費
費
庫
脳
く
手
離
で
を
中
く
阿
四
物
東
朝
冷
心
普
宇
冷
尊
影
腺
神
神
住
担
難
儀
階
温
暖
暖
部
部
胃
酸
伸
宇
友
こ
県
三
凄
お
霞
満
二
黒
藷
頭
頭
足
潔
い
学
砂
荷
荷
困
難
領
牛
牛
発
会
会
灘
購
い
お
仏
肺
燦
背
背

み
偉
冗

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ナ
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

号
一
P

【
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

会
あ
　
　
ビ
　
　
庫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
預
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
る
　
　
　
い
　
　
　
し
る
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

窓
を
作
出
操
蔵
臓
俗
在
存
敬
　
　
い
　
ぶ
宅
任
検
す
段
暖
か
か
ま
め
値
段
間
親
告
者
庁
兆
上
く
の
潮
繋
賃
痛
い
む
め
展
派
斯
斯
け
く
難
し
　
　
乳
を
め
入
め
ま
脳
派
混
む
　
　
藩
中
く
同
窓
鼻
高
体
賊
心
風
存
保
蓉
　
　
蓉
　
　
藤
壷
担
探
探
階
灘
暖
暖
蔦
蔓
価
値
仲
緑
藻
著
県
…
二
預
預
山
満
黒
鼠
苦
痛
痛
痛
発
曝
露
砂
摺
属
圏
難
弐
牛
乳
認
識
納
盆
暗
党
拝
野
砲
背
背
背

糊
　
翻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

訓

い
い
ぶ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
ま
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
し
　
　
　
　
る
　
　
る
る

｝
…
｝
㎜
　
　
　
　
す
　
　
　
㎜
｝
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
き
　
　
　
　
　
　
い
む
め
　
　
　
　
　
　
け
く
　
　
一
　
　
　
　
め
　
　
め
ま
　
　
　
　
む

畜

ウ
ど
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ク
ン
ン
ン
菱
菱
ク
ン
嘉
ン
ン
鷲
建
　
　
か
諺
ヨ
窮
野
獣
お
ン
匙
旧
註
ウ
ウ
紅
ン
赫
遭
ち
レ
ウ
馨
ウ
嘉
イ
イ
縄

ソ
ま
ソ
ソ
ソ
ゾ
ゾ
ゾ
ソ
ゾ
ソ
た
と
た
と
タ
タ
タ
さ
ダ
ダ
あ
あ
あ
あ
チ
ね
な
チ
チ
チ
チ
チ
チ
い
い
チ
し
チ
ツ
い
い
い
テ
ト
ト
ト
と
と
ナ
む
盛
込
ち
み
ノ
お
お
ノ
八
八
お
八
八
せ
せ

字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
硲
　
　
　
4
9
　
　
　
5
。
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯
　
　
　
　
　
　
協
　
　
　
　
騒
　
　
　
　
　
5
5
　
　
漁
田
費
心
　
創
層
操
蔵
臓
軽
薄
　
　
尊
　
　
　
　
　
　
宅
担
探
　
　
段
暖
　
　
　
　
　
　
値
　
　
仲
宙
忠
著
庁
兆
頂
　
　
　
潮
　
　
賃
痛
　
　
　
　
　
展
党
討
糖
届
　
　
難
　
　
弐
乳
　
　
認
納
　
　
　
脳
派
拝
　
　
腕
捲

漢

6
　
　
6
6
6
6
6
6
6
　
　
6
　
　
　
　
　
　
6
6
6
　
　
6
6
　
　
　
　
　
　
6
　
　
6
6
6
6
6
6
6
　
　
　
6
　
　
6
6
　
　
　
　
　
6
6
6
6
6
　
　
6
　
　
6
6
　
　
6
6
　
　
　
6
6
6
　
　
6
6

き

県

0
0
8
7

霞
」
霞
」

65．O

sr」．e

36．0

9」cr　．　e

64．e

72．e

53．O

ro4，0

29，0

O
G
6
6
7
7

B　県

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
⑪
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
G
G
G
G
G
O
O
Q
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

4
9
8
4
2
2
1
1
0
3
4
9
1
3
5
9
8
8
2
9
0
3
5
ユ
0
7
2
7
2
7
4
6
5
6
7
8
7
7
9
2
9
9
4
2
王
3
6
3
9
2
4
5
7
0
5
5
8
1
G
1
6
1
1
8
G
4

5
7
6
4
8
4
5
4
8
6
4
2
3
2
3
6
7
5
6
4
6
5
4
4
4
5
7
9
8
5
5
5
8
8
5
6
6
7
4
6
6
6
6
3
5
4
4
7
6
5
4
2
8
9
6
6
4
4
4
5
3
3
6
4
8
6
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県
B

冷
冷
ゆ
冷
の
沿
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
沿
ゆ
』
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
0
ゆ
沿
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
沿
ゆ
沿
　
’
0
⑩
の
ゆ
沿
ゆ
ゆ
乃
　
7
0
沿
沿
ゆ
刀
刃
ゆ
刀
刃
ゆ
の
冷
7
3
8
1
4
9
4
3
4
8
η
5
5
6
7
3
0
2
0
3
2
7
4
8
4
8
3
鉱
覧
肱
箆
駈
鰍
肱
職
瞼
8
7
4
6
8
6
4
2
簿
9
2
7
7
6
2
3
0
7
1
7
4
5
3
5
5
6
1
6
2
6
4
6
5
8
9
3
8
5
2
5
6
7
4
6
2
6
8
2
0
3
9
5
7
5
7
5
0
5
1

き
書

県
A

V
5
5
5
9
6
6
3
2
5
8
8
9
8
4
2
4
8
9
7
7
8
9
5
8
4
6
9
6
6
3
7
7
6
5
7
7
7
5
8
3
4
7
8
7
8
2
3
6
6
4
6

轟
菊

ゆ
沿
の
ゆ
ゆ
沿
沿
ゆ
　
9
0
沿
沿
ゆ
沿
ゆ
　
。
0
0
』
』
0
0
0
ゆ
0
⑩
ゆ
⑩
⑩
ゆ
沿
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
沿
の
沿
沿
冷
冷
ゆ
冷
の
ゆ
冷
沿
沿
沿
刀
刃
冷
5
7
9
1
5
4
4
6
3
1
7
1
4
7
5
4
3
8
3
5
3
1
7
8
8
8
7
9
8
2
姐
騒
3
3
駄
皿
脆
4
9
翫
8
2
3
5
8
6
3
7
6
6
8
2
6
7
6
0
3
1
7
4
5
5
5
5
5
7
6
1
5
6
6
4
6
1
η
4
5
5
2
6
9
5
8
6
4
6
7
3
9
5
0
6
1
5
0
4
6
5
6

県
B

ゆ
ゆ
の
ゆ
ゆ
ゆ
』
　
。
0
0
ゆ
0
の
⑩
ゆ
冷
沿
の
ゆ
　
’
0
刀
刃
の
つ
ゆ
0
　
。
0
0
0
0
0
0
0
ゆ
0
0
ゆ
　
9
0
ゆ
⑩
ゆ
　
’
0
の
沿
ゆ
の
の
冷
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
乃
0
0
7
8
6
9
7
8
ε
5
6
。
5
0
2
1
6
8
5
9
8
6
4
0
7
8
。
0
生
ε
甑
甑
8
。
軌
0
9
。
ε
0
0
4
5
嘆
0
0
6
5
6
2
0
7
9
9
8
9
5
0
0
9
8
9
9
9
9
8
3
8
6
0
9
9
9
8
5
9
9
9
9
0
9
9
0
9
9
9
9
9
6
0
9
7
0
0
9
8
9
0
9
9
9
7
7
0
9
9
9
9
9
8
i
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
読

県
A

珊
回
廊
鴇
認
㎝
輔
㎝
聞
輌
㎝
旙
認
ω
齢
聞
”
”
㏄
黙
認
㎝
胸
脚
齢
銘
銘
鷲
黙
認
銘
鵬
餉
胸
脚
謡
曲
㎝
鴇
㎝
珊
”
9
9
9
8
9
9
9
0
9
3
8
6
0
9
9
9
8
7
9
9
9
9
9
9
9
0
9
9
9
9
9
5
0
9
7
9
9
9
9
8
9
8
9
9
8
7
0
9
0
9
G
9
9
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1

都
京
束

隠
㎝
冊
冊
銘
珊
㎝
齢
篇
餉
”
銘
鷺
齢
銘
”
舗
加
齢
謡
鴛
冊
晒
認
舗
隠
隠
握
握
購
舗
離
離
㎝
師
舗
初
鶏
㎝
9
G
9
7
8
9
9
9
9
3
7
6
9
9
9
9
8
6
9
9
8
8
9
9
9
0
9
9
9
9
9
5
9
9
7
9
9
9
9
7
9
9
9
9
8
7
0
9
9
9
9
9
8
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

題
問
査
調

き
書

み
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
る
る
る
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
矢
　
　
訳
　
　
　
　
　
　
毛
　
　
　
　
る
　
と
会
表
句
　
　
晩
定
評
密
痛
を
鶯
う
下
店
じ
め
ま
手
補
う
石
物
問
ね
亡
れ
繋
目
が
府
重
傷
型
模
と
向
い
便
鱗
虫
い
毛
の
期
日
暴
れ
す
わ
覧
と
雛
時
読
論
俳
班
朝
否
批
秘
腹
日
興
蕾
陛
幽
閉
閉
山
片
候
補
銀
宝
訪
訪
死
忘
鉄
三
幕
幕
秘
同
縄
規
融
通
齋
郵
優
幼
回
報
叢
叢
翌
暮
景
乱
に
展
説
法
臨
徳
器

訓
膏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
る
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
る
る
る
　
　
　
一
　
　
　
　
ね
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
れ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
じ
め
ま
　
　
　
な
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
じ
　
　
　
　
　
一
一
ご
イ
ン
ン
　
　
　
　
ク
ら
ン
る
イ
イ
一
一
一
た
　
　
ぎ
ウ
か
ウ
ず
ウ
す
ウ
イ
ク
ク
ツ
イ
　
　
　
　
ク
け
ウ
ウ
ウ
さ
ウ
つ
ク
ク
ン
だ
だ
ま
ン
ら
ツ
ン
ウ
ン
ハ
ハ
バ
ヒ
ヒ
ヒ
フ
は
フ
ふ
ヘ
へ
と
し
し
か
ホ
お
ホ
た
ホ
た
ボ
わ
ボ
マ
マ
バ
ミ
メ
モ
ボ
や
や
わ
ユ
ユ
ヨ
お
ヨ
ひ
ヨ
ヨ
う
み
み
た
ラ
う
り
リ
象
亀

字
漢

　
　
　
　
5
3
5
9
　
　
　
　
　
　
　
6
Q
　
　
　
　
　
　
　
6
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4
俳
班
晩
八
八
秘
腹
　
奮
　
　
陛
閉
　
　
　
　
片
開
　
　
宝
　
訪
　
亡
忘
捧
枚
幕
　
　
密
盟
神
　
矢
訳
　
郵
優
幼
　
羊
　
　
欲
翌
乱
　
　
　
卵
覧
裏
律
臨
朗
論

6
6
6
6
6
6
6
　
　
6
　
　
6
6
　
　
　
　
　
6
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6
6
6
6
6
　
　
6
6
6
　
　
6
6
　
　
6
6
6
　
　
6
　
　
6
6
6
　
　
　
6
6
6
6
6
6
6

〔読みの注〕

1）〈たいく〉（18．05．02．0）は別　　　2）〈あったまる〉（iO．04．03．0）は別　　　3）くあける〉（28，548．040．0）は別

4）〈ひらく〉（71．076．074．0）は別　　　5）〈よっかく〉（23．025．06．0＞は甥　　　6）〈かかわる〉（5．08．OO．0）は別

7）〈でんごばん〉（6．53．07．0＞は別　　　8）〈ゆう〉（2．51．04．0）を含む　　9）くこうすい〉（30．514．017．0）は別

10）〈しやわせ・しゃ一わせ〉（3．55．05．0）は別　　　11）〈ざいく〉（6．08．07．0＞はSJil　　12くぶどうしゅう〉（8．52．012．0）は別

13）〈さけや〉（35，050．038．0＞は霧　　　14）〈おもくなる〉（12．513．013．0）は別　　　15）〈しょぶ〉（6．07．06．0）は別

16）〈じんわ〉（5．022．e　14．0）は別　　　玉7）くにじゅういつせき〉〈13．06．08，0＞は勝　　　18）〈こうだい〉（7．51．02．0＞は別

19）くつぐ〉（5．e　3．03．0＞は別　　　20＞〈じでんしゃ〉（11．56．00．0＞は別　　　21）〈とうざん〉（12．522．028．0＞は別

22）〈たばた〉（5．53．02．0）は男iしくたばたけ〉（21．05．013，0）は別　　　23）〈かえる〉（IO．020．014．0）は別
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24）〈はっひよ・はっひよ一・はっひよお・はっぴょう〉（7．010．07．0）は別　　　25）〈ゆうらい〉（20．527．034，0）は別

26＞〈せきゆう〉（14．013．09．0＞は別　　　27）〈かんのいち〉（15．529．019．0）は別　　　28）〈わたし〉（48．047．045．0）は別

29＞くじゅうよう〉（4．08．O13．0）は別　　　30）〈たっとい〉（5．526．OlO．0）を含む　　　31）〈たっとぶ〉（18．515．013．0）を含む

32＞〈どうは・どおは〉（3．05．03．0）は甥　　　33）くせくらべ〉（38．537．041．0）は別

〔書きの注〕

L〈園〉を含む　　　2．〈界〉を含む　　　3．〈閉〉を含む　　　4．〈i；砦〉を含む　　　5．〈活〉を含む　　　6．〈急〉は別　　　7．〈橋〉を含

む　　　8．〈繧〉は鴉　　　9．〈係〉を含む　　　10．〈県〉は別　　　ll．〈研〉を含む　　　12．〈言〉を含む　　　ユ3，〈幸〉を含む

｝4．〈．ti，1一　ノ〉は別　　　ユ5．〈事〉は別　　　16．〈酒〉を含む　　　17．〈受〉を含む　　　18．〈重〉を含む　　　19．〈乗〉を含む　　　20．〈植〉

は男4　　21．〈勢〉を含む　　　22．〈他〉を含む　　　23．〈帳〉を含む　　　24．〈直〉は霧　　　25．〈庭・庭〉を含む　　　26．〈動〉を

含む　　　27．〈配〉を含む　　　28．〈秒〉を含む　　　29．〈服〉を含む　　　30．〈旅〉を含む　　　31．＜刑i＞を含む　　　32．〈沿〉は甥

33．〈我〉を含む

39．〈策〉を含む

45．〈蕪〉を含む

5］．〈値〉は別

を含む

含む

　34．〈看〉を含む

　40，〈私〉を含む

　46．〈誠〉を含む

52．〈賃〉を含む

　58．〈批〉を含む

64．〈芒IL〉を含む

59，〈秘〉を含む

　35．〈危〉を含む　　　36．〈系〉を含む

　41．〈誌〉は瀦　　　42．〈躯〉を含む

　47，〈奏〉は胴　　　48．〈尊〉を含む

53．〈糖〉は携　　　54．〈乳〉を含む

　　　　　　60．〈陛〉を含む

　　　37．〈源〉を含む　　　38，〈呼〉を含む

　　43r〈将〉を含む　　　44．〈城〉を含む

　　49，〈宅〉を含む　　　50，〈暖〉を含む

　55．〈派〉を含む　　　56．〈腕〉を含む　　　57．＜背＞

61．〈柊〉を含む　　　62，〈幕〉を含む　　　63．〈郵〉を
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　　　　　　　　　　　　第4節　文化庁調査との比較

　　　　　　　　　　　　　　　　20年前の調査との比較

　この節では、文化庁「児童・生徒の読み書きのカー当用漢字について一」（大蔵省印刷烏、昭和47年）

で報告されている調査の結果との比較をする。以後、この調査のことを、文化庁調査と呼ぶことにす

るE
B

ω文化庁調査の概要

　文化庁調査の概要を、次にまとめる。

　1．調査の目的

　　　「義務教育の期間中における漢字の習得状況を調査して、国語施策の検討上、および、国語の

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　学習指導上の基礎資料を得ること」。

　2調査内容

　　　主な当用漢字についての音訓溺読み書き調査。

　3．調査年度

　　　昭和39年度～44年度Q

　4．調査校

　　　単年度、小学校12校（昭和39年度～42年度）・中学校12校（昭和39年度～42年度）・高等学校

　　59校（昭和43年度・44年度）。

　5調査方法

　　　学級ごとに行うペーパーテスト。出題の仕方は、今團の国語研調査とだいたい同じ。

　文化庁調査で、当用漢字別表の漢字について、小学生・中学生を短象にして行った調査は、昭和39

年度に実施された。そして、今姻の国語研の小学校配当漢字についての調査は、昭和57年度・58年度・

59年度の3年度に分けて実施された。したがって、この2つの調査は、正確には、18～20年の問があ

いていることになる。

（2）比較の内容

　文化庁調査と今圃の国語研調査を、次の要領で比較する。

　L音訓の習得率を比較する。

　2．文化庁調査が実施された昭和39年当時と現在とで、配当学年が異なる音訓く漢字）がある。そこ

　　で、昭和39年当時と現在とで、配当学年が同じ音訓（漢字）だけを比較する。

　3．文化庁調査と国語研調査で、ともに調査した音訓（漢字）だけを比較する。

　4．文化庁調査は、1つの音訓について、複数の学年を紺象にして調査している。そこで、それぞれ

　　の音訓（漢字）の配当学年の次の学年の調査結果だけを、今回の国語研調査の調査結果と比較す

　　ることにした。そして、今回の国語研調査は、到達度調査と、定着度調査で漢字の配当学年の1

　　年上の学年を対象にした調査だけを取り上げることにした。表4－22に、この3つの調査をまとめ

　　た。

　　　文化庁調査は、9月に行われたから、調査年度に関係なく言えば、5月に行われた到達度調査と
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1！月に行われた定着度調査の中間に行われたことになる。

表4－22　比較の対象となる調査

講　査　名 実施時期 調査した漢字 比較の対象とする児棄・1

文化庁調査 昭和39年9月 当爾漢字甥表の漢字 配当学年の次の学年の児童

到達度調査 昭和58年5月 1・2・3年配当漢字 配当学年の次の学年の児童

昭和59年5月 4・5・6年配当漢字
国
語
研
調
査

昭和57年11月 い2・3年配当漢字 配当学年の次の学年の児童定着度調査

i1年上） 昭和58年11月 4・5・6年配当漢字

（3）比較の結果

　表4－23に、文化庁調査・到達度調査・定着度調査（エ年上）の平均習得率とSD（標準偏差）を示

した。そして、図4－7に、比較した全音訓について、この3つの調査の平均習得率をグラフに表した。

（以後、文化庁調査・到達度調査・定着度調査（1年上）を、この表と図のように、それぞれ、文化

庁・到達度・1年上と略すことがある。）表4－23と図4－7から、次の2つのことが言えよう。

表4－23　平均イ直とSD 各欄、上段が平均値、下段がSD

読 み 書 き

国　　語 研 國　　語 研
音訓数 文化庁

到達度 1年上
音訓数 文化庁

到達度 1 年上

87．9 90．3 91．3 62．6 64．5 61．1

全　　体 614
12．2 10．6 10．4

613
19．3 18．1 19．8

96．5 93．0 96．0 93．4 88．4 90．7

1年配当漢掌 36
4．9 7．4 4．9

36
5．9 9．8 7．1

93．9 92．3 95．1 82．7 75．0 78．2

2年配当漢字 85
10．9 9．7 5．4

85
10．8 16．7 13．0

90．9
92．1‘

93．4 71．2 67．4 64．0

3年配当漢字 126
9．2 8．8 7．8

126

12．7 15．9 16．5

86．9 91．4 90．5 50．3 64．0 56．4

4年配当漢掌 144
11．4 9．3 9．7

耳4
！4．0 ！4．2 14．8

85．1 89．0 90．4 55．0 58．3 55．2

5年配当漢字 148
13．1 11．0 10．0

147
13．8 17．2 17．7

79．2 84．2 84．5 49．2 49．3 42．6

6年配当漢字 75
12．1 14．0 16．3

75
16．1 13．8 i6．8
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・読みでは、文化庁調査の平均習得率が

いちばん低い。（文化庁く到達度く1

年上、の順である。）平均値の差の検

定を行うと、文化庁調査と到達度調査

　との間に、1％水準で有意差が認めら

　　ヨれた。

・書きでは、文化庁調査と国語研調査の

平均習得率の違いは、あまりはっきり

　しない。（1年忌く文化庁く到達度）。

平均値の差の検：定を行ったが、文化庁

調査は、国語研調査のどちらとも、有

意差が認められなかった。
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　文化庁調査と国語研調査の違いを、配当漢字ごとに、細かく見ることにしよう。図4－8・図4－9に、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る配当漢字ごとに平均習得率をグラフに表した。そして、表4－24に、配当漢字ごとに、文化庁調査と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　う
國語硬調査の平均習得率の大小関係を示した。これらの図と表から、次の3つのことが書んよっ。

図4－8

1oe．0

90．O

so．e

70．0

60．e

50．0

40．0

30．e

20．O

lo．e

　o．o

配当漢字ごとの文化庁調査と

国語競調査との比較

一一 @　k7“x一＆こ、

　　　　　　　、む

　　一読み一

◎一〇文化庁調査

ひ一一〇国語研到達度

＠一一一②屡語研：1年土．

6
年
配
当
漢
字

5
年
配
当
漢
字

4
年
配
当
日
没

3
年
配
当
漢
字

2
年
配
当
漢
字

1
年
配
当
漢
字

100．O

go．e

80．0

7e．0

60．0

50．0

40．0

30．0

20．0

工O．O

　e．o

図4－9　配当漢字ごとの文化庁調査と
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・低学年に配当されている音訓（漢字）は、文化庁調査のほうが、平均習得率が高い。

・高学年に配当されている音翻（漢字）は、国語薪調査のほうが、平均習得率が高い。

・以上の関係は、書きのほうが、はっきりしている。
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eq4－24　配当漢字ごとの平均習得率の大小関係

読　　　み 書　　　き

1年配当漢字 到達度く1年目く文化庁 到達度く1年上く文化庁

2年配当漢字 到達度く文化庁く1年上 到達度く1年上く文化庁

3年配当漢字 文化庁く到達恥く1年上 1年上く到達臨く文化庁

4年配当漢字 文化庁く1年上く到達度 文化庁く1年上く到達度

5年配当漢字 文化庁く到達悉く1年上 文化庁く1年上く到達度

6年配当漢字 文化庁く到達寒く1年上 1年上く文化庁く到達度

　学年別漢字配当表は、小学校学習指導要領が昭和33年に改定されたときに、はじめて掲載された。

その後、昭和43年に改定されたときに、小学校配当漢字の数は、実質朗に増えた。そして、現行の昭

和52年版にひきつがれている。表4－25に、昭和33年版と昭和52年版の各学年の配当漢字数を示した。

この表に示したように、低学年で、配当漢字数がひじょうに増えた。文化庁調査は、この昭和33年版

　　　　　　　　おのときに行われた。したがって、低学年に配当されている漢字は、文化庁調査のほうが平均習得率

が高いことは、当然であると言えよう。

　これだけの比較から、この20年ほどの間に、児童・生徒の漢字の読み書き能力が高くなった、とい

うような結論を出すことは、もちろん危険である。しかし、児童・生徒の漢字の読み書き能力が、低

下していると言われることがあるけれども、ここで行った比較からは、そのようなことは見られない

ということだけは、はっきりと雷えるだろう。

表4－25　小学校学習指導要領の配当漢字数の違い

1年配当漢字 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年爵己当漢字 6年配当漢字 合

昭和33年版 46字 105字 187字 205字 194字 144字

昭和52年版 76字 145字 195字 195字 195字 亙90字

増　　　減 ＋30字 ＋爆0字 ÷8字 一10字 ＋1字 ＋46字

881字

996字

＋115字

［注ll．調査を担当したのは、文化庁国語課であった。ただし、国語課は、昭和43年6月までは、文部省文

　　　　化局に所属していた。

　　　2．文化庁「児童・生徒の読み書きのカー当罵漢字について一」大蔵省印励局、昭和47年、1ページ。

　　　3．両側検定による。等分散の仮説を検定して、棄却されなかったときは、通常のt検定を行い、棄

　　　　却されたときは、Welchの検定を行った。以下、同じ。

　　　4．書きでは、第5章で見るように、到達度調査よりも、定着度調査の1年上の場合のほうが、全般

　　　　的に、平均習得率が低い。

　　5。文化庁調査では、1つの音謂を、複数の問題で提出している場合がある。文化庁調査を比較の基

　　　準としたため、集計表（3）に示すように、複数回比較されている音訓がある。そこで、そのような

　　　音訓は、その音訓の中のいちばん高い習得率で代表させて、平均値を計算したものが、表4－26で

　　　ある。しかし、どの場合も、本文と同じ大小関係となっている。
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表4－26　音訓ごとに再計算した平均値

全　体 1年配当漢字 2年配墨漢字 3年配当漢字　4年配当漢字 5年配当漢字 6年配当漢字

音　訓　数 569 36 80 121 130 127 75

文　化　庁 88．4 96．5 95．6 91．2 87．3 85．5 79．2

読み 郵照度　　90．2 93．0 93．5 9ユ．9 91．0 88．3 84．2

国語研
1年上　　91．1 96．0 95．6 93．3 90．1 89．7 84．5

文　化　庁　　　63．1 93．4 83．7 7亙．4 50．3 55．0 49．2

書き 到達度　　64．2 88．4 76．4 66．8 62．9 57．4 49．3

国語研

1年上　　60．6 90．7 79．0 63．5 55．5 53．8 42．6

6．低学年に配当された漢字を増やした理由の1つとして、この文化庁調査で、低学年の漢字の習得

　率がひじょうに高いことがあげられている。輿水溝口「改鋳小学校学習指導要領の展開国語科編」

　明治図書、昭和43年、214一一15ページを参照。

（付）集計表（3トー一文化庁調査と国語研調査

　以下にあげるのは、来化庁調査と国語研調査の音訓劉習得率表である。本文で比較した音訓だけを

掲載した。漢字・音訓の並べ方などは、集計表（1）・集計表（2）と同じである。表の見方などについて、

次に説明する。（一部、本文の説明と重なるところがある。）

1．文化庁調査のとき（昭和39年当時）と現在とで配当学年が岡じ学年の漢字だけを取り上げた。

2．文化庁調査の習得率は、その漢字の配当学年の次の学年の児童・生徒の結果である。（文化庁調

　　査の習得率は、原則として、小数点以下まで求められていない。）

3．文化庁調査では、同じ音訓が2つ以上の語で提出されている場合がある。文化庁調査を基準とし

　　て表を作成したので、同じ音訓が複数回掲載されている場合がある。

4．文化庁調査の提出語彙と国語研調査の調査問題を、調査問題の欄に示した。

5．文化庁調査で、噸劉は、f占領」という語では、読みだけしか調査されていない。そこで、書

　　きの欄は、文化庁調査・国語研調査とも、空白にした。

6．文化庁国語シリーズ「児童・生徒の読み書きのカー隠岐漢字について一」（昭和娃7年）の引用に

　　関して、文化庁の許可を得ている。このことを記して、感謝する。
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う
る
め
く
え
る
く
め
　
　
　
　
ぶ
る
夜
あ
よ
よ
　
く
い
　
　
　
る
遠
ム
　
が
マ
　
こ
ぐ
か
た
　
　
　
書
少
ぽ
心
心
心
で
　
あ
る
ま
す
の
進
り
い
　
み
ほ
で
に
ん
つ
の
　
う
　
水
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
切
ほ
ふ
考
く
歩
ほ
角
　
　
空
て
で
き
と
し
し
る
き
悪
る
道
す
を
一
池
あ
ト
日
は
国
く
を
が
れ
み
を
が
の
中
中
中
り
窒
を
切
る
す
ビ
を
し
多
水
を
を
ビ
ぶ
え
を
が
み
で
空
の
読
空
牛
が
に
に
が
で
つ
を
に
方
空
い
の
を
じ
ち
う
う
来
を
が
す
夜
を
つ
ホ
の
に
で
の
を
の
翻
論
欄
欝
酵
鶴
叢
聾
鷲
欝
勘
騨
跡
蝶
翻
篶
騒
粉
鑛
難
灘
讐
鵬
麟
箋
籔
灘
翻
鑛
灘
靴
難

題
問
査
調

み
読
研
語
魍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曰
　
　
　
く
　
　
れ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
い
空
　
　
　
る
す
　
　
　
し
　
　
水
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
　
み
　
空
　
　
　
空
牛
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
空
い
　
　
　
な
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
開
紙
醗
晴
休
く
し
色
心
心
’
5
緬
の
声
る
だ
に
紐
る
む
い
の
鴎
面
る
や
い
鳥
日
休
京
の
道
む
の
と
畑
分
親
風
分
を
く
親
角
の
る
糸
門
に
だ
意
意
る
話
い
心
い
意
ぶ
　
　
園
根
室
化
物
界
を
手
蒔
秋
春
書
少
黄
中
中
中
心
西
大
切
雪
驚
番
走
華
多
池
地
地
知
竹
長
小
朝
冬
東
東
水
読
南
馬
麦
半
父
北
自
米
歩
母
方
北
明
毛
校
夜
友
用
用
来
お
悪
安
暗
注
運
駅
公
屋
温
文
荷
世
本

庁
化
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
毛
門
　
　
　
　
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
問
秋
秋
　
　
　
　
　
　
　
思
空
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
　
　
切
糸
　
　
　
夜
　
方
　
　
　
国
馬
麦
　
母
　
　
　
麦
　
母
方
ほ
い
の
の
夜
ち
紙
多
来
　
　
　
　
　
　
　
駅
　
　
　
　
　
つ
　
開
　
時
と
と
く
し
　
心
心
配
に
の
の
る
　
　
　
　
る
　
　
い
　
と
諭
る
を
い
　
　
　
の
京
の
　
む
の
や
や
分
と
　
分
や
く
と
の
の
る
み
校
の
だ
用
が
が
話
い
心
い
意
ぶ
の
園
屋
度
化
も
界
を
紙
首
春
春
書
少
色
安
感
心
心
薦
虫
切
露
欝
組
走
草
多
池
天
地
知
竹
長
鳥
朝
冬
東
東
道
読
南
牛
米
半
父
風
半
米
歩
父
東
北
明
か
学
冬
友
画
用
犬
お
悪
安
暗
注
運
次
公
炭
温
文
荷
世
店

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
い
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
く
一
　
　
　
　
　
う
　
　
　
る
　
　
　
　
　
一
　
　
一
　
　
　
　
る
　
　
一
　
　
　
　
　
し
　
　
む
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
し
…
　
　
［
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
み
　
　
き
る
一
こ
ろ
ン
ン
ン
こ
し
え
…
き
え
み
し
さ
お
け
　
　
　
一
け
が
り
さ
ゆ
ウ
が
ウ
一
な
ま
ぎ
ン
ち
ぜ
ン
め
る
は
ウ
た
か
　
　
ン
る
も
ウ
ウ
一
な
る
ン
ら
　
　
こ
キ
ン
　
　
ン
　
　
　
イ
ら
か
ジ
あ
は
か
す
い
シ
シ
シ
こ
に
こ
き
ゆ
ま
く
は
く
お
い
チ
ジ
し
た
な
と
あ
ふ
ト
ひ
ド
よ
み
う
む
ハ
ち
か
ブ
こ
あ
は
ホ
き
あ
け
モ
よ
と
ヨ
ヨ
く
は
わ
ア
く
イ
は
エ
エ
や
オ
カ
に
カ
ひ

字
漢

紙
時
秋
春
書
少
色
心
　
　
　
　
西
声
切
雪
前
組
走
草
多
池
地
　
　
知
竹
長
鳥
朝
冬
東
　
　
道
読
南
馬
麦
半
父
風
分
米
歩
母
方
北
明
毛
門
夜
友
用
　
　
来
話
悪
安
暗
意
運
駅
園
屋
温
化
荷
界
開

2
2
2
2
2
2
2
2
　
　
　
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
　
　
2
2
2
2
2
2
2
　
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
　
　
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

i30第4章　小学校に配当されている漢字（1）



書
縫
至

7
1
9
1
6
8
1
9
3
7
7
8
1
0
2
8
9
9
6
8
3
2
4
2
2
4
3
1
6
9
9
6
5
4
1
7
4
8
1
7
3
互
2
6
0
8
4
5
7
3
4
皇
6
L
正
9
6
0
4
0
9
8
8
？
4
9
0
8
8
3
4
2
8
7
5
6
6
7
7
6
4
8
6
6
3
6
8
9
4
7
6
3
9
6
7
6
8
6
5
7
7
5
7
6
6
7
7
5
6
4
4
8
6
7
6
7
5
5
7
7
4
6
5
3
8
6
7
9
8
8
3
6
4
7

庁
化
文

4
7
8
8
2
1
4
3
8
0
9
1
0
3
8
0
6
1
6
7
6
8
1
8
5
9
2
6
4
4
6
9
3
0
7
3
4
4
5
2
7
3
2
1
7
9
7
7
0
0
8
3
3
3
2
0
0
5
8
3
5
8
2
1
2
3
0
7
7
4
5
7
8
6
6
7
8
6
9
6
7
6
7
6
3
7
8
8
4
9
7
7
8
7
8
7
8
7
6
6
6
5
6
7
6
7
4
5
8
5
5
8
7
7
6
7
8
8
5
7
4
6
7
4
7
5
8
9
7
9
7
6
4
7

上
咋

男
”
鵠
％
認
願
讐
認
”
雛
蟹
留
萌
籠
髄
轟
轟
通
商
麓
男
適
齢
湯
麗
σ
。
暴
鱈
離
”
弱
弱
訟
號
ね
麗
躍
9
9
9
9
7
9
9
9
9
9
9
9
9
7
9
9
9
6
9
9
9
8
9
9
9
9
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
6
9
9
8
8
9
9
9
9
9
9
9
8
9
8
9
9
9
9
8
9
9
9
9
9
9
9
9
7
9

み
読

度
達
到

β
洛
ゆ
渇
洛
5
’
0
β
湿
5
ゆ
の
沿
。
0
洛
ゆ
洛
二
二
あ
’
5
。
0
。
0
二
二
5
沿
β
二
二
の
ゆ
。
5
ゆ
ゆ
ゆ
β
ゆ
沿
’
5
β
あ
。
0
ゆ
9
5
5
あ
あ
渇
沿
β
の
の
冷
』
洛
β
沿
5
’
0
’
5
渇
。
5
ゆ
の
洛
洛
9
9
9
5
9
9
9
5
7
6
9
6
9
6
9
9
9
5
9
4
9
4
9
5
9
8
7
8
9
8
9
6
9
4
4
9
8
8
9
8
9
5
7
8
9
6
9
4
9
4
9
6
8
6
9
9
9
4
9
8
9
9
9
7
9
6
9
4
9
4
9
6
9
2
7
4
9
8
9
7
9
1
8
5
8
4
9
2
9
9
9
2
8
8
9
1
9
7
8
6
9
2
8
4
9
7
9
7
9
2
8
8
7
9
9
7
9
2
9
7
9
9
9
9
9
9
9
2
醗
7
1
9
7

庁
化
文

6
5
6
1
5
2
2
2
3
4
4
5
9
3
9
8
5
8
2
9
7
6
8
8
0
9
2
7
6
3
8
8
5
4
7
6
5
9
8
2
5
9
8
3
4
2
5
8
9
0
4
1
9
7
3
7
9
6
4
5
2
7
7
4
6
8
5
9
9
9
9
8
9
9
9
9
9
9
9
8
7
9
9
8
4
9
9
9
5
9
9
7
9
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
7
9
9
9
8
8
9
9
9
9
8
9
9
9
8
8
9
9
8
8
9
9
9
9
9
9
9
8
6
9

凝
礁
語
国

題
問
査
調

み
読
研
語
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
岩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
岸
な
る
期
　
　
　
　
　
　
　
　
か
局
　
　
　
い
だ
姉
　
　
県
　
　
庫
　
　
　
　
　
　
道
　
　
　
　
る
　
　
日
　
　
　
実
　
　
　
　
　
　
る
る
醗
る
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
こ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
角
活
い
想
の
き
き
学
客
究
ぐ
級
球
年
を
便
響
心
し
も
と
心
○
究
蔵
園
く
号
根
い
事
ぬ
う
め
指
の
事
つ
の
音
者
入
る
け
わ
遍
め
む
い
所
い
け
和
つ
る
し
ぶ
様
い
む
界
国
国
送
る
つ
一
三
生
寒
感
塀
大
起
三
お
研
急
学
野
去
橋
郵
銀
苦
著
と
兄
決
○
研
冷
公
向
番
墜
細
仕
死
使
始
親
次
用
持
木
医
若
主
取
受
終
一
集
往
重
近
暑
助
昭
勝
乗
申
身
神
深
進
世
全
全
放
送
待
第

庁
化
文

　
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
・
形
鷹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
君
　
　
　
　
　
庫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
う
　
　
　
　
る
　
　
者
　
　
る
る
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
だ
顔
て
　
　
　
文
　
　
　
聾
と
　
　
　
　
使
る
使
駅
　
　
　
な
者
て
　
　
取
取
る
　
　
る
で
　
　
所
　
　
る
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
の
な
　
　
　
岩
岩
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
星
角
由
い
心
の
の
き
期
客
究
ぐ
級
球
年
　
　
う
の
労
し
ま
の
し
　
　
究
級
園
く
一
も
い
事
ぬ
を
め
を
の
事
つ
が
医
わ
人
け
け
わ
週
め
ん
い
電
い
け
報
つ
る
す
う
様
い
む
界
部
体
送
る
つ
…
三
自
寒
感
燦
岸
起
学
お
研
急
学
野
去
橋
ゆ
銀
苦
苦
や
兄
決
県
研
学
公
向
第
根
緬
仕
死
指
始
指
次
返
持
実
磁
あ
主
受
受
終
毎
集
住
重
発
暑
助
昭
勝
乗
甲
身
神
深
進
世
全
全
放
送
待
第

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
る
　
　
い
　
　
　
　
る
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
う
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
め
　
　
い
　
　
い
け
　
　
　
　
す
　
　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
る
　
　
「
　
　
　
　
き
　
　
ク
ウ
一
ウ
ウ
　
　
　
ク
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
一
　
ぬ
…
…
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
る
け
わ
ウ
　
む
一
　
　
…
「
ウ
つ
る
一
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
一
つ
ク
ツ
む
ン
し
わ
ヘ
　
ヤ
ユ
そ
ユ
ユ
ヨ
し
ヨ
ン
　
る
ン
に
ツ
ン
ン
　
　
ウ
　
ウ
　
　
そ
　
　
一
か
じ
び
ぎ
　
　
一
　
ヤ
の
ユ
　
一
一
ユ
つ
一
も
ヨ
つ
す
ヨ
一
一
う
　
　
み
か
す
　
　
ン
ン
ウ
く
一
イ
カ
カ
さ
カ
き
い
お
キ
キ
キ
い
キ
キ
キ
は
キ
ギ
ク
く
ク
あ
ケ
ケ
ケ
コ
コ
む
ゴ
ね
ほ
シ
し
つ
は
ゆ
つ
ジ
も
み
シ
も
シ
と
う
お
シ
あ
す
お
シ
あ
た
シ
か
の
も
み
か
ふ
す
セ
ゼ
ゼ
ソ
お
ま
ダ

字
漢

角
活
寒
感
岸
岩
起
期
客
究
急
級
球
去
橋
局
銀
苦
　
　
君
兄
決
県
研
庫
公
向
号
根
細
仕
死
使
始
指
次
事
持
実
者
　
　
生
取
受
終
週
集
住
重
所
暑
助
昭
勝
乗
申
身
神
深
進
世
全
　
送
　
待
第

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
　
　
3
3

き

ユ年上

8
2
5
4
4
0
9
6
9
2
7
8
0
9
8
5
3
3
7
0
5
6
2
2
6
8
6
7
2
7
9
4
6
5
0
1
3
9
8
1
6
8
8
8
1
2
5
3
7
4
9
5
9
5
1
9
5
6
8
6
4
0
0
5
8
4
7

8
6
4
2
5
ユ
3
6
8
9
1
9
2
0
7
6
0
0
8
8
0
9
8
6
2
8
1
3
G
O
5
9
9
5
5
0
8
8
3
7
0
2
7
4
4
3
5
3
8
2
3
4
4
7
9
4
5
4
7
2
6
9
9
5
8
0
8

6
7
2
5
3
9
6
5
5
5
6
7
6
4
7
5
5
5
6
8
9
3
6
5
4
8
6
6
7
8
6
6
5
5
5
7
5
6
7
7
5
6
3
4
7
7
6
6
7
6
5
5
6
3
5
5
3
6
5
7
9
8
8
3
4
4
6

（付）集計表（3） 交化庁調査と国語研調査一一　13t



上
麻

写
糊
瓢
搦
瓢
謝
謝
講
読
窟
㎜
麗
講
灘
講
識
講
撰
卿
謙
罷
観
灘
翻
幾
謡
講
翻
翻
翻
翻
繋
鵬
翻
説

き
櫓

度
達
到

⑩
の
カ
の
沿
ゆ
沿
　
。
0
　
。
0
ゆ
3
　
’
0
　
’
0
沿
冷
沿
の
沿
⑩
カ
ゆ
ゆ
』
　
’
0
⑩
　
“
0
の
　
’
0
冷
沿
　
’
0
沿
沿
沿
沿
ゆ
沿
ゆ
ゆ
ゆ
　
。
0
　
。
0
　
。
0
沿
　
“
0
ゆ
沿
沿
沿
沿
漁
沿
沿
沿
冷
　
。
0
ゆ
沿
力
冷
力
　
’
0
ゆ
沿
の
ゆ
　
’
0
3
6
7
7
9
5
4
8
8
0
0
4
0
8
4
4
4
5
4
4
篠
2
7
1
9
6
6
8
3
2
3
7
0
0
4
9
1
8
2
2
7
7
1
4
4
6
0
1
5
4
3
6
4
1
8
8
2
0
2
3
3
4
2
9
1
1
4
4
5
7
6
6
5
3
8
5
8
8
9
5
6
9
6
6
6
7
5
7
5
5
8
7
8
8
6
6
5
7
9
9
9
4
8
7
8
6
5
6
3
8
7
7
8
7
8
6
7
7
5
7
8
7
7
7
7
7
3
7
4
4
5
6
4
6

庁
化
文

0
6
3
2
0
！
2
4
9
0
9
6
娃
2
0
2
2
2
6
0
4
6
0
2
1
1
3
3
9
1
1
2
0
7
0
7
9
8
0
0
5
5
5
9
5
1
8
2
8
0
8
3
1
9
3
4
4
2
3
6
3
3
7
1
2
4
5
7
7
6
6
6
6
5
8
6
9
8
8
8
9
9
6
8
7
7
7
7
8
9
8
7
8
7
6
6
6
8
8
9
5
4
7
6
7
7
6
7
5
6
6
6
8
5
7
3
7
3
8
6
4
4
5
5
5
6
4
4
5
5
7
4
4
5

上
咋

』
ほ
3
β
ユ
浴
　
’
3
あ
β
β
7
遵
7
β
渇
渇
渇
謁
沿
β
　
9
9
ユ
の
洛
ゆ
β
3
3
　
。
1
洛
3
3
　
6
3
3
②
　
’
2
護
2
遵
3
ゆ
3
3
3
3
3
ゆ
　
。
0
　
、
0
ゆ
冷
　
“
5
　
8
5
　
’
0
沿
沿
沿
5
5
沿
　
。
0
　
。
0
ゆ
ゆ
　
。
5
　
。
5
5
6
7
4
5
2
6
2
4
8
8
7
9
0
5
6
2
2
2
4
6
8
5
6
2
6
8
8
4
9
0
8
8
8
8
7
5
9
8
9
8
0
2
2
3
3
8
9
6
9
9
1
4
6
7
6
6
7
6
8
6
5
5
8
3
4
5
4
5
9
9
8
9
9
5
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
8
8
9
9
9
9
8
9
9
9
9
9
0
9
9
9
9
9
9
9
8
9
9
7
9
9
9
9
9
9
7
7
8
7
9
9
9
9
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
読

度
達
鋼

惑
渇
沿
　
9
5
ゆ
あ
洛
5
ゆ
謁
　
’
5
ゆ
渇
あ
ゆ
洛
洛
洛
　
。
5
ゆ
渇
　
’
0
の
5
　
’
5
5
β
5
沿
湿
沿
β
あ
渇
渇
　
。
0
沿
⑩
　
8
5
沿
　
’
0
　
’
0
沿
畜
洛
5
洛
沿
　
。
5
ゆ
　
。
0
ゆ
湿
あ
冷
3
　
6
0
冷
　
“
0
沿
渇
渇
5
沿
沿
ゐ
沿
7
1
9
5
9
2
8
4
8
9
9
6
娼
9
3
9
7
9
7
9
7
9
9
9
0
9
5
9
5
9
0
9
0
9
3
8
1
8
0
9
3
8
6
9
3
9
4
9
4
9
8
9
8
9
1
7
9
7
1
9
9
9
8
9
5
9
5
8
1
9
6
0
0
9
9
9
9
9
8
9
7
8
6
9
4
9
5
9
5
9
8
9
9
9
7
8
9
9
7
8
0
9
0
9
6
9
8
9
5
9
5
9
6
9
7
8
0
墨
8
5
7
3
9
8
9
4
9
2
9
5
9
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

庁
化
文

61

X2

W5

X3

W9

X9

T0

X9

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

き
書
研
語
国

題
問
査
調

み
読
概
語
圏

　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
く
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
や
　
　
　
た
　
　
鉄
都
　
　
る
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
　
　
い
　
　
　
　
る
　
　
　
　
な
　
　
　
円
　
　
　
　
　
　
　
葉
　
　
る
る
で
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
茅
　
　
　
　
る
を
る
意
を
う
下
い
度
げ
に
物
肉
波
配
耀
発
発
遵
の
皮
し
表
気
物
け
物
物
物
ら
事
強
万
面
薦
冒
虫
ぶ
の
様
ち
れ
に
手
礼
礼
和
す
内
服
上
囲
む
畿
員
刷
刷
語
水
え
貨
の
良
械
虫
え
官
係
炭
着
注
柱
追
地
古
今
投
島
動
牛
大
心
麦
出
出
坂
板
毛
美
発
病
品
負
動
動
荷
平
返
勉
五
地
地
役
自
遊
木
王
落
流
旅
両
お
お
昭
愛
案
衣
以
周
圏
位
委
印
印
英
塩
加
金
木
改
機
害
覚
警
関

酵
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
坂
　
　
う
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
す
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
柱
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
ち
な
ん
い
　
　
　
　
る
　
　
　
粥
な
　
　
よ
　
　
　
　
立
　
　
　
　
　
る
る
　
　
わ
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
る
列
出
　
　
　
　
る
ば
士
屋
る
意
い
う
　
　
　
度
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
　
　
　
配
　
　
達
電
み
ら
か
し
紙
気
物
け
物
物
物
ら
事
き
　
　
面
面
に
由
ぶ
　
様
ち
れ
　
　
が
礼
礼
和
　
　
内
類
上
躍
む
澱
員
象
稠
語
み
え
物
を
良
械
虫
え
い
関
炭
着
注
太
追
鉄
都
温
投
島
動
肉
波
心
畑
発
発
坂
平
み
美
表
病
品
負
動
巌
貨
平
返
勉
万
地
帳
役
自
遊
葉
神
落
流
旅
岡
お
お
昭
愛
案
衣
以
周
囲
位
委
印
印
英
塩
加
貨
芽
改
機
害
覚
さ
機

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
　
る
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
え
　
る
ウ
ら
う
　
　
こ
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
く
ウ
ウ
　
　
け
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ち
一
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一
み
一
ユ
し
一
ツ
や
　
　
一
ま
ウ
ク
み
イ
た
ツ
ツ
か
た
わ
つ
ヨ
ヨ
な
一
ツ
ツ
ツ
い
ン
ン
ン
ン
ン
ク
ウ
そ
　
　
ま
一
が
ぴ
ヨ
イ
イ
　
　
イ
ン
　
　
　
　
こ
　
　
　
ン
ン
イ
お
わ
　
　
　
イ
イ
イ
ぼ
ン
ン
す
き
チ
は
お
テ
み
ド
な
し
ド
ニ
な
ハ
は
ハ
ハ
さ
い
か
う
ヒ
ビ
し
ま
ブ
ブ
モ
た
ヘ
ベ
マ
メ
メ
ヤ
ユ
あ
は
さ
お
な
た
リ
レ
レ
ワ
ア
ア
イ
イ
イ
か
イ
イ
イ
イ
エ
し
く
カ
め
カ
カ
ガ
お
カ
カ

字
漢

炭
着
注
柱
追
鉄
都
度
投
島
動
肉
波
配
畑
発
　
　
坂
板
皮
美
表
病
品
負
物
　
　
　
平
返
勉
万
面
　
　
役
由
遊
葉
様
落
流
旅
両
礼
　
　
和
愛
案
衣
以
囲
　
　
位
委
印
　
　
英
塩
加
貨
芽
改
械
害
覚
官
閲

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
　
3
3
3
3
3
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
4
4
4
4
4
　
　
4
4
4
　
　
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
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書

遡
到

L
3
，
乳
2
引
引
q
甑
肱
砿
礁
3
。
L
5
，
翫
2
，
2
，
L
側
臥
ε
2
銑
軌
q
鉱
3
甑
L
側
側
3
軌
L
L
軌
q
＆
a
7
。
砿
6
。
2
翫
3
紘
4
。
ε
0
。
8
。
＆
蕉
＆
3
2
2
肱
乞
2
4
3
似
蕉
蕉
乳
甑
翫
5
6
6
6
2
8
6
6
5
7
8
3
7
6
5
8
7
3
7
4
6
7
4
3
7
6
6
7
6
4
5
5
3
5
7
7
7
8
7
6
5
6
5
4
6
7
7
6
6
6
4
7
7
7
8
8
8
8
8
6
5
8
7
7
5
5
5

庁
化
文

3
0
2
3
8
4
8
0
1
1
5
3
5
1
0
4
1
4
8
5
1
7
0
4
2
3
6
9
5
7
9
1
6
7
9
8
5
0
7
2
2
9
3
2
2
3
5
0
9
2
3
4
9
7
2
3
6
3
9
3
7
4
7
4
4
0
5
3
5
6
6
3
6
5
8
4
4
7
3
6
5
4
4
5
2
5
3
6
3
4
5
5
2
6
5
3
2
3
3
6
3
4
6
6
6
5
5
3
4
3
2
4
6
6
4
1
4
3
5
4
5
5
3
5
4
5
5
3
6
4
4
3
6
2

砒
μ

蹴
謙
謝
號
羅
號
翻
謝
翻
課
師
翻
翻
螂
翻
懸
蹴
鵬
號
撫
號
朧
鄭
獅
翻
蹴
翫
號
蹴
躊
躊
翫
劉
蜘
翻
躊

み
読

度
達
到

庁
化
文

3
3
6
9
7
8
9
4
｝
｝
4
0
2
7
1
1
8
0
6
9
5
8
5
9
1
9
3
4
玉
3
0
2
8
0
6
2
6
4
3
2
6
8
0
6
5
9
8
3
3
7
5
2
5
8
5
5
7
3
1
6
2
6
0
7
7
6
1
9
9
9
8
9
8
9
9
7
9
8
9
9
9
8
9
8
6
8
6
9
4
8
8
9
5
9
9
9
8
9
8
8
6
9
9
9
9
9
9
9
7
8
8
8
8
8
8
6
7
9
9
8
9
8
8
8
7
9
7
5
9
9
8
6
9
9

懲
鴛
研
語
翻

題
問
査
講

み
読
研
語
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
ふ
　
　
機
機
　
　
　
　
鏡
　
　
　
県
　
　
会
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兄
　
　
　
　
る
ま
　
　
　
　
　
　
つ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
　
　
　
　
る
鰐
鞠
凝
繕
懲
翻
舞
蔽
。
。
羅
難
膿
嵐
脚
難
差
搬
淋
繍
畿
雛
欝
議
融
鱗
緻
勧
騰
舗
鍔
難
蟹
霧
翻
鼎
翻
雛
瓢
瀞

騎
郊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
　
い
　
　
　
　
　
士
　
　
　
　
　
鏡
　
　
星
　
　
　
す
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
　
　
　
　
　
　
　
う
る
　
　
泳
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
る
　
　
グ
　
　
　
　
　
器
関
械
蛍
嗣
力
遠
走
極
　
　
景
を
果
ぶ
築
て
め
海
告
　
　
の
初
料
年
刷
察
る
物
念
る
士
関
史
会
　
　
合
敗
な
り
　
　
に
序
祷
歌
る
け
距
じ
真
績
人
成
成
巧
ら
い
か
席
席
れ
節
一
察
瀬
節
ぶ
観
お
季
喜
旗
食
機
機
選
共
協
望
競
北
郡
風
芸
結
結
建
建
固
航
報
差
菜
最
材
昨
印
醗
散
蔑
残
残
武
機
歴
司
姉
試
失
失
結
種
顯
譲
最
唱
照
焼
大
信
写
成
成
完
賛
成
清
勢
静
出
欠
折
挙
リ

訓
音

う
述
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
る
既
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
↓
る
　
　
　
る
　
　
　
　
㌦
か
　
る
　
一
　
こ
　
　
　
　
　
　
ウ
ウ
ウ
ウ
ク
　
　
　
　
　
…
　
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
　
　
ン
ン
　
　
ウ
る
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
お
一
　
　
れ
ン
が
　
　
う
た
　
　
　
　
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ン
イ
イ
ツ
す
ン
一
た
ウ
ク
　
　
　
イ
イ
ク
ツ
ツ
一
ン
ン
こ
　
　
　
　
　
ね
　
　
ツ
し
　
ね
ユ
ユ
ヨ
ヨ
…
…
ン
ン
ン
イ
イ
イ
イ
イ
よ
き
ず
キ
キ
…
ツ
ン
カ
ね
キ
よ
は
キ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
グ
ケ
ゲ
ケ
む
ケ
た
か
コ
コ
サ
な
サ
ザ
サ
サ
サ
ち
サ
ザ
の
シ
シ
シ
シ
あ
シ
シ
う
か
た
ジ
ジ
シ
シ
て
や
ジ
シ
シ
セ
セ
セ
セ
セ
き
い
し
セ
セ
お
セ
セ

字
漢

観
顔
季
喜
旗
器
機
　
挙
共
協
鏡
競
極
郡
景
芸
結
　
建
　
固
航
告
差
菜
最
材
昨
刷
察
散
産
残
　
士
　
史
司
姉
試
失
　
借
種
順
　
初
唱
照
焼
臣
信
真
成
　
　
　
　
清
勢
静
席
　
折
節
戦

4
4
4
4
4
4
4
　
　
4
4
4
4
窪
4
4
4
4
4
　
　
4
　
　
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
　
　
4
　
　
4
4
4
4
4
　
　
4
4
4
　
　
4
4
4
4
淫
4
4
4
　
　
　
　
　
　
4
4
4
4
　
　
4
4
4

き

1年上

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
3
3
4
7
0
7
7
6
6
8
9
6
3
2
6
3
9
2
4
2
3
5
1
0
1
8
9
1
4
2
4
6
9
4
4
4
0
0
7
7
9
0
8
2
2
2
8
2
9
5
5
3
4
5
5
5
5
5
1
5
4
．
8
8
2
0
6

4
5
5
4
2
7
6
6
3
5
7
2
6
5
4
5
7
4
6
4
5
5
2
5
4
6
6
5
5
3
5
4
3
4
5
5
5
8
6
6
3
5
5
3
5
7
7
5
4
4
4
6
6
8
7
7
7
7
7
7
3
7
5
5
6
5
7
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上
降

ゆ
冷
⑩
の
　
’
0
冷
冷
冷
冷
冷
　
。
0
沿
ゆ
ゆ
冷
酒
ゆ
沿
沿
の
　
’
0
沿
沿
の
沿
の
ゆ
瀞
⑩
⑩
沿
刀
の
ゆ
ゆ
ゆ
』
』
ゆ
⑩
⑩
　
。
0
漁
沿
沿
沿
沿
沿
ゆ
沿
沿
ゆ
　
’
0
冷
沿
沿
沿
沿
　
’
0
ゆ
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
5
9
7
0
8
3
5
3
6
4
6
8
5
8
2
8
5
9
3
4
5
8
2
5
6
2
7
0
2
0
7
1
4
6
3
9
6
1
9
2
5
3
7
0
5
6
7
2
7
2
6
8
3
6
3
1
5
0
7
4
7
4
5
8
6
3
5
4
7
0
5
3
5
3
4
0
3
7
7
3
4
2
6
6
5
9
3
8
5
3
5
3
5
3
3
5
6
2
7
3
5
3
4
2
8
1
6
0
5
1
3
1
4
6
5
8
5
6
7
9
7
7
1
9
6
4
5
7
5
7
5
4
7
1

き
書

度
達
到

沿
　
9
0
沿
冷
酒
沿
沿
沿
沿
ゆ
沿
沿
沿
ゆ
沿
の
沿
の
沿
』
ゆ
沿
ゆ
ゆ
沿
沿
沿
沿
沿
　
’
0
の
ゆ
ゆ
3
の
の
沿
　
’
0
　
。
0
⑩
の
⑩
沿
』
』
』
カ
　
9
0
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
』
⑩
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
　
。
0
ゆ
　
9
0
ゆ
ゆ
⑩
ゆ
7
1
6
9
8
2
6
7
6
6
6
7
7
2
4
2
5
7
4
4
7
6
1
5
6
6
5
1
3
7
6
4
6
0
4
9
6
3
8
6
6
9
7
8
6
9
8
2
8
2
8
3
6
0
4
9
5
8
7
8
7
8
刀
7
0
6
9
7
9
7
6
7
6
3
6
4
3
6
8
6
6
7
6
6
4
4
4
5
9
5
9
5
9
4
6
6
0
8
3
7
4
6
0
8
7
8
1
5
1
5
3
6
4
5
7
艇
8
9
8
9
3
3
5
4
4
8
6
2
6
0
7
7

庁
化
文

59

T1

U0

U2

V6

T9

T5

Q8

R2

R3

U3

V
5
0
6
3
2
4
4
1
3
6
4
9
6
0
8
6
5
6
6
2
5
5
6
2
5
3
5
4
4
7
2
4
5
3
6
7
6
8
3
2
6
4
5
2
6
0
3
3
4
5
5
5
5
2
7
8
6
1
7
5
6
4
5
3
5
2
4
7
3
9
3
6
5
7
5
5
4
8
4
6
6
0
5
3
4
4
4
7
5
6
6
7
6
0
7
2
6
1
4
5
6
0
3
2
5
6
5
0
5
4

上
聯

ゆ
5
乃
渇
沿
洛
ゆ
洛
5
ゆ
沿
　
9
5
ゆ
渇
沿
5
洛
　
’
5
5
洛
ゆ
⑩
洛
洛
洛
の
ゆ
　
9
0
沿
洛
洛
渇
β
澄
ゆ
5
　
8
5
　
’
5
　
’
5
渇
の
β
　
8
0
沿
⑩
の
　
8
0
　
。
0
あ
沿
』
　
。
5
ゆ
洛
　
“
0
　
。
5
　
、
5
　
9
5
ゆ
　
9
4
ゆ
　
。
7
　
’
0
　
、
9
ゆ
洛
　
、
4
9
3
9
8
9
9
9
5
9
3
9
6
9
1
8
8
9
9
8
2
9
4
1
3
9
1
9
6
9
1
9
4
％
9
2
9
8
8
5
9
2
9
9
8
6
8
8
8
8
9
7
9
0
8
6
9
1
9
3
9
3
9
6
9
2
8
1
9
2
9
6
9
6
7
7
9
2
9
6
7
1
9
7
8
9
8
3
9
1
9
1
9
1
9
2
9
5
9
8
9
6
7
6
9
7
9
2
9
6
9
5
8
7
9
4
8
9
9
1
9
8
8
5
9
9
9
5
8
8
9
8
9
0

み
読

度
達
到

渇
沿
冷
渇
冷
あ
沿
沿
ゆ
3
　
’
0
洛
渇
　
9
5
　
’
5
沿
沿
洛
5
沿
沿
洛
5
β
5
沿
渇
5
あ
あ
渇
ゆ
の
湿
5
5
渇
漁
　
。
0
ゆ
湿
渇
』
ゆ
ゆ
⑩
沿
沿
ゆ
5
あ
5
沿
ゆ
ゆ
　
。
5
ゆ
ゆ
乃
沿
洛
3
洛
洛
ゆ
5
渇
9
2
9
8
9
8
9
4
9
0
9
6
9
6
9
0
9
9
8
3
9
4
1
4
9
3
9
3
9
1
9
4
9
4
8
8
9
8
8
2
9
0
9
9
8
4
9
2
9
2
9
9
8
8
8
6
9
2
9
3
9
3
9
5
9
6
8
9
9
6
9
5
9
5
8
2
9
0
9
8
8
3
9
7
8
6
8
6
9
5
9
5
9
5
9
3
9
8
9
8
9
5
8
0
9
9
9
6
9
6
9
5
8
8
％
8
4
9
7
9
5
9
0
9
8
9
1
8
8
9
6
9
5

庁
化
文

92

W9

X4

X4

W0

X2

X0

W7

�
W
0
9
4
2
0
9
4
9
4
8
9
9
1
9
4
9
0
9
5
9
1
9
2
9
8
8
7
8
5
6
6
8
8
9
1
7
2
7
0
8
6
8
4
9
1
9
6
9
3
級
8
2
8
8
8
3
9
7
9
8
8
4
9
6
9
5
9
0
9
2
8
5
8
1
8
6
8
8
9
8
9
2
7
3
9
6
％
8
5
9
2
8
5
9
7
8
2
8
9
8
9
9
1
9
3
8
5
8
8
9
1
8
5

鑓
礁
語
国

題
問
査
調

み
読
研
語
灘

　
　
　
　
　
　
　
孫
　
　
　
　
　
　
　
枇
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
会
　
　
底
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
子
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型
手
然
争
談
速
く
業
じ
隊
達
談
治
置
の
電
的
徒
力
堂
く
心
ぶ
用
要
要
便
人
け
薬
別
別
え
利
む
法
望
豊
つ
脈
民
ま
利
地
良
理
理
理
輪
類
た
史
れ
習
入
労
録
力
易
す
隣
久
生
液
演
復
援
入
選
自
戦
枳
時
続
卒
お
兵
配
絹
麩
位
海
停
§
生
努
食
働
熱
飛
費
必
必
不
夫
付
粉
区
区
変
便
包
方
希
希
宋
山
国
勇
便
陸
改
料
料
料
指
種
冷
歴
連
練
老
苦
記
圧
貿
移
原
永
衛
血
出
往
応
恩

庁
化
文

　　

@　

@　
ｮ
　
会
底
　
　
蝋
　
要
要
る
　
る
齢
鏡
味
い
　
　
雛
瞭
る
挙
然
争
談
力
く
業
　
隊
達
談
治
縫
の
車
的
徒
力
堂
く
燈
ぶ
用
要
必
必
人
け
薬
に
別
え
利
い
法
望
遠
年
脈
昆
ま
利
　
良
料
料
料
に
類
た
史
れ
習
人
労
録
力
易
す
因
久
生
　
演
復
接
選
自
競
相
速
続
卒
孫
楽
発
相
自
位
湖
停
目
生
努
食
働
電
飛
費
必
不
不
夫
付
粉
別
区
変
便
軽
方
希
望
昨
掬
国
勇
便
陸
改
材
肥
燃
輪
衣
冷
歴
連
練
老
苦
記
圧
貿
移
原
永
衛
液
講
往
応
恩

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
る
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
え
　
　
一
　
　
　
　
　
ク
　
　
一
　
　
　
ウ
ウ
ウ
ウ
　
　
　
［
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ン
ン
ウ
ウ
ク
づ
ツ
ご
イ
ツ
ン
　
　
　
こ
イ
キ
　
　
　
ウ
た
ツ
一
　
ツ
ツ
　
　
　
…
な
ツ
ツ
一
ン
つ
ウ
ウ
ウ
え
ヤ
ン
さ
　
　
ク
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
　
イ
め
キ
「
ン
ウ
ウ
ク
ツ
キ
つ
ン
イ
イ
キ
ン
ウ
ウ
ン
セ
ゼ
ソ
ソ
ソ
つ
ソ
ま
タ
タ
ダ
チ
チ
そ
テ
テ
ト
ド
ド
は
ネ
と
ヒ
ヒ
ヒ
フ
フ
つ
こ
ベ
ベ
か
べ
つ
ホ
ボ
ボ
す
ミ
ミ
い
リ
リ
リ
リ
リ
リ
わ
ル
つ
レ
つ
レ
ロ
ロ
ロ
ア
エ
う
イ
エ
エ
エ
エ
オ
オ
オ

字
漢

選
然
争
相
速
続
卒
孫
隊
達
談
治
覆
底
停
的
徒
努
堂
働
熱
飛
費
必
　
　
不
夫
付
粉
別
　
　
変
便
包
法
望
　
　
末
脈
民
勇
利
陸
良
料
　
　
　
輪
類
冷
歴
連
練
老
労
録
圧
易
移
因
永
衛
液
演
往
応
恩

4
婆
4
嬢
4
喋
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
嘆
4
4
4
4
　
　
4
4
4
4
4
　
　
4
4
4
4
4
　
　
4
4
4
4
4
4
4
4
　
　
　
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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書
送
到

38

X0

X0

T8

W6

W4

V7

R2

S9

S9

S9

U8

U8

T5

R5

S1

S2

T8

T2

V8

U5

Q3

S5

X
7
5
5
3
踏
3
5
5
4
5
4
騒
併
研
銘
8
0
7
7
銘
η
％
4
1
7
1
η
妬
銘
留
駆
留
6
6
6
6
6
0
斑
6
3
4
3
4
8
6
5
5
5
6
Q
6
8
6
2
3
3
3
7
4
1
7
0
6
9
5
1
4
2
6
5

貯
刻

30

T9

V5

V1

桙
U
7
4
4
1
3
5
9
5
7
5
4
6
4
鈴
5
1
3
2
5
0
4
5
4
4
5
6
6
4
4
7
3
5
4
8
5
0
7
0
3
9
5
7
5
2
6
7
5
5
4
8
6
5
5
5
6
1
8
3
5
7
3
8
5
7
2
0
6
7
7
4
刀
4
5
6
5
6
7
7
3
4
7
3
5
4
3
6
7
6
2
6
4
5
8
4
6
5
6
4
6
7
4
7
2
4
6
6
1
5
2
2
8
7
5
4
2
4
6
4
1
5
0

上
博

躍
蒲
嶽
課
講
翻
號
翻
講
翻
槻
識
飛
謝
識
蹴
謙
撫
講
號
謙
隔
躊
謝
翻
癖
謙
禦
蹴
灘
講
課
蛎
謝
翻

み
読

度
達
到

ゆ
5
渇
洛
5
　
。
0
沿
ゆ
β
渇
ゐ
　
9
0
ゆ
　
。
0
β
5
沿
ゆ
ゆ
5
ゆ
5
　
。
5
の
5
　
7
0
5
5
ゆ
の
ゆ
渇
洛
　
。
5
　
’
0
あ
ゆ
　
。
5
洛
ゆ
　
9
0
ゆ
　
。
5
β
ゆ
の
ゆ
ゆ
喬
　
’
0
の
ゆ
洛
5
ゆ
沿
5
　
。
0
の
5
5
洛
　
。
5
湿
　
’
0
沿
洛
6
5
9
9
9
9
7
0
9
5
9
6
9
8
7
7
9
1
田
9
1
9
6
9
6
9
0
6
8
7
5
8
7
9
0
9
5
8
8
7
8
7
2
8
2
叙
8
4
9
8
9
0
9
5
9
2
9
2
9
2
9
5
9
5
7
6
9
6
9
6
9
6
9
6
8
3
8
9
9
9
9
9
9
5
9
5
8
0
8
0
8
0
8
2
9
4
7
9
6
5
9
1
謎
9
6
9
4
9
4
9
1
9
1
9
3
7
1
8
3
6
3
8
7
9
6
9
5
8
6
9
8

騎
郊

30

X5

X4

U9

W6

X5

W1

T3

X0

V0

W3

W6

W9

X2

V3

V8

W0

W9

X2

W8

T0

T1

W1

U4

W8

X6

W6

X6

W7

W9

W7

X5

W9

V8

X6

X6

W9

X7

W5

X7

X3

X6

X3

X2

W5

X2

W7

U2

X3

X0

V9

W0

S3

X3

V6

W8

X5

X3

X2

W3

W4

U0

W9

W3

W6

W1

W8

臆
硫
語
国

題
問
査
調

み
読
研
議
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
る
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
て
碓
景
河
諦
欝
決
決
決
格
格
確
慣
る
劉
術
義
久
居
可
す
興
味
均
句
群
験
験
験
件
件
る
在
人
護
紙
暑
査
護
在
雑
雑
集
護
流
す
譜
る
識
問
藷
収
習
鶏
序
知
常
仮
結
結
運
過
定
年
快
解
解
解
性
性
正
翌
寄
規
技
正
永
住
許
許
復
興
平
俳
大
経
経
経
事
事
限
現
飼
保
漂
講
鉱
検
検
実
現
混
混
混
蚕
酸
賛
支
示
志
教
似
知
質
校
感
吸
修
祝
手
準
順
承
非

庁
化
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
師
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
技
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
技
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
成
出
す
を
最
る
識
質
奢
謝
入
理
賀
　
　
備
序
知
堂
　
果
果
溌
ぎ
価
賀
活
解
解
釈
格
格
確
慣
る
則
量
務
久
贋
可
す
奮
味
均
い
群
済
験
営
件
件
り
在
人
護
い
演
撫
査
査
際
在
雑
雑
草
仮
効
結
運
過
定
祝
快
理
誤
解
資
入
正
習
寄
規
測
義
永
往
許
許
興
興
平
は
大
経
経
経
事
条
限
現
個
保
厚
講
鉱
検
調
実
現
混
複
雑
蚕
酸
賛
支
示
志
測
似
知
性
校
感
収
修
祝
術
準
順
承
非

議
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ざ
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
ウ
　
　
　
一
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
一
う
　
　
る
　
　
　
　
　
ウ
ウ
ク
ツ
ン
．
　
ウ
ウ
り
　
　
　
　
…
　
　
イ
イ
イ
イ
ク
ク
ク
ン
一
　
　
　
　
ユ
ヨ
ヨ
る
ウ
ヨ
ン
　
　
ン
イ
イ
イ
ン
ン
ぎ
ン
　
　
　
つ
ウ
ウ
　
　
　
イ
イ
ツ
ツ
ツ
い
ン
ン
　
め
こ
　
　
　
キ
ツ
ヤ
ヤ
ユ
ユ
ユ
ユ
ユ
ヨ
ヨ
ヨ
か
カ
カ
カ
す
カ
ガ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
よ
キ
ギ
ギ
キ
キ
キ
ゆ
コ
キ
キ
ク
グ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
か
ゲ
コ
ゴ
あ
コ
コ
サ
サ
サ
ザ
ザ
ザ
ザ
か
サ
サ
シ
し
こ
シ
に
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
ジ
ジ
ジ
シ
ジ

字
漢

仮
果
　
河
過
価
賀
快
解
　
　
格
　
確
慣
寄
規
技
義
久
居
許
　
興
　
均
句
群
経
　
　
件
　
限
現
個
護
厚
講
鉱
査
　
際
夜
雑
　
　
蚕
酸
賛
支
示
志
師
似
識
質
舎
謝
収
修
祝
徳
準
序
承
常

5
5
　
　
5
5
5
5
5
5
　
　
　
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
　
　
5
5
5
5
　
　
　
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
5
　
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

き

53．0

68．e

0
0

0
∩
ン

7
「
6

1年上

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
5
5
0
4
i
8
7
9
9
9
7
7
3
3
6
3
3
8
9
4
0
2
2
4
5
8
3
3
3
3
1
1
2
6
3
3
6
2
9
3
3
5
i
1
1
1
8
3
1
8
6
玉
8
1
0
8
6
5
4
3
6
4
4
6
4
9

2
8
8
6
6
7
7
3
4
4
4
5
5
4
5
3
3
5
5
6
5
2
4
1
5
4
8
3
5
5
5
6
6
4
8
8
4
6
2
3
7
7
3
6
5
5
5
4
7
5
1
5
5
3
6
5
5
6
5
5
4
2
6
6
5
2
5

（イ寸）集言十表（3） ：文化庁調査と国語研調査一　135



既
μ

認
認
認
認
認
認
認
認
認
器
玲
認
認
認
認
認
認
繋
認
認
認
m
認
認
銘
認
器
認
認
認
認
認
㎝
認
鷲
5
畦
4
8
8
8
8
4
3
7
3
4
4
5
5
8
4
6
6
6
5
4
3
7
4
2
2
3
3
3
4
6
6
5
8
3
7
7
4
7
8
8
4
5
5
3
4
5
4
7
6
8
2
8
8
8
8
3
5
4
3
8
7
4
4
3
7

き
書

度
達
到

蠕
翻
嬬
撚
粥
翻
翻
禦
翻
謂
蹴
蹴
郡
駕
棚
郡
糊
蹴
翻
鶏
翻
躍
㈲
翻
講
翻
鼎
祝
翻
謝
糊
端
翻
脚
翻
翻

階
郊

2
0
7
3
0
5
0
7
9
9
8
8
0
8
5
2
2
3
0
8
5
8
0
2
5
7
8
三
6
G
3
2
至
2
8
0
2
0
8
8
4
0
3
2
2
6
0
4
1
8
7
4
5
8
0
2
8
6
8
7
9
7
8
9
9
5
3
3
6
6
6
3
8
6
3
3
6
3
4
5
5
6
7
4
5
5
5
4
4
4
7
6
4
3
3
4
3
7
5
7
7
6
4
5
6
3
6
5
6
3
6
6
5
6
6
4
6
5
7
4
6
9
8
7
4
6
6
4
7
4
4
4
3
6

ゆ
3
殴
洛
ゆ
ゆ
ゆ
渇
洛
3
　
7
4
つ
の
河
3
沿
洛
5
　
。
5
洛
5
ゐ
渇
β
3
3
冷
3
5
5
沿
渇
』
　
。
0
5
3
ゆ
0
藩
ゆ
渇
β
湿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
ゆ
ゆ
4
渇
ゆ
ゆ
沿
5
　
。
5
沿
洛
洛
渇
　
。
9
洛
洛
瀞
漏
沿
ユ
洛
あ
の
9
9
9
4
騒
9
7
9
8
9
8
9
8
9
0
9
5
9
3
9
6
9
1
η
η
9
2
9
8
9
7
儀
田
9
8
8
5
8
8
8
9
9
3
8
8
7
4
9
5
皿
9
5
9
5
9
3
a
9
9
9
3
9
3
別
9
8
凪
8
6
9
0
9
8
9
8
9
2
9
7
解
5
4
8
7
9
6
9
8
9
9
9
6
照
8
8
0
0
9
8
9
8
9
8
8
8
9
6
田
9
2
9
8
鎌
7
8
9
5
餌
9
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

み
読

段
μ
度
達
郵

髄
錆
銘
認
齢
鴇
鍵
謡
鍵
齢
齢
㎝
麗
認
醜
騰
認
瀧
認
認
認
鱒
”
龍
舗
繋
認
総
詑
鷺
篇
認
認
㎝
器
鷺
9
9
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
7
8
9
9
9
8
8
9
8
9
9
9
7
8
9
8
9
9
8
8
9
8
9
8
9
9
8
8
9
9
9
9
9
6
8
9
9
9
9
6
8
9
9
9
9
9
9
8
9
0
9
8
9
5
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至

酵
照

4
9
8
6
9
7
5
9
5
6
Q
7
G
5
3
6
6
9
6
6
3
爆
9
2
ユ
9
4
6
6
8
8
5
5
6
6
2
3
3
6
6
6
9
7
6
3
8
2
8
7
7
1
1
3
5
9
6
5
9
6
6
2
6
3
2
8
5
5
7
7
9
9
8
9
9
8
9
9
9
8
9
8
9
9
8
8
8
9
8
8
8
9
9
6
9
7
9
6
9
5
9
9
9
9
9
8
7
8
7
8
8
9
9
喋
9
8
7
9
9
7
9
9
9
9
9
8
9
9
9
8
6
6
8
7
9

距
さ
書
研
語
蟹

題
醐
情
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
色
色
る
　
　
　
　
訪
　
　
　
　
褐
猿
る
瀕
　
鷲
る
謝
款
魏
鎚
義
す
る
禍
る
励
　
る
　
　
料
　
隷
饗
備
臨
る
だ
趾
議
る
巽
巽
隷
す
　
謁
栃
ず
う
織
な
治
治
濤
中
造
つ
が
て
設
え
や
入
　
　
造
造
像
増
も
　
　
動
す
　
　
ち
法
　
　
　
て
く
合
神
つ
燃
　
　
　
る
比
し
し
料
準
準
つ
活
け
婦
の
符
を
の
べ
護
護
護
膏
ぐ
か
た
求
　
　
綿
出
る
明
む
そ
を
か
政
政
政
集
製
も
あ
つ
建
買
う
吸
臣
製
製
想
が
ま
す
行
築
る
た
方
　
　
　
た
轟
場
精
も
の
能
能
破
を
美
美
肥
の
の
に
生
か
護
代
切
花
鈴
た
保
保
保
報
防
さ
は
要
う
の
輸
余
説
に
し
獅
や
の
の
の
を
を
を
が
会
を
で
を
を
大
を
を
を
水
を
貸
で
建
張
に
な
領
領
を
に
な
の
を
機
才
才
を
さ
に
に
に
会
会
俵
い
を
看
跨
の
に
薪
を
を
を
を
に
を
を
を
な
迷
ん
に
が
を
常
れ
で
だ
本
本
本
神
品
任
績
接
ル
銭
先
素
理
品
品
来
の
則
を
体
を
を
敵
当
統
統
像
功
淡
立
任
行
の
の
束
き
常
常
木
動
動
を
し
布
は
戸
復
様
級
妾
子
子
子
親
さ
易
務
理
に
と
国
金
容
非
う
糸
お
日
日
磁
精
商
資
成
直
ビ
金
祖
酸
総
商
商
未
塀
規
本
団
家
胸
強
適
大
大
銅
成
特
独
資
飛
絵
絵
約
大
非
非
植
煙
運
米
貧
毛
姉
江
往
仏
学
弁
迷
迷
迷
爾
寒
貿
義
無
道
ふ
外
お
内

題
問
嶽
調

み
読
研
語
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
綿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臣
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
　
　
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
領
鎮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
　
　
婦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
ん
常
情
る
質
治
治
治
神
造
任
績
接
設
銭
先
素
理
造
造
橡
の
則
す
体
築
る
敵
当
統
統
豫
く
別
立
任
料
能
能
る
べ
常
常
料
構
備
に
し
宿
護
士
復
様
集
当
護
護
護
告
さ
易
務
理
う
と
出
る
容
非
表
織
性
政
政
政
精
製
嚢
繊
直
建
金
損
酸
総
製
製
想
剰
規
貸
鴎
建
張
強
適
大
大
銅
導
特
独
費
燃
才
才
破
比
非
非
肥
準
準
俵
貧
毛
看
武
往
仏
編
弁
保
保
徐
報
寒
貿
義
無
迷
ふ
輸
余
内

庁
化
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
物
　
　
籔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銭
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
ま
常
情
織
質
政
癒
党
神
造
任
績
接
備
五
先
素
し
造
造
豫
す
躍
す
体
築
る
　
　
す
統
統
　
　
く
に
立
任
料
力
率
る
べ
非
常
料
癒
舗
　
　
し
布
婦
士
復
さ
集
嶺
険
存
護
報
ぐ
易
務
日
う
　
　
入
る
容
異
隅
毛
性
諸
政
政
精
製
貴
成
応
設
十
祖
酸
総
製
構
想
増
規
貸
錺
建
張
敵
適
火
系
鋼
轟
特
独
貴
燃
能
能
破
比
是
非
肥
準
設
簸
貧
毛
夫
武
往
仏
編
弁
保
保
保
竃
防
貿
義
無
迷
綿
輪
余
内

調
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
る
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
う
　
　
　
る
ウ
ウ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
す
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
一
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
一
　
　
　
一
ヨ
ヨ
一
イ
イ
イ
イ
イ
イ
キ
キ
ツ
ツ
ン
　
　
　
ウ
ウ
ウ
ウ
一
ク
一
ン
ク
　
キ
キ
ウ
ウ
ウ
ち
ク
ク
ン
ン
ウ
ウ
ぶ
ら
　
　
　
　
　
　
わ
ず
　
　
　
　
ク
と
ン
ン
　
　
　
　
ウ
せ
ウ
　
　
　
よ
た
　
　
ま
ウ
ジ
ジ
お
セ
セ
セ
セ
セ
セ
セ
セ
セ
セ
セ
ソ
ソ
ソ
ゾ
ゾ
ゾ
ま
ソ
か
ダ
チ
は
テ
テ
ト
ト
ド
み
ト
ド
ニ
ネ
ノ
ノ
や
く
ヒ
ヒ
ヒ
ビ
ビ
た
ま
フ
フ
ブ
フ
ほ
ヘ
ベ
ホ
ホ
ホ
ホ
ふ
ボ
ム
ム
ま
わ
ユ
あ
ヨ

字
漢

常
情
織
性
政
　
　
　
精
製
貨
績
接
設
銭
祖
素
総
造
　
　
像
増
則
貸
団
築
張
敵
適
統
　
　
銅
導
特
独
任
燃
能
　
　
破
比
非
　
　
肥
備
　
　
俵
貧
布
婦
武
復
仏
編
弁
保
　
　
　
報
防
貿
務
無
迷
綿
輸
余
容

5
5
5
5
5
　
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
5
　
　
5
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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書
遡
到

騒
　
覧
鍮
訟
篭
覧
撚
押
脚
陪
器
覧
漁
凪
既
旺
訴
訟
翌
凪
砿
蟹
器
鉱
脈
塁
器
総
既
陰
認
器
財
姐
隙
暗
器
豊
山
訟
脆
瞼
凪
砿
戴
α
L

酵
郊
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調　査 問　題 読　み 書　き
L→← 諏観
1災 字 日　訓

文化庁 翔語研読み 国語研書き 文化庁 到達度 1年上 文化庁 到達度 1年上

6 拝 ハイ 拝見 拝見 お手紙を拝見する 78 79．5 84．5 38 30．0 16．0

6 否 ヒ 否定 否定 うわさを否定する 70 77．0 89．5 53 46．0 51．0

6 奮 フン 興奮 興奮 興奮がおさまる 80 92．G 89．5 38 38．G 3ア．0

6 陛 ヘイ 皇后陛下 薩下 天皇陛下 90 76．0 74．5 38 31．0 22．0

6 補 ホ 候補 候補 学級委員の候補 70 82．0 90．G 38 24．0 27．0

6 盟 メイ 瞬盟 同盟 岡盟をむすぶ 97 95．5 94．5 63 67．0 54．0

6 訳 ヤク 通訳 通訳 英語の通訳をする 82 9三．5 95．0 48 55．0 57．O

6 欲 ヨク 欲望 食欲 食欲の秋 78 93．5 91．5 50 45．G 40．0

6 律 リツ 法律 法律 法律をまもる 98 98．0 99．0 80 61．0 57．0

6 臨 リン 酪時 臨時 騒時に休樂する 88 92．5 94．0 42 5G．0 51．0

6 論 ロン 討論 討論 学級会で討論する 83 86．0 88．5 75 56．0 38．0
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第5章　小学校に配当されている漢字（2＞

　　　1年上・2年上・4年上の学年の児童・生徒を調査した結果

第1節　1年上・2年上・4年上の学年の児童・生徒を調査した理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　この章では、定着度調査の結果の一部について述べる。定着度調査は、第2章第3節で説明した

ように、その一部として、小学校各学年の配当漢字について、それぞれその配当学年の！年上・2年

上・4年上の学年の児童・生徒を対象にして、音訓別読み書き調査を行うものであった。それぞれの

漢字の配当学年より上の学年の児童・生徒を対象にして調査を行った理由は、次の2つある。

　・第4章第1節で見たように、小学校学習指導要領は、それぞれの漢字について、最初に指導する

　　学年を定めている。しかし、その学年でその漢字の学習を終了することは期待されていないと考

　　えられる。むしろ、その学年よりも上の学年で、その漢字の学習を深めることが期待されている

　　と考えられる。したがって、現在の漢字の学習段階配当の効果を見るには、第4章で述べた到達

　　度調査だけでは不十分であると思われた。

　・教育面の上で見ると、戦前から、学力の剥落ということが指摘されてきた。これは、「いったん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　習得したかにみえる学力が、数年たつとかさぶたのようにはげ落ちるj現象のことである。漢

　　字の読み書きの場合、書きにおいて、小学校在学中に成績の停滞が生じている、と報告している

　　　　　　　ヨ　　調査がある。このことからも、到達度調査だけでは不十分であると思われた。

　　定着度調査では、それぞれの漢字の配当学年の4年上の学年の児童・生徒まで調査した。それよ

　りも上の学年の児童・生徒を調査しなかった理由は、そうするまで調査の規模を大きくすることが

　できなかったためである。

　　調査の結果を見るときには、到達度調査の結果と関連させて見ることにする。表5－1に、到達度

　調査と定着度調査について、調査した漢字、調査対象の児童・生徒の学年、調査を実施した時期（月）

　をまとめた。

　　　　　　　　表5一・1　調査漢字・調査学年・調査時期（月）

定着度調査
到達度調査

1年上 2年上 4年上

調査時期（月） 5月 11月 1廻 11月

1年配嶺漢字 小学2年生 小学2年生 小学3年生 小学5年生

2年配当漢字 小学3年生 小学3年生 小学4年生 小学6年生

3年配当漢字 小学4年生 小学4年生 小学5年生 中学1年生

4年配当漢字 小学5年生 小学5年生 小学6年生 中学2年生

5年配当漢字 小学6年生 小学6庫生 中学1年生 中学3年生

6年配受漢字 中学1年生 中学1年生 中学2年生 高校1年生
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　これらの調査は、実施した年度が違うし、また、問じ児童・生徒を対象にしたわけでもない。し

かし、これらのことを無視して言うと、図5－1に示すように、到達度調査と1年上とは、同じ学年

だが、6カ月離れている。そして、1年上と

2年上の問は1年、2年上と4年上の間は2

年離れている。（この章では、この図に示す

ように、到達度調査を到達度と略して、定着

度調査の1年上・2年上・4年上の学年の児

童・生徒を対象にした調査を、それぞれ1年

上・2年上・4年上と略すことにする。）

図5－1　到湿度・1二上・2年上・4年上の関係

鋼　　1　　　　　2　　　　　　　　　　　4

達　　年　　　　年　　　　　　　　　　年

度　　上　　　　　上　　　　　　　　　　上

1一一

〔注〕　1．定着ということばは、ある学習内容がある学習者によって保持されている状態を指すときに

　　　　使われる。そして、ふつう、下の学年で学習した内容が定着しているかどうか問題にされる。

　　　　そこで、下の学年で学習した漢字・音訓の習得率を見るこの下位調査の名前に、このことば

　　　　を使った。

　　　2．申内敏夫「学力とは何か」岩波新書、昭和58年、58ページ。

　　　　　ちなみに、学力の剥落ということばは、芦田恵之助によって、尋常小学校卒業後の学力の低

　　　　下のはなはだしいことを指して使われたのが最初である。「かの教授した漢字数が減じ、数学・

　　　　理科等の法則を忘却する類を摩滅といふならば、それは摩滅ではなくて、剥落といふべきで

　　　　ある。児童の日常生活に融合しない知識は、さながら糊で紙をはりつけたようなもので、糊

　　　　の力がゆるめば、直ちに剥げ落ちてしまふ。之を思ふと、現今の小学校に於て法則・事実を

　　　　注入し、さながら糊付けのような教授をしてみることが少くない。」（芦田恵之助「読み方教授」

　　　　大正5年（1916年）。ただし、井上敏夫・倉沢栄吉・野地潤家・飛田多喜雄・望月久貴編「近

　　　　代国語教育論大系5」光村図書出版、昭和50年、16ページより引用した。引用にあたって、

　　　　1日字体は、現行の字体に直した。）

　　　3．日本教職員組合と国民教育研究所が、昭和50年～51年にかけて行った調査が、このような報

　　　　告をしている。日本教職員組合・国民教育概究所「学力実態調査一その結果と分析」国民教育、

　　　　29号、昭和51年を参照。

第2節　調査結果

　表5－2・表5－3・表5－4・表5－5に、習得率の平均値とSD（標準偏差）を示した。この表のなかの文

字のレベルの平均値・SDとは、1つ1つの漢字の習得率をもとにして、この表のそれぞれの場合に

ついて計算した平均値・SDのことである。そして、音訓のレベルの平均値・SDとは、1つ1つの

音訓の習得率をもとにして、文字のレベルの場合と岡じように、この表のそれぞれの場合について計

算した平均値・SDのことである。いずれも、　ag　4章のときと岡じである。
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表5－2平均値とSD一読み文字のレベル

漢
字
数

到
達
度

1
年
上

2
年
上

4
年
上

92．7 93．5 96．3 98．6

全　　体 996

7．2 7．5 6．1 3．5

93．5 96．0 97．8 99．3

1年配当漢字 76

5．5 3．8 2．0 0．8

2年配当漢字 145
94．9 96．4 97．6 99．2

4．1 2．7 2．0 0．8

3年配当漢字 195
93．2 94．5 96．9 98．8

5．9 5．2 3．4 1．7

93．3 92．8 96．9 98．6

4年配当漢字 195

5．5 5．9 3．3 1．6

90．6 91．6 95．4 98．0

5年配当漢字 195

7．3 7．3 5．0 2．8

92．0 92．1 94．4 98．1

6年配当漢字 190
1α8 12．1 1L5 7．1

　　　　　　　各駅、上段が平均値、下段がSD

表5－4平均値とS◎　　剥き文字のレベルー

漢
字
数

到
達
度

1
年
上

2
年
号

4
年
上

66．2 62．6 73．6 86．0

全　　体 996

17．2 19．7 17．2 12．2

88．3 89．6 95．2 98ほ
圭年配当漢字 76

8．6 7．9 荏．5 2．6

2年配当漢字
75．7 77．0 84．8 93．1

145
12．6 11．7 9．5 5．4

3年配当漢字
67ほ 63．5 75．7 88．8

195

14．7 16．0 13．4 8．1

64．1 56．4 71．0 83．3

4年配当漢字 195

14．1 15．9 14．8 11．3

5年配当漢字
57．6 53．3 63．9 79．3

195

15．5 17．3 圭7．2 13．2

60．4 56．0 66．9 82．3

6年配当漢字 190
18．4 21．3 18．3 14．2

各欄、上段が平均値、下段がSD

音
訓
数

到
達
度

1
年
上

2
年
上

全　　体 2003
76．0 79．5 86．3 9

26．7 24．2 19．8 生

1年配当漢字 237
58．2 66．2 77．6 8

35．9 33．6 27．8 三

2年配当漢字 367
69．3 75．5 82．4 9

32．0 29．0 24．9 1

3年配当漢字 415
75．2 79．8 86．9 9

25．5 22．6 17．3 1

4年配当漢字 362
82．0 81．9 89．3 9

20．2 20．3 15．9 玉

5年配当漢画
80．8 83．3 88．6 9

326
18．0 16．5 14．3

296
87．0 87．3 91．1 9

6年配当漢字
15．3 16．1 14．0

表5－3平均値とSD一読み音訓のレベルー一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93．　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k2．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89．　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］．7．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92．　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］．4．　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94．　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉0．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94．　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96．　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．　3

　　　各欄、上段が平均値、下段がSD

表5－5平均値とSD　　書き音訓のレベルー一

音
訓
数

到
達
度

1
年
上

2
年
半

4
年
上

53．5 52．4 64．4 79．5

全　　体 2005
24．荏 23．9 22．6 17．6

1年配当漢字 237
54．9 61．2 74．4 86．3

35．1 32．4 27．2 19．◎

51．2 57．9 68．8 84．0

2年配当漢字 367
29．1 26．2 24．4 16．5

3年配当漢字
52．4 51．2 64．3 81．4

415

23．8 2L9 20．8 15．荏

55．7 47．8 62．7 75．2

4年配当漢字 362
18．7 19．2 18．8 17．3

50．1 46．5 55．2 71．9

5年配当漢字 326
18．4 18．8 20．7 18．4

57．4 52．3 63．4 79．3

6年配当漢字 298
18．8 21．9 19．9 15．9

各欄、上段が平均値、下段がSD
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　小学校配当漢字全体について見るζとにしよう。図5－2と図5－3は、小学校配当漢字全体について、

平均習得率をグラフに表したものである。次の2つのことは、第4章で見た到達度だけでなく、1年

上・2年上・4年上のどの場合にも言える。

　・読みよりも書きのほうが、平均習得率は低い。ただし、到達度・1年上・2年上・4年上になる

　　ほど、読みの平均習得率と書きの平均習得率との違いが小さくなる傾向がある。（「読みの平均習

　　得率」に対する「書きの平均習得率」の割合は、文字のレベルの場合、到達度71．4％、1年上67．0％、

　　2年上76．4％、4年上87．2％であり、音訓のレベルの場合、到達度70．4％、1年上65．9％、2年上

　　74．6％、4年上84．8％である。）

　・文字のレベルと音訓のレベルで、平均習得率に違いがある。つまり、同じ漢字でも、音訓によっ

　　て習得率に違いがある。ただし、到達度・1年上・2年上・4年上になるほど、文字のレベルの

　　平均習得率と音訓のレベルの平均習得率との違いが小さくなる。（「文字のレベルの平均習得率」

　　に対する「音訓のレベルの平均習得率」の翻合は、読みの場合、到達度82．0％、1年上85．0％、

　　2年上89．6％、4年上95，0％であり、書きの場合、到達度80．8％、1年上83．7％、2年上87．5％、

　　4年上92。4％である。）

　さて、到達度・1年前・2年上・4年上の平均習得率を見ると、読みと書きとで、次のような違い

が見られる。

　・読みの場合、文字のレベル・音訓のレベルとも、到達度・1年上・2年上・4年上と対象学年が

　　上になるほど、平均習得率は高くなる。4年上では、文字のレベルの平均習得率は、上限に近い

　　98．6％である。そして、音訓のレベルの平均習得率は、93．7％である。

　・書きの場合、文字のレベル・音訓のレベルとも、到達度・1年上・2年上・4年上と対象学年が

　　上になるほど、平均習得率が高くなる傾向がある。しかし、読みの場合と違って、文字のレベル・

　　音訓のレベルとも、1年上の平均習得率が、到達度の平均習得率よりも、わずかながら低いとい
　　　　　　　　　　1　　；
　　う現象が見られる。（文字レベルで3．6％、音訓のレベルで1．1％低い。）そして、4年上で、文
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　　字のレベルの平均習得率86．0％、音訓のレベルの平均習得率79．5％というように、どちらも読み

　　に比べると10％以上低い。

　このことを、配当漢字ごとに見ることにしよう。図5－4・図5－5・図5－6・図5－7・図5－8・図5－9は、

配当漢字ごとに平均習得率をグラフに表したものである。読みの場合は、どの配当漢字も、到達度・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ1年上・2年上・4年上と対象学年が上になるほど、平均習得率が高くなる。書きの場合も、対象

学年が上になるほど、平均習得率が高くなる傾向がある。しかし、文字のレベル・昔訓のレベルとも、

読みよりは低い。そして、1年配当漢字・2年配当漢字以外の漢字は、文字のレベル・音訓のレベル

とも、1年上のほうが到達度よりも平均習得率が低い。書きの「1年上の平均習得率」と「到達度の

平均習得率」の差を計算すると、表5－6のようになる。

表5－6　書きのFl年上の平均習得率」と「到達度の平均習得率」の差

1年配当漢字 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6年配当漢字

文字のレベル 十1．3％ ＋1．3％ 一3．6％ 一7．7％ 一4．3％ 一4、4％

音訓のレベル ＋6．3％ 十6．7％ 一1。2％ 一7．9％ 一3．6％ 一5．1％

　このことに関して、次の2つの疑問が生じる。

　・読みと違って、なぜ書きでは1年上のほうが到達度よりも平均習得率が低いのか。

　・なぜ低学年配当漢字（1年配当漢字・2年配当漢字）と中学年配当漢字（3年配当漢字・4年配

　　当漢字）・高学年配当漢字（5年配当漢字・6年配当漢字）とで、違いがあるのか。

　残念ながら、ここでは、この2つの疑問に答えることができない。しかし、第3章第3節で述べた

ように、この調査では誤答を分類して集計した。誤答を分析することによって、いくつかの理曲を推

測することができるかもしれない。今後の課題としたい。

　ここで言えることは、このことが、少数の漢字・音訓の習得率が低くなったことによって起きたこ

　　　　　　　　　　　　　　　るとではないということだけである。表5－7・表5－8・表5－9・表5－10は、習得率の度数分布表である。

表5－7度数分布　一一読み文字のレベルー

到　達　度 1　年　上 2　年　上 4　年　上

今0．0－100．0 771　77．4％ 815　81．8％ 929　93．3鮪 979　98．3％

80．0－89．9 171　17．2飴 139　14．0鶉 50　　5．0％ 12　　1．2％

70．0－79．9 39　　3．9％ 26　　2．6覧 8　　0．8％ 2　　0．2覧

60．0－69．9 11　　1．1％ 8　　0．8％ 5　　0，5覧 l　　o．1％

50．0－59．9 1　　0，1％ 4　　0．4％ 1　　0、1％ 1　　0，1％

40．0－49．9 1　　0．揚 2　　0．2鮪 1　　0．1馬 0　　0．0％

30．0－39．9 1　　0．1％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 1　　0．1％

20．0－29．9 1　　0．1覧 1　　0．蝿 1　　0．1％ 0　　0，0覧

10．0－19．9 0　　0．0覧 1　　0．1覧 1　　0．1覧 0　　0．0％

0．0－9．9 0　　0．0覧 0　　0．0艶 0　　0，0瓢 0　　0，0％

合　計 996　100．0騰 996　100．0覧 996　100．0％ 996　100．0鴨

144　第5章　小学校に配当されている漢字（2）



表5－8　度数分布 読み音訓のレベル

到　達　度 1　年　上 2　年　上 4　年　よ：

90．0－100．0 918　45．9％ 1024　51，2飴 1326　66，4％ 1674　83．8％

80．0－89．9 351　17．6覧 339　17．0覧 257　12．9％ 150　　7．5騰

70．0－79．9 167　　8，3鶉 176　　8．8％ 123　　6．1騰 73　　3，6覧

60．0－69．9 118　　5．9覧 98　　4．9鶉 83　　4．1％ 41　　2．0覧

50．0－59．9 98　　4．9晃 90　　4，5鶉 59　　2，9％ 25　　1．2％

40．0－49．9 87　　4．3飴 71　　3．5％ 52　　2．6％ 16　　0．8覧

30．0－39．9 65　　3．2馬 64　　3．2％ 32　　1．6覧 8　　0．4％

20．0－29．9 61　　3．0覧 49　　2．4覧 31　　1．5飴 9　　0．4％

1Q．0－19．9 66　　3，3脆 45　　2．2％ 23　　1．1覧 6　　03覧

0．0－9．9 72　　3．6％ 47　　2。3％ 17　　0．8％ 1　　0，0％

合　計 2003　100．0覧 2003　100．0％ 2003　100，0％ 2003　100．0％

表5－9　度数分布　一瞬き文字のレベル

到　達 度 1 年 上 2 年　上 4　年 上

90．0－100．0 88 8．8覧 95 9．5覧 200 20．1騰 487 48，9覧

80．0－89．9 158 15．9％ 135 13．6覧 225 22．6％ 276 27，7鴨

70．0－79．9 196 19．7覧 159 16．0％ 196 19．7％ 136 13．7鴨

60．0－69．9 215 21，6覧 157 ！5，8覧 155 15．6覧 51 5．1％

50．0－59．9 161 16，2脂 188 18．9％ 123 12，3覧 32 3．2覧

40．0－49．9 105 ！0．5％ 11ウ 11．9％ 55 5．5覧 8 0，8覧

30．0－39．9 59 5．9％ 96 9．6覧 28 2．8覧 4 0，4覧

20．0－29．9 12 1．2騰 36 3．6％ 12 1，2鴨 1 0．賜

10．0－19．9 2 0．2覧 8 0．8％ 1 0，1覧 1 0．1％

0．0－9．9 0 0．0鮎 3 0．3覧 1 0．1覧 0 0，0覧

合　計 996 100．0％ 996 100．0騰 996 100．0覧 996 100．0％
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表5一・10度数分布一轡き音訓のレベルー

到　達 度 1 年 上 2 年　上 4　年 上

90．0－100．0 99 4．9％ 113 5．6鮪 258 12．9鴨 717 35．9％

80．0－89．9 205 10。2覧 198 9．9％ 341 17．0％ 499 24．9鶉

70．0－79．9 292 14．6騰 227 11．3％ 334 16．7％ 327 16．3髄

60．0－69．9 322 16．0馬 246 12．3覧 301 15．0％ 182 9．1％

50．0－59．9 278 13．9飴 329 16．4％ 268 13．4覧 140 7．0％

40．0－49．9 226 11．3鴨 256 12．8％ 187 9．3％ 61 3．0覧

30．0－39．9 212 10．6％ 255 玉2，7覧 ！3娃 6．7覧 39 ！．9％

20．0－29．9 132 6．6覧 174 8．7％ 91 4．5％ 22 1．1鶉

10．0－19．9 125 6．2麗 122 6．1％ 64 3．2％ 15 0．7％

0．0－9．9 114 5．7鮪 85 4．2覧 27 1．3覧 3 0．1覧

合　計 2005 100．0％ 2005 100、0覧 2005 100．0％ 2005 100．0穐

書きの場合を見ると、文字のレベル・音訓のレベルとも、1年上のほうが到達度よりも分布の中心（最

頻諮問）が下の区間にある。

　そして、表5－11・表5－12・表5－13・表5一一14は、それぞれ、到達度と1年上・2年上・4年上とのク

ロス集計表を、1つの表に結合したものである。その学年で到達度よりも習得率が高くなった漢字・

音訓が多いほど、分布が右にかたよることになる。そして、到達度のそれぞれの区間の漢字・音訓の

平均値が、1年上・2年上・4年上でどの区：間に移ったかを示すために、それぞれ平均値のある区間

に下線を引いた。

　さて、この節の後に、習得率順の漢字表を掲載する。音訓についても、習得率順の集計表を載せる

べきなのであるが、スペースの関係でできない。表5－12・表5－14から分かるように、4年上で習得率

の低い音訓は、到達度でも低い。そこで、4年上で、読みの習得率が90％未満の音訓と書きの習得率

が60％未満の音訓を一覧することにした。これは、全体の約1割の音訓を一覧しようという目安を立

てたことからである。しかし、区間の切れ目のよいところで選んだので、結果的に、読み329音訓・

書き280音訓を一覧することになった。そして、岡じ配当学年の漢字は、最：初にく〉の中にその配当

学年を示してまとめた。また、1年上・2年上のどちらかで、読み90％以上または書き60％以上の

音訓には、下線を引いた。
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〈読み〉

・80％台（150音訓）

〈1＞下しも学薪　金一7三み
一丁’一 ﾝつ
）
一
子ス　四よん七シチ手シa上赫　森シン生ゲ　生劉　生なま赤

セキ ﾔ色　千七ン早ソウ村ソン町か　稲デン土トニ凝　入いる木こ林リン＜2＞家ケ問妻い帰キ

必携　計射　元ガン三軒　工ク交蕩　交角じ交多る行嵩　高たか弱珍　西サイ晴セイ走ソウ通撃

冬トウ米マイ歩翻明麓明齢明が　明孚力’鳴メイ楽ラク〈3＞飲イン温濫寒カン起キ宮か

橋か　苦iEht軽ケイ幸擁　細サイ持もつ　守シ”受2か住野　重㌘　助ジ’章㌍　整慧の整誘　御

面すみ直ジキ直雛追ツイ定炉韓ろ配乏ば病S，負フ平ひら撚な問とう由ユ葉ヨウ＜4＞醗こ

加舘　芽が喜キ　語頭　挙？“が　漁即　欠袈　昨サク試凝ろ成なる　勢㌶　折おり争砦　帯響　治鏡

治難　低綬　輪リン練ねる　老創　〈5＞易騨　営雛　寸感　居kg群禁　険髄　効きく耕騨　妻サイ

蚕蓼　収鋸　修雛　祝顔　述論　除酒　除？ぞ　責芸め　設編　退タイ　退裂　肥手や　肥εや　備慧　俵ξわ

富素敵撃　綿メン綿わた率縫　留望　〈6＞壱仔我われ拡妙　干カン巻まき供とも敬鍔　降＝“

俗ゾク尊滋著チヨ頂渋

・70％台（73音訓）

〈1＞空2け空から牽ジ’1八や 八やつ　八よう　木ボク　六む 六むつ　〈2＞引イン顔ガン広＝o　寺ジ 自

蒐　首シ“新碧　親筐　声セイ晴野　知チ 米ペイ用漉里リ 〈3＞化轡　次つぐ持ジ 取シ”植

㌍　三郎　注磐　油点　放離　有ある　路じ く4＞改醜た関せき競ケイ刷する参墓い借顔　宿やど

折おる節ふし説とく低y，〈的まと伝勢　包＊v養鵬　冷工め　冷蔚　連毯　く5＞興’ウ構麩　溝二

面サ 採とる志爵ろ志翫ろ収繋　修箋　称顔　絶郭　退誌ぞ断霧毫任手か追回　備舘　富とむ

留禁　く6＞危蠕　供鷲　弐＝

。60％台　（41音訓）

〈1＞気ケ 出シaツ正弊　正まさ赤鍵ら足凶 日ジツ　文モン　カVk　〈2＞夏力 外瀧　原ゲン語欝

血鷲　秋t／＝　春努　親鴇　雪セツ　昼か　風かざ　明駅　く3＞係㌘　幸St；指さす　負おう　緑少　〈4＞改

鶉た覚弊　管くだ　欠かく唱慧　臣シン低溢　費駕　不ブ 〈5＞快量♂経へる善よい肥こえ〈6＞勧

蕩私セ芒

・50％台（25音訓）

〈1＞右ウ 雨ウ 立ね
日 下霧　上野　生野　足たる　〈2＞雲ウン絵カイ外野　計図　社碧し組ソ 頭

ズ 買バイ半欝　明総　〈4＞覚薯め　宿斜　三野　治チ 連雛　〈6＞后コウ　縮雛　背せい

・　40％台（16音訓）

〈1＞一イツ空あくロク 糸シ 石ダ　本もと名駅　〈2＞外ほか記野　玉顔　色シキ〈3＞仕君　息ソク

反掌和オ 〈5＞蚕サン

・30％台（8音訓）

〈1＞足たす　〈2＞戸コ 明あく＜3＞細魚〈5＞在ある預ヨ ＜6＞是ゼ 一三

。20％台（9音言川）

＜1＞下手だ　生動　〈2＞行ゆく読トク読トウ分ブ 〈3＞開あく苦辛　反そる
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・10％台（6音訓）

〈1＞十と 上窪馨　上撃ぽ　自しら　〈4＞費£Σ　〈5＞燃もす

・0％台（1音訓）

〈4＞栄liiる

〈轡き〉

・50％台（140音訓）

〈1＞一一イツ森シン生Σけ生野生野八や 文モン木こ 本もと　　〈2＞雲ウン　　絵カイ　　タ＄＃／s　　教奪憲　　ヨ三

勢　後のち　交鴛　考：’　T）色シキ　雪セツ　知チ 分鴬　分紗　分挙　〈3＞温魏た　幸急　祭蓬つ　指芋　持

ジ

取シユ待クイ注営　悲ヒ 表漉わ負おう返球放弊　問とん有ある様ヨウ緑野　〈4＞栄難

貨力 改鏡た改鶉た　覚カク覚蔚　覚㌍　喜キ 喜臨　救著く漁㍗　共とも郡グン固欝　初野　照

計　臣シン成なる清セイ静セイ節ふし達タツ治難　治劉　停テイ的まと票か　夫7 付㌘辺撃

便研　輪リン輪わ 冷碧冷郭録ロク〈5＞易欝永酔臥エイ仮かり寄よる寄がIHgn居いる

興コウ群グン醜れ潔ケツ効きく支シ 祝勢　騒動　述郷　除ジ’　除？ぞ　称計　製セイ　設擁　絶禁

善ゼン　退暑　築チク　築きず　適テキ　得える　任手か　版ハン肥罰　肥こえ　｛”mS2”俵ξオ’余類　余軒　預ヨ

預諺　預麓　留乞め　＜6＞映墓つ　延禦　看カン勧蕩　丸ガン　危キ 勤舘　厳訟后＝”」降＝“7鋼コウ

裁響垂禁是ゼ 奏ソウ尊鶴尊像暖麩た暖艀拝ハイ槽 補携朗助

・40％台（61音訓）

〈1＞音ね 糸シ 十と 正まさ　石デ　足奪り　大綾　八やつ　〈2＞家｛’ 外野　交f“じ寺ジ 社摯組
ソ 池チ 昼か　鳴メイ　＜3＞温熱た軽ケイ港コウ次つぐ深シン息ソク着斜　直鶴　放学　く4＞旗発

救か　参毫い試誌ろ省計　勢セイ三碧治醜治劉　費諮　費駕付つく尊師練ねる〈5＞三弦ン

寄キ 経へる講］o蚕サン蚕ぎい衆診述炉責薯め肥郭富とt「務舘〈6＞延祭危就供慧

供とも　敬鍔　穀＝7　寒梅　片かた　棒＊’V

・30％台　（39音一lll　）

〈1＞臓ク 上野　足たる　〈2＞記幹　計鱈　戸’ 声セイ皆野　読トク半姦か　分ブ 〈3＞守戦　寒山ン

反論和’t 〈4＞旗キ 挙禦　欠禁　刷する　省野　唱慧　成なす　折おり貯fy敗慧　包n；’）連爺

〈5＞河かわ三葉績セキ絶㌍絶たつ浬1瑳か肥㌍〈6＞映㌍勤酒蒸ζヨ奮奪る陛ヘイ

・20％台（22音訓）

〈1＞円三る気ケ 空あく上訴　〈2＞交が　交罫　読トウ　〈3＞係㌘　仕鴛　選民　反そる　〈4＞挙禽が

欠かく　産舷　説とく努能　〈5＞券ケン　再サ 採とる在ある修畿〈6＞縦診

・10％台（15音訓）

〈1＞空心　上野　足たす　〈2＞外ほか　〈3＞代タイ代㌘　放矯　〈4＞栄緊　岡三　く5＞解与か構撃　収

舘　賊難　留炉　〈6＞弐二

・0％台（3音訓）

〈2＞明あく　　＜5＞躍又妻墓　　善よい
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〔注〕　L第4章で行ったのと同じ手順で、小学校配当漢字全体について、到達度と1年上とで平均値の

　　　　差の検：定（両側検定）をしたら、文字のレベルでは、1％水準で有意差が認められたが、音訓の

　　　　レベルでは、有意差が認められなかった。

　　　2．4年配当漢字は、例外である。文字のレベル・音訓のレベルとも、1年上のほうが、到達度よ

　　　　りも、わずかながら平均習得率が低い。しかし、1と同じ手順で平均値の差の検定（両側検定）

　　　　をしたら、文字のレベル・音訓のレベルとも、有意差が認められなかった。

　　　3．1と同じ手順で、3年配当漢字以上について、配当漢字ごとに1年上と到達度の平均値の差の検

　　　　定（両側検定）をしたら、3年配当漢字の音訓のレベル以外は、どの場合も1％水準または5％

　　　　水準で有意差が認められた。

　　　4．1つ1つの漢字・音訓を見ると、習得率が高くなったものもあれば、その反対に習得率の低く

　　　　なったものもあるというように、さまざまである。表5－15は、1つ1つの漢字・音訓について、

　　　　1年kの習得率と到達度の習得率の差を計算して、その度数分布をまとめたものである。習得

　　　　率の低くなった漢字の割合が多いので、結果的に平均習得率が低くなったということになる。

ge5－15　1年上の習得率と到達度の習得率の差の度数分布

文字のレベル 音訓のレベル

50．0～59．9 0　　0．0覧 2　　0．1％

40．0～49．9 0　　0．0鶉 2　　0．1鮎

30．0～39．9 0　　0．0％ 19　　0．9覧

20．0～29．9 5　　0．5覧 52　　2．6鶉

10．0～19．9 59　　5．9冤 214　10．7覧

0．0～　9．9 316　31．7覧 670　33．5覧

一〇．1～一9．9 370　37．2覧 614　30．6覧

一10．0～一19．9 203　20．4覧 345　17．2乾

一20．0～一29．9 40　　4．0鮪 81　　4．0％

一30．0～一39．9 3　　0．3騰 6　　0．3％

合　計 996　100，0％ 2005　100，0覧

（付）習得率順漢字表

　第3章の後の集計表には、音訓の習得率（音訓のレベルの習得率）だけを掲載した。そこで、ここ

に漢字の習得率（文字のレベルの習得率）を掲載する。ただし、スペースと使用の便を考えて、表5－7・

表5－9の度数分布表に対応する形式で示した。そして、訓じ学年の配当漢字は、岡じ段にまとめた。

また、段のはじめの数字は、配当学年である。
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（9読み

音
臆
測
十
生
足
土
木

夏
外
教
脚
継
継
室
色
星
羅
昼
冬
南
分
明
来

育
露
寒
急
銀
県
号
歯
守
集
勝
整
待
帳
都
内
板
壁
放
油
流

位
加
｛
元
紀
挙
郡
固

年

回
金
三
手
正
直
田
文

科
貫
京
戸
行
才
時
場
海
草
茶
瓶
読
風
妹
曜

意
横
豊
国
局
決
港
指
主
週
商
微
対
細
魚
童
坂
自
象
由
落

闘
自
覚
加
給
軍
験

4

円
休
左
車
水
先
天
百
六
雨
露
校
七
人
州
町
奴
林
右
気
目
耳
森
千
虫
白
力
｝
学
五
字
上
赤
中
年
立

何
絵
魚
原
光
今
自
少
亜
走
竹
点
道
父
毎
用
遠
海
牛
元
交
黒
毒
書
数
組
知
店
同
番
北
友
雲
会
帰
計
広
国
紙
春
図
前
地
弟
頭
半
方
野
引
圓
記
形
工
谷
愚
秋
親
船
池
逓
答
麦
母
夜
話

医
園
角
客
曲
血
幸
始
者
習
消
進
打
注
鉄
動
反
秒
返
薬
様
和
暗
駅
階
期
業
軽
向
使
写
終
昭
深
他
着
庭
等
発
表
平
役
陽
路
安
泳
開
起
橋
係
公
死
実
拾
助
神
族
短
定
登
畑
氷
物
問
葉
列
悪
運
界
岩
去
兄
湖
仕
式
州
暑
身
息
炭
丁
湯
配
鼻
福
面
洋
礼

以
央
各
希
救
区
健
衣
塩
害
願
求
極
建
案
栄
械
観
議
競
結
愛
英
改
関
機
鏡
欠

花
見
糸
小
石
中
年
立
火
犬
四
女
夕
男
入
目

画
汽
近
語
合
市
首
新
霊
台
朝
答
麦
母
夜
話
歌
顔
玉
後
黄
止
弱
心
切
体
鳥
東
売
歩
門
理

飲
荷
岸
球
兄
湖
死
実
終
昭
深
他
注
都
内
板
負
万
遊
両
院
化
館
宮
君
庫
仕
式
州
助
神
族
着
鉄
童
坂
品
放
有
旅

印
害
願
救
軍
固
殺
胃
械
観
求
区
験
材

上
年
2

下
月
子
出
脊
大
B
名
音
空
山
十
生
村
二
本
王
金
三
手
正
足
土
木
円
休
左
車
水
早
鰯
文
雨
九
校
七
人
先
天
百
六
右
気
口
耳
森
翅
町
八
林

家
問
強
午
高
算
社
食
晴
太
長
当
買
米
毛
里
夏
外
教
古
考
作
塞
色
星
多
昼
冬
馬
聞
鳴
楽
科
貝
京
戸
行
才
時
場
声
草
茶
電
南
分
明
来
何
絵
魚
原
光
今
自
少
西
走
竹
点
読
風
妹
曜
遠
海
牛
元
交
黒
寺
書
数
組
知
店
道
父
毎
用
雲
会
帰
計
広
国
紙
春
図
前
地
弟
同
番
北
友

員
温
感
級
具
欝
細
事
受
暑
身
息
短
庭
動
反
病
勉
由
流
育
屋
寒
急
苦
研
祭
次
酒
所
申
送
炭
定
等
発
秒
返
薬
落
意
横
活
究
銀
県
根
詩
取
重
植
金
題
丁
登
畑
表
平
役
様
和
医
園
角
客
局
決
号
歯
守
住
乗
線
第
追
湯
配
氷
物
問
賜
路
暗
駅
階
期
曲
血
港
指
主
集
勝
整
代
直
島
波
鼻
福
面
葉
列
安
泳
開
起
業
軽
向
始
者
週
商
世
対
調
投
農
美
服
命
洋
礼

委
課
関
議
極
健
最
位
加
管
機
競
建
菜
囲
億
漢
器
鏡
結
差
以
央
官
旗
協
芸
膏
衣
塩
完
紀
共
景
康
案
栄
覚
季
漁
型
候

｝
学
五
字
上
赤
虫
白
力

引
囲
記
形
工
谷
思
秋
親
船
池
通
頭
半
方
野

悪
運
界
岩
橋
係
公
使
写
習
消
進
打
帳
度
肉
悲
部
味
予
緑

愛
英
各
希
給
郡
功

上

気
校
七
水
早
田
文
花
口
耳
入
先
天
百
火
五
字
森
翔
町
八
六

画
汽
近
語
国
寺
書
数
組
知
店
道
父
毎
用
歌
顔
玉
後
合
紙
春
図
前
地
弟
同
番
北
友
家
問
強
午
黄
思
秋
親
船
池
通
頭
半
方
野

運
界
期
局
県
祭
次
受
暑
神
族
直
島
配
氷
平
由
流
飲
荷
趨
曲
決
根
詩
酒
所
身
息
調
投
波
鼻
物
薬
落
院
化
岩
業
血
号
歯
取
重
申
送
帳
度
肉
美
福
間
様
和

英
覚
季
極
験
参
辞
印
各
希
競
健
察
試
胃
害
願
鏡
建
殺
司

年
1

音
見
糸
上
赤
虫
白
力
王
犬
四
小
石
中
年
立
円
刃
子
女
夕
男
入
旨
雨
金
山
鵠
青
大
欝
名
右
休
三
手
生
村
二
本
一
九
左
車
正
足
土
木

夏
外
教
古
高
止
首
薪
雲
台
朝
答
麦
母
夜
科
貝
京
戸
行
算
弱
心
切
体
鳥
東
売
歩
門
話
何
絵
魚
原
光
作
社
食
晴
太
長
当
買
米
毛
理
遠
海
牛
光
交
才
室
色
星
多
昼
冬
馬
聞
鳴
里
雲
会
帰
計
広
今
時
場
声
草
茶
電
南
分
明
楽
引
癬
記
形
工
黒
自
少
西
走
竹
点
読
風
妹
曜

育
温
館
橋
係
港
指
守
往
植
全
注
都
内
悲
服
面
腸
路
意
屋
感
球
兄
向
始
者
集
乗
線
着
鉄
童
板
部
命
葉
列
医
横
寒
級
慰
公
使
写
週
勝
整
題
庭
動
坂
負
味
洋
礼
暗
園
活
急
具
庫
死
実
習
商
盤
第
定
等
反
品
万
予
緑
安
駅
角
究
苦
言
仕
式
終
消
進
代
丁
登
発
病
放
遊
両
悪
泳
階
客
銀
研
細
事
州
昭
深
対
追
湯
畑
秒
勉
有
旅

委
械
観
漁
結
材
史
位
加
関
給
芸
最
氏
囲
億
管
議
景
菜
士
以
央
漢
機
型
差
残
案
塩
官
器
軍
康
産
愛
栄
完
紀
区
功
散

休
山
出
石
中
年
力
気
三
手
夕
男
入
立

画
汽
計
交
今
時
食
雪
地
店
読
分
明
理
歌
顔
形
広
黒
自
色
切
池
弟
遵
風
妹
楽

運
角
究
鴛
向
始
守
所
深
題
鉄
童
悲
服
問
様
和
飲
界
客
具
公
使
者
重
神
第
庭
動
板
部
颪
陽
路

英
覚
季
競
健
昨
司
印
各
希
鏡
建
材
史

度
達

花
校
車
青
大
環
碧
火
口
七
生
村
二
名
音
五
耳
水
足
土
本

家
闘
玉
工
国
寺
少
晴
体
朝
岡
父
毎
曜
夏
外
強
語
谷
紙
書
星
太
鳥
頭
番
北
友
科
貝
京
午
合
思
春
声
多
長
答
半
方
野

院
荷
期
銀
庫
死
写
住
植
対
定
等
坂
負
命
葉
列
育
化
起
局
言
仕
実
週
乗
息
丁
登
反
品
味
洋
礼
意
屋
岩
業
研
纈
式
習
勝
送
直
湯
発
病
万
予
緑

胃
害
願
給
芸
最
氏
委
械
観
救
景
菜
士
位
舳
関
議
型
差
残

鋼

王
見
字
人
早
田
木
円
犬
糸
森
先
天
文

何
絵
魚
古
黄
止
秋
西
草
昼
東
売
母
夜
遠
海
牛
芦
高
箕
首
数
走
茶
当
買
歩
門

医
横
館
橋
県
祭
事
終
商
全
調
島
畑
秒
勉
遊
両
暗
園
感
球
血
根
次
州
消
線
帳
投
配
氷
平
有
旅

囲
億
管
機
郡
康
産
以
央
漢
器
軍
候
参

雨
月
四
小
千
町
八
一
金
子
女
赤
虫
白
六

雲
会
帰
原
行
作
祉
図
前
竹
冬
馬
米
毛
引
圏
記
元
光
才
室
心
船
知
電
南
聞
鳴
話

安
駅
寒
級
軽
号
歯
受
昭
世
注
度
波
鼻
物
由
流
悪
泳
活
急
兄
港
指
酒
暑
進
着
都
肉
美
福
薬
落

案
塩
官
旗
区
功
察
愛
栄
完
紀
極
験
殺

1

2

3

4

台
幌
9

上
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察
姉
初
成
浅
速
談
典
念
票
別
満
陸
歴

液
価
慣
久
訓
限
構
際
志
授
招
制
設
像
断
導
犯
貧
弁
務
留

可
看
吸
敬
己
刻
聡
捨
縦
傷
聖
創
探
頂
難
俳
閉
幕
羊
朗

上

殺
司
順
真
説
象
単
的
熱
筆
兵
末
利
例
刷
史
宿
信
節
想
達
停
毒
必
粉
牧
浴
冷

益
過
幹
逆
句
絹
耕
採
示
謝
序
職
接
造
団
銅
破
評
編
未
略
衛
河
刊
義
禁
検
厚
妻
支
舎
準
織
績
総
態
統
能
俵
仏
暴
率

沿
巻
弓
径
厳
鋼
策
射
従
笑
寸
窓
担
兆
届
背
陛
枚
幼
臨
延
干
疑
系
源
降
裁
磁
就
将
推
奏
宅
庁
糖
肺
奮
棒
優
律

年

材
氏
周
臣
折
倉
隊
底
働
費
副
望
養
令
最
士
種
焼
積
栢
帯
低
堂
飛
応
法
要
類
録

営
果
額
技
均
険
効
災
賛
質
術
情
責
素
貸
適
燃
備
複
貿
容
永
仮
確
規
興
券
護
再
酸
識
述
常
税
祖
損
敵
任
肥
復
防
預

映
株
貴
筋
権
紅
済
誌
宗
諸
垂
洗
藤
忠
討
拝
腹
忘
郵
裏
羽
割
揮
勤
憲
皇
座
詞
樹
署
仁
泉
存
宙
党
派
秘
亡
訳
覧

菜
残
借
賞
席
争
孫
腸
灯
飯
付
短
勇
輪
労

因
恩
格
寄
境
件
慨
査
雑
児
祝
状
製
善
属
程
独
非
武
豊
余

宇
閣
机
郷
兼
孝
砂
視
需
処
針
染
臓
仲
展
脳
批
訪
矢
卵

4

差
塵
失
照
静
然
卒
貯
努
博
夫
便
約
量
老
告
散
辞
唱
勢
選
続
置
徒
倍
不
変
民
料
練

移
応
解
基
許
潔
故
混
罪
似
衆
条
精
銭
測
提
徳
比
富
報
輸
易
往
快
眼
居
経
減
鉱
財
資
修
証
政
絶
則
張
得
版
婦
墓
迷

域
革
危
胸
穴
好
困
姿
若
純
蒸
専
蔵
値
痛
納
否
宝
模
乱
遺
街
丸
供
劇
誤
骨
私
釈
熟
城
宣
操
暖
賃
認
晩
補
盟
翌

康
参
試
省
清
戦
側
治
伝
敗
標
辺
脈
良
連

圧
演
賀
歓
旧
群
現
講
在
師
収
承
性
養
増
築
特
覇
布
保
無
領

異
灰
簡
泣
警
呼
穀
至
尺
縮
障
誠
層
段
潮
乳
班
片
密
欲

司
順
清
選
続
置
徒
倍
不
変
罠
料
練

液
価
慣
久
潔
個
災
志
収
証
政
善
属
適
燃
備
仏
暴
略

可
看
吸
敬
誤
砂
詞
就
笑
聖
層
段
潮
認
晩
宝
模
乱

上

史
宿
成
戦
側
治
伝
敗
標
辺
脈
良
連
氏
周
真
浅
速
談
典
念
票
別
満
陸
歴

益
過
幹
逆
経
故
再
示
謝
招
性
絶
測
敵
任
肥
複
貿
率
衛
河
刊
義
群
減
査
酸
舎
序
鋼
舌
則
程
独
非
復
防
容

沿
巻
弓
径
呼
囲
視
樹
将
寸
創
探
頂
乳
班
補
盟
翌
延
干
疑
系
己
骨
姿
若
諸
推
窓
担
兆
難
俳
片
密
欲
論

士
種
僑
説
象
単
的
熱
筆
兵
末
利
例

営
果
額
技
句
現
混
罪
質
準
職
接
増
提
徳
比
武
豊
余

映
株
貴
筋
源
穀
私
釈
署
垂
奏
宅
庁
届
背
閉
幕
羊
朗

年

残
借
焼
節
想
達
停
毒
必
粉
牧
浴
冷

永
仮
確
規
禁
限
鉱
財
識
術
織
績
像
張
得
版
婦
報
輸

羽
割
揮
勤
権
刻
冊
尺
処
針
洗
尊
忠
糖
肺
奮
枚
幼
臨

産
失
賞
折
倉
隊
底
働
費
副
望
養
令

因
恩
格
寄
均
検
構
在
児
述
情
責
造
断
特
判
布
墓
迷

宇
閣
机
郷
憲
降
策
捨
純
蒸
泉
存
宙
党
拝
腹
棒
擾
律

2

散
辞
照
積
相
帯
低
堂
飛
府
法
要
類
録
参
試
省
席
争
孫
腸
灯
飯
付
包
勇
輪
労

移
応
解
基
境
険
厚
際
似
祝
常
税
総
団
導
犯
貧
保
無
易
往
快
眼
許
券
効
採
資
衆
状
製
素
態
鋼
破
評
弁
務
領

域
革
危
胸
穴
紅
裁
射
熟
城
染
臓
仲
展
派
秘
忘
郵
裏
遺
街
丸
供
劇
皇
済
磁
縮
障
専
蔵
値
痛
脳
批
亡
訳
覧

察
姉
初
静
然
卒
貯
努
博
夫
便
約
量
老

圧
演
賀
歓
旧
件
護
妻
師
修
条
精
檀
貸
統
能
俵
編
未
留

異
灰
簡
泣
警
好
座
誌
縦
傷
宣
操
暖
賃
納
否
訪
矢
卵

照
折
象
置
徒
博
粉
脈
料
労

恩
確
逆
券
混
似
準
性
祖
敵
任
肥
弁
無

街
危
郷
憲
降
冊
若
笑
専
臓
仲
展
俳
宝
模
乱

上

省
積
想
治
伝
倍
副
牧
良
老
初
席
相
談
典
敗
夫
望
利
練

応
格
義
件
厚
師
徳
鋼
絶
断
独
非
仏
務
演
解
技
経
効
酸
述
織
奮
団
徳
比
複
未

灰
丸
胸
穴
紅
策
捨
将
聖
蔵
値
痛
背
補
盟
翌
可
簡
供
劇
皇
裁
射
諸
寸
操
暖
賃
肺
片
密
欲

順
静
争
隊
的
念
不
法
浴
歴

液
賀
寄
群
護
財
祝
情
接
属
得
版
復
暴
領

延
看
泣
警
好
済
磁
署
垂
層
段
潮
脳
閉
幕
羊
朗

年

宿
成
然
帯
停
熱
標
便
養
例

営
価
基
訓
個
在
謝
常
績
増
特
判
武
貿
留

映
巻
吸
敬
誤
座
誌
処
針
窓
探
頂
認
腹
枚
幼
臨

周
真
選
卒
底
毒
票
変
要
冷

永
過
眼
句
故
際
舎
状
責
像
導
犯
婦
防
率

羽
干
弓
径
呼
砂
詞
純
蒸
奏
損
兆
乳
秘
棒
優
律

1

種
信
戦
続
低
堂
必
辺
勇
令

困
河
歓
禁
現
妻
質
条
製
造
銅
破
布
豊
容

宇
株
疑
系
己
困
視
縦
城
洗
宅
庁
難
批
忘
郵
裏

借
焼
説
側
腸
灯
飛
別
約
類

移
果
幹
均
検
再
識
招
精
総
統
能
俵
墓
輸

域
割
貴
筋
源
骨
姿
就
障
泉
尊
忠
届
晩
亡
訳
覧

失
賞
節
速
貯
努
飯
兵
民
輪
録

易
仮
刊
久
険
査
児
序
政
素
適
燃
備
保
迷

異
閣
机
勤
権
刻
私
樹
傷
染
存
宙
糖
斑
訪
矢
卵

初
席
争
孫
的
念
標
法
浴
連

恩
額
久
検
妻
児
証
責
属
蒋
判
武
防
留

街
危
勤
権
刻
姿
就
障
洗
宅
兆
乳
奮
密
欲

度

順
静
然
卒
停
熱
票
便
養
歴
宿
成
選
続
底
毒
筆
変
要
例

応
確
逆
険
災
似
序
製
則
導
犯
婦
豊
率
演
格
義
券
査
師
準
精
像
統
破
布
報
容

灰
丸
郷
憲
降
私
樹
傷
泉
尊
庁
難
腹
幕
羊
朗
可
簡
胸
穴
紅
冊
若
笑
染
存
窟
届
秘
枚
幼
臨

周
真
戦
側
低
働
必
辺
勇
冷

液
解
技
件
厚
示
述
致
総
敵
能
評
墓
輸

延
看
供
劇
皇
裁
捨
将
聖
臓
伸
糖
晩
棒
優
律

達

種
信
浅
速
腸
堂
飛
別
約
令

衛
賀
寄
経
効
酸
祝
性
素
提
燃
俵
保
迷

映
巻
泣
警
好
済
射
諸
寸
蔵
値
展
班
忘
郵
裏

失
臣
説
象
貯
灯
飯
兵
民
類
録

営
価
基
群
護
罪
謝
情
祖
断
任
備
弁
無

羽
干
吸
敬
誤
座
磁
署
垂
操
暖
痛
俳
亡
訳
覧

到

辞
焼
節
想
置
徒
博
粉
脈
輪
労
試
賞
折
倉
談
伝
倍
副
牧
料
老

永
過
眼
句
個
財
舎
常
雷
団
独
絶
仏
務
困
果
幹
禁
故
在
質
状
接
態
徳
非
複
未

宇
株
弓
径
呼
砂
誌
処
針
屡
段
賃
背
宝
矢
卵
域
割
疑
系
己
脇
詞
純
蒸
窓
探
潮
脳
片
模
乱

姉
照
積
相
隊
典
敗
不
望
利
練

易
仮
刊
均
現
際
識
条
績
貸
得
版
復
暴
領

異
閣
机
筋
源
骨
視
縦
城
奏
担
頂
認
閉
盟
翌

4

5

6

台
幌
9
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上
年
4

論

章
持

昨

綿
退
除
蚕

著
俗
拡
我
壱

称

弐

勧

后

是

上
年
2

千

刀

欄
昨
航
欠
挙
喜
改
勢
芽
臣
貨
唱

賛
冨
蚕
築
雑
退
講
損
耕
銭
絹
設
訓
承
興
授
居
支
綿

待

預
除

陛
需
兼
拡
我

称

討
著
俗
壱

弐

盾

勧

是

上
年
1

林
千
十
空
学
下

来
刀
市
谷
考

助
皮
主
農
幸
転
湖
柱
軽
短
宮
炭
岸
打
役
開
他
返
員
章
表

協
臣
筆
共
唱
費
救
姉
働
連
求
昨
単
量
旗
航
達
陸
喜
候
孫
満
芽
固
倉
包
課
欠
浅
府
衣
郡
清
付

旧
鉱
授
測
富
規
講
資
期
貧
慣
構
志
善
評
額
耕
示
税
程
快
減
蚕
職
提
往
限
雑
証
張
略
益
潔
罪
衆
築
預
衛
境
採
修
態
報
圧
許
災
収
貸
編

尺
党
至
創
穀
宣
鋼
誠
論
孝
推
奮
揮
熟
否
革
縮
拝
沿
宗
派
遺
釈
納

油
待
拾
去

宋
刷
改
貨

銭
設
承
除
支
賛
絹
興
綿
居
損

陛
仁
従
厳
兼
拡
我

持

勢
憲
挙

余
退

著
壱

弐
討
俗
需

称

后

是

勧

度
達
到

湖
整
内
決
身
転
係
申
追
苦
章
柱
役
曲
助
短
放
階
集
代
返
開
取
打
表
温
主
他
皮
員
詩
族
農

協
唱
付
共
省
夫
漁
借
費
求
散
努
良
喜
刷
治
陸
芽
航
単
満
課
固
達
末
貨
結
帯
包
衣
欠
清
府

許
鉱
修
銭
比
旧
講
授
絶
鋼
規
構
資
税
適
略
歓
耕
志
制
程
預
慣
減
支
職
張
綿
河
潔
蚕
織
損
貿
往
訓
雑
承
測
編
移
興
再
招
増
蜜
庄
境
混
術
造
貧

鋼
創
孝
専
論
厳
宣
訪
貴
推
補
揮
縮
批
拡
釈
肺
革
尺
派
沿
策
党
遺
穀
忠

十
空
学

量
挙
改

衆
収
賛
採
限
絹
居
築
快
善
益
設

納
誠
熟
従
宗
至
兼
陛
我
否
壱
拝

勢
告

余
退
除

弐
討
俗
仁
需
后

著

称

是

勧

6

1

2

3

4

5

6

1

3

4

5

6

3

4

5

6

6

5

6

6

6

6

台
眺
9

台
眺
8

台
嘱
7

台
幌
6

台
幌
5

台
膓
4

台
膓
3

台
幌
2

台
幌
1
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（2｝轡　き

到　　達　　度 1　年　　上 2　　年　　上 4　　年　　上

90％台 一右円王下火花金月 一右雨円下火花気九 一右雨円音下火花気 一右雨円王音下火花
犬五目校三山子四車 金月見五口校左三蜘 九金空月犬見五目校 学気九休金空月犬見
十女小上森人水生夕 子四七車十女小上森 左三山子四糸琴七車 五礪校左三山子四糸
川村大男中土二B白 人水生夕川足大男中 手十出女小上森人水 字耳七車手十出女小

1 八文木本名 土二日白八文木本名 正生青夕石赤千月1先 上森人水正生青夕石
力林六 早足村大男中町天田 赤千州先足村大男中

土二日年白八文木本 虫町天闘土二日入年
名目力林六 白八百文木本名租力

林六

回会外問玉光高国寺 圓会外間玉元光高国 夏家圓会外間記京玉 引雲桓∫夏家歌回会絵
自春少心西体長冬東 寺自時色心西太体冬 形元原語広光行高国 貝夕事問言己牛魚京教強ミ
父米 東父米話 黒今作算思磨時社少 玉近形計元原戸古午

色食心数西前組草太 後語工広交光行考高
体地竹長朝冬東道父 合谷国黒今作箪止市
分米方北明野友理話 思寺自時…室社弱首秋

2 春書少場色食心新親
数西声星切雪前組走
草多太体台池地竹長
朝店電冬東答頭同道
読馬買半番父風分聞
米歩方北明毛門夜野
友用楽里理話

育兄公世了肉畑万面 育岩兄世品万面葉和 意育界岩具君兄血言 悪安暗意育員運横屋
公細所世全直度動内 温化界開：角活岩起期
肉畑品物万嘱由油葉 急級球業曲局苦具霜
和 兄係瓶県器湖公向根

細死使始指次事持式
写者主守酒州終習週

3 集住重所昭消植神進
世整全族対第題炭注
調直了定庭転都度登
動内肉配畑発反板美
秒品負部物平勉万味
命而問薬由油有葉流
両和

位央宿倍 位働倍 以位委英器給士史宿 愛案以囲位胃英栄塩
真成倍不府辺変民練 央力匪各関紀器型固最

材士史司種周宿真成
4 清静席積説戦然相想

側続単談治置的典伝
働催必標夫副粉兵別
辺変便法民約勇要利
類令冷歴連練

果性 比仏 瞬果技句故授政舌素 圧移因永営液果河過
仏 賀格基技久句現減故

5 慨再在罪質授術誕条
状性政接香絶素総増
則団徳比葬復仏弁保
豊防無容

羽割丸机好砂私若洗 羽割丸好砂私城仲乳 羽割丸机弓穴好砂座 異域羽映可我灰拡割
6 仲班宝 宝密 私若諸城針洗仲頂背 丸机責疑弓吸系敬穴

閉宝幕密 権源己呼誤好皇紅劾
骨砂座済冊私姿若樹
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到　　達　　度 1　　年　　上 2　　年　　上 4　　年　　上

90％台 宗　編　処　言者　城　≦；手　寸　洗　窓

6 存宅仲憲頂潮痛乳肺
背班秘腹閉宝訪亡忘
枚密模羊欲乱卵論

80％台 雨音気九休日左糸耳 音休空壁糸耳鳩青石 王学休字日延百立 早立
1 七二石丁丁足町’天目 丁丁先回・村町田年目
立力林六 立

引牛元原古語広行考 引何記牛京強形計古 引何海絵顔牛魚強計 遠科画海顔帰黄才晴
黒今作止思時社弱首 語工広行黒作舞止思 芦古工交考合止市寺 薄合茶昼通弟点フコ当南

2 色数前組草太竹朝答 社弱春書少数声前組 室弱首秋春書場瓢親 売麦母毎妹鳴来
同道分母方北門友楽 草竹長朝店電答道分 函声星雪走多台池通
理話 母方北明毛友楽 弟店点電刀答同馬買

聞歩母毛門楽里

意園界角活岩橋曲具 界具君係欝公細事州 員運歴化角活期急級 医院泳駅園荷感館岸
君血言細7酋藩冬習集所 所金題丁動内肉畑物 球業苦係県湖向号根 客究嘗橋銀軽研幸港
神全転度島動内秒品 平由陽 始指次事実者守州終 号祭詩実助章身深息

3 物平薬由葉両和 習集：重昭神深進題注 他打代短着柱追鉄投
調丁定庭鉄車云都登発 島等童農波坂悲表病
反板美負部平勉味命 服返遊予洋陽落列路
問薬流両

案委億加芽各器給協 委央給欠史宿真争相 愛案塩央加協軍景芸 委印億芽改械害完願
景菜史成静選争速続 辺変練 結健莱最：司順省信清 希季機給漁共協鏡競
伝働飛必標不変冷練 静席積説戦選然争相 軍景芸欠結建健候差
老 想速側続単治置伝飛 菜昨殺察散董姉試失

4 必標夫粉別法望約勇 借順初省照焼臣信節
利陸冷歴 浅選争倉速卒孫隊努

毒熱念敗飛費不府包
望末満脈養陸良量例
老

因永過価基久現舌導 果句現｛固遼犬童生致舌葬… 移永恩河緬賀刊基久 易益往応恩仮価快確
任非弁保無迷容 任非弁保豊無 現個在酸舎術状性絶 額刊逆居境興禁経件

団徳独任燃比非弁保 限厚混査災財雑酸賛
5 豊無輸容 師似児舎謝準序招常

織職精税責設造属断
提程銅導特独任燃能
破半弓擶富武未輸略領

映弓穴呼墨紅骨城針 映灰机弓穴源呼皇紅 映可吸系源呼皇紅畳 遺沿街閣株干巻簡揮
寸泉兆頂乳背閉亡忘 骨座若針寸泉洗宙背 縮泉存宅宙兆潮痛乳 泣供郷筋警憲策視誌
枚密 班秘1弱亡忘枚羊 肺班秘亡忘枚羊乱卵 磁射捨尺従熟将笑障

6 仁垂聖染泉屑操臓尊
担段暖値患著庁兆賃
糖難認納派晩否幕盟
矢訳優幼律

70％台 1 空字手正青千早虫頒 王学字手正虫天入
年百

イ可夏家字毎糸会貝顔霧己魚 夏家海絵顔魚原戸午 雲科歌画貝近午後谷 汽紙図知島曜
京強形計戸工交合才 考合谷今才室首秋食 才紙晴鳥頭読南売半

2 算市室書食薪図声星 薪星雪走多池地鳥刀 番風毎夜用
雪走多池鳥弟店電刀 頭同馬買売風聞門野
頭南馬買風聞毎里 来婁理
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70％台 安暗員運屋化開起急 意運駅園屋化活急級 悪安暗駅園横温荷開 飲階去決庫仕歯受暑
級県湖向号使始次事 橋曲苦甑根始次実者 感起客橋曲銀幸仕死 商勝乗申送待帳湯皮

3 式実者州重助昭消進 守終習週重消進調直 使詩持式写主酒週住 鼻氷福放役様旅緑礼
第注調直定板美負返 定転都度島登板美命 消植整息他対第着投
勉命油遊洋礼 薬遊流両 島配悲表秒服福有遊

予様緑列

愛以囲腎印英塩完共 愛案以億各器漁協芸 囲腎印億害各完関季 衣官漢管観議求区験
競型芸欠結健固差材 1績成清静積戦選然想 紀機議求漁競欠眠材 功康告残氏唱賞勢折

4 憂曳士氏司周頁初臣信真 速底的典伝飛必炎別 殺散残氏締周初臣浅 象帯低底徒灯堂飯筆
席説相想側卒談置典 法民冷 談低底的典堂働毒熱 牧浴料労
芙副別辺便法望勇要 敗費副兵便満要量令
利歴 連老

移恩仮賀逆興句個厚 移菌永恩仮価賀久故 圧易営応仮過格眼逆 演慣眼義均訓険検護
査再罪衛条状政責素 査再酸授責絶団導徳 居経件査似質準証条 効耕溝鉱妻際支示志

5 造団能比復仏豊 能布武未迷容 常精接造像増導特能 識収承舗銭祖像測損
備布武復防未迷綿留 退態張統得備評貧婦

墓報貿暴務迷綿余率
ｯ

可灰拡閣簡吸泣系源 域吸泣胸系己冊姿縮 域我灰街拡閣干簡貴 延革胸径兼降臨裁至
己困冊姿縞諸窓臓存 諸笑窓存宅兆頂乱卵 泣胸敬己刻済柵姿視 就純署傷推誠創蔵探

6 担値宙潮痛届秘矢羊 尺樹宗将笑寸窓臓担 討届脳俳批翌裏臨
探暖値著糖認腹訪模
訳幼欲律臨

60％台 1 学入 百

雲科歌画教近午後秋 雲科歌貝帰教近後交 遠汽帰教黄切船昼当
2 親晴船地茶昼売麦半 黄市場親図晴台茶通 麦妹鳴来
番歩明鳴毛夜野来 弟点当読南番歩毎鳴

夜

悪医飲駅横館客究宮 安曙医員横角館起宮 医泳館岸究宮決研港 寒取拾線
球局銀苦係研根仕歯 球県湖向一号仕死詩持 歯受暑章乗申線送待
詩持写主守週住乗深 式主酒集住昭神第注 代炭柱帳追湯等坂皮

3 整線送息題柱帳追庭 追投配発反秒負部勉 病返洋陽旅路
者搭湯登酉己発反坂鼻表 味油予様緑列
部服味問有予陽様流

衣覚関願希季紀喜機 衣胃英塩加害機競軍 衣改覚密漢観希喜挙 課覚挙極航刷参辞腸
漁極区建最昨産姉失 結健固菜最司姉周初 共鏡区型建康告差昨 博付

4 種省唱照清手責戦然低 臣信折浅側続置堂標 参産失種唱照焼折節
的徒堂毒熱念敗費筆 不便約勇要養利類老 倉象卒隊徒努念包良
兵包牧民約養陸類令
A

料輪類例労

圧営往応格確刊慣居 液河過刊基逆禁件厚 益液解慣興禁群効厚 解幹規許群絹採資修
禁件減故災在蚕酸賛 災在罪似舎術準造像 鉱再災罪雑賛志師謝 情貸敵犯肥俵複編

5 示似児質舎謝授祝述 特燃富復 収序招織税責設銭則
準証常絶祖像則断特 態提破判貧富率略
徳独燃肥備貧布窟防
未留

域宇沿街干巻揮胸筋 宇可街拡干簡貴筋権 異宇沿巻揮供筋警権 壱宇危勤劇厳孝詞釈
6 敬憲孝降刻座裁射尺 刻樹宗垂操探段値潮 降囲裁詞射捨処障垂 需縦宣専俗展党奮郵
樹宗署将笑聖操宅忠 痛難認肺腹訪模矢優 染操段忠届難納派俳 覧
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60％台　6 認納派訪幕盟模優幼
雛送･

幼 晩否盟矢優論

50％台 2 遠汽帰黄谷紙通点当
ﾇ妹用曜

遠画汽紙切昼麦半用
j

知茶曜

3

泳温荷期業港死指拾
居､植申他対代短着
S投等童波皮悲病福
侍H

温開感期客究業局銀
､港使指歯写暑助章
謳A申深整線息他代
Z着柱帳庭湯坂悲鼻
¥病服返問有落路

院飲去局軽庫祭助商
g打短童農波鼻氷放
似

4

栄改害観議求挙軍郡
ｱ功候康殺察参散試
?賞勢折節浅隊治腸
齠粕ﾑ粉浴良料量：例

J録

囲印芽械完官漢関願
G紀求共極区型景建
N告材昨察散産残士
℃ｸ種省席節説卒隊
k治低熱念敗費副粉
ｺ包望陸良料令歴連
J

栄芽願救極郡験功航
@試借賞孫灯飯筆付
q末養浴録

貨喜救郡達停票輪録

5

易益液河幹眼寄技義
ﾏ群経潔検効耕財雑
x識序織職精績銭増
ｮ損退提破俵武複編
譁¥輸預率

易営演往応解格確幹
ｵ技義屠興群経検耕
G賛支示志児識質謝
繒?証条’常銭祖増測
ｹ退断提独判備墓防
ｦ留

演快確額幹寄義境均
P険検限減護耕混妻
x示児述情職製祖総
ｪ損退噺築張銅肥評
w編墓貿暴余

衛寄旧潔祝述除称製
P築適版預

6

異我貴供勤径警権誤
|済至視誌捨従障垂
髏�n蔵尊探段暖著
｡党難肺俳晩腹訳郵
w?臨論

沿巻揮供郷径敬警憲
F困済視誌射捨従臓
S暖忠著糖届派俳否
許ｿ訳律臨

革疑郷勤径劇憲誤孝
|至誌磁従純署傷仁
юｹ誠宣専奏創麟蔵
ｸ展脳批奮片翌裏

看勧臆鋼是奏拝補朗

40％台 2 切台知 船知妹

3
院階感去決幸祭取受
ﾍ勝打待炭氷役旅緑

悪院欲泳荷去決：簾幸

ﾕ受捻商送打対待炭
S等福洋礼

寒取拾勝役

嘆

械官漢管鏡航刷辞借
ﾄ倉象孫帯達単努博
t府末脈輪

栄観希喜救郡験功差
ｫ唱照賞焼倉帯単腸
k灯飯府末量例

械管辞勢帯達腸博脈 旗

5

演快解規許訓券絹構
z混妻際志師招承情
ｧ税接設善測貸態築
G適銅得犯判評報貿
]略領

圧益眼許均訓限減護
�ﾈ採蚕修祝述招情
D職精税接設総則態
z張鋼破肥貧婦貿暴
ﾈ輸略領

往規許絹構採際財資
ｯ修承善貸程適得犯
U複報領

歓講蚕衆

6
延危疑郷后策磁就縦
?傷推誠専層俗賃討
ﾛ片欲朗

異我閣勤誤降策詞磁
ﾚ処署将傷推聖誠専
�w蔵展納晩片郵欲
?

遺延株看厳策就縦熟
�ｭ庁賃党討補郵覧
N

穀片棒

30％台 2 場

3 寒軽庫身族農 階岸軽取勝身族童農
坥ｷ

階族
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30％台
4
貨課告貯停票満 改覚管議挙鏡候制殺

Q試借勢象達努毒博
M付牧満脈浴輪録

課旗候剃停票 貯

5
衛額歓境険限護採収
C除称製総張程版婦
ｱ綿

快額寄規境潔険構鉱
ｬ際財師資衆制製績
P貸適統得俵評複編
�ｱ余預

衛旧蚕衆祝除制績属
G統務預

績

6
遺壱株看勧兼厳穀詞
�n純仁是奏展糖脳
q批奮陛補棒覧

遺革株危疑兼后鋼裁
且ﾟ縦熟純障仁宣奏
n尊庁脳奮棒翌覧朗
_

壱危兼盾穀釈陛 蒸陛

20％台 3 岸放 寒波皮氷役

4 旗救 旗航孫貯停票 貨貯

5 旧講資統 旧券絹講除承属敵犯
ﾅ

歓潔講称版 券

6 劇釈蒸弐 壱延看劇厳穀就蒸俗
ﾀ党討批陛補

勧需是拝棒

10％台 4 貨課

5 衆 衛歓程 券

6 革 需還拝 ；
弐

0％台 5 称

6 勧弐 弐

　　　　　　　　　　第3節　習得率と画数・使用率

　この節では、到達度・1年上・2年上・4年上の習得率と、画数・使用率との関係について見る。

ただし、分析を簡単にするために、画数と使用率の効果を別々に見ることにする。

第1項　習得率と画数

　漢字・音訓の習得率は、漢字・音訓の配当学年と調査の対象とした児童・生徒の学年にも大きく影

響されている。そこで、この2つの要因を加えて、画数の効果を見ることにした。

　第3章第5節で画数について設定した水準をそのまま使うと、漢字・音訓がない組み合わせが生じ

た。そこで、表5－16に示すように、水準を再設定した。新水準が、ここの分析で使う水準である。

表5・一16　画数の水準

画　　数 1～3 4～6 7～9 10～12 13～15 16～18 19～21 22～23

旧　水　準 1 2 3 4 5 6 7 8

新　水　準 1 2 3 4 4 4 4 4
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　さて、分析の対象とする要因をまとめると、次のようになる。（要因と水準を記号で表す。）

1．Al画数

　・A1：1～3画

　・Az：4～6画

　・A3：7～9画

　・A，：10～23画

2．B：漢字・音訓の配当学年

　・B1：1年配当漢字

　・B2：2年配当漢字

　・B3：3年配当漢字

　・B・：4年配当漢字

　・B・：5年配当漢字

　・　B6　：　6年間己当漢字

　　　　　　　且3．C：対象学年

　・C・：漢字・音訓の配当学年と同じ（到達度）

　・C・：漢字・音訓の配当学年よりも1年上（1年上）

　・C・：漢字・音訓の配当学年よりも2年上（2年上）

　・C・：漢字・音訓の配当学年よりも4年上（4年上）

　それぞれの要園の組み合わせについて、平均習得率を示したものが、表5－17・表5－18・表5－19・表

5－2eである。それぞれの表のいちばん下に、画数の各水準について、その平均習得率の平均値を示し

た。そして、図5－10・図5－11・図5－12・図5－13に、画数の各水準について、その平均値をグラフに表

した。どの場合も、画数が多いと、その平均値は低い傾向がある。そこで、上の3要因について分散

　　　　　　　分析を行った。その結果が、表5－21である。画数の主効果に関しては、読みの文字のレベル以外は、

どの場合も、1％水準または5％水準で有意差が認められた。（分散分析表は、表5－22・表5－23・表

図5一一IO

loe．e

ge．0

80．0

70．0

6e．0

50．0

40．0

30．0

20．0
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　e．o

　習得率と画数

読み文字のレベルー

。一一一一一一一〇一一一一〇

1　　　2　　　3　　　4

図5一11　　習得率と画数

　一読み音訓のレベル
loe．o

ge．0

80．0

7e．0

60．e

50．0

40．e

30．0

20．0

10．O

　e．o

aX－x．一一．o一一一一一一一〇

1　　　2　　　3　　　4
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5－24・表5－25に示す。F値の欄に付けた記号の意味は、表5－21と同じである。

　そして、グラフから分かるように、どの場合も、水準1（1一一　3画）と水準2（4～6画）の問が、

習得率にいちばん違いがある。

　また、読みよりも書きのほうが、画数の効果は大きいようである。

図5－12　　習得・率と画数

　　一露き文字のレベル

100．0

90．0

80．0

70．e

60．e

50．0

40．e

30．e

20．O

lo．e

　o．o
1　　　2　　　3　　　4

図5－f3　習得率と画数

　一斎き音訓のレベルー
IOO．0

90．O

so．e

70．0

6e．0

50．0

40．0

30．0

20．O

lo．e

　o．o
1 2 3 4

表5一・17画数と習得率一読み文字のレベルー

A卍 A2 A3 A4

B玉

P年配当漢字

C1　到達度C2　1年上

b3　2年上
b、　4年上

92．6

X5．1

X7．2

X9．2

94．5

X6．5

X8．1

X9．2

92．0

X5．5

X7．9

X9．4

97．5

X9．1

X9．2

P00．0

漢子　　76 22 37 15 2

B2
Q年配当漢字

C1　到達度
b，　1年上
b、　2年上
b4　4　上

91．2

X3．5

X4．5

X92

95．0

X6．5

X7．8

X9．3

9畦。7

X6．0

X7．2

X9．1

95．2

X6．8

X7．9

X9．2

漢字数　145 3 46 47 49

B3
R年漂己当漢字

C1　到達度C2　1年上

b3　2年上
b、　4年上

96．3

X5．2

X8．2

X8．3

93．0

X4．4

X7．1

X8．9

91．9

X3．5

X6．4

X8．7

94．3

X5．4

X7．3

X8．9

漢字数　195 2 35 72 86

B噌

S年配当漢字

CL　到達度
b2　1年上
b3　2年上
b4　4　上

95．5

X6．5

X8．5

P00．0

93．3

X2．4

X7．1

X8．6

93．1

X2．7

X7．1

X8．4

93．3

X3．0

X6．7

X8．7

漢字数　195 1 28 60 106

B5
T年配当漢字

C1　到達度C，　1年上

b3　2年上
b喧　4　上

90．0

X3．5

X8．5

X8．5

92．3

X3．3

X7．1

X8．8

91．4

X2．4

X5．8

X8．1

90．0

X1．0

X4．9

X7．8

漢ぬ　　195 1 22 46 126

B6
U年配当漢字

C止　到達度C、　1年上

b3　2年上
b4　4　上

96．8

X7．1

X8．3

X9．7

92．0

X1．1

X2．8

X6．4

91．7

X1．7

X3．5

X7．3

91．9

X2．3

X4．9

X8．8

漢字数　190 6 25 52 107

平　均　値 96．4 95．6 95．2 96．0
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表5－18画数と習得率一読み音訓のレベルー一

A夏 A2 A3 A4

B1

P年配当漢字

Cl　到達度C，　1年上

b3　2年上
b4　4　上

57．8

U6．3

V8．7

W8．5

60．1

U7．5

V8．2

X0．1

54．0

U2．4

V4．1

W8．9

68．2

V2．8

V7．8

X6．6

音訓数　237 84 103 47 3

B2
Q年配当漢字

C圭　到達度C2　1年度

b、　2年前
b4　4　上

63．5

V0．7

W1．5

X4．6

66．3

V3．6

W0．3

X1．7

71．4

V7．5

W4．6

X3、ユ

70．8

V6．1

W2．7

X2．1

音訓数　367 5 128 104 130

B3
R年配当漢字

CL　到達度C2　1年上

b3　2年上
b4　4　上

96．3

X5．2

X8．2

X8．3

74．5

V8．4

W5．2

X4．0

74．6

V9．1

W6．5

X4．1

75．8

W0．9

W8．0

X5．2

音訓数　415 2 76 161 176

B亀

S年配当漢字

C1　到達度C，　1年上

b，　2年上
b4　4　上

95．5

X6．5

X8．5

P000

80．8

W0．3

W9．3

X43

82．0

W1．3

W8．6

X3．2

82．3

W2．5

W9．6

X4．5

音訓数　362 1 51 117 193

B5
T年配当漢字

C、　到達度C、　1年上

b3　2年上
b、　4年上

89．3

X1．0

X5．3

X8．3

80．7

W3．2

W7．9

X3．5

79．7

W2．4

W8．5

X4．0

81．2

W3．6

W8．7

X4．0

立言数　326 2 36 77 211

B6
U年配当漢字

C1　到達度
b2　1年上
b3　2年上
b4　4　上

93．3

X3．6

X5．9

X85

89．3

W8．5

X1．1

X62

87．6

W7．1

X0．2

X5．9

85．9

W6．9

X1．3

X7．3

血訓数　296 10 35 84 167

平　均　値 89．0 83．1 82．9 84．8

表5－19画数と習得率一一警き文字のレベルー
A」 A2 A3 A4

B韮

P年配当漢字

C、　到達度C2　1年上

b3　2年上
b、　4年上

91．6

X3．2

X7．2

X8．9

87．4

W7．9

X4．1

X7．5

84．9

W7．7

X4．3

X8．3

93．0

X4．4

X8．7

X9．7

漢字数　76 22 37 15 2

B2
Q年配当漢字

C1　到達度
b、　1年上
b、　2年上
b4　4年上

77．7

V8．6

W2．9

W9．8

81．2

W1．9

W8．7

X5．0

73．4
V3．7’

W2．5

X1．8

72．6

V5．5

W3．4

X2．9

～寒等：　　145 3 46 47 49

B3
R年配当漢字

C夏　到達度C，　1年上

b3　2隼上
b、　4年上

93．5

X0．6

X0．6

X6．0

71．5

U7．1

V8．7

X0．5

68．8

U4．5

V6．7

W9．4

63．2

U0．4

V3．2

W7．3

漢子　　195 2 35 72 86

B4
S年配当漢字

C1　到達度
b2　1年上
b3　2年上
b4　4　上

70．0

T4．0

X6．0

X8．0

72．3

U4．5

V6．5

W5．7

65．7

T9．4

V4．5

W6．6

61．1

T2．5

U7．3

W0．7

漢字数　195 1 28 60 106

B5
T年配当漢字

C監　到達度C2　1年上

b3　2年上
b、　4年上

86．0

V4．0

W4．0

X1．0

68．4

U7．6

V6．2

W5．6

61．2

T6．9

U6．9

W0．4

54．2

S9．4

U0．6

V7．7

≧昊一　　195 1 22 46 126

B6
U年配当漢字

Cユ　到達度
b，　1年上
b3　2年上
b、　4　上

83．2

W1．8

W4．2

X5．7

66．9

U3．2

V0．7

W2．7

65．3

U1．3

V1．0

W荏．2

55．1

T0．2

U3．0

W0．5

漢加　　190 6 25 52 107

w　均　　置 86．6 79．2 75．8 72．8

第3節　習得率と画数・使用率　｛61



表5－20　画数と習得二一書き膏訓のレベルー
AL A A3 A4

B圭

P年配当漢字

C1　到達度
b2　1年上
b3　2年上
b、　4　上

56．7

U3．1

V6．9

W7．5

56．4

U2．1

V5．5

W70

48．0

T5．5

U7．9

W2．7

63．3

U6．3

U9．7

W5．2
84 103 47 3

B2
Q年配当漢字

C1　鋼達度C2　1年上

b3　2年上
b、　4年上

51．6

T6．3

U9．2

W1．9

51．5

T9．2

U8．4

W3．4

51．3

T7．2

V0．2

W4．8

50．9

T7．2

U8．2

W3．9

音訓数　367 5 128 104 130

B3
R年配当漢字

C1　到達度
b2　1年上
b3　2年上
b4　4　上

93．5

X0．6

X0．6

X60

52．6

T1．8

U3．7

W03

53．9

T2．9

U5．8

W2．0

50．5

S9．0

U3．0

W1．1

音訓数415 2 76 161 176

B4
S年配当漢字

CL　到達度C2　1年上

b3　2年上
b弓　4　上

70．0

T4．0

X6．0

X8．0

61．8

T3．1

U5．3

V5．7

57．4

T0．4

U5．0

V7．0

53．1

S4．8

U0．4

V3．8

立訓数　362 1 51 117 193

B5
T年配当漢字

C1　到達度C2　1車上

b3　2年上
b4　4　上

82．0

V1．5

W1．0

W9．5

56．5

T4．3

U0．6

V3．9

52．2

S9．2

T7．8

V3．3

48．0

S4．0

T3．0

V0．9

音訓数　326 2 36 77 211

B6
U年配当漢字

C1　到達度C2　1年上

b3　2年上
b｛　4　上

74．4

V3．0

V4．5

W7．7

63．5

U0．3

U7．9

W2．1

61．3

T6．0

U6．3

W0．7

53．2

S7．6

U0．4

V7．5

立訓数　298 10 35 84 169

平　均　値 77．7 65．3 63．3 61．5

表5一・21分散分析の結果

読 み 書 き

要　　　因
文字のレベル 音訓のレベル 文字のレベル 音訓のレベル

A　　　画　　数 一
¢ 零寧 ゆ象

3　　　配当学年
庫 寧ゆ 宰寧

一

C　　　対象学年 傘享 事零 寧零 8　隊

A×B　　交互作用 一 一
零寧 掌　庫

B×C　　交互作用 ｝ 一 一 一

C×A　　交互作用 ｝ 一 一 一

AxBXC　交互作絹 『 一 一 一

〔注〕　・・　1％水準で有意差の認められたもの

　　　・　5％水準で有意差の認められたもの

　　　　　有意差の認められないもの
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表5－22分散分析表：習得率と爾数一読み文字のレベルー

要　　　　因 平　方　和 自　由　度 平均平方和 F　値

A　　　画　　数 17，636 3 5，879 0，932

B　　　配当学年 75，067 5 15，013 2．379零

C　　対象学年 434，930 3 144，977 22．972率寧

A×B　　交互作用 114，168 15 7，611 1，206

B×C　　交互作用 33，717 15 2，248 0，356

C×A　　交互作用 2，852 9 0，317 0，050

A×B×C　交互作用 35，942 45 0，799 0，127

E　　　誤　　差 24535，593 3888 6，311

T　　　合　　計 25249，905 3983

表5－23分散分析表：画数と習得率一読み音訓のレベルー

要　　　　因 平　方　和 自　由　度 平均平方和 F　値

A　　　画数 562，331 3 王87．444 3．672事

B　　　配当学年 3750，032 5 750，006 14，691鱒

C　　　対象学年 4033，267 3 1344，422 26．334寧重

A×B　　交互作用 760，084 15 50，672 0，993

B×C　　交互作用 886，839 15 59，123 1，158

CXA　　交互作用 54，501 9 6，056 0，119

A×B×C　交互作用 223，208 45 4，960 0，097

E　　　誤差 404125，670 7916 51，052

孚　　　合計 414395，932 80王1

灘

表5－23分散分析表：習得率と画数一読み音訓のレベルー

要　　　　因 平　方　和 自　由　度 平均平方和 F　値

A　　　画　　数 2547，284 3 849，095 26．804寧

B　　　配当学年 5900，157 5 1180，031 37．251串叡

C　　　対象学年 5295，649 3 1765，216 55。724桝

A×B　　交互作用 1562，116 15 104，141 3，287

BXC　　交互作用 703，398 15 46，893 1，480

C×A　　交互作用 161，645 9 17，961 0，567

A×B×C　交互作用 650，292 45 14，451 0．屡56

£　　　誤　　差 123162，271 7916 31，678

丁　　　合　　計 139982，812 8011

表5－25分散分析表：習得率と画数一丁き音訓のレベルー

要　　　　因 平　方　和 自　由　度 平均平方和 F　値
A　　　画　　数 3896．93i 3 1298，977 23．179韓

B　　　配当学年 450，582 5 90，116 1，608

C　　　対象学年 9497，542 3 3165，847 56．491零’

A×B　　交互作用 2478，722 15 165，248 2．949料

B×C　　交互作用 743，434 15 49，562 0，884

C×A　　交互作用 145，287 9 三6．143 0，288

AXB×C　交互作用 799，604 45 17，769 0，317

8　　　誤　　差 444076，473 7924 56，042

T　　　合　　計 462088，575 8019
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第2項習得率と使用率
　画数と同じように、使用率の効果を見ることにする。第3章第5節で漢字の使用率について設定し

た水準をそのまま使うと、漢字がない組み合わせが生じた。そこで、表5－26に示すように再設定した。

薪水準が、ここの分析で使う水準である。音訓の使用率については、第3章第5節で設定した水準を

そのまま使う。

　分析の対象とする要因をまとめると、次のようになる。

（要因と水準を記号で表す。）

1。A：使用率

　く文字の場合〉

　・A1：　　1～200位

　・A2：201　一一400位

　・A3：　401　一一600位

　・A4：601－800位

　・A5：　801一一1200位

　・A6：12e1一一1945位

〈音訓の場合〉

・A，：　　1～500位：

・A2：501～1000位

・A3：1001～1500位

・A，：1501～2000位

・A5：20◎1～2500位

・A，：2501～3000位

・A7：3001～3500位

・A8：3501～4087｛立

表5－26　漢字の使用率の水準

順　　位　（使用率） 旧水準 新水準

1　－　　200（1．229　－15．239） 1 1

201　－　　400（0．647　－　1．228） 2 2

401　－　　600（0．392　－　0．646） 3 3

6Q1　－　　80Q（0．242　－　0．391） 4 4

801　－　1000（0．157　－　0．241） 5 5

1001　－　1200（0．101　－　0．156） 6 5

1201　－　1400（0．061　－　0．100） 7 6

1401　－　1600（0．034　－　0．060） 8 6

藩601　－　1800（0．014　－　0．033） 9 6

1801　－　1945（0。000　－　0．013） 10 6

2．B：漢字・音訓の配当学年

　・B1：亙年配当漢字

　・B・：2年配当漢字

　・B・：3年配当漢字

　・B・：4年配当漢字

　・B・＝5年配当漢字

　・B6：6年配当漢字

3．C：対象学年

　・C・：漢字・音訓の配当学年と同じ（到達度）

　・C・：漢字・音訓の配当学年よりも1年上（1年上）

　・C3：漢字・音訓の配当学年よりも2年上（2年上）

　・C・：漢字・音訓の配当学年よりも4年上（4年上）

　それぞれの要因の組み合わせについて、平均習得率を示したものが、表5－27・表5－28・表5－29・表

5－30である。それぞれの表のいちばん下に、使用率の各水準について、その平均習得率の平均値を示

した。そして、図5－14・図5－15・図5－16・図5－17に、その平均値をグラフに表した。どの場合も、使

用率が小さいと、その平均値は低い傾向がある。そこで、上の3要因について分散分析を行った。そ

の結果が、表5－31である。使用率の主効果に関しては、どの場合も、1％水準で有意差が認められ

た。（分散分析表は、表5－32・表5－33・表5－34・表5－35に示す。表5－31を含めて、表の記号の意味

は、画数のときと同じである。）

　しかし、グラフを見るかぎりでは、読みの文字のレベルの場合、使用率の効果はあまり大きくない。

それ以外の場合は、使用率の効果は大きい。
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読み文字のレベル表5－27　習得率と使用率

Al A， A3 A4 A5 A6

B11年配当漢字

C1　鋼達度C2　1年上

b3　2年上
b喧　4一上

93．4

X6．0

X7．8

X9．4

93．5

X6．8

X8．7

X9．6

92．8

X4．8

X7．3

X8．7

95．0

X5．9

X7．7

X92

98．5

X7．9

X9．3

X85

93．5

X3．3

X6．8

X70
漢字数　76 50 10 10 3 2 1

B，2年配当漢字

Cl　鋼達度C，　1年上C、　2年上C、　4一上

94．2

X6．3

X7．7

X9．3

95．4

X6．3

X7．7

X9．2

96．5

X7．2

X7．9

X9．2

95．4

X7．3

X7．2

X93

95．3

X6．2

X7．1

X88

91．1

X3．0

X4．6

X85
漢字数　145 62 36 2i 8 14 4

B33年齊己当漢字

C夏　到達度C2　1年上C3　2年上

b4　4　上

93．6

X5．1

X7．4

X8．8

93．6

X5．0

X7．3

X9．0

93．4

X5．0

X7．2

X9．1

91．7

X2．4

X5．8

X8．7

92．9

X4．2

X6．3

X83

91．3

X1．4

X4．1

X81
漢字数　195 50 58 35 20 26 6

B、4年配当漢宇

Cl　鋼盛事C，　1年上

b、　2年上
b曙　4一上

94．7

X5．0

X7．9

X9．3

92．6

X2．4

X6．6

X8．2

92．8

X2．6

X7．3

X8．6

94．0

X3．8

X7．5

X8．7

93．0

X1．8

X5．9

X8．6

92．3

X0．1

X4．7

X7．7

漢字数　195 25 39 46 38 38 9

B、5年配畿漢字

CI　到達度C，　1年上

b、　2年上
b4　4　上

93．2

X4．7

X8．0

X9．1

93．0

X3．8

X7．4

X8．7

91．5

X2．8

X6．3

X8．6

89．1

X0．3

X4．6

X7．8

88．4

W9．0

X3．2

X6．9

91．2
Xユ。6

X4．5

X7．5

漢字数　195 11 36 44 46 44 14

B、6年配当漢字

C、　到達度C2　1年上

b、　2年上
b、　4年上

91．5

X0．0

X4．8

X9．3

94．0

X5．0

X6．9

X9．5

94．5

X4．6

X6．9

X9．3

93．2

X3．7

X6．2

X9．0

92．6

X2．8

X5．0

X8．8

87．1

W6．6

W8．6

X4．3

漢字数　190 2 15 22 37 77 37

平　均　値 96．1 96．3 96．0 95．6 95．4 93．3

読み音訓のレベル習得率と使用率衰5－28
｝A1 A， A3 A堵 A5 A6 A7 A蹟

C、　到達度 75．5 62．8 53．3 35．7 39．5 40．0 40．0 16．6

臥　1年配当漢字 C、　1年上
b、　2年上

82．6

X1．3

72．4

W3．7

59．6

V2．7

44．0

U0．0

45．6

U0．1

51．0

U6．3

51．7

U4．0

22．5

R2．4

C、　4年上 96．5 94．6 90．3 84．9 76．5 83．0 82．2 48．8

音訓数　237 86 55 23 15 21 17 10 10

C美　到達度 81．0 71．5 68．0 68．0 46．2 66．8 49．0 　一R6．9

恥2年配当漢字
C、　1年上
b、　2年上

87．8

X3．1

77．8

W5．9

73．1

W1．1

73．1

V9．8

51．0

U3．0

71．8

V3．7

58．5

U7．2

48．5

T2．5

C4　4　上 97．0 94．9 92．1 91．2 82．8 86．6 84．0 76．5
一音訓数　367 115 78 55 49 27 16 12 15
一

C、　到達度 86．7 78．7 80．0 68．6 63．5 57．6 53．1 50．夏

B、3年配当漢字 C，　1年上
b3　2年上

90．7

X5．2

83．1

W9．5

83．8

W9．8

73．7

W3．4

70．6

W0．5

65．1

V5．9

57．5

U8．0

52．5

U2．9

C4　4加上 98．2 97．0 96．4 93．3 92．2 88．1 8ユ．7 78．3
一

音訓数415 115 80 72 53 41 23 19 12

C，　到達度 92．7 89．3 83．3 80．3 75．婆 70．5 60．9 55．6

B、4年配当漢字 C2　1年上
b3　2年上

92．8

X6．9

89．9

X5．4

83．5

X0．1

78．5

W7．6

75．3

W5．9

69．7

W0．3

57．8

V0．4

56．8

U9．0

C、　4　上 98．5 97．6 95．0 92．5 93．2 90．0 83．7 77．8

音訓　　362 79 88 54 35 42 25 19 20

q　　到達度 92．1 85．6 81．9 79．5 81．6 75．4 55．5 64．8

B，5年配当漢字 C2　1年上
b、　2年上

93．5

X7．2

87．9

X3．6

83．6

W9．1

80．8

W7．3

83．1

W8．0

78．9

W1．7

62．2

V0．8

69．6

V5．5

C、　4　上 98．7 97．2 94．7 94．1 94．8 89．8 83．5 82．8

音訓数　326 69 72 54 38 23 22 27 21

C；　到達度 91．7 90．9 92．5 86．8 86．4 84．0 73．7 68．4

B、6年配当漢字 C，　1年上
b、　2年上

90．9

X4．3

91．7

X5．0

93．0

X5．5

87．9

X1．2

87．1

X2．2

83．8

W7．7

74．2

W0．5

65．4
V2．三

C、　4年上 97．8 98．8 98．9 97．0 98．0 94．2 92．2 87．4

立訓L　296 26 64 62 51 32 22 22 17

平　均　値 92．2 87．7 84．2 79．1 75．5 75．5 67．6 59．3
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表5－29習得率と使用二一書き文字のレベルー
A艮 A2 A3 A4 A5 Aδ

B、1年配当漢字

C1　到達度
b2　1年上
b、　2年上C、　4年上

89．1

X0．6

X6．1

X8．5

84．6

W7．4

X4．6

X7．4

89．2

W8．2

X2．3

X7．6

86．7

W9．2

X4．8

X8．1

77．5

W2．5

W8．4

X5．7

99．0

W8．7

X4．0

X5．4

漢字数　76 50 10 10 3 2 1

B、2年配当漢字

C且　鋼達度C，　1年上C3　2年上

b、　4年半

77．2

V9．5

W8．1

X5．0

76．1

V7．7

W4．8

X4．0

74．0

V5．7

W2．8

X0．2

75．4

V6．6

W0．4

X24

72．2

V0．9

V8．5

W98

70．5

U2．5

V4．6

W46
漢字数　145 62 36 21 8 14 4

B、3年配当漢字

C1　到達度C，　1年上C3　2年上C4　4　上

73．8

V2．5

W3．4

X3．2

64．0

U0．5

V3．2

W7．6

68．5

U4．6

V6．9

W90

66．5

U2．1

V3．8

X03

61．7

T5．8

V0．0

W39

57．0

S7．7

T8．7

V72
漢字数　195 50 58 35 20 26 6

軌4年配当漢字

Cl　到達度C，　1年上C3　2年上Cぐ　4　上

69．0

U3．5

W0．0

W8．4

68．7

U2．1

V7．3

W6．9

63．7

T5．9

V1．8

W3．4

64．9

T5．9

V0．2

W3．2

59．4

T0．9

U2．8

V8．8

48．9

R9．3

T2．1

V2．9

漢字数　195 25 39 護6 38 38 9

B、5年配当漢字

C】　到達度C2　1年上

b3　2年上
b、　4年上

63．2

U3．5

V3．2

W6．5

58．3

T3．7

U5．8

W1．9

58．2

T4．5

U7．6

W3．0

56．6

T3．1

U2．3

V7．0

54．6

S8．2

T9．5

V5．0

62．8

T7．8

T9．6

V6．1

隈字数　195 11 36 44 46 44 14

B、6年配当漢字

C1　到達度C2　ユ年上

b3　2年上
b、　4年上

73．0

T7．5

U8．5

W3．0

66．1

U4．6

V4．9

X0．2

58．0

T1．7

U5．9

W1．4

62．6

T8．8

V0．4

W6．7

62．1

T8．5

U9．1

W3．8

52．8

S6．9

T5．8

V2．1

漢字数　190 2 15 22 37 77 37

平　均　値 79．4 76．3 74．4 74．5 70．4 67．0

表5－30習得率と使用率一書き音訓のレベルー
AL A2 A3 A《 A5 A6 A7 A8

B、1年配当漢字

Cま　到達度C、　1年上

b3　2年上
b、　4年半

69．5

V5．7

W7．4

X5．1

59．3

U6．0

W0．4

X1．8

50．3

T4．0

U7．0

W3．5

28．8

R5．7

T2．7

V7．0

37．8

S3．9

U3．6

W04

38．6

S6．3

T7．5

V17

42．5

S9．2

T5．1

U23

31．9

R7．1

T0．2

U24
音訓数　237 86 55 23 15 21 17 10 10

B22年配当漢字

C、　到達度C2　1年上

b、　2年上
b、　4年上

59．7

U7．3

W0．1

XL4

51．1

T8．3

V0．3

W5．7

50．5

T6．6

U7．8

W4．6

50．3

T6．0

U6．3

W3．2

34．8

R7．5

S9．6

V1．1

48．6

S9．0

T5．1

V18

45．4

T5．6

U0．0

V67

29．5

S1．9

S3．5

T97
音訓数　367 l15 78 55 49 27 16 12 15

B、3年配当漢字

C、　到達度C，　1年上

b3　2年上
b4　4　上

60．2

T9．7

V3．3

W8．3

54．8

T3．8

U8．1

W4．9

54．8

T2．1

U4．7

W0．8

48．3

S6．5

T8．2

V7．1

432
S2．5

T7．6

V7．9

41．9

S2．9

T8．0

V7．4

41．1

R7．7

S7．8

U5．0

35．7

R4β
R9．9

T9．1

音訓数　415 115 80 72 53 41 23 19 12

B、4年配当漢字

Cユ　到達度C2　1年上

b3　2年上
b、　4　上

63．7

T8．1

V4．5

W4．8

62．1

T3．7

U7．8

WL8

52．8

S7．3

U0．6

V4．0

52．7

S2．7

T9．5

V2．9

47．8

R9．9

T4．5

U6．8

5LO
S0．3

T3．0

U7．0

43．6

R0．8

S8．6

U2．3

433
R4．2

S7．2

T5．7

立訓数　362 79 88 54 35 42 25 19 20

B，5年配当漢字

C、　到達度C2　1年上

b、　2年上
b、　4年上

57．5

T4．8

U8．0

W3．0

50．6

S6．5

T6．6

V4．5

51．8

S8．8

T7．0

V4．0

54．3

S9．3

T5．8

V5．6

49．5

S3．3

TL2
U6．2

47．7

S2．1

S9．5

U5．9

35．5

R5．3

R8．7

T5．8

34．9

RL5
R3．3

S7．9

音調数　326 69 72 54 38 23 22 27 21

B、6年配当漢字

C、　到達度C2　1年上

b3　2年上
b4　4　上

59．5

T4．2

U8．1

W5．1

59．3

T5．8

U7．4

W3．2

60．6

T7．7

U7．6

W2．6

58．8

T4．5

U6．4

W2．2

56．i

S9．7

U0．3

V54

52．5

S8．1

T6．0

V28

53．0

S3．6

T6．2

V14

46．9

R4．1

S4．5

U26
立言数　298 26 64 62 51 32 21 23 19

平　均　値 71．6 66．0 62．6 58．5 54．2 54．4 50．6 43．4
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図5一・14　習得率と使用率

　　　　読み文字のレベルー一

〇一一一〇一一〇一一〇一一一一。）x．
ioo．0

90．0

80．0

7e．0

60．e

50．0

40．0

30．0

20．0

10．O

　e．o

1　2　3　4　5　6

図5－15　習得率と使用率
　　　　読み音訓のレベル

100，0

go．e

so．e

7e．0

60．0

50．0

40．e

30．e

20．e

lo．e

　o．o
12　’R　45678

図5－16習得率と使用率

　　一欝き文掌のレベルー
100．O

go．e

so．e

70．0

60．0

50．0

40．0

30．0

20．0

工0．O

　o．o

a－o一

鼈鼈黶Z

1　2　3　4　5　6

図5－17　習得率と使用率

　　一欝き音訓のレベル
loe．0

90．0

80，0

70．0

60．0

50．0

40．0

30．0

20．O

IO．O

　o．o

12345678

表5－31　分散分析の結果

読 み 書 き

要　　　因
文字のレベル 音訓のレベル 文字のレベル 音訓のレベル

A　　　使用率 寧亭 傘寧 寧寧 癖　廓

B　　　配当学年 8　串 象串 寧療 導　零

C　　　対象学年
廟　虚 ‘　廟 寧掌 礁　摩

A×B　　交互作用 一
8ぴ 事寧 寧　‡

B×C　　交互作用 一
寧8 事曝 寧　寧

C×A　　交互作用 一
虚　虚

一 …

A×B×C　交互作用 一 一 一 …
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表5－32分散分析表　習得率と使用率一読み文字のレベルー

要　　　因 平　方　和 自　由　度 平均平方和 F　値

A　　　使用率 146，255 5 29，251 6．932樋

B　　　配当学年 142，626 5 28，525 6．759寧零

C　　対象学年 694，223 3 231，408 54．836翠寧

A×B　　交互作用 155，196 25 6，208 1，471

B×C　　交互作用 50，513 15 3，368 0，798

C×A　　交互作用 12，048 15 0，803 0，190

A×B×C　交互作用 42，174 75 0，562 0，133

£　　　誤　　差 16204，584 3840 4，220

T　　　合　　計 17447，619 3983

表5－33分散分析表　習得率と使用率一読み音訓のレベルー

要　　　困 平　方　和 自　由　度 平均平方和 F　植

A　　　使用率 19298，218 7 2756，888 220．023＊ゆ

B　　配当学年 13900，706 5 2780，141 22！，879＊寧

C　　対象学年 12908，016 3 4302，672 343．390牌

A×B　　交互作用 3795，509 35 108，443 8．655庫＊

B×C　　交互作用 2033，190 15 135，546 10．818取喧

C×A　　交互作用 890，292 21 42，395 3．383辟

A×B×C　交互作用 544，706 105 5，188 0，414

£　　　誤　　差 97983，790 7820 12，530

丁　　　合　　計 151354，427 8011

衷5－34　分散分析表　習得率と使用率一轡き文字のレベルー

要　　　因 平　方　和 自　由　度 平均平方湘 F　値

A　　　使用率 2332，046 5 466，409 21．312零零

B　　　配当学年 12質7．641 5 2543，528 116，222零＊

C　　　三寸象学年 9997，600 3 3332，533 152、275　零宰

A×B　　交互作用 1499，937 25 59，997 2．74玉喧ゆ

B×C　　交互作用 862，69ぎ 15 57，513 2，628艸

C×A　　交互作用 171，531 15 1L435 G，523

A×B×C　交互作用 362，702 75 4，836 0，221

£　　　誤　　差 84039，349 3840 2L885

T　　　合　　計 1見983．50！ 3983

表5－35分散分析表　習得率と使用率一書き音訓のレベルー

要　　　因 平　方　和 自　由　度 平均平方和 F　値

A　　　使用率 13582，096 7 1940，299 128．446ゆ掌

B　　　配当学年 1433，481 5 286，696 18，979零事

C　　　三三学年 22108，993 3 7369，664 487．863ゆ宰

A×B　　交互作用 2445，777 35 69，879 4．626桝

B×C　　交互作用 1379，367 15 91，958 6．088韓

C×A　　交互作用 328，001 21 15，619 1，034

A×B×C　交互作用 613，496 105 5，843 0，387

E　　　誤　　差 118252，910 7828 15，106

丁　　　合　　計 160144，121 8019

〔注〕　1．対象学年というよりも、学習年数と言うほうが、正確であるかもしれない。

　　　2繰り返し数が不揃いの場合の分散分析（3元配置）の方法による。倉智佐一「教育統計法要覧」

　　　　協同出版、昭和48年、田ロ玄一「改訂新版統計解析」丸善、昭和47年、同「第3版実験計画法」

　　　　丸善、昭和51年（上）、昭和52年（下）などを参照。使用率の場合も同じ。
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第6章　小学校に配当されている漢字（3）

一1年下の学年の児童を調査した結果一

第1節　1年下の学年の児童を調査した理由

　定着度調査では、第2章第3節で説明したように、その一部として、1年配国漢掌以外の小学校配

当漢字について、それぞれ配当学年の1年下の児童を対象にして、音訓別読み書き調査を行t，だ。

この章では、その調査結果について述べる。（この調査を、以後、1年下と略す。）

　小学校学習指導要領は、小学校配当漢字それぞれについて、最初に指導する学年を定めている。し

たがって、ある学年よりも上の学年に配当されている漢字の読み書きの指導は、その学年の指導計画

の中に、当然、組み込まれていない。児童の漢字学習が、学校の意図的な指導に全而的に依存してい

るならば、このように1年下の学年の児童を対象にして調査することは、あまり意味がないと考えら

れる。

　しかし、児童は、学校の意図的な指導と無関係に、無秩序に（その時その時の経験に基づいて）漢

字を学習することを行っている。学校の意図的な指導と無関係に、無秩序に行われる学習を「潜在的

　　　　　　　　　　　ユ学習」と呼ぶことにする。どのような漢字の学習段階配当も、児童の潜在的学習と大きく対立する

ものであるならば、児童にとって適切なものではないと考えられる。そのため、それぞれの漢字の配

当学年より1年下の学年の児童を対象にして調査を行った。

　もっとも、1年下の学年の児童だけでなく、それよりも下の学年の児童も調査すべきであったかも

しれない。調査結果を次節で見るが、1年下の学年でも、漢字・音訓によっては、ひじょうに習得率

の高いものがある。しかし、そのような漢字・音訓があったら、それらについてだけ後で詳しく調査

すべきであると考えて、それ以上調査の規模を大きくしなかった3。

　調査の結果を見るときには、到達度と関連させて見ることにする。表6－1に、1年下と致達度につ

いて、調査した漢字、調査対象の児童・生徒の学年、調査を実施した時期（月）をまとめた。1年下

と到達度とでは、実施した年度が違うし、また、同じ児童・生徒を対象にしたわけでもない。しかし、

これらのことを無視して言うと、両調査の間は、1年6カ月離れている。

表6－3　調査漢字・調査学年・調査時期（月）

2年配当漢；字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6年配当漢掌

1年下（調査時期11月） 小学1年生 小学2年生 小学3年生 小学4年冬 小学5年生

到達度（調査時期5月） 小学3年生 小学4年生 小学5年生 小学6年生 中学三年生

〔注〕　1．定着しているかどうか問題にされるのは、ふつう、学校の指導計擁のもとに学習した内容につ

　　　　いてである。したがって、この下位調査の名前にこのことばを使うのは、適切ではない。しかし、

　　　　調査の実施上、第5章で述べた調査といっしょに行うのが都合がよかった。そのため、この調

　　　　査を、定着度調査の一部として実施した。

　　　　　なお、1年配当漢字を除外したが、その理出は、実際的なものである。つまり、1年生より

　　　　も下の学年に漢字の配当を繰り下げることができないので、就学前の子どもの習得を児る必要
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　はないと考えられた。

2．これは、これまで、観察学習・偶発学習・自然学習などの名前で呼ばれていたものである。こ

　れらのことばを使わないで、潜在的学習（学校の意図的な指導と無関係に、潜在的に行われて

　いる学習）ということばを新たに作った理由は、次の2つある。

　　・学校の指導計画に基づいて行われる学習以外の学習全体を指すのに、観察学習や偶発学習

　　　では、ことばの意味が狭い。

　　・どのような学習も、基本的には、学習者のなんらかの学習意図のもとに行われる。その点で、

　　　自然学習ということばは、誤解を招く。

3．労力・予算などの点で、そこまで調査の規模を大きくすることができなかった、というほうが、

　より正確である。

　　　　　　　　　　　　　　　　第2節　調査結果

　表6－2に、習得率の平均値とSDを示した1。この表のなかの文字のレベルの平均値・SDとは、1

つ1つの漢字の習得率をもとにして、この表のそれぞれの場合について計算した平均値・SDのこと

である。また、音訓のレベルの平均値・SDとは、1つ1つの音訓の習得率をもとにして、文字のレ

ベルの場合と岡じように、この表のそれぞれの場合について計算した平均値・SDのことである。い

ずれも、第4章・第5章のときと同じである。

表6－2　平均値とSD

全　体 2年配髭漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6年配当漢字

漢字数 920 145 195 玉95 ユ95 190

文字のレベル 平均値 43．3 19．4 35．4 43．3 49．4 63．6

S　D 25．2 ユ0．3 18．1 20．4 22．4 27．5

読み
音訓数 i766 367 415 362 326 296

音調のレベル 平均値 30．4 11．3 23．3 31．7 37．0 55．3

S　O 26．0 10．4 19．0 22．6 25．0 30．0

漢字数 920 145 195 玉95 195 190

文字のレベル 平均値 6．0 1．6 3．5 4．7 5．6 13．5

S　I） 10．1 2．4 5．9 6．1 6．9 16．9
書き

音訓数 1768 367 415 362 326 298

音訓のレベル 平均値 4．1 0．8 2．2 3．3 4．0 11．7

S　D 8．4 1．8 4．5 5．0 5．8 15．5

　1年配当漢字を除いた小学校配当漢字全体について見ることにしよう。図6－1は、全体について、

平均習得率をグラフに表したものである。そして、表6－3は、1年下と到達度について、平均習得率

を対照したものである。次の2つのことが言えよう。

　・読みよりも書きのほうが、平均点得率は低い。そして、到達度に比べると、1年下は、読みの平

　　均習得率と書きの平均習得率との違いが大きい。（「読みの平均習得率」に対する「書きの平均習

　　得率」の割合は、文字のレベルの場合、1年下13．9％・到達度69．5％であり、音訓のレベルの場合、

　　1年下13。5％・到達度68．0％である。）
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全　体 2年配巌漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6年配

1年下 43．3 19．4 35．4 43．3 49．4

文字のレベル
到達度 92．7 94．9 93．2 93．3 90．6

読み
1年間 30．4 11．3 23．3 31．7 37．0

音訓のレベル
到達度 78．4 69．3 75．2 82．0 80．8

1年下 6．0 1．6 3．5 4．7 5．6

文字のレベル
到達度 64．4 75．7 67．1 64．1 57．6

書き

1年下 4．1 0．8 2．2 3．3 4．0

音訓のレベル
到達度 53．3 51．2 52．4 55．7 50．1

　・文字のレベルと音訓のレベルで平均習得率に違いがある。つまり、同じ漢字でも、音訓によって

　　習得率に違いがある。そして、到達度に比べると、1年下は、文字のレベルの平均習得率と音訓

　　のレベルの平均習得率との違いが大きい。（「文字のレベルの平均習得率」に対する「音訓のレベ

　　ルの平均習得率」の割合は、読みの場合、i年下70．2％・到達度84．6％であり、書きの場合、1

　　年下68．3％、到達度82．8％である。）

表6一・3　1年目と到達度の平均習得率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年配蓋漢字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63．　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92．　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87．　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60．　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．4

　この2つのことを、配当漢字ごとに見ることに

しよう。表6－4は、配当漢字ごとに、「読みの平均

習得率jに対する「書きの平均習得率」の割合を

示したものである。そして、表6－5は、配当漢字

ごとに、「文字のレベルの平均習得率」に対する

「音訓のレベルの平均習得率」の割合を示したも

のである。どの配当漢字も、1年下は、到達度よ

りも、読みの習得率と書きの習得率との違いが大

きく、そして音訓問の習得率の違いが大きい、と

言えよう。

表6－4　　「読みの平均習得率」に対する「書きの

　　　　平均習得率」の割合

図6－1

100．O

ge．0

80．0

7e．0

60．0

50．0

40．0

30．0

20．e

IO．O

　o．o

平均習得率

43．3

30．4

匿墾文字の・ベル

ロ音訓のレベル

S．，・．9．0　4．1

　　　　　読み　　　　　　　書き

表6－5　「文字のレベルの平均習得率」に対する

　　　　「音訓のレベルの平均習得率」の割合

文字のレベル 音訓：めレベル 読　　み 書　　き

1年下 到達度 1年下　‘ 到達度 1年下 到達度 1年下 到達度

2年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

8．2％

X．9覧

P0．9飴

P1．3％

Q1．2％

79．8曳

V2．0脂

U8．7艶

U3．6％

U5．7％

7．i％・

X．4％

P0．4馬

P0．8％

Q1．2覧

73．9％

U9．7％

U7．9覧

U2．0％

U6．0％

2年配当漢字

R年配当漢字

S年配当漢字

T年配当漢字

U年配当漢字

58．2％

U5．8％

V3．2覧

V4，9鶉

W6．9鮨

73．0％

W0．7％

W7，9腸

W9．2勇

X4．6勢

50．0腸

U2．9％

V0．2鮪

V1．4％

W6．7％

67．6％

V8．1％

W6．9％

W7．0覧

X5．0％

以上のことをまとめてみると、次のように言うことができよう。

・読みに比べて書きの平均習得率が低かった。漢字を読むことに比べて、漢字を書くことは、潜在
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　　的な学習の効果が小さいと考えられる。

　・音訓間の習得率の違いが大きかった。これは、児童の漢字の読み書きの学習が、無秩序に（その

　　時その時の経験に基づいて）行われているためであると考えられる。潜在的な学習に比べて、学

　　校の指導計画に基づく組織的な学習の効果の大きいことが推測される。

　さて、図6－2は、配当漢字ごとに、平均習得率をグラフに表したものである。読み書きどの場合も、

そして文字のレベル・音訓のレベルのどの場合も、配当学年が上の漢字ほど、平均習得率が高いとい

うことが認められる。しかし、このことから、高学年に配当されている漢字ほど、児童によって習得

されやすい漢字である、とは必ずしも言えないと思われる。

　常識的には、むしろその反対で、ふつうは、高学年に配当されている漢字ほど、児童によって習得

されにくい漢字である、と考えられていると思われる。pa　6－3に、到達度の平均習得率をグラフに表

した。到達度の場合は、ほぼこの常識どおりと言ってよいだろう。
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　それでは、1年下の場合、どうしてこの常識どおりではないのであろうか。この理由として、配当

漢字によって、調査対象とした児童の学年が違うことが考えられる。前節でも示したが、配当漢字に

よって調査対象とした児童の学年は、次のように異なる。

　・2年配当漢字一小学1年生

　・3年配当漢字一小学2年生

　・4年配当漢字一小学3年生

　・5年配当漢字一小学4年生

　・6年配当漢字一小学5年生

　児童の学年が上になると、どうして漢字の習得がよくなるのだろうか。すぐに思い付く理由は、高

学年の児童ほど、読書活動が活発になるということであろう。しかし、毎日新聞社が毎年行っている

「学校読書調査」は、この反対のことを報告している2。この調査は、全国から抽出した小学4年生
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から高校1年生までを対象としている。最近5年聞の報告を読むと、どの年も、高学年になるほど、

読書量（1カ月の問に読む本の冊数）が、少なくなっている。そして、「1986年版」では、マンガの

読書量も報告されているが、これも、全体の傾向としては、高学年になるほど読書量が少なくなって

いる。

　もっとも、「1983年版」は、おもしろい調査結果を報告している。「あなたは2～3年前にくらべて、

本を読む量はふえましたか、へりましたか」という質問をしたところ、「増えた」（「非常に」と「少し」

の計）と答えた者が、小校生で60％に達した。小学校低学年のときよりは、読書量が増えているのか

もしれない。

　しかし、これだけでは、児童の読書活動との関係について、なにも確定的なことは言えない。また、

ほかに理曲があるのかどうかということも、分からない。今後の検討を必要としよう。

　表6－6・表6－7・表6－8・表6－9に、習得率の度数分布を示した。高学年に配当されている漢字ほど、

習得率の高いものが多いことが、この表にも示されている。そして、表6－le・表6－11・表6－12・表

6－13は、到達度とのクロス集計表である。分布が右に寄るほど、到達度で習得率が高くなった音訓が

多いことになる。1年下の各区間の漢字・音訓の平均値が、到達度でどの区間にあるのかを示すため

に、平均値のある区間に下線を引いた。当然のことながら、到達度では、ほとんどの漢字・音訓が、

表6－6　度数分布一読み文字のレベルー一

全　　体 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6年配当漢

90．0－100．0 52　　5．7覧 0　　0．0覧 O　　G．0覧 4　　2．1％ 4　　2．1覧 4喋　23．

80．0－89．9 57　　6．2覧 0　　0．0覧 3　　1．5脂 9　　4，6％ 18　　9，2覧 27　14．
70．0一一79．9 63　　6．8覧 0　　0．0馬 9　　4．6覧 13　　6、7％ 15　　7．7覧 26　13．
60．0－69．9 65　　7．1覧 0　　0．0％ 8　　4．1％ 10　　5．1％ 30　15．4％ 17　　8，

50．0－59．9 98　10．7鴨 1　　0．7覧 21　10．8覧 27　13．8％ 33　16．9飴 16　　8．

40．0－49．9 107　11．6％ 6　　4．1％ 28　14．4覧 33　16．9％ 22　11．3％ 18　　9．

30．0－39．9 140　15，2覧 16　11，0％ 36　18．5％ 46　23．6偽 31　15．9覧 11　　5，

20．0－29．9 145　15．8鴨 35　24．1鴨 嘆7　24．1％ 30　15．4％ 17　　8，7鴨 16　　8．

10．0－19．9 154　16．7％ 67　46．3鶉 35　17，9瓢 20　10，3馬 24　12．3覧 8　　4，

0．0－9．9 39　　4，2覧 20　13．8覧 8　　4．1鴨 3　　L5覧 1　　0．5覧 7　　3．

合　計 920　100．0％ 145　100．0％ 195　100．0馬 195　100．0％ 195　100．0％ 190　10G．

8．9％

8．4％

9．5％

5，8％

8．4％

4．2％

3．7％

表6－7　度数分布一読み昔訓のレベルー

全　　体 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6年配当漢

90．0－100．G 55　　3．1鷺 0　　0．G鮨 0　　0．0瓢 4　　1．1％ 4　　1，2髄 47　15、
80．0－89．9 66　　3．7覧 0　　0．0％ 3　　0．7覧 9　　2．5％ 18　　5．5覧 36　12．
70．0－79．9 79　　4．5覧 0　　0．0％ 10　　2．4覧 16　　4，4覧 17　　5．2覧 36　12，
6G．0－69．9 80　　4．5覧 0　　0．0覧 10　　2．4艶 13　　3，6鴨 30　　9．2覧 27　　9．

50．0－59．9 114　　6．5鴨 1　　0．3飴 23　　5．5覧 30　　8．3脂 38　11．7覧 22　　7．

40．0－49．9 138　　7．8覧 6　　1．6鶉 32　　7．7馬 41　11．3％ 30　　9．2覧 29　　9．

30．0－39．9 193　10．9覧 18　　4．9覧 44　10．6覧 65　18．0覧 護1　12．6％ 25　　8，

20．0一29．9 231　13．1鴇 40　10．9覧 74　17．8覧 53　14，6覧 41　12．6騰 23　　7，

10．0－19．9 349　19，8覧 110　30，0覧 97　23．4覧 55　15，2覧 58　17．8偽 29　　9．

0．0－9．9 461　26．1飴 192　52．3鴨 122　29．5％ 76　21．0％ 49　15．G糖 22　　7、

合　計 1766　100．0％ 367　100．0覧 婆15　100．0鮨 362　100．0馬 326　100．0覧 296　100，

鯖
弱
覧
崖
乃
鴨
脂
覧

1
4
．
8
4
8
8
4
轟

Q
ゾ
7
Q
ゾ
0
0
7
Q
ゾ
7
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1年下よりも習得率が高い。　　（表6－11で、1年下の50％台から到達度の20％台になった音訓は、3

年配当漢字の「開あく」である。また、岡じ表で、1年下の80％台から到達度の70％台になった音訓は、

6年配当漢字の「巻まき」である。）

表6一一8　度数分布　　書き文字のレベル

全　　体 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6年配当漢字

90．0－100．0 0　　0．0％ 0　　0．0鵯 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0鴨 0　　0．0覧

80．0－89．9 1　　0．1％ 0　　0．0笥 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 1　　0。5％

70．0－79．9 2　　0．2％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0，0％ 0　　0。0鶉 2　　1．1％

60．0－69．9 2　　0．2％ 0　　0、0％ 0　　0．0％ 0　　0．0馬 0　　0．0％ 2　　1．1％

50．0－59．9 5　　0．5％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 5　　2．6％

40．0－49．9 15　　1．6％ 0　　0．0％ 1　　0．5瓢 1　　0．5％ 1　　0．5％ 12　　6．3％

30．0－39．9 7　　0．8％ 0　　0．0％ 0　　0．0％ 1　　0．5覧 王　　0．5覧 5　　2．6覧

20．0－29．9 32　　3．5％ 0　　0．0％ 6　　3．1騰 6　　3．1％ 8　　4．1％ 12　　6．3％

10．0－19．9 91　　9．9％ 4　　2．8覧 12　　6．296 16　　8．2％ 24　12．3％ 35　18．4％
0．0－9．9 765　83．2騰 141　97．2騰 176　90．2覧 171　87．7％ 161　82．6覧 116　61．1％

合　計 920　100．0％ 145　100．0％ 195　100．0％ 195　100、0％ 195　100．0脂 190　100．0％

表6－9　度数分布　　警き音訓のレベル

全　　体 2年配当漢字 3年配当漢字 4年配当漢字 5年配当漢字 6年配当漢字

90．0－100．0 0　0．0％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0　0．0％ 0　0。0髄 0　α0覧
80．0－89．9 ユ　0．1麗 0　0．0覧 0　0。0覧 0　0．0％ 0　0。0％ ユ　0．3艶

70．0－79．9 2　0．1％ 0　0．0％ 0　0。0馬 0　0．0％ 0　0．0覧 2　0．7％
60．0－69．9 2　0．1％ 0　0．0％ 0　0．0覧 0　0．0％ 0　0．0％ 2　0．7覧
50．0－59．9 7　0．4％ 0　0．0％ 0　0。0鴨 0　0．0覧 0　0，0摯6 7　2．3％
40．0－49．9 18　1．0覧 0　0．0覧 1　0．2覧 1　0．3％ 1　0．3覧 15　5．0％
30．0－39．9 11　0．6％ 0　0．0％ 0　0．0％ 1　0．3％ 1　0．3％ 9　3．0覧
20．0－29．9 40　2．3垢 0　0．0覧 6　L鰯 6　1．7％ 8　2．5脂 20　6．7覧
10．0－19．9 111　6．3瓢 4　L1％ 16　3．9覧 19　5．2％ 28　8．6％ 44　14．8％

0．0－9．9 1576　89．1鵯 363　98．9％ 392　94．5％ 335　92．5覧 288　88．3覧 198　66．5覧

合　計 1768100．0％ 367100．0覧 415100．0％ 362100．0％ 326100．0％ 298100．0覧

表6－10到達度とのクロス集計　　読み文字のレベル

到 達 度

1　　年 下 0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0 70．0 80．0 90．0
1 「 E 【 1 1 ！ ［ i ！
9．9 19．9 29．9 39．9 49．9 59．9 69．9 79．9 89．9 100．0

90．0－100．0 52 52

一80．0－89．9 57 57

一70．0－79．9 63 63

一60．0－69．9 65 4 61

一50．0－59．9 98 11 87

一40．0－49．9 107 2 18 87

一30．0－39．9 140 1 6 27 106

一20．0－29．9 145 1 11 39 94

一10．0－19．9 154 1 5 14 47 87

『0。0－　9．9 39 1 1 1 4 3 16 13

『
合　計 920 0 0 1 1 1 1 11 36 162 707
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表6－11 到達度とのクロス集計 読み音訓のレベル

到 達 度

1 年 下 0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0 70．0 80．0 9
1 1 … E § 1 … 1 　
9．9 19．9 29．9 39．9 49．9 59．9 69．9 79．9 89．9 10

90．0 一100．0 55

80．0 一　89．9 66 1

70．0 一79．9 79 3

60．0 一69．9 80 1 6

50．0 一　59．9 114 1 1 15

40．0 一49．9 138 2 3 4 30
3Q．0 一　39．9 193 6 21 40 1

20．0 一　29．9 231 3 9 30 一81 1

10．0 一　19．9 349 1 1 5 12 26 44 56 　95 1

0．0 一　　9．9 娃61 36 41 44 52 66一 55 37 　40 57

ム
環 計 1766 36 42 46 57 78 86 101 152 327 ㎜

8

90．　O

　　　E

100．0

55
65
76
73
97
99
126
108
109
33

841

表6－12　到達度とのクqス集計 書き文字のレベル

到 達 度

1 年 下 0．O@
I
9
．
9

10．O
@　i19．9

20．O
@　l29．9

30．O
@　l39．9

40．O
@　l49．9

50．0
@　「59．9

60．O
@　i69．9

70．O
@　i79．9

80．0
@　「89．9

　9

P0

90．0 一100．0 0

80．Q 一89．9 1

70．0 一　79．9 2

60．0 一　69．9 2 1

50．0 一　59．9 5 1

40．0 一49．9 15 1 3 6

30．0 一39．9 7 1 1 一　4

20．0 一29．9 32 7 9 『11

一10．0 一　19．9 91 2 2 16 18 24 20

～0．0 一　　9．9 765 2 12 57 103 145 186 148 93

△
口 計 920 0 2 12 59 105 161 213 185 136

90．　O

　　f

100．　0

ユ
2
ユ
護
5
1
5
9
1
9

47

表6・一13　到達度とのク瞬ス集計 醤き音訓のレベル

到 達 度

1 年 下 0．O@
i
9
．
9

10．0
@　119．9

20．G
@　i29．9

30．O
@　l39．9

40．O
@　l49．9

50．O
@　l59．9

60．O
@　l69．9

70．O
@　l79．9

80．0
@　ヒ89．9

　｛

P（

90．0 一100．0 0

80．0一 89．9 1

70．0一 79．9 2

60．0　一 69．9 2 1

50．0　一 59．9 7 3

一40．0一 喋9．9 18 1 3 9

一30．0　一 39．9 11 1 4 4

一20．0一 29．9 40 1 7 15 12

㎝10．0一 19．9 111 3 5 王7 23 35 20

｝0．0　一 9．9 1576 74 104 11荏 195 213 255 276 206 119

ム
ロ 計 1768 74 104 114 198 218 273 308 263 168

90．　O

　　　l

100．0

ユ
2
ユ
4
5
2
5
8
2
0

48
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　　　　　　　　きのさて、習得率が10％よりも大きい音訓を、次に～覧する。読み1305音訓、書き192音訓となる。同

じ配当学年の漢字は、まとめた。そして、最初に〈〉の中に、その配当学年を示した。

〈読み〉

・90％台（55音訓）

〈4＞紀キ　鏡か　型かた　賞炉〈6＞液エキ　賀ガ　券ケン弁ペン〈6＞宇ウ　羽はね　映M　街刺　巻まく丸

まる ﾛ三る丸醜　危キ　机£く泣なく警ケイ劇ゲキ穴あな好すく紅コウ骨ほね砂すな座ザ　捨シや

若llか笑勾ら廊ヨ針はり洗セン洗脅ら窓tど蔵ゾウ臓ゾウ宅タク段ダン伸なh』宙か兆か乳か

背せ　班ハン秘ヒ　宝奮か　亡勅　忘擁　枚マイ矢や　郵ユウ優ユウ卵整　裏うら

・80％台（66音訓）

〈3＞期キ　号助　世セ＜4＞愛アイ以イ　位5ら漢カン区ク　芸ゲイ史シ　真シン粉こく5＞果力　幹

カン v纐　禁キン件ケン険ケン故コ　妻つま状ぞ　総ソウ像ゾウ特トク燃嵩　非ヒ　布フ　婦フ

保ホ　未ミ＜6＞街まち割わり巻まき危象♂弓嚇　吸軒　胸むね源ゲン呼よぶ刻＝’骨コツ砂サ　誌

シ　射シや捨宅る純勢将㌍購’城しろ垂スイ三七ン層ソウ操ソウ担タン探タン痛駝痛縫

脳ノウ腹はら閉銑　片かた宝ホウ捧ボウ密ミツ幼ヨウ覧ラン

　
　
　
　
　
　
助

　
　
　
徳
ザ
私
朗

　
　
　
　
　
二
三

　
D
二
二
力
二
二

　
　
　
　
　
　
ハ
ワ

　
　
真
性
㌍
二
七

調
　
　
二
二
雨

音
界
　
　
　
　
　
　
ン
暗
庫

㈲　
　
　
　
　
　
テ
　
俗

　
　
　
　
　
三
二

台
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
三
兄

幅
宿
児
く
好
無
く
姉
す
薯
・

　
　
～
　
　
ウ
　
　
お

シ
ギ
リ
ウ
コ
し

氏
義
二
二
潮

払
ウ
駝
ム
　
斜
　
か

給
鶴
無
二
庁

キ
獅
認
∴
吋
み

機
《
防
三
三

　
劇
ウ
ン
ィ

カ
　
　
ウ
ホ
　
ボ
　
　
　
　
セ

加
　
防
が
聖

　
　
　
ん
　

　
　
　
イq
准
”
ヨ
紗

蕪
　
二
期
傷

鴻
求
・
　
　
｛

オ
　

ワ
ウ

　
料
酵
・
ジ

町
犯
簡
磁

　
ゴ
　
ゥ

　
零
ノ
　
郭
　
・
・

わ
　
能
饗
詞

万
ク
　
　
ネ

　
ヨ
　

す
　
　
が

碑
浴
二
幅
舞

勿
ぶ
　
　
害

そ　
と
　
　
ク

ツ
飛
ト
る
シ

ブ

物
　
　
害

　
ヒ
　
　
ク
　
　
　
　
　
ツ

・
飛
撃
齢
サ

動
ウ
ー
灰

　
ド
　
　
ウ
　
　
　
　
　
る

　
　
ト
　
　
　
　
ふ

島
　
　
可

　
ま
　
　
イ
　
　
　
　
　
る

　
　
セ
　
　
　
　

お
り

”

角
る
ヨ
映
こ

　
や
け
　
　
　
　
　
　

じ

　
　
　
　
ベ

　
　
ジ
ウ

羽
三
三
は

　
　
　
羽

　
く
　

ユ
　
　
　
　
ゥ

　
や
　
ジ
ン
　
　
　
オ

カ
三
二
件

イ
　
　
域

　
　

よ
　
　
　
　
　
　
の

3
シ
ク
ジ
6
こ
む

く

〈3＞兄献　庫’　公助　仕シ　歯は　世セイ丁㌘　島しま肉ニク遊ユウ〈4＞英＝イ塩しお億秒　極か

姉thta戦セン争ソウ飛愚　不フ　約ヤク冷舘　冷鍵　歴レキ〈5＞営X｛演Xン応オウ仮力　河かわ　過

菩す格カク刊カン基キ　検ケン現ゲン個コ　再サ　際サイ師シ　術ナ　序tV’証計　政et績セキ

舌した団ダン導ドウ任＝ン判ハン版ハン備ビ　武ブ　墓まか容ヨウ〈6＞閣カク吸すう供とも彫　誤

ゴ　降毅困が済サイ裁サイ視シ　署シヨ傷蓼ヨ寸スン専セン奏ソウ窓ソウ暖維頂か乳ちち

腹フク閉晶　隈る幕マク模モ　訳ヤク欲ヨク乱ラン

　
　
　
り

導
謙
・
閉
三
園
直
．

　
　
　
鍵

団
お
ろ
閉
一
と
ま
息
グ

　
　
　
台
止

　
　
　
脇

　
　
　
6
〈2＞止1る〈3＞園エン開あく館カン岩いわ局か　血ケツ壷ち　向呂　死シ　死しぬ式シキ酒”tけ週診

神かみ旧いき直穿　都ト　等トウ鼻はな氷㌍　勉ベン由ユウ和ワ〈4＞胃イ　央オウ管カン季キ　器

キ　軍グン菜サイ殺勃産誌試シ　信シン講ず席セキ選セン然e’ン根あい隊クイ辮つ博ハク

飯ハン飯めし必欝　標㌢　副フク変ヘン変親　便ビン勇ユウ冷恥　老助〈5＞因イン永エイ恩オン果

監　過力　ge　tiク眼ガン逆勢　群グン護ゴ　効’ウ摩翻　査サ　再サイ災サイ雑ゾウ質シツ舎シや

謝シや授ジX招診条款情診精七イ責七キ絶ゼツ祖ソ　断ダン張㌘銅ドウ判バン俵㌢そ夏フク

複フク墓ボ　報勅豊貯留ル〈6＞異イ　映2つ沿エン干ほす巻カン看カン敬ケイ己’　樹ジa
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処シ”灘ヨ存ソン暖錺た値ね忠か届誌澱ど背せい禰　訪ホウ幼蔀律リツ

40％台　（138音一911）

〈2＞京か　後のち雪ゆき当恕　東トウ友とも〈3＞安樽　意イ　院イン泳エイ泳磐　球か

書齢　祭著つ　実み　酒シエ　終回　習計　匿召顔　深シン　全ゼン　第グイ　鉄骨　転テン　内うち

美ビ　美～3＜品ピン部ブ　面メン遊墾洋ヨウ落㌫剛’＜4＞案アン位イ　印イン

希キ　漁も　競ケイ欠ケツ最サイ材ザイ昨サク散サン士シ　辞ジ　失シツ初銑　初まつ

説セツ　戦騎　象ゾウ　孫まご　底テイ停テイ　的「’t　念ネン筆ふで　夫フ　夫勧　粉フン粉こな

良よい類ルイ令レイ冷銑　冷ひや録ロク〈5＞過翫　価力　解カイ久軒　旧か　均キン現勇

ザイ　　亜ザイ　　哩つみ　　ニジ　　十シ　　相いわ　　9thショ　鐵llセイ　位セツ　凱セッ　　・序ゾウ　オ叱かす　　t7Lテ＄

杓
　
舵
抄
　
耐
　
⇒
　
財
駅
郷
禁

銀
悲
二
成
民
暇
評
ウ
膿

か
”
　
川
　
潟
　
M
　
在
D
　
胸
た
か

橋
発
械
三
兵
紮
独
ギ
瞬

か
帖
⇔
顧
訟
現
舛

　
　
　
　
　
　
　
疑
が

球
内
印
初
轡
敵
キ
欝

　
　
　
　
　
　
　
貴
ン

磐
ガ
　
　
銑
”
　
均
喧

泳
転
衝
初
粉
ユ
貸
ン
鰍

封
”
ン
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・70％台（2音訓）

〈6＞仲なか　宝欝

・60％台（2音訓）

〈6＞女子すく　　ヲE言コ

・500／，台（7音訓）

〈6＞羽f’h　丸絶　回すな　私腔　洗セン　洗炉　枚マイ
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髄　舌した　団ダン徳トク非ヒ　保ホ　防ボウ〈6＞羽は　沿mン可力　9tit），）割llる系ケイ源ゲン砂サ
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品ビン品しな平ひら　由帥　陽ヨウ和ワ〈4＞位イ　委イ　各カク漁も　区ク　型かた

計　宿勢　信シン清鏡　倍バイ不フ　夫フ　夫勧　辺ヘン利リ　良よL」〈5＞因イン

仮力　河か　河かわ価力　久軒　禁キン検ケン故コ　｛瞭　　災“td児ジ　舎シや

政セイ特トク任＝ン能ノウ武ブ　仏プツ仏ilと保学　豊罪たく6＞域イキ灰はい捌わる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島トウ　内うち　肉＝ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芸ゲイ士シ　周

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永エイ営エイ　液＝’“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授ジ」　準ζユ　遷犬計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巻まき簡カン丸

ガン z酢　吸すう供とも径ケイ敬ケイ穴あな源麓　己コ　誤ゴ　皇オウ骨ほね困罰　冊サツ詞シ

誌シ　射シや捨シや捨薯る垂スイ専セン窓まど挺タン探タン段ダン庁㍗　潮か　痛賠　痛誘　背せ

秘ヒ　陛ヘイ片かた密ミツ訳ヤク幼ヨウ幼蓼直羊ヨウ卵墾

〔注〕　1．読みと書きで音訓数が違う。これは、第4章で述べたように、読みでは、6年配当漢字の「尊

　　　　套a」と「尊寡」を、それぞれ「尊鋼「尊軸性に併合して集計したためである。

　　　2．毎日新聞社「読書世論調査1983年版」毎日新聞社広告局、昭和58年

　　　　毎日新聞社「読書世論調査1984年版」毎日新聞東京本社広告局、昭和59年

　　　　毎日新聞社「読書世論調査1985年版」毎日新聞東京本社広告局、昭和60年

　　　　毎屡新聞社「読書没論調査1986年版」毎日新聞東京本社広告局、昭和61年

　　　　毎H新聞社「読書世論調査1987年版」毎日新聞東京本社広告局、昭和62年

　　　　天意とも、その前年5月に行った調査の結果を報告している。

　　　3．習得率の度数分布が配当漢字によってひじょうに違うので、どの配当漢字にも1司じ基準を適用

　　　　することは、適当なことではないかもしれない。しかし、全部を一覧することはできないし、

　　　　また、ほかに適当な基準もないので、この基準を採用した。

第2節　調査結果　｛79



　　　　　　　　　　　　　　　（付）習得率順漢字表

　第3章の後の二二表には、音訓の習得率（音訓のレベルの習得率）だけを掲載した。そこで、ここ

に漢字の習得率（文字のレベルの習得率）を掲載する。ただし、スペースと使用の便を考えて、表6－6・

表6－8の度数分布表に対応する形式で示した。そして、同じ学年の配当漢字は、圖じ段にまとめた。

段のはじめの数字は、それぞれの漢；字の配当学年である。

読　　　　　　み 書　　　　　　き

90％台 4 紀鏡型賞

5 液賀券弁

6
宇羽映街巻丸危机泣警劇穴好紅骨砂座捨若
ﾎ城針洗窓蔵臓宅段仲宙兆乳背班秘宝亡忘
⊥﨤X優卵裏

80％台 3 期号世

4 愛以位漢区芸史真粉

5 果幹久禁件険故妻状総像特燃非布婦保朱

6 割弓吸胸源呼刻誌財純将障垂泉層操担探痛
]腹閉片榛密幼覧

丸

70％台 3 化界角島動物万陽様

4 加機給氏宿焼堂飛浴利料冷練

5 確義児準常性統得徳能犯仏防無領

6 域可灰株簡供筋系径皇降冊私姿詞磁傷聖庁
ｪ展糖晩羊翌朗

仲宝

60％台 3 兄庫公仕歯丁肉遊

4 英塩億極姉戦争不約歴

5 営演応仮河過格刊基検現個再際師術序証政
ﾑ舌団導任判版備武墓容

6 閣誤困済裁視署寸専奏暖頂幕模訳欲乱 好兆

50％台 2 比

3

4 貿央管季器軍菜殺産試信静席選然相隊熱博
ﾑ必標副変便勇老

5 因永恩額眼逆群護効厚査災雑質舎謝授招条
譿ｸ責絶祖断張銅俵復複報豊留

6 異沿千看敬己樹処蒸存値忠届補訪律 羽砂私洗枚

40％台 2 察後露当東友

3 安意院泳球橋銀君祭実終習昭深全第鉄転内
ｭ悲美品部面洋落両

世
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読　　　　　　み 書　　　　　　き

40％台 4 案印械関希漁競欠最材昨散士辞失初臣成説
ﾛ孫底停的念筆夫兵民良類令録

位

5 価解旧均在財罪示志祝職製接設造貸敵独評
ﾒ暴綿

未

6 遺延貴疑郷憲権鋼至就諸染創尊賃俳盟臨 映机弓若城泉宙乳班亡矢羊

30％台 2 海記牛強玉語交書食星太竹点父母方

3 医育飲運駅屋荷客級宮業具指次事写者州重
ﾁ代炭調庭投湯登配坂板負問油予葉旅

4
委栄完官願旗求救協健験功康差参残種順省
ｴ節浅倉想速側治財低典伝徒努灯敗倍別辺
@望牧要陸輪連労

給

5 移衛快歓寄規技許境句経混酸支似識修織制
ﾅ素増属退態提程比務迷率

果

6 勤孝策縦熟宣難認拝肪奮 宇泣紅閉忘

20％台 2 夏家回会問顔光国黒才作算自時少心図数西
O草体地茶鳥冬道風分聞北夜野曜楽

3
悪員階活寒姥起究急去県研＝言細守受所勝乗
A申身線族打対待題着注帳度童畑皮表秒病
桾泄ｽ味命有流緑列

角兄直丁島万

4 貨各覚観喜議景結建告察司借周唱照積折続
ｲ達談置腸働毒付末満脈

央加欠氏史清

5 圧興訓潔限構講採蚕資則築適破貧富翰 賀久舌國徳雰保防

6 我革揮厳尺釈従縮推誠党納派批陛論 沿可割系源座針寸操宅頂潮

10％台

2

引雲遠何科歌画絵貝外汽帰魚形計元原戸古
H広行高黄合谷今思紙室社秋春場色新親声
ｰ切組走台池長朝通弟店電刀答同読南馬半
ﾔ米歩毎妹明毛門理話

回玉東父

3 暗横温感曲苦係決湖幸港根使始持主集住暑
撫､章進送他柱定波反返放役薬礼路

育岩血公全内肉品平由陽和

4 衣囲課芽改害共郡固航鋼勢帯単票府包養量 委各漁区型芸士周宿信倍不夫辺利良

5 易益往慣居絹減耕鉱賛収衆述除承銭善測損
?貿余預略

因永営液仮河価禁検故個災児舎授準状政特
C能武仏豊

6 拡兼后穀宗仁著否 域灰巻簡吸供径敬穴己誤皇骨困冊詞誌射捨
p齣拠S探段庁痛背秘陛片密訳幼卵

0％台

2

教近午考市寺弱首船多知昼頭買売麦鳴用来 引雲遠何科夏家歌画会海絵翼外間顔汽記帰
豪寞梛ｳ強近形計元原戸古午後語工広交光
s考高黄合谷国黒今才作算止市思紙寺自時
ｺ社弱酋秋春書少場色食心新親図数西声星
ｰ切雪船前組走草多太体台池地知竹茶昼長
ｹ朝逓弟店点電冬刀当答頭同道読南馬買売
梍ｼ番風分聞米歩母方北毎妹明鳴毛門夜野
F用曜来楽里理話
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読　　　　　　み 書　　　　　　き

0％台 乱訴取拾整短追農 悪安暗医意員院飲運泳駅園横屋温化荷界開
階活寒感館岸起期客究急級宮球去橋業曲局
銀苦具君係軽決県研二言庫湖向幸港号根祭細
仕死使始指歯詩次事持式実写者主守取酒受

3 州拾終習週集住重：所暑助昭消商章勝乗植申
g神深進整線送息族他打対待代第題炭短着
注柱帳調追定庭鉄転都度投湯登等動童農波
配畑発反坂板皮悲美鼻氷表秒病負部服福物
返勉放味命面問役薬油有遊予洋葉様落流旅
両緑礼列路

挙候費 愛案衣以囲胃印英栄塩億貨課芽改械害覚完
官漢管関観願希季紀喜旗器機議求救挙共協
鏡競極軍郡景結建健験固功候航康告差菜最

4 材昨欄殺察参散産残司姉試辞失借種順初省
･照賞焼臣真成勢静席積折鮪説浅戦選然争
相倉想象速側続卒孫帯隊達単談治置貯腸低
底停的典伝徒努灯堂働毒熱念敗博飯飛費必
筆票標付府副粉兵別変便勉法望牧末満脈民
約勇要養浴陸料量輪類令冷例歴連練老労録

称 圧易移衛益演往応恩過快解格確額刊幹慣歓
眼基寄規技義逆旧居許境興均句訓群経潔件
券険絹限現減護効厚耕構講鉱混査再妻採際
在財罪雑蚕酸賛支示志師資似識質謝収修衆

5 祝述術序除招承称証条常情織職制性精製税
責績接設絶銭善橿素総造像増則測属損退貸
態断築張提程敵適統銅導得独燃破犯判版比
肥備俵評貧布婦富復複編弁墓報貿暴務無迷
綿輸余預容：率略留領

壱勧需是俗討弐 異遺壱延我街革拡閣株干看勧危揮貴疑胸郷
勤筋警劇兼憲権厳呼后孝降鋼刻穀済裁策至

6 姿視磁尺釈需樹宗就従縦縮熟純処署諸将笑
搶瘴�m推是聖誠宣染奏創層蔵臓俗存尊暖
値患著賃展党討糖届難弐認納脳派拝肺俳晩
否批腹奮補訪棒幕盟模郵優欲翌乱覧裏律臨
朗論

第3節　習得率と画数・使用率

　この節では、1年下の習得率と、画数・使用率との関係について見る。ただし、分析を簡単にする

ために、第5章第3節のように、画数の効果と使用率の効果を別々に見ることにする。

第1項習得率と画数
　ここでは、漢字・音訓の配当学年という要因を加えて、画数の効果を見ることにする。しかし、第

3章第5節で薗数について設定した水準をそのまま使うと、漢字・音訓がない組み合わせが生じた。

そこで、ここでも第5章第3節で再設定した水準を使うことにした。

　分析の対象とする要因をまとめると、次のようになる。（要囲と水準を記号で表す。）

1．A：画数

　・Al：1～3画
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　・A2：4～6画

　・A3　：7～9画

　・A4：10～23画

2．B：漢字・音訓の配当学年

　・B1：2年配当漢字

　・B2：3年配当漢字：

　・B3：4年配当漢字

　・B4　：5年酉面当2洋字

　・B5：6年配当漢字

　それぞれの要因の組み合わせについて、乎均田得率を示したものが、表6一ユ4・表6－15・表6一ユ6・表

6－17である。それぞれの表のいちばん下に、その平均習得率の平均値を示した。そして、図6－4・図6－5・

図6－6・図6－7に、その平均値をグラフに表した。どの場合も、画数が多いと平均値が低い傾肉がある。

そこで、上の2要因について分散分析を行った。その結果が、表6一玉8である。（分散分析表は、表6－19・

表6－20・表6－21・表6－22に示す。F値に付けた記号の意味は、表6－18と同じである。）

表6一・14　習御率と画数一読み文字のレベルー 表6・・15習得率と画数一読み音訓のレベルー一

AI A2　　　A3 Aコ Aユ　　　A2 A、二疋：「

平　均　値 15．7 2L5 18．8 18．2 平　　　重勾　　　套葭　　　　10，2　　　　11．5 11．9110．6B1

Q年配当漢字 漢字数G45） 3 46 47 49

B監

Q年配当漢字 音言lll数　（367）　　　　　5　　　　　128

平　均　値 71．3 41．7 3L1 35．5 平　均　値　　　　　27．7｝境　

104　　130帽　崖　幽　．…　．．．一　．．…　．．．．…　皿　　

Q0．8　　23．1Bz

R年配当漢字 漢字数（195＞ 2 35 72 86

B2

R年配当漢字 三舞卿数　　（415＞　　　　　2　　　　　　　76
161　　176

平　均　値 48．0 46．7 42．9 42．5 平　均　値　　48．0 32．3 32．li　31．1B3

S年配当漢字 漢字数（195） 1i28 60 106

B3

S年配当漢字 音訓数（36 51 1ユ7　i193

平　均　値 80．0 58．4 51．3 46．9

。均黙誌，
43．5 3＆1i　35．3B‘

T年忌己当漢字 漢字数（195） 1 22 46 126

B4

吹D5年配当漢字 音爵曙数（326）　　2 36 　…V7i2ユ1
平　均　値 73．2 7L7 63．4 61．3 B5 平均　値　　　70．6 δ6．7 56．9　　5L3B5

U年配当漢字 1莫字数　（ユ90＞　　　　　6　　　　　　25 52 107 6年配当獲⊥鑓（296＞ 1・135 84　　　167

平　　　　　　均　　　　　　査葭　　　　　　　　57．6　　　　48．0

＿一　　　　＿一
41．5 40．9 平　均　値　5・913ε・ 32．0　　30，3

表6－16　習得率と画数一轡き文字のレベルー 表6－17習得率と癒数一讐き音訓のレベルー一

Q　　…　《・
ｽ　均　値　　4．9

．㎝　閲　…

`3

@1．1

`亀

O．7

A2　　A3　　　A4A2

Q．8

　…　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　…　．．．而　．…

a、　　　　　　　　　値　　　　　　L4 0．7　　0．4B1

Q年配当漢字 漢字数（145）　　3 46 47 49 、＿臨漏，撚 104　　　130

平　均　値 26．9 6．7 －3．2 ！二9 海。際均　9嵐2 2．1　　ユ．2Ba

R年翫当漢字 漢字数（195） 2 35 72 86 言1嗜数　（415）　　　　　2　　　　　　76 16［176

平　均　値 11．0 9．0 5．6 3．0 B，　　「マ均値　Il．0　6．4 3．6 2．2B3

S年配当漢字 漢字数G95） ユ 28 60 106 ・年配当漢字音訓数（362＞｝1

平　均　値 27．0 10．5 7．5 3．8 　　　　　　　　　　　…　¶　■a‘　　　　　　　　讐三　　均　　　イ直　　　20．0

　51了　へ　一　『

@7．6 T．4

193｝　　　　　一

@2．8B‘

T年配当漢字 漢字数（195） 1 22 46 126 5年函己当1莫字　　音言｝ll数　（326）　　　　　2 3617－2ユ1
平　均　値 37．7 24．4 18．5 7．1 ・・

@匡均値…
2L61

15．9　　6．3B5

U年配盛漢字 漢宇数（190） 6 25 52 107 　　　　　…　．U年配当漢字撞訓数（2 王69

讐乙　　　　　　均　　　　　　値　　　　　　　　21．5　　　　10．7 72 3．3 。。。翌， 量餌8．　　　5．5　　2．6
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表6－18　分散分析の結果：習得率と画数

読　　　　　み 書　　　　　き
要　　　因

文字のレベル 音訓のレベル 文字のレベル 音訓のレベル

　A　　画　　数

@B　　　配当学年

`×B　　交互作用

：
：
一

：
：
一

：
：
禦
　
■

：
：
掌
　
寧

〔注〕　”　1％水準で有意差の認められたもの

　　　　　有意差の認められないもの

pa　6－4　習得率と画数一読み文掌のレベルー

100．0

90．0

80．0

7e．0

6e．o

se．0

40．0

3e．0

20．0

1o．o

　o．o

一×一一〇

w”一一

図6－5　習得率と画数　　読み音訓のレベルー

1 2 3 4

100．0

90．0

80．0

70．0

60．0

50．0

40．0

30．0

20．O

IO．O

　OiO
1 2 3 4

図6－6

10e．o

ge．o
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　e．e

習得率と画数一憲き文字のレベルー
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習得率と画数　　鰹き音訓のレベルー

1 2 3 4

表6－19　分散分析表：習得率と画数　　　　　　　　　衷6－20　分散分析表1習得率と画数

　　　　　　　　　　　一読み文字のレベルー　　　　　　　　　　　　一読み音訓のレベルー

要　　因 平方稲 自由度
平　　均

ｽ方和
F　値 要　　國 平方和 自由度

平　　均

ｽ方和
F　値

　A　　画　　数

@B　　配当学年
`XB　交互作用
@£　　誤　　差

　907．474

T533，39G

@869，525

U4558，251

　3

@4
P2

X00

302，491

P383，348

@72．460

@71．731

4．217韓
P9．285●’

P，010

　A　　画　　数

@B　　配当学年
`×B　交互作用
@£　　誤　　差

　1607。25王

@5340．4G9

@1061．253
P01808，710

　3
@4
@12
P746

535，750

P335，1G2

@88．438

@58．310

9．188鱒

Q2．897鱒

P，517

T　　合　　計 71868，640 919 T　　合　　計 109817，623 玉765
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表6－21分散分析表：習得率と画数　　　　　　　　表6－22

　　　　　　　　　　　一一一書き文字のレベルー

分散分析表：習得率と画数

　　　　　　　＿書き音訓のレベルー一

要　　囲 平方和 自由度
平　　均

ｽ方和
F　値 要　　囲 平方和 自由度

平　　均

ｽ方和
　A　　醒　　数

@B　　配当学年
`XB　交互作用
@E　　誤　　差

　9王6．731

@844．075

@338．272
P0273，905

　3

@4
P2

X00

305，577

Q11，019

Q8，189

P1，415

26．770鎚

P8．486◎8

Q．469亀8

　A　　錘　　数

@B　　配当学年
`×B　交互作用
@E　　誤　　差

　76L848
@707．406

@309．530
P0231，821

　3
@4
@12
P748

253，949

P76，852

Q5，794

@5．853

4
3

丁　　合　　計 12372，983 919 丁　　合　　計 12010，605 1767

F　値

4，3．388　”

：10．216　i．

4．407鱒

　画数の主効果に関しては、どの場合も、1％水準で有意差が認められた。そして、グラフから分か

るように、どの場合も、水準1（1～3画）と水準2（4～6画）の問が、習得率にいちばん違いが

ある。

第2項　習得率と使用率

　画数と同じように、使用率の効果を見ることにする。第3章第5節で漢字の使用率について設定し

た水準をそのまま使うと、ない組み合わせが生じた。そこで、第5章第3節で再設定した水準を使っ

た。音訓の使用率については、ag　3章第5節で設定した水準をそのまま使った。

　分析の対象とする要因をまとめると、次のようになる。（要因と水準を記号で表す。）

1．A：使用率

　〈文字の場合〉

　・Al　：　　1～200｛立

　・A2　：201～400位

　・A3　：　401～　600｛立

　・A4　：　601～　800位

　・A5　：801～1200位

　・A6　：1201～1945位

　〈音訓の場合〉

　・Al　：　　1～500位

　・A2　：　501～1000｛立

　・A3　：エ001～1500位

　・A4　：1501～2000位

　・A5　：2001～2500位：

　・A6　：2501～3000位

　・A7　：3001～3seo｛立

　・A8　：3501～4087位

2，B：漢字（音訓）の配当学年

　・Bl：2年配当漢字

　・B2：3年配当漢字
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　・　B3　　：　4年函己当き細字

　・B4：5年配当漢字

　・B5：6年配当漢字

　それぞれの要因の組み合わせについて、平均習得率を示したものが、表6－23・表6－24・表6－25・表

6－26である。それぞれの表のいちばん下に、その平均習得率の平均値を示した。そして、図6－8　・図6－9・

図6－10・図6－11に、その平均値をグラフに表した。どの場合も、使用率が小さいと平均値が低い傾向

がある。そこで、上の2要因について分散分析を行った。その結，果が、表6－27である。使用率の主効

果に関しては、読みの文字のレベル以外は、どの場合も、1％水準で膚意差が認められた。（分散分析

表は、表6－28・表6－29・表6－30・表6－31に示す。F値に付けた記号の意味は、表6－27と同じである。）

表6－23習得率と使用率一読み文字のレベル
A1 A2 A3 A‘ A5 一　　A6

平　均　値 20．3 18．4 21．3 17．3 18．8 10．5B1

Q年配当漢字 漢字数（145） 62 36 21 8 14 4

平　均　値 40．7 34．6 28．9 39．3 33．3　　3L3B2

R年配当漢寧 漢字数（195） 50 58 35 20

　
　
7
2
6

6

平　均　値 51．1 41．9 43．9 42．1 40．0 42．9B3

S年配当漢字 漢字数（195＞ 25 39 46 38 38 9

平　均　値 63．3 58．4 51．4 48．3 39．9 43．0B‘

T年配当漢字 漢字数（195） 11 36 44 46 44 14

平　均　値 50．5 65．9 73．6 65．4 65．0 52．8B5

U年配当漢字 漢字数（エgo） 2 15 22 37 77 37

平　　　均　　　値 45．2 43．8 43．8 42．5 39．4 36．1

表6－24　習得率と使用率一読み音訓のレベルー
A匿 A2 A4 A5 A6 A7 Ag

平　均　値 13．6 11．7 玉2．5 12．1 6．1 6．6 3．O 4．8B1

Q年配当漢字 音訓数（367） 115 78 55 49 27 16 12 15

平　均　値 32．3 24．8 25．7 16．7 1・・巨，4 ＆7i
5．81一

B2

R年配当漢字 音謬緻（415） 115 80 72 53 41　　　23 19　　　12

平　均　値 43．5 35．1 32．7 31．8 27．7　　14．1 15．7B3

S年配当漢字 音訓数（362） 79 88 54 35 42　　　25

平　均　値 56．8 43．5 32．9 33．8 29．3 29．6 u．1 15．8B‘

T年配当漢字 音訓数（326＞ 69 72 54 38 23 22 27 21

平　均　値 62．9 62．9 65．7 54．4 49．3 47．1 36．4 26．5B5

U年配当漢字 音訓数（296） 26 64 62 51 32 22 22 17

平　　　均　　　値 41．8 35．6 33．9 29．8 26．1 22．0　　14．6 13．0
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表6－25習得率と使用率一密き文字のレベル
A産 A3 A3 A‘ A5 烈

平　均　値 L6 L5 2．1 0．9 LOB1

Q年紀当漢字 漢字数（145） 62 36 21 8 4

平　均　値 5．7 2．4 1．9 5．6
蜀
2．　　　L9B2

R年配当漢字 漢字数（195） 50 58 35 20 26 6

平　均　値 5．4 5．4 6．3 3．1 3．7 2．3B3

S年配当漢字 漢字数（195） 25 39 46 38 38 9

平　均　値 10．4 5．9 5．5 5．7 4．1 5．6B｛

T年配当漢字 漢字数（195） 11 36 44 46 44 14

平　均　値 30．5 17．7 12．0 14，0　　13ユ 1L8B5

U年配当漢字 漢字数（190＞ 2 15 22 37　　　77 37

平　　　均　　　値 10．7 6．6 5．6

型
4・9i 4．9

表6－26習得率と使用率一醤き音訓のレベルー
Al A2 A3 「r「π A6 A7 A3

平　均　値 α8 0．8 Ll 司 0．6 1．0 0．5 0．3B1

Q年配当漢字 音訓数（367） 1ユ5 78 55 49

巨
1
．
7

16 12 15

平　均　値 3．0 2．ユ 22 2．4 1．5 0．8 0．6B2

R年配当漢字 音訓数（4ユ5＞ 115 80 72 53 41 23 1gi12
平　均　値 4．8 3．8 3．0 3．1 L6 到 2．0B3

S年配当漢字 音訓数（362） 79 88 54 35 42 19　　　20

平　均　簸 6．6 3．4 3．9 4．1
・・1
4，2　　23 1．4B‘

T年配当漢宇 音訓数（326＞ 69 72 54 38 23t22 21

平　均　値 12．8 12．2 13．5 11．4 11．4 1・，・i5．9B5

U年配当漢寧 音調数（298） 26 64 62 51

詰円溢
23　　　19

平　　　均　　　値 5．6 ・．・司・．・ 3．9　　4．0 　ヒR．2i　2．OL
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習得率と使用率

　　　　　　読み文寧のレベル
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図6－IO
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習得率と使用率

　　　　　　警き文字のレベルー
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表6－27分散分析の結果　習得率と使用率

読　　　　　み 書　　　　　き
要　　　因

文字のレベル 音訓のレベル 文字のレベル 音訓のレベル

　A　　　使用率

@B　　　配当学年

`×B　　交互作用

；
一

串傘

F
：

：
：
寧

：
：
一

〔注〕　鱒　1％水準で有意差の認められたもの。

　　　’　5％水準で有意差の認められたもの。

　　　　　有意差の認められないもの。

表6－28　分散分析表 習得率と使用率　　　　　　　表6－29

　一一読み文字のレベルー

分散分析表 習得率と使用率

　一読み音訓のレベルー

要　　因 平方和 自由度
平　　均

ﾁ方和
F　値 要　　壌 平方和 密由度

平　　均

ｽ方和
F　値

　A　　使用率
@B　　配当学年

`XB　交互作用
@£　　誤　　差

　290．537

U770，048

@746．617
Q5790，510

　5

@4
QG

W90

　58．107

P692，512

@37．331

@28．978

2，005

T8．407鱒

P，288

　A　　使用率
@B　　配当学年

`XB　交互作用
@E　　誤　　差

　39．361

T40，704

@29．158
R260，369

　7
@4
@28
P726

517，645

P991，346

@29．449

@13．113

39．476鱒

P51，860。寧

@2．246。’

T　　合　　計 33597，712 919 丁　　合　　計 3869，592 1765

表6－30　分散分析表 台得率と使用率　　　　　　　表6－31

　一一一書き文字のレベルー

分散分析学 習得率とf吏用率

　一書き音訓のレベルー

要　　因 平方和 自由度
平　　均

ﾁ方和
F　値 要　　函 平方和 自密度

平　　均

ｽ方和
F　値

　A　　使用率
@B　　配当学年
`×B　交互作用

@E　　誤　　差

118，440

W30，239

P92，611

T183，398

　5

@4
Q0

W90

23，688

Q07，560

@9．631

@5．824

4．067●8

R5．639韓

P，654。

　A　　使用率
@B　　配当学年

`XB　交互作用
@E　　誤　　差

　39．361

T40，704

@29．158
R260，369

　7
@4
@28
P728

　5．623

P35，176

@玉．0感1

@1．887

2．980鱈

V1．635●●

O，552

丁　　合　　計 6324，688 9王9 T　　合　　計 3869，592 1767

〔注〕　1．繰り返し数が不揃いの場合の分散分析（2元配置）の方法による。使用率の場合も同じ。第5

　　　　章ag　3節の注1にあげた文献を参照。
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第7章　中学校・高等学校に配当されている
　　　　　　　　音訓・漢字

第1節　中学校・高等学校に配当されている音訓

　小学校配当漢字でも、特殊な音訓は、中学校または高等学校に配当されている。そして、小学校配

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ当漢字以外の漢字でも、特殊な音訓は、高等学校に配当されている。第2章第1節で述べたように、

それらを中学音訓・高校音訓と呼ぶことにする。高校音訓を漢字の種類によって、高校音訓1と高校

音訓2の2つに分けると、次のようになる。

　・中学音訓（247音訓）　一小学校配当漢字で、中学校に配当されている音訓

　・高校音訓1（119音訓）一小学校配当漢字で、高等学校に配当されている音訓

　・高校音訓2（139音訓）一小学校配当漢字以外の常用漢字で、高等学校に配当されている音訓

　どの音訓についても、第5章・第6章で述べた定着度調査の一部として実施した。出題形式をふく

めて、調査方法は、小学校配当漢字について行った調査とまったく同じである。そして、読み書きと

も調査したのであるが、ここでは、読みの調査結果だけを報告する。

第1項　中学校に配当されている音訓

　中学音訓は、中学校の3年間に学習する音訓である。第5章・第6章の調査に準じて、調：査対象の

児童・生徒の学年を、次のように決めた。

　・小学5年忌

　・小学6年生

　・高校1年生

　このうち、小学6年生と高校i年生だけを集計の対象とした。調査用紙によって、回収された数に

若干の違いがあった。そこで、それぞれの学年で、1調査用紙140枚を無作為に抽畠して、集計した。

140枚に満たないものは、全数を集計した。（最：低は132枚であった。したがって、1音訓について、

それぞれの学年で、132～140人の児童・生徒を集計したことになる。）

　なお、「貴を討「画像」は、「貴い」「貴ぶ」で出題して、それぞれ「寛超「虚幻に併合して集計

した。そのため、全部で245音訓を集計したことになる。

　1つ1つの音訓について習得率を求めて、その平均値（平均習得率）を計算すると、小学6年生

38．1％、高校1年生78．8％であった。SDは、小学6年生27．1％、高校1年生22．4％である。

　そして、表7－1に、習得率の度数分布を示した。また、表7－2に、小学6年生と高校1年生のクロ

ス集計を示した。分布が右によるほど、高校1年生で習得率が高くなった音訓が多いことになる。（表

7一・2に、小学6年生で70％台であるのに、高校1年生で40％台になった音訓があるが、これは、6年配

当漢字の「郷ゴウ」である。）
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表7－1　度数分布

小学6年生 高校1年生

90．0－100．0 9　3．7覧 110　45，0覧

80．0－89．9 10　4．1髄 38　15．5鮨

70．0－79．9 26　10．6％ 20，　8．2覧

60．0－69．9 17　6．9鴨 29　11．8監

50．0－59．9 19　7、8覧 14　5．7覧

40．0－49．9 18　7，3覧 12　4，9篇

30．0－39．9 31　12．7瓢 13　5．3舗

20．0－29．9 30　12．2覧 5　2．0覧

10．0－19．9 48　19．6覧 4　1．6覧

0，0－　9．9 37　15．1％ 0　0．0覧

合　計 245100．0馬 245100，0覧

表7－2　小学6年生と高校1年生とのク日ス集計

古
預
｝ 校 1 年 生

小学6年生 0．0 10．0 20．0 30．0 40，050．0 60．0 70．0 80．0 90．0

1 1 【 1 l　l i 1 1 1
9．9 19，929． 9 39．9 49，959．9 69．9 79．9 89．9 100．0

90．0－100．0 9 9

80．0－89．9 10 10

70．0－79．9 26 1 1 24

60．0－69．9 17 4 13

50．0－59．9 19 5 14

40．0－49．9 18 2 1 4 11

30．0－39．9 31 2 4 3 4 18

20．0－29．9 30 1　　1 5 5 8 10

10．0－19．9 48 1 2 7 1　　5 11 10 10 1

0．0－9．9 37 3 3 6 9　　6 7 1 2 0

合　計 245 0 4 5 13 12　14 29 20 38 110

　次に、表7一・1に対応させて、習得率順に音訓を一覧する。同じ配当学年の漢字はまとめて，その最

初に〈〉の中に配当学年を示した。

〈小学6年生〉

・90％台（9音訓）

　〈1＞耳ジ　天あまく2＞茶サ〈3＞化ケ　守もり鼻ビ〈4＞姉シ〈5＞迷メイ＜6＞笑油

・80％台（10音訓）

　〈1＞女め＜2＞京ケイ妹マイ＜3＞客カク宮グウ〈4＞夫フウ＜5＞銭ぜ‘こ素ス　提1㌻る〈6＞我わ

・70％台（26音訓）

　〈1＞生おう　目ボク〈2＞黄こ　星㌍　弟デ〈3＞：重え　助すけ〈4＞焼顔　牧まき〈5＞財サイ　質シチ　除ジ　性㌍

　〈6＞遺ユイ羽ウ　灰”〈胸むな郷ゴウ座蓄わ蔵くら認ニン納ナソ閉ぎす忘”ウ優嵩　卵ラン

・60％台（17音訓）

　〈3＞園その潜力　軽鵜　幸さち神かん発ホツ万バン＜5＞仮ケ　児＝　修シ”得うる〈6＞街カイ兼ケン笑

　㌍仁二　秘銑欲犠、

・50％台（19音訓）

　〈2＞強助　新こい頭奮し門かどく3＞兄ケイ命らヨ〈4＞選言ろ競考そ氏うじ初当るく5＞技わざ緻ヨ＜6＞革かわ

　勧カン危郭　傷縫　探郭　討うつ　片ヘン

・40％台（18音訓）

　〈1＞生き〈2＞外ゲ　：黄コウ歩ブ＜3＞集3ど膿さ対ツイ＜4＞eego健赫〈5＞率ソツ断たつ貧ピン＜6＞砂

　シや飛砂蒸むす蒸9す誠蓬こ値酢

・30％台（31音訓）

　〈1＞石”o三智ン〈2＞夏ゲ　交かう交鋭　今キン二野　来£たく3＞代しろ内ダイ反タン面おも二二ら

　〈4＞Klt　t，極ゴク試㌍　静幻　相顔　罠たみ〈5＞境ケイ損嘉　程｛lt’犯享か〈6＞我が　紅ク　鋼貯宗

　ソウ潜る仲か讃乞ず一一
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鋼籍が宗ソウ

・40％台（12音訓）

〈1＞字あざ〈2＞弟テイ来享た＜3＞究舘　調慧の〈4＞浅eン〈5＞過甕　舌ゼツ〈6＞泣か　郷ゴウ背摯　背醜

・30％台　（圭3音言川）

〈1＞音イン〈2＞室es〈3＞拾診〈5＞興斜〈6＞割さく机キ　厳塚　己キ　就3る　推おす　専麗　著欝　乳ち

。20％台（5音訓）

〈1＞目まく3＞仕ジ＜5＞興砦　貸タイ〈6＞否いな

・10％台（4音訓）

〈5＞過唱詠　糸昌ケン　織多u〈6＞障墓わ

第2項　高等学校に配当されている音訓

　高校音訓1と高校音訓2の両方を見ることにする。この節のはじめに述べたように、高校音訓1と

は、小学校配当漢字で、高等学校に配当されている音訓のことである。高校音訓2とは、小学校配当

漢字以外の常用漢字で、高等学校に配当されている音訓のことである。両方とも、中学3年生だけを

調査対象とした。そして、中学音訓と同じように、どちらも、1調査用紙140枚を無作為に抽出して

集計した。（どちらも、1音訓について、140人の生徒を

集計したことになる。）

　1つ1つの音訓について習得率を求めて、その平均値

（平均習得率）を計算すると、高校音訓1が35．7％、高

校音訓2が22．9％であった。SDは、高校音訓1が

29．4％、高校音訓2が22．6％である。そして、表7－3に、

習得率の度数分布を示した。

表7－3　度数分布

高校音訓1 高校音訓2

90．0 一100．0 8 6．7鷺 2 1，4覧

80．0 『 89．9
8 6．7脂 1 0．7鷲

70．0 一 79．9
5 4．2覧 7 5．0栃

60．0 一 69．9
4 3．4巽 6 4，3覧

50．0 皿 59．9
12 10．1瓢 4 2．9監

40．0 一 49．9
7 5．9艶 5 3．6鴨

30．0 一 39．9
11 9．2瓢 9 6．5鶉

20．0 『 29．9
21 17．6瓢 20 14．4覧

10．0 ｝ 19．9
14 11．8覧 39 28．1鮨

0．0 一 9．9
29 24，4馬 46 33．1瓢

ム
ロ

言ナ l19 10G．0巽 139 100．0覧

　次に、表7－3に対応させて、習得面出に音訓を一覧する。高校音訓1については、同じ配当学年の

漢字はまとめて、その最初に〈〉の中に配当学年を示した。高校音訓2は常用漢字表の順に並べた。

＜高校音訓1＞

’90％台　（8音言縄）

　〈1＞女Sヨ〈2＞食ξう数ス〈3＞着珍　氷ひ＜4＞想ソ　利きく＜6＞亡ない

・80％台（8音訓）

　＜2＞頭ト　南ナ　聞モン〈3＞主ス　定道　度ト〈4＞節セチ〈5＞酸すい

・70％台（5音訓）

　〈3＞業ゴウ　由ユイ〈4＞産うs〈5＞団トン暴脅ぱ

・60％k　（4証言陛D

　〈4＞法パフ＜5＞際きわ　政計〈6＞納ナ
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・50％台（12音訓）

〈2＞会x　逓ツ　馬ま　風フ　歩フ〈4＞建＝？　末バツ　老醜〈5＞格コウ　接つぐ〈6＞若勢　難平

・40％台（7音訓）

＜2＞食ジ惣4＞灯ひく5＞解ゲ　常とこ情セイ〈6＞供ク　奏麓

・30％台（11音訓）

〈1＞上計　立翫〈3＞期ゴ　宮ク〈4＞兵与ff〈5＞久ク〈6＞権ゴン矢シ　納ナン欲髭　律：J？　’f

・20％台（21音訓）

〈2＞遠’t’　；’〈3＞悪オ　反ホン坂ハン面つら流ル〈4＞栄眠　競せる殺｛“　’7初うい〈5＞益ヤク価鉾　祝計

〈6＞厳ゴン冊サク就y．染晶　操炉　撞墜　兆とざ亡“”］

・10％台（14音訓）

〈1＞青〃　白妄ヤ〈2＞行アン〈3＞神こう遊ユ〈4＞功ク　成㌍　清炉〈5＞眼ゲン潔醤ぎく6＞若雛　染しみ

担㌍兆享ざ

・0％台（29音訓）

〈1＞火n　赤絹　天励〈2＞図工　声ゲ　道トウ〈3＞庫ク　事ズ　病ヘイ由よし緑ロク礼ライ〈4＞各娚

験ゲン候生殺「イ説ゼイ博バク法：｝；〈5＞因よる基鰭質チ　衆シ’一政鍵り縁。富フウ＜6＞勤ゴン

＜高校音談2＞

畢90％台　 （2音L言ll［）

更副子ク

・80％台（1音訓）

津シン

・70％台　（7音訓）

疫ヤク懐㌶む契が慌コウ絞助壇クンll要”）

・60％台（6音訓）

押オウ三家～い堪iカン忌i；蓬い泌ヒ霊脚

・50％台（4宣言珊）

狭軟　貢碧　控助　施セ

・40％台（5音訓）

汚1；法眼題詠ザン沼ゲ葬麗

・30％台（9音訓）

詠よむ嫁力　肩ケン搾サク伺シ　煮シヤ1中か鎮霧滴極

・20％台（20音訓）

汚麓懐同源カツ偽にせ詰キツ脅Pt　x）仰㌍懸ケ　9fi　？，づ香酔如訥桑ソウ霜ソウ鎮晶

卑留紡㍗謀ム　窯ヨウ糧かて麗襟わ

・10％台（39音訓）

汚！；が詔勅奥オウ懐舘戯鷲む脚キ聖窮舘虚コ　曙ヨ鄭。惨創慈℃♂秀駕愁詠れ
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焦が詔あ言と醸㌍辱騨』し請こう昔セキ隣ば礎犠端は　澄か尼”　培3勾煩ボン

卑寛卑蹉侮三三7ツ柄ヘイ槻馨講か翻窓が凡ハン憂うい織ら霊たま

・　0％台　（46音言ll［　）

依X華ケ衡つ陥織無調忌いむ虐撚た艦毛嚢御倉クン繭ケン弦つる懇鷲唆欝の

旨bta賜シ寂七キ叢、瞬震刃ジン穂スイ錘つむ井セイ婿セイ請シン辮と辮と袋クイ襯た

苗9’敷フ　秘宝が秘宏が憤捻ど1甫ホ　甥ダ奉㌘鶴ら継宇が免3，SXか耗Uウ唯イ

諦た絡幾礎ささ糧no
〔注〕　1．音訓については、正式には、配当ということばは使われていない。しかし、指導段階を定めて

　　　　いるので、便宜的に、配当ということばを使う。

　　　　　この音訓配当は、昭和48年の当用漢字音訓表の改定にともなって行われたことである。国語

　　　　審議会から答申されたとき、前文の中で、「義務教育でどの程度、どの範囲の音訓を学習すべき

　　　　かは、別途の研究に待つこととした。」と述べられていた。それを受けて、文部省初等中等教育

　　　　周の中に、音訓等調査研究協力者会議が設けられて、音訓の指導段階が定められた。そして、

　　　　同時に、付表の語も指導段階が定められた。この結果は、昭和51年9月24日の全国都道府県指

　　　　導事務主管部課長会議で配付された。また、教科書発行者に対しても配付された。そして、「中

　　　　等教育資料」昭和52年2月号に、結果が一覧された。（武部良明「日本語の表記」角川書店、昭

　　　　和54年、藤原宏「注解常用漢字表」ぎょうせい、昭和56年などを参照。）

（付）集計表（4＞一中学音訓

　以下にあげるのは、中学音訓についての習得率表である。読みの結果だけを示した。

1．漢字の並べ方は、学年別漢字配当表の順である。漢字の欄に標準字体を示した。

2．漢字の前の数字は、その漢字の配当学年である。

3．同じ漢字が続く場合は、配当学年の欄と漢字の欄は空白にした。（行のはじめのときは、このかぎ

　りでない。）

4．音訓の並べ方は、常用漢字表の順である。

5．音は、かたかなで示した。訓はひらがなで示した。おくりがなは、一で区別した。

6．1字下げてある音訓は、常用漢字表のいわゆる1字下げの音訓（特別なもの又は用法のごく狭いも

　の）である。

7．読みの調査問題を示した。実際の調査問題は、第3章第1面長に示すような調査用紙に印刷した。

8．次の解答を注で取り上げた。（比率も示した。集計表と岡じく、小学6年生・高校1年生の順に記

　した。）

　・第3章第3節第2項の表3－7で、基準外正答としたもの。

　・漢字の学習指導上参考になると思われる誤答で、その比率の大きいもの。（便宜的に、高校1年

　　生で10％以上のものとした。）

　注は、音訓に付けた。その番号は、半括弧を付けた算用数字で示した。

9．「網図「貴奮剥は、「貴い」「貴ぶ」で出題してそれぞれ「貴い刎「貴ぶき剥に併合して集計した。

ig4第7章　中学校・高等学校に配当されている音訓・漢字



烈
ユ
3
浴
ゆ
」
β
』
ほ
　
。
5
3
護
　
’
7
3
護
ゆ
　
6
6
の
の
3
2
7
6
4
2
0
0
7
2
5
1
8
5
9
7
9
8
8
5
6
7
7
5
9
6
8
6
0
0
9
2
9
7
2
0
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

渇
　
6
8
2
②
4
3
3
洛
　
’
4
洛
3
護
ゆ
3
の
3
洛
3
」
3
沿
」
3
β
　
。
0
4
ゆ
　
。
9
β
4
8
3
9
4
9
1
9
9
9
0
6
1
8
7
9
8
6
8
8
9
9
4
8
6
9
7
3
0
0
0
9
1
5
6
9
9
8
2
8
5
0
0
4
5
9
9
％
7
5
7
0
0
0
9
3
7
1
4
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

。0

O0

X7

X9

S8

O0

W1

W9

X2

T7

T8

怖
’6
@
。
1
　
’
6
3
護
　
’
1
3
3
3
　
’
3
3
」
ユ
4
4
日
目
　
。
6
3
0
8
7
6
2
7
5
4
4
7
5
2
6
0
8
7
8
　
1
　
　
9
1
1
2
8
7
4
　
　
3
3
　
　
9
2
7

ま
目
貼
浴
ゴ
3
3
2
ゆ
3
4
4
3
ゆ
　
。
6
2
　
。
0
β
　
。
0
3
ゆ
3
　
。
1
3
　
。
6
β
2
　
’
9
講
3
1
7
3
6
4
0
8
3
5
0
4
2
0
3
0
3
0
4
2
7
6
2
1
3
9
1
5
5
8
3
0
2
0
7
3
2
0
4
9
5
7
7
7
5
8
2
3
4
2
8
5
5
2
3
8
2

3
ユ
　
6
1
β
β
護
ゆ
冷
　
’
3
3
ゆ
　
、
7
9
2
7
7
3
6
5
5
4
5
5
0
6
9
6
8
　
　
8
1
5
6
　
　
1
6

麺
問
査
調

緖
嚮
C
扶
撫
㈱
二
二
瓢
神
錨
一
濡
文
目
深
福
先
○
二
手
畠
老
女
焦
生
一
百
県
単
天
恋
雨
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
　
　
　
帯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
す
　
　
　
業
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
来
騨
至
心
澤
欝
欝
河
鈍
谷
蝶
嚢
る
色
価
切
撫
妹
子
鷺
合
志
高
熱
幾
夏
外
跳
出
強
気
飛
交
黄
黄
面
影
氷
新
雷
声
購
【
体
喫
弟
弟
総
量
歩
姉
門
来
支

　
　
　
　
　
窟
　
　
　
機
る
神
　
　
会
か
　
　
私
荒
園
粧
荷
客
め
治
業
兄
や
ぐ
と
の
王
化
遠
旅
究
明
早
父
軽
研
公
海

訓
膏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦
わ
紛
　
　
　
の
　
イ
4
1
　
　
う
　
　
　
ク
　
　
ッ
ま
　
　
ク
の
ン
と
ざ
　
　
た
ス
ヨ
　
　
［
　
キ
コ
ン
サ
あ
み
ボ
ま
イ
も
あ
ジ
　
　
　
ニ
め
お
き
セ
　
　
セ
　
　
　
ふ

　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
る
れ
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
　
　
　
　
　
い
　
　
う
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
わ
　
ヨ
イ
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
　
ゲ
　
　
イ
ウ
　
一
く
「
　
　
ウ
こ
ク
ン
ろ
い
か
こ
シ
サ
イ
　
　
イ
デ
し
ク
　
　
イ
ど
た
た
カ
　
　
ゲ
ケ
ゴ
し
お
か
か
コ
　
　
コ
キ
む
に
は
　
　
　
　
テ
サ
テ
　
　
か
バ
ブ
マ
か
き
き

　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
か
　
　
の
　
　
　
　
め
　
　
　
や
　
げ
　
　
の
　
…
　
　
　
　
「
ぐ
や
の
　
　
　
ク
わ
ウ
ざ
イ
ろ
一
お
ち
そ
ケ
カ
カ
き
グ
わ
ケ
か
と
お
さ

字
漢

音
下
字
義
手
出
女
　
　
生
　
　
タ
石
川
早
天
文
渥

何
夏
柑
京
強
　
　
臨
交
　
　
黄
　
　
谷
今
室
画
図
声
星
切
溜
茶
弟
　
　
頭
麦
歩
脚
門
来

園
口
話
客
究
学
業
兄
軽
研
公
幸

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

2
2
2
2
2
　
　
2
2
　
　
2
　
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
　
　
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

小

10

P9

X8

P3

Q3

P2

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

4
4
7
4
－
4
2
7
5
3
9
4
5
ゆ
恩
4
Z
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1
4
7
7
7
箔
9
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
〔
し
ε
1
E
？
1
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1
　
　
’
¢
　
　
芝
5
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つ
U
　
虞
㌧
　
’
こ
　
　
り
4
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
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魎
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茶
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日
　
　
桜
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科
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ぐ
げ
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憎
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太
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重
う
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凹
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翻
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面
上
蕪
ら
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む
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給
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集
八
助
商
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一
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鷺
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境
発
反
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万
寿
面
細
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有
鷺
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婦
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機
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極
極
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姉
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辞
雛
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静
浅
野
首
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訓
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た
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バ
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お
お
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な
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ま
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す
る
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一
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や
も
わ
　
　
　
一
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「
一
う
わ
　
一
　
　
　
　
一
め
め
ウ
リ
ヨ
　
　
さ
ウ
　
一
ウ
う
っ
た
そ
ク
わ
わ
わ
　
…
　
一
こ
じ
　
　
め
　
…
　
一
　
ヨ
え
ジ
ン
く
ヨ
み
フ
こ
う
は
き
ゴ
き
き
き
ゆ
ゆ
す
う
シ
た
や
そ
シ
か
　
　
セ
い
シ
す

字
漢

仕
次
守
州
拾
　
　
集
重
助
商
勝
申
神
対
置
丁
調
　
　
度
　
　
童
内
発
反
業
病
万
命
面
　
　
二
二
和

衣
器
機
二
極
　
　
　
　
　
結
　
　
健
氏
姉
試
丁
丁
焼
物
静
置
戦
棺
速
夫

3
3
3
3
3
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
　
　
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
3
3

4
4
4
4
4
　
　
　
　
　
4
　
　
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
つ
O

n
V
Q
ゾ

ー
　
－

13．6

12．9

0
3

C
J
O
J

ρ
’
－

Q
レ
Q
》

9
9
9
榊

】
6

12．9

9．3

20．0

］4．3

］3．6

65．5

7
ρ
U

ζ
」
り
◎1
6
3－5．7

3．6

25．7

29．3

り
O
Q
4
4

0
7
7
1

（
O
　
　
i

3
3
9
9
3
1
1
0
6
3
3
7
0
4
3
9
2
3
1
1
9
7
4
4

4
4
7
7
4
2
7
5
3
9
4
5
0
6
4
2
1
4
7
7
7
5
9
6

朧
5
4
3
5
3
2
1
　
1
1
4
5
9
3
1
5
7
1
3
1
　
3
　
8

高1

1
2
5
4
7
0
0
8
6
4
4
0
0
0
5
0
9
1
6
2
2
9
0
6
3

9
1
8
7
7
6
7
7
2
0
6
0
8
0
5
7
5
8
8
5
6
4
7
7
9

2
7
9
7
6
3
9
9
9
6
8
8
8
0
9
9
5
4
8
8
6
9
9
6
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

81．5

98．5

95．6

98．5

60．3

93．4

76．5

93．3

100．0

75．8

036

5
4
4
3
4
3
6
7
4
3
8
8
0
8
0
0
3
9
1
9
2
4
2
8

2
0
7
6
0
9
8
3
2
4
4
7
0
1
8
5
9
7
4
8
4
7
5
7

9
9
6
9
9
9
8
6
6
7
9
9
0
9
7
8
9
7
9
4
6
6
5
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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ゆ
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潟
3
3
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ユ
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3
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②
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3
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5
β
渇
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8
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5
3
5
　
’
6
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5
3
3
洛
3
0
0
1
2
4
6
5
1
8
9
9
4
8
9
9
3
1
7
6
2
9
3
2
2
3
4
5
9
9
9
8
8
9
7
9
5
9
4
8
3
6
6
6
9
8
4
8
7
5
6
1
6
9
9
6
3
4
7
9
6
0
0
9
2
9
5
8
7
2
8
9
5
9
7
9
8
7
0
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0
9
8
9
7
7
6
8
2
9
9
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1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

妬
’4

V8

R0

P7

3
ユ
惑
浴
　
’
3
の
洛
7
3
q
…
9
6
　
。
0
3
β
護
3
3
護
3
3
　
、
1
　
“
7
　
’
0
3
　
’
3
　
’
6
　
’
9
護
3
」
3
7
鴻
　
。
0
3
3
つ
護
　
“
3
β
3
浴
」
浴
沿
6
4
2
8
8
2
9
5
9
3
8
5
0
7
2
2
3
1
0
1
4
蔦
7
1
2
0
2
2
6
6
7
5
1
7
1
7
2
0
6
4
7
0
1
4
1
3
7
7
1
1
9
8
7
8
9
4
5
3
1
2
5
4
4
9
8
7
3
6
1
4
6
2
3
9
4
8
1
5
1
8
9
0

」
ゆ
　
。
4
3
　
6
0
　
6
4
3
沿
渇
4
　
。
3
0
7
6
4
5
1
9
0
3
6
9
7
7
2
3
8
7
6
5
2
　
　
2

題
問
査
調

　
　
民
　
　
の
望
場
牧
る
本
牧
遊
要

　
　
　
　
　
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袋
　
磁
　
　
　
　
く
み
　
　
　
　
　
故
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
　
　
　
げ
程
敵
得
　
　
　
る
二
つ
ち
限
づ
を
内
経
糸
れ
潭
る
す
い
布
唆
似
児
創
る
け
か
行
除
る
女
性
進
二
二
二
二
な
ね
二
つ
提
の
売
り
す
密
い
露
惑
仮
過
過
二
二
技
境
お
絹
そ
濃
興
興
災
財
示
二
二
入
謝
授
授
修
掃
承
織
根
精
筆
小
素
引
損
損
買
置
二
身
野
立
犯
貧
報
暴
迷

　
　
え
　
　
国
王
　
　
革
雷
毛
映
我
が
灰
道
二
割
く
物
遺
羽
夕
自
我
石
工
ワ
分
割
干

鍛
音

珊
　
　
　
　
る
ウ
き
み
　
一
モ
ま
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
つ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
る
る
る
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
一
　
　
　
　
　
　
　
一
け
か
麟
　
　
ま
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
な
ね
　
　
　
る
　
　
　
珊
す
　
　
い
　
ま
ま
こ
　
　
　
イ
ウ
　
　
　
　
　
｝
　
　
わ
イ
　
　
　
　
　
　
ま
一
皿
　
ユ
　
た
ク
ウ
ヨ
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
つ
げ
　
　
き
る
一
　
　
…
ク
ケ
や
や
な
と
ざ
ケ
ヨ
ン
え
ウ
こ
こ
ざ
サ
　
　
　
ニ
チ
や
ず
ず
シ
ジ
け
ヨ
ヨ
シ
ツ
に
　
　
ツ
こ
こ
イ
一
働
階
ど
た
一
か
ン
く
バ
イ
　
あ
あ
ま
も
わ
　
　
キ
ケ
ゆ
コ
お
お
わ
　
　
シ
ジ
　
　
シ
あ
さ
さ
　
　
　
う
シ
シ
　
　
ゼ
ぜ
ス
ソ
そ
そ
タ
た
さ
ほ
か
う
お
ヒ
む
　
　
メ

鋤
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
イ
　
　
え
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
く
る
ユ
　
　
一
　
　
　
イ
カ
わ
ツ
　
一
　
一
　
ウ
は
か
わ
カ
　
　
か
カ
さ
ひ

寧
漢

望
牧
肥
土

仮
過
　
　
眼
基
技
境
経
絹
故
厚
興
　
　
災
霊
示
似
児
質
筆
蹟
　
　
修
二
二
織
二
二
舌
銭
素
率
損
　
　
三
碧
提
程
敵
二
黒
田
口
暴
迷

遺
羽
二
二
　
　
灰
街
革
割
割
干

4
　
4
　
4
　
4

5
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

6
6
6
6
　
　
6
6
6
6
6
6

割
浴
3
3
　
6
6
　
’
0
3
3
渇
4
」
ゆ
　
8
6
3
忍
3
沿
護
ほ
沿
β
　
’
4
惑
3
ユ
あ
ゆ
の
3
β
　
。
－
沿
　
’
8
　
’
2
2
3
2
闇
路
3
3
3
」
4
3
議
　
2
3
　
。
0
洛
　
’
9
　
、
4
　
6
1
　
。
5
乃
　
。
3
　
。
8
ほ
　
。
0
洛
9
5
G
O
3
7
5
2
5
3
9
7
4
7
9
8
4
7
7
3
G
O
3
2
3
2
6
5
7
7
5
0
5
0
9
4
0
0
7
3
6
9
5
5
6
1
3
8
8
7
0
0
0
0
6
9
8
3
1
4
8
9
8
8
田
8
8
3
3
6
8
3
6
9
5
7
4
9
9
9
7
9
4
9
3
3
3
鎚
　
8
3
3
8
0
0
9
5
6
9
4
1
4
8
2
0
9
7
9
9
9
7
8
5
0
0
9
8
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

妬
ノ

影
郡
薦
瀬
瀬
鷲
㎜
㎜
鷺
端
麗
網
頭
粥
謝
謂
卯
嶽
講
㎜
御
勤
謝
田
頭
川
西
㎜
欝
認
M
禦
繋
面

懸
閤
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
用
　
　
　
　
　
　
に
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
る
　
　
　
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
　
　
　
　
　
　
　
い
　
い
　
　
　
　
　
部
　
　
ぎ
近
　
　
兼
　
　
　
身
　
　
紅
よ
　
　
　
　
　
名
　
　
　
る
る
　
　
笑
　
　
る
　
　
　
る
す
立
　
　
あ
　
　
　
　
　
大
　
　
る
　
　
　
い
　
　
　
み
　
　
　
係
　
　
る
な
る
す
　
　
る
会
い
誘
う
酬
い
ぶ
道
泣
騒
丁
丁
女
か
己
自
紅
が
の
砂
る
つ
干
家
く
け
れ
笑
ほ
む
め
る
す
れ
ら
王
す
の
ら
染
る
蔵
る
す
志
す
し
　
　
つ
飲
認
得
納
く
け
め
め
ざ
片
れ
秘
し
勧
危
机
野
物
弓
骨
胸
近
青
男
厳
知
己
真
逆
綱
土
座
裁
若
宗
就
就
野
晒
ほ
傷
傷
障
蒸
蒸
蒸
仁
推
誠
専
感
操
大
野
子
仲
著
著
　
　
思
置
承
認
出
雲
背
否
応
閉
破
子
忘
優

誹
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
鋤
罰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
砂
蝶
　
　
　
　
↓
　
嗣
　
る
鮒
　
る
る
　
臨
る
る
す
　
↓
％
る
　
認
　
　
　
　
く
肪
る
す
適
い
ン
や
菱
銘
鱗
ツ
襲
嫌
ク
脇
み
霧
ウ
《
螺
慧
建
奪
訟
二
寸
襲
ン
初
ら
忘
遭
肋
診
ボ
ン
㍍
紅
な
尊
ン
『
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ
い
ひ
と
へ
お
ボ
や
カ
あ
キ
と
と
キ
キ
　
　
ゴ
ケ
ケ
お
キ
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
シ
す
た
ジ
ソ
つ
つ
う
シ
え
い
い
さ
む
む
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ま
も
セ
あ
く
さ
あ
チ
あ
い
β
う
ち
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

字
漢

勧
危
二
塁
　
　
弓
泣
胸
郷
穴
兼
厳
己
　
　
紅
　
　
鋼
砂
座
裁
若
鷺
就
　
　
熟
思
　
　
傷
　
　
障
蒸
　
　
　
仁
照
照
専
染
操
蔵
探
値
仲
著
　
　
　
討
乳
認
納
　
　
背
　
　
否
肥
州
片
訪
日
優

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
　
　
6
　
　
6
6
6
6
6
6
6
　
　
6
6
　
　
6
　
　
6
6
　
　
　
　
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
　
　
　
　
6
6
6
6
　
　
6
　
　
6
6
6
6
6
6
6
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漢　字 音　　訓 調　査　問　麺 小6 萬1

ρ
O
　
R
U
　
《
）

優
欲
卵

すぐ一れる

ﾙ一しい
宴

優れる

~しい

c卵地

35．7

U2．1

V2．ユ

93．3

P00．0

?０0．0

漢　寧 畜　　訓 調　査　問　題 ‘

だ
U
　
6
　
ρ
0

裏
臨
朗

りのぞ一む

ﾙが一らか

表裏

ﾕむ
Nらか

小6

7，9

17．9

13．7

高1

63．0

64．7

67．2

〔注〕

1）〈ふくおんしょ〉（74．855．2）は別　　　2＞〈しどうのした〉（64．721．6）は別　　　3）〈てつな〉（75．025，0＞は別

4）〈ろうにゃくなんじょ（ぢょ・じょう＞＞（63．913．5）は別　　　5＞〈めんもく〉（68．374．6）を含む　　　6＞〈盈ぶか〉（54．349．6）

は別　　　7）くこえいろ〉（22．914．7）は騎　　　8）＜くる〉（42．917．8）は別　　　9）〈りょかっき〉（13．616．3）を含む，くりょきゃ

くき〉（41．425．9）を含む，〈りょきやっき〉（0．73．0＞を含む　　　IO＞くこうとわたくし〉（37．913．2＞は別　　　11）〈きゅうし〉

（67．159．7）は騨　　　12＞〈しきじだい〉（70．726．5＞は別　　　13）〈なかしゅう〉（64．314．3＞は腿　　　14）くしゅとくぶつ〉（5，0

10．5）は別　　　15＞くはんもの〉（32．118．4）は霧　　　16＞くゆうむ〉（41．422，8）は別　　　17）〈ほんほ「う〉（50，717．3）ljl　｝jl」

18）〈しゅうぎょう〉（25．914．2）は別　　　19＞くありえる〉（51．473．9）を含む　　20＞〈込ごん〉（12．98．1）を含む

21）〈ほしもの〉（53．628．1）は別　　　22＞〈たっとい〉（O．76．0＞を含む　　　23＞くたっとぶ〉（5．715．9）を含む

24）〈きんきょうきんざい〉（6．440．0）は別　　　25＞〈あかにそまる〉（40．314．9＞は陽il，〈べににそまる〉（25．923．1）は別

26）〈じゃくかんめい・じゃかんめい〉（2．920．1）は別　　　27）〈ちょす〉（6．412．9）は別　　　28）〈いちぢるしい〉（2．1！4．2）を

含む　　　29）〈ちちのみこ〉（52．953．7）は別
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　　　　　　　　　　　　　（付）集計表（5）　　高校音訓1

　以下にあげるのは，高校音訓1（小学校配当漢字で，高等学校に配当されている音訓）についての

習得率表である。読みの結果だけを示した。表の見方は，集計表（4）とほとんど同じである。

3
中

コ
　
’
1
7
3
　
。
7
7
ユ
護
6
9
7
3
0
1
4
5
0
1
2
3
1

。1

@
　
5
1
4
9
9
　
　
5
8
　
　
8
5
5
8
5

惑
　
’
7
3
3
』
β
　
’
7
沿
　
。
4
ゆ
浴
　
。
1
β
3
3
ユ
4
　
9
1
沿
浴
　
’
9
ユ
8
0
2
9
5
2
5
5
6
5
3
7
8
4
4
2
1
7
0
3
7
2
2
3
3
7
　
　
　
　
8
1
9
8
8
2
2
9
　
　
2
7
　
　
1
2

3
3
3
　
。
7
　
’
1
7
　
　
7
　
　
7
　
『
0
　
2
2
　
　
　
　
ワ
臼
　
C
J

題
問
査
講

　
　
入
　
　
上
　
　
色
下
畑
玉
綿
青
鷺
が
自
立
火
女
親
緑
赤
天
丼
…
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
歩
　
　
　
　
　
う
　
　
声
　
　
　
　
　
三
　
　
　
未
の
逮
向
釈
脚
食
ら
数
音
夜
歩
道
無
子
中
代
豊
肥
躍
会
行
跡
食
人
大
通
音
神
南
馬
風
前
将

勝
優
　
　
　
　
　
ぐ
る
　
　
う
　
　
つ
あ
鹿
あ
　
　
か
え
の
り
立
を
栄
誉
競
建
験

訓
音

　
　
D
　
ウ
ウ
ウ
ク
　
　
　
　
　
ウ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヤ
助
　
ク
　
ユ
ほ
ニ
シ
シ
シ
め
ヤ
リ
　
　
　
　
　
あ
ビ

　
　
　
　
　
う
　
　
ウ
　
　
　
　
助
ン
　
　
　
ン
キ
ら
の
　
ヨ
幻
　
　
ウ
の
　
　
η
オ
エ
　
　
ア
ジ
　
一
ス
シ
ツ
ト
ト
ナ
ま
フ
ン
フ
　
　
エ
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
　
　
　
　
　
舜
か
　
　
　
　
m
　
　
　
　
紛
　
　
う
ヤ
　
ゆ
ン
　
　
　
イ
　
　
イ
　
　
職
瑚
　
ク
瑚
　
ゴ
ク
ウ
ク
ズ
ス
こ
ジ
だ
ト
ホ
ン
　
　
へ
ら
ユ
し
ユ
ル
ロ
イ
オ
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
ハ
ひ
　
　
つ
　
　
よ
　
　
　
　
　
ラ

　
の
　
　
　
樹
え
お
る
ン
ン
一
の
　
一
コ
ゲ
は
お
せ

羅
漢

火
女
上
階
赤
天
白
立

遠
回
準
行
食
　
　
数
声
通
歩
道
南
馬
風
聞
歩

悪
期
宮
窪
軍
事
主
神
着
定
度
反
坂
氷
病
面
由
　
　
電
流
緑
礼

栄
各
競
建
験

ユ
　
　
一
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

2
2
2
2
2
　
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
3
3
3
3

4
　
　
4
　
　
4
　
4
　
4

3
中

河
3
3
　
。
6
3
β
ま
沿
3
　
’
1
β
3
β
3
3
」
沿
3
　
。
3
1
1
5
2
2
8
7
9
2
8
1
7
i
O
8
4
7
9
8
4
7
8
3
4
6
4
2
5
0
9
2
5
4

冷
β
直
　
8
3
　
9
0
ほ
　
。
4
冷
善
ゆ
洛
ゆ
β
ゆ
フ
」
涯
3
4
3
ゆ
3
　
9
7
0
2
7
2
6
姶
5
5
1
2
6
3
0
1
1
6
0
8
8
0
3
2
0
4
0
4
0
6
7
7
5
6
7
9
5
7
7
0

3
β
沿
沿
冷
4
謹
β
　
“
0
4
5
2
3
5
2
0
2
0
3
1
5
1
1
9
2
0

題
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
浄
理
　
　
い
も
　
　
　
　
　
　
　
清
心
　
　
笑
と
　
　
　
度
　
　
　
き
る
徳
文
殺
生
滞
陣
就
相
半
削
孔
が
徒
野
法
主
弟
利
け
功
粗
相
健
脚
初
成
六
お
遊
愛
灯
博
兵
ご
岬
町
左
老

　
札
　
お
　
　
　
　
　
　
　
く
　
る
　
　
　
　
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
の
価
　
　
　
眼
を
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
益
の
門
戸
開
基
　
　
　
　
　
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
木
　
　
る
る
利
地
熱
子
仏
の
遠
い
際
つ
斜
生
言
捨
情
政
を
ぎ
墜
べ
貴
く
函
ご
土
野
掌
大
国
久
西
窓
酸
言
霊
祝
常
風
摂
政
接
布
製
當
暴

　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
む
女
は
　
　
　
　
　
を
男
く
養
行
化
厳
冊
矢
若
し
就
押
取
軸
側
隅
一
老
若
成

訓
音

　
う
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ウ
　
　
6
一
　
　
　
　
鴎
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
ろ
イ
ツ
　
　
　
　
ヨ
　
ヨ
チ
イ
恥
　
　
ク
ウ
　
ツ
　
ツ
酬
　
く
け
ク
う
サ
セ
ぶ
い
ジ
シ
セ
ゼ
ソ
　
　
バ
　
ヨ
ハ
ホ
ツ
　
一
　
一
　
そ
　
　
　
う
う
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
ヒ
　
　
　
バ
き
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
羽
　
　
　
　
　
と
る
げ
ウ
謬
猷
い
鵡
イ
諮
ぐ
ン
篤
《
一
ヤ
た
　
　
コ
ゲ
と
　
　
さ
わ
「
チ
シ
シ
こ
セ
シ
つ
　
一
ト
　
フ
ば
よ
　
　
あ
ゲ
　
　
　
も
ク
い
き
す
　
　
　
　
と
　
　
　
ま
つ
　
　
す
　
　
あ

　
　
　
　
　
鮒
は
　
　
　
　
　
　
ク
く
η
　
　
　
　
　
　
　
2
　
ン
ン
ン
　
　
　
や
し
　
ユ
ク
ゴ
ゴ
ゴ
ク
　
　
ニ
　
一
ジ
　
　
　
　
サ
シ
　
　
も

字
漢

功
候
殺
　
　
産
初
成
清
節
制
想
灯
博
兵
法
　
　
末
利
老

因
益
緬
解
格
眼
基
久
誉
田
酸
質
帯
祝
常
情
政
　
　
接
総
統
富
暴

供
物
権
厳
蒲
矢
若
　
　
就

4
4
4
　
　
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
　
　
4
4
4

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
　
　
5
5
5
5
5

6
6
6
6
6
6
6
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漢 字 音　　訓 調　査　闘　題 中　3

6 従 ショウ 従容 2．エ

ジュ28｝ 從二位の位 2．1

6 染 し一みる 染みる 25．0

し一み 染み 19．3

6 奏 かな一でる 奏でる 47．1

6 操 みさお 操をまもる 23．6

6 才旦 かつ一ぐ 損ぐ 15．7

にな一う 損う 22．9

6 兆 きざ一す 兆す 12ユ

漢 学 音　　離 調　査　問　題

きざ一し 兆し

6 難 かた一い 有り難い
6 納 ナ 納屋

ナン 納類

6 亡 モウ29， 亡者
6 亡 な一い 亡き人

6 欲 ほっ一する 欲する

6 律 リチ3ω 律義

中　3

　21．4

　50．7

　63．6

　32．9

　28．6

　97．1

　35．7

　35．0

〔注〕

1）〈じょうにん・じょにん〉（60，0）は別　　　2）くあまがした〉（38．6）は別　　　3）〈にんずう〉（99．3＞を含む　　4）くつうや〉

（40．7）は別　　5＞くしんどう〉（87．1）は男ll　　6）〈なんむさん〉（IO．7＞1捌　　　7）〈ふうぜい〉（42．9＞は男ij　　8）〈こうじか〉

（88，6）は別　　　9＞〈あいちゃく〉（95．7）を含む　　　10＞くごはっど〉（12．1）は別　　　II＞〈ゆうしょ・ゆしょ〉（23．6）は別

12＞〈ものみゆうさん〉（81．4＞は別　　　13＞くりゅうでん〉（72．9）は別　　　14）〈れいさん〉（82．9）は別　　　15）〈けんをかつぐ〉

（51．4）は別　　　16）〈ゆうせつ〉（66．4）は別，くゆうぜっ〉（17．9）は別　　　17）くあいそうわらい〉（47．1＞を含む

18＞くはっと・はくと〉（58．6）は男II　　19）〈まってい〉（45．7＞を含む　　　20＞〈ごりえき〉（67．9＞は別　　　21）〈かいがん〉（79．3＞

は別　　　22）＜くにのもと〉（70．0）は別　　　23）〈しゅうじょう〉（82．9）は別　　　24）〈しくげん・しゅくげん〉（63．6）は別

25）〈ふき〉（42．9）はBII　　26）〈ろうじゃくなんによ〉（10．7＞は別　　　27＞〈じょうしゅ・じょうしゅう〉（41．4）は男l1

28）〈じゆうにい〉（44．3）はF，　lj　　　29）〈ほ：うじゃ〉（63．6＞は別　　　30＞くりつぎ〉（45．7＞は別
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（イ寸）　無言十表（6） 高校音訓2

　以下にあげるのは，高校音訓2（小学校配当漢字以外の常用漢宇で，高等学校に配当されている音

訓）についての習得率表である。読みの結果だけを示した。漢字は常用漢字表の順に並べた。表の見

方は集計表（4）・集計表（5）とほとんど筒じである。

3
中

麗
舗
瀦
翼
壁
雛
鑓
壽
瀦
郷
錨
㎝
鴛
解
麗
認
贈
融
融
認
諺
M
侃
辮
艀
認
麗
　
3
7
1
2
4
6
1
1
　
　
3
2
6
7
　
　
1
2
　
　
　
　
6
　
　
6
2
1
2
1
　
　
1
　
　
1
5
　
　
2
2
1
　
　
7
3
　
　
2
　
　
2
1
9
2
9
5
5
7

魑
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
す
恥
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
材
　
　
　
　
嚥
　
　
　
汚
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
む
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
つ
　
　
し
　
　
神
を
の
わ
　
　
　
　
　
　
　
懐
し
し
　
　
け
　
　
る
　
　
　
　
　
わ
　
　
る
　
　
　
る
る
る
　
　
　
い
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弦
う
る
か
　
　
　
物
依
む
病
名
れ
ら
収
心
奥
蕪
瞭
の
か
か
く
懐
望
れ
う
囲
む
ま
零
れ
問
脚
げ
め
ま
窒
狭
し
和
せ
暁
風
り
鍔
糸
念
が
を
け
擦
車
貢
ぎ
訴
慌
帰
詠
疫
家
汚
汚
押
殴
深
香
仙
翁
懐
懐
懐
手
渇
焔
患
堪
忌
忌
偽
戯
誌
行
虐
窮
窮
懸
樋
恭
平
軽
量
蕪
糠
油
墨
絵
矢
鼓
更
夜
香
年
貢
控
垂

訓
音

　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
弔
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
む
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
い
　
　
る
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
し
す
　
　
p
　
る
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
　
　
る
　
　
　
う
　
　
　
し
　
　
れ
　
　
　
げ
る
る
　
　
　
　
一
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
一
　
　
す
れ
ら
　
　
　
　
　
　
　
う
か
か
く
け
　
　
い
　
「
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
一
め
ま
　
　
　
や
一
せ
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
る
す
ウ
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾
ω
　
み
け
か
ヨ
　
　
一
8
　
む
ク
　
　
　
一
　
一
　
　
　
幻
　
　
　
　
こ
　
一
　
　
　
一
　
一
　
　
し
ら
　
　
む
ま
　
　
む
　
　
ヤ
た
　
…
　
一
御
　
ウ
う
や
　
一
ウ
　
　
　
エ
　
…
ヤ
が
が
が
ウ
ウ
ウ
ケ
　
　
と
つ
つ
つ
つ
ツ
と
ず
ン
　
「
　
「
せ
わ
ツ
キ
い
わ
わ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
や
び
お
ヨ
ン
ぎ
ン
ン
ケ
る
づ
　
　
　
一
キ
ク
つ
ウ
ゥ
　
よ
　
　
け
け
け
オ
オ
オ
　
　
カ
ふ
な
な
な
な
カ
お
わ
カ
い
い
に
た
キ
　
　
し
き
き
　
　
キ
う
お
お
ギ
ク
ち
ケ
ケ
　
　
つ
つ
ふ
ふ
　
　
　
み
コ
コ

字
漢

依
詠
疫
汚
　
　
　
押
殴
奥
華
嫁
懐
　
　
　
　
　
　
渇
陥
患
堪
忌
　
　
偽
戯
詰
蚕
繭
窮
　
　
虚
狭
恭
脅
仰
暁
薫
契
肩
繭
懸
鼻
運
勢
　
　
香
貢
　
　
控
慌

3
中
麗
麗
U
総
総
瀦
髄
麗
麗
瀦
鳳
瀦
額
髪
竪
臼
論
題
誘
掃
討
娼
謡
㎝
鷺
謡
7
　
　
　
　
4
3
4
1
　
　
3
5
　
　
1
3
　
　
正
1
　
　
　
　
2
4
1
1
1
1
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
　
　
　
　
1
2
4
2
　
　
1
7
3
1
2
3
3

麺
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詔
す
　
　
津
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
刑
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺
　
　
施
　
　
む
　
　
し
る
　
　
る
　
　
　
　
　
　
の
だ
る
漆
　
　
期
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎
　
　
　
　
　
　
　
場
層
　
　
る
る
お
蒼
う
す
る
搾
殺
め
の
候
布
野
し
沸
と
で
い
て
く
実
沼
る
皇
し
め
味
刃
穂
を
井
婿
請
う
環
む
い
む
の
園
る
害
袋
数
壇
積
澄
め
ま
り
む
絞
手
繰
威
圧
無
惨
そ
伺
お
賜
無
謀
寂
秀
愁
充
瞬
如
湖
焦
天
蓋
辱
興
凶
出
錘
市
女
普
請
昔
阻
疎
疎
国
桑
葬
猛
風
端
麗
沖
清
鎮
鎮
滴
悼

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
剛
　
　
　
m
　
　
　
　
　
　
　
め
　
ろ
　
一
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
る
　
　
　
く
　
　
　
　
　
り
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
る
　
一
か
　
㎝
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
［
　
田
　
で
い
る
　
一
　
　
　
る
の
す
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
い
む
え
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ま
　
…
む
　
ご
の
ど
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
く
　
　
キ
　
一
　
「
て
た
勘
　
ウ
　
｝
と
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
う
　
　
一
　
一
　
一
ず
　
　
む
隅
　
　
　
　
ン
ウ
ウ
　
一
　
一
た
　
一
ウ
ん
そ
ろ
ク
ン
じ
ね
　
　
　
　
　
つ
や
セ
い
れ
　
た
ヨ
ヨ
せ
こ
も
ず
ン
ン
イ
む
イ
イ
シ
「
キ
ば
と
と
し
ウ
う
ウ
イ
　
　
タ
ユ
ヨ
ず
ず
た
た
コ
ね
そ
い
サ
ザ
み
む
シ
セ
シ
い
シ
　
　
ひ
う
あ
ま
ニ
シ
あ
み
か
は
シ
ジ
ス
つ
セ
セ
　
　
こ
セ
は
う
う
い
ソ
ほ
ソ
タ
は
　
　
チ
チ
し
し
し
い

字
漢

絞
懇
唆
彩
搾
惨
　
　
旨
伺
曝
露
慈
煮
寂
秀
謙
遜
瞬
如
沼
焦
詔
醸
辱
津
刃
穂
粟
井
婿
請
　
　
報
謝
疎
　
　
礎
桑
葬
霜
袋
端
壇
沖
澄
鎮
　
　
滴
悼
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漢学 音　　訓 調　査　問　題 中　3

尼 尼僧 17．1

培 つちか一う 培う 15．7

煩 ボン 煩悩 17．9

卑 いや一しい 卑しい 25．7

いや一しむ 卑しむ 10．7

いや一しめる 卑しめる 10．0

泌
ヒ｝51

泌尿器 63．6

苗 ビョウ 種茜店 5．0

敷 フ 敷設 8．6

侮 あなと煽る 侮る 10．0

覆 くつがえ一す 覆す 3．6

くつがえ一る 覆る 0．7

払 フツ 払巌 12．9

憤 いきどお一る 憤る 7．1

柄 ヘイ 横柄 16．4

浦 ホ 曲浦 4．3

芳 かんば一しい 芳しい 6．4

奉 たてまつ一る 奉る 2．9

倣 なら一う 倣う 2．1

紡 つむ一ぐ 紡ぐ 24．3

榜 かたわ一ら 傍ら 15．0

漢学 音　　訓 調　査　問　題

言某 ム 謀反

はか一る 謀る

翻 ひるがえ一る 翻る

ひるがえ一す 翻す

凡 ハン161 凡例

免 まぬか一れるm 免れる

耗 コウ 心神耗弱

唯 イ酬 唯唯諾諾

憂 、つ…い 憂き目

腰 ヨウ 腰痛

窯 ヨウ 窯業

謡 うたい 謡をならう

絡 から一む 絡む

から一まる 絡まる

陵 みささぎ期 陵にもうでる

糧 ロウ2の 兵糧

かて 生活の糧

震 リョウ2｝｝ 亜黛rじりπ工’“

たま 御歪轟ミ

麗 うるわ一しい 麗しい

〔濁

1）〈よごす〉（82．1）は別　　　2＞〈しんおく〉（46．4）は霧　　　3）〈きょくう〉（59．3）は別　　　4）〈圭些かす〉（18．6＞は別

5）〈けんねん〉（47．1）は別　　　6）〈げんをはなれる〉（85．0＞は別　　　7）〈三」．しゃ〉（40．0）は別　　　8）〈．Ω．そ〉（15．7）は別

9）〈じゃくとしてこえなし〉（13．6）は別　　　10）〈ひでる・ひででる〉〈19．3＞は騰　　　ll）くまばたく〉（12．1）は別

12）〈じょじつ〉（11．4）は甥　　　13＞〈しもがい〉（15．7）は別　　　14＞〈盤そう〉（31．4＞は別，〈巫そう・にょうそう〉（15．0）は

別　　　15＞〈ひつにょうき〉（32．1）を含む　　　16）くぼんれい〉（75．7）は別　　　17）〈まぬがれる〉（5．0）を含む，望≧窪れる〉

（27．9）は別　　　18）〈ゆいいだくだく・ゆいゆいだくだく〉（24．3）は別　　　19＞〈りょう〉（20．7）は別　　　20＞くひょうりょう〉

（82．1）は別　　　21）〈あくれい〉（30．7）は劉
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第2節　中学校・高等学校に配当されている漢字

第1項　調査した漢字

　中学校・高等学校の漢字学習の目標は、学習指導要領によって、次のように定められている1。

　・中学校一第2学年までに学習した常用漢字の読みに慣れ、更にその他の常用漢字の大体も読む

　　　　　こと。

　　　　　　学年別漢字配当表の漢字を主として、LOOO字程度の常用漢字について使い慣れる

　　　　　こと。なお、それ以外に上記アで学習した常用漢字についても、必要な場合、適切に

　　　　　用いるように努めること。

　・高等学校～常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになること。

　したがって、小学校配当漢字以外の常用漢字は、中学校・高等学校に配当されていると考えること

ができる。

　小学校配当漢字以外の常用漢字949字のすべてについて音訓別読み書き調査をすることは、労力・

予算などの点で、不可能であると考えられた。そこで、そのうち、児童・生徒にとって比較的親しみ

やすいと考えられる約300字について調査することを企画した。結果として、次の302字について、音

訓別読み書き調査を行った。調査は、第5章・第6章で述べた定着度調査の一部として行った。

　亜偉違緯陰影越炎煙鉛細密桜奥憶乙華菓脇連介怪皆岳潟刈甘汗冠乾

　貫監還環艦鑑奇鬼幾輝騎儀菊山脚丘巨拠距御狂喜響応琴偶掘鋼茎恵

　慶迎撃激肩倹剣軒懸腕玄互識量江抗日断郊香綱幕無込婚佐栽彩雲歳

　剤崎咲札鰺刺枝施療紫幕無芝煮狩珠趣寿舟秀汁柔渋怪獣俊床杯松沼

　症紹晶彰償鐘丈西翠津：回診寝震刃吹杉瀬井征盛壁跡籍占奪鮮双荘桑

　巣装燥騒贈東袋滝沢卓脱丹田i弾遅畜沖駐三下七珍塚抵門門堤三二滴

　哲殿斗途渡二三到逃倒二三桃盗塔稲闘胴乱二二二二二三杯梅培伯拍

　泊義臣肌髪伴般販藩盤彼疲被尾匹姫浜怖附浮符普腐舞幅払墳並柄壁

　偏捕思子暮邦抱峰砲坊房肪冒帽三越盆麻魔罫紙漫眠夢霧黒漆茂猛網

　雄与揚腰踊謡丁丁絡二二柳竜粒下弓涼寮療糧隣呼鈴零霊齢恋郎浪廊

　湾腕

第2項　漢字の選定の基準

児童・生徒にとって比較的親しみやすいと考えられる約300字を選定するために、この節の付録で

報告する準備調査を行った。しかし、この準備調査以外の資料も使った。表7－4に、使った資料を一

覧した。それぞれの資料に、表7－4に示した条件を設けた。そして、3つ以上の条件を満たす漢字を

選定した。結果として、上の302字が選定された。
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表7－4　漢掌を選定するために使った資料とそれぞれについて設けた条件

た

名

答

資　　　　　　　　　　料 条　　　　件

A 習得量調査（第9章で報告する） 中学1年生10名のうち、6名以上が読め

ｿ字

B 国語研報告36「中学生の漢字習得に間する研究」
ｺ和46年、秀英出版

中学校入学時に調査対象8名のうち、5
ﾈ上が読めた漢字

C 準備調査（この節の付録で報告する） 中学1年生で、70％以上の者が読めると

ｦた漢字

D 文化庁「児童・生徒の読み書きのカー当用漢字に
ﾂいて一」昭矛酸7年、大蔵省印刷局

中学1年生で、60％以上の正答率の漢字

ε 文部省「中学生・高校生の漢字を読む力」昭和34

N、教育出版
中学生で、70％以上の正答率の漢字

F 林四郎「語彙調査四種の使用度による漢字のグル

[プ分け」昭和46年、国語研LDP、9
階級合計点が0～8の漢字

，

　表7－5は、その302字の1字1字が、表7－4の各資料について設けた条件をどのように満たしている

かを示したものである。○が満たしている場合であり、⑳が満たしていない場合である。そして、一

は、その資料で調査していない場合である。

表7－5　302字の選定結果

F
⑯
醗
爾
○
○
劔
⑳
○
醗
⑭
○
○
⑧
○
㈱
㊥
○
○
○
○
㈱
○
○
⑭
⑭
○
㊥
○
○
○
○
⑭
㊥

E
O
O
㊥
⑭
○
○
働
⑭
⑭
○
劔
働
○
㊥
⑧
⑪
麟
○
⑭
○
○
働
⑭
○
劔
○
○
爾
○
○
○
○
⑪

D

○
㈱
⑳
○
○
○
○
○
㈱
○
〇
一
㈱
⑳
○
爾
⑧
○
㈱
○
○
麟
○
○
○
○
○
⑭
劔
○
○
○
○

C

○
○
○
○
○
○
○
㊥
○
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
○
○
○
⑳
⑭
○
○
⑲
爾
○
○
○
○
⑭
○

B

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
⑲
○
○
⑭
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

A

○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
㊧
麟
㊥
○
○
○
⑭
○

字
漢

紫
飼
湿
芝
煮
狩
珠
趣
寿
舟
秀
汁
柔
渋
銃
獣
俊
床
昇
松
沼
症
紹
晶
彰
償
鐘
丈
畳
伸
津
紳
診

F

○
○
○
㈱
○
○
⑱
○
○
○
○
○
⑱
○
劔
○
㈱
○
○
○
㊥
⑱
○
○
○
○
㊥
○
○
○
○
○
○

巨

○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
○
⑱
○
○
○
㈱
㊥
㊥
⑱
○
○
○
○
○
○
⑳
⑭
○
○
⑬
㊥
○
⑧
醗

D

○
⑭
○
愈
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
○
轡
○
⑭
○
○
○

C

○
⑳
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
○
⑭
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
⑲
○
○
爾
爾

B

○
○
○
爾
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
○
○

A

○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
劔
○
醗
○
○
○
○
○
⑭
○
㈱
○
○
○
○
○
爾
○
○
㈱
㈱

字
漢

剣
軒
懸
幻
玄
互
悟
甲
注
抗
攻
荒
郊
香
綱
豪
獄
込
婚
佐
栽
彩
斎
歳
剤
崎
咲
札
撮
刺
枝
施
脂

F

○
㈱
⑭
○
⑭
○
○
麟
○
○
○
○
○
○
○
繭
○
○
○
○
爾
⑭
㊥
㈱
○
働
○
○
○
○
○
㈱
○

E

⑬
㊥
○
⑭
○
○
㈱
○
○
○
○
磯
○
○
⑲
⑲
○
⑳
○
○
○
○
⑪
○
○
囎
○
⑱
⑧
爾
⑭
○
⑳

D

○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
⑭
⑭
○
○
○
○
○
⑧
○
醗
○
○
㊥
○
○
○
璽
㊥
㊥
○
㈱
○
○

C

○
○
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
㊥
○
○
鱒
○
○
○
⑭
⑳
○
○
○
⑧

8

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㊧
爾
○
○

A

○
⑬
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
○
○
○
⑬
⑭
○
○
○
⑭
○
○
○
⑲
○
⑱
○
○
○
⑧
○
○
㈱

字
漢

環
艦
鑑
奇
鬼
幾
輝
騎
儀
菊
吉
脚
丘
匝
拠
難
御
狂
恐
響
菌
琴
偶
掘
刑
茎
恵
慶
還
撃
激
溝
倹

F

⑱
○
○
⑭
○
○
○
㊥
○
爾
○
○
○
○
劔
愈
○
爵
○
○
○
○
○
麟
○
⑭
○
⑭
㊥
Q
O
O
O

E

㈱
○
○
囎
○
○
○
⑱
○
○
⑯
○
○
○
○
愈
⑭
⑭
○
⑱
⑱
○
○
㈱
㈱
○
○
○
○
○
○
○
㈱

D

○
㈱
○
⑲
⑱
○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
㊥
⑱
○
〇
一
〇
〇
〇
⑭
…
⑭
○
○
○
○
○
○
醗

C

○
醗
○
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
麟
○
㊥

B

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑳
○
○
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○

A

○
⑱
○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
⑭
○
○
○
○
⑭
○
○

学
漢

亜
偉
違
緯
陰
影
越
炎
煙
鉛
汚
押
桜
奥
憶
乙
華
菓
嫁
靴
介
径
皆
岳
潟
刈
甘
汗
冠
乾
貫
監
還
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F

⑭
○
○
醗
○
○
○
⑲
○
○
○
○
○
○
○
○
⑲
○
醗
○
○
○
㈱
㈱
鯉
㊥
○
○
⑳
○
○
○
⑬
○
○
○
○
⑭
翻
㊥
○

巨

○
○
○
○
○
⑭
○
働
㈱
○
○
⑲
○
○
⑭
⑭
○
㈱
⑭
麟
○
⑭
⑭
○
⑱
○
⑳
⑭
○
曾
○
○
○
⑭
⑧
○
○
○
○
○
○

D

○
○
○
○
○
㊥
○
○
○
爾
㊥
⑭
○
○
○
⑲
○
○
○
⑭
働
…
㊥
○
働
○
⑭
○
○
⑱
○
○
○
⑨
○
○
○
働
○
○
○

C

㈱
○
○
○
○
○
○
⑲
○
○
○
⑭
○
醗
⑱
○
○
㈱
⑭
○
○
○
○
⑭
○
⑧
⑫
⑳
○
鯉
○
○
㈱
○
㈱
○
○
⑭
醗
○
○

B

○
○
○
○
○
⑭
○
○
⑭
○
⑭
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
醗
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
○
○

A

⑭
○
○
○
○
○
○
○
⑭
⑭
○
○
○
○
⑭
○
○
⑧
○
⑭
○
○
○
劔
○
○
○
○
㊥
○
○
○
⑳
○
㊥
○
○
○
○
○
○

字
漢

漫
眠
夢
霧
娘
免
茂
猛
網
雄
与
揚
腰
緬
謡
翼
雷
絡
欄
離
棚
竜
粒
硫
了
涼
寮
療
糧
隣
涙
鈴
零
霊
齢
恋
郎
浪
廓
湾
腕

F

麟
○
○
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
働
○
○
○
○
○
⑧
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
醗
○
○
○
㈱
幽
○
○
⑧
⑪
○
⑭
○
○

ε

轡
㊥
○
㈱
⑱
○
○
○
○
㈱
⑲
○
○
○
㊥
○
○
㊥
㊥
○
㊥
○
○
⑭
○
轡
○
麟
爾
○
○
○
⑳
○
○
○
㊥
○
○
○
○
○
○

D

㈱
○
○
麟
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑳
⑭
○
○
○
○
○
㈱
○
⑱
㊥
○
○
禽
○
＠
○
○
○
○
○
○
○
…
○
○
⑳
○
○
○

C

○
○
○
働
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㊨
○
⑰
○
○
○
○
○
○
○
○
○
醗
○
○
○
○
○
○
○
○
㊥

8

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
麟
○
○
○
○
○
⑧
○
⑳
○
○
○
○
○
○
○
劔
○
○
○
○
○
○

A

○
○
○
○
⑳
○
○
○
○
⑧
⑭
○
○
○
㊥
○
○
○
○
○
○
○
⑳
○
○
○
○
○
○
○
⑧
○
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
㊥

字
漢

藩
盤
彼
疲
被
尾
匹
姫
浜
怖
附
浮
符
普
腐
舞
幅
払
墳
並
柄
壁
編
捕
浦
募
暮
邦
抱
離
砲
坊
房
肪
胃
網
僕
凡
盆
麻
魔
又
漫

F

○
⑭
㈱
○
⑭
⑱
⑭
㊥
○
○
○
○
○
○
○
⑭
⑭
⑭
○
⑲
○
○
⑭
⑭
○
○
⑳
⑲
○
○
○
○
㊨
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○

E

○
○
○
○
○
○
○
麟
爾
○
働
○
㈱
○
⑱
㊥
㊥
○
○
○
○
麟
○
○
⑱
⑲
○
○
⑳
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
醗
○
○
○
⑭

0

○
○
○
㈱
○
㈱
○
○
○
○
⑭
○
○
○
㈱
○
㊥
○
㊥
○
○
⑱
○
○
○
⑱
○
○
㊥
爾
○
○
○
⑲
○
爾
○
○
　
○
㈱
○
○

C

○
○
○
働
醗
○
○
⑭
○
○
○
○
⑱
○
○
⑭
○
○
○
○
○
鯉
⑭
○
⑲
○
○
○
○
○
○
○
⑲
⑭
幽
○
○
○
○
○
⑭
㊥
○

8

○
○
○
○
○
爾
○
○
⑭
○
⑭
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑱
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑳
○
○
○
○

A

○
轡
○
⑱
○
○
○
○
麟
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
醗
○
○
○
○
○
○
○
爾
⑧
○

字
漢

帝
堤
笛
摘
滴
哲
殿
斗
途
渡
怒
笠
到
逃
倒
凍
唐
桃
盗
塔
稲
闘
胴
峠
督
突
豚
忍
悩
濃
杯
梅
培
伯
拍
泊
爆
箱
肌
髪
伴
般
販

F

○
⑭
㈱
○
○
○
○
㈱
σ
○
○
○
○
⑭
○
⑳
⑭
㈱
⑳
○
㈱
○
爾
○
○
⑯
○
⑭
○
○
㈱
○
○
㊥
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○

E

○
醗
⑱
○
㈱
○
○
○
○
○
⑭
⑳
⑱
○
⑱
⑭
⑳
⑭
○
○
⑭
爾
醗
○
○
○
○
○
麟
○
⑳
○
醗
○
○
㈱
○
⑭
㊧
○
働
○
⑳

D

○
○
○
○
一
〇
〇
〇
醗
○
⑱
麟
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
⑳
○
⑭
○
⑭
○
○
○
○
④
㊥
○
○
○
○
○
○
○
⑱
㊥
魑
一
〇
…

C

○
㈱
○
○
○
○
○
幡
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
醗
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
○
㊥
○
㈱
○
⑭
○
麟
○

B

○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
⑭
○
囎
○
○
㈱
○
○
○
○
○
爾
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑲
○
⑭

A

○
○
⑧
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
⑲
○
○
⑲
○
○
⑳
○
○
○
○
○
○
㈱
○
劔
○
○
⑭
○
○
○
○
○
㊨
○

学
漢

寝
震
刃
吹
杉
瀬
芽
征
盛
昔
跡
籍
占
溺
鮮
双
荘
桑
巣
装
燥
騒
贈
束
袋
滝
沢
車
脱
丹
誕
弾
遅
畜
沖
駐
彫
聴
沈
珍
塚
抵
亭

第3項　調査結果

　調査対象は、次の学年の児童・生徒である。

　・小学5年生

　・小学6年生

高校1年生

　ここでは、小学6年生と高校1年生の調査結果だけを報告する。また、読みの調査結果だけを報告

する。

　調査用紙によって、圏収された数に若干の違いがあったが、全数を集計した。（i調査用紙の数は、

それぞれの学年で136枚～149枚であった。したがって、1音訓について、それぞれの学年で、136～

149人の児童・生徒を集計したことになる。）
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　表7－6に、習得率の平均値とSDを示した。この表

のなかの文字のレベルの平均値・SDとは、1つ1つ

の漢字の留得率をもとにして、この表のそれぞれの場

合について計算した平均値・SDのことである。また、

音訓のレベルの平均値・SDとは、1つ1つの音訓の

習得率をもとにして、文字のレベルの場合と同じよう

に、この表のそれぞれの場合について計算した平均

値・SDのことである。いずれも、第4章・第5章・

第6章のときと岡じである。

表7－6　平均値とSD

小学6年生 高校1年生

82．4 98．8文字のレベル

i302字） 14．8 2．9

62．1 90．1音訓のレベル

i60音訓） 30．4 19．6

各欄、上段が平均値、下段がSD

表7－7・表7－8に、習得率の度数分布を示した。表7－9・表7－10に、小学6年生と高校1年生とのク

ロス集計を示した。高校1年生で習得率が高くなった漢字・音訓が多いほど、分布が右にかたよるこ

とになる。

表7－7度数分布　　文字のレベル　　　　　　表7－8度数分布　　音訓のレベルー

小学6年生 高校1年生

90．0－100．0 114　37．8艶 296　98．1鮨

80．0－89．9 84　27．8覧 4　　1，3鶉

70．0－79．9 57　18．9鴨 1　　0．3覧

60．0－69．9 20　　6．6％ 1　　0．3％

50．0－59．9 13　　4．3％ 0　　0．0％

40．0－49．9 8　　2．6垢 0　　0．0鴨

30．0－39．9 4　　1．3覧 0　　0．0覧

20．0－29．9 2　　0，7鮪 0　　0．0％

10．0－19．9 0　　0，0鮎 0　　0，0鮪

0．0－9．9 0　　0．0％ 0　　0．0％

合　計 302　100．0％ 302　100．0％

小学6年生 高校1年生

90．0－100．0 124　20．5％ 475　78，1％
80．0－89．9 111　18．3％ 41　　6．8％

70．0－79．9 82　13．5％ 20　　3．3％

60．0－69．9 48　　7．9％ 21　　3．5鮪

50．0－59．9 50　　8．2％ 7　　1．2馬

40．0－49．9 39　　6．4覧 11　　1．8％

30．0－39．9 28　　4．6鶉 10　　1．6％

20．0－29．9 37　　6．1％ 9　　1．5髄

10．0－19．9 30　　4．9覧 7　　1．2覧

0．0－9．9 58　　9，6％ 6　　1．0切

合　計 607　100．0脂 607　100．0％

表7－9小学6年生と高校1年生とのクロス集計一文字のレベルー

古
r
司 校 1 年 生

小 学6年 生 0．0@
5
9
．
9

10．O@
　
l
1
9
．
9

20．0@
　
｝
2
9
．
9

30．0@
　
｝
3
9
．
9

40．0@
　
1
4
9
．
9

50．0@
　
｝
5
9
．
9

60．0@
　
｝
6
9
．
9

70．0　80．
@　i79．9　89． O
l
　
9

］

90．0 一100．0 114

80．0 ｝ 89．9
84

70．0 一 79．9
57 1

60．0 ｝ 69．9
20 1

50．0 一 59．9
13

40．0 一 49．9
8

30．0 ｝ 39．9
4 1 1 1

20．0 一 29．9
2 1

10．0 ｝ 19．9
0

0．0
一
9．9 0

A
口
計 302 0 0 0 0 0 0 1 1 4

90．　O

　l
］．oo．　e

114

84

56

19

13

　8

　1

　1
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tc7一・10小学β年生と高校1年生とのクロス集計　　音訓のレベルー

古
陶 校 1 年 生

小 学6年 生 0．0 10．0 20．0 30．0 40．0 50．0 60．0 70．0 80．0 90．0

【 【 1 ｛ 1 ｝ 1 i i 【
9．9 19．9 29．9 39．9 49．9 59．9 69．9 79．9 89．9 100．0

90．0 一100．0 124 124

80．0 一 89．9
111 111

70．0 ｝ 79．9
82 3 79

60．0 一 69．9
48 1 2 45

50．0 ｝ 59．9
50 1 3 46

40．0 一 49．9
39 2 8 29

30．0 一 39．9
28 3 5 5 15

20．G ｝ 29．9
37 1 3 4 11 ！8

10．0 … 19．9
30 1 2 1 6 7 5 8

0．0 一 9．9
58 6 7 9 9 8 6 8 1 4

ム
ロ 計 607 6 7 9 10 11 7 21 20 41 475

　1つ1つの漢字について文字のレベルの習得率を示さなかったので、表7－11に、表7－7に対応する

形式で、習得率順に漢字を一覧した。

表7－H　習得率順漢字表

90％台

80％台

70％台

60％台

小　学　6　年　生

越鉛押桜奥憶華菓嫁介怪潟甘汗監奇鬼
騎儀菊吉丘巨恐刑撃剣玄悟江荒香綱獄
込婚栽剤崎咲札飼舟汁渋松沼紹伸津寝
震杉井昔扇荘巣装束滝誕沖駐塚亭笛斗
渡豆逃凍桃胴豚忍梅爆箱髪販盤彼尾匹
姫浜怖浮普墳浦募砲坊房冒帽僕魔眠夢
娘免翼竜涙鈴霊恋郎廊湾腕

影煙汚靴皆冠環艦輝脚距偶掘恵肩抗攻
郊豪佐撮枝紫芝煮狩秀柔獣晶償紳征跡
占双贈袋卓丹遅畜彫抵帝堤滴殿途怒到
唐塔稲糠督突杯培拍泊肌般符腐舞並暮
邦抱凡盆又慢猛揚踊謡雷絡柳硫了療

亜違岳乾鑑幾拠御菌慶激倹軒幻斎歳脂
珠銃床彰丈診刃吹盛鮮桑燥沢脱弾沈哲
倒盗闘悩伯藩疲被附壁偏捕肪麻漫霧腰
欄離粒涼寮零

偉炎琴迎懸甲刺趣寿症鐘畳瀬摘濃伴幅

高　校　1　年　生

亜偉：違緯陰影越煙鉛汚押桜奥憶乙華菓
嫁靴介怪皆岳潟刈甘汗冠乾貫監還環艦
鑑奇鬼輝騎儀菊吉脚丘巨拠題御狂恐響
菌琴偶掘刑茎恵慶迎撃激肩倹剣軒懸幻
玄悟甲江抗攻荒郊香綱豪獄込婚佐栽彩
斎歳剤崎咲札撮刺枝脂紫飼湿芝煮狩珠
趣寿舟秀汁柔渋銃獣床昇松沼症紹晶彰
償鐘丈畳伸津紳診寝震刃吹杉瀬井征盛
昔跡籍占爾鮮双荘桑巣装燥騒贈束袋滝
沢卓脱丹誕弾遅畜沖駐彫聴沈珍塚抵亭
帝堤笛摘滴哲殿斗途渡怒豆到逃倒凍唐
桃盗塔稲闘胴綜督突豚忍悩濃杯梅培伯
拍泊爆箱肌髪伴般販藩盤彼疲被尾匹姫
浜怖附浮符普腐舞幅払墳並柄壁偏捕浦
募暮邦抱峰砲坊房肪冒帽僕凡盆麻魔又
慢漫眠夢霧娘免茂猛網雄与揚腰踊謡翼
雷絡欄離柳竜粒硫了涼寮療隣涙鈴零霊
齢恋郎浪廊湾腕

炎幾互俊

施

冠
黒窒
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小　　学　　6　年　　生 高 校 1 年 生

60％台 払茂隣

50％台 狂響彩昇籍騒聴珍柄峰雄与齢

40％台 緯陰口貫還高網浪

30％台 茎互施糧

20％台 乙俊

（注〕　L文部省「中学校指導要領」（昭和52年改定）、同「高等学校学習捲導要領」（昭和53年改定）によ

　　　　る。

　　　　　なお、中学校の指導E標の記述の中の「上記ア」とは、そのすぐ上の段落のことである。

（付）準備調査

　児童・生徒によって親しみやすいと考えられる約300字を選定するために行った準備調査について

報告する。

1．調査の概要

　（1）調査した漢字：

　　　小学校配当漢字996字以外の常用漢字949字。（旋は、調査用紙の印刷の誤りのため集計から肖lj

　　除した。したがって、集計の対象としたのは、旋を除く948字。）

　（2）調査対象

　　　次の中学校3校・高等学校3校の1年生。いずれも埼玉県下の公立校である。

　　　・大宮市立指爾　中学校（校長：小川昌雄）

　　　・　同　　東　　中学校（校長：原田耳掻）

　　　・　同　　西　　中学校（校長：渋谷武雄）

　　　・埼玉県立川口北高等学校（校長：高橋冨士男）

　　　・　岡　　杉戸　高等学校（校長：橋本伊知朗）

　　　・　同　　所沢北高等学校（校長：斎藤光造）

　（3）調査方法

　　調査学級の学級担任の教師か国語科の担当の教師が調査者となった。そして、生徒に、読める

　　と思う漢字には○を付けさせ、読めないと思う漢字には×を付けさせた。調査者が口頭で生徒に

　　与えたインストラクションは次の通りである。

　　　「これは、みなさんがどの漢字を読めて、どの漢字が読めないかを調べるためのものです。

　　　…1■■（中略）……声に出さないで読んでみて、読めると思ったら、その漢字の番号に○を付け、

　　読めないと思ったら×を付けなさい。」

　　調査用紙1枚に135字を印刷した。そして、1人に1枚または2枚捌り当てた。したがって、

　　1人が135字または270字受け持ったことになる。

　　　そして、中学1年生、高校1年生とも、1校につき男子・女子それぞれ20名分ずつをランダム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ寸）　準｛蒲調査i　2G7



　　に抽出して集計した。したがって、それぞれの学年について、男子・女子それぞれ60名分、合計

　　120名分抽出して集計したことになる。

　（4＞調査時期

　　昭和58年5月31日～6月1Q日

　（5）上ヒ率交角三査…

　　　上記の調査がどの程度信頼できるものかを調べるために、上記の漢字949字の中からランダム

　　に抽出した12e字について、上記の調査を行った同一の生徒にその漢字の読みを記入させた。そ

　　して、2つの調査で回（解）答がどの程度一致するかについての検討を行った。

2．調査の結果

　旋を除く948字の1字1字について、その漢字に○を付けた生徒の割合（その漢字を読めると思う

と答えた生徒の捌合）を計算した。この値を、以後、「読字率」と呼ぶことにする。

　948字全体の読字率の平均値は、中学1年生49．0％・　表フー12読字率の度数分布

高校1年生88．2％である。そして、SDは、中学1年

生29．8％・高校1年生17．7％である。

　表7－12は、読字率の度数分布表である。そして、表

7－13は、中学1年生と高校1年生とのクロス集計表で

ある。中学1年生の各区間の漢字の平均値が高校1年

生でどの区問にあるかを示すために、平均値のある区

間に下線を引いた。なお、高校1年生で読字率が低く

なった漢字があるが、これは「剖」である。

中学1年生 高校1年生

90．0－100．0 120　12．7％ 663　70，0覧

80．0－89．9 73　　7．7鴨 104　1！．0％

70．0－79．9 93　　9．8％ 59　　6．2鶉

60．0－69．9 85　　9．0覧 35　　3，7覧

50．0－59．9 82　　8．6鴨 29　　3，1％

40．0－49．9 88　　9．3覧 24　　2，5箋

30．0－39．9 100　1G．5％ 17　　1．8％

20．0－29．9 104　11．0瓢 9　　0．9覧

10．0－19．9 99　10．4覧 6　　0，6鴨

0．0－9．9 104　11．0髄 2　　0，2切

合　計 948　100．0覧 948　100，0鴇

表7－13　申学1年生と高校遷年生とのクロス集計

言
同 校 1 年 生

中 学1年 生 0．0@
｝
9
．
9

10．0@　
｛
1
9
．
9

20．0@
　
】
2
9
．
9

30．O@
　
i
3
9
．
9

40．0@
　
｝
4
9
．
9

50．0@
　
1
5
9
．
9

60．0@
　
｝
6
9
．
9

70．0@
　
1
7
9
．
9

80．0@　
↑
8
9
．
9

90．0
@　　1100．0

90．0 一100．0 120 1 119

8◎．0 一89．9 73 1 72

一70．0 一79．9 93 1 1 91

一6G．0 一69．9 85 1 3 81

｛50．0 一59．9． 82 2 6 74

一40．0 一49．9 88 1 5 3 17 62

一30．0 一39．9 100 1 2 2 9 19 67

　20．0 一29．9 104 1 1 4 10 9 26 53

『10．0 一19．9 99 1 2 2 10 7 10 18 22 27

一0．0 一　9．9 104 2 5 7 14 12 15 8 15 9 17

一
△
口 計 948 2 6 9 17 24 29 35 59 104 663

3．読字率と画数・使用率

　（1）読字率と画数
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　第3章第5節で画数について設定した水準をそのまま使うことにする。分析の対象とする要囲をま

とめると、次のようになる。（要因と水準を記号で表す。）

・A：画数

　・Al：1～3画

　・A2：4一一　6画

　・A3：7～9爾

　・A4：10一一12画

　・A5：13～15画

　・A6：16～18画

　・A7：19～21画

　・A8：22～23画

　それぞれの要困の組み合わせについて、平均値を示したものが、表7－14である。そして、図7－1に、

その平均値をグラフに表した。どの場合も、画数が多いと平均値が低い傾向がある。しかし、その傾

向は、はっきりとしたものではない。そして、意外なことに、画数が極端に多い漢字は読字率が高い。

高校1年生の場合、特にそうである。この理由は図7一　1読字率と画数

ここでは分からない。小学校配当漢字以外の常用lee・0

漢字の読字率と画数との問には、単純な増減関係

はないのかもしれない。

　第5章・第6章で見たように、漢字を学習した

後の学年と前の学年とでは、習得率が違う。そこ

で、中学1年生と高校1年生に分けて分散分析を

行った。その結果が、表7－15・表7－16である。中

学1年生の場合のみ、1％水準で有意差が認めら

れた。

87654321

0
0
0
0
G
O
O
O
O
G

O。

{
0
．
佳
軌
創
飢
0
．
軌
軌

9
8
7
6
5
4
3
2
1

中学1年生

高校1年生

pa7－14　読掌率と画数

A玉 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8

漢掌数（948） 9 76 214 305 217 95 29 3

中学1年生 76．8 56．2 55．1 50．2 44．2 35．3 44．5 50．7

高校1年生 91．3　　90．2 90．6 88．3 86．8 83．6 88．7 96．4

表7一・16分散分析表：読字率と画数

高校1奪生一
表7－15 分散分析表：読字率と画数

　　　　　　　　　一中学矯三生一

要　　　因 平　方　和 自由度 平均平方和 F　値 要　　　閃 平　方　和 自由度 平均平方和

A　画　数

d　誤　差

42709，309

W00272，347

　7
X40

6101，330

W51，354

7．167‘’ A　画　数
W　誤　差

　4271．713

Q92527，577

　7
X40

610，245

R11，2GO

丁　合　計 842981，656 947 T　A　　環 296799，290 947

F　値

1．961

〔注〕　帥……1％水準で有意差が認められたもの
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　（2）使用率と読字率

　200位以内の漢字がないので、第3章第5節で使用率について設定した水準を再設定して使うこと

にする。分析の対象とする要因をまとめると、次のようになる。（要因と水準を記号で表す。）

・A：使用率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図7－2　使用率と読字率

　・Al：201～400位　　　　　　　　　　　　IOG．O

　・A2：401～600位　　　　　　　　　　　　　　90．0　　　　　　　　　　　　　　　　　中学1年生

　・A3：601～soe｛立　　　　　　　80・0　　　　　　　　高校1年生
　・A4：se1・・一・IOOO｛立　　　　　　70・G

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60．0
　・A5：1001一一1200｛立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50．0

　・A・：1201～1400位　　　　　　　4e．O

　・A7：1401～1600位　　　　　　　　　　　　　　30．0

　・A8：1601～1800位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20・0

　・Ag：1801～1945位　　　　　　　　　　　　　　 10・O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i23456789

　それぞれの要因の組み合わせについて、平均値を示したものが、表7－17である。そして、図7－2に、

その平均値をグラフに表した。両方の場合とも、使用率が小さいと平均値が低い傾向がはっきりと認

められる。

　分散分析を行った結果が、表7－18・表7－19である。中学1年生・高校1年生とも、1％水準で有意

差が認められた。（表7－18・表7－19の記号の意味は、表7－15と同じ。）

表7－17読掌率と使用率

Al A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 Ag

漢字数（948） 7 22 47 82 118 171 169 196 136

中学1年生 93．4 83．9 69．5 73．1 6L4 55．9 47．2 35．6 21．4

高校1年生 99．3 99．4 98．2 97．8 97．3 9娃．3 91．3 82．8 65．0

表フー・18　分散分析表　読字率と使用率

　　　　　　　　　　　　　一中学1年生一
表7－19　分散分析表 読字率と使用率

　　　一高校董年生一

要　　　隣 平　方　和 自由度 平均平方和 F　値 要　　　因 平　方　和 自由度 平均平方和 F　値

A　使用率
秩@誤　差

273881，195

T69100，462

8
9
3
9

34235，149’606，071 56，487樋 A　使屠率
ﾃ　誤　差

112572，684

P84226，606

8
9
3
9

14071，586

P96，194

71．723“8

丁　合　計 842981，657 947 丁　合　計 296799，290 947

4．読字率順漢字表

　表7－12の形式に対応させて、読字率順漢字表を掲載する。
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90％台

80％台

70％台

60％台

中　学　1　年　生

亜影炎煙猿汚押桜奥華介怪＃汗乾環奇
飢菊吉丘巨偶珊恵激剣互甲江攻荒香佐
歳剤崎咲札ML刺枝紫飼湿芝狩薄秀汁塾
松沼津診寝吹枢杉瀬井斉盛昔鋳占双巣
替滝沢卓端沖彫釣塚亭帝笛殿渡豆逃桃
稲突忍梅爆箱髪彼尾匹姫猫浜浮普腐並
柄浦峰剖僕堀眠夢娘与竜糧涙鈴暦恋郎
湾

違緯憶乙靴皆獲潟価鬼輝及拠凶恐響撃
肩幻孔更溝豪婚酢待煮珠舟渋獣俊畳縄
伸刃仙扇鮮荘僧束脱弾畜唐盗豚杯泊被
扉描敏舞偏募坊房蟹帽凡盆麻魔又茂網
雄翼離柳霊

越鉛佳菓嫁垣岳刈冠監艦鑑祈騎儀距御
狂琴隅茎玄悟抗硬綱翻獄昆彩斎傘蛇充
銃床昇晶彰丈桑掃燥騒贈泰袋丹誕挑沈
漬貞堤哲途怒倒塔峠悩濃肌販藩盤甫怖
符幅払噴墳暮芳邦抱砲蝉妙霧免諭裕誘
溶腰裸雷粒了露腕

哀維悦援縁雅核貫暁薫慶軒圏嫌賢謙呉
洪項込紺魂栽脂滋軸邪朱臭柔尚症償飾

高　校　1　年　生

悦
穏
懐
価
岐
誌
驚
契
献
碁
絞
佐
撮
斜
汁
床
畳
慎
枢
潜
装
滞
恥
聴
滴
唐
軟
伯
繁
蕩
払
慕
房
膜
網
腰
隆
鈴
腕

鋭
卸
壊
汗
企
喫
響
茎
嫌
梧
硬
墾
札
芝
襲
徐
浄
寝
髄
扇
葬
替
壇
澄
摘
凍
鈍
媒
範
漂
覆
募
妨
埋
猛
溶
粒
戻
湾

影
乙
皆
甘
含
吉
恐
刑
圏
呉
慌
魂
咲
湿
愁
緒
冗
診
随
占
喪
袋
弾
徴
笛
倒
豚
培
販
媛
幅
浦
坊
魔
盲
揺
竜
励
惑

隠
憶
悔
刈
鑑
菊
狭
薫
軒
互
控
紺
錯
執
臭
潤
丈
浸
穂
仙
巣
泰
誕
跳
泥
逃
突
梅
般
泌
伏
捕
忙
摩
蔑
揚
柳
塁
廊

陰
奥
怪
滑
艦
犠
狂
勲
剣
顧
香
婚
酢
軸
秀
循
鐘
振
睡
摂
掃
胎
端
超
堤
到
督
輩
伴
匹
封
遍
乏
麻
免
誉
離
累
浪

芋
桜
戒
渇
環
擬
叫
繰
肩
鼓
郊
恨
索
侍
舟
盾
償
唇
遂
籍
桑
怠
嘆
釣
訂
豆
峠
廃
帆
徴
舞
偏
飽
盆
滅
与
履
涙
郎

緯
欧
介
潟
還
儀
凶
掘
激
誇
荒
込
削
雌
囚
巡
衝
津
酔
跡
捜
耐
淡
彫
帝
怒
胴
排
閥
尾
敷
癖
崩
凡
娘
融
欄
隣
露

慰
押
雅
掛
緩
騎
御
隅
撃
桔
洪
獄
崎
飼
儒
旬
彰
侵
衰
惜
荘
賊
丹
挑
貞
奴
洞
杯
罰
避
腐
壁
砲
堀
霧
憂
酪
厘
炉

維
汚
蚊
岳
監
輝
距
遇
迎
弧
恒
克
剤
紫
寿
瞬
詳
辛
粋
昔
双
捉
棚
駐
亭
塗
闘
婆
抜
碑
普
弊
峰
没
夢
誘
絡
糧
恋

違
縁
箇
穫
寛
棄
虚
偶
鶏
孤
肯
豪
載
脂
趣
俊
焦
伸
炊
誓
礎
束
奪
抽
抵
渡
錯
濃
髪
扉
符
幣
胞
墨
矛
雄
頼
療
裂

偉
鉛
靴
獲
換
幾
拒
駆
憩
弦
更
剛
歳
施
珠
塾
晶
触
吹
盛
訴
即
脱
沖
廷
途
稲
悩
胱
被
浮
柄
泡
僕
眠
裕
雷
寮
烈

為
猿
暇
煽
貫
鬼
巨
緊
慶
玄
攻
購
債
枝
狩
淑
掌
飾
尋
斉
疎
贈
濁
窒
坪
吐
筒
粘
箱
疲
附
並
抱
朴
妙
幽
羅
僚
劣

威
煙
嫁
殻
勘
飢
朽
琴
継
幻
抗
稿
斎
刺
朱
獣
渉
殖
陣
征
粗
憎
託
秩
漬
斗
塔
寧
爆
卑
怖
併
奉
膨
岬
唯
裸
猟
暦

扱
援
葉
核
乾
既
丘
菌
傾
懸
江
酵
彩
旨
寂
銃
症
譲
尽
姓
租
騒
卓
畜
塚
殿
陶
忍
薄
彼
敏
墳
邦
帽
魅
諭
翼
涼
麗

握
宴
華
垣
陥
軌
及
凝
掲
謙
甲
綱
栽
傘
蛇
渋
沼
錠
刃
井
禅
霜
沢
稚
陳
添
盗
妊
迫
盤
浜
噴
芳
傍
漫
躍
抑
了
齢

哀
炎
架
概
冠
祈
脚
暁
啓
賢
巧
溝
砕
組
邪
柔
松
嬢
震
瀬
鮮
遭
択
遅
珍
徹
透
尿
泊
蛮
猫
紛
簿
紡
慢
紋
謡
慮
霊

亜
越
佳
該
肝
奇
鋪
佛
恵
遣
孔
項
鎖
擦
煮
充
昇
縄
審
杉
繊
僧
滝
致
沈
哲
桃
尼
拍
藩
描
沸
暮
冒
又
黙
踊
硫
零

依逸姻韻疫凹殴渦餓塊劾涯慨較患喚堪
忌偽拠況峡恭謹襟吟屈蛍携鯨傑倹堅顕
雇貢衡催惨祉滋慈疾殊庶如叙召匠尚紹
粧奨礁壌紳薪崇請析措壮燥駄逮拓儀胆
鍛痴逐蓄眺鎮墜呈邸締撤棟屯糞把賠漠
縛鉢畔煩譜侮憤縫肪翻磨銘庸痢陵倫隷
廉楼

尉詠喝棺閑頑棋宜戯窮享挟脅愚娯坑侯
酷昆宰飼醜叔講殉升肖祥硝剰醸辱娠迅
斥隻栓遷漸曹槽堕懲勅偵艇騰凸船搬妃
虜某剖謀撲厄愉濫

稼郭敢虐斤拷懇暫漆爵抄甚牲践薦繕陽
妥濯悼搭痘篤伐瓶扶赴丙塀舗俸耗悠漏
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中　学　　1　年　生 高　　校　　1　年　　生

60％台 振審震酔穂筏誓摂装憎恥致遅駐澄聴珍
ﾘ偵泥徹到凍透尿排輩拍罰般伏壁墨慢
泱ﾓ猛揚踊謡頼絡涼寮療塁烈炉廊楼惑

枠

50％台 為逸卸蚊梅塊掛肝換寛企喫叫享薩遇掘
M啓掲蛍継鶏迎弦柚侯控克鎖撮施趣儒
￥緒剌熄迴��h侵辱崇姓租捜抽超徴
?斗塗奴筒闘培伯鉢伴碑漂敷封捕奉泡
E忙肪没摩黙幽隆猟厘戻零麗浪

閲翁括褐憾欺拘唆詐肢酬宵訟詔婿拙挿
ﾄ諾弔覇陪披賓倣猶吏虜錬

40％台 威偉陰隠鋭宴凹欧架餓概較患還頑岐幾
絜l脚虚恭斤倹懸孤巧坑恒貢購債瞬旬
э｢紹粧嬢紳慎陣炊遂睡析惜籍潜禅繕
b耐逮拓嚢淡秩摘滴搭棟錯洞胴軟妊粘
p陪薄漠抜範卑疲瓶附簿俸埋滅紋躍誉
痘ﾏ隣

禍寡拐嚇且渓繭遮准遵嘱帥錘据藻鋳脹
R匿頒罷賦奔窯

30％台 扱尉芋渦劾該殻渇忌宜偽擬拒峡狭驚緊
?契傾憩鯨堅献鼓郊稿蕩砕擦惨旨疾斜
叝P升衝殖触娠尽帥随栓粗訴葬即賊滞
��A棚壇痴稚跳陳墜呈訂添吐陶篤凸
ﾔ鈍尼把婆迫帆畔妃披避微逓飽乏膜魅
ｵ愉唯憂揺羅酪吏痢硫陵僚齢裂廉

謁轄款糾矯勺逝窃塑嫡謄雰抹妄匁擁賄

20％台 握依慰殴穏箇戒壊懐郭穫喝滑敢棺緩含
�p朽挟仰凝吟屈繰遣顕雇誇碁拘恨詐
ﾃ載削執漆勺殊愁遵如抄祥渉掌焦詳礁
�Z甚粋髄請践薦措壮遭霜駄胎嘆逐眺
ﾁ抵邸締撤藝覇媒舶搬繁蛮賓譜沸紛憤
ｸ供癖慕崩縫妨某紡撲磨銘厄悠抑慮励
�g

桟賜赦勘銑衷朕逓頻

10％台 疫暇禍稼拐涯慨褐且勘喚堪憾軌犠虐況
ﾞ渓携傑弧顧娯肯絞衡宰索桟伺祉嗣雌
虫恷ﾝ寂酬淑盾殉叙匠肖訟硝詔奨剰壌
�﨎J尋衰牲斥隻福繊疎塑曹喪槽藻促
ﾄ託胆鍛蓄窒鋳懲艇迭痘督賠伐頒罷泌
?侮塀舗謀朴抹耗融庸濫履累漏

虞搾嗣諮璽畝

0％台 姻韻詠謁閲翁虞寡隔嚇括轄陥款閑棄欺
Y糾窮脅矯襟愚繭慌酵拷墾懇唆搾錯暫
?諮璽赦遮酌醜叔粛准循庶宵薪迅錘据
､逝婿窃銑遷漸阻挿妥堕怠諾濁嫡衷弔
ｯ勅朕逓悼謄騰匿攣縛閥煩頻扶赴賦覆
ｵ幣弊倣褒傍膨奔翻妄匁癒猶窯擁虜隷
B賄

褒癒

〔注〕　1．この準備調査は、島村直己「小学校配当漢字外常用漢字の読み一中1・高1を対象にした自己

　　　判定方式によるi　esの結果から一」（国語研報告85「研究報告集（7）」昭湘51年〉という題で1度

　　　報告したことがある。しかし、この論文は、集計表を載せていたとはいえ、比較調査の分析を

　　　主としていた。そこで、この準備調査が本調査で調査していない漢字を扱っていることを考えて、

　　　若干の分析結果を加えてもう1度報告することにした。ただし、ここでは、学年別の集計結果

　　　だけを掲載した。（上記の論文には、男女別の集計結果も載せたが、結果に男女差はあまり見ら

　　　れなかった。それについては、島村直己「小学校配当漢字外常用漢字の読み（2）一中1・高1を
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対象にした自己判定方式による調査の結果から一j日本読書学会第30回研究大会、昭和61年8月で報告

した。）

準備調査の調査用紙の例（A4判）

127・U8・1・9・1・G・・1・82・・3・6・・55・・6・37．28．　i9、1・．1．もら

闘駆姓遍酔菓倣孤符傘双唯又岐浮のぎ　　　　　　　　　　　　　　　はの　　　　　　　　　　　　　　　コイなつ　る128，119．lie、　IOI　92、　83．　74．　65、　56．　4フ、　38、　29．　20．　ll．　2、　X　LtLU，皿

　　　　　　　　　　　　　　　やすし睡舟拓陰宰崩寿羅塾姻猛渡縁侍婆ろの　　　　　　　　　　　　　　　け中l129．12。、貸1．　iO2．93．84．75．66、57、48．39．3。．2t，　i2．　3．な（：

狭了赦嗣謄帽但儀禍尼迭軒垣描艦“誹　　　　　　　　　　　　　　　．象
義冤藍無善藷蓑膳蕎繕蕩娑蓬菱憲嘉
　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　ヨ　　　　　コ　　　ヨ　　　　　　ヨらコ　　コ　フフ　　　コ　　コ　ら　　　る　　　ヨ　コ　　ヨコ　　らコ　うコ

　　　　　　　　　　　　　　　むし駄譲坑聴拍遇偏諾裂貞彩堀僚憤乏　る
　　　　　　　　　　　　　　　為　ヨ　コ　　　ヨ　　　　る　　　あ　　サ　　　　ワコ　フきコ　が　　　　　ら　　　　　　ヨヨ　　　らコ　　らコ　　　

　　　　　　　　　　　　　　　は硫炎升糧縄核繁漏隆逐酬珍玄企鈍・駆　　　　　　　　　　　　　　　あ133．　　　i24、　　　II5　　　　106．　　　　97．　　　　88．　　　　79．　　　　70．　　　　6i．　　　　52．　　　　43、　　　　34．　　　　25．　　　　16、　　　　　7．　　　　　　畜ピ

粘償薄伺碁嘱迅娯滅窒夢酵戯苗頼謬13、．125、II6．1。，、98．89、8e．71、62．，3．、、．35，26．17．、．2

祥輩揚賢培詔跳荘鎖殴潤陪触尚鉢3
　ヨら　　　　　　　フド　　コ　　コ　ヨ　　　　　　フ　　　　ヨコ　ら　コ　るうコ　　ヨ　　　　フコ　　と　ヨ　　　ヒ

寸歩賄執療寸忠慈寸寸偵佳審寸寸髪
　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　Y4
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（付）集計表（7』一小学校配当漢字以外の常用漢字302字

　以下にあげるのは、小学校配当漢字以外の常用漢字302字についての習得率表である。読みの結果

だけを示した。漢字は常用漢字表の順に並べた。表の見方は集計表（4）・集計表（5）・集計表（6＞とほとん

ど同じである。

副
龍
蕗
鷺
鴛
舗
鷺
弱
弱
謡
孫
鋤
㎝
認
弱
輩
麗
講
㎝
誘
殺
鷲
磐
備
騒
騒
諮
㎝
野
9
9
7
9
9
9
9
9
9
7
9
9
8
0
0
8
8
9
9
9
9
0
9
0
2
3
6
9
9
9
8
0
0
4
0
8
0
9
9
0
　
　
9
9
4
9
7
4
G
G
O
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1

怖
ノ

籠
櫨
蟹
擁
蕗
麗
鴛
諺
躍
逃
口
総
弱
認
認
砦
弱
弱
罷
認
繋
舗
罷
鴛
”
麗
讐
7
6
1
6
7
6
4
4
4
1
4
8
3
9
8
玉
6
7
5
8
6
9
4
4
　
　
　
　
2
8
8
4
2
9
9
　
　
9
4
9
9
2
9
　
　
4
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
ゾ
　
9
臼
　
1
　
8
　
Q
）
　
Q
り
　
4

題
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
煙
　
　
　
　
す
い
い
　
る
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ク
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
汚
な
し
す
れ
　
　
　
　
る
　
　
　
方
　
　
　
　
理
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
る
下
ソ
　
　
　
こ
　
　
　
錫
　
　
を
の
わ
汚
汚
　
　
　
　
　
え
　
　
花
地
　
　
　
　
　
料
　
　
か
子
　
　
　
先
鞭
　
　
　
　
　
い
義
脚
い
反
う
照
度
気
陰
る
響
絵
冬
つ
え
天
一
刷
る
ば
い
筆
と
染
認
れ
ら
を
が
い
収
す
さ
桜
の
羽
奥
憶
乙
華
華
や
出
嫁
嫁
ぎ
靴
下
介
物
し
亜
偉
勲
違
違
問
緯
陰
日
陰
影
影
響
引
越
炎
油
煙
煙
た
煙
鉛
鉛
汚
家
汚
平
服
服
汚
押
脚
押
齪
獣
欲
山
口
甲
中
香
華
お
転
花
嫁
製
靴
紹
怪
怪

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
　
し
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
一
　
る
わ
　
　
る
い
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励
　
　
　
　
　
　
い
　
　
い
　
　
う
え
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
る
　
　
p
　
　
る
　
　
い
　
　
　
　
す
れ
ら
す
れ
㎜
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
し
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
え
　
　
お
　
　
…
り
一
　
　
り
　
　
…
　
　
　
一
　
【
　
一
な
　
　
す
さ
の
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ら
　
　
が
が
　
　
ン
げ
げ
イ
げ
ツ
…
　
　
ン
の
ン
む
む
む
ン
ま
　
　
が
が
が
こ
ご
た
ウ
　
　
ウ
く
ウ
く
ク
ツ
　
　
ケ
な
　
　
　
め
つ
　
　
つ
イ
イ
や
ア
イ
え
イ
ち
ぢ
イ
イ
か
か
エ
か
エ
こ
こ
エ
ほ
エ
け
け
け
エ
な
オ
け
け
け
よ
よ
き
オ
お
お
オ
さ
オ
お
オ
オ
カ
　
　
は
カ
カ
よ
と
カ
く
カ
カ
あ

字
義

亜
偉
　
　
違
　
　
　
緯
陰
　
　
　
影
　
　
越
　
　
　
炎
　
　
煙
　
　
　
　
鉛
　
　
汚
　
　
　
　
　
　
　
　
押
　
　
　
桜
　
　
奥
　
　
憶
乙
華
　
　
　
婚
嫁
　
　
　
靴
　
　
介
怪

船櫨黙総
讃
㎝
弱
弱
㎝
総
鎖
題
㏄
謡
齢
㎝
諺
蛤
麓
㎝
㏄
㎝
総
訟
鷺
㎝
㎝
認
詔
認
繋
9
8
0
9
9
9
9
9
0
0
0
7
G
G
8
9
0
9
9
6
0
9
0
9
0
0
9
9
8
8
6
9
G
O
O
9
8
9
三
9
9
G
O
9
0
0
6
0
3
9
9
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1

怖
ノ

議
磯
節
麗
難
罫
認
罫
認
鷺
錨
繋
昌
箆
弱
弱
鷺
罵
聴
器
銘
餉
弱
弱
備
罷
諺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
9
9
4
7
8
1
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
只
）
3
2
8
2
7
9
4
3
9
9
9
1
9
8
5
7
5
6
4
　
　
9
4
8
8
7
9
5
9
7
　
　
1
8
9
9
9
9
5
8

題
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
帯
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
く
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
む
賞
　
　
地
胆
県
　
　
料
　
　
る
か
　
　
か
　
　
か
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
お
学
　
　
　
　
　
戦
　
　
花
　
　
　
　
　
　
脚
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
し
勤
様
岳
ケ
陰
る
味
い
え
や
汗
を
冠
を
燥
く
か
通
く
督
還
境
艦
賞
跡
入
の
劔
つ
輝
く
馬
儀
の
古
吉
本
脚
の
丘
に
大
拠
糟
毛
御
飯
中
狂
う
怪
皆
皆
山
八
新
和
甘
甘
義
甲
発
汗
王
冠
乾
乾
乾
貫
貫
監
返
出
軍
鑑
奇
殺
鬼
幾
幾
光
輝
騎
礼
菊
大
不
灘
行
机
砂
丘
中
根
証
艶
綱
御
御
熱
狂

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
　
　
　
　
㊦
　
　
　
す
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
や
　
　
　
　
　
り
　
　
く
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
一
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
む
　
　
一
　
一
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
η
　
　
ク
ヤ
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴎
　
ウ
　
　
や
イ
な
ク
け
た
…
ン
ま
ま
ま
ン
せ
ン
ん
ン
わ
わ
ン
ら
ン
ン
ン
ン
ン
　
　
　
に
　
　
く
　
　
が
　
　
　
ク
チ
ツ
ヤ
キ
し
ユ
か
ヨ
ヨ
　
　
ヨ
ヨ
　
　
ん
ヨ
る
あ
カ
み
か
た
か
か
カ
あ
あ
あ
カ
あ
カ
か
カ
か
か
カ
つ
手
甲
カ
カ
カ
キ
キ
お
キ
い
キ
か
キ
ギ
キ
キ
キ
キ
　
　
あ
キ
お
キ
キ
コ
キ
ギ
ゴ
お
キ
く

幽
玄

皆
　
　
岳
　
　
潟
川
甘
　
　
　
　
汗
　
　
冠
　
　
乾
　
　
　
貫
　
　
監
還
環
艦
鑑
奇
鬼
　
　
幾
　
　
輝
　
　
騎
儀
菊
吉
　
　
脚
　
　
　
丘
　
　
巨
拠
　
　
距
御
　
　
　
猛
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副
惑
沿
ゆ
3
3
β
ゆ
』
。
3
ゆ
β
渇
冷
ユ
ユ
3
5
3
沿
憾
濠
ゆ
9
3
洛
沿
圃
β
。
4
3
⑩
3
忍
3
護
’
8
」
9
7
3
ゆ
2
ほ
。
3
4
3
湿
窪
β
沿
ゆ
β
洛
。
0
潟
。
3
3
3
β
3
路
⑩
照
。
。
。
。
9
9
9
9
9
7
。
。
。
。
9
9
G
。
％
％
。
。
別
田
8
9
％
9
2
。
。
9
6
田
。
。
9
9
％
。
。
5
。
9
9
9
6
9
9
聡
9
9
お
9
9
四
脚
錦
兜
％
。
。
四
脚
9
9
9
3
9
9
η
卯
9
9
。
。
。
。
四
四
。
。
併
9
9
9
9
9
9
p
飢
％
。
。
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歪
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
一
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

節
ノ

”
銘
鴛
離
孫
藤
袴
男
羅
罵
認
齢
翻
”
器
孫
弱
弱
船
賃
菊
石
日
晒
晒
鯨
総
崩
鮒
認
藤
縄
習
ユ
8
7
9
5
3
7
6
6
8
6
8
9
1
3
2
8
4
7
5
6
9
7
7
6
　
　
8
7
9
3
7
2
6
　
　
4
　
　
5
7
9
2
3
9
2
6
2
1
9
8
8
4
2
9
8
9
8
9
　
　
7
9
9

題
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
鮒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
る
い
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
茎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
剣
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
か
し
　
　
る
し
　
　
　
　
　
　
弾
　
　
　
　
　
　
茎
の
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
い
　
　
い
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
懸
る
　
　
幻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
　
　
　
　
る
　
　
　
る
す
　
　
　
　
一
お
怖
れ
ろ
響
く
菌
琴
を
然
掘
る
事
下
物
恵
窪
む
略
控
え
撃
つ
激
し
肩
を
山
道
曲
軒
下
命
念
を
か
想
か
関
互
い
悟
る
乙
板
子
戸
工
費
め
廃
い
れ
ら
外
水
車
川
り
る
狂
恐
恐
恐
影
響
細
木
琴
偶
発
掘
刑
地
植
恩
知
恵
慶
歓
迎
攻
撃
感
激
双
鷺
倹
剣
勃
一
軒
胃
軸
命
懸
幻
夢
玄
相
互
覚
難
二
割
揚
江
二
二
攻
荒
飛
荒
荒
郊
野
香
香
香
香

讃
音

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
批
縫
く
　
　
　
　
　
　
　
む
　
焔
　
　
い
　
　
田
　
　
る
る
し
　
蕾
る
　
　
　
る
い
る
す
　
砂
り
る
一
ウ
一
【
ウ
…
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
一
　
　
つ
　
　
一
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
餅
　
け
か
　
　
ろ
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
一
れ
ら
　
　
　
ヨ
　
　
一
一
る
ヨ
そ
そ
ヨ
び
ン
ン
と
ウ
ツ
ー
イ
イ
き
イ
　
　
ぐ
イ
イ
か
キ
ー
キ
げ
ン
た
ン
ン
る
ン
き
ン
ケ
一
　
ン
ぼ
ン
　
　
が
　
　
と
ウ
ン
ウ
　
　
ウ
ウ
ー
ウ
ら
㎜
　
一
ウ
ウ
キ
　
　
お
お
く
キ
お
お
キ
ひ
キ
キ
こ
グ
ク
ほ
ケ
ケ
く
ケ
エ
め
ケ
ゲ
む
ゲ
う
ゲ
は
ケ
か
ケ
ケ
つ
ケ
の
ケ
　
　
か
か
ゲ
ま
ゲ
ゴ
た
ゴ
さ
コ
カ
コ
え
コ
コ
せ
コ
あ
あ
あ
コ
コ
　
　
か
か
か

字
漢

恐
　
　
　
響
　
　
菌
琴
　
　
偶
掘
　
　
刑
茎
　
　
恵
　
　
　
慶
迎
　
　
撃
　
　
激
　
　
肩
　
　
倹
剣
　
　
軒
　
　
懸
　
　
　
　
　
幻
　
　
口
細
　
　
悟
　
　
甲
　
　
江
　
　
抗
攻
　
　
荒
　
　
　
　
　
郊
香

（付）　二言十表（7　）

1

霜
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
痂
き
肋
る
　
　
暮
剤
醗
　
る
欝
施
る
線
係
　
搬
る
梱
齢
欝
舟
る
汁
綱
引
華
獄
び
め
婚
佐
竹
彩
る
斎
末
歳
月
崎
く
万
耳
聞
る
激
す
さ
葉
の
施
布
す
肪
ぎ
単
色
潤
う
躍
る
す
を
湿
る
え
を
掛
る
つ
珠
味
の
命
封
舟
さ
翠
玉
で
汁
そ
道
和
大
綱
豪
地
飛
込
綜
補
栽
色
彩
書
歳
お
殺
川
神
一
名
撮
撮
勅
麟
朝
枝
木
実
お
施
脂
脂
紫
紫
飼
順
順
樺
戸
芝
煮
煮
覇
業
狩
猫
き
爽
趣
趣
寿
横
雪
さ
舟
優
秀
果
み
柔
柔

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
き
　
　
　
　
る
す
　
　
　
　
る
す
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
き
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
む
め
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
イ
　
　
　
く
　
　
　
　
　
る
　
　
す
さ
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
ら
　
　
さ
　
　
う
　
　
一
　
㎜
　
　
　
る
え
や
　
　
る
り
　
　
　
む
　
　
ぶ
ウ
　
　
な
ウ
　
一
ウ
　
　
ウ
ウ
ウ
な
ウ
ク
　
　
一
ン
　
　
イ
イ
ろ
イ
イ
セ
イ
き
一
ツ
だ
ツ
一
　
　
｝
一
　
だ
纈
　
　
ど
　
　
ぶ
　
　
ら
　
　
　
ツ
め
め
ば
ヤ
一
一
　
　
ユ
一
　
　
ユ
ユ
も
ユ
と
ユ
ね
ふ
　
ユ
い
　
ユ
る
ユ
ユ
コ
つ
ゴ
ゴ
こ
こ
コ
サ
サ
サ
い
サ
サ
　
　
ザ
さ
さ
サ
ふ
サ
と
シ
さ
さ
シ
え
シ
セ
ほ
シ
あ
シ
む
シ
か
シ
し
し
し
シ
に
に
に
シ
か
か
シ
シ
お
ジ
こ
シ
ふ
　
　
シ
ひ
ジ
し
ジ
ニ

字
漢

綱
　
　
豪
獄
込
　
　
婚
佐
栽
彩
　
　
斎
歳
　
　
剤
崎
咲
札
　
　
撮
　
　
刺
　
　
　
　
枝
　
　
施
　
　
　
　
膳
　
　
紫
　
　
飼
　
　
湿
　
　
　
　
芝
煮
　
　
　
　
　
狩
　
　
　
　
珠
趣
　
　
寿
　
　
舟
　
　
　
　
秀
　
　
汁
　
　
柔

小6

7
6
1
0
3
7
3
5
9
1
2
蓋
5
6
6
2
6
0
5
8
7
4
2
7
9
0
5
6
0
5
4
9
9
2
2
0
7
2
9
ユ
5
9
4
9
5
5
4
0
7
0
8
3
4
3
5
4
6
9
3
7

6
1
3
1
7
9
7
6
ユ
8
6
8
5
7
6
5
6
0
0
1
2
i
9
9
ユ
9
4
1
2
4
3
3
9
5
7
8
9
6
1
2
1
4
4
8
1
6
5
6
0
3
3
3
4
1
4
1
三
4
6
0

　
9
8
9
9
4
9
8
9
5
　
7
7
6
9
9
9
G
8
8
5
5
6
6
2
8
3
1
　
7
　
6
8
9
8
4
1
　
8
　
8
8
5
1
8
8
7
6
　
6
4
2
9
8
8
　
7
9
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

葛1

0
1
0
3
0
4
0
0
0
0
9
0
5
0
0
0
0
0
3
3
8
0
3
3
2
9
5
7
4
0
4
3
0
0
0
1
4
7
3
7
0
0
0
4
9
4
8
1
1
7
7
8
3
8
1
4
3
5
6
9

4
7
0
9
0
3
0
G
O
O
4
0
8
0
0
0
0
0
9
9
7
0
9
9
6
4
7
9
3
0
1
9
0
0
0
7
3
玉
9
0
0
0
5
3
4
3
7
7
0
5
7
i
9
7
7
9
8
8
8
0

1
9
G
9
0
9
0
0
0
G
壊
0
9
0
0
0
0
0
9
9
9
0
9
9
6
9
7
5
4
0
5
9
0
0
0
9
9
3
9
5
0
0
7
9
9
9
9
9
8
9
8
6
9
9
9
2
8
9
9
6

　
　
1
　
　
1
　
　
1

1

1
1
　
　1
　
　
三

1

1

1
1
　
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
1

1

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
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副
β
ゆ
憾
ゆ
ユ
β
3
護
　
’
7
刀
歌
論
ほ
瀞
　
。
3
ゆ
ゆ
　
’
3
3
ユ
洛
ゆ
　
’
3
β
ほ
ユ
ほ
憾
a
β
　
’
6
β
　
。
6
ゆ
沿
　
’
5
3
ゆ
β
3
3
瀞
β
β
β
　
’
3
3
カ
3
惑
3
β
浴
2
ゆ
ほ
β
　
9
5
β
5
9
9
0
0
9
6
0
0
9
7
7
9
9
9
9
6
8
9
8
9
麟
9
6
9
7
9
8
9
9
0
G
O
O
6
0
9
9
9
7
9
8
0
0
9
6
9
9
3
8
2
8
9
2
9
6
9
2
9
7
9
5
9
8
9
2
0
G
O
O
8
8
9
9
0
0
9
9
7
3
0
0
0
0
9
9
9
7
9
8
9
9
7
0
0
騒
9
8
9
9
9
9
8
9
4
0
0
9
7
9
7
7
0
9
9
8
8
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
峯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

埴
！

畿
講
謝
麗
麗
謙
鷹
跳
梁
翫
観
揚
蟹
㎝
驚
翻
濃
鰯
謝
讃
麗
照
照
翻
獄
那
謂
謝
器
蹴
罷
麗

題
醐
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
擶
　
　
　
　
　
　
　
　
獣
　
毛
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
　
　
り
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
か
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
澗
館
　
　
　
梅
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
い
る
　
　
　
　
　
　
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
盛
ら
ら
滞
柿
い
る
弾
獣
お
敏
床
の
育
昇
る
竹
林
沼
の
状
介
最
彰
償
う
鐘
り
夫
丈
畳
む
窪
窪
び
ば
昧
波
士
選
る
室
る
か
震
震
え
刃
物
裁
く
の
瀬
井
井
戸
服
大
盛
に
え
柔
柔
渋
渋
渋
渋
銃
猛
お
俊
起
床
体
上
昇
松
松
湖
沼
症
粗
糖
表
弁
償
警
つ
腹
背
六
畳
畳
紳
紳
伸
興
津
紳
診
診
寝
藁
寝
地
身
震
凶
刃
吹
吹
電
位
市
天
井
征
盛
弾
器
燃

訓
音

　
、
、
　
ル
カ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ら
ら
　
　
　
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
る
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
う
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
ウ
　
　
る
～
　
一
ウ
　
　
一
　
一
ウ
ウ
の
ン
ウ
　
　
　
ウ
ー
ウ
　
　
ウ
　
　
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
な
ウ
　
　
ウ
　
　
ウ
一
み
　
　
び
ば
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
か
　
　
…
　
一
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ヨ
る
　
「
わ
わ
　
ユ
ぶ
ぶ
ぶ
　
ユ
　
ユ
も
ユ
　
ヨ
こ
か
ヨ
ぼ
ヨ
つ
　
ヨ
ま
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ
ぐ
ヨ
ね
ヨ
け
ヨ
た
た
ン
　
一
　
一
ン
　
　
ン
ン
　
　
ン
　
一
　
…
ン
る
る
ン
　
　
イ
…
ぎ
　
　
イ
シ
　
　
イ
イ
ジ
　
一
か
や
や
ジ
し
し
し
ジ
ジ
け
シ
シ
と
ゆ
シ
の
シ
ま
シ
ぬ
シ
シ
シ
シ
シ
つ
シ
か
ジ
た
ジ
た
た
シ
の
の
シ
つ
シ
シ
み
シ
ね
ね
シ
ふ
ふ
ジ
は
ス
ふ
す
せ
セ
　
　
い
セ
セ
　
　
も
さ

字
引

渋
　
　
　
　
　
銃
獣
　
　
俊
床
　
　
　
昇
　
　
松
　
　
沼
　
　
症
紹
晶
彰
償
　
　
鐘
　
　
丈
　
　
畳
　
　
　
伸
　
　
　
津
　
　
紳
診
　
　
寝
　
　
　
震
　
　
　
刃
　
　
吹
　
　
杉
瀬
井
　
　
　
祇
盛

副鴛認㏄
雛
囎
認
諾
麗
㎝
㏄
孫
卸
㎝
離
離
謡
灘
轟
轟
雪
質
櫨
麗
脇
㎝
㎝
潔
赫
麗
麗
編
髄
懇
話
9
3
9
9
0
G
9
9
9
9
0
7
G
9
9
0
0
3
0
4
Q
O
9
9
9
9
9
9
7
9
Q
9
1
9
9
9
9
G
9
9
9
9
G
O
7
7
9
G
9
0
9
0
4
0
9
0
9
9
9
9
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
三
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

怖
ノ

護
7
β
β
護
3
’
5
」
。
4
β
洛
ユ
3
3
β
3
3
ほ
β
’
7
の
3
ゆ
3
’
0
洛
沿
9
9
の
3
3
ゆ
」
惚
惚
涯
β
’
2
ユ
潟
遵
3
β
3
。
7
」
3
の
ゆ
3
ほ
3
β
潟
5
2
3
3
の
雌
2
8
0
2
1
9
9
8
4
7
3
5
5
4
1
2
3
8
9
9
2
2
9
7
1
2
9
1
5
雛
9
5
2
7
2
2
9
3
9
3
5
7
2
1
7
6
5
6
5
1
3
9
3
4
8
6
9
7
6
9
0
8
1
9
1
2
9
7
4
8
3
7
4
5
8
3
8
8
2
9
8
7
0
3
4
7
6
7
8
3
7
4
5
6
7
8
8
8
6
9
5
9
2
雛
8
0
5
2
姶
6
9

懸
醐
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
占
　
　
機
あ
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
　
　
　
　
袋
水
　
　
水
　
　
　
　
る
　
　
B
　
　
　
　
の
　
　
る
す
　
　
　
観
で
場
　
　
　
覚
ん
日
昔
話
跡
跡
籍
占
い
う
風
で
鮮
や
方
子
荘
園
畑
巣
箱
装
装
う
燥
音
ぐ
呈
贈
り
束
軽
輩
の
の
沢
の
卓
皮
ぐ
げ
丹
生
力
く
む
砲
狂
れ
ら
い
畜
積
に
車
躍
る
聴
く
没
盛
昔
今
昔
遺
足
蟹
独
買
占
…
紬
織
新
鮮
双
双
那
桑
桑
病
巣
服
衣
装
乾
騒
騒
贈
寄
贈
約
花
風
無
漏
光
沢
食
脱
脱
脱
蝋
誕
弾
弾
尊
大
遅
遅
遅
遅
家
沖
沖
巨
頭
彫
視
聴
沈

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
ん
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
一
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
ぐ
　
　
恥
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
捌
　
む
　
　
　
れ
ら
い
｝
　
　
や
し
　
　
　
　
　
　
め
な
　
　
ぎ
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
剛
　
　
　
　
ウ
お
　
　
　
　
一
　
　
ウ
　
一
　
　
　
　
ろ
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
げ
　
　
　
　
　
く
一
　
　
　
　
　
一
　
一
　
　
ウ
　
　
ウ
ウ
る
ウ
く
か
キ
シ
か
キ
と
キ
ン
　
…
ら
ン
う
ン
ざ
ウ
た
ウ
ウ
わ
ウ
　
　
ウ
ヨ
そ
ウ
ウ
わ
ウ
ソ
く
ク
ば
イ
く
き
ク
わ
ク
ツ
　
…
ン
ン
ン
　
　
ず
ま
　
　
く
く
そ
ク
ユ
き
ユ
ヨ
　
一
ヨ
　
「
ン
さ
セ
　
　
む
セ
あ
セ
渡
し
う
セ
お
セ
あ
ソ
ふ
ソ
ソ
く
ソ
す
ソ
シ
よ
ソ
ソ
さ
ゾ
　
　
お
ソ
た
タ
ふ
た
タ
さ
タ
ダ
ぬ
ぬ
鍬
入
ダ
ひ
は
た
チ
お
お
お
チ
チ
お
チ
チ
ほ
チ
き
チ

字
漢

昔
　
　
　
　
跡
　
　
籍
占
　
　
　
扇
　
　
鮮
　
　
双
　
　
荘
桑
　
　
巣
　
　
装
　
　
　
燥
騒
　
　
贈
　
　
　
束
　
　
袋
　
　
滝
沢
　
　
卓
脱
　
　
　
丹
薬
弾
　
　
　
　
　
遅
　
　
　
　
　
畜
沖
　
　
駐
彫
　
　
聴
　
　
沈
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副
0
5
5
　
’
9
3
の
ゆ
3
沿
惑
ユ
0
β
3
　
’
0
4
」
沿
β
2
3
q
…
ゆ
沿
5
3
渇
β
ユ
の
　
。
3
0
β
沿
3
3
2
護
4
沿
謁
　
。
5
3
3
洛
3
渇
3
諜
ゆ
洛
ゆ
の
謁
β
β
あ
沿
4
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
8
9
6
4
9
8
6
7
0
8
0
5
8
7
9
8
0
5
砒
似
8
8
7
9
0
0
9
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7
創
7
9
0
7
2
0
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9
4
0
0
3
0
8
7
0
2
9
0
。
5
0
9
9
6
5
3
0
0
9
9
7
9
G
O
9
0
4
9
0
9
6
0
5
6
0
9
6
9
9
0
0
9
G
9
8
9
9
9
G
9
0
9
9
6
8
9
0
9
9
9
9
7
9
8
8
9
0
9
0
2
9
9
9
9
0
9
G
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

怖
ノ

3
3
β
3
3
浴
ゆ
の
渇
遵
護
3
3
3
　
。
1
遵
3
忍
2
謀
②
フ
　
。
6
3
ユ
3
の
β
　
。
3
5
マ
惑
3
』
遵
β
浴
3
の
5
　
9
2
3
β
3
ゆ
3
直
2
3
4
遵
悉
』
護
3
8
浴
3
ユ
沿
0
6
3
7
4
8
3
4
4
5
1
9
2
6
1
9
2
8
5
3
7
7
6
6
7
ー
ユ
8
4
8
3
9
9
2
3
7
9
6
3
5
9
ユ
0
9
4
6
8
5
三
3
8
6
4
8
0
3
。
7
1
0
9
7
6
5
4
9
8
9
8
8
2
5
9
6
　
　
8
　
　
1
7
8
3
8
8
9
8
1
9
9
　
　
7
8
9
8
8
8
5
9
6
3
4
6
7
7
9
6
2
8
3
ユ
9
5
7
8
　
　
8
7
7
6
9
8
8

題
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
放
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
る
い
　
　
　
堤
　
　
　
鷲
　
　
　
量
　
　
　
　
勘
　
き
　
る
回
る
る
　
　
る
使
灘
駒
　
　
紛
む
め
味
し
塚
抗
童
帝
防
の
筑
箱
摘
む
澗
が
り
学
殿
殿
様
筒
斗
中
米
る
す
怒
り
に
腐
豊
ま
蔚
亡
げ
潔
き
れ
承
れ
す
凍
る
え
唐
草
桃
の
撮
む
　
　
稲
が
穂
志
う
体
　
　
督
沈
沈
珍
珍
興
抵
幽
間
堤
蝦
蟹
口
指
摘
水
滴
滴
哲
宮
御
殿
封
北
殿
渡
渡
渡
期
怒
父
…
皿
大
小
郵
窃
盗
犯
翻
逃
圧
倒
飼
冷
凍
凍
単
軌
白
挑
半
裸
塔
陸
稲
稲
闘
闘
胴
畳
目

講
奮

　
　
　
い
　
る
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
む
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
る
す
す
れ
　
　
れ
す
　
　
る
え
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
一
「
　
一
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
む
　
　
く
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
が
　
一
　
…
　
　
…
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
な
　
　
か
　
　
げ
ず
ず
ン
ず
か
イ
イ
イ
イ
つ
キ
え
キ
　
一
キ
ず
た
ツ
ン
ン
の
の
　
　
　
　
　
た
た
　
　
か
こ
ウ
ズ
め
ウ
ウ
　
　
　
…
が
が
ウ
お
お
ウ
お
ご
ウ
ら
ウ
も
ウ
す
ウ
ウ
ね
い
ウ
た
ウ
う
ク
し
し
チ
め
つ
テ
テ
テ
テ
つ
テ
ふ
テ
つ
テ
し
し
テ
デ
テ
と
ど
ト
ト
ト
わ
わ
ド
い
お
ト
　
　
ま
ト
ト
に
に
の
の
ト
た
た
ト
こ
こ
ト
か
ト
も
ト
ぬ
ト
ト
い
　
　
ト
た
ド
と
ト

宇
漢

珍
　
　
塚
抵
亭
帝
堤
　
　
笛
　
　
摘
　
　
滴
　
　
　
哲
殿
　
　
　
　
　
斗
途
渡
　
　
　
怒
　
　
　
豆
　
　
　
到
逃
　
　
　
　
　
　
倒
　
　
　
凍
　
　
　
唐
　
　
桃
　
　
盗
　
　
塔
稲
　
　
　
闘
　
　
胴
峠
督

（イ寸）集計表（7）

小

懸
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
す
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
然
㍊
豚
謝
ぶ
潔
む
封
淡
い
杯
肋
朧
培
う
爵
黍
泊
誘
発
幽
舞
鶴
伴
奏
う
般
売
雛
海
女
労
雛
害
る
尾
鍵
区
灘
辺
怖
い
属
上
く
痂
禁
符
突
突
養
子
忍
忍
忍
苦
悩
悩
濃
濃
餅
杯
松
梅
栽
培
伯
拍
矯
宿
泊
泊
爆
箱
肌
頭
髪
同
舞
曲
一
棟
○
田
お
彼
彼
疲
型
押
銀
被
語
尾
匹
一
お
寒
浜
恐
怖
附
浮
浮
浮
浮
浮
切

結
婚

　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
す
　
　
　
　
　
獅
　
　
　
　
　
う
　
　
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
　
　
　
　
ぶ
ば
　
　
む
ま
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
一
　
　
　
ウ
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
れ
ぶ
べ
　
く
　
　
　
　
　
一
　
…
　
　
　
　
一
　
　
い
　
　
ず
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
ヨ
　
　
ま
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
「
　
一
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
く
か
か
か
塁
陸
曇
筋
群
概
念
灯
鷺
鱒
％
砂
砂
ヒ
貿
短
駆
霧
㌶
触
坤
諺
ヒ
練
か
易
助
ヒ
の
ビ
お
器
鋤
鞍
フ
プ
フ
≧
‡
フ

学
漢

突
　
　
豚
　
　
忍
　
　
　
悩
　
　
　
濃
　
　
杯
　
　
梅
　
　
培
　
　
伯
拍
　
　
泊
　
　
　
爆
箱
肌
髪
　
　
伴
　
　
　
般
販
蒲
盤
彼
　
　
　
疲
　
　
　
被
　
　
尾
　
　
匹
　
　
姫
浜
　
　
怖
　
　
附
浮
　
　
　
　
　
　
符

53．8

eo．3

53．0

82．5

12a2

9S．0

86．8

0．7

70．5

25，3

82．2

86．8

93．3

87．7

40．3

98．6

6．5

83．9

93．2

76．8

51．4

92．3

59．5

16，7

73．2

0．7

27．ro

91．8

16．4

9：3．0

97．2

80．3

96．6

93．6

77，6

7t．2

8L5
8’1．6

9：］．2

92，6

83，8

高1

0
0
2
3
5
5
3
6
9
8
｝
3
3
2
0
0
0
9
8
5
3
0
3
3
8
5
3
0
3
3
4
夏
0
9
3
0
7
0
0
5
0
4
0
1
3
3
4
5
0
0
0
3
3
0
1
3
5
3
0
0

0
0
4
9
8
8
9
2
7
2
7
9
9
6
0
0
0
9
7
8
3
0
9
9
7
8
9
0
9
6
6
9
0
7
9
G
5
0
0
8
0
2
0
2
9
9
3
8
0
0
0
9
9
0
7
9
8
9
0
0

0
0
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
6
0
0
0
2
9
9
8
0
9
9
9
9
9
0
9
9
9
6
0
9
9
0
9
0
0
9
0
3
0
3
9
9
9
9
0
0
0
9
9
0
9
9
9
9
0
0

1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
　
　
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
　
　
　
1
　
　

1
1
　
　1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
1
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副
ゆ
ゆ
ゆ
β
3
カ
　
。
0
マ
3
3
の
η
沿
β
　
’
3
ゆ
　
。
8
ゆ
」
β
7
ゆ
β
刀
惑
β
3
　
’
4
窪
ほ
4
　
。
1
』
浴
洛
β
β
ゆ
β
3
3
謹
ユ
3
4
3
冷
」
3
渇
沿
ゆ
阻
沿
3
3
　
’
0
ゆ
β
5
G
O
O
O
O
O
9
2
9
7
0
0
0
0
8
9
4
7
9
9
1
0
0
0
0
G
9
5
9
9
0
0
9
7
0
0
2
0
9
7
8
4
0
0
9
5
G
O
4
4
9
7
9
9
9
6
8
9
9
7
9
4
8
0
0
9
8
6
2
9
8
9
9
0
0
9
7
8
9
9
9
9
7
9
0
6
0
9
6
9
9
G
O
9
5
9
9
9
3
0
0
0
G
5
2
0
0
9
9
9
9
2
0
0
0
9
9
9
8
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歪
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

怖
1

誹
纈
鐸
鷹
謬
㎝
蹴
㎜
禦
餐
郡
鷹
謝
鶯
瓢
謡
鵬
鵡
鷺
熱
熱
護
翻
探
殿
熱
熱
鎧
鵡
講
謂
聯

題
副
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邦
　
　
抱
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
　
　
を
く
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
る
れ
り
る
　
　
　
部
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
ん
抱
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
腐
す
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
に
　
　
　
き
　
　
聞
　
　
　
　
　
え
わ
捕
え
る
　
　
太
　
　
　
暮
る
す
エ
　
　
や
を
る
雌
峰
　
　
坊
や
通
腐
る
て
ら
詠
う
を
輻
編
了
う
論
議
木
べ
ぶ
び
柄
柄
う
乙
矢
食
る
手
ら
ら
け
ま
ま
浦
島
集
る
歳
れ
ら
ビ
負
ち
志
え
高
の
砲
寝
ち
房
房
肪
思
す
子
　
　
凡
例
盆
二
布
普
豆
腐
ふ
腐
舞
舞
舞
振
横
構
払
出
並
並
並
並
並
二
品
ほ
壁
壁
遍
偏
乱
捕
捕
生
捕
捕
曲
浦
募
募
お
暮
暮
ソ
抱
赤
大
抱
最
山
大
朝
温
暖
一
脂
蟹
据
囎
僕
平
凡
お
麻
麻

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
る
　
　
　
る
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
れ
　
　
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
る
れ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
べ
ぶ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
え
わ
　
　
ま
ま
　
　
　
　
　
る
　
　
る
す
　
　
　
　
　
く
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
肋
　
　
一
　
　
　
一
　
う
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
ら
ら
る
　
一
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
れ
ら
　
　
　
く
～
　
一
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
ン
　
　
さ
さ
さ
　
　
一
い
ク
ば
ツ
ら
ン
イ
み
ら
ら
ら
イ
ら
　
　
キ
ベ
ン
た
　
　
｝
　
　
　
一
か
か
　
　
ら
　
　
の
　
　
一
　
一
ウ
ウ
　
　
だ
か
ウ
ね
ウ
ウ
ボ
ウ
さ
ウ
ウ
か
ウ
ク
ン
ハ
ン
　
　
さ
フ
フ
く
く
く
ブ
ま
ま
フ
は
フ
は
フ
へ
な
な
な
な
へ
が
え
へ
か
へ
か
ホ
と
と
と
つ
つ
ホ
う
ボ
つ
ボ
く
く
ホ
ホ
だ
い
か
ホ
み
ホ
ボ
　
　
ボ
ふ
ボ
ボ
お
ボ
ボ
ボ
　
　
ボ
マ
あ

字
漢

普
腐
　
　
　
　
　
舞
　
　
　
幅
　
　
払
　
　
墳
並
　
　
　
　
　
　
柄
　
　
　
壁
　
　
偏
　
　
捕
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
募
　
　
暮
　
　
　
邦
抱
　
　
　
　
　
峰
　
　
砲
坊
　
　
房
　
　
肪
冒
　
　
帽
僕
凡
　
　
盆
麻

副
㎝
話
㎝
㎝
線
路
諮
㎝
罵
驕
㎝
M
鴛
紹
難
鎗
黙
然
認
融
然
暴
誘
齢
鮒
お
羅
無
贈
品
講
謡
認
㎝
0
9
G
O
O
9
0
0
0
8
0
0
9
3
　
　
6
G
O
9
8
9
9
9
9
9
5
9
9
9
9
6
G
9
9
　
　
6
8
9
9
0
9
2
玉
9
G
9
9
9
9
9
8
9
0
9
0
7
0
8
0
0
｝
　
　
　
－
　
1
　
1
　
　
　
1
　
1
　
｝
　
　
　
－
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
1

怖
！

齢
諺
龍
駕
鴛
鴇
穏
益
虫
爵
認
謡
熊
蜂
践
釜
瀦
晶
罷
紫
諺
B
鷺
穏
舘
蟹
麗
鷺
認
舵
機
9
8
8
7
9
7
8
8
9
2
7
9
9
　
　
　
　
　
6
8
3
4
3
5
i
5
5
　
　
8
5
3
7
1
8
8
8
　
　
3
3
9
7
8
8
　
　
　
　
7
7
6
5
3
8
9
5
2
7
8
8
1
7
4
7
8

頚
開
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
網
　
　
　
べ
小
　
　
る
　
　
る
る
　
　
　
　
　
　
　
翻
な
　
　
　
翼
　
　
お
　
　
　
る
欄
　
　
る
　
　
　
枝
城
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
寮
法
は
漫
画
眠
る
い
中
夢
霧
雨
　
　
隔
れ
　
　
茂
る
獣
儀
戸
大
し
の
党
え
揚
げ
が
三
面
踊
る
り
謡
を
う
翼
の
雨
が
絡
む
ま
谷
離
れ
す
柳
の
宮
巻
子
粒
酸
読
下
し
む
生
石
魔
又
自
漫
冬
眠
品
品
初
濃
霧
加
計
免
　
　
繁
茂
贈
品
網
雄
雄
雄
与
与
掲
揚
揚
腰
足
舞
踊
踊
歌
謡
謡
尾
鳥
天
雷
連
絡
島
回
距
離
離
翔
柳
竜
竜
粒
一
硫
完
訳
涼
涼
学
治

訓
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
る
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
る
る
　
　
　
　
　
る
り
　
　
　
う
　
　
　
　
　
り
　
　
む
ま
　
　
　
れ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
む
　
　
　
　
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
め
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
げ
が
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
い
　
一
　
　
さ
　
　
な
　
　
一
　
一
　
　
　
一
　
一
ウ
ぎ
ウ
　
　
ウ
　
　
ゥ
ウ
ウ
　
｝
　
一
ウ
ウ
　
た
ン
ン
ン
む
む
　
　
め
　
　
り
す
ン
ぬ
　
　
　
げ
ウ
ウ
み
ウ
　
　
す
　
　
た
ウ
「
　
ウ
し
ウ
ど
ど
ウ
た
た
ク
ば
イ
み
ク
ら
ら
ン
　
　
な
な
λ
な
ユ
つ
　
ユ
ぶ
　
ユ
ヨ
ヨ
ず
ず
ヨ
ヨ
マ
ま
マ
マ
ミ
ね
ね
ム
ゆ
ム
き
む
メ
ま
　
　
モ
し
モ
モ
あ
ユ
お
お
ヨ
あ
ヨ
あ
あ
ヨ
こ
ヨ
お
お
ヨ
う
う
ヨ
つ
う
か
ラ
か
か
プ
リ
は
は
り
や
り
た
り
つ
リ
リ
り
す
す
り
リ

字
漢

魔
又
慢
謙
虚
　
　
　
夢
　
　
霧
　
　
娘
免
　
　
　
茂
　
　
猛
網
　
　
雄
　
　
　
与
　
　
揚
　
　
　
腰
　
　
踊
　
　
　
謡
　
　
　
翼
　
　
雷
　
　
絡
　
　
　
欄
離
　
　
　
柳
　
　
竜
　
　
粒
　
　
硫
了
涼
　
　
　
寮
母
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漢字 音　　訓 調　査　問　題 小6 高1

糧 リョウ 糧道を絶つ 35．8 68．6

ロウ231 兵糧 6．7 9．6

かて 生活の糧 0．0 29．6

隣 リン 隣寵 17ユ 83．1

とな一る 隣りあう 37．8 100．0

となり 隣の家 66．4 99．3

涙 ルイ 感涙 9．0 68．3

なみだ 涙をながす 98．0 99．3

鈴 レイ 予鈴 29．7 9G．7

リン 風鈴 78．5 97．1

すず 鈴がなる 93．0 99．3

零 レイ 零下 79．2 1GO．0

霊 レイ 幽鍼 95．2 99．3

漢字 音　　訓 調　査　問　題 小

リョウ3D 亜を！ヒ，じb．薫、 39

たま 御霊 3

齢 レイ 高齢者 55

恋 レン 変愛 55

　　、ｱ』つ 恋い慕う 71

こい 初恋 98

こい一しい 恋しがる 90

郎 ロウ 新郎 96

浪 ロウ 浪費 49

廊 ロウ 廊下 95

湾 ワン 東京湾 96

腕 ワン 腕力 65

うで 腕をくむ 91

〔注〕

ユ）〈m一ソクのほのう〉（34．218．7）は別　　　2＞〈かめいをよごす〉（69．677．1＞は別　　　3）〈よごれのないこころ〉（76．66L3）

は）J13　　4）くかんろう〉（1．413．2）は別　　　5＞くかせぎさき〉〈14A　16．4）は別　　　6）〈かんをかぶる〉（13．411．0）はi弓［1

7＞〈ふきち〉（25．512，4）は別　　　8）〈おちゅう〉（10．918．7）は別，くこちゅう〉（29．934．5）は別　　　9）〈けんのまい〉（56．e

26．3）は別　　　IO）〈けんねん〉（25．745，0＞は別　　　ll＞〈おたがい〉（24．5ユ3．1）は別　　　12）くこうしゃ〉（29．736．0）は燐

13）くじっち〉（20．921．8）は別　　　14）〈しめらす〉（4．138．1）は別　　　15｝〈ひでる・ひででる〉（51．422．1）は別

16）〈びょうす〉（47．342．3）は別　　　17）〈きぞう〉（15．055．9）を含む，くきそ〉（12．95．1＞は騨　　　18＞くはじく〉（3．4：IO．8）は

窮　　　19）〈はいをかわす〉（47．327．2）は別　　　20）〈びょうし〉（32．214．5）は別　　　21）〈ぼんれい〉（53．475．7）は別

22）〈まぬがれる〉（1．329．4）を含む　　　23×ひょうりょう〉（36．279．4＞は別　　　24）〈あくれい〉（45．226．1）は別
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（付）集計表（8）

　　　一一小学校配当漢字以外の常用漢字の読字率

　以下にあげるのは，小学校配当漢字以外の常用漢字948字についての読字率表である。漢字は常用

漢字表の順に並べた。

融

難
舅
蘂
妙
品
悲
話
踊
麗
聾
認
㎝
馨
馨
重
訂
羅
麗
羅
麗
8
0
9
9
G
9
7
9
9
9
9
9
G
7
0
0
0
5
9
7
9
9
0
9
0
8
9
9
0
9
9
9
9
9
9
8
9
6
9
9
9
7
0
9
7
9
9
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

刺
聖
誕
髪
釣
籠
羅
馨
雛
三
論
認
露
蘂
雛
発
羅
p
馨
箆
2
2
3
ユ
9
6
1
7
2
8
4
9
9
4
7
9
8
2
1
5
4
6
9
3
9
4
5
　
　
7
1
6
8
7
　
　
3
1
4
　
　
7
8
5
3
7
6
7
2
8

字
漢

雇
誇
鼓
顧
互
呉
娯
悟
碁
孔
巧
甲
江
二
二
二
更
拘
肯
侯
恒
洪
荒
鳥
香
三
蓋
慌
硬
絞
二
二
綱
酵
二
二
購
拷
剛
豪
克
酷
獄
込
昆
恨
婚

副

漿
蟹
論
籠
讐
霧
麗
”
鍍
銀
器
襲
蒸
馨
孫
昭
漿
鉱
9
9
9
8
9
9
9
9
G
9
9
0
9
9
4
8
9
8
0
9
9
9
9
8
9
G
8
0
8
G
9
9
8
9
9
9
9
9
4
8
9
9
9
9
9
9
9
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
互
　
　
　
　
　
　
　
－

刺罷
器
器
難
聴
斐
軽
目
露
盤
簗
鷺
麗
羅
難
鋸
脇
三
階
9
5
7
2
5
2
5
6
9
7
3
9
5
5
1
5
3
1
5
6
3
5
5
3
8
9
i
8
4
9
6
6
3
6
3
2
6
6
　
　
2
4
8
7
5
4
1
5

字
漢

二
二
隅
屈
掘
繰
勲
薫
刑
茎
恩
恵
啓
掲
二
二
芝
繋
継
慶
憩
嘉
言
鯨
撃
激
傑
肩
倹
剣
温
温
二
二
献
呈
賢
謙
繭
顕
懸
幻
玄
弦
孤
弧
枯

副認蕊
㎝
彫
鉱
罷
警
器
駿
麗
㎝
羅
赫
発
㎝
篶
羅
諺
藷
麗
誘
囎
7
9
9
0
0
9
9
9
9
6
G
O
9
3
7
0
9
8
9
9
9
0
9
9
7
8
8
7
9
0
8
7
3
0
9
9
9
9
6
9
0
9
8
8
8
0
7
　
　
　
！
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
ユ

刺
塾
頭
瀦
聚
㏄
巽
器
暴
篇
姐
聾
羅
認
瞬
発
誌
鰭
鵬
籠
羅
　
3
玉
9
9
5
4
2
4
1
8
9
2
　
　
　
9
3
8
4
7
7
8
5
7
5
1
3
2
3
8
4
　
　
　
8
3
2
6
2
4
5
7
3
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
り
0

字
漢

戯
擬
犠
菊
二
二
詰
乙
鳥
虐
及
二
刀
二
二
巨
二
二
虚
空
御
言
叫
二
心
況
二
二
狭
恐
恭
脅
二
二
二
二
暁
凝
斤
菌
琴
緊
謹
襟
吟
駆
愚

烈講㎝
㎝
蕪
諺
飛
罷
舅
羅
御
輿
藷
器
品
羅
麗
嬰
㎝
昭
舅
羅
4
0
0
G
9
9
9
9
9
9
8
0
8
8
9
6
7
3
7
9
9
9
5
9
9
9
0
9
7
0
9
8
0
9
9
9
9
0
9
ア
9
9
9
7
8
5
9
　
！
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

刺
些
細
塗
絵
器
野
葬
雛
総
鉛
毒
暴
襲
発
静
篇
認
㎝
認
麗
1
7
9
9
8
5
7
　
　
9
ユ
4
6
1
1
5
2
2
　
　
　
5
7
2
1
4
9
7
7
2
4
5
4
3
9
7
エ
2
9
8
4
4
　
　
8
7
3
3
　
　
7

字
漢

且
趨
営
汗
缶
肝
虚
言
乾
繭
二
三
喚
堪
換
二
二
二
二
寛
監
二
等
還
環
艦
鑑
含
応
訴
岐
忌
奇
祈
軌
既
飢
鬼
幾
棋
棄
輝
騎
宜
偽
欺
俄

副
麗
㏄
讐
髪
強
暴
慕
罷
墓
麗
絵
雛
奏
楽
銀
器
難
服
認
紡
9
9
G
9
8
9
9
4
9
4
9
6
9
9
8
G
9
0
4
9
9
8
9
9
8
8
8
9
9
9
9
9
6
8
9
9
4
9
9
9
9
5
7
9
9
5
3
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1

個
罷
蠕
襲
麗
菱
誌
認
㎝
国
縫
n
罷
謡
謡
㎝
昨
朝
難
㎝
羅
鴇
7
4
9
7
3
7
1
1
8
　
　
2
1
5
6
4
9
2
9
1
5
8
5
2
2
3
1
i
3
4
7
6
3
2
4
　
　
8
　
　
2
7
5
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
臼
　
り
Q
　
2
　
　
1

字
漢

佳
二
品
優
長
嫁
暇
禍
靴
寡
箇
稼
毒
忌
三
二
二
二
二
二
皆
落
馬
懐
愚
論
慨
該
概
垣
核
殻
郭
較
編
獲
嚇
穫
岳
掛
潟
括
喝
渇
滑
褐
轄

烈
㏄
羅
箋
藷
霧
綜
㎝
籠
㎝
㎝
器
㎝
謡
器
舅
器
壽
㎝
㎝
㏄
㏄
謡
㏄
㏄
0
9
9
9
8
0
9
7
9
0
9
9
9
8
9
8
0
9
8
7
0
G
8
9
0
3
5
0
9
9
0
0
0
9
G
8
0
9
8
0
5
0
0
ユ
9
9
9
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
1
　
亙
　
　
　
－
　
　
　
！
　
　
　
　
　
王
　
　
　
1
1

刺

箋
謎
話
舘
弱
髪
鞍
副
題
箋
誌
鍵
盤
馨
馨
隠
漿
箆
9
6
2
3
2
4
5
3
4
8
6
2
8
5
3
　
　
4
4
　
　
　
9
4
1
6
7
　
　
　
9
4
6
9
9
7
6
9
4
9
4
2
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
じ
Q
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
ゾ
　
O
O

主
峯

亜
哀
握
扱
依
威
為
尉
偉
違
三
論
緯
点
訳
姻
二
二
韻
二
丁
二
二
悦
越
謁
議
論
宴
援
煙
毒
鉛
二
二
凹
押
欧
殴
桜
翁
奥
憧
虞
乙
卸
穏
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1
3
。
3
3
沿
3
’
7
3
。
3
ゆ
3
沿
4
。
7
忍
7
渇
望
3
3
3
ゆ
ゆ
’
0
。
8
。
8
3
β
2
7
2
渇
。
8
2
3
β
の
ゆ
β
忍
3
5
3
β
②
渇
望
ゆ
’
8
3
ゆ
3
’
0
冷
。
2
7
沿
の
。
2
洛
渇

高
9
6
9
8
3
7
0
0
9
3
2
1
4
1
9
8
5
0
9
3
0
0
8
1
9
6
4
9
9
6
9
7
G
O
9
3
9
8
7
2
7
0
0
0
0
0
2
5
9
0
8
3
8
7
9
9
9
1
9
9
8
2
9
5
9
9
8
8
9
7
9
5
0
0
9
5
2
5
7
3
9
7
7
4
8
9
9
9
9
7
0
0
0
0
4
0
9
8
0
0
8
9
9
5
0
0
9
4
9
1
0
0
0
0
9
4
9
2
9
7

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　主
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　

1
　
玉

I
i
1
1
1
1
1
1
1
看
と
1
1
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
こ
一
、
遣
こ
ご
こ
こ
ヌ
遣
p
．
こ
、
．
ト
ー
1
．
．
1
－
1
1
遭
…
セ
…
論
難
釜
M
謂
診
讐
馨
脇
㎝
霧
建
設
蕪
蕪
蒸
麗
麗
羅
録
羅
葬
轟
轟
4
1
　
　
9
5
　
　
玉
6
　
　
7
9
2
9
　
　
5
3
5
6
6
1
　
　
7
6
　
　
3
2
3
9
7
6
3
5
2
2
9
7
9
3
　
　
6
7
1
2
6
9
4
4
互
7
6
2
3
9
5
3
7
9
5
5
7

字
漢

秩
窒
嫡
漁
猟
衷
鋳
駐
弔
挑
彫
眺
釣
脹
超
跳
無
類
聴
懲
勅
沈
珍
朕
陳
鎮
墜
塚
漬
坪
呈
廷
抵
邸
亭
・
興
脳
膜
逓
偵
堤
艇
締
泥
笛
摘
滴
迭
哲
徹
撤
深
殿
斗
吐
華
押
塗
奴
怒

副

離
龍
罷
認
聴
器
罵
嚢
部
蕪
麗
羅
難
㎝
㎝
篇
難
籠
”
鵠
㏄
認
諺
総
論
繹
馨
7
0
9
9
9
0
9
7
8
9
0
4
9
0
9
9
9
9
6
7
5
8
9
9
9
9
9
8
9
9
0
9
G
O
8
9
6
5
9
8
0
9
9
0
8
9
9
9
9
8
9
9
9
9
0
8
9
9
8
8
　
正
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
－
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

刺態
謡
軽
難
麗
罷
弱
㎝
謡
讐
器
麗
麗
罷
妻
訪
儒
羅
蔦
葛
認
隷
霧
島
1
9
1
3
6
8
2
三
7
2
7
1
6
7
3
8
1
3
　
　
　
三
2
4
　
　
2
7
7
4
9
3
9
3
9
9
4
三
3
　
　
　
3
8
4
3
7
圭
4
2
9
7
三
8
3
6
6
6
3
3
8
2
1

字
漢

曹
巣
喪
葬
装
僧
遭
槽
軍
糧
騒
藻
憎
贈
即
束
促
賊
妥
堕
惰
駄
耐
怠
胎
勢
袋
逮
替
鞘
滝
択
沢
卓
拓
託
濯
諾
贈
爵
脱
霞
棚
丹
胆
淡
恥
曝
誕
鍛
弾
壇
恥
致
遅
漏
無
畜
逐
蓄

副認簾
鯵
”
罷
㏄
麗
麗
鷺
紹
聾
壽
㏄
羅
発
㎝
羅
難
題
麗
u
㎝
讐
麗
麗
篶
論
難
9
9
4
9
9
9
8
4
0
1
0
G
9
9
0
6
3
9
5
9
8
7
0
8
7
9
0
9
5
3
9
9
0
9
7
6
2
9
7
6
9
9
9
7
6
6
9
8
9
9
9
3
9
9
8
0
9
5
0
9
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

刺

発
麗
㎝
蕪
蒸
跨
馨
貿
”
難
壁
離
聴
器
聾
漿
胴
馨
認
麗
発
螢
麗
唇
4
6
　
　
3
2
9
5
　
　
9
　
　
9
G
5
6
9
1
　
　
9
　
　
6
2
1
0
4
1
4
9
4
1
　
　
6
8
9
8
3
2
　
　
4
　
　
2
1
8
4
　
　
4
　
　
5
2
3
1
3
1
4
9
2
8
5
　
　
7
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

字
漢

睡
穂
錘
随
髄
韓
語
据
杉
畝
瀬
井
姓
征
胴
囲
逝
盛
婿
誓
請
斥
昔
析
隻
惜
跡
籍
下
押
摂
仙
占
扇
栓
践
銑
潜
遷
薦
繊
鮮
禅
漸
繕
阻
租
措
粗
共
擦
塑
終
演
渋
縄
捜
挿
桑
掃

副
論
叢
暴
露
羅
難
解
㎝
㎝
無
難
罷
舅
㏄
㎝
羅
雛
脇
㎝
麗
麗
麗
麗
漿
籠
邸
9
8
5
9
9
9
7
8
5
8
9
9
9
9
8
9
9
9
9
7
G
O
8
9
9
9
7
9
9
0
4
7
G
9
0
0
9
7
9
9
8
9
0
9
9
G
8
0
9
7
6
9
9
9
9
4
9
0
9
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

刺
㎝
麗
箋
馨
麗
壽
菱
器
皿
罷
罷
華
麗
羅
醜
熱
田
軽
羅
難
戦
鷺
嚢
擁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
　
つ
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
1
9
4
3
2
1
6
4
2
4
1
2
7
2
1
4
1
1
2
7
3
6
2
5
7
5
5
1
8
8
1
4
5
2
1
3
6
3
1
1
8
5
5
9
5
3
6
2
4
9
9
4
6
6

寧
漢

渉
紹
訟
蟻
晶
焦
硝
粧
詔
奨
算
出
宮
巡
礁
鐘
丈
冗
浄
麟
畳
縄
壌
嬢
錠
譲
僧
堂
飾
触
嘱
辱
伸
辛
侵
津
唇
娠
振
縄
紳
診
寝
慎
審
震
際
際
尽
松
露
陣
尋
吹
炊
帥
粋
衰
酔
遂

副器龍
頭
羅
㏄
羅
羅
鷺
脇
羅
難
器
聴
器
躍
籠
師
籠
難
冨
羅
㏄
㏄
㎝
馨
4
9
9
3
2
6
9
9
9
8
9
0
9
9
9
9
9
9
9
5
7
9
9
9
9
9
9
0
7
9
7
0
9
0
9
9
9
4
7
9
9
4
8
9
8
8
9
7
8
8
0
6
7
8
0
G
O
5
9
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
1
1

刺
馨
羅
灘
認
韓
語
響
塞
御
器
器
驚
顔
琵
発
響
部
諺
語
発
騒
騒
論
題
　
6
7
2
　
　
1
1
6
9
2
8
5
9
5
3
8
9
6
2
1
　
　
3
9
7
6
8
7
8
　
　
1
　
　
9
8
4
4
4
1
　
　
1
　
　
5
2
　
　
5
2
1
5
3
4
1
7
2
1
6
7
0
9
　
　
6
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

字
漢

遮
邪
蛇
勺
山
脚
寂
軍
旅
殊
珠
趣
寿
儒
囚
舟
秀
臭
愁
酬
醜
襲
汁
充
柔
渋
銃
照
照
淑
講
塾
俊
瞬
旬
巡
盾
准
殉
徳
潤
遵
庶
緒
如
叙
徐
升
召
匠
床
抄
肖
中
吊
松
沼
宵
症
祥

劇讐鷺
雛
論
調
㏄
誘
離
磯
回
鍵
㎝
㏄
籠
麓
麗
羅
羅
麗
㏄
羅
結
髪
麓
㏄
難
㏄
器
9
9
9
6
9
5
5
9
9
7
9
9
0
9
8
Q
9
9
0
9
9
9
1
9
0
0
9
9
9
2
8
9
6
9
7
9
0
8
5
9
0
0
1
9
9
2
1
9
8
8
1
9
8
9
9
6
0
2
9
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
｝
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

刺

隷
発
総
墾
舗
難
認
鷲
篇
㎝
㎝
縫
羅
認
胃
零
話
麺
四
四
㎝
認
弱
語
論
羅
諺
6
6
　
　
　
9
　
　
2
5
3
1
6
7
7
4
2
9
2
9
0
2
1
8
　
　
　
9
9
5
3
9
1
3
7
　
　
3
1
9
9
1
　
　
5
6
9
1
9
ー
ユ
　
　
8
6
1
　
　
6
3
2
9
2
9
　
　
3
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

宇
漢

胴
張
墾
懇
佐
唆
佃
野
砕
宰
栽
興
研
債
催
晒
蝋
国
崎
門
門
酢
門
門
凹
型
撮
擦
熈
桟
惨
傘
暫
四
型
刺
刀
祉
酸
施
脂
紫
嗣
飼
雌
賜
諮
侍
滋
慈
璽
軸
疾
執
湿
漆
芝
赦
斜
煮

小学校配当漢字以外の常用漢字の読字率｝一　221（付）集計表（9）



副
3
3
ゆ
　
。
0
3
3
4
潟
2
ゆ
ゆ
3
3
　
’
2
　
’
3
3
」
マ
マ
ゆ
5
2
3
　
’
2
3
洛
3
ゆ
β
ゆ
3
β
　
’
2
　
’
3
3
　
’
3
の
β
マ
湿
3
沿
3
沿
3
　
。
0
孟
2
ほ
沿
ゆ
8
3
9
5
0
0
G
O
9
9
9
8
9
6
9
4
5
4
9
0
0
0
9
6
9
8
8
4
9
3
9
9
9
6
9
1
9
1
8
5
9
7
9
9
9
8
9
9
9
5
9
2
9
8
9
0
9
7
8
5
9
5
9
5
9
9
9
8
9
8
9
8
G
O
8
2
級
9
2
9
9
0
0
9
8
9
5
8
8
6
5
3
6
9
9
6
8
0
0
0
0
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1

劇

潔
鵬
撰
麗
談
藪
灘
翻
講
幽
幽
謝
黙
粥
語
部
雛
謙
蹴
鷲
欝
睨
朧
伽
罵
影
翻

字
漢

痢
履
離
柳
竜
粒
隆
硫
虜
慮
了
涼
黒
闇
僚
寮
療
糧
厘
倫
隣
涙
敵
塁
敵
影
轟
轟
霊
騰
勢
麗
暦
滋
藤
裂
恋
廉
錬
炉
露
郎
浪
廊
楼
漏
賄
惑
枠
湾
腕

副
㎝
麗
麗
師
隠
麗
㎝
雛
肥
蛇
鎚
㎝
脇
僧
侶
鰻
飯
”
”
師
矯
ロ
器
脇
師
肥
篇
㎝
篇
㎝
篇
紹
肝
珊
肥
物
的
凹
目
凹
凹
紹
㏄
麗
賜
田
超
肪
冊
舗
麗
0
9
9
8
9
9
0
3
9
6
9
0
9
9
3
7
9
7
9
　
　
9
9
6
5
9
9
9
9
9
0
9
8
9
9
9
9
9
4
3
9
9
9
0
9
9
9
9
9
7
9
5
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

刺
寧
漢

夢
霧
娘
銘
滅
免
茂
妄
盲
耗
猛
網
黙
紋
匁
厄
躍
愉
諭
輪
廻
幽
悠
猶
裕
雄
埋
樋
融
与
合
盛
揚
揺
纏
綿
踊
窯
擁
講
親
翼
裸
羅
旺
盛
絡
酪
濫
欄
吏

翻
β
忍
マ
2
3
洛
0
β
フ
マ
悉
β
3
β
フ
　
。
5
3
2
　
’
8
の
3
3
あ
3
3
渇
忍
ゆ
　
’
5
渇
沿
3
2
β
3
ゆ
ゆ
忍
　
。
7
3
』
　
’
7
の
β
　
’
0
あ
②
3
　
’
0
沿
3
8
9
1
9
8
2
0
。
5
6
6
2
5
9
8
6
2
8
9
0
0
8
5
7
8
8
2
3
0
7
7
0
8
4
8
8
0
0
9
1
8
5
6
0
4
0
7
4
8
0
0
5
9
9
9
9
6
5
G
9
9
9
　
　
8
9
9
9
9
9
8
7
0
7
9
9
9
9
7
9
0
9
7
0
9
4
8
9
0
0
9
8
9
9
9
G
3
0
9
9
9
0
0
9
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
｝

刺
3
5
渇
3
β
3
の
3
5
　
9
7
β
2
7
　
。
2
　
。
2
ゆ
β
　
’
8
β
沿
フ
」
4
7
」
β
3
β
3
2
忍
5
渇
β
5
②
　
9
2
　
。
3
3
5
ほ
β
②
3
　
’
0
3
3
2
」
3
渇
5
9
7
2
5
2
5
8
4
0
5
9
0
7
3
2
2
3
1
0
2
1
3
1
5
4
8
3
叙
8
5
5
0
2
0
8
5
9
1
2
1
8
8
1
6
1
7
1
0
9
0
6
4
2
4
5
4
9
2
2
0
8
2
8
4
8
4
5
8
2
3
8
7
4
7
3
2
8
9
1
1
6
5
6
0
3
6
7
4
7
1
9
8
3
7

宇
漢

奉
抱
泡
胞
俸
倣
峰
砲
崩
飽
褒
縫
乏
忙
坊
妨
房
肪
脳
症
剖
紡
傍
幟
町
謀
朴
僕
墨
遅
桜
堀
奔
齢
凡
盆
麻
摩
磨
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搬
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微
睡
泌
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苗
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揺
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認
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賊
臣
蛇
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鷲
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昭
知
嚢
聴
蛇
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豆
到
逃
倒
凍
唐
挑
透
悼
盗
陶
塔
搭
棟
鼓
筒
稲
踏
謄
脚
線
洞
綱
峠
匿
督
篤
凸
突
屯
豚
鈍
曇
贈
品
尿
妊
忍
寧
粘
悩
濃
杷
覇
輝
輝
排
漫
漫
梅
培
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第8章　常用漢字表の付表の語
　この章では、常用漢字表の付表の語について行った調査の結果について述べる。

　常用漢字表に加えられた6語は指導段階が定められていないが、それ以外の付表の語については、

小学校・中学校・高等学校のどれかに指導段階が定められている。（第7章第1節の注1を参照。）し

たがって、配当ということばを使って、指導段階別に付表の語を一覧すると、次のようになるE。

　・小学校に配当されている語（33語）

　　明日あす　お母さん毅あ　お父さん／”ib大人蓼と　河原㌍　川原㌍　昨日考の　今鵬よ果物覇　今朝

　　けき　景色即　今年εと　清水昇　上手騒　七夕縫　一日駕　手伝うξつだ　時計紗　友達蔑　兄さん5

　　え　姉さん嵌　博士轡　二十日駅　一人撃　二人が　二日ダ　下手へた　部屋へや　迷子きい　真っ赤

　　豹　真っ青霧　眼鏡禦八百屋驚

　・中学校に配当されている語（46語）

　　小豆が　硫黄野　意気地Eく田舎貯　海原縫　乳母うば　浮つくtt？　笑顔炉　乙女毒とお巡りさん

　　雛党　風邪かぜ　仮名かな　為替㌍　心地計　早乙女誌　差し支える募霧　五月晴れ潔き　早苗難　五

　　月旧離　時雨搭　竹刀欝　芝生響　三味線駄み　砂利計　白髪疑　摺撲野　草履言う太刀たち　立

　　ち退く凝　足袋たび梅雨つゆ名残ゼ　雪崩禁　二十掌　二十歳掌　波止場1圭と　日和尉　吹雪劉

　　土産㌍　息子蟹　紅葉紗　木綿贈　最寄り離　大和野　行方野　若人繋

　・高等学校に配当されている語（31語）

　　海女あま一二居士縫ぜ息吹野浮気書わお神酒猶母屋籍母i毅も神楽郎河岸かし蚊帳かや

　　玄人縫　雑魚ざこ　数珠恥　素人鴇　師走与わ　数寄屋薪　数奇屋贈　山車だし稚児ちこ　築山鍍　伝

　　馬船喜好投網贈十：重二十重鰻1‘読経ぎきょ仲人駈野Rのら祝詞2り猛者もさ八百長㌻おちよ

　　浴衣野　寄席よせ

　・常用漢字表に追加された語（6語）

　　叔父おじ伯父おじ叔母おば　伯母おば　桟敷野　凸凹廃

付表の語については、第5章・第6章・第7章で述べた定着度調査の一部として調査を実施した。

1．調査学年

　　付表の語がどの学校段階に配当されているかによって、調査対象の児童・生徒の学年を変えた。

　調査学年は、第5章・第6章の調査に準じて決めた。それを表8－1に示す。
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表8一1　調査学年

小学校配当の語 中学校配当の語 高校配当の語 追加された語

5年生 ○ ⑭ 0
小学生

6年生 ○ ⑭ ○

1年生 ○ ○
中学生

3年生 ○ ○

高校1年生 ○ ○ ○

〔注〕　○……読み書きとも調査した学年

　　　⑳……読みだけ調査した学年

2．出題方法

　　読み書きとも、ペーパー・テストを採用した。同じ語は、読み書き同じ用例で娼題した。そし

　て、読みの場合は、括弧の中に読みを記入させた。書きの場合は、四角の中に漢字を書かせた。

　この節の最後に、調査用紙の例を掲載する。そして、出題方法の検討のために行った準備調査を、

　この節の付録で説明する。

　　調査用紙によって、囲収された数に若干の違いがあった。そこで、それぞれの学年で、1調査

　用紙120枚を無作為に抽出して、集計した。120枚に満たないものは、全数を集計した。（最低は

　1！8枚であった。したがって、1語について、それぞれの学年で、読み書きとも118一一！2e人の児童・

　生徒を集計したことになる。）

3．解答の正誤判定の基準と集計用のca・一ド

　［読みの場合1

　　正誤判定の基準は、第3章第3丁目述べた漢字1字1字の場合に準じた。解答には、表8－2に

　示すような集計用のコードを付けた。

表8－2　読みの集計用のコード

内　　　　　　　　　　　容 コード

基準正答 1正
　
答 基準外正答 2

連濁の表記の誤り、特殊音節の表記の誤り 3

コード3以外の誤答で、漢字の学習指憩上参考になると慰われるもの 4

5

誤
　
答

6

7

8

無答 9

コード3・4・5・6・7・8・9以外の誤答 0
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＜正答＞

　1．暴準正答［1］

　　　調べることを目的とした読みを書いた解答。

　2．基準外正答［2］

　　　調べることを目的とした読みではないが、正しい読みを書いた解答。

　　　師走（しわす→しはす）

〈誤答〉

　ユ．連濁の表記の誤り、特殊音節の表記の誤り［3］

　　　連濁の表記を誤まった解答。また、促音・拗音・長音・擬音などの特殊音節の表記を誤まつ

　　た解答。

　　　小春B和（こはるひより）、兄さん（にさん）、二二（すも）、助太刀（すけたち）

　2。コード3以外の誤答で、漢字の学習指導上参考になると思われるもの［4・5・6・7・8］

　　　行方（ゆくえい、いくえ）、木綿（もくめん）、硫黄（いよう）、浮つく（うあつく）

　3，タ無答　［9〕

　4．コード3・4・5・6・7・8・9以外の誤答［O］

［書きの場合］

　書きの場合も、正誤判定の基準は、第3章第3節で述べた漢字1字1字の場合に準じた。そし

て、解答には、表8－3に示すような集計用のコードを付けた。

表8－3　轡きの集計用のコード

内　　　　　　　　　　　容 コード

基準正答 1正
　
答 基準外正答 2

漢字の組み合わせばあっているが、漢字に字形の誤りがあるもの 3

漢字の組み合わせの一部に、該当する漢字が書いてあるもの 4

漢字の組み合わせを間違って書いてあるもの 5

一部に該当する漢字が書いてあるが、緩み合わせが間違っているもの 6

全部に同じ読みの漢字を書いたもの 7

意味の似ているほかの語を書いたもの 8

無答 9

コード3・4・5・6・7・8・9以外の誤答 0

〈正答＞

　1．基準正答［1］

　　　書かせることを目的とした漢字を全部正しく書いた解答。
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　　　2．基準外正答［2］

　　　　　漢字の許容形を書いた解答。また、次の語のそれぞれの場合。

　　　　　・おじ（叔父が1、伯父が2）　　・おば（叔母が1、伯母が2）

　　　　　・おもや（母屋が1、母家が2）　・かわら（河原が1、川原が2）

　　　　　・すきや（数寄屋が1、数奇屋が2）

　　＜誤答＞

　　　1．漢字の組み合わせばあっているが、漢字に字形の誤りがあるもの［3］

　　　2。漢字の組み合わせの一一部に、該当する漢字が書いてあるもの［4］

　　　　　もさ（茂者、荒者）、うわき（浮心、上気）、てんません（天馬船、天馬線）

　　　3．漢字の組み合わせを間違って書いてあるもの［5］

　　　　　あま（女海）、じゅず（珠数）、たび（飛足）、ふぶき（雪吹）、おとめ（女乙）

　　　4．一部に該当する漢字が書いてあるが、組み合わせが間違っているもの［6］

　　　　　おとめ（女人）、ふぶき（風吹）、しない（刀内）、ここち（快心）、けしき（気景）

　　　5．全部に同じ読みの漢；字を書いたもの［7］

　　　　　けしき（気式）、おじ（夫次）、たち（田地、立地）、かわせ（川背、川瀬、皮瀬）

　　　6．意味の似ているほかの語を書いたもの［8］

　　　　　おば（祖母、祖父）、くろうと（素人）、くだもの（，果実）、じょうず（下手）

　　　7．無答［9］

　　　8．コード3・4・5・6・7・8・9以外の誤答［O］

　4、調査の結果

　表8－4・表8－5に習得率順に一覧した。同じ配当段階の語は、同じ段にまとめた。段のはじめの小・中

・高・追は、それぞれの語の配当段階である。（小・中・高・追は、それぞれ、小学校に配当されて

いる語・中学校に配当されている語・高等学校に配当されている語・常用漢字表に追加された語の略

である。）その学年で調査していない場合は、斜線を引いた。

表8一一4読みの習得下下一覧表

小学5年生 小学6年生 中学1年生 中学3年生 高校1年生

90％台 お母さん，お父さ お母さん，お父さ

ん，大人，今日， ん，大人，河原，

果物，今朝，今年 月順，昨日，今日

，上手，七夕，一 ，果物，今朝，景

日，手伝う，時計 色，今年，上手，

，友達，兄さん， 七夕，一日，手伝

小 姉さん，博士，二 う，時計，友達，

十日，一人，二人 兄さん，姉さん，

，二日，部屋，迷 博士，二十日，一

子，真っ赤，真っ 人，二人，二日，

青，八冒屋 下手，部屋，迷子

，真っ赤，真っ青

，眼鏡，八百屋
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小学5年生 小学6年生 中学1年生 中学3年生 高校工年生

笑顔，乙女，吹雪 小豆，硫黄，意気

，息子 地，田舎，乳母，

笑顔，乙女，お巡

りさん，風邪，仮

名，心地，早乙女

，五月晴れ，五月

中 雨，竹刀，芝生，

三味線，砂利，相

撲，足袋，名残

雪崩，二十，二十

歳，波止場，日和

，吹雪，土塵，息

子，木綿，最寄り

，大和，行方，若

l

高 浮気，野良，八百

ｷ

80％台 小 河原，昨日，景色 明日，清水

，下手

笑顔，乙女，息子 お巡りさん，白髪 海原，浮つく，為

，相撲，二十，大 替，差し支える，

中 和 早笛，時雨，白髪

，草履，太刀，梅

J

高 八百長 素人

追 凸凹 伯父 叔父，伯父，叔母

伯母

70％台 小 明日，眼鏡

中 白髪，二十，吹雪 田舎，乳母，風邪 立ち退く，紅葉

，芝生

高 八百長 浮気，野良 仲人，浴衣

追 凸凹 凸凹 叔父，叔母

60％台 小 州原，清水

田舎，お巡りさん 竹刀，三味線二
中 ，風邪，竹刀，芝 十歳

生，棚撲，大和

高 野良 海女，働屋

追 伯母，凸凹 凸凹
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小学5年生　　　　小学6年生　　　　申学1年生　　　　中学3年生 高校1年生

50％台

中

二十歳 意気地，心地，早

ｳ女，砂利，太刀

C梅爾，雪崩，日

a，土産

高 浴衣 素人 師走

追 叔父

40％台 中 乳母，心地，三味

?，砂利，梅爾

差し支える，木綿

C行方

高 浮気 海女，浴衣 息吹，母家，雑魚

追 叔父 伯父，叔母，伯母

30％台

中

意気地，早乙女，

＆c，太刀，日和

C木綿

海原，五月晴れ，

＆c，足袋，波止

高 海女，素人 母屋，仲入 蚊帳，玄人，数珠

C稚児，寄席

追 轟轟，叔母

20％台

中

硫黄，浮つく，差

ｵ支える，五月晴

黶C立ち退く，足
ﾜ，名残，三崩，

g止場，土産，行

硫黄，浮つく，立

ｿ退く，名残，最

�閨C若人

高 雑魚，寄席 河岸，数寄屋，山

ﾔ，投網

追 叔父ジ伯父，伯母 伯母

玲％台

中

小豆：，海原，仮名

C紅葉

小豆，仮名，為替

C五月雨，時雨，

雛噤C紅葉

高

母屋，仲人，寄席 息吹，母家，玄人

C数珠，師走，山

ﾔ

お神酒，神楽，数

?屋，築山，読経

C祝詞，猛者

追 叔母
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小学5年生 小学6年生 中学1年生 中学3年生 高校

0％台 為替，五月雨，時

中 雨，草履，最寄り

，若人

…書屠士，息吹， 一舞屠士，お神酒 一言居士，伝馬船
お神酒，母家，神 ，神楽，河岸，蚊 ，十：重二十重

楽，河崇，蚊帳， 帳，数寄簾，数奇

玄人，雑魚，数珠 屋，稚児，築LI」，

高 ，師走，数寄屋， 伝馬船，投網，十

数奇屋，Ll錬：，稚 重二十重，読経，

児，築山，伝馬船 祝詞，猛者

，投網，十重二十

重，読経，祝詞，

猛者

離工璽］

表8－5　轡きの習得率順一覧表

小学5年生 小学6年生 中学1年生 中学3年生 徽亜コ
90％台 お父さん，大人， 明日，お概さん，

今日，今年，一暇 お父さん，大人，

，時計，兄さん， 河原，昨日，今B

二十B，一人，二 ，果物，今朝，景

入，二日 色，今年，清水，

小 上手，一日，手伝

う，時計，兄さん

，姉さん，二十臼

，一 l，二人，二
日，下手，部屋，

迷子，真っ赤，真

っ青，八百屋

小豆，五月晴れ，

中 二十，日和，土産

，大和，行方

追 凸凹

80％台 明ヨ，お母さん， 七夕，友達

小 果物，今朝，清水

，上手，姉さん，

真っ赤，真っ青

田舎，海原，笑顔

，乙女，仮名，心

中 地，五月爾，梅雨

，名残息子，紅
葉，若人

追 叔父
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小学5年生　　　　小学6年生 中学1年生 中学3年生 高校1年間

70％台

小

昨日，手伝う，友

B，下手，部崖，

ｪ百屋

眼鏡

中

二十 工十，二十歳 硫黄，浮つく，早

ｳ女，時雨，三味

?，足袋，二十歳

C吹雪，木綿

高 浮気，仲人，野良

追 凸凹

60％台 小 河原，景色，迷子 博士

中

笑顔，大和 乳母，風邪，竹刀

C芝生，砂利，白
ｯ，波止場，最：寄

高 母屋，素人，師走

追 凸凹 凸凹 叔母

50％台 小 七夕

中

二十歳，大和 意気地，お巡りさ

�C早苗，太刀，

ｧち退く，雪崩

高 海汝，雑魚

40％台 小 博士

中 田舎，五月晴れ，

ｧ子

為替

高 十重：二十重，八百

ｷ

追 叔父 凸凹 叔父，叔母

30％台

中

小豆，心地，五月

ｰれ，竹刀，息子

C行方

海原，心地，五月

｢，土産，木綿，

s方

差し支える，草履

高 お神酒，玄人，山

ﾔ，浴衣，寄席

追 叔母 叔父
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生
麻
校
高

喉
牢

敷
桟

生
轟
学
中

稚
嵐
寄
数
経
，
読
吹
　
，
息
児

敷
桟

生
咋
学
中

母
叔

三
吟

敷
桟

生
碑
学
小

乙
線
吹
早
味
　
，
人
，
三
和
若
女
　
，
臼
　
，
乙
刀
　
，
葉
，
竹
雨
紅
母
　
，
梅
　
，
乳
女
　
，
雲

お
　
，
利
く
　
，
，
苗
砂
退
場
く
早
　
，
ち
止
つ
　
，
生
立
波
浮
ん
芝
　
，
，
，
さ
　
，
刀
残
り
凝
り
雨
太
名
寄
小
畔
時
　
，
，
最

風
　
，
髪
足
，
替
白
　
，
地
為
　
，
履
気
　
，
る
草
意
名
え
　
，
崩
，
仮
支
滋
藤
黄
　
，
し
相
　
，
硫
邪
差
　
，
袋

敷
桟

生
畔
学
小

乙
　
，
早
和
，
日
女
　
，
人
乙
繭
若
，
梅
　
，
舎
　
，
雪
田
女
吹

ん
早
雨
　
，
残
　
，
さ
　
，
時
線
名
懸
り
る
　
，
味
　
，
土
巡
え
雨
曝
刀
　
，
お
支
月
　
，
太
場
，
し
五
生
　
，
止
原
差
　
，
芝
利
波
葉
海
　
，
蕾
　
，
砂
　
，
紅

母
叔
父
叔

乳
顔
為
　
，
，
綿
，
笑
　
，
塞
く
木
地
　
，
名
相
退
　
，
気
く
仮
　
，
ち
雪
意
つ
　
，
髪
立
山
り
，
浮
邪
白
　
，
，
寄
黄
　
，
風
　
，
履
袋
最
硫
母
　
，
替
草
足
　
，

敷
桟

中

高

追

小

中

高

追

中

追

ム
ロ
幌
2

台
幌
！

台
幌

〔注〕　1．常用漢字表では、次の6語は、それぞれ1語として数えている。

　　　　　おじ（叔父・伯父）、おば（叔母・伯母）、おもや（母屋・母家）、かわら（河原・川原）、す

　　　　　きや（数寄屋・数奇屋）、はたち（二十・二十歳）

　　　　　この調査では、表記の異なるものは、別々に数えた。そのため、全部で116語となる。
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読みの調査用紙の例（A4判）

　
．
測
字
に
、
か
な
を
ふ
ー
ー
な
さ
い
。

」（

@
）
し
し
ん

－
今
朝
地
震
が
あ
っ
た

　
〈
　
　
）

乞
友
違
と
あ
そ
ぶ

毒
が
て
い
る

（
　
）
　
い
え
　
と

猷
叔
母
の
家
に
泊
ま
る

（
　
　
）
　
；

　
　
　
　
メ
か

臥
凸
凹
の
道

（
　
　
　
）
　
卦

臥
八
百
屋
で
買
い
も
の
を
す
る

（
　
〉
　
ご

牝
河
原
で
石
を
な
げ
る

　
う
た
　
（
　
）

民
歌
が
上
手
だ

　
（
　
〉

飢
お
父
さ
ん

（
　
　
）

臥
果
物
と
や
さ
い

「
」
昭
昭
「
－
…
…
」
…

　
（
　
　
）

　
佳
七
タ
ま
つ
り

　
（
　
　
）

　
吃
時
計
を
あ
わ
せ
る

　
か
お
い
ろ
（
〉
（
　
）

に
顔
色
が
真
っ
青
に
な
る

　
（
　
）

純
眼
鏡
を
か
け
る

　
ゆ
う
え
ん
ち
　
（
　
　
）

瓢
遊
園
地
で
迷
子
に
な
る

　
（
　
）
　
　
し
　
　
い
の
ら

　
臨
明
日
を
も
知
れ
ぬ
命

　
　
　
　
　
（
　
）

臥
わ
た
し
の
兄
さ
ん

　
　
　
　
　
（
　
　
）

臥
き
の
う
や
今
ヨ
の
こ
と
で
は
な
い

　
（
　
　
）
　
～
一
　
　
p

　
　
　
　
　
　
ロ
メ

　
繊
伯
父
に
本
を
買
っ
て
も
ら
う

轡きの調査用紙の例（A4判）

・
鍔
譜
灘
彦
煮
・
黛
乳
い
な
・
と
ば
を

漢
字
を
使
っ
た
嘗
き
方
に
直
し
な
さ
い
。

i
け
さ
地
震
が
あ
っ
た
。

■
「

か
と
も
だ
ち
と
あ
そ
ぶ

□
「

31

?
が
ひ
と
り
い
る

　　

?
［
」

ヨ
　
　
　
い
え
　
　
　
ヒ

4
お
は
の
家
に
泊
ま
る

「
「

51

ﾅ
こ
ほ
こ
の
道

■
［

猷
や
お
や
で
買
い
も
の
を
す
る

□
□
「

乳
か
わ
ら
で
石
を
な
げ
る

「
「

8
歌
が
じ
ょ
う
ず
だ

　　

?
■

甑
お
と
う
さ
ん

　
「
一
i
，
一

二
」
へ
え

繊
く
だ
も
の
と
や
さ
い

［
「

穏
ん

お
と
　
こ

お
か
な

L

E

L一一ua
　jW［1

比
た
な
は
た
ま
つ
り

■
「

臥
と
け
い
を
あ
わ
せ
る

■
□

　
か
お
い
う
に
顔
色
が
劃
に
な
る

　　

@
口
・
「

匿
め
が
ね
を
か
け
る

□
「

　
り
う
え
ん
　
ら

臥
遊
園
地
で
ま
い
ご
に
な
る

　　

@　

u
［

コ
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
け
ハ
ら

16

?
す
を
も
知
れ
ぬ
命

□
□

肱
わ
た
し
の
に
い
さ
ん

　　

@
「
・
ん

臥
き
の
う
や
き
ょ
う
の
こ
と
で
は
な
い

　　

@
□
［
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（付）出題方法の検討のための準備調査

　付表の語は、読みの場合、括弧の中に読みを記入させた。そして書きの場合、四角の中に漢字を書

かせた。付表の語を調査することを企画したときに、この出題方法を決めた。しかし、ほかの出題方

法も考えられた。そこで、出題方法が違うと、正答率にどのくらいの違いが畠るのか見ておく必要が

あると思われた。そこで、この準備調査を行った。

　1）調査対象

　　　次の高等学校の1年生。1調査用紙あたり94～118人。（定着度調査の中に組み込んで行った。）

　　　・東京都立小岩高等学校（校長：池沢正夫）

　　　・　同　　忠生高等学校（校長：矢野善久）

　2）調査時期

　　　冒召1－ll　5　9年11月

　3）調査の目的

　　・読みの場合

　　　　次の2つの出題方法の違いを見ること。

　　　　①語だけ提燃する場合（例：「手伝う」なら、「手伝う」だけ提出する。）

　　　　②語に用例を付けて句で提出する場合（例：「手伝う」なら、「そうじを手伝う」0）ように、

　　　　　用例を付けて句で提出する。）

　　　　②が、本調査で採用した出題方法である。

　　・書きの場合

　　　　次の2つの出題方法の違いを見ること。（書きの場合は、用例を付けて句で提出することを

　　　前念とした。）

　　　　①漢字の字数をヒントとして与えないように、括弧の中に漢字を書かせる場合（例：「吹雪j

　　　　　なら、「山でふぶきにあう」で提出して、漢字数をヒントとして与えないように、大きな

　　　　　括弧の中に漢字を書かせる。）

　　　②漢字の字数をヒントとして与えるために、漢字の字数と同じ数の四角の中に、漢字を書か

　　　　　せる場合（例：「吹雪」なら、「山でふぶきにあう」で提出して、漢字数をヒントとして

　　　　　与えるために、2つの四角（□D）中に漢字を書かせる。

　　　②が、本調査で採用した出題方法である。

　　　読み書きどちらも20題出題した。

4）調査結果

　　　表8－6・表8－7に、調査問題とそれぞれの正答率を一覧した。平均値を計算して比較すると、次

　　のようになる。（括弧の中にSDを記入した。）
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表8－6　読みの調査問題と正答率
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焔
う
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屋
　
　
　
　
　
く
　
　
　
支
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船
赤
伝
寄
由
百
生
替
席
戸
つ
人
冠
し
経
達
月
二
二
利
馬
つ
手
塩
築
八
芝
為
寄
植
浮
玄
眼
差
読
友
五
投
斎
砂
伝
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
焔
　
　
　
　
ん
う
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
く
と
　
　
か
う
ち
れ
　
　
　
　
せ
だ
り
や
や
ふ
せ
　
　
か
つ
う
ね
つ
よ
だ
だ
み
　
　
り
ま
か
つ
よ
き
お
ば
わ
せ
つ
わ
う
が
し
き
も
み
あ
や
や
ん
つ
て
も
つ
や
し
か
よ
ふ
う
く
め
さ
ど
と
さ
と
へ
じ
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
焔
う
り
　
　
屋
　
　
　
　
　
く
　
　
　
支
　
　
　
雨
　
　
　
　
船
赤
伝
寄
由
百
生
替
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厩
つ
人
等
し
経
斎
月
網
屡
利
馬
つ
手
最
築
八
芝
為
寄
闘
志
玄
眼
差
読
友
五
畿
部
砂
伝
真

表8－7　書きの調査問題と正答率

漢字数についてヒントを与えなかった場合 漢字数についてヒントを与えた場合

吹雪 ふぶき 山でふぶきにあう（　） 54．8 由でふぶきにあう□鶯 54．2

上手 じょうず 歌がじょうずだ（） 92．2 歌がじょうずだ□□ 94．1

玄人 くろうと その道のくろうと（　） 43．5 その道のくろうと向自 33．9

竹刀 しない 剣道のしない（） 50．4 剣遵のしない□□ 44．1

博士 はかせ 物知りはかせ（） 65．2 物知りはかせ口［コ 66．1

浴衣 ゆかた ゆかたを着て盆踊りにいく（　） 39．1 ゆかたを着て盆踊りにいく□□ 39．8

足袋 たび 白いたびをはく（） 43．5 白いたびをはく□□ 45．8

果物 くだもの くだものとやさい（　） 94．8 くだものとやさい□□ 96．6

息子 むすご むすこのにゅうがくしき（　） 84．3 むすこのにゅうがくしき□［3 84．7

雑魚 ざこ ざこ一匹かからない（　） 33．9 ざこ一匹かからない擦□ 39．8

野良 のら のら犬をつかまえる（　） 78．3 のら犬をつかまえる□□ 82．2

砂利 じゃり じゃり道をあるく　（　） 55．7 じゃり道をあるく□□ 56．8

迷子 まいご 遊i園地でまいごになる（　） 81．7 遊園地でまいごになる□□ 83．1

時計 とけい とけいをあわせる（　） 99．1 とけいをあわせるEコロ 96．6

師走 しわす しわすのいそがしさ（　） 65．2 しわすのいそがしさ三口 61．9

芝生 しばふ 公園のしばふ（） 7王．3 公園のしばふ□□ 72．9

鰻飯 なこうど なこうどをひきうける（　） 64．3 なこうどをひきうけるロロ 74．6

部屋 へや へやをかたづける（　） 94．8 へやをかたづける口m 96．6

田舎 いなか いなかの千慮（） 87．0 いなかの祖父□□ 87．3

友達 ともだち ともだちとあそぶ（　） 72．2 ともだちとあそぶ□□ 77．1

〈読みの場合〉

　　①語で提出した場合一66．5％（32．3％）

　　②句で提出した場合一70．7％（32．1％）

　　②のほうが①よりも、平：均値が高い。しかし、平均値の差を検定したら、有意差が認めら
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　　れなかった。（両側検定による。）

　〈書きの場合〉

　　　①漢字数をヒントとして与えなかった場合一68．6％（19．7％）

　　　②漢；字数をヒントとして与えた場合一69．4％（20．6％）

　　　②のほうが①よりも、平均値が高い。しかし、平均値の差を検定したら、有意差が認めら

　　れなかった。（両側検定による。）

　読み書きとも、統計的に有意差がでるほどはっきりとした違いは認められなかった。しかし、

出題方法によって正答率に違いがあるようである。この準備調査では、書きではその違いはわず

かであるが、読みでは平均値で約4％の違いがある。

（付）集計表（9＞一一常用漢字表の付表の語

　以下にあげるのは、常用漢字表の付表の語についての習得率表である。

L配当段階（小学校配当語・中学校配当語・高等学校配当語・常用漢字表に追加された語）別に、五

　十音順に並べた。

2．語の前の小・中・高・追は、その語の配当段階である。

3．調査問題を示した。実際の調査問題は、232ページに示したような調査用紙に印刷した。

4．1語について、各調査学年、読み書きそれぞれ118人一一　12e人を集計した。

5．調査していない学年は、空白にした。

6．「桟敷慧じ」は、調査用紙の印刷の誤りのため、読みは集計表から削除した。

7．書きで、「叔父・伯父おじ」「叔母・伯母おば」「母屋・母家摯」「河原・潤原㌍」「数寄屋・数奇屋が」は、

　「おじ」「おば」「おもや」「かわら」「すきや」で出題した。集計結果は、それぞれ「叔父」「叔母」

　「母屋」「河原」「数霧屋」に併合した。

8読みでは、次の解答を注で取り上げた。（比率も示した。集計表と岡じく、小学5年生・小学6年生・

　中学1年生・中学3年生・高校1年生の順に記したが、調査していない学年は、当然除いた。）

　・表8－2で、基準外正答としたもの。

　・意味の似た別の語の読みを書いたもの。

　注は「語」に付けた。その番号は、半括弧を付けた算用数字で示した。

9．書きでは、表8－3で、基準外正答としたものを注で取り上げた。読みと同じように、比率も示した。

　注は「語の読み」に付けた。その番号は、算用数字で示した。
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翻

羅
㎝
累
諺
羅
巽
藩
論
劔
諺
羅
羅
箋
G
9
9
G
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
9
9
9
9
9
8
0
9
9
8
9
9
6
9
9
0
0
9
9
9
9
9
7
9
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1

馨
璽
認
蕪
蕪
蒸
羅
鴎
謡
舘
9
7
5
8
8
6
7
8
8
5
6
8
4
8
7
3
9
5
8
7
6
6
7
6
6

3
申

き
書

刺
弩
麗
諺
麓
諺
馨
鷺
発
肥
髭
龍
馨
認
踊
8
8
9
9
6
　
　
7
　
　
9
　
　
8
8
6
9
8
8
5
9
7
9
7
9
8
4
9
9
9
9
7
7
6
8
8
1
7

随
ノ

2
」
洛
の
3
　
’
8
②
②
3
3
3
沿
」
3
　
。
8
」
2
5
0
0
0
　
。
2
3
3
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
。
5
．
臥
4
4
3
9
9
6
7
0
0
0
9
4
8
3
6
5
1
0
0
6
4
。
肱
1
　
　
　
　
4
3
2
1
6
2
1
　
　
　
　
　
3
2
　
　
4
1
3
1
2
1
2
　
　
1

朽
ノ

繋
奨
諺
馨
認
齢
悲
讃
鷲
B
羅
3
　
　
　
　
2
1
　
　
　
　
　
2
1
　
　
　
　
　
3
2
1
3
1
1
1
3
1
1
　
　
1

1
高
雛
㎝
器
麗
麗
器
㎝
罷
総
研
罷
㎝
罷
㎝
㎝
罷
8
9
0
0
9
9
9
　
　
0
　
　
9
0
0
0
8
0
0
0
0
0
0
0
9
9
G
g
G
9
9
0
0
0
0
9
0
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
1
　
1
　
　
　
互
　
1
　
1
　
1
1
　
1
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
一
　
ユ
　
一
　
1
　
　
　
1

’8

@
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1

3
巾

み
読

晦
洛
」
沿
忍
3
2
8
　
　
ゆ
　
　
3
瀦
2
瀞
3
5
3
沿
」
潟
冷
　
’
2
マ
3
7
3
7
3
　
。
3
3
ゆ
忍
2
3
渇
7
6
0
9
3
乳
臥
　
　
0
　
　
8
0
9
6
0
7
8
5
6
9
0
9
1
3
6
8
ε
8
3
8
G
9
9
8
7
7
9
0
9
8
6
8
　
　
0
　
　
9
9
8
9
6
9
9
9
9
9
0
9
9
9
9
9
9
9
8
9
0
9
9
7
9
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

妬
／

魏
巽
羅
馨
器
飛
霧
”
薦
篇
1
2
5
7
3
7
2
9
9
8
7
1
1
5
5
4
3
3
1
1
6
7
6
8
5

捕
／

5
7
2
0
」
8
3
添
忍
β
忍
ゆ
4
　
9
2
4
浴
　
9
2
β
」
3
2
3
3
　
’
5
　
’
5
急
L
肱
臥
6
翫
0
7
9
7
9
0
3
9
1
4
4
8
5
荏
4
3
5
7
2
1
2
3
6
1
4
2
8
8
6
6
1
　
　
4
3
2
2
3
　
　
　
　
6
6
4
7
4

題
問
査
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
し
　
　
　
く
　
泉
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
な
え
差
日
　
　
づ
暇
　
　
す
く
め
　
　
変
札
襲
臓
る
の
　
　
く
入
叡
戴
餅
鑓
妙
義
叢
叢
藷
捌
触
義
を
分
地
の
原
車
が
で
心
り
を
文
と
た
女
た
晴
を
雨
が
の
の
線
頭
道
順
地
気
舎
海
母
持
顔
女
巡
略
名
替
き
聴
し
月
苗
月
雨
道
組
題
髪
利
小
鮮
干
潮
大
乳
嬉
笑
乙
お
事
跡
為
生
餌
あ
雷
門
五
時
鑓
公
三
白
砂

み
談
の
語

　
ん
ん
　
さ
さ
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
ず
た
ち
う
　
　
ち
ん
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
あ
う
な
ら
ら
う
　
　
う
　
　
も
　
　
き
し
ず
う
ば
た
だ
い
だ
さ
さ
せ
か
り
り
か
　
　
　
ご
か
さ
ね
や
す
か
と
と
わ
わ
の
　
　
よ
　
　
だ
さ
し
と
み
よ
な
い
つ
け
も
い
え
か
っ
と
た
っ
た
や
い
　
つ
　
つ
が
お
あ
お
お
お
か
か
き
　
　
き
　
　
く
け
け
こ
し
じ
た
っ
て
と
と
に
ね
は
は
ひ
ふ
ふ
へ
へ
ま
ま
ま
め
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
え
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
ら
　
　
く
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
め
か
ば
　
　
れ
　
　
　
　
せ
き
う
じ
か
ば
　
　
つ
お
め
わ
　
　
　
せ
ち
と
っ
き
え
だ
れ
い
ふ
み
が
り
ず
お
く
な
な
ば
わ
が
と
ま
ぜ
な
わ
こ
お
し
つ
な
み
ぐ
な
ば
や
ら
や
あ
い
い
い
う
う
う
え
お
お
か
か
か
こ
さ
さ
さ
さ
さ
し
し
し
し
し
じ

語

　
ん
ん
D
　
さ
さ
　
　
④
紛
の
　
　
　
　
　
　
5
一
　
　
　
㊦
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ん
ん
η
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
青
　
　
屋
日
母
父
入
原
原
義
　
　
日
　
　
物
朝
魚
年
水
手
夕
日
早
計
達
さ
さ
士
十
人
人
B
手
屋
子
つ
つ
選
出
明
お
お
大
河
損
昨
　
　
今
　
　
果
今
蟻
今
清
上
灘
　
一
手
時
友
兄
姉
博
二
　
一
二
二
下
部
迷
真
真
上
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
え
れ
8
　
　
地
　
　
　
　
く
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
女
支
暗
　
　
砺
　
　
　
　
島
田
豆
黄
平
舎
原
母
つ
顔
極
目
邪
名
替
地
乙
し
月
苗
月
爾
切
生
味
髪
利
小
川
意
田
海
乳
嬉
笑
乙
お
風
仮
為
心
早
差
五
早
五
時
竹
芝
三
白
砂

中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
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中

弱
1
1
お
7
7
3
0
6
5
　
沿
1
7
鱒
沢
詔
1
1
6
7
6
0
脳
　
舗
a
鶏
弼
　
蔦
齢
銘
　
”
7
4
1
4
翼
卿
3
0
3
4

5
　
　
　
　
0
　
　
　
　
4
4
　
　
　
　
　
4

き
書

唱

3
　
　
β
　
　
冷
0
　
　
　
　
7
　
　
　
　
0
つ
σ
　
　
　
　
2

防
ノ

泥
勲
」
沿
5
洛
3
7
3
　
’
7
冷
マ
ゆ
3
ゐ
ゆ
ゆ
7
β
　
9
5
沿
1
0
6
0
7
7
3
6
3
6
0
6
0
9
7
0
0
6
8
2
5
　
　
1
1
　
　
2
三
　
　
7
7
三
2
2
3
4
2
3
1
6
3
2

鱒
ノ

⑩
」
ゆ
遵
忍
冷
5
3
3
5
3
8
8
ゆ
　
。
8
3
湿
護
沿
沿
3
0
1
1
5
8
9
2
5
1
2
6
7
9
5
4
践
箆
肱
1
5
3
7
1
8
7
8
5
5
3
0
2
1

副
⑩
β
2
β
3
渇
3
3
2
2
ゆ
添
の
の
3
3
ゆ
2
3
3
忍
G
5
9
5
8
7
5
5
9
9
5
7
0
5
9
8
0
4
9
1
4
0
8
8
7
9
8
9
9
9
9
9
9
0
9
9
7
0
9
9
9
9
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

マ
β
渇
3
6
　
　
ハ
Q
　
　
7
　
　
3
8
　
8
　
8
　
8

渇
3
　
。
0
2
3
⑩
3
フ
コ
②
ゆ
ゆ
3
』
4
3
2
あ
3
3
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
5
7
　
　
』
　
。
0
忍
悉
洛
忍
β
6
7
3
4
5
9
4
1
8
6
5
4
9
1
6
2
1
3
9
3
0
4
5
3
3
8
5
5
6
2
6
1
9
2
2
3
0
1
0
4
　
肱
7
H
　
7
5
9
5
1
4
1
7
9
2
7
4
3
3

β
3
7
マ
n
6
　
0
　
6
　
1
7
　
8
　
　
7
　
　
6

み
読

幅
鳴

沿
忍
β
3
0
　
∩
3
　
8
　
Q
）
5
　
　
4
　
　
4
　
　
」
触

捕
■

御
紹
鷲
肝
陥
凹
脇
幡
両
脚
”
篇
U
踊
㎝
脇
脇
㎝
篇
㎝
”
8
1
5
2
3
5
2
5
8
6
3
5
9
5
9
1
4
2
8
4
2

」
β
3
あ
渇
8
洛
8
3
3
マ
　
’
0
澄
3
2
3
2
3
8
8
3
　
　
ゆ
の
7
　
　
2
　
。
3
　
’
8
ゆ
2
β
洛
4
1
0
｝
0
7
7
7
鎗
1
2
翫
5
8
1
1
2
0
1
5
5
3
1
4
8
9
1
3
翫
翫
8
　
5
5
1
　
3
9
7
8
0
5
8
4
4
5
2
2

沿
2
3
3
0
　
4
・
　
1
　
7
4
　
　
3
　
　
3
　
　
2

捕
ノ

」
3
滋
　
。
5
3
洛
ゆ
護
洛
3
β
浮
」
護
2
忍
淫
3
3
3
　
。
7
6
6
5
3
6
2
2
2
8
4
2
2
0
2
5
7
7
5
0
2
2
3
1
7
6
2
5
8
4
貝
雛
8
6
3
2
0
6

98

@
　
　
4
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
　
　
　
7
5
1

。3

Q
湿
雪
ハ
0
　
0
　
7
　
5
2
　
9
臼
　
1
　
2

題
問
査
調

み
読
の
語

　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
3
う
り
　
　
の
　
　
　
り
れ
ち
ぢ
ば
り
き
げ
こ
じ
ん
り
と
え
う
も
う
ち
ぢ
ぴ
ゆ
ご
だ
た
た
と
よ
ぶ
や
す
み
め
よ
ま
く
こ
　
ト
す
そ
た
た
た
つ
な
な
は
は
は
ひ
ふ
み
む
も
も
も
や
ゆ
わ

　
じ
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
と
　
　
4
　
　
　
　
ま
せ
　
　
　
た
う
　
　
ど
　
　
　
　
　
よ
　
げ
き
き
き
や
や
ら
　
　
　
う
　
　
ず
う
す
や
や
　
　
　
や
ま
　
　
み
は
よ
　
　
う
　
　
と
　
　
ち
た
ま
ち
ぶ
わ
み
も
も
ぐ
し
ゃ
ろ
こ
ゆ
う
わ
き
き
し
ご
き
ん
　
　
あ
え
き
　
　
こ
ら
り
さ
お
か
せ
あ
い
い
う
お
お
お
か
か
か
く
ざ
じ
し
し
す
す
だ
ち
つ
て
　
　
と
と
ど
　
　
な
の
の
も
や
ゆ
よ

　
　
　
　
7
び
じ
ジ
ご
隠
　
　
F
　
　
　
　
　
一
お
お
お
お
さ

語

　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
退
　
勘
　
　
　
田
浦
場
　
　
　
　
　
　
　
　
り
撲
履
刀
ち
袋
醗
残
崩
十
十
絹
雲
雪
沓
子
葉
編
雀
鯛
方
入
相
草
太
継
足
梅
名
雪
一
＝
｝
波
臼
吹
土
息
紅
木
車
大
行
若

　
樹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛
樹
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
暦
　
　
　
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑚
膣
屡
　
　
　
　
船
　
　
　
二
　
　
　
　
　
紛
　
　
長
捌
女
脊
吹
気
神
事
家
隷
岸
帳
入
魚
叢
叢
走
寄
奇
銀
器
軍
馬
　
　
組
重
経
　
　
入
興
詞
者
軍
衣
席
海
｝
息
浮
お
母
母
神
河
藁
菰
雑
数
素
膚
数
数
山
稚
築
伝
　
　
投
十
読
　
　
仲
野
祝
儀
八
丁
寄

父
父
母
母
敷
叔
伯
叔
買
置

中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
申
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中

高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
　
　
高
高
高
　
　
高
高
高
高
高
高
高

追
追
追
追
追
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読　　み 書　　き
語 語の読み 調　査　問　題

小5 小6 中ユ 中3 高1 ！1・5 小6 中1 申3 高ユ

凸凹 でこぼこ 凸曲の道 7ユ．7 74．6 8L7 67．5 65．8 64．7 65．8 49．2 72．5 92．9

〔読みの漣〕

1＞くあした〉（21．710．8）は別　　　2）〈かわはら〉（11．72．5＞は別　　　3）〈かわはら〉（28．34，2）は鋼　　　4）〈さくじつ〉（ll．7

4．2）は別　　　5）〈こんちょう〉（2．50．0）は別　　　6＞くきよみず〉（27．515．0）は別　　　7）〈はくし〉（4．20．8）は別

8＞くこまめ〉（46．740．82．5）は別　　　9）〈はくはつ〉（8．37．512．5＞は別　　　玉0）〈ばいう〉（11．76．712．5）は別

11）〈にじゅ，にじゅう〉（20．06．70．0＞は別　　　12＞〈にじっさい，にずつさい，にじゅうさい，にじゅさい〉（42．53L70．8）

は別　　　13）〈いちげんこし〉（0．80．00．O），くいちげんきょし，いちげんきょじ〉（1．73．31．7＞，くいちごんこし，いちごんこ

じ〉（1．70．83．3＞，〈いちごんきょし，いちごんきょじ〉（0，85．820．0）は別　　　14）くしはす〉（0．00．08．3＞を含む

15）〈すうきや〉（27．510．021．7）は劉　　　16＞〈すうきや〉（37．539．234．2）は別　　　17＞くしゅくし，しくし〉（30．831．731．7＞

｝ま男嘩　　　　　18）〈よくし｝〉（15．0　25．0　16．7）～ま琴］］

〔書きの注〕

1．〈州原〉（59．243．3）を含む　　2．〈二十歳〉（O．00．03．3），〈二十才〉（2．55．80．0）を含む　　3．〈二十才〉（31．148．3

18．3），〈二十〉（22．725．03．3）を含む　　4．〈数奇屋〉（12．5＞を含む　　5．〈伯父〉（17．539．230．028．359．6＞を含む

6。〈伯母〉（15．835．826．727．535．4）を含む　　7．〈槌敷〉（0．02．50．03．317．1＞を含む
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第9章　児童・生徒の常用漢字習得量

第1節　調査の目的

　この調査は漢字の蟹得度調査のうち，到達度調査，定着度調査と並ぶ文字習得蚤調査である。その

目的は，（D児董が小学校及び中学校終了段階で，どれだけの読みを留得しているかを特定燗人につい

て，常用漢字1945字の読み（書きは実施せず＊）について明らかにする。（2）併せて，その漢字がどの

語を背景にして読まれているのかの漢字使用を明らかにすることにある。

　この日的を設定した問題の所在をあげる。まず，前者に関しては，現行の文部省学雷指導要領のう

ち，小学校では，第6学年〔言語事項〕（1）「ウ，学年別漢字配妾表の第1学年から第6学年までに配

当されている漢字を含めて1，000字ぐらいの漢字を読み，その大体を書くこと。」とあり，中学校では，

第3学年〔言語事項〕（2）「漢字に関する次の事項について指導する。ア　第2学年までに学習した常

用漢字の読みに慣れ，更にその他の常用漢字も読むこと。イ　学年刷漢字配当表の漢字を主として，

1，000字程度の常用漢字について使い慣れること。なお，それ以外に上記アで学習した常用漢字につ

いても，必要な場合，適切に用いるように努めること。」とある。本項では実態調査から小学校修了

段階及び中学校修了段階での習得量を明らかにしょうとする。

　学習指導要領の文言に見る限り，小学校修了段階では1，000字ぐらいの読みの習得を目ざすことが

明らかであるが，中学校修了段階では，指導字数が必ずしも明らかでない。それにしても，中学校と

いう義務教育修了段階では，社会生活に必要な使用の目安としての常用漢字に対して，大体の読みの

駕得を目ざすことはごく自然な解釈と考えられる。それ故に，本調査では対象字種を常用漢字に限っ

た上で禦得意を明らかにしょうとした。勿論，個々の児童，生徒が習得する字種には個々によって異

なることはあるが，小学校，中学校修了段階時に何字程度習得できているかという概数の把握には，

他学年と比較して積極的な意味があると考える。

　後者に関しては，前者の主目的に対して副次的な意味を持つことになるが，ある漢字の習得の背景

には，児童，生徒によるさまざまな文脈の中での語使用の経験の累積から読みの習得という結果に至

ると考える。それ故，どのような文脈あるいは語の中の漢字で読むかを調査することで，漢字語彙の

総体やそれを通した認知の世界に接近することができるのではないかと考えた。もし，このことが明

らかにされれば，語彙教育としての漢字指導に積極附な意味が与えられるだろう。なお，副次的な意

昧では，「常用漢字の読み反応表」を参考にして，常用漢字の読み書きテストの提撮語句例として，

広く参考にされることが期待できる。

〔注〕　計薩段階では小・中・高校終了時の読み書き習得量の調査を予定したが，実施段階では高校終了時

　　　及び書き調査は除いた。
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　　　　　　　　　　　　　　　第2節　調査手続き

（1）被験者　中学1年生10名（男5名，女5名），高校1年生10名（男5名，女5名）計20名。

　別掲27ページにあげた調査校4校から，担当学級において，国語の学業成績が中位程度の児童・生

徒を被験者として指定されるよう依頼した。なお，参考資料として調査終了後，次の各項に関する回

答を求めた。

・生徒名・生年月Ei・出身校

。出身校指導要録等による

　　知能テストIQまたは偏差値

　　（知能検盗聴，実施日）

　　國語テスト評点〈綱分化されていたら，その内容を含む〉

・現在校の実施記録による

　　知能テストIQまたは偏差値

　　（知能検査名，実施ヨ）

　　国語中間テスト評点または得点

・その他（例，基礎学力テストの結果等）

（2）調査霞　　昭和59年5月

　調査の目的からは，調査日は年度来の小・中学校での授業の完全な終了時とすることが，実施上の

困難を伴うため，中学1年生及び高校1年生を対象にし，新年度の授業による学習効果が生じない期

間内として，5月を調査日とした。

（3）調査文字　常用漢字1945字

　1945字の常用漢字の各字種を1字ずつ15枚のテスト用紙に印刷。配列は小学校配当漢字と小学校配

当外常用漢字とに分けた上で，ランダムに行った♂

（4）調査方法

　個人i甜妾テストの調査方法をとった。1名につき，3日間　計約3時間。

テスターは国語研究所員及ひ調査貴であり，生徒のロ答反応は録音機に収録された。

（5）教　示

。「これから，いろいろな漢字を読んでもらいます。私が漢字の番号をを言いますから，その漢字の

　読み方を知っていたら，どんな読み方でもいいですから，ド○○の××」たとえば，「大学のダイと

　か，「大きいのおお」というように，どれか一つ読んでください。」

・「もし“OOの”ということばが思い畠せないときは，その漢字だけでも結構です。」

。「あとから思い出した場合は，その漢字の番号を言ってから読んでください。」

〔注〕調査実施後，提繊字種に「旋」を欠いていたことが判明した。このため提畠字数は1944字になった。

　　以後の記述では特に問題にならぬ限り，1944字をもって常用漢字全体に言及することにする。
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（6）読字反応コード
コード 反　　応

1 熟語○　読み○
1’ 語　O　読み○
2 語なし　読み○
3 語　×　読み○
4 語　0　読み×
5 語　×　読み×
6 語なし　読み×

7 無答

　　凡　例

（学）学聞のガク

（菊）きく

（激）ゲキ

（効）交替のコウ

（惑）誘惑のユウ

（根）制限のゲン

（盤）パン

　生徒の読字反応はすべて上例の8コードにおさめた。例えば，字種（学）について，「学闘のガク」

と反応すれば，熟語も正しく，（学）の読みも正しいからコード1，また，字種（惑）のように，「誘

惑のユウ」と反応すれば，語は正しいが，読みは誤りだからコード4に登録される。

テスト用紙の例（A4判）

阻
妙
冊
較
再
燃
騰
貫
吼
憂
麗
隠
詞
帝
樹
下
隠
厘

略
婿
虚
飾
船
凍
泣
面
麗
海
瀬
漆
脳
墾
鵬
含
隠
吏

贈
扶

㈹
怒
回
信

㎎
掛
旧
好

調
喝
隔
荒

緬
兆
、

一
’
　
、
丁
眠

旧
叔

㎜
透
醗
壮
駝
硬
鵬
面
打
凝
面
面
防
粧
睨
簿
聡
擁

肌
壷
口
侯
鴨
披
収
量
循
ヒ
日

鴨
訟
鰍
懸
鴨
碑
斡
殿

医
籍
鴎
慶
泓
緒
紡
範
紡
耗
訂
青
路
覇
即
悠
9
・
紹

陪
脱
監
渋
覧
婚
照
薫
冗
漬
⑱
窃
衿
痴
麗
豚
＆
痘

砿
肯
面
獣
酷
篭
球
憾
絡
妨
日
照
沁
偉
男
泰
π
楼

5蕊

@
献
辞
蚕
月
貯
留
陽
解
酔
騨
身
膨
⑳
汰
呵
α
距
砿
二
品
泣
児

証
書
温
血
娼
倒
硯
贈
‘
。
礁
乱
顧
繊
振
協
皿
　
肌
藩

37

癖
駕
紡

圏
拒
⑳
廃
仏
郭
昭
悟
娼
殻

晒
寡
　
砺
控

28

汎戊

@
　
⑳
玄
田
　
　
鐙
者
…

31

柄
　
詑
肪

33

娘
　
鈎
輝

35

恐
　
並
麗

殴
徹
⑳
繊
既
髪
箆
堤
鴛
施
酷
薄
器
拷
照
門
η
疾

10

涯
比
翼
2
擦
鼠
吟
欺
慰
隠
谷
幡
潜
σ
蓄
に
遭

L
震
乞
銘
」
互
な
賓
臥
笠
雲
紋
凱
帥
舷
粒
軌
頒

民
　
名

1垂

Y6
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第3節　調査結果

第1項　読字量

　中学1年生10名，高校1年生10名が各字種ごとに示した読字反応を小学校配当漢字（以下，配当漢

字と略称），配当外常用漢字及び常用漢字に分ければ，一K　9－1・表9－2の逓りである。

表9－1　個人別読字墾（中学1年）

中 学 1 ．年

．十←
≧実＝ 字 コード

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 602 496 258 531 480 601 387 304 546 307

1’ 308 393 470 384 436 276 419 411 274 365
配 2 43 70 212 57 49 60 104 203 73 62

当 3 8 15 11 5 10 5 10 6 23 16

4 5 2 4 3 2 玉1 7 3 5 25
甲イ番8

隈 5 10 3 7 3 4 10 1 2 12 22

字
6 16 14 28 4 13 18 9 17 20 47

7 4 3 6 9 2 15 59 50 43 152

1～3計 961 974 951 977 975 942 920 924 916 750

1 173 150 97 180 132 133 132 67 85 71

1’ 183 199 191 173 175 147 170 118 103 78

配
当

2 ユ10 56 120 23 40 69 38 80 38 7

外
3 17 20 15 8 9 7 14 5 10 9

常’ 4 8 6 8 2 6 11 5 6 4 14用
「
鴫
噸
需 5 17 39 17 3 16 11 9 5 10 32
～昊

6 115 68 70 15 36 56 31 31 33 30

7 325 410 430 544 534 514 549 636 665 707

1～3計 483 425 423 384 357 356 354 270 236 165

1 775 646 355 711 612 734 519 371 631 378

r 491 592 661 557 611 423 589 529 377 443
常 2 153 126 332 80 89 129 142 283 111 69

用
3 25 35 26 13 19 12 24 11 33 25

4 13 8 12 5 8 22 12 9 9 39
，枠

隈 5 27 荏2 24 6 20 21 10 7 22 5護

字
6 13圭 82 98 19 49 74 40 48 53 77

7 329 413 436 553 536 529 608 686 708 859

1～3計 1444 1399 1374 1361 1332 1298 1274 1194 1152 915

表9－2　個人別読字璽（高校1年）

亀・■尋争

コード

曲畠
]削 校 1 年

隈 字
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 720 518 517 856 569 498 630 690 586 478
1’ 251 413 405 110 371 430 334 234 324 406
2 13 55 60 2 33 30 10 34 55 42
3 4 1 1 10 2 8 9 13 11 4
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配
4 5 3 0 4 4 10 4 6 1

5 1 2 4 5 2 9 3 4 4
当 6 2 4 6 3 7 7 履 4 4
9・ Tレ虚

隈 7 0 1 3 6 8 4 2 11 11

字 ト3計 988 987 983 978 975 966 983 971 976

1 595 266 383 594 324 437 379 388 299

1’ 195 302 299 84 279 243 237 182 231
配
当

2 50 208 82 42 U5 32 16 70 109

外
3 19 5 16 30 17 29 26 26 14

常 4 15 11 5 20 6 40 9 7 1用
「
・
伽
6
曾 5 15 9 25 44 12 42 30 28 18
1昊 6 19 60 50 35 49 52 36 39 45

7 40 87 88 99 146 73 215 208 231

1－3計 860 781 780 750 735 741 658 667 654

1 1315 784 900 1450 893 935 1009 1078 885

1’ 446 715 704 194 650 673 571 416 555
常 2 63 263 142 44 148 62 26 104 164

用
3 23 6 17 40 19 37 35 39 25

4 20 13 5 24 10 50 13 13 2
馳・辱尋6

?異 5 16 11 29 49 14 51 33 32 22

，一星，

¥
6 21 64 56 38 56 59 40 43 49

7 40 88 91 105 154 77 217 219 242

1～3計 1848 1768 1763 1728 1710 1707 1641 1638 1630

3
2
2
Q
ゾ
（
）

　
　
　
只
U
9
0

　
　
　
　
9

2
6
5
1
2
3
8
1
4

9
4
3
1
1
1
2
1
8

2
2
　
　
　
　
　
　
　

3
5
0
2
7
5
5
5
0
0
4

7
5
7
1
1
1
3
7
1

7
だ
0
　
　
　
　
　
　
　
9
0
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　表9一・1によれば，中学1年目10名が常用漢；字について教示に従って，あげた語例が正しく，かつ読

みも正しい字種（コード1，1’）は1266字～821字。語例はないが，読みが正しい字種（コード2）

は332字～69字。語例は正しくないが，読みが正しい字種（コード3）は35字～11字であり，これま

でのコードの反応を含めて正反応とすれば，正反応の字種数は1444字～915宇となる。

　そこで，これを常用漢字1944字内の読みの習得度に換算すれば，74．3％～47．1％となるし，配当漢

字内では98．1％一一　75．3％，配当外常用漢字948三内では50．9％～17．4％となる。

　同様の手順で，表9－2によって，高校1年生10名による結果を見ると，教示に従って，あげた語例

が正しく，かつ読みも正しい字種（コード1，1’）は1761字～1422字。語例はないが，読みが正し

い字種（コード2）は263字～26字。語例は正しくないが，読みが正しい字種（コード3）は40字～

6字であり，その正反応（コード1～3）の字種数は1848字～1514字となる。

　そこで，これを常用漢字全体の中での習得度に換算すれば，95．1％～77．9％となるし，配当漢字内

では99，2％～93．4％，配当外’常用漢字内では90．7％～61．6％となる。

　さて，ここで中学1年生，高校三年生計20名の結果に基づいて，平均的な習得量を示す必要上，操

作的に被験者の知能偏差値から最高，最低のものを除外して小学校（8名），中学校（8名）修了時

の結果を整理すると次のようになる。

　　　　　　　　　　小学校修了時　　　　　　中学校修了時

　昌昌当昌昌‘亨＝　　　　　　　　　　　　　　　　　977：’＝～914’3：　　　　　　　　　　　　987字～930字

　　平均　　　　　　　945．2F二（94．9％）　　　　972．O：i＝（97．6％）
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配当外常用漢字

　　平均

常用漢字

　　平均

　　483’；：一237’；：

366．2”i　（38．60／o）

　14447：一l151’，：

1311．5：’：　（67．40／o）

　　781”’一586i”

702．6”：　〈74．oo／．）

　　1767’｝：一1516”’

1674．6’i’：　（86．1％）

　この結果について，これに関した先行文献との比較を試みる必要がある。国立国語研究所『中学生

の漢字習得に関する研究」（昭和46年3月）によれば，8名の被験者のうち，最高1637字（教育漢字

880字，教育外当用漢字757字），最低1149字（教育漢字842字，教育外当用漢字307字）が小学校修了

時の習得量にあたる。中学校修了時では最高1845字（教育漢字881字，教育外当用漢字964字），最低

1762字（教育漢字：881字：，教育外当用漢；字881字）となっている。

　もっとも，両者の調査方法などに異なる点がある。例えば提出漢字が本調査では字種ごとであるの

に，後者の調査では語形であるから，後者の方が語形の意味に支えられて読みが容易になるのが一般

である点に注目する必要がある。このことを考慮した上で，児童，生徒の漢字習得量を総合的に考察

する必要がある。

第2項　難読の常用漢字

　児童，生徒が全員に共通して読めなかった漢字を難読の漢字として上げると，配当漢字には一字も

難読の漢字はなかった。そして，配当外常用漢字には中

学1年生では256字，高校ユ年生では22字あった。しか

も，この22字中21字は中・高校生共に難読の漢字として

共通の字種であった。

　　　　　　学年

ｿ字
中　1 高　1

配　当　漢　字

z当外常用漢字

　0

Q56
0
2
2

次に，難読の漢字の字種をあげれば次の通りである。

〔中1〕 威逸姻韻詠疫働閲翁㊧卸磯曲本丁稼塊⑳慨該殻竿隔獲
魎穫括轄⑪陥敢劔閑緩忌既棄偽宜欺戯虐朽⑭窮享脅矯
凝襟緊愚繰渓遣繭雇鼓顧娯拘慌酵絞衡購拷墾懇唆詐砕
債索㊧錯桟暫伺肢嗣雌㊧諮慈⑳疾漆赦遮勺酌囚酬醜叔
二三潤⑭二二升匠二二祥⑳掌記詔二三言触㊧二三刃三
二三門衰錘枢据⑰牲逝婿斥三下窃践㊥三二繊㊥繕・措置
野州喪：槽促妥初野怠胎勢諾濁嘆鍛致稚逐秩剃下呼野弔
脹懲勅朕陳鎮墜邸逓㊧撤悼㊧騰匿屯鈍寧把媒舶縛伐閥
畔煩㊧繁蛮披罷銀瓶掛硯賦侮紛雰丙併塀幣弊癖舗俸倣
飽褒縫某紡傍膨謀熱海奔翻身矛銘妄耗匁厄難悠猶誉庸
庶女i抑酪長吏硫虜陵隷毒忌錬暗証枠

〔高碧　　上の○印のほか挟

第3項　音読みと訓読み

　本調査は教示の中で，どのような読み方でもいいから， 「○○の××」と答えるようにしてあるか
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ら，ある漢字を音il売みするか，訓読みするかは被験者の自由である。しかし，中学1年生と高校1年．

生では，音談みと訓読みのいずれが優位を占めるのかは，どのような語句や文脈で読むかとかかわっ

てくる。そこで，事例的に中学1年生NO．3と高校1年生NO．4について春読み，訓読みの比較をす

ると次のようになる（両者は轟該グループの平均的な対応をするとみた）。

　　　　　　　　中学生NO．3　　　　　　　　　　　　　　　　　高校生NO．4

　　　字種

P㌣、渕

配巌漢；字 配当外
嵭p漢字

常用漢字
　　　字種

ｹ訓
配当漢字 配当外

嵭p漢字
常用漢

音　（％）

541

i56．9＞

243

i57．4）

784

i57．1）

音　（％）

822

i84．0）

566

i75．5）

1388

i80．3

訓　（％）

410

i43、1）

180

i42．6）

590

i42．9）

訓　（％）

156

i16．0）

184

i24．5）

　340

i19．7

　表中の数字は，配当漢字，配当外常用漢字，常用漢字全体の中で正しく読めた漢字数であり，（）

内のパーセントは，当該漢字数に対する正しく読めた字数の音及び訓の割合である。

　中学生NO．3の結果は，漢字反応コードの1一一　3，すなわち正反応と認めた1374字，高校生NO．4

の結果は同じく1728字について音読みか訓読みかに従って分類したものである。前者の場合は，音読

みは57．1％，訓読みは42．9％を占めており，音読みが比較的多く，訓読みは音読みの75．1％にとどま

る。配轟漢字と配当外常胴漢字とでは，訓読みの附合が音読みに比べて，配当漢掌の方がわずかに比

率的に高いという程度であり，統計上麿意な差は見られない。一方，後者の場合は，音読みは80．3％，

訓読みは19．7％を占めており，音読みの捌合が著しく高く，訓読みは音読みの24．5％にとどまる。配

当漢字と配当外常用漢字とでは，音読みに対する訓読みの割合が，配当外常用漢字の方が相対的に高

いという特徴が兇られる。

　音訓別の読みの割合に憎して，中学生NO．3の場合，常用漢字全体では，審読みに対する訓読みの

割合は75．1％で，音読みが多く，これを配当漢字と配当外常用漢字と別々に見ても大きな変化はなか

った。しかし，高校生になって習得漢字が増大すれば，音読みの割合がさらに高まることが推測され

る。なぜなら，漢字語彙は，和語よりも漢語の醤得によって増大することが考えられるからであり，

高校生NO．4の結果はこの事実を明示している㌔

　なお，本調奮の教示にあるように「○○の××」という反応は漢語反応を比較的誘刑しやすいこと

も考えられる。そ1れにしても，中学生NO．3と高校生NO．4との比較から，中学生では訓読みから音

読みへの傾斜がまず配当漢字領域から始まり，高校生では配当外常用漢字の訓読みにと移り，やがて

配当外常用漢字領域にと及ぶ事実は，漢字駕得は漢字語彙あるいは漢語の習得と密接に関係している

ことを示唆するものである。

〔注〕　もっとも，酎当外常電機孚：は配当漢字に比べて，音読みを多くもつ割合が高いということを考慮に

　　　入れなくてはならない。

　…方，追加資科として，中学lk　NO．10及び高校生NO．1についても，同様の分析を試みた。中学生

NO．10は中学被験者の中で最低の漢字量，高校生NO．1は高校被験者の中で最高の漢字鑓を持つもの

であるが，次ページの表の結果を得て，上述の中学生NO．3，高校生NO．4の傾向を確認した。ただ
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し，高校生NO．1の配当漢字と配当外常用漢字について，音読みと訓読みの割合に有意な差は見られ

ない。配当漢字と配当外常用漢字との難易によらず，一定の音読みと訓読みの関係を示すものか否か

は判定できない。

　　　　　　　　中学生NO．10

　字種

P㌢講
配当漢字 配当外

嵭p漢字
常用漢字

413 76 489音
（
％
） （55。1） （46．1＞ （53．4）

337 89 426訓
（
％
） （44．9） （53．9＞ （46．6）

高校生NO，1

　字種

援a調
配当漢字 配当外

嵭p漢字
常用漢字

733 666 1399音
（
％
） （74．2） （77．4） （75．7）

255 194 449訓
（
％
） （25．8） （22．6） （24．3）

第4項　語反応　　分類語彙表による

　中学生NO．3及びNO．4について，各反応語＊を国立国語研究所「分類語彙1去』によって分類する

と下表の逓りである。

語反応　　分類語彙表による

分類番号 項　　　　　　目 （中）撰O．3 〈高）飛O．4

1
体
の
類

1．　100

P，200

P，300
P，400
P．　500

抽象的関係

l問活動の主体

l間活動，精神および行為

ｶ産物および用具

ｩ然物および自然現象

237（17。2）

P28（9．3）

Q21（16，1）

P20（8．7）

P95（14．2）

（）％

X01

U5．6％

344（19．9）

Q20（12．7）

T04（29．2）

P84（10．6）

Q38（13．8）

1491

W6．3％

2
用
の
類

2。　100

Q，300

Q，500

抽象的関係

ｸ神および行為

ｩ然現象

89（6．5）　　　　　19786（6．3）

Q2（1．6＞
14．3％

36（2．1）　　　　　　87

S1（2．4）　　　　　　5．0％10（0，6）

3
相
の
類

3，100

R，300

R，500

抽象的関係

ｸ神および行為

ｩ然現象

59（4．3）

Q0（1．5）

P3（0。9）

92

U．7％

42（2．4）

Q7（1．6）

P3（0．8）

82

S7％

4
そ
の
他

4，　｝董

S．31

接続

笂鰍ｨよび表現態度

1∵1｝∴％ 1：1：ll｝∴％

対応する番号のないもの 183（13．3） 62（3．6）

〔注3　たとえば，字種「未」について，「未来のミ」と反応した場合，「未来＝1．100」の項に分類する。

　すなわち，中学生NO．3は正反応した1374字分，高校生NO．4は正反応した1728字分について語反

応を見た。そして，仁者とも最も多かったのが体の数であり，次いで用の数，枳の数と続くが，体の

数が著しく多い。また，中学生と高校生の比較という意昧では中学生NO．3は体の数が65．6％である

のに対し，高校生NO．4は体の数が86．3％であり，用の数から体の数にと反応が移っていっているこ
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とを示す。先の音訓読みの比率から漢語の習得が音読みの比率を高めることと対応して，体の数の増

加となっていっていることを承すものである。

　下位漁戸の比率の変化で注目されるのは，1．300入聞活動，精神および行為の項目についての増加

である。それがどのような字種によるものか，また，この増加が中学生と高校生の一般謝掛向を示唆

するものか，他の資科を追遷して検討していく必要がある。

　一・方，前項の音訓の場合と岡様に，追加資料として，中学生No．10の915字及び高校生No．1の1848

字についても同様の分析をした。その結果は下表のように，上述の中学生No．3高校生No。4の傾向を

確認した。そして下位項目でも1．300人間活動，精神および行為の項臼が中学生より高校生において

増加している。

　語反癒　　分類語彙表による

分類番号 項　　　　　　醤 （中） NO．10 （高） NO．1

1．　100 抽象的関係 162（17．7） （）％ 37！（20．1）

1
1，200 人間活動の主体 122（13．3） 195（10．6）

体
の 1，300 人間活動，精神および行為 178（19．5）

696

V6．1％

536（29．0）

1493

W0．8％

1，400 生産物および胴具 91（9．9） 146（7．9）

1。　500 自然物および自然現象 143（15．6） 245（13．3＞

2 2．　100 抽象的関係 50（5．5） 70（3．8）

用
の 2，300 精神および行為 41（4．5）

103

IL3％
67（3．6）

149

W．1％

2，500 自然現象 12（1．3） 12（0．6＞

3 3．　100 抽象的関係 37（4．0） 56（3．0）

枳
の
類
3，300
R．　500

精神および紆為

ｩ然現象

9（1。0）

P2（L3）

58

U．3％

66（3．6）

Q2（L2）

144

V．8％

屡 4．　11 接続 … 1（0の ｝2
握 4．31 問投および表現態度 一

1（0．1） 0．1％

対応する番号のないもの 58（6．3） 60（3．2）

　分類語彙表の分類番号L300に含まれる語反応が中学生より高校生において増掬する現象に関して，

二つの点に考慮する必要がある。第一一点は高校生の方が分類・番号1．300に含まれる語の表現可能な漢

字の読みの習得度が高いこと。また第二点はかりに第一一点の読みの習得度が嗣程度であるにしても，

その漢字に対する語反応が分類番号1．300に含まれる語で高校生が中学生より多く反応することであ

る。我々はこの問題を今後検討する必要があるが，これに先立ち，配当漢字について表現可能な語の

意味分類別IM現度数を調査している。（14ページ参照）。これによれば，分類番号1，300に含まれる語

彙の表現可能な漢字の字種は比較的高学年に配当されて，社会的な活動における任務，支配，経済，

また自己，精神などの概念を表す語を形成することを示している。この意昧から，この領域における

語反応が高校生において増加するのは，そのまま難解な漢字字種の習得を意味すると共に抽象的な語

反応が多いことを示唆すると考えられる。
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常用漢字の読み反応表
　本表は，中学1年生10名，高校1年生10名による，常用漢字の字種別に，読み反応の事例および

頻度を示したものである。表の見方は下記の見本例で補った。

〔注〕常粥漢字1945字のうち，「旋」は調査ミスにより欠字となった。

　。　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　量五　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にロ
五常　配学　　　 漢よ　　し利　　　 し損　　　　　　　 音ナ　　　 反な想
牽購　嘉翌熟表ア字み　 た益　　 た益　　　　　　のシ　　　応る起
音漢　学漢　字外ンのの　　もの　　　 もの　　　　　　　　み　　　　　しがさ

順寧年字訓音ダよ反のエの工　反たそれNα ・　iみ 応　　　　　キ キ 応 ものた
輝1／ 数　　　　　と

@　　2反
@　　名応

　と
Q反　　　　　　　　　　　1
ｼ1応　　　　　　　　　　名 1

名

のよ語
@みは
@に異

・は 中1（中学1年生の反応…覧）

65i益5 エ　キ 6 利益2 損益蓋　　　有益三　　　エキ1 ボウエキのエキ1
ヤ　ク 1 ます1
ま　す

その他
2 利益のリユ　ボン1

N 1

の上　　無 語は正解だが，組み舎わさった別の字のよみを答えたもの
反回　　答
応以
@外

前項の漢字のよみ・同形の｛響ll三石下した．

＊漢字表記のみのものは　　　語○　　よみ○　　　　例「益」　利益のエキと反応したもの

＊カタかな轍みのものは言 hよみ（門　　f，1｝・だけ鳳たもの

＊ひらが欄のみのものは言eよみ（訓＞9　贈｝・反応・たもの

・灘魏・麗謀は　語○よみ・　　　率・溢のり

なお，「衛生・衛星」のように同音の別語がある場合は「衛セイ」と表記してある。

中　1 高 1

1 亜 ア 9 亜熱帯2　亜寒帯1　亜鉛玉 亜細亜 9 亜鉛2 大東亜1 東亜国内航空1
1　ア4 ア5

その他 1 あき1
N 1

2 哀 アイ 1 アイ1 4 衷愁3 アイ1
あわれ 3 あわれ3
あわれむ

かなしい 4 かなしい4 3 かなしい3
N 5

3 愛4 アイ 10 愛情1　愛する1　アイ8 10 愛想1 愛国1 愛する1 情愛1
アイ6

4 悪3 アク 5 悪夢1　アク4 7 悪役1 悪夢1 悪魔1 邪悪1
アク3

オ

わるい 5 わるい5 3 わるい3

5 握 アク 3 握手3 6 握力3 握手2 把握1
にぎる 3 にぎる3
N 7 1
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中　1 高 1

6 圧5 アツ 10 圧力3　高圧1　指圧1　アツ4 10 庄力7 圧迫2 圧倒1
あついのアツ1

7 扱 あつかう 3 あつかう3 ユ0 取り扱う1 あつかう 9

その他 3 イッキュウのキュウ1　キュウシュウ

N 4

のキュウ2

8 安3 アン 4 安心2　安全1　安定1 5 安全2 安心2 安易1
やすい 6 安らか1　安売り1　やすい4 5 安物1 やすい4

9 案4’ アン 10 議案6　案内1　アン2　アンシンの 10 案内4 発案1 提案1
アン1 考案1 アン2

10 暗3 アン 3 暗記2　陪唱1 6 明暗5 暗黙1
くらい 7 くらい7 4 くらい4

11 以4 イ 10 以上5　以外3　以前1　イ1 10 以上7 以前2 以来1

12 衣4 イ 1 衣類1 8 衣類3 衣食住2 衣装2
ころも

m 8
1

ころも8 2 ころも2

13 位4 イ i 位罷1 5 一位2 位置1 地位1　㌧
ジョウイのイ1

くらい 8 くらい8 5 くらい5

その他 1 イットウのトウ1

14 囲4 イ 5 周顕3　囲碁1　範囲1 6 周獺3 囲碁2 範囲1
かこむ 2 かこむ2 2 かこみ1 かこむ玉

かこう

m 2
1

かこい2 2 かこう2

王5 医3 イ 10 獲…考7　　医師会1　　擁学1　　イ　1 10 医者6 鷹学2 医師2

16 依 イ
エ

2 イ2 7 依頼3 イ3 ダツイのイ1

よる 1 よる1

一N 8 2

17 委4 イ 9 委員6　委輿会2　委員長1 9 委員7 委員会2
その他 1 委貴会のイイン1 1 委員会のイ ン1

18 威 イ 10 威力1 威厳1 威嚇1
衡威1 イ5

その他
m 2
8

ハメッのメッ1　ハ1

19 胃4 イ 玉0 胃腸2　イ8 10 1記田5 胃袋2 イ3

20 為 イ 2 行為2
ため 2 ため2 3 ため3

｝かわせ 1 為替のかわ 1

その他
m 2
6

コウイのコウ1　かわせ1 4 ギゾウのギ1 ギ2 うたが

21 尉 イ 1 イi 8 少尉2 中尉1 大尉1　イ
その他
m 9 1

1

なぐさめる1

立案1

衣：服1

ソンノウ

猛威1
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中　1 高 1

22 里6 イ 4 異常1　異人1　イ2 8 異入2 異邦人2 異星入玉　異色1
ノ、

異国1 特異1
こと 5 ことなる5 2 ことなる2
N 1

23 移5 イ 3 移伎2　移動1 7 移動5 移佐1 移入1
うつる 6 うつる6 3 うつる3
うつす

N 1

24 偉 イ 4 偉人3　イ1 7 舞人6 偉大1
えらい 2 えらい2

その他 1 ソンジンのソン1
N 6

25 ：意3 イ 10 意味3　意見2　意欲1　注意1 10 意見4 意志4 意味2

イ3

26 違 イ 1 イ1 5 根違3 違反1 イソウのイ1
ちがう 6 ちがう6 5 ちがい1 ちがう4

ちがえる

その他 1 とりたちのたち1
N 2

27 維 イ 1 イ1 8 繊維3 維持3 明治維萩1　維新1
その他 2 スイシッのスイ1　セン1
N 7 2

28 慰 イ 6 慰問1 慰謝料1 イ1　タイイのイ
1 ショウイのイ2

なぐさめる 4 なぐさめる4

なぐさむ 1 なぐさむ1
穀 9

29 遺6 イ 7 遺品2　遺書1　遺跡1　遺族1 5 遺族1 遺骨1 叢書1　イ2
イ2

ユイ 1 遣言1 3 遺善3
N 2 2

30 緯 イ 7 緯線3　緯度2　イ2 9 緯度6 緯線1 北緯1　イ王
N 3 1

31 域6 イキ 9 地域9 10 地域8 領域1 区域1
その他 1 しろ1

32 育3 イク 5 教育2　体育1　発育1　イク1 6 教育3 育成1 育児1　保育1
そだつ 1 そだつ1 2 そだつ2
そだてる 4 そだてる4 2 そだてる2

33 ＿1 イチ 10 一円1　イチ9 10 一月1 イチ9
イツ

ひと

ひとつ

34 壱6 イチ 6 イチ6 9 壱万円3 イチ6
その他 1 オク1
N 3 i

35 逸 イツ 5 逸話1 逸する 1 イツ3
その他 1 メン1 1 ごめんのめん1
N 9 4

36 芋 いも 4 いも4 9 山芋1 じゃが芋1 いも7
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醤 6 1

37　引2　イン
@　　　　　ひく

@　　　　　ひける

1　引力1
X　割引き1　引っ越し1　万弼きユ　ひ

@　く6

3　引用2　引力1
V　編引き1　ひく6

38　印4　イン
@　　　　　しるし

5　印鑑2　印刷王　イン2

T　しるし5
9　印刷4　印鑑3　封印1　｛珍印1

P　しるし1

39　因5　イン
@　　　　　よる
@　　　　　その他
@　　　　　N

8　原限5　素磯数1　イン2

P　コンナンのコン1
P

9　原困7　因果1　困縁1

P　コンナンのコン1

40　姻　　イン
@　　　　　その他
@　　　　　穀

1　ニン1
X

7　婚姻3　婚嬢描1　イン3
P　しゅうと1
Q

41　員3　イン 10　委員2　職員2　総員2　全員1
@　イン3

10　社員2　乗員2　全員1　定員1
@　満員1　動員1　会員1　委員1

42　院3　イン　　　　　　N 9　　病院6　　院長2　　イン1
P

10　病院8　入院1　イン1

43　陰　　イン
@　　　　　かげ
@　　　　　かげる
@　　　　　その他
@　　　　　N

5　太陰歴1　イン4
?　かげ1

P　ネン1
R

3　陰謀1　出陰1　イン1
V　かげ7

44　飲3　イン
@　　　　　のむ
@　　　　　N

4　飲料水3　飲料ユ

T　のむ5
P

7　飲食5　飲料1　暴飲1
R　のむ3

45　隠　　イン
@　　　　　かくす
@　　　　　かくれる
@　　　　　その他

@　　　　　醤

3　かくす3
Q　かくれる2

T

1　隠居1
Q　かくす2

Q　かくれる2

R　オンビンのオン1　サン1

@おだやか1
Q

46　韻　　イン
@　　　　　その他

@　　　　　N 10

6　余韻3　イン3
P　オンドのド1
R

47　右1　ウ
@　　　　　ユウ
@　　　　　みぎ
@　　　　　その他

3　左右3
U　みぎ6
P　ひだり1

1　右翼1

R　左右3
U　みぎ6

48　宇6　ウ　　　　　　N 10宇宙8　ウ2 9　字憲7　宇治1　　ウ1
P

49　羽6　ウ
@　　　　　は
@　　　　　はね

1　は1
X　はね9

1　羽毛1

P　羽目1
W　はね8

50　雨1　ウ
@　　　　　あめ
@　　　　　あま

2　ウリンのウ2
V　あめ7
ﾊ　雨漏り1

1　雷爾1
W　あめ8
P　雨雲1

5玉　運3　ウン
@　　　　　はこぶ

6　運送4　運搬1　運動会i
R　はこぶ3

8　運送5　運動1　運搬1　ウン1
Q　はこぶ2

常用漢字の読み反応表　251



中　1 高 1

その他 玉 レンゴウのレン玉

52 雲2 ウン 1 雲泥1
くも 10 くも10 9 浮雲1 くも8

53 永5 エイ 6 永遠3　永久2　エイ1 7 永久3 永遠3 エイ1
ながい 3 ながい3 3 ながい3

その他 1 およぐ1

54 泳3 エイ 3 水泳3 8 水泳8

およぐ 6 およぐ6 2 およぐ2
その他 1 なが1

55 英4 エイ 10 英語8　英雄1　英和1 10 英語9 英才1

56 映6 エイ 9 映画8　映像1 10 映画10

うつる 1 うつる1

うつす

はえる

57 栄4 エイ 4 栄光3　エイ1 5 栄養2 栄脊1 栄光1　繁栄1
さかえる 5 さかえる5 5 さかえる5
はえ

はえる

m 1

58 営5 エイ 7 営業4　経営2　エイ1 7 営業4 経営2 エイヨウのエイ1
いとなむ 2 いとなむ2 3 いとなむ3
その他 1 みや1

59 詠 エイ 5 詠唱1 エイ4
よむ

その他
ﾝ 2
8

なが1　もろい1
5

60 影 エイ 2 影響2 1 撮影1
かげ 8 かげ8 9 かげ9

61 鋭 エイ 5 鋭角4 鋭敏1
するどい 4 するどい4 3 するどい3
その他
m 2
4

ゼイキンのゼイ1　ゼイ1 2 エンピツのエン1 にぶい1

62 衛5 エイ

m 9
1

衛セイ6　人工衛星2　護衛1 10 衛セイ7 護衛1 防衛1　エイ1

63 易5 エキ 7 貿易4　易麿1　エキ2 4 易者2 貿易1 ヨウエキのエキ1
イ 4 安易2 容易2
やさしい 1 やさしい1 2 やさしい2
その他 2 ボウ1　ヨウ1

64 疫 エキ 3 免疫2 疫病1
ヤク

その他 6 免疫のメン4 ボツ1　オッ1
醤 10 1

65 益5 エキ 7 利益2　損益1　有益1　無益1　ボ 8 利益7 無益1
ウエキのエキ1　ソウエキのエキ1

ヤク

ます一 1 ます1 1 ます1
その他
m

2 ボン1　さらi
1
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66　液5　エキ 10液体1　エキ9 10　　液体5　　　ぜ巳言｛蔓　1　　　を容貿蔓　1　　　工；やみ3

67　駅3　エキ m　エキ王0 10　エキエ0

68　悦　　エツ

@　　　　　　その他

@　　　　　　醤

1　悦子1

S　ダツ1　ゼイ1　するどい2
T

8　エッ6　エッケンのエツ1　ユウエッ

@のエツ1
P　ゼイエ
P

69　越　　エツ
@　　　　　　こす

@　　　　　　こえる

@　　　　　その他
@　　　　　　N

6　三越2　引越し1　馬越玉　こす2
?　こえる1

R

4　超越4
Q　三越1　こす1
Q　こえる2
P　越境のキョウ1
P

70　謁　　エツ
@　　　　　　その他

@　　　　　　N 10
3　キョウカッのキョウユ　カッ2
V

71　閲　　エツ

@　　　　　　その他

@　　　　　　N
1　カク1
X

6　閲覧3　検閲1　エッケンのエツ1

@ユウエツのエツ1
P　ゼイカンのゼイ1
R

72　円1　エン

@　　　　　　まるい

10　円錐玉　百円1　エン8 10　円形1　円盤1　楕FJ形1　百Fq　l
@　形の円1　エン5

73　延6　エン
@　　　　　　のびる

@　　　　　　のべる
@　　　　　　のばす

@　　　　　その他

@　　　　　　鼓

5　延長4　延長線1

P　のびる1

Q　ショウニンのニン1　テイ1

Q

5　延期3　延長1　延長線1
R　のびる3

Q　ホウテイのテイ1　チョウテイのテイ

@　1

74　沿6　エン

@　　　　　そう
@　　　　　　その他

@　　　　　　醤

4　沿岸2　エン1　エンガワのエン1

P　刈沿い1
R　沿線のセン1　沿岸のガン1　みぞ1
Q

5　沿岸2　沿線1　沿道1　エンピツの

@エン1
T　海岸沿い1　海沿い1　そう3

75　炎　　エン
@　　　　　　ほのお
@　　　　　　その他

@　　　　　　N

8　ほのお8
P　はい1
P

1　エン1
X　ほのお9

76　宴　　エン
@　　　　　　うたげ

@　　　　　　その他

@　　　　　　N

4　宴会4

P　ねる1
T

6　宴会5　披露宴1
R　うたげ3

P

7ア　援　　エン
@　　　　　　その他

@　　　　　　製

4　応援3　援助1
S　ジュギョウのジュ1　キョウジュの
@　ジュ1　サク1　あたたかい1
Q

8　応援3　援助2　援護2　後援会1
P　援助のジョ1

P

78　園3　エン

@　　　　　その

7　園芸1　公園1　幼稚圃王　動物園1

@エン3
R　花園3

7　公園2　田園2　植物園1　動物園ユ

@エン1
R　花園1　御園1　その1
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79 煙 エン 3 禁煙3 2 禁煙1 噴煙1
けむる

けむり 4 けむり4 8 けむり8

けむい

その他

2
1

禁煙のキン1　たばこ1

80 猿 エン 2 猿入1　エン1 2 猿入1 犬猿の仲1
さる 8 さる8 8 さる8

81 遠2 エン 3 永遠2　遠足1 7 遠足4 遠方3
オン

とおい 5 とおい5 3 とおい3

その他
m 1
1

とわのわ1

82 鉛 エン 3 鉛筆3 5 亜鉛2 鉛筆1　エン2
なまり 3 なまり3 5 鉛玉1 なまり4
その他
m 1
3

鉛筆のピツ1

83 塩4 エン 3 食塩2　塩水1 1 塩分1
しお 7 しお7 9 しお9

84 演5 エン 10 演劇5　演説2　出演1　演じる1 10 演劇3 演技2　演説2 演出1 講

演技1 演会1 エン1

85 縁 エン 4 縁談1　エン3 6 縁談1 エン5
ふち 2 ふち2
その他 6 みどり6 2 みどり2

86 汚 オ 2 汚濁1 汚染1
けがす

けがれる

けがらわしい

よごす i よごす1

よごれる 10 よごれる10 6 よごれ1 よごれる5
きたない 1 きたない1

87 王1 オウ 10 王子1　王女1　オウ8 10 王様4 王妃1　国王1 オウ4

88 凹 オウ 1 オウ1 2 凹凸玉 オウ1
ぼこ 2 ぼこ2 玉 凹凸王

㎜へこむ 1 へこむ1 1 へこむ1
その他
ﾝ 1
5

トツ1 6 凹凸のトツ4 トツ2

89 央4 オウ 10 中央10 10 中央10

90 応5 オウ 10 応答2　応援1　応用1　応募1　一 10 応答2 応対2　一応2 反応1 対

応1　応援団1　オウ2　オウシッの 応1 応用1　応じる1
オウ玉

91 往5 オウ 8 往復5　オウ2　ジュウオウのオウ1 9 往復8 往生1
その他

m 2

1 ジュウタクのジュウ1

92 押 オウ

おす 8 おす8 10 おす10

おさえる
m 王

1

おさえる1
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93 欧 オウ

ｻの他
m
1
2
7

欧米1

Rウシュウのコウ1　なぐる1

7
3

欧米3 欧弼2　鷹欧1　　オウ1

94 殴 オウ

ﾈぐる

ｻの他
m
3
1
6

なぐる3

Rウ1
2
8

殴育1

ﾈぐる7
オウベイのオウ1

@なぐられる1

95 桜 オウ

ｳくら 10 さくら10 1
9

桜花1

ｳくら9

96 翁 オウ

ｨきな 5 おきな5
その他
m 10 2

3

おうな玉 おうぎ1

97 奥 オウ

ｨく 10 奥さん1　おく9 10 奥様1
ｭ6
奥由1　山奥1　大奥1　お

98 横3 オウ

謔ｱ 5
5

横断5

c横1　よこ4 4
6

横断3

c横2
横暴1

謔ｱ4

99 屋3 オク

10 屋根2　宿屋1　部麗1　00歴1
ｪ百屋1　何屋1　や3

2
8

家屋1

ｮ根3
Q

屋上1

ｬ屡1　部屋1　質騰1　や

100 億4 オク 10 一億3　億万長者1　オク6 10 一億5

P　オク2
一億人1　億万1　億万長藪

101 憶 オク

m 6
4

記憶3　オク3
9
1

記憶6 追憶1　オク2

102 虞 おそれ

ｻの他
^ 1
9

うそ1

1
9

とりこ1

103 乙 オツ

ｨと（め） 1
5

オツ1

ｳ女5 5
4

甲乙2

ｳ女4
甲乙丙丁1　オツ2

その他

m 3
1

おとめ3 1 おのれ1

104 卸 おろす

ｨろし
ｻの他
ﾝ 10

1
5
3
1

おろす1

ｵし売り4
Jン1

　　おろし1

ｨ2

105 音1 オン

Cン
ｨと
ﾋ
6
4

音楽3　音響1　オン2

ｨと4 5
5

音楽4

ｨと5

騒音1

106 恩5 オン

ｻの他
m
7
2
1

恩返し2　謝恩1　オン4
Vン1　ニンジャのニン1

10 恩師3 恩恵3　オン4

107 温3 オン

?たたか
?たたかい
?たたまる

?たためる

ｻの他

7
1
2

温度5　　温帯1　　オン1

?たたかい1

?たためる2

温室4

?たためる

　　　温痩2　温湘1　温厚1

@　　　　1
Vッチタイのシツ1
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108 穏 オン 1 穏便1

おだやか 4 おだやか4

その他 2 かくす2 5 イントクのイン1 いなほのほ1　か

N 8

くす1 かくれる2

109 下1 カ

ゲ 1 上下1 5 上下4 ゲ1
した 9 した9 4 した4
しも

もと

さげる

さがる 1 さがる1
くだる

くだす

くださる

おろす

おりる

110 化3 カ 8 文化2　進化1　変化1　化学1．カ
R

7 変化3 化学2 化石1　カ1

ケ 玉 化粧1 2 化粧2
ぱける 1 ぱける1 1 化け物1
ばかす

111 火1 カ 1 噴火1 5 火災3 火事2

ひ
ほ

9 ひ9 5 火種1 ひ4

112 加4 カ 3 加減1　増加1　カ1 5 加減1 力鵬1 加速1　撫入1　加
工1

くわえる 3 くわえる3 5 くわえる5

くわわる

m 3
1

くわわる3

113 可6 力
醤 8

2

可能5　可愛いい1　許可1　カ1 10 可能9 不可1

114 仮5 カ
ケ

8 仮面5　仮装2　仮説1 7 仮名5 仮定1 仮爾1

かり 1 かり1 3 かりに玉 かり1 カリイショウのか

N 1

り1

115 何2 カ 1 幾何学1
なに 6 なに6 8 何事2 なに6
なん

m 3
1

何入1　なん2 1 何台王

116 花1 カ 1 花粉1 3 花瓶1 花粉1 花壇1
はな 9 花畑1　はな8 7 花園1 草花1 はな5

117 佳 カ 4 佳作1　カ3 5 佳作3 佳入1 カ1
ケイ 1 佳子1

一よし 2 佳子1　よし1 3 よし3

一その他 1 かつら1
N 2 2

118 価5 カ 9 価値5　　定価2　　評価1　　カ1 10 価値7 物緬1 定価1　価格1
あたい

その他 1 傭値のチ1

ユ19 果5 カ 5 果実2　果汁1　カ2 6 果汁2 果実2 成果1　結果1

256第9輩　児aj　・生徒の常用漢字習得璽



中　1 高　1

はたす 2 はたす2 3 はたす3
はてる 1 はてる 1

はて

くだ（もの） 3 果物3

120 河5 カ 3 河口1 黄河1　カ1 4 河刈3 河口1
かわ 5 かわ5 5 かわ5
かわら 1 河原1
コウ 1 コウ1

一N 1

121 科2 カ 10 科学6 理科3　内科1 10 学科3
P
理科3　科騒2　稼

122 架 カ 3 十字架 1　架空1　カ1 7 十字架5 架空1　架橋1
かける 1 かける 1

かかる
潜 7 2

123 夏2 カ 3 初夏2 春夏秋冬1

ゲ

なつ 7 なつ7 io なつ10

124 家2 カ 4 家畜2 家庭1　作家1 2 作家1 家族1
ケ 1 ○○家1
　、｢え． 6 いえ6 7 いえ7
や

125 荷3 カ 2 荷物1 出荷1
に 10 ．荷物10 8 荷物8

126 華 カ 8 申華2 華麗2　豪華1　中華料理1 7 華麗4 中華2　華僑1
中華人民 1　カ1

ケ

はな 3 はな2 はなやか1
N 2

127 菓 カ 10 菓子9 お藥子1 10 菓子7 お藥子2　製藥1

128 貨4 カ 7 貨物4 貨物車1　金貨1　銀貨1 9 貨物6 貨革1　貨幣1　金～
その他 3 かりる2 かす1 1 かす1

129 渦 カ 4 カ2 カコのカ1　カ・ジョウの力玉

うず 6 うず6

その他 3 あわ2 にごる1
N 6 1

130 過5 カ 5 過去3 逓過2 3 過去2 過密1
すぎる 4 すぎる4 5 すぎる5
すごす 1 すごす1 1 すごす1
あやまつ

あやまち 1 あやまち1

131 嫁 カ 1 転嫁1
よめ 8 よめ8 9 花嫁1 よめ8
とつぐ

N 2

132 暇 カ 4 休暇2 余暇2
ひま 5 ひま5

科学1　カ

常用漢字の読み反応表　257



中　1 高 1

醤 10 1

133 禍 カ 2 カ2 1 カ1

その他
ｻ 1
7

うず1

4
5

なべ3 うず1

134 靴 カ

くつ

m 9
1

くつ9 10 くつ10

135 寡 カ 1 寡黙1
その他 2 ボシュウのボ1 つのる1
飛 10 7

136 歌2 カ 2 歌手1　歌集1 4 歌手3 讃歌1
うた 6 うた6 6 うた6
うたう 2 うたう2

137 箇 カ 4 箇所3 一箇所1
その他
m 2
8

つつ2
4
2

コ1 つつ2 ふえ1

138 稼 カ 王 稼動1
かせぐ 4 かせぐ4
その他
ﾛ 1
9

よめ1

2
3

とつぐ2

139 課4 カ 10 課題3　課外1　一課1　カ3　ケッ 10 課題3 放課後3 一課1　00課1
カのカ1　キョウカのカ1 総務課1 カ1

140 蚊 カ 4 か4 10 か10

その他
m 1
5

ドクジャのジャ1

141 我6 ガ 2 ガ2 1 我i日引水1

われ 7 われ7 9 我々3 われ6
わ 1 我輩1

142 画2 ガ 9 画家3　　　画月零紙1　　　自画f象1　　　図画　1 9 画家2 映画2 絵懸2　画材1　画
ガ3 像1 ガ1

カク 1 一画1 1 画～1

143 芽4 ガ 1 発芽1 3 発芽2 麦芽1
め 9 芽ばえる1　新芽1　め7 7 め7

144
留
5
！
、

ガ
N

10 祝賀2　年賀1　年賀状1　奉賀1
ﾉ賀1　ガ4

9
1

加賀2

N賀状1
謹賀新年2

@ガ1
　　賀正1　年賀1
J1

145 雅 ガ 1 ガ1 1 優雅1
まさ 嘆 まさ4 3 まさ3

一みやび 2 みやび2
N 5 4

146 餓 ガ 2 餓死2 7 餓死3 餓鬼2 飢餓1　ガ1
その他
ﾘ 8 1

2

えさのえ1

147 介 カイ 1 紹介1 9 紹介5 魚介1 カイ3
すけ 9 大介1　裕介1　すけ7 1 すけ 1

一
148 回2 カイ

G
6 回数2　回帰線2　一回1　カイ1 7 一園3 圏転2 園数1　回送1
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1
高

魏
わ
ま
3

曲
蜘
1
0

1
会
機
1
会
員
委
1
合
会
1
2
　
　
　
4
議
イ
　
　
う
軸
力
　
　
あ
ρ
0
　
　
　
　
　
　
4

1
律
戒
1
一
階
1
令
厳
戒
　
　
1
　
　
め
4
1
し
戒
イ
ま
警
力
い
8
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

　
輔
　
ユ
4
の
拐
拐
誘
誘
4
　
「
D
　
－

瀕
空
回
本
B
1
　
7
噛
み
海
う
3
　
7

3
画
7
絵
工
つ
ρ
　
7

1
中

曲
痴
1
0

1
会
窓
問
1
会
学
1
3
会
刺
議
1
1
会
　
　
2
議
級
　
う
会
学
　
　
あ
8
　
　
　
　
　
　
2

の
ツ
ケ
刺
紹
力
短
　
3
酬
　
い
，
　
　
よ
1
1
ろ
感
イ
こ
快
力
こ
「
貧
U
　
　
　
　
O
J
　
I

覗
力
枷
改
軸
5
改
　
　
る
　
　
め
一
　
　
た
蔚
莇
4
　
　
　
　
5
　
　
　
　
1

　
彊
　
ユ
ー
の
拐
拐
誘
誘
1
　
9
9
　
7

2
悔
後
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0

1
0
界
世
1
0

　
姫
　
み
　
扇
　
さ
　
皆
1
　
　
1
無
様
皆
皆
1
　
7
　
り
轟

1
0
械
機
1
0

　
5
　
工
4
　
1
画
絵
絵
理
4
　
6

る
す
他
わ
わ
の
ま
ま
そ

刺
3
界
鵬

イ
カ
エ
2
絵
減

刺
3
開
㎜

常用漢字の読み反応表　259



中　1 高 1

通1　開放1
ひらく 5 ひらく5 3 ひらく3

ひらける

あく

あける

N 1

163 階3 カイ 9 階段6　一階1　カイ2 9 階段7　一階2
その他 1 ヘイカのカ1
N 1

164 解5 カイ 8 解剖4　解説1　解答1 解散1 分 9 解答2　解体2 解体新書1　解決1
解1 解釈1　カイ2

ゲ

とく ヱ とく王 1 とく1

とかす

とける 1 とける1

165 塊 カイ 1 カイ1

かたまり 4 かたまり4

その他 3 キ2　たましい1 5 たましい4 みにくい1
N 7

166 壊 カイ 1 カイ1 9 破壊6　壊滅1 カイ1　カイチュウ
デントウのカイ1

こわす 1 こわす1

こわれる

N 9

ユ67 懐 カイ 1 バカイのカイユ 5 懐中電灯玉　撰中2 カイ2
ふところ 1 ふところ1

なつかしい 4 なつかしい4

なつかしむ

なつく

なつける

その他 1 きく1
N 8

169 貝2 かい 10 員柱1　員殻1　かい8 10 貝殻3　魚翼類1 ほら員1　かい5

168 外2 ガイ 2 外国1　海外1 4 外出2　外国1 戸外1
ゲ

そと 7 そと7 6 そと6
ほか

はずす

はずれる

その他 1 おもて1

170 劾 ガイ

その他 2 ジコクのコク1　コク1 2 コウカのコウ1 カク1
想 8 8

171
宝
4
団

ガイ 10 障害2　被害2　害虫1 災害玉 ガ 10 公害5　害虫2 損害1　被害1　害
イ4 意1　有害1

172 涯 ガイ 2 生涯1　ガイ1 7 生涯7
その他 2 生涯のショウ1 ショウ1
翼 8 1

173 街6 ガイ 5 街頭1　街路樹玉 中華街1　商店街
玉　ガイ1
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1
高

筋
ま
5

　
き
　
せ
　
招
　
力
　
列
　
力
　
の
　
汁
　
ウ
2
ト
当
ク
該
力
1
2
　
5
　
　
　
　
3

紹
ガ
ー
概
気
　
2
2
に
数
で
概
す
ρ
0
　
2
　
2

記
か
　
1
3
ウ
根
コ
垣
の
　
イ
3
セ
垣
ウ
石
コ
8
　
1
　
1

ら
0
　
4
ク
ど
カ
か
1
　
　
1
　
　
1
度
角
の
角
街
つ
4
　
5
　
1

撫
拡
9
大
望
1
0

剃
沿
3
革
改
4
　
2
命
わ
革
か
8
　
り
4

　
列
　
コ
　
蛇
　
コ
　
の
　
ツ
3
モ
ら
ク
か
コ
3
　
3
　
4

ー
ク
2
カ
ン
　
リ
3
の
郭
郭
輪
輪
4
　
9
仰
　
4

玉
中

0
4
　
1
ち
キ
ま
ゲ
O
J
　
－

加
1
　
0
」

列
コ
の
妙
ジ
ー
　
　
　
　
0
ゾ

ね
ガ
2
数
2
概
ガ
3
　
ワ
臼
　
5

瀬
か
壇
揚
盤
胸
歌
3
垣
石
O
J
　
　
　
　
－

妬
力
1
　
一
　
ウ
ρ
　
－
度
ど
の
み
角
か
つ
す
ρ
0
　
1
　
2
　
1

列
力
苗
田
Q
J
　
g
J
　
－
命
わ
ン
革
か
カ
に
」
　
3
　
1
　
1

カ
の
イ
ザ
イ
セ
ク
カ
”
力
謙
－
中
間
ク
核
ク
コ
4
　
　
　
　
1
　
〔
」

口
よ
つ
列
コ
の
ツ
モ
助
ワ
臼
　
O
O

坦
力
l
　
　
　
　
Q
4

剛
力
鄭
騰
2
霊
　
　
る
2
　
　
え
　
　
　
　
－
覚
　
　
ぽ
　
　
　
ン
錯
　
　
お
　
　
　
カ
ρ
U
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
1
　
1

　
　
他
イ
ち
の
カ
ま
そ
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中　1 高　1

187 較 カク 3 比較3
その他 3 テンコウのコウ2　コウ1 2 ナンコウのコウ1　しぼる1
醤 7 5

188 隔 カク 3 隔離1　間隔1　カク1
へだてる 1 へだてる1

へだたる 1 へだたり1

その他 4 隔離のり1　間隔のカン1　ユウリの

ユウ1　ユウシのユウ1
N 10 1

189 閣6 カク 8 内閣5　カク3 10 内閣5　閣僚2　閣下1　銀閣寺1
カク1

醤 2

190 確5 カク 5 確認2　確信1　確実1　正確1 8 確認3　確実3　正確2
たしか 1 たしか1 1 たしか1

たしかめる 3 たしかめる3 1 たしかめる1
N 1

191 獲 カク 4 獲得3　捕獲1
える

その他 1 シュウ1 3 ゴ1　獲物のえも1　とらえる1
N 9 3

192 嚇 カク

その他 5 威嚇のイ1　ヨウシャのシャ1　セキ

りのセキ1　セキ1　シャク1
N 10 5

193 穫 カク 7 収穫7
その他 1 ホゴのゴ1 2 ゴ1　ほ1
R 9 1

194 学1 ガク 6 学問2　学校1　学活1　科学1 大 9 学校2　学問2　大学2　学力1　学
学1 業1　学生1

なまぶ 4 まなぶ4 1 まなぶ1

195 岳 ガク 3 山岳2　山岳部1
たけ 7 八ヶ岳3　たけ4 7 八ヶ岳2　たけ5
翼 3

196 楽2 ガク 2 楽器2 3 音楽2　器楽1
ラク 5 極楽1　ラク4 4 後楽園1　ラク3
たのしい 3 たのしい3 3 たのしい3

197 額5 ガク 5 金額4　ガク1 6 金額4　巨額1　ガク1
ひたい 4 ひたい4 4 ひたい4
N 1

198 掛 かける 5 仕掛ける1　掛聯1　かける3 10 掛軸1　掛算1　仕掛1　かける7
かかる

かかり

その他 1 ハンカガイのカ1
N 4

199 潟 かた 8 新潟8 10 新潟10
N 2

200 括 カツ 4 一括1　カツ2　ハイカツのカッ玉
N 10 6

201 活3 カツ 9 生活7　活動1　学活1 10 生活3　活用2　活発2　活躍2　活
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1
高

M
重

労
力
の
汐
ル
カ
　
一
ρ
0
　
く
ツ
わ
カ
か
7
　
1
　
り
ぬ

　
江
J
　
l
玉
く
す
望
わ
ご
渇
か
に
一
　
じ
」
　
－
　
つ
」

彬
刺
刺
滑
脚
円
　
5
1
る
窒
べ
朝
す
4
　
ご
J
　
　
　
　
l

　
コ
　
カ
ー
の
霊
口
宝
口
南
↑
　
嘩
国
管
1
　
1
　
0
Q

囚
ダ
の
ナ
ン
ダ
ー
　
0
4

1
0
せ
あ
1
0

M
カ
6
詰
缶
1
0

1
中

口
あ
一

四
力
4
　
　
　
　
盈
り

労
力
1
　
　
　
　
　
　
　
0
ゾ

蹴
走
滑
1
　
　
　
　
　
　
　
0
」

刀
力
1
　
　
　
　
0
ゾ

10

10

崩
か
削
株
4
社
会
式
株
0
ゾ
　
一

茄
か
5
　
5

7
す
ほ
1
　
　
　
　
2
干
　
　
ン
梅
　
　
セ
0
0
　
　
　
　
9
9

如
灘
あ
1
0

1
0
せ
あ
1
0

乃
力
謝
儀
3
缶
空
0
4
　
ユ

他
の
ぞ

ぶ
か
N
6
株
鵬

ン
カ
唖
干
㎜

ン
カ
N
缶
郷

ン
カ
4
完
鵬
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中　1 高 1

217 肝 カン 9 肝臓6 肝心2 カン1
きも 3 きも3 1 きも1

その他

m 1
6

ハイ1

218 官4 カン 10 警宮3　警察宮1　官庁1　教官1 10 教官2 警官2 警察富1　検察宮1
カン2　タイイクカンのカン1　カン 官僚1 カン3

シンのカン1

219 冠 カン 6 三冠王1　カン5 8 王冠2 栄冠1 冠位1　三冠王玉
カン3

かんむり
m 3
1

かんむり3 2 かんむり2

220 巻6 カン 1 一巻1 5 一巻4 何巻1
まく 2 まく2 3 まく3
まき 7 渦巻1　鉢巻1　まき5 2 まき2

221 看6 カン 9 看護婦3　看護3　看板2　カンユ ユo 看板4 舞護4 看護婦2
その他 1 看護婦のゴ1

222 陥 カン 3 欠陥2 陥落1
おちいる 3 おちいる3
おとしいれる

その他 1 およぼす1
醤 10 3

223 乾 カン 6 車乞燥2　　車乞季不2　　豪乞燥帯1　　車乞共月　1 6 乾燥3 乾電池3
かわく 3 かわく3 2 かわく2
かわかす

その他
m 1

2 乾燥のソウ2

224 勘 カン 1 カン1 6 勘定1 カン5
その他 1 たえる1
N 9 3

225 患 カン 6 患者5　カン1 8 患者7 疾患1
わずらう

その他 2 チュウ1　たか1 1 くしざしのくし1
N 2 1

226 貫 カン 3 カン3 5 一貫2 貫通1 カン2
つらぬく 5 つらぬく5
ぬき 1 ぬき1
㎜
N

6

227 寒3 カン 2 寒帯2 4 寒冷1 寒波1 防寒1　カン1
さむい 8 さむい8 6 さむい6

228 喚 カン 1 喚起1 6 喚起3 カン3
その他 2 うめく1 かえる1
N 9 2

229 堪 カン 1 カン1 3 カン3
たえる 1 たえる1
その他 1 ジン1 2 ジン1 かまえる1
N 8 4

230 換 カン 4 交換3　換気1 9 交換3 転換2 換気2　カン2
かえる 1 かえる1
かわる

その他 2 コウ1　ひかえる1
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申　1 高　1

N 4

231敢　　カン
@　　　　　　その他

@　　　　　　N

2　　しきどる1　とる1
W

3　果敢1　敢行1　勇敢l
戟@果敢のカ1
U

232棺　　カン
@　　　　　　ひつぎ

@　　　　　その他
@　　　　　　N

1　カン1
P　ひつぎ1

W

5　棺桶2　お樒2　カン1
R　ひつぎ3

P　おけ1
P

233款　　カン
@　　　　　　その他

@　　　　　　N 10
1　ドレイのレイ1
X

234問2　カン
@　　　　　　ケン
@　　　　　　あいだ

@　　　　　　ま

8　あいだ8
Q　床の問ユ　ま1

3　間接的1　中間ユ　一週間1

P　人間1
T　あいだ5
P　手間1

235閑　　カン
@　　　　　　その他

@　　　　　　N 10

4　　閑静1　森閑1　カン2

S　コン1　モン1　とこ1　ひる1
Q

236勧6　カン
@　　　　　すすめる
@　　　　　その他

@　　　　　　N

1　カンソウのカン1

Q　すすめる2

R　ケンリのケン1　ケンリョクのケン1

@　キン1
S

5　勧誘4　第一勧銀1
Q　すすめる2
P　はげます1

Q

237寛　　カン
@　　　　　　ひろ　　　　　　｝

@　　　　　その他
@　　　　　　N

3　良寛1　カン2

P　あき1
U

6　寛大3　カン3
Q　寛子1　ひろ1

Q

238幹5　カン
@　　　　　みき
@　　　　　　N

4　新幹線4

T　みき5
P

7　新幹線5　幹部1　幹事1
R　みき3

239感3　カン 10　感想3　感想文1　感心1　感動1
@　感鷹1　感情1　感じる1　カン1

10　感動2　感想2　感じる2　感じ2
@　実感1　直感1

240漢4　カン 10　漢字8　カン2 10　漢字9　漢文1

241慣5　カン
@　　　　　　なれる
@　　　　　　ならす

@　　　　　　その他

@　　　　　　授

5　習慣3　慣用句1　カン1
S　なれ1　なれる3

P

2　習慣1　カン1
T　なれる5

P　つらぬく1
Q

242管4　カン

@　　　　　　くだ

8　水道管2　カン5　ケイカンのカン1

Q　くだ2

8　気管2　水道管2　血管1　管理1
@　カン2
Q　くだ2

243関4　カン
@　　　　　せき

6　関係2　関簸2　カン2
S　大関1　せき3

6　関係3　関門1　関東1　カン1
S　関所2　せき2

244歓5　カン
@　　　　　　N

8　歓迎6　カン1　カンキャクのカン1
Q

8　歓迎5　歓声1　歓送会1　カン1
Q

245　臣を　　　カン　　　皿

@　　　　　その他
7　監督6　カン1
P　イッパンのパン1

9　監督4　監視3　カン2
P　ラン1

常用漢字の読み反応表　265



中　1 高 1

醤 2

246 緩 カン 4 緩和2 緩慢2
ゆるい

ゆるやか 1 ゆるやか1

ゆるむ

ゆるめる

その他 1 エ．ン1 3 エンジョのエン1 カンダンのダン1

あたたかい1
鐸 9 2

247 憾 カン 1 カン 1 遺憾1
醤 9 9

248 還 カン 8 カン1 カンキュウのカン3　カンケ 7 返還4 帰還1 カン2
イのカン1 カンナナのカン2　ジュ

ンカンのカン1

かえる 1 かえる1
N 2 2

249 館3 カン 7 体育館3 図書館2　赤羽会館1　カ 4 図書館3 映画館 1

ン1

やかた 3 やかた 3 5 やかた5
N 1

250 環 カン 6 環境2 環状玉　環七1　環太平洋山 10 環境7 循環1 カン2
系1 カン1

N 4

251 簡6 カン 8 簡単4 簡潔3　カン1 10 簡単7 簡潔1 簡略1　カンビのカ

ン1

その他 1 簡単のタン1
N 1

252 観4 カン 9 観察5 観1貝“　1　　　観客　　1　　　養見客席　　1 10 観察7 観覧2 観客1
観戦1

蔑 玉

253 艦 カン 5 戦艦1 カン2　ズカンのカン1　カ 10 戦艦4 艦艇2 艦船1　潜…水艦1
ントクのカン1 軍艦1 カン1

その他 2 イッパンのパン1　パン1
N 3

254 鑑 カン 7 鑑賞3 図鑑1　カン3 9 鑑賞4 麟鑑2 鑑鴉1　カン1　カ
ンランのカン1

かがみ 1 かがみ1
N 3

255 丸6 ガン 1 弾丸1 1 砲丸1
まる 5 まる5 8 まる8
まるい 3 まるい3 1 まるい1

まるめる 1 まるめる1

256 含 ガン 4 含有3 含量1
ふくむ 1 ふくむ1 6 ふくむ6
ふくめる 1 ふくめる1
その他 1 コ1
N 7

257 岸3 ガン 5 海岸4 西海岸1 2 海岸2
きし 4 岸辺2 きし2 8 川岸2 岸辺1 きし5

その他 1 き1
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中　1 高　1

258岩3　ガン
@　　　　　いわ

2　岩石1　摩壁1
W　いわ8

5　岩石5
T　いわ5

259眼5　ガン
@　　　　　ゲン
@　　　　　まなご
@　　　　　豊
@　　　　　その他

6　眼科4　双胴鏡1　ガン王

R　め3
P　ねむる1

8　眼科6　眼球2

P　め1
P　ねむる1

260頑　　ガン
@　　　　　その他

@　　　　　N

3　頑張る2　ガンボウのガン1

P　ころ1
U

8　頑張る4　頑閲3　ガン1

Q

261顔2　ガン
@　　　　　かお

1　洗顔玉

X　笑顔1　かお8
3　顔碕1　顔料1　洗顔1
V　かお7

262願4　ガン
@　　　　　ねがう

4　願望3　ガン1
U　ねがい1　ねがう5

5　　　願書2　　　原嚢望2　　　£島願　1

T　ねがう5

263企　　キ
@　　　　　くわだてる
@　　　　　その他

@　　　　　N

4　企画3　キ1

Q　ショ1　ふくむ1
S

10　企画6　企業4

264危6　キ
@　　　　　あぶない
@　　　　　あやぶむ
@　　　　　その他

3　危険2　キ1
U　あぶない6

P　危険のケン1

7　危険7
R　あぶない3

265机6　キ　　　　　　つくえ

@　　　　　その他

10　つくえ10

2　机上2
V　つくえ7
P　タクジョウのタク1

266気1　キ

@　　　　　ケ

10　気力2　空気2　気候三　気持1　元

@　気1　気使う1　キ2
7　気持3　元気1　空気1　気分1　蒸

@気1
R　気配3

267岐　　キ
@　　　　　その他
@　　　　　N

2　美岐子1　キ1
P　えユ
V

5　岐阜2　分岐1　キ2
Q　隠破のお1　とうげ1
R

268希4　キ 10　希望9　キセキのキ1 10　希望10

269忌　　キ
@　　　　　いむ
@　　　　　いまわしい
@　　　　　その他

@　　　　　N
1　オンチュウのオン1
X

4　　　三三回忌　1　　　忌弓　1　　　キ　2

P　いむ1

P　モ1
S

270汽2　キ
　　　　　　　　　巳
P0　汽車7　汽笛1　キカンシャのキ2 10汽車8　汽船1　キカンシャのキ1

271奇　　キ 10　奇跡2　奇妙1　奇遇1　奇術1　キ
@　3　ヨウキのキ1　キフのキ1

10　奇怪3　　奇術1　　奇跡1　　奇妙1　　奇

@　想1　奇数1　キ1　キセイチュウの

@　キ1

272祈　　キ　　　　　　いのる

@　　　　　その他
@　　　　　N

5　いのり1　いのる4
P　ねがう1
S

1　祈願1

U　いのる6
R　ねがう2　ねがい1
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273 季4 キ 10 季節10 10 季節8 四季2

274 紀4 キ 10 紀行1 紀行文1　紀元前1　紀州1 10 紀行文3 紀ラ看　2　　　世紀　1　　　紀そテ　1

世紀1 ジュラ紀1　キ4 紀文1 キ2

275 軌 キ 1 キ1 5 軌道5
その他 2 ジン1 キュウ1
N 9 3

276 既 キ 1 既婚1

すでに 7 すでに7
その他 1 ガ1 1 ついに 1

N 9 1

277 記2 キ 10 B記3 記録2　記憶1　記者1　速 10 記録3 日言己3　　言己事2　　言己載1　　書

記1 下記1　キ1 記1
しるす

278 起3 キ 2 起床2 7 起床5 起伏2
おきる 7 おきる7 3 おきる3

おこる 1 おこる1
おこす

279 飢 キ 1 飢鰹1
うえる 4 、　　　　、

ﾂ凡玉 うえる3 8 飢死1 うえる7
その他 1 はだ1
N 6

280 鬼 キ 1 鬼才1
おに 8 おに8 9 おに9
N 2

281 帰2 キ 5 帰宅3 帰国1　回帰線1 5 帰国2 帰省1　帰郷1　帰化1
かえる 5 かえり1 かえる4 5 かえる5
かえす

282 基5 キ 8 基地5 基礎2　基礎体力1 9 基礎4
P
基地2　基本1　何基1　キ

もと

もとい

その他 2 はか2 1 はか1

285 寄5 キ 2 寄付2 3 寄生虫 1　キ1　キセキのキ1
よる 5 よる5 6 寄り合い1 年嵜り1　よる4
よせる 2 よせる2 1 よせる 1

N 1

284 規5 キ 8 規則8 10 規則3 規定2　規模2　定規2　規
制1

その他 2 規則のソク1 つき1

285 喜4 キ 2 喜劇1 喜怒哀楽1 2 喜色1 歓喜1

よろこぶ 7 よろこび1 よろこぶ6 8 よろこぶ8
その他 1 ゼンアクのゼン1

286 幾 キ 2 キ2 4 幾何学2 幾何1　キ1
いく 6 幾分1 幾度1　いくつ4
醤 8

287 揮6 キ 5 指揮4 発揮1 9 指揮6 発揮3
その他 3 指揮者のシ 1　グンタイのグン1　て

る玉
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穀 2 1

288期3　キ

@　　　　　　＝ゴ

10　　一学其冠　3　　　其月ぞミ≒…2　　　其霊1【i墨」　2　　　i｝寺｝ミ月　2

@　三学期玉
10期阪3　期末1　期待1　一学期1
@　期間1　期日1　時期1　サ・ゴキのキ

@　1

289棋　　キ
@　　　　　その他
@　　　　　　N

1　キ1
P　はた1
W

7　将棋4　キ2　コッキのキ1
Q　将棋のショウ1　ショウ1
P

290貴6　キ　　　　　　　たっとい

@　　　　　　とうとい

@　　　　　たっとぶ
@　　　　　　とうとぶ

@　　　　　　N

8　貴族2　糞魏1　貴公子1　キ4

P　とうとい1

P

10貴族4　高貴3　貴金属1　キ2

291棄　　キ
@　　　　　　その他

@　　　　　　N 10

8　放棄6　棄権1　廃棄物1
P　放棄のホウ1
P

292旗4　キ
@　　　　　　はた

2　国旗2
W　はた8

3　国旗2　優勝旗1
V　はた7

293器4　キ
@　　　　　　うつわ

8　楽器3　食器3　キ2
Q　うつわ2

1　器具1
X　うつわ1

294輝　　キ
@　　　　　かがやく
@　　　　　その他
@　　　　　　翼

6　かがやく6

P　ひかる1
R

8　かがやく8

Q　ひかる2

295機4　キ　　　　　　　はた 10機械10 10機械10

296騎　　キ

@　　　　　　N

8　　　彗奇馬単蛇4　　　馬奇士3　　　キ　1

Q

10　騎馬5　騎士2　騎兵1　一騎1　キ

@　1

297技5　ギ　　　　　　わざ

@　　　　　その他
@　　　　　　N

5　技術4　競技1
Q　わざ2
R　シ1　えだ2

6　技術4　競技1　国技館1
Q　わざ2
P　えだ玉
P

298宜　　ギ
@　　　　　　その他

@　　　　　　N

2　センゲンのセン1　センゲンのゲン1

W

3　便宜1　ギ2
S　センデンのセン2　ベンショウのべン

@　1　のたまう1
R

299偽　　ギ　　　　　　　いつわる　　　　　　　にせ

@　　　　　　その他

@　　　　　　N
3　コウイのコウ1　ため2
V

4　偽造1　偽善1　ギ2
R　いつわり2　いつわる1

Q　コウイのイ1　こがわせのかわせ1
P

300欺　　ギ
@　　　　　あざむく
@　　　　　　その他

@　　　　　　製 10

3　詐欺3

P　だます1
U

301義5　ギ 10　義理1　正義1　民主主義1　ギ6
@　カイギのギ1

9　義理3　正義2　忠義1　民主主義1

@ギ2
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N 1

302 疑6 ギ 10 疑問lo 9 疑問7 疑惑2
うたがう

その他 1 うらぎる1

303 儀 ギ 8 ギ8 9 儀式2 地球儀2 礼儀1　行儀1
ギ3

N 2 1

304 戯 ギ 7 遊戯3 戯曲2　ギ2
たわむれる

その他 2 うそ2 1 おとぎ1
翼 8 2

305 擬 ギ 6 擬人法 1　ギ2　シッギのギ1　カイ 6 擬態1 ギ3 ギモンのギ1　ギワク

ギのギ1 ギモンのギ1 のギ1

その他 3 うたがう 3

N 4 1

306 犠 ギ 2 ギ1 コンギのギ1 8 犠牲7 ギシキのギ1
N 8 2

307 議4 ギ 10 議長3 会議2　議題1　議事堂1 10 会議6 抗議2　議会玉 ギ1
国会議員1 ギ2

308 菊 キク 10 菊科1 キク9 10 野菊1 キク9

309 吉 キチ 8 大吉3 キチ5 9 大吉3 大安吉β1 吉日1　キチ4
キツ 1 吉報

よし 2 吉田1 よし1

一
310 喫 キツ 3 喫茶店2 喫茶1 8 喫煙4 喫茶店2 喫茶1　キツ1

その他 4 喫茶店のサ2 キンエンのキン2 1 すう1
賛 3 1

311 詰 キツ

つめる 2 つめる2 10 缶詰3 つめる7
つまる

つむ

その他 1 むすぶ 1

醤 7

312 却 キャク 1 キャク1 10 返却4 消却2 売却玉　忘却1
キャク2

N 9

313 客3 キャク 10 客聞1 来客1　キャク8 10 来客2 観客1　客入1 キャク6
カク

314 脚 キャク 7 二人三脚 2　一脚1　脚本1　キャク 7 脚下1 失脚1 飛脚玉　四脚1
3 キャク3

キャ

あし 1 あし1 3 あし3
N 2

315 逆5 ギャク 8 逆転2 ギャク6 10 逆流1 逆転1 ギャク8
さか 2 逆立ち1 さかさ1
さからう

316 虐 ギャク 6 虐殺2 虐待2　残盧2
しいたげる
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その他 3 とら2 コウ1
N 7 4

317 九1 キュウ 9 キュウ9 6 キュウ6
ク 1 ク1 4 九九2　九月1　く1
ここの

ここのつ

318 久5 キュウ 5 永久2 キュウ3 5 永久4　キュウ1
ク 1 久保1

ひさしい 4 久しぶり1 ひさしい3 4 ひさしい4
N 1

319 及 キュウ 3 普及3
およぶ 6 およぶ6
および 2 および2
およぼす 1 およぼす1

その他 4 オウ1
P

あつかう1　ふたたび1　の

N 4

320 弓6 キュウ
1 弓道1

ゆみ 9 弓矢2 ゆみ7 9 弓矢3　ゆみ6
その他 1 弓矢のや 1

321 丘 キュウ 1 丘陵1

おか 10 丘の上1 おか9 9 向丘1　おか8

322 旧5 キュウ 10 旧式1 1漏日1　キュウ8 10 新旧2　旧暦1　旧友1
キュウ5

323 休1 キュウ 5 休憩3 休B2 7 休憩3　休息1　休日1　休1
休さん1

やすむ 5 やすむ5 3 やすむ3

やすまる

やすめる

324 吸6 キュウ
3 吸収2 呼吸1 6 吸収3　呼吸3

すう 7 すう7 4 吸う4

325 朽 キュウ 2 不朽1　老朽1
くちる 2 朽ち果てる1　くちる1
その他 1 たくみ1 2 コウミョウのミョウ1　たく6
N 9 4

326 求4 キュウ 2 求人2
もとめる 10 もとめる10 8 もとめる7　もとむ1

327 究3 キュウ 8 研究7 キュウ1 10 研究10

きわめる

その他 1 研究のケン1
N 1

328 泣6 キュウ 1 号泣1
なく 9 なく9 8 なく8

その他 1 つぶ1 1 なみだ1

329 急3 キュウ 3 急嗣1 特急1　キュウ1 8 特急4　急速1　キュウ3
いそぐ 7 いそぐ7 2 いそぐ2

330 級3 キュウ 10 学級4 学級委員1　階級1　四級1 10 級友3　学級3　一級1　キ5
キュウ3

旧道1

キュウ3
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331 糾 キュウ

その他 4 ゼッキョウのキョウ1 キョウダンの

キョウ1 フンキョウのキョウ1　き
ずな王

N 10 6

332 宮3 キュウ 2 宮殿2 4 宮殿2 王宮1 キュウ1
グウ 1 神宮1 2 神宮1 八幡宮1
ク
み
や 6 みや6 4 お宮様1 みや3
その他 1 エイギョウのエイ1

333 救4 キュウ 4 救助2　救援1　救出1 6 救助2 救磁2　救済1 救援1
すくう 5 すくう5 4 すくう4
N 1

334 球3 キュウ 8 野球4　野球場1　地球1　半球1 8 野球3 球技1　白球1 地球1　庭
キュウ1 球1 キュウ1

たま 玉 たま玉 工 たま1
醤 1 1

335 給4 キュウ 玉0 給食9　給料1 10 給食5 給料4　時給1

336 窮 キュウ 7 窮地2 貧窮1 窮屈1　窮乏1
キュウ1 キュウコンのキュウ1

きわめる

きわまる

翼 10 3

337 牛2 ギュウ 4 隼乳1　牛肉1　ギュウ2 1 牛車1
うし 6 うし6 8 うし8
ギッ 1 牛車：1

一
338 去3 キョ 4 去年2　死去1　キョ1 4 去年2 死去2

コ 1 過去1 3 過去3
さる 4 さる4 3 さる3
その他 王 ホウ1

339 巨 キョ 9 巨入6　キョ3 10 巨入7 巨大2　巨額1
N 1

340 居5 キョ 5 住居4　キョ1 2 住居2
いる 2 居候1　いる1 7 麗問2 属場所1 いる4
その他 1 佐居のジュウ1 1 ザッコのコ1
鼓 2

3岨 拒 キョ 3 拒絶1　拒否1　キョ1 7 推否4 拒絶3
こばむ 2 こばむ2
その他 1 ヒ1
N 6 1

342 拠 キョ 2 根携1 キョ1
コ 2 証拠2 4 証拠4
その他 3 証処のショウ1　ショリのショ1 1 ショりのショ1

ショケイのショ1
醤 5 3

343 挙4 キョ 6 選挙6 8 選挙7 検挙1
あげる 1 あげる1 1 あげる1
あがる

その他 2 テッケンのケン1　ケン1 1 ケントウのケン1
N 1
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344虚　　キ・　　　　　　　コ

@　　　　　その他

@　　　　　　N

1　キョ1

Q　うそ1　とら1

V

5　キョ4　キョクウのキョ1
P　虚窒1

R　コウリョのリョ1　ハイリョのリョ1

@　リョ1
P

345許5　キ・
@　　　　　　ゆるす

@　　　　　　N

1　免許1
W　ゆるす8
P

5　許可4　免許エ

T　ゆるす5

346距　　キ・　　　　　　　N 5　距離3　キョ2
T

10　距離10

347　魚2　ギョ　　　’b、、

@　　　　　　うお

@　　　　　　さかな

1　ギョギョウのギョ1

X　さかな9

2　魚類1　ギョギョウのギョ1

W　さかな8

348御　　ギ・　　　　　　　ゴ

@　　　　　おん
@　　　　　お
@　　　　　π

7　御用2　ゴ5

P　お1
Q

1　御意1
S　　　f卸恩2　　　徒口前　1　　　ゴ1

S　御徒町1　お3
P

349漁4　ギ・
@　　　　　　リョウ
@　　　　　　その他

5　漁業3　ギョ2
S　漁師1　リョウ3
P　さかな1

3　漁業2　漁場1
V　　　漁臼痴　1　　　大漁　1　　　リ　ョ　ウ　5

350凶　　キ・ウ
@　　　　　その他
@　　　　　　N

7　凶器3　大凶2　キョウ2

P　ク1
Q

9　凶器2　凶悪1　凶暴1　キョウ5

P

351　　丑4　　キョウ　　　ノ、

@　　　　　　とも

@　　　　　　鐸

8　共『司4　　共犯1　共立1　キョウ1

@　テイキョウのキョウ1

Q　とも2

9　共同7　キョウ2

P

352　0斗　　　キョウ

@　　　　　　さけぶ

@　　　　　　N

1　絶叫1

Q　さけぶ2
V

2　絶叫2
W　さけぶ8

353狂　　キ・ウ
@　　　　　　くるう

@　　　　　　くるおしい

@　　　　　その他
@　　　　　　醤

1　キョウ1
T　くるう5

P　モウi
R

6　購入2　狂気1　熱狂1　キョウ2
S　くるう4

354京2　キョウ
@　　　　　　ケイ

10　京都6　東京2　　キョウ2 10　京都5　東京2　上京1　キョウ2

355享　　キ・ウ
@　　　　　　その他

@　　　　　　N

3　リョウ1　テイ玉　みつ1

V

1　享楽1

V　リョウテイのテイ2　テイ3　リョウ
@　1　とおる1
Q

356供6　キョウ
@　　　　　　ク
@　　　　　　そなえる

@　　　　　　とも

@　　　　　　N

5　提供4　キョウドウのキョウ1
P　供養1

R　子ども1　とも2
P

5　提供4　キョウ1

R　供え物1　そなえる2
Q　子供2

357協4　キ・ウ
@　　　　　その他

9　協力8　キョウ1
P　協力のリョク1

10　協力8　協定1　協同1
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358 況 キョウ 1 実況1 8 実況4 状況3 キョウ1
その他 1 どる1 1 ゲンジョウのジョウ1
N 8 1

359 峡 キョウ 1 キョウ1 6 海峡2 キョウ4
その他 2 サヤマのサヤ1　キョ1 3 ケイコクのケイ2 ハケ1
醤 7 1

360 挟 キョウ 2 キョウ1　カイキョウのキョウ1
はさむ

はさまる

その他 2 せまい1　とる1 8 せまい7 フ1
N 6 2

361 狭 キョウ 1 カイキョウのキョウ1 1 カイキョウのキョウ1

せまい 2 せまい2 9 せまい9
せばめる

せばまる

さ 王 狭出王

｝醤 6

362 恐 キョウ 3 恐怖3 6 恐怖5 恐竜王

おそれる 1 おそれる1 1 おそれる 1

おそろしい 4 おそろしい4 2 おそろしい2
その他 1 恐怖のフ1 1 こわい1
N 1

363 恭 キョウ 4 恭子1　キョウ3 6 恭子1 キョウ5
うやうやしい 1 うやうやしい1

その他 1 そめる1 1 したう1
N 4 3

364 胸6 キョウ 2 胸囲2 4 胸囲2 度胸2
むね 7 むね7 6 むね6
むな

醤 1

365 脅 キョウ 1 脅迫1
おびやかす 1 おびやかす 1

おどす 2 おどす2
おどかす 2 おどかす2
その他 2 脅威のイ 2

N 10 2

366 強2 キョウ 5 強力1　強弱1　勉強1　キョウ2 6 強コウ2 強弱2 強烈1　強岡1
ゴウ 2 強引1　強盗1
つよい 2 つよい2 3 つよい3
つよまる

つよめる

しいる 1 しいる1

その他 1 ちから1

367 教2 キョウ 7 教室2　教師1　教育1　宗教1　教 9 教師6 宗教1 教育1　国語教育1
授1　教科書1

おしえる 3 おしえる3 1 おしえる1
おそわる

368 郷6 キョウ 3 郷里2　故郷1 4 故郷3 郷里玉
ゴウ 7 本掲1　ゴウ6 6 本郷1 郷里1 ゴウ4

369 境5 キョウ 2 キョゥ玉　ボウエンキョウのキョウ1 4 境界3 国境1
ケイ 1 境内1
さかい 5 さかい5 5 さかい5
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驕
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謝
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中　1 高　1

382 極4 キョク 10 北極7　南極3 7 北極4 南極2 大極拳1
ゴク 1 至極1
きわめる 2 きわめて王 きわめる1

こわまる

きわみ

383 玉2 ギョク 4 宝玉1　紅玉1　ギョク2 4 珠玉1 紅玉1 ギョク2
たま 6 たま6 6 たま6

384 斤 キン 1 一斤二斤1 2 ～斤2
その他
m 1
8

おる1

4
4

セキ1 かた1 せり1　おの1

385 均5 キン 9 平均7　均等1　キン1 9 平均7 均一2
その他 1 平均のヘイ1 1 均等のトウ1

386 近2 キン 5 近視3　近所2 4 近視1 近況1 近親1　細繭1
ちかい 5 ちかい5 6 ちかく3 ちかい3

387 金1 キン 5 金銀1　　金曜日1　　キン3 7 金銭2 金属1 金銀1　金曜日1
キン2

コン

かね 5 小金1　お金1　かね3 3 お金2 かね1
かな

388 菌 キン 6 細菌1　徽菌1　殺菌1　殺菌効果1 7 菌類2 殺菌1 細菌1　キン2

N 4
キン2

3
ショクキンのキン1

389 勤6 キン 2 勤務2 8 勤務4 逓勤2 出勤1　勤労1
ゴン

つとめる 5 つとめる5 2 つとめる2
つとまる

j 3

390 琴 キン 3 木琴2 鉄琴1
こと

8
2

こと8

6
1

こと6

391 筋6 キン 7 筋肉6　腹筋1 9 筋肉8 背筋1
すじ 2 すじ2 1 一筋1
その他 1 セツ1

392 禁5 キン 8 禁止6　キン2 王0 禁止9 厳禁ユ

その他 2 キケンのキ1　ケンエンのケン1

393 緊 キン 7 緊急5 緊張2
その他
m 1
9

ケン1
玉
2

シキュウのシ1

394 謹 キン 1 キン1 6 謹賀丸年3 謹賀1 謹慎1　キン1
つつしむ
m 9 1

3

つつしむ1

395 襟 キン

えり 8 襟足1 襟元1 えり6
蕪 10 2

396 吟 ギン

m 1
9

ギン1

7
3

吟味7

397 銀3 ギン 10 銀行2　金銀2　銀貨1　ギン5 10 銀行2

唐S

金銀2 純金1　銀色1　ギ
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中　1 高　1

398区4　ク 10　区別1　北区1　ク8 10　00区4　区域2　区別1　区分1
@　ク2

399句5　ク

@　　　　　その他

9　句読点1　俳句1　文句1　語句1

@ク5
P　クンよみのクン1

10　俳句4　節句玉　文句1　語句1　ク

@　3

400苦3　ク
@　　　　　くるしい
@　　　　　くるしむ
@　　　　　くるしめる
@　　　　　にがい
@　　　　　にがる
@　　　　　その他

3　苦労2　苦情1
S　くるしい4
P　くるしむ1

P　くがい1

P　クロウ1

5　苦痛2　苦労2　若難1
S　くるしい4

P　とまこまいのこ1

401駆　　ク
@　　　　　かける
@　　　　　かる
@　　　　　その他

@　　　　　N

3　かける3

V

3　駆逐2　駆動1
S　かける4

P　かる1
P　チュウシャのチュウ1
P

402具3　グ 1G　道具6　嗣具1　文具1　絵の具1
@　具体的1

1G　道具4　絵の具2　家具1　用具1
@　具合1　グ1

403愚　　グ
@　　　　　おろか
@　　　　　その他
@　　　　　醤 10

3　愚問1　愚痴1　グ1
R　おろか3

P　グウ1
R

404空1　クウ
@　　　　　そら
@　　　　　あく
@　　　　　あける
@　　　　　から

3　空気1　窒間1　クウユ
U　胃空1　大空1　そら4

P　から1

2　空腹1　航空機1
V　青空2　大空1　そら4

P　から1

405偶　　グウ
@　　　　　その他
@　　　　　赫

9　　　｛琴｝然5　　　｛記数2　　　土f禺2

P

9　偶然5　偶数2　土偶1　グウ1
P　すみ1

406遇　　グウ

@　　　　　N

3　境遇1　遭遇1　グウゼンのグウ1

V

8　遭遇2　待遇1　冷遇玉　グウ2　グ
@ウゼンのグウ1　グウスウのグウ1
Q

407隅　　グウ
@　　　　　すみ
@　　　　　N

5　グウスウのグウ2　グウゼンのグウ3

P　すみ1
S

2　グウスウのグウ1　キグウのグウ1
V　隅田lll　3　すみ4
P

408屈　　クツ

@　　　　　その他

@　　　　　N

4　屈折1　屈辱1　退屈1　卑屈1

P　ほる1
T

7　屈折2　屈強1　屈託1　退属1　ク
@　ツ2
P　シツ1
Q

409掘　　クツ
@　　　　　ほる
@　　　　　その他

@　　　　　N

3　ほる3

V

3　発掘2　タイクツのクツ1
T　穴堀り1　ほる4
P　発掘のハツ1
P

410繰　　くる
@　　　　　ソウ　　　　　　｝

@　　　　　その他
@　　　　　醤

1　ソウサのソウユ

X

3　繰返す1　繰り言1　くる1
P　ソウ1
S　あやつる3　くむ1
Q
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中　1 高　1

411 君3 クン 4 諸君2　クン2 1 クン1
きみ 6 きみ6 9 きみ9

412 訓5 クン 10 訓練7　討珪読み1　クン2 9 謎練4 談読み3 特訓2

その他 1 訓練のレン1

413 勲 クン 1 クン1 4 勲章3 殊勲1

いさお 1 いさお1

その他 1 いさむ1 4 勲章のショウ1 ドウショウのドウ1

グン1 いさむ1
N 7 2

414 薫 クン

かおる 6 かおる6 10 かおり1 かおる9
冠 4

415 軍4 グン 10 軍隊2　軍人1　将軍1　グン6 10 軍隊6 空軍1 軍人1　グン2

416 郡4 グン 9 ○○郡1　グン6　グンマケンのグン 8 大郡1 市・郡1 ○○郡1　グン4
2 グンマケンのグン1

その他 i むれ1 2 むれ2

417 群5 グン 7 群馬2　群馬県1　大群1　グン2 7 群集6 群馬王

○○グンのグン1

むれる 1 むれる 1

むれ 2 むれ2 2 むれ2
むら 1 群がる1

418 兄3 ケイ

キョウ 2 兄弟2
あに 10 あに10 8 あに8

419 刑 ケイ・ 10 死珊3　潤務所3　刑事3　ケイ1 10 刑事4 死ヲ懇2 荊務所1　実制1
処刑玉 ケイ玉

420 形2 ケイ 3 形態1　圏i形1　モケイのケイ玉 2 形状工 形成1
ギョウ 玉 形相1
かた

かたち 7 かたち7 7 かたち7

421 系6 ケイ 9 太陽系4　系統1　ケイ4 10 系統4 系図1 系列1　家系1　体
系1 銀河系1 ケイ1

穀 1

422 径6 ケイ 7 直径2　半径2　ケイ2　シンケイの 8 直径6 半径2

ケイ1

その他 1 ユカイのカイ1 1 あやしい1
N 2 1

423 茎 ケイ 2 ケイ2 2 地下茎1 ケイ1
くき 2 くき2 7 くき7
N 6 1

遵24 係3 ケイ 1 関係1 2 係助詞1 ケイ1
かかる

かかり 8 かかり8 8 黒板係り1 かかり 7

その他 1 シソンのシ1

425 型4 ケイ 3 模型2　46ケイ（銃）1 1 典型1
かた 6 大型1　A型玉　かた4 8 1誼1液型2 木型1 かた5
その他 1 かたち1 1 かたち1
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中　1 高　1

426 契 ケイ 5 契約5
ちぎる 3 ちぎり2　ちぎる1
キツー 1 キッサテンのキツ1 1 キツエンのキツ1
その他 1 キンエンのキン1 1 ショウレイのショウ1
翼 8

427 計2 ケイ 10 計算7　計画玉　時計1　会言十1 10 計算5　　　言十器2　　　降寺言十1 計

イ1

はかる

はからう

428 恵 ケイ 5 ケイ5 5 恩恵4　ケイ1
工

めぐむ 3 めぐみ1　めぐみ2 5 めぐみ2　めぐむ2 めぐま
その他 1 もも1
N 1

429 啓 ケイ 4 ケイ4 10 拝啓6　ケイ4
その他 1 くちびる1
N 5

430 掲 ケイ 5 掲示3　掲示板1　ケイ1 6 掲示3　掲揚1 掲示板1
ケイ1

かかげる

その他 3 コウヨウのヨウ1 カッショ

1　カツ1
N 5 1

431 渓 ケイ 4 渓谷2　ケイ2
その他 1 コク1
N 10 5

432 経5 ケイ 10 経度2　神経2　経線1　経験1 ケ 5 経験3　　　経過　1　　　経7斐三1

イ3　チョッケイのケイ1
キョウ 4 お経3　キョウ1
へる

N 1

433 蛍 ケイ 2 蛍光2 5 蛍光4　蛍光灯i
ほたる ユ ほたる亙 4 ほたる4
その他 1 蛍光のコウ1
N 7

434 敬6 ケイ 9 敬諮5　敬老1　藤敬1　ケイ1 ケ 9 敬語5　敬老！　蓉敬1 ケ

イヨウのケイ1
うやまう 1 うやまう1
翼 1

435 景4 ケイ 7 風景5　脚気1　ケイ1 7 風景1　情景1　遠景1 百・

景1　景品！　ケイ1
け（しき） 3 景色3 3 3崇色3

436 軽3 ケイ 5 軽鷺2　ケイ3 3 軽快玉　軽重1 軽戦車1

かるい 5 軽井沢玉　かるい4 7 かるい7
かろやか

437 傾 ケイ 5 傾斜3　傾向1　傾国1
かたむく 1 かたむく1 5 かたむき3　かたむく 2

かたむける 1 かたむける1

その他 1 ころ1
N 7

438 携 ケイ 1 携帯1 4 携帯4

言卜量1　ケ

ケイズの

ケイ2

百｝黄1　背
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申　1 高　1

たずさえる 2 たずさえる2

たずさわる

その他 2 携帯のタイ2
N 9 2

439 継 ．ケイ 1 継続1 7 継続5　中継1 ケイ1
つぐ 1 つぐ1 玉 つぐ1
その他
ﾝ 2
6

ダン1　たつ1 2 継続のゾク1　つづく 1

440 慶 ケイ 7 慶応4　ケイ3 9 慶応4　重慶1 慶弔1　慶アン1
ケイ2

その他 1 めぐみ1
N 2 1

441 憩 ケイ 1 休憩1 3 休憩3
いこい 2 いこい2
　　、｢こつ
その他 1 いき1 4 キュウソクのソク4
N 8 1

442 警6 ケイ 9 警察7　ケイ2 10 警察7　警視庁2 警官1
その他 1 警察のサツ王

443 鶏 ケイ 2 養鶏1　鶏卵1
にわとり 6 にわとり6
とり 3 鶏肉1　とり2

一その他 2 はと1　うずら1 1 ヨウトンのヨウ1
R 5 1

444 芸4 ゲイ 10 芸術5　学芸1　民芸1　園芸1　隠 10 芸術4　芸能2 園芸1　芸当1　ゲ
し芸1　ゲイ1 イ2

445 迎 ゲイ 2 歓迎2 4 歓迎4
むかえる 5 むかえる5 6 むかえる6

その他
W 1
2

キャク1

446 鯨 ゲイ 1 捕鯨1
くじら 2 くじら2 8 くじら8

その他
m 1
7

こい1 1 さけ1

447 劇6 ゲキ 10 劇場3　演麟1　ゲキ6 10 劇場1　演劇1 喜劇1　ゲキ7

448 撃 ゲキ 4 衝撃1　撃退1　ゲキ1　ゲキトツの 9 射撃3　打撃1 弱繋亙　撃墜1　ゲ
ゲキ1 キ3

、つつ 1 、つつ1

その他
m 2
4

攻撃のコウ1　トウシュのトウ1

449 激 ゲキ 6 束巳激4　　　激多ミ　ユ　　　ゲキ　1 8 激戦1　激白1 激増玉　激怒1　激

流1　激突1　過激1 ゲキ1
はげしい
m

4 はげしい4 2 はげしい2

450 欠4 ケツ 10 欠席9　出欠1 9 欠席7　欠乏1 欠落1
かける 1 かける1
かく

荏51 穴6 ケツ 2 墓穴2
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中　1 高 1

あな

ｻの他

10 大穴1 あな9

7
1

落し穴1　あな6
hウクッのクツ1

452 血3 ケツ

ｿ 2
8

上血液2

ｿ8 6
4

撫液3　搬統1
ｿ4

山岨L1　充旺匪1

453 決3 ケツ

ｫめる

ｫまる 6
3
1

決定3

ｫめる3

決心2　決意1 10 決心3　決断2

?1　決して1
決：定2　判決1　決

454 結畦 ケツ

ﾞすぶ
艪､
艪墲ｦる

7
3

結婚3

ﾞすぶ3
結果2　結愁1　ケツ1

4
5
1

結果1　結婚1

ﾞすぶ5
艪､1

結団1　結託玉

455 傑 ケツ

ｻの他
m 1
9

傑作1

7
2
1

傑作6　豪傑1
�?のカイ1 ソウ1

456 潔5 ケツ

｢さぎよい

10 清潔8 簡潔1　ケツ1
8
2

清潔6　簡潔2
｢さぎよい2

457 月1 ゲツ

Kツ
ﾂき 3
7

月光2

獅a1

月曜日1

ﾂき6 2
8

月光2

ﾂき8

458 犬1 ケン

｢ぬ 2
8

犬歯1

｢ぬ8
猛犬1

2
8

犬歯1　土佐火1

｢ぬ8

荏59 件5 ケン 10 事件5 条件1　ケン4 10 事件7　条件1 物件1　ケン1

460 見1 ケン

ﾝる
ﾝえる
ﾝせる

5
5

見学3

ｩ事1
一見1　ケンリツのケン1

ﾝる4 6
4

見学3　見解1

ﾝる4
見物1　意晃1

461 券5 ケン 10 招待券2 前売券1　ケン7 10 入場券2　前売券 1　食券1　ケン6

462 肩 ケン

ｩた
m 9
1

かた9 1
9

双屑1

p書1　かた8

463 建4 ケン

Rン
ｽてる 4
6

建築2

囎ｨ1

ケン2

ｽてる5
4
1
5

建設1　建白ユ

囓ｧ1
囎ｨ1　たてる4

建立1　ケン1

464 研3 ケン
ﾆぐ
ｻの他 9
1

研究9

､究のキュウ1

10 研究10

465 県3 ケン 10 眼内1
V
神奈川嘱1　長野県1　ケン 10 埼玉県2　千葉県 1　県立ユ　ケン6

466 倹 ケン

ｻの他
m

ケン4

4
1
5

倹約2

ﾌケン1
ｯわしい1

ケンモンのケン1　ケンイン

467 兼6 ケン 4 兼業2 ケン2 6 兼業2　闇闇1 ケン1　ケンキョの
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中　1 高 1

ケン1 ケンギョのケン1

かねる 3 かねる 3 4 かねる4

その他
m 1
2

やす1

468 剣 ケン 9 剣道1 ケン8 7 剣道2 ケン5
つるぎ
m 1

3 つるぎ3

469 軒 ケン 7 一軒2 ケン5 9 一軒7 ケン2
のき

3

1 のき1

470 健4 ケン 10 健康8 ケン1　ケンセツのケン1 10 健康9 ケン1
すこやか

471 険5 ケン 7 保険2 探i険1　胃険1　ケン3 8 保険3 蔭険2 険悪1　ケン1　ケ
ンインのケン1

けわしい 1 けわしい 1 1 けわしい王

その他
m 1
1

探険のタ ン玉
1

472 圏 ケン 4 北極圏 2　大気圏1　ケン1 9 首都圏4 大気圏2　成層圏1　都市
圏1 圏内1

その他
ﾝ 1
5

カン1 1 まき1

473 堅 ケン 3 堅実2 ケン1
かたい
m 1
9

かたい1 7 かたい7

474 検5 ケン 10 検査6 検定1　ケン1　ボウケンの 10 検査8 検事1 ケン1
ケン1 ケンコウシンダンのケン1

475 嫌 ケン 1 嫌悪1
ゲン 1 気嫌1
きらう 5 きらい4 きらう1 5 きらい3 きらう2

いや 2 いや2
その他
m 1
4

ジョウ1
1

476 献 ケン 1 ケン1 4 献煎L3 献身1

コン

m 1
8

献立1 6 献立4 コン2

477 絹5 ケン
きぬ 7 絹糸1 きぬ6 10 きぬ玉0

その他
m 1
2

メン1

478 遣 ケン 3 派遣2 遣随使1
つかう 1 つかう 玉

つかわす

その他 2 イユ ズイ三 3 イショのイ1 イコツのイ1　イッシ

N 8 3

のイ1

嗅79 権6 ケン 9 権利7 ケン2 10 権利7 権力3
ゴン

m 1

480 憲6 ケン 9 憲法9 1Q 憲法10

のり 1 のり1

一
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ユ

ユ

1

2

1

1

の
ツ
メ

圃

ン
ケ

佃

ン
ゲ

ン
ゲ

凹
凹

現
表

ン
ゲ

た

5

イ

2

懸

1

1

2

1

2

1

1

か
一

ン
ケ

　
罫
ー
チ

山
岨

生
一

謝
夢
　
　
1

該
4

9

回
訓

原
草
　
　
玉

代
現

職
斗

高

劇
謙
鎚
論

競
ま

2
四
四
5
山
岨

2
命
懸
鉤
慰

2
　
1
　
7
気
来
と
元
元
も

陀
玄
6
米
玄

0
δ
　
1
　
4
　
2
語
語
う
葉
言
雷
い
雪
口

ン
ゲ
襯
楽
弦

灘
陶
脳
限

1
3
ろ
爆
ら
ひ
原
は
の
　
　
ま
1
3
し
理
原
ろ
原
野
ひ

3
実
現
4
在
現

姻
減
4
　
1
減
ン
増
ゲ

5
　
2
　
2
　
1
9
　
　
　
　
1

2
　
8

8
　
2

10

9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

2
　
1
　
7

2
U
　
り
0
　
1

10

3
　
1
　
4
　
2
10

9

3
　
6
　
1
10

7

沮

ゲ

ヒ

ユ

1

の

ン

限

ウ

ケ

無

ヨ

6

1

1

ツ

ヱ

5

1

ら

1

ン

1

カ

ヒ

験
経

1

ン
ゲ

糠
指

は

現
娼

ゲ
の

中

2
　
　
　
　
ー
ン
　
　
　
ン
ケ
　
　
カ

　
罰
　
ぬ
　
カ
2
　
ー
ン
ま
ケ
か

　
彊
　
抽
1
の
鏡
鏡
鍛
駁
－
手
　
　
f
顕
顕
ビ

4
験
実
4
験
試

命
濾
梶
2
命
懸

1
　
　
　
　
5
竃
　
　
と
元
　
　
も
2
　
1
　
1
気
旦
元
一
7
5
元
根

1
0
し
跳
潔

脚
玄
3
関
1
玄
イ

誰
宣
n
乙
　
－
λ
　
ρ
0
語
欝
う
露
遺
い

遍
ゲ
翻
楽
弦

組
限
　
　
3
1
　
　
　
る
－
界
1
ぎ
ン
隈
ン
か
ガ

－
償
票
　
つ
1
草
原
1
　
　
1
野
原
原
野

B
石
2
現
る
　
れ
4
わ
実
ら
現
あ

ツ
万
ゲ
勿
減

り
自
　
　
　
　
ー
　
ア

り
乙
　
3
　
E
J

10

1
　
3
　
　
　
　
ρ
U

節

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

3
　
ー
エ
　
ハ
0

10

O
J
　
l

3
　
1
　
4
∪

ζ
」
　
　
　
　
5

「
D
　
　
　
　
ら
δ
　
1
　
1

2
　
8

8
　
2

2

　
い
　
こ
他
ン
し
の
ケ
か
そ
N

　
他
ン
の
ケ
そ
醤

ン
ゆ
ケ
ま
鐸

　
他
ン
の
ケ
そ
　
　
醤

ン
ン
ケ
ゲ

　
　
る
る
ン
　
　
け
か
ケ
ケ
か
か
醤

ン
　
ン
と
ゲ
ガ
も

　
し
　
ろ
他
ン
ぼ
の
ゲ
ま
そ

　
他
ン
の
ゲ
そ

ン
　
ン
・
つ
と
ゲ
ゴ
い
こ

ン
る
ゲ
つ
N

　
　
る
他
ン
　
　
ぎ
の
ゲ
　
　
か
そ
N

　
　
他
ン
ら
の
ゲ
は
そ

　
る
　
れ
す
　
わ
わ
ン
ら
ら
ゲ
あ
あ

ン
ゲ

4

2

3

5

2

5

5

賢

謙

繭

顕

験

懸

元

幻

玄

言

弦

限

原

現

減

⑱

魏

娚

捌

鰯

鰯

………

柵

捌

鵜

蝦

魏

螂

姻

螂
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中　1 高 1

へる 6 へる6 3 へる3
へらす

その他 2 ゼンメツのメッ1　やせる1

496 源6 ゲン 3 ゲン3 4 資源2 源氏1 電源1
みなもと 7 みなもと7 6 みなもと6

497 厳6 ゲン 1 厳禁1 6 厳禁2 厳格1 厳密1　威厳1 厳

守1
ゴン

おごそか

きびしい 7 きびしい7 4 きびしい4
醤 2

498 己6 コ 4 自己2　自己紹介1　自己採点1 2 蜜己2
キ 1 知己1

おのれ 2 おのれ2 5 おのれ5
その他 1 のり1 工 オツ1
翼 3 1

499 戸2 コ 1 コ1 2 戸外2
と 9 と9 8 戸棚1 家の戸1 と6

500 古2 コ 2 古代2 2 古文1 古墳1

ふるい 8 ふるい8 8 ふるい8
ふるす

50玉 呼6 コ 6 点呼3 呼吸2 コ1
よぶ 10 よぶ10 4 よぶ4

502 固4 コ 5 固体4　コ1 3 固体2 閲形1
かためる 1 かためる1 1 かためる 1

かたまる 4 かたまる4 3 かたまる3
かたい 3 かたい3

503 孤 コ 3 孤独2　コ1 6 孤独3 孤立1 コ2
その他 1 孤独のドク1 3 狐独のドク1 きつね2
N 6 1

504 弧 コ 2 コ1　コドクのコ1 7 円弧1 コ6
その他 3 コドクのドク1　ドク1　ひきがね1 2 ゲン1 きつね1
醤 5 1

505 故5 コ 8 事故4　故郷3　コ玉 7 事故4 故障1 故意1　コ1
ゆえ 2 ゆえに2
その他 1 ついに1
蕪 2

506 枯 コ

かれる 6 枯葉5　かれる1 9 枯葉1 枯木1 かれる7
からす

その他 1 こがらしのこ1
馨 4

507 個5 コ 9 偲入6　一個2　コ1 10 細人8 一個1 何個1
その他 1 ダンタイのタイ1

508 庫3 コ 9 車庫4　倉庫4　文庫1 10 倉庫4 車庫4 金庫1　コ1
ク

魏 1

509 湖3 コ 1 コ1 2 湖畔1 湖沼1
みずうみ 7 みずうみ7 8 みずうみ8
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510雇 コ

やとう

その他

N

511誇 　
る
　
こコ
ほ
N

512鼓 コ

つづみ

その他
N

513顧 コ

かえりみる

その他

N

514　五1　ゴ
　　　　　　　いつ

　　　　　　　いつつ

515互 　
い
　
が
ゴ
た
N

516午2　ゴ
　　　　　　　その他

5玉7呉 ゴ

くれ

その他
N

518後2　ゴ
　　　　　　　コウ

　　　　　　のち
　　　　　　　うしろ

　　　　　　あと

519娯

520悟

521碁

おくれる

ゴ
醤

ゴ

さとる

コ
醤

522語2　ゴ
　　　　　　　かたる

　　　　　　　かたらう

523誤6　ゴ
　　　　　　　あやまる

　　　　　　　その他

申　1

1　とびらのと1
9

1　ほこり玉
9

2　太鼓のタイ2
8

10

10　ゴ10

王　ゴカイのゴ1

8　おたがい4　たがい4
1

IO　午前4　午後4　ゴ2

ゴ1

くれ1

あやまる1

3　午後2　ゴ1

7　あと7

10

5ゴ1五口計謬つ
」
　
－

空
る
悟
と
孫
さ

O
J
　
－

2　囲碁1　ゴ1
8

9国言吾5コ．4
1　かたる1

3　誤解3
6　あやまり2　あやまる4
1　誤解のカイ1

高　1

2　雇馬1　解雇1
5　やとう5

3

1　誇張1
9　ほこり5 ほこる4

10　太鼓8　鼓動1　鼓膜1

8　顧問5　回顧1　コ1　コヨウのコ1

1　やとう1
1

10　五月1　ゴ9

7　相互7
3　おたがい1 たがい2

9　午後6　午前3
ユ　正午のショウ1

5　呉服5
3　呉港1　くれ2

2

7
1
1

午後5　前後1　越後1
後援1

のち1

1　あと1

6女呉楽3コー2
4

3　孫悟空3

7　さとる7

9　囲碁4
1

ゴフクのゴ1

碁石2　ゴ3

1国
許
五
q

’…

h
1語熟3語国

14
る

語
た
言
か

Q
ソ
　
一

6　誤解5　ゴフクのゴ1
3　あやまり2　あたまる1

1
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申　1 高 1

524 護5 ゴ 7 保護5 看護婦1　弁護士1 9 保護4　援護2 救護1　養護1　護
衛1

N 3 1

525 口1 コウ

ク 1 口調1
くち 9 くち9 10 くち10

526 工2 コウ 8 工場4 工場（ば＞1　工業1　工芸1 8 二〔場4　工作2 工業2
コウ1

ク 2 工夫2 2 工央1　大工1

527 公3 コウ 10 公園8 公民館1　コウ1 7 公共2　公シ2 公園1　公務員1
公爵1

おおやけ 3 おおやけ3

528 孔 コウ 5 孔子2 コウ3 10 孔子2　気孔1 噴出孔1　鼻孔1
耳鼻咽孔1 コウ唾

その他 1 ギュウニュウのニュウ1
層 4

529 功窪 コウ 10 成功5 コウ2　コウゲキのコウ1 10 功労2　成功2 功績1　コウ2　コ

ク

コウ2 ウゲキのコウ2 コウリョクのコウ1

530 巧 コウ 1 コウ1 3 巧妙2　コウ1
たくみ 1 たくみ1 2 たくみ2
その他 2 オセンのオ玉 よごれる1 3 オセンのオ1 くちる2
N 6 2

531 広2 コウ 4 広大3 広遠1 2 広大2
ひろい 5 ひろ1 ひろい4 8 広島1　ひろい7
ひろまる

ひろめる

ひろがる

ひろげる

その他 1 ひろう1

532 甲 コウ 8 甲信越1 亀の甲1　コウ5　コウベ 10 甲乙3　帽子園 2　手の帯1　甲虫1
のコウ1 コウ3

カン

その他 1 もうしこみのモウ1
層 1

533 交3 コウ 8 交通5 交差点2　交代1 7 交通3　交番1 交換1　交流1　コ
ウ1

まじわる 2 まじわる2 3 まじわる3
まじえる

まじる

まざる

まぜる

かう

かわす

534 光2 コウ 2 日光1 月光玉 2 月光1　光速度 1

ひかる 2 ひかる2 2 ひかる2
ひかり 6 ひかり6 6 ひかり6

535 向3 コウ 2 向上1 方向1 1 方向1
向く 1 むく1 2 むく2
むける

むかう 5 むかう5 4 むかう4
むこう 2 むこう2 3 むこう3
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1
高

男
コ
の
ウ
彊
ケ
姐
良
1
　
4
心
む
3
奇
の
き
耳
こ
す
り
0
　
4
　
3

　
溜
4
　
つ
」
ウ
江
コ
入
4
　
6

如
專
　
玉
8
る
撃
め
攻
せ
O
J
　
－

　
5
2
に
　
　
　
　
1
新
ら
　
　
　
ン
更
さ
　
　
　
ビ
リ
6
　
【
」
　
　
　
　
　
　
　
1
　
2

2
福
幸
2
　
　
2
　
い
　
　
せ
4
わ
　
　
わ
幸
い
　
　
あ
不
さ
　
　
し
O
U
　
2
　
　
　
　
2

　
妃
　
酒
　
の
　
ク
　
汁
　
ホ
2
1
助
グ
　
の
ー
グ
同
盟
ン
ウ
拘
テ
ト
つ
0
　
3
　
　
　
　
4

郊
定
1
肯
せ
　
の
6
ね
定
ぽ
肯
せ
7
　
ユ
　
2

1
中

1
考
8
参
る
　
え
一
が
案
ん
考
か
2
　
8

　
粥
絹
　
　
5
1
1
　
　
輌
行
行
　
　
　
　
こ
幾
何
　
　
　
　
お
1
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

彊
コ
の
ギ
ウ
コ
帽
コ
4
　
　
　
　
6

兜
　
2
コ
　
　
　
る
　
　
茨
2
4
・
力
行
か
ん
孝
た
か
4
　
4
　
2

招
コ
2
抗
反
2
抗
抵
7
　
3

　
罰
2
め
ウ
せ
コ
　
一
5
手
撃
め
攻
攻
7
　
2
　
1

10

惣
肯
l
　
　
　
　
Q
ゾ

ウ
コ
え
江
鵬

ウ
コ
醤
抗
鵬
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中　1 高 1

550 侯 コウ 3 コウ3 4 諸侯1 コウホのコウ1 テンコウの
コウ1 キコウのコウ1

その他
m 7 1

5

そうろう1

551 厚5 コウ 1 コウ1 4 摩生2 潭顔無恥1 濃厚1
あつい 9 摩紙2　あつい7 6 あつい6

552 恒 コウ 6 恒星3 恒久2 恒例1
つね 2 つね2

一その他 4 いしがきのがき1　いたがきのがき1 2 タンセイのタン1 つねる1

製 4
がき1　かき1

2

553 洪 コウ 1 洪水1 10 洪水10

その他
m 5

4

洪水のズイ2　キョウ3

554 皇6 コウ 3 皇盾陛下1　皇帝1　皇居1 3 皇族1 皇帝1 皇太子1
オウ 7 天皇7 7 天皇7

555 紅6 コウ 2 紅白1　紅茶1 2 紅白2
ク 1 ク1
べに 5 口紅1　べに4 3 口紅1 べに2
くれない 4 くれない4

あかい 2 あかい2 1 あかい1

556 荒 コウ 3 荒野1 荒廃1 キョウコウのコウ1
あらい 8 荒川2　荒井1　あら2　あらい3 5 荒川3 あらい2
あれる 2 あれる2 2 あれる2
あらす

557 郊 コウ

m 2
8

郊外1　コウ1 10 郊外10

558 香 コウ 3 香水2　線香1 3 香料2 香水1
キョウ

か 1 か1
かおり 4 かおり4 6 かおり6
かおる 2 かおる2 1 かおる1

559 候4 コウ 10 気候8　コウ1　コウゴのコウ1 9 気候5 天候4
そうろう 1 　、　　　　　　　　　、

ｻつろつ1

560 校1 コウ 10 学校7　校歌玉　校舎玉　校庭1 10 学校8 校庭1 校則1

561 耕5 コウ 5 耕作2　耕地1　農耕1　コウ1 5 耕作4 耕地1
たがやす 3 たがやす3 5 たがやす5
その他
m 1

1

こやす1

562 航4 コウ 9 航海4　航路1　航空会社1　コウ3 10 航海5 航空2 航路1　出航1　密
航1

その他 1 クウコウのクウ1

563 貢 コウ 2 貢献1 コウ1
ク 1 年貢1 2 年貢1 グ1
みつぐ
m 9 2

4

貢ぎ物1 みつぐ1

564 降6 コウ 3 降水量3 4 降下1 降雨1 下降1　降参1
おりる 2 おりる2 1 おりる1
おろす

ふる 4 ふる4 5 ふる5
その他 1 タカヒロのタカ1

288　第9輩　児童・生徒の常用漢字習得塁



中　1 高　1

565 山局2 コウ

ｽかい

ｽか
ｽかまる

ｽかめる

4
4
1
玉

高位1　高温1　高度1　コウ1
ｽかい4
ｽか1
ｽかまる1

5
5

高山1　　高度1　　高層1　　コウ2

ｽかい5

566 康4 コウ

竄ｷ一

ｻの他
6
3
1

健康6

竄ｷ3
gヨトミヒデヨシのヨシ1

8
2

健康8

ﾆ綾1　やす1

567 控 コウ

ﾐかえる

ｻの他
m
4
2
4

控室1　ひかえる3

¥ンゴクウのクウ1　あき1 8
1
1

控室3　ひかえ2　ひかえる3
Nウシッのクウ1

568
苗
2
ノ
、 コウ

Iウ
ｫ
こ
そ
の
他 8
2

黄色6　き2

ｫいろ2

1
1
8

黄道1

ｩ色1
ｩ色8

569 慌 コウ

?わてる
?わただしい

ｻの他
m 2
8

あら1　あらい1
4
2
4

恐慌3　コウ1
?わてる2

?れる3　あらい1

570 港3 コウ

ﾝなと 3
7

○○港1　コウ2

ﾝなと7 1
9

横浜港1

ﾝなと9

571 硬 コウ

ｩたい
m 4
6

硬質2

3
7

動脈硬化1　硬派1　硬式1

ｩたい7

572 絞 コウ

ｵぼる

ｵめる
ｵまる

ｻの他

ﾝ 1
9

ぶんユ

2
3
2
3

絞殺1　コウソッのコウ1

ｵぼり1　しぼる2
ｵめる2

Jモンのモン1　さめこもんのさめ1
ｵばる1

573 項 コウ

ｻの他

m
4
3
3

項目1　コウ3 項目3　一項二二項1　　コウ5

574 溝 コウ

ﾝぞ
m
7
1
2

みぞのコウ1　コウ4　コウエンのコ

E1　コウザのコウ1

ﾝぞ1 1
9

海溝1

ﾝぞ9

575 鉱5 コウ

m 9
1

鉱由5　コウ3　コウダイのコウ1 10 謡扇7　鉄鉱1　鉱物1　炭鉱1

576 構5 コウ

ｩまえる
ｩまう
9
1

構造3　構成2　コウユ　コウザのコ

E3
ｩまえる1 9

1

構造4　構成1　構図1　コウ1　コ
Eギのコウ2
ｩまえる1

577 綱 コウ

ﾂな
ｻの他 3

2

つな3

ﾈわ1　つよし1
9
玉

つな9
?み玉

常用脳病の読み反応表　289



中　1 高 三

N 5

578 酵 コウ 8 発酵4 酵素3 コウ1
N 10 2

579 稿 コウ 2 原稿1 コウ1 8 原稿7 投稿1
N 8 2

580 餓5 コウ 6 興奮4 コウ2 6 興嚢2 新興1 復興1　コウ1　カ
ノ、

ンコウのコウ1
キョウ 4 興味3 キョウ1 3 興味3

おこる

おこす

その他 1 余興のヨ1

581 衡 コウ 2 均衡2
その他 5 ショウトッ2 ショウゲキ2　エイ1
N 10 3

582 鋼6 コウ 1 鋼鉄1 5 鋼鉄2 鉄鉱2 コウ1
はがね 1 はがね 1 2 はがね2

その他 5 テツモウのモウ1　テッジョウモウの 1 ドウ1

媛 3

ジョウ1 ドウ2　ゴウ1
2

583 講5 コウ 9 講義1 講談1　講演1　講堂1　講 10 講義2 講堂2 講習会1　講師1

N 1

社1 コウ3　コウセイのコウ1 講産1 講談社1 コウ2

584 購 コウ 8 購入5 講読1 購売部1　購売1
その他
m 2
8

おくる2

1
1

ノウニュウのノウ1

585 号3 ゴウ lo 番号3 一号3　二号1　僧号1　ゴ 10 号令3 番号2 一号2　ひかり号1
ウ2 ○○号 1　ゴウ1

586 A
2
P

ゴウ 2 合成1 ゴウ1 4 合格1 合力1 合理1　一合1
ガッ 2 合唱1 合体1 1 合唱1
カッ

あう 5 場合1 あう4 5 合図1 あう4
あわす

あわせる
m 1

587 拷 ゴウ 3 拷問3
その他 3 コウ3
鼓 10 4

588 剛 ゴウ 10 ゴウ10 8 金矧玉 岡猛1 ゴウ6
たけし 玉 たけし1
醤 1

589 豪 ゴウ 9 崇族4 豪邸1　豪華1　ゴウ3 10 嚢族3 豪邸2 馨…語1　蜜崇1　文

醤 1

豪1 豪快玉 ゴウ1

590 克 コク 1 コク1 4 克明2 克撮2
かつ 4 かつ4 5 かつ 5

一
暮

5 1

591 出
4
口

コク 10 報皆4 広吉2　予告1　宣告1　コ 7 告白1 告発1 予告1　被告1　密
ク2 告1 コク2

つげる 3 つげる 3
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1
高

　
口
　
た
2
　
1
谷
間
渓
谷
2
　
Q
Q

麹
彫
2
刻
一
6
　
削
刻
　
ざ
峙
　
　
き
｝
Q
4
　
　
　
1

ー
ム
　
Q
4
境
に
囲
く
i
　
Q
σ

痘
黒
2
　
7
板
ろ
黒
く
3
　
　
7

翅
コ
　
一
6
い
酷
ご
残
む
O
O
　
1
　
1

1
　
6
折
ね
1
骨
ほ
ツ
　
　
セ
ー
1
の
格
組
折
骨
骨
骨
2
　
7
　
1

　
知
撫
8
理
今
ま
今
古
い
1
　
1
　
8

卿
　
－
貧
　
　
ン
　
3
ナ
5
る
の
難
ま
難
困
こ
困
ρ
0
　
3
　
1

　
郁
　
ら
　
、
つ
2
　
桐
2
み
　
　
や
災
ら
　
　
ら
1
悔
う
　
　
う
2
　
6
　
　
　
　
ユ
　
一

1
中

切
だ
際
谷
1
0

剛
本
日
四
国
1
　
7
家
に
国
く
3
　
7

1
　
5
入
ろ
黒
く
　
　
2
1
1
い
板
黒
ろ
黒
白
く
り
乙
　
a
U
　
り
ゐ

列
コ
　
一
6
し
物
よ
穀
つ
7
　
1
　
り
均

醐
冷
酪
残
ワ
］
　
　
　
8

翅
ゴ
ー
　
ジ
7
の
獄
獄
地
価
Q
ゾ
　
一

9
仰
　
8
格
ね
骨
ほ
2
　
0
0

齢
こ
艦
漁
り
入
1
み
1
込
る
し
め
串
こ
「
D
　
1
　
　
　
　
4

記
今
衡
今
1
　
　
　
　
7
斐
　
　
ま
射
　
い
り
δ
　
　
　
　
7

　
4
4
る
難
ま
困
こ
4
　
4
　
　
　
　
2

コ
コ
卸
毘
8
　
　
　
　
2

制
ら
　
　
　
一
う
　
　
ね
1
　
　
　
　
1
　
8

囚
コ
㈲
離
却
婚
結
5
婚
結
Ω
0
　
ワ
9

ン
コ
N
婚
鰯

常用漢字の読み反応表　29｛



中　1 高　1

607混5　コン 8　混合3　混雑2　コン3 6　混合3　混瓶2　混雑1
まじる 2　まじる2
まざる 2　まざる2
まぜる

こむ一 1　こむ1
N 1

608紺　　コン 4　コン4 8　紺色2　濃紺1　コン5
その他 1　あまい1 2　あい1　むらさき1
競 5

609魂　　コン 1　闘魂1 1　霊魂1
たましい 7　たましい7 7　たましい7
その他 2　かたまり玉　みにくい1
N 2

610墾　　コン 6　墾濁3　開墾1　コン2
その他 1　開墾のカイ1
N 10 3

611懇　　コン 6　　懇談会1　　懇願1　　コン4

ねんごろ
N io 4

612左1　サ 3　左右3 4　左右4
ひだり 6　ひだり6 6　ひだり6
その他 1　みぎ1

613佐　　サ 10　佐賀1　佐々木1　佐藤2　サ6 10　佐官1　大佐1　佐藤1　宇佐見1
サ6

614査5　サ 9　調査7　検査1　捜査1 10　検査4　捜査3　調査2　審査1
その他 1　検査のケン1

615砂6　サ 5　砂漠3　砂糖2 2　砂丘1　砂塵1
シャ

すな 5　砂場1　すな4 8　すな8

616唆　　サ 3　示唆3
そそのかす

その他 2　サン1　シュン1
N 10 5

617差4　サ 10　差別4　大差1　サ5 10　格差1　誤差｝　差別1　サ7
さす

618詐　　サ 2　詐欺2
その他 2　ゆるす1　うったえる1 1　詐欺のギi
鐸 8 7

619鎖　　サ 5　鎖国4　サ1 7　鎖国3　連鎖2　封鎖1　鎖骨1
くさり 3　くさり3
翼 5

620座6　ザ 8　セイ座3　銀座2　座席1　座布団1 5　セイ座2　座鷹1　即座1　一座1
ザ1

すわる 2　すわる2 5　すわる5

62王才2　サイ 10　才能3　天才2　何サイのサイ1　サ 10・天才4　才能4　才女1　一サイのサ
イ4 イ1

622再5　サイ 7　　再会4　　再現玉　　再提出1　　サイ　1 9　再会3　再現2　再生1　再開1　再
度1　再起不能1
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1

紐

1

イ

サ

な

1

サ

上

の

1

1

最

イ
サ

1

掘
採

葉
つ

1

1
高

㌍
た
た
ふ

鐸
姫
－
　
　
い
7
　
　
わ
災
　
ざ
火
　
　
わ

郵
妻
1
　
0
0
婦
ま
夫
つ

組
　
　
－
獅
　
2
ン
　
2
る
フ
2
く
け
の
砕
だ
だ
砕
粉
く
く
粉

知
採
虫
昆
に
」
　
－
集
る
採
と

－
　
　
　
有
イ
　
　
　
　
　
　
セ
サ
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
イ
2
　
　
　
6
　
　
セ
斉
　
　
　
む
　
　
ツ
緻
　
　
す
　
イ

動
祭
3
　
　
　
　
4
U
祭
　
　
り
化
　
　
つ
文
　
　
ま

　
1
3
イ
藤
セ
斎
の
　
イ
5
セ
斎
ッ
書
イ

脚
細
　
　
　
　
4
　
3
　
　
　
い
2
い
　
　
　
か
細
そ
　
　
　
ま
繊
ほ
　
　
　
こ

高
最
衡
最
3
　
も
1
3
と
摺
初
っ
上
最
も
最

1

0
4
　
　
　
　
1

2
　
8

ハ
」
　
2
　
2
　
1
　
2
3
　
2
　
5
Q
ゾ
　
　
　
　
　
　
ー

7
「
　
ウ
9
　
1

9
　
1

3
　
　
　
　
　
　
ρ
Q
　
　
　
　
l

4
　
　
　
　
貧
）

8
　
1
　
1
3
　
3
　
　
　
　
　
　
4

6
　
4

ρ
U
　
3
　
1

サ

2

イ
ー
－

イ

1

ザ
イ

獅
人

サ
の
ン

イ
サ
の

ン
ザ
セ
の
　
イ

“
、

ン

1

ー
ザ

2

1
中

鵬
た
た
ふ

2
難
災
2
害
災
　
　
1
　
　
い
3
　
　
わ
災
1
ざ
火
イ
わ

　
列
　
ド
　
刀
8
の
ま
婦
つ
夫

d
ザ
ー
府
宰
太

酬勧

禰
サ
ー
　
　
　
　
7
祭
　
　
り
化
　
　
つ
文
　
　
ま

朽
サ

ね
サ
　
　
　
　
5
　
3
　
　
　
い
ー
い
　
　
　
か
胞
そ
　
　
　
ま
細
ほ
　
　
　
こ

　
な
　
麹
　
つ
　
菜
3
齢
　
才
菜
の
野
菜

有
サ
麹
｛
鰻
5
　
も
2
と
初
つ
最
も

3

9
　
　
　
　
1

8
　
9
臼

10

2
　
　
　
8

5
　
　
　
　
ー
　
バ
塗

ρ
0
　
　
　
　
　
　
4

4
　
1
　
り
0
　
ワ
臼

ρ
0
　
　
　
　
　
　
2
　
9
臼

9
0
　
　
　
　
7

＝
」
　
　
　
　
5

2
　
3
　
　
　
　
　
　
匡
」

3
　
ρ
0
　
1

【
」
　
5

　
び
　
た
　
た
サ
ふ

　
　
い
　
　
あ
イ
　
　
さ
サ
　
　
わ

　
　
他
イ
ま
の
サ
つ
そ

　
　
る
　
く
け
他
イ
だ
だ
の
サ
く
く
そ
N

　
他
イ
の
サ
そ
製

　
　
他
イ
　
　
の
サ
　
　
そ
N

　
る
　
ど
他
イ
ろ
の
サ
い
そ
N

　
　
他
イ
る
の
サ
と
そ
曇

　
　
　
　
す
他
イ
　
　
　
む
ま
の
サ
　
　
　
す
す
そ

　
る
眠
リ
イ
つ
つ
サ
ま
ま

　
他
イ
の
サ
そ
N

　
　
　
　
い
　
い
る
か
か
イ
そ
そ
ま
ま
サ
ほ
ほ
こ
こ

イ
サ
な
N

　
紬
イ
　
つ
サ
も
も
一

5
災

5
妻

砕

宰

栽

彩

5
採

6
済

3
祭

斎

3
細

4
菜

4
最

伽

晒

鱗

鰯

鯉

棚

伽

㎜

磯

磁

鵬

鰯

鵬

常用漢字の読み反応表　293



中　1 高 1

636 裁6 サイ 10 裁判5 洋裁2　裁判所1　サイバイ 10 裁半ll　5 裁縫1 体裁1 裁判所1
のサイ2 サイバイのサイ2

たつ

さばく

637 債 サイ 4 国債2 負債2
その他 2 セキ1 つける1 3 バイセキのセキ1 セキ1 つけもの

のつけ 1

N 8 3

638 催 サイ 4 主催3 開催1
もよおす 1 もよおす1 4 催物1 もよおし1 もよおす2
その他 1 ガン1 1 スイ1
N 8 1

639 歳 サイ 9 一歳3 何歳2　サイ4 9 一歳3 歳月1 歳末1 ○○歳1
サイ3

セイ

とし 1 とし1 1 とし1

一
640 載 サイ 3 連載3 6 連載3 記載1 転載1 搭載1

のせる 2 のせる 2

のる 1 のる1 2 のる2
N 6

641 際5 サイ 5 国際2 実際1　サイ2 9 国際7 際限1 サイ1
きわ 2 波打際1 きわ1 1 きわ1

その他 2 カンサツのサツ玉 まつり1
N 1

642 在5 ザイ 9 存在7 ザイ2 10 存在8 現在1 在学1
ある

その他 1 存在のソン1

643 材4 ザイ 10 材料4 材木4　材質1　ザイ1 10 材木6 材料2 水材1 ザイ1

644 剤 ザイ 9 防腐剤2 鎮静剤1　殺虫剤1　製剤 9 錠剤2 接着剤 1 防腐剤ヱ　洗剤1
士1 ザイ嘆 ザイ4

その他 1 イッサイのサイ1 1 サイ1

645 財5 ザイ 10 財産8 財宝1　ザイ1 7 財産3 財閥2 財力1 財政1
サイ 3 財’布3

646 罪5 ザイ 5 犯罪2 殺人舞 1　無罪1 罪人1
つみ 10 つみ10 5 つみ5

647 崎 さき 10 山崎1 さき8　ざき1 9 由崎3 川晦1 江崎1 さき4
醤 1

648 作2 サク 8 作文4 作物2　工作1　サク1 6 作文2 作物1 小作1 工作1　サ
ク1

サ 1 作業1 2 作法玉 作業1
つくる 1 つくる1 2 つくる2

649 削 サク 1 削減1
けずる 2 けずる2 9 けずる 9

醤 8

650 昨4 サク 4 昨日1 昨夜1　サク1　サクレツの 10 昨濤7 昨夜3
サク玉

きのう 6 昨日のきの3 昨日のき3
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中　1 高　｝

65ユ索　　サク
@　　　　　その他
@　　　　　N

2　イチ2
W

9　捜索5　思索2　索引1　索敵1
P　モ1

652策6　サク

@　　　　　その他

@　　　　　N

8　対策4　サク4

P　ケンチクのチク1
P

9　対策4　政策2　策謀1　策略1　サ

@ク1
P　きずく1

653酢　　サク
@　　　　　す
@　　　　　その他
@　　　　　N

8　す8
P　よう1
P

1　酢酸1

X　す9

654搾　　サク　　　　　　しぼる

@　　　　　その他
@　　　　　N 10

1　キュウ1
X

655錯　　サク　　　　　　N

10
7　錯覚4　倒錯1　サク2
R

656咲　　さく　　　　　　N 9　さく9
P

10　さく10

657冊6　サツ
@　　　　　サク
@　　　　　N

9　一冊3　何冊2　三冊1　サッ3

P

玉0　一冊8　侮冊1　サッ1

@　　，

658札　　サツ
@　　　　　ふだ

7　札束1　表札1　お札2　サツ3
R　ふだ3

6　札束1　表札1　千円札1　サツ3
S　名札1　ふだ3

659測4　サツ
@　　　　　する
@　　　　　N

9　印刷g

P

9　印刷9
P　する1

660殺4　サツ
@　　　　　サイ
@　　　　　セツ
@　　　　　ころす

7　殺人4　殺虫剤1　サッ2

R　ころす3

5　殺人2　殺意1　殺傷1　サツ1

T　ころす5

661察4　サツ
@　　　　　その他

9　警察6　観察2　サッl
戟@観察のカン1

10　観察6　警察4

662撮　　サツ　　　　　　とる

@　　　　　その他

@　　　　　N

1　撮影1
P　とる1
P　特撮のトク1
V

7　　　ま最影4　　　辱寺…撮2　　　サッ　1

R　とる3

663擦　　サツ

@　　　　　する
@　　　　　すれる
@　　　　　こする
@　　　　　醤

1　サツ玉

X

8　摩擦4　サッ2　カンサッのサツ1
@テイサツのサツ1

P　こする1
P

664雑5　ザツ

@　　　　　ゾウ
@　　　　　その他

8　雑誌3　複雑2　雑草1　ザッ2

D2　雑記のキ1　ゼツ1

9　複雑3　雑誌2　雑用2　ザッイのザ

@ツ2
P　雑布1

665　皿　　さら　　　　　　N 9　さら9
P

10　さら10

常用漢字の読み反応表　295



中　1 高 1

666 ご
1
一

サン 10 三匹1　サン9 1Q 三月1 三蔵1 サン8
み

みつ

みっつ

667 由1 サン 3 由脈1　火山1　蜜士由1 1 山脈1
やま 7 やま7 9 やま9

668 参4 サン 9 参加7　参拝1　参考1 7 参拝4 参加2 持参1
まいる 3 まいる3
ジン 1 人参1

『
669 桟 サン 2 桟橋1 サン1

その他 1 サク1
N 9 8

670 蚕5 サン 2 養蚕2
かいこ 7 かいこ7 5 かいこ5
その他 1 まゆ玉

醤 3 2

671 惨 サン 2 悲惨2 5 惨事1 悲惨1 凄惨1　サン2
ザン 2 無惨2
みじめ

その他 1 サイ1
赫 8 2

672 産4 サン 9 産業2　生麓2　お産1　サン4 9 生産6 塵業1 日産1　産婆さん1
うむ 1 うむ玉 1 うむ1
うまれる

うぶ

673 傘 サン 1 傘下1
かさ 10 かさ10 9 かさ9

674 散4 サン 7 散歩6　散乱1 6 散布1 散文1 散蹴1　解散1　拡
散1 サン1

ちる 2 ちる2 3 ちる3
ちらす 1 ちらばる1 1 ちらす1

ちらかす

ちらかる

675 算2 サン 10 計算5　算数4　サン1 10 算数5 計算4 演算1

676 酸5 サン 8 酸素3　二酸化炭素2　酸性1　硫酸 10 酸素2 酸性2 炭酸2　塩酸2　酸
1　サン1 素1 サン1

すい

N 2

677 賛5 サン 7 賛成4　賛歌1　賛否1　サン1 9 賛成7 賛歌1 賛美1
その他 2 キソクのキ1　かえる1 1 かえる1
N 1

678 残4 ザン 2 残金1　残業1 3 残飯1 残党1 ザン1
のこる 8 のこる8 7 居残り1 のこる6
のこす

679 暫 ザン 1 暫次1
その他 2 きる2
N 10 7

680 士4 シ 10 武士2　弁護士2　戦士1　シ5 10 武士5 同士2 兵士1　飛行士1
シ1
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中　1 高 1

681 子1 シ 2 子孫1　シ1 2 子孫2
ス 1 様子1
こ 7 子供5　こ2 8 子供7 こ1

682 支5 シ 7 支店4　支払い1　シ2 8 支橘4 支テン3 支払う1
ささえる 2 ささえる2 2 ささえる2
N 1

683 止2 シ 2 中止2 5 中⊥と3 停止1 制止玉
とまる 2 とまる2 1 とまる1

とめる 6 とめる6 4 滑り止め1 とめる3

684 氏4 シ 10 氏名4　00氏1　源氏1 シ3 シ 3 氏名1 アキノ氏玉 シ1
ミンのシ1

梶

うじ 7 うじ7

685 仕3 シ 9 仕事7　仕上がる1　シ1 9 仕事6 仕方2 シ1
ジ

つかえる 1 　、　　　　、

ﾂか凡る1
N 1

686 史4 シ 10 歴史4　史上2　世界史1 シ3 10 歴史9 日本史1

687 司4 シ 9 司会7　寿司1　シ1 7 司法2
Q

司会1 司教1　司

つかさ 1 つかさ1 2 つかさ2
その他 1 うかがう 1

688 四1 シ 2 シ2 4 三・四1 四国1 四季1
よ

よつ

よっつ

よん 8 よん8 6 四組1 よん5

689 市2 シ 8 市民1　00市1　都市1 シ5 4 市場2 市民1 シ1
いち 2 いち2 6 市場4 朝市1 イチ1

690 矢6 シ

や 9 矢印1　弓矢1　や7 10 弓矢5 や5
その他 1 うしなう1

691 旨 シ 1 シボウのシ1 6 要旨3 主旨1 シ2
むね

その他 1 ボウ1
N 8 4

692 死3 シ 8 死亡2　死困1　シ5 7 死亡1 死骸1 シ5
しぬ 2 しぬ2 3 しぬ3

693 糸1 シ

いと 10 毛糸1　いと9 10 いと10

694 至6 シ 2 夏至1 至極1
いたる 5 いたる5 8 いたる8
その他 2 トウ1　むろ1
N 3

695 伺 シ

うかがう 5 うかがう 5

その他 1 かう1

司書1　シ

シ1
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中　1 高 1

N 10 4

696 志5 シ 6 志望1　意志1　志村1　志茂1
Q

シ 1 意志1

こころざす 2 こころざす2 5 こころざす5

こころざし 2 こころざし2 4 こころざし4

697 私6 シ 6 私立5　シ1 6 私立3 私物2 私情1

わたくし 1 わたくし1 3 わたくし3

わたし 3 わたし3 1 わたし1

698 使3 シ 5 使用4　使者1 6 使者2 使屠2 シ2
つかう 5 つかう5 4 つかう4

699 刺 シ 1 シ1 1 刺激1
さす 5 さす5 9 さす9

ささる 1 ささる1

その他 1 たす1
N 2

700 始3 シ 4 始業式2　原始時代1　開始1 5 開始2 始業式2 始業1
はじめる 5 はじめる5 4 はじめる4
はじまる 1 はじまる1 1 はじまる1

701 姉4 シ 1 姉妹1 3 姉妹3
あね 9 あね9 7 あね7

702 枝 シ

えだ 7 えだ7 10 木の枝2 小枝1 えだ7
その他 1 ささえる1
N 2

703 祉 シ 3 福祉3 10 編祉10

その他 1 福祉のフク1
N 6

704 肢 シ 4 四肢1 シ3
その他 4 また3 わざ1
N 10 2

705 姿6 シ 1 容姿1 2 姿勢1 姿態1
すがた 9 すがた9 8 すがた8

706 思2 シ 2 不思議2 5 思想4 不思議1
おもう 7 おもう7 4 おもう4
その他 1 シン1 1 オンケイのオン1

707 指3 シ 2 揚定1　指紋1 1 指圧1
ゆぴ 8 ゆび8 9 指差す1 ゆび8
さす

708 施 シ 3 実施3 4 施設2 実施2
セ 1 せ1
ほどこす 2 ほどこす2
その他 2 ホウチのホウ1　セッビのセッ1 1 施設のセツユ
N 4 3

709 師5 シ 9 教師1　技師1　牧師1　師弟1 占 10 師匠2 恩師2 医師2　師団1　シ
い師1　シ3　シキョウのシ1 3

N 1

710 紙2 シ 1 和紙1 1 新聞紙1
かみ 9 かみ9 9 かみ9
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警

融

1

1

視
凝

鴻

2

資
投

1

1

1

シ

1

1

圭

購
業

9

詞
名

写
試

の
シ

料
資

示
指

塑

き

カ

高

{

郷
遠

さ
ら
む

肥
礁

翻
犬

親
れ

釦
試
　
2

鴻

刺
資

糊
飼

租

和
掲
　
　
　
1
　
5
シ

3
字
文

8
ら
の
肪
ぶ
肪
脂
あ
鮨

〔
」
　
－
力
庁
見
轟
兄
ゑ
L
　
挙

包
紫

謝
作

3
科
6
歯
は

ｾ

6
　
　
す
験
　
　
め
試
　
　
た

覗
儒

6
原
－
．
～
資
資

2
　
7
育
う
飼
か

脚
獅

－
　
　
　
　
ρ
0
　
2
雄
　
　
す
す
雌
　
　
め
お

の
ギ
サ

2
　
　
す
の
示
　
　
め
示
展
　
　
し
指

3
字
漢

8
　
1
　
1

10

10

10

4
　
ρ
0

2
　
1
　
7
8
　
　
　
　
9
臼

10

10

3
　
7

10

－
　
　
　
　
ρ
0
　
2
　
玉

10

1
　
9

4
　
　
　
　
5
　
1

10

視
1

1

室

シ

5

覚

1

ジ

聴

る

1

1

視

え

堂

シ

1

1
中

　
醐
　
ゆ
1
　
　
　
　
2
シ
　
　
ウ

凱
調
1
力
野
視
視

8

洞
翻
名

齢

　
　
ろ
　
2
こ
　
す
こ
ー
　
　
め
合
　
　
た
1
試
　
　
　
ン

生
資
4
源
資

1
係
3
育
う
；
　
　
、
錘
力

謝
B
級
学

胆
叔
の
の

初
さ
玉

字
習
判
漢

ボ

き

1

ー
ケ

1

も

7
シ

4
　
　
の
肪
　
　
肪
巳
日
　
　
　
巳
日
理
　
　
　
　
舞

に
」
　
－
力
率
視
聴

礎
む

齢
蛎

3
者
科
医
歯
歯

4
　
　
し
の
験
　
　
め
験
試
　
　
た
試

1
9
た
シ
・
つ

4
料
資

4
玉
じ
育
童
つ
飼
飼
ひ

齢
権

魏
お

ω
お

1
　
　
す
の
示
　
　
め
示
掲
　
　
し
捲

3
字
文

r
D
　
　
　
　
3
　
2

O
J
　
　
　
　
－

8
　
2

8
　
り
4

つ
0
　
7

10

5
　
　
　
　
つ
ρ
　
2

O
J
　
－

10

ζ
」
　
4
　
1

8
　
2

2
1
0

1
　
0
ソ

10

1
　
　
　
　
7
　
2

玲

ら
他
ぶ
の
シ
あ
そ
R

シ
　
　
酎

謎
ら
シ
む
N

シ
N

シ
は

ｻ
N

る
み
う
す
他
こ
め
の
シ
こ
た
そ

シ
竺

シ

　
他
う
の
シ
か
そ

シ
N

　
　
他
　
す
の
シ
め
め
そ
醤

る
わ
他
ま
の
シ
た
そ
N

る
他
か
の
シ
は
そ
N

　
す
他
　
め
の
ジ
シ
し
そ

ジ

6

6

3

4

3

5

6

5

1

脂

視

紫

詞

歯

嗣

試

詩

資

飼

誌

雌

賜

諮

示

字

阻

肥

㎜

脳

鵬

㎜

㎜

麗

㎜

㎜

捌

㎜

窩

謝

鷹

搦
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中　1 高 1

あざ

727 寺2 ジ 2 ○○寺1　ジ1 2 寺院2
てら 8 てら8 8 てら8

728 次3 ジ
シ

3 次画3 1 次回1

つぐ

つぎ 7 次の日1　つぎ6 9 つぎ9

729 耳1 ジ 1 ：目：鼻科1 1 耳鼻科1

みみ 8 みみ8 9 みみ9
その他 1 チョウリョクのチョク1

730 自2 ジ
シ

9 自分6　自信2　自慢1 10 自分8 自漫1 自己1

みずから 1 みずから1

731 似5 ジ 4 類似3 相似形1
にる 10 似顔絵1　似ている2　にる7 6 似合う2 にる4

732 児5 ジ
ニ
穀

10 児童4　幼児4　児童会1　ジ1

9
1

幼児5 児童2 遺児1　ジ1

733 事3 ジ 6 事故2　事件2　事情1　ジ1 7 事件3 事業1 事故1　事態1 仕

ズ

事1

こと 4 仕事1　何事1　こと2 3 こと3

734 侍 ジ

さむらい 2 さむらい2 9 さむらい9
その他
m 3
5

まつ3 1 まつ玉

735 治4 ジ
チ

4 政治1　明治1　ジ2 6 政治6

おさめる 2 おさめる2 1 おさめる1
おさまる

なおる 2 なおる2 2 なおる2
なおす 2 なおす2 1 なおす1

736 持3 ジ 1 ジ1 5 持病1 持久1 持参1　所持1 支

持1
もつ 7 もつ7 5 もつ5

その他 2 まつ2

737 時2 ジ 5 時間5 8 時間7 B時1
とき 5 とき5 2 とき2

738 滋 ジ 3 滋養1 ジ1 ジヒのジ1
シ 1 滋賀1 1 シ1
…その他 3 滋賀のガ1　ガ1　ゲン1
N 6 6

739 慈 ジ 5 慈愛2 慈悲2 ジ1
いつくしむ

その他 2 ゲン1　ジキ1
村 8 5

740 辞4 ジ 9 辞典6　辞書3 10 辞書4 辞典3 辞表2　辞職1
やめる
m 1
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中　1 高 1

741 磁6 ジその他

8
2

磁石6　磁気1　ジ1
･石のシャク1　シャク1

10 磁力5 磁石5

742 璽 ジ
N

10 10

743 式3 シキ 10 公式2　結婚式1　葬式1　シキ6 10 式場2

Vキ4
公式2 方程式1　00式1

744 識5 シキ
ｻの他

m
4
3
3

意識1　知識1　道路標識1　シキ1
Vョクインのショク1　ショク1　お
驪ﾊ 8

1
1

意識3

ｨる1
常識3 知識2

745 軸 ジク

ｻの他
ﾝ
5
1
4

車輻1　ジク4

?１

10 地軸2 車軸玉 ジク7

746 七1 シチ

ﾈな
ﾈなつ

ﾈの
ｽなばた

なな9

ｵ夕のたな1

2
8

七月1

ｵ円王

シチ1

ﾈな7

747 失4 シツ

､しなう 5
5

失敗2　失明1　失笑1　失踪1

､しなう5 7
3

失敗2
ｸ1
､しなう3

紛失2 失望1　失明1　喪

748 室2 シツ

ﾞろ

10 教室3　図工甕1　別室1　寝室1

Vツ4

10 教室2

P　窒内1

部屋1

@　シツ4

理科室1　家庭科塞

749 疾 シツ

ﾍやて 7
1

疾走3

ｾ風のはや
疾風3
@1

シツ1

その他
ﾜ 1
9

トップウのトツ1

1
1

チ1

750 執 シツ

Vュウ

ﾆる

ｻの他
m

1
1
1
7

執権1

ｷ念1

Jン1

8
2

執拗2

c3
ｷ念1

執筆1

ｷ着1

執権1　執事1　シ

751 湿 シツ

ｵめる

ｵめす

ｻの他
i

5
2
1
2

湿地帯3　湿潤1　シッ1
ｼっぽい1　しめってる1

ﾋつっぽい1
8
1
1

湿度5

ｵめる1

ｵげる1

湿地帯1 湿気1　シツ1

752 漆 シツ

､るし

ｻの他
m 10

2
2
1
5

漆器1

､るし2
烽烽P

漆黒1

753 質5 シツ

Vチ
`
8
2

質問2　物質2　性質2　シッ2

ｿ屡1　シチ1 8
2

質量2

c2
ｿ屋1

物質2

Vチ玉

性質1　良質1　シ

754 実3 ジツ

ﾝみのる 2
6
2

実施1　果実1
ﾝ6
ﾝのる2

5
3
2

果実2

竄ｵのみ1
ﾝのる2

事実1

@　み2
現実1　実力1
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中　1 古’@1
755 芝 しば 8 芝生2 しば6 10 芝生4 芝公園1 しば5

その他
m 1
1

芝：屡のい 1

756 写3 シャ 7 写真6 写生王 10 写真9 実写1
うつす 2 うつす2
うつる 1 うつる1

757 社2 シャ 8 賊心6 シャ2 8 社会4 会社2　神社2
やしろ 2 やしろ2 2 やしろ2

758 車1 シャ 2 車庫1 自動車1 5 自動車2 車庫2 駐車1
くるま 8 くるま8 5 歯車1 くるま4

759
企
5
口

シャ

9
1

校舎5 宿舎2　牛舎1　シャ1 10 校舎7 宿舎2　シャ1

760 者3 、ンヤ 5 作者2 シャ3 1 著者1
もの 5 若者2 もの3 9 若者2 怠け者1 もの6

761 射6 シャ 7 射撃2 注射2　反毅神経1　シャ2 8 注射3 発財2 射撃1　財的1
シャ1

いる 2 いる2
その他
ﾝ 2
1

、つつ1 ななめ1

762 捨6 シャ 1 コウシャのシャ1
すてる 7 すてる7 9 すてる9
その他
m

2 ひろう2
1

763 赦 シャ 5 容赦4 シャ1
N 10 5

764 斜 、ンヤ 4 斜面1 斜投影法1　シャ2 8 斜面4 傾斜3　斜辺1
ななめ
ｯ 1
5

ななめ1 2 ななめ2

765 煮 、ンヤ

にる 9 煮物3 にる6 10 煮物3 にる7
にえる

にやす
m 1

766 遮 、ンヤ 2 遮断2
さえぎる

その他 4 ショミンのショ3 ショ1
N 10 4

767 謝5 シャ 7 感謝4 謝恩1　シャ2 6 感謝崔 謝罪2
あやまる
m 2
1

あやまる2 4 あやまる4

768 邪 、“

塔
3 邪悪1 邪魔1　ジャ1 9 邪悪5 邪魔4

ヤ 1 邪馬台国 1

一かぜ 1 風邪のぜ1

一その他
m 3
3

ガ2 きば1

769 蛇
、　“

塔
1 ジャ1 1 蛇道1

ダ 3 蛇足2 あみだのだ1

へび
m 8
1

へび8 6 へび6
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中　1 高 1

770 勺 シャク 1 シャク1
その他 2 ク2 2 イッキンのキン1 ク1
N 8 7

771 尺6 シャク 8 一尺4　シャク4 9 一尺4 尺度1 尺八1　シ・
その他 1 ヤク1
醤 1 1

772 借4 シャク 3 借金2 租借1
かりる 8 かりる8 5 借り物1 かりる4
その他 2 むかし2 2 貸借のタイ1 かす玉

773 酌 シャク 4 晩酌2 シャク2
くむ

その他 2 ハイトウのハイ 1 よう1
穀 玉0 4

774 釈6 シャク 6 解釈1　シャク4　シュクシャクの 8 解釈7 シャク1
シャク1

シャ 1 釈迦1 1 釈迦玉

一その他 1 ホンヤクのヤク1
N 3

775 爵 シャク 1 男欝1 9 男爵4 伯爵4 公醗1
N 9 1

776 若6 ジャク 1 若干1

ニャク

わかい 10 若者3　わか1　わかい6 9 若看2 わかい7
もしくは

777 弱2 ジャク 7 強弱4　弱肉強食1　ジャク2 7 強弱5 軟弱1 弱肉強食1
よわい 3 よわい3 3 よわい3
よわる

よわまる

よわめる

778 寂 ジャク 2 静寂2
セキ

さび

さびしい 1 さびしい1 6 さびしい6

さびれる
醤 9 2

779 手1 シュ 2 握手1　拍手1 3 手段1 手話1 握乎1
て 8 手袋1　手ざわり1　て6 6 人の手1 て5
た 1 手折る1

780 主3 シュ 6 主入4　主語1　空役1 7 主入6 シュ1
ス

ぬし 1 ぬし1
おも 3 おも3 玉 おも1

あるじ 1 あるじ1

その他 1 もと1

781 守3 シュ 2 守備1 死守1
ス 1 留守1
まもる 10 お守1　まもる9 7 お守り1 まもる6
もり

782 朱 シュ 3 朱色1　シュ2 9 朱色4 朱印1 シュ4
その他 2 ジュ1　かぶ1 1 シツギョウ玉
授 5

シセク3
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中　1 高 1

783 取3 シュ 2 取得1 摂取1
とる

W 9
1

取引き1　とる8 8 とる8

784 狩 シュ 2 狩猟2 2 狩猟2
かり 7 かり7 8 かり7 かる1
かる

m 1

785 首2 シュ 1 シュ1 3 首相1 着脳1 介入一首1
くび 9 くび9 7 くび7

786 殊‘ シュ 1 シュ1 7 特殊5 シュ1 シュシのシュ1
ジュ 1 シンジュのジュ1

一こと
その他
m 2
7

ぶ1　かぶ1
1
1787 珠 シュ 5 真珠3　珠算2 8 真珠4 珠算2 珠数1　ジュ1

たま 1 たま1

一
N

5 1

788 酒3 シュ 2 禁酒1 灘乱1
さけ 9 さけ9 8 さけ8
さか 1 酒場1

789 種4 シュ 4 種類3　予防接種1 9 種類4 種族2 人種1　種子1　一
種1

たね

5
1

たね5 1 たね1

790 趣 シュ 6 趣味6 9 趣味9
おもむき

m 4

1 おもむき1

79玉 寿 ジュ 1 ジュ1
ことぶき 4 ことぶき4 8 ことぶき8
す 4 寿司4 1 寿司ユ

…その他
m 1
1

寿司のシ1

792 受3 ジュ 2 受験2 6 受験2 受賞1 受諾1　受領1　受
領書1

うける 8 受付3　受入れる1　受取る1　うけ 4 受付1 うける3

る3
うかる

793 授5 ジュ 10 授業7　教授3 8 授業5 教授3
さずける

さずかる 2 さずかる 2

794 需6 ジュ 5 需要2　ジュ2　ジュレイのジュ1 7 需要4 ジュ3
その他 2 レイ1　ぬれる1 1 需要のヨウ1
N 3 2

795 儒 ジュ 4 ジュ3　ジュレイのジュ1 9 儒教4 ジュ2 ジュヨウのジュ3
その他

2
4

ゼロ1　きり1
1

796 樹6 ジュ 9 樹木6　ジュ2　ジュキのジュ1 9 樹木6 樹氷2 ジュキのジュ1
き 1 き1
一その他 1 みき1
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申　1 高　1

797収5　シュウ

@　　　　　おさめる
@　　　　　おさまる
@　　　　　その他

9　収入5　収集1　収納1　囹服1
@シュウ1

P　収入のニュウ1

10　収入3　収集3　吸収2　収穫1　領

@　収1

798囚　　シュウ
@　　　　　その他

@　　　　　鐸

5　囚人のジン1　ゲンインのイン1　イ

@　ン3
T

9　囚人9
P　イン1

799　　列繧3　　シュウ

@　　　　　す

9　九州2　ニューヨーク州1　シュウ6

P　す1

7　本州1　九州1　アジア州1　シュウ

@　4
@3　三角州2　す1

800舟　　シュウ　　　　　　ふね

@　　　　　ふな
@　　　　　N

6　ふね6
P　ふな1
R

10／1・舟1　ふね9

801秀　　シュウ　　　　　　ひいでる

@　　　　　ひで　　　　　　一

@　　　　　その他

@　　　　　N

5　優秀2　秀才2　シュウ1

R　ひで3
P　ひでのりののり1
P

8　秀才4　優秀2　秀麗1　シ，・ウ1

Q　ひいる1　すぐれている1

802　　周4　　シュウ

@　　　　　まわり
@　　　　　その他

8　一周2　何周2　周囲1　周辺1
@シュウ2
P　まわり1

P　あたり1

10　一周5　周辺2　円周1　周遊1
@　シュウ1

803宗6　シュウ
@　　　　　ソウ
@　　　　　むね　　　　　　一

@　　　　　その他
@　　　　　N

5　宗教4　シュウ1

P　むね1
P　みね1
R

7　宗教6　シュウ1

Q　ソウ2
P　むね1

804拾3　シュウ
@　　　　　ジュウ
@　　　　　ひろう
@　　　　　その他

8　ひろう8

Q　すてる2

10　ひろう10

805秋2　シュウ

@　　　　　あき

5　秋冬2　秋分1　春夏秋冬1　シュウ

@　1
T　あき5

2　春夏秋冬1　シュウ1

W　あき8

806臭　　シュウ
@　　　　　くさい
@　　　　　におい
@　　　　　その他
@　　　　　N

5　におい4　におう1
P　口臭のコウ1
S

9　悪臭6　口臭2　シュウ1

P　におい1

807　fl多5　　シュウ

@　　　　　シュ
@　　　　　おさめる
@　　　　　おさまる
@　　　　　その他

8　修理1　修了1　シュウ6

P　シュ1

P　ギョウ1

8　修理1　修了1　修業1　修学1　修
@繕1　シュウ2　シュウトクのシュウ

@　1
P　修業1
P　おさめる1

808終3　シュウ
@　　　　　おわる
@　　　　　おえる

5　終了4　シュウ1
T　おわる5

5　終了4　終止1
T　おわり2　おわる3
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中　1 高 1

809 習3 シュウ 5 学覆3 練習1　習慣1 5 練習2 翠慣1 習字1　学習1
ならう 5 ならう5 5 ならう5

810 週3 シュウ 8 一週2 一週問1　週刊誌1　週番1 10 一週間 3　一週3 週末2　週刊紙1
今週1 シュウ2 週カン1

その他 1 あたり1
N 1

811 就6 シュウ 7 就職6 就寝1 8 就職8
ジュ

つく 1 つく1
つける

その他 1 キョウ1
潤 2 1

812 衆5 シュウ 9 民衆3 大衆2　公衆1　公衆電話1 10 大衆5 群衆4 衆議員1

シュウ2
シュ

鐸 1

813 集3 シュウ 4 集合1 採集1　編集1　シュウ1 6 集合2 集会2 集中1　収集1
あつまる 2 あつまり1 あっまる1 1 あつまる1

あつめる 4 あつめる4 3 あつめる3
つどう

814 愁 シュウ 1 シュウ1 7 哀愁5 シュウ2
うれえる

うれい

その他 1 郷愁のキョウi
艮 9 2

815 酬 シュウ 1 報酬1
その他 1 す1 4 報酬のホウ1 ショウユのショウ1

ホウ2
N 9 5

816 醜 シュウ 1 醜悪1
みにくい 4 みにくい4
その他 2 キ1 たましい1 1 キ1
N 8 4

817 襲 シュウ 2 大空襲 1　ゲキシュウのシュウ1 5 襲撃3 空襲1 奇襲1
おそう 2 おそう2 4 おそう 3 おそれる1
その他 1 ショウ1
醤 5 1

818 十1 ジュウ 9 ジュウ9 10 十月1 二十1 ジュウ8
ジッ

とお

ﾆ

1 とお1

819 汁 ジュウ 1 果汁1
しる 9 みそ汁 1　しる8 9 みそ汁2 しる7
その他 1 みそ汁のみ1

820 充 ジュウ 3 充分1
P

充電1　ジュウグンのジュウ 8 充実4 充電2 充分1　補充1

あてる

みつる 1 みつる 1 2 みつる2
その他 4 トク2 リュウ1　りっぱのリ1
艮 2

821 住3 ジュウ 4 住居2 住宅1　ジュウ1 6 住宅3 住居2 居住1
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すむ

ｷまう

ｻの他
Z

4　すむ4

P　オウフクのオウ1
ﾊ

2　すむ2

Q　オウフクのオウ1　オウ1

822柔　　ジユウ
@　　　　　　ニュウ
@　　　　　　やわらか

@　　　　　　やわらかい

@　　　　　　その他

@　　　　　　N

7　柔道6　柔軟1

P　やわらかい1

Q

5　柔道4　柔軟1
Q　柔和2

Q　やわらかい2
P　くわ1

823　重：3　　ジュウ

@　　　　　チョウ
@　　　　　　え

@　　　　　　おもい

@　　　　　かさねる
@　　　　　　かさなる

4　重箱1　重体ユ　体重1　ジュウ1

R　おもい3
P　かさねる1

Q　かさなる2

3　二重1　重力1　ジュウ1
P　重宝1
P　八重1

Q　おもい2

R　かさねる3

824従6　ジュウ　　　　　　　ショウ　　　　　　　ジュ

@　　　　　　したがう

@　　　　　　したがえる

@　　　　　　その他

@　　　　　　醤

1　従来1

T　したがう5

Q　たて1　そる1
Q

3　従来1　主従1　ジュウ玉

V　したがう7

825渋　　ジユウ
@　　　　　　しぶ

@　　　　　　しぶい

@　　　　　　しぶる

10　渋谷10

3　渋滞3
S　渋谷3　しぶ1
R　しぶい3

826銃　　ジユウ
@　　　　　　その他

@　　　　　　N

7　拳銃1　ジュウ6
Q　トウ1　するどい1
P

9　拳銃2　銃弾1　小銃1　ジュウ5

P

827獣　　ジユウ

@　　　　　　けもの
@　　　　　　その他

@　　　　　　N

8　猛獣4　野獣2　怪獣1　ジュウ1

P　怪獣のカイ1
P

7　猛獣3　野獣1　鳥獣1　怪獣1
@　ジュウ1
R　けもの3

828　糸従6　　ジュウ　　　　　　　たて　　　　　　　N

2　縦横1　ジュウユ

V　たて7
P

3　縦横3
V　縦横2　たて5

829叔　　シュク
@　　　　　董
@　　　　　　その他

@　　　　　　R 10

2　シュク1　シュクジョのシュク1
Q　叔母のお1　叔父のお1

S　おじ1　ジョヤのジョ1　セイジャク

@のジャクユ　ヨウシャのシャ1
Q

830祝5　シュク

@　　　　　　シュウ
@　　　　　　いわう

@　　　　　　その他

@　　　　　　N

6　祝福2　祝賀1　祝賀会1　祝日1
@　シュク1

R　いわう3

P　はつ1

5　　　挙四日　2　　　祝補回　2　　　祝福　1

`　いわい1　いわう3

P

831宿4　シュク

@　　　　　　やど
@　　　　　　やどる

6　宿題4　新宿1　シュク1

S　やど4

8　宿題3　宿泊2　宿舎1　新宿1
@　シュク1
Q　宿麗1　やど1
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やどす

832 淑 シュク 4 淑女4
とし 1 淑子1 1 淑子1

その他 3 ジョヤのジョ1 おじ1　おばのお1
N 9 2

833 粛 シュク 4 静爾2　儲口1 自粛1
その他 3 ショサイ2 シュサイ1
N 10 3

834 縮6 シュク 8 縮尺　4　　縮ノ」、　1　　縮図　1　　墨［又蔚翁　1 6 縮尺2　縮小2 濃縮1　凝縮1
シュク1

ちぢむ 3 ちぢむ3
ちぢまる 1 ちぢまる1
ちぢめる 1 ちぢめる1

ちぢれる

ちぢらす

その他 1 シュウショクのショク1

835 塾 ジュク 10 ジュク10 10 学響塾1　算盤塾 1　ジュク8

836 熟6 ジュク 9 熟語4　熟す2　ジュク3 8 未熟2　熟語1 熟練1　熟す4
うれる

m 1

2 うれる2

837 出1 シュツ 6 出席2　出発1　出費1　支出1 8 出席2　出版2 出発1　外出1　禺
シュツユ 費1　シュツ1

スイ

でる 3 でる3 2 でる2
だす 1 だす1

838 述5
、　“

塔?ツ 5 述語3　ジュツ2 8 述語6　記述1 供述1
のべる
ﾝ 3
2

のべる3 2 のべる2

839 術5
、　“

塔?ツ 9 芸術2　手術2　美術2　ジュツ3 10 手衛8　芸術1 技術1
その他 1 技徳のギ1

840 俊 シュン 2 シュン2 5 シュン5
とし一 6 とし6 2 とし2
N 2 3

841 春2 シュン 4 春分1　春光1　春季1　早春i i 春夏秋冬1
はる 6 はる6 8 はる8
その他 1 ショシュウのシュウ1

842 瞬 シュン 7 瞬問6　一瞬1 10 瞬問6　一瞬4
またたく

m 3

843 旬 ジュン 3 下旬2　下旬1 7 上旬3　中旬2 下匂1　ジュン1
その他 1 セックのク1
醤 7 2

844 巡
蒐　『

塔??
5 巡査2　巡礼1　巡回1　ジュン1 7 巡回5　巡洋艦1 ジュン1

めぐる 1 めぐる1

その他
5

2 まわる2

845 盾 ジュン 1 　　　　　　‘Wュンカンのジュン1 2 矛盾2
たて 5 たて5
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高

酪
の
盾
矛
3

1
　
　
ー
ン
イ
ユ
ス
ジ
の
　
イ
ー
テ
尉
イ
准
ス
2
　
1
　
7

　
討
　
ジ
ー
ン
ー
ユ
ク
ジ
　
ヨ
　
シ
2
の
職
職
殉
職
9
0
　
2
　
に
」

凋
灘
醜
純
潔
純
綱
純
Q
び
　
　
　
　
一

コ
灘
の
ρ
ジ
ー
ム
ン
　
カ
7
の
環
環
循
循
8
　
1
　
玉

円
党
と
コ
ソ
彊
ボ
ー
の
さ
法
わ
遵
う
4
　
　
　
　
贋
り

1
分
処
1
方
処
3
輪
回
　
　
1
3
置
難
処
シ
と
0
9
　
　
　
　
1

　
　
　
昭
　
　
1
は
　
3
て
3
め
め
1
初
じ
じ
B
最
は
は
初
3
　
り
0
　
1
　
3

椥
庶
四
脚
Q
ゾ
　
一

1
中

9

10

駒
殉
－
　
　
　
　
Q
ゾ

コ
灘
1
　
　
　
　
0
ゾ

コ
ラ
ー
　
Q
ゾ

10

醗
シ
鰍
近
　
6
2
ろ
所
こ
場
と
4
　
£
り

10

1
舞
9
見
い
中
つ
暑
あ
1
　
0
ヲ

他
の
ぞ
N

㍊
ジ
5
準
脇

力
N
庶
蹴
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860 署6 ショ 9 警察署6　署長1　ショ1　サイパン 9 警察署5 消防署2 署長1　ショ1
ショのショ1

その他 1 チョウ1 1 チョシャのチョ1

861 緒 ショ 2 一緒1　ショ1 6 一緒2 由緒2 情緒1　ショ1
チョ

お 1 緒方1 2 お2
その他 1 シャ1
醤 7 1

862 諸6 ショ 6 諸国2　諸島2　諸君1　ショ1 10 諸君5 諸国3 諸島1　ショ1
もろ 1 諸井のもろ玉

一その他 3 小諸のこも1　なぎさ2

863 女1 ジョ 3 女子1　女性1　男女1 4 女性2 女史1 男女1

ニヨ

ニヨウ

おんな 7 おんな7 5 おんな5
め 1 乙女1

864 如 ジョ 2 欠如1 如上1

ニヨ 1 如来1 2 ニヨ2
ごとし 2 ごとく1 ごとき1
い（かに〉 王 如何にのイ1
その他 1 ミョウ1
醤 8 3

865 助3 ジョ 2 援助2 6 救助2 援助1 助手1　助詞1　助
力1

たすける 7 たすける7 4 たすける4

たすかる

すけ
N 1

866 序5 ジョ 8 順序5　序曲1　ジョ2 10 序章3 序曲2 序奏2　顯序1
ジョ2

N 2

867 叙 ジョ 8 叙情2 ジョ5 ジョヤのジョ1
その他 1 シャセンのシャ1
製 9 2

868 徐 ジョ 3 徐行1　ジョ1　カイジョのジョ1 8 徐行2 ジョ2 ジョキョのジョ2
カイジョのジョ1 ジョガイのジョ1

その他 2 ヨ玉　のぞく1 2 トチュウのト1 のぞく1
行 5

869 除5 ジョ 2 除外1　ジョ1 6 除外2 除去1 ジョ2　ジョコウの
ジョ玉

ジ 1 掃除1
のぞく 3 のぞく3 4 のぞく 4

よける 2 よける2
醤 2

870 小1 ショウ 4 大小3　ショウ1 5 大小4 小学生1
ちいさい 2 ちいさい2 4 ちいさい4
こ 4 小麦1　こ3 1 小冊1
お

871 升 ショウ 8 一升5 ショウ3
ます 1 ます1

その他 1 ベン1
N 10
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中　1 高　1

872　少2　ショウ

@　　　　　すくない
@　　　　　すこし

5　少々1　多少1　ショウ3

S　すくない4

P　すこし1

7　多少2　少量2　少数1　少々1
@　ショウ1
R　すくない3

873召　　シ・ウ
@　　　　　めす
@　　　　　その他
@　　　　　醤

3　覆使い2　めす1
Q　まねく2
T

1　召集1
W　召使い4　召し上がる3　召しませ1

P

874匠　　シ・ウ
@　　　　　たくみ
@　　　　　その他

@　　　　　N 10

4　師匠2　巨匠1　オショウのショウ1

R　たくみ3

P　シ1
Q

875床　　シ・ウ　　　　　　とこ

@　　　　　ゆか
@　　　　　醤

3　床の間1　とこ2

S　ゆか4
R

1　起床1
T　床波1　とこ4

S　ゆか4

876抄　　シ・ウ
@　　　　　その他

@　　　　　N 10

3　短歌抄1　抄本1　智恵子抄1

U　コウミョウのミョウ1　ミョウ1
@　ヒョウ1　たえ1　いためる2
P

877肖　　シ・ウ
@　　　　　その他
@　　　　　N

1　肖像画1

P　サ1
W

5　肖像顕3　肖橡2

T

878尚　　シ・ウ
@　　　　　なお　　　　　　一

@　　　　　醤

1　ショウ1
V　尚子1　尚人1　なお5
Q

4　和尚3　ショウ1
U　なお6

879招5　シ・ウ
@　　　　　まねく

@　　　　　N

3　粥待2　招待状1
U　まねく6
P

6　招待6
S　まねく4

880　　承5　　ショウ

@　　　　　うけたまわる
@　　　　　その他
@　　　　　N

7　承知5　ショウ2

P　ある1
Q

8　承諾3　承認3　承鋪2
P　うけたまわる1

881昇　　シ・ウ

@　　　　　のぼる
@　　　　　N

1　上昇1

V　のぼる7
Q

7　上昇3　昇天2　昇華1　テンショウ

@のショウ1
R　のぼる3

882松　　シ・ウ
@　　　　　まつ 10松田1　まつ9

1　松竹1

X　松林ユ　まつ8

883　7召　　　ショウ

@　　　　　ぬま
1　ショウユ

X　沼地1　ぬま8 10　ぬま10

884　　日召3　　ショウ

@　　　　　N

10　昭和10 9　日召和9
P

885宵　　シ・ウ　　　　　　よい

@　　　　　その他
@　　　　　村 10

1　ショウゾウガのショウ1
S　　　今宵　2　　　宵1謝　1　　　よしΣ1

R　今宵のコ1
Q

886　　斗浮6　　ショウ 1Q樗軍5　将棋3　大将2 10将軍5　王将1　将棋1　将来1　大
@　将1　ショウ1
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中　1 高 1

887 消3 ショウ 2 消火1 消火器1 3 消力3
きえる 1 きえる1

けす 8 消しゴム1 けす7 6 消しゴム1　けす5

888 症 ショウ 9 症状2 恐怖症1　ショウ6 10 症状2　恐怖疵1 後遺症1　症候1

鐸 1

ショウ5

889 祥 ショウ 7 不祥事2　発祥1 吉祥1　ショウ3
N 10 3

890 称5 ショウ 9 名称6 称呼1　ショウ2 10 名称4　愛称2 自称1　総称1　対

醤 玉

称1　線対称1

891 笑6 ショウ 2 ショウ2 4 微笑2　苦笑1 爆笑1
わらう 7 わらい1 わらう6 6 わらう6

えむ 1 笑顔1

892 唱4 ショウ 8 合唱5 暗唱王　歌唱1　ショウユ 6 合唱3　暗唱1 歌唱1　ショウ1
となえる 1 となえる1 2 となう1　となえる1

その他
m

1 まさ1

1
1

うた1

893 商3 ショウ 10 商売4 商業2　商人ユ　繭店1　商 9 商業5　商品1 商人1　商売1　商
店街1 ショウ1 唐1

あきなう 1 あきなう1

894 渉 ショウ 8 交渉5　干渉2 ショウユ
わたる 1 わたる1 1 わたる1

その他 2 ホ2
N 7 1

895 章3 ショウ

m 9
1

文章6 一章2　ショウ1 10 一章3　文章2 勲章2　ショウ3

896 紹 ショウ 2 紹介1 ショウタイのショウ1 6 紹介6
その他 1 まねく1
N 7 4

897 訟 ショウ

その他 1 コウ1 3 コウレンのコウ1 コウ2
醤 9 7

898 勝3 ショウ 4 勝負2 勝利1　ショウ1 7 勝利3　勝負2 決勝1　勝敗1
かつ 6 かつ6 3 かつ3
まさる

899 掌 ショウ 9 車掌8　ショウ1
その他 1 こぶし1
N 10

900 晶 ショウ 6 水晶3 ショウ1　ガッショウのショ 10 結晶9　水晶1
ウ2

あき 3 あき3

一
N

1

901 焼4 ショウ 2 燃焼工　焼失三

やく 10 大判焼き 1　やく9 6 やく6
やける 1 やける1

その他 1 燃焼のネン1

902 焦 ショウ 1 焦点1 5 焦点3　焦土1 ショウ玉
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中　1 高　1

こげる 1 こげる1
こがす 1 こがす1
こがれる

あせる 1 あせる1
じれる 1 じれる1
その他 2 にもののに1　つど1 1 にごす1
賛 6 1

903 硝 ショウ 4 硝酸2 胃炎1 ショウ1
ガラス， 2 ガラスのガラ2
競 10 4

904 粧 ショウ 2 化粧2 9 化粧9
翼 8 1

905 詔 ショウ 3 ショウ2 ショウダクのショ
みことのり 1 みことのり1
その他 1 まねく1
N 9 6

906 証5 ショウ 9 証明3　証拠3　証人1　保誕入1 10 証明8 証拠1　保証1
ショウ1

その他 1 セイ1

907 象4 ショウ

]ウ 10 ぞう10 5
4

象徴3

]ウ4
抽象1　対象1

その他 1 象徴のチョウ1

908 傷6 ショウ

ｫず 1
8

負傷1

摶ﾚ1　きず7 1
9

負傷1

揩ﾂく1 きず8
いたむ

いためる

その他 1 けが1

909 奨 ショウ 9 奨学1　　　奨学封三1
Vョウライのショウ1

奨励1

N 10 1

910 照4 ショウ 3 照明1　参照1　ショウ1 8 照明6 参照1　日照1
てる 1 てる1
てらす 4 てらす塵 2 てらす2
てれる

その他 1 照明のメイ1
N 1

911 詳 ショウ

ｭわしい 2 くわしい2 2
5

詳細1

ｭわしい5
ショウ1

その他 1 グンマのグン1 2 サイ1 ゆるす1
N 7 1

912 彰 ショウ 7 表彰2　表彰状1　ショウ2　クン 10 表彰7 ショウ3
ショウのショウ1　ショウショウの
ショウ1

その他 3 表彰状のヒョウ1　かげ2

913 障6 ショウ 10 障害4　障害者2　故障1　ショウ3 9 障害3
Vョウ1
障子2 故障2

さわる

（き〉ざ ユ 気障1

914 衝 ショウ

ｻの他 1
4

衝撃1
Gイセイのエイ1　トツゲキのゲキ1

9
ユ

衝突6
Lンコウのコウ1
衝撃3

ゲキ1　うごく1
N 5

915 賞4 ショウ 10 賞状3　賞品3　賞金工　大賞1　金
ﾜ1　ショウ1

10 賞状3 優賞2　賞品1 シ

ショウ5

保障1

ショウ1
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中　1 高 1

クンショウのショウ1
916 償 ショウ 2 ショウ1　ジュショウのショウ1 9 賠償3 代償1 補償1　ショウ4

つぐなう 1 つぐなう1
酎 8

917 礁 ショウ 1 珊瑚礁1 6 珊瑚礁4 暗礁1 岩礁1
その他 1 珊瑚礁のゴ1
醤 9 3

918 鐘 ショウ 1 ショウ1
かね 4 かね4 8 かね8
聾 6 1

9玉9 上1 ジョウ 2 上下1　上位1 5 上下4 上流1
ショウ
、　　　　、

ﾂ凡
6 うえ6 4 、　　　　、

ﾂ凡4
うわ

かみ 1 川上1
あげる 1 あげる1

あがる 1 あがる1

のぼる

のぼせる

のぼす

920 丈 ジョウ 4 大丈夫2　ジョウ2 5 丈夫3 大丈夫1 ジョウ1
たけ 5 背丈1 たけ4
その他 3 大丈夫のブ1　スンポウのスン1　プ

ン1
N 3

921 冗 ジョウ 5 冗談5 10 冗談10

その他
m 1
4

冗談のダン1

922 条5 ジョウ 10 条件9　十条1 10 条件4 一条2 条レイ2　何条1
条約1

923 状5 ジョウ 10 状態5　招待状2　年賀状2　ジョウ
P

9 状態4 現状2 賞状2　ジョウ1

その他 1 状況のキョウ1

924 乗3 ジョウ 3 乗客1　乗車1　乗用車1 6 乗車4 乗法1 乗朋車1
のる 7 のる7 4 のる4
のせる

925 城6 ジョウ 1 城下町1 3 城壁1 城下1 大阪城1
しろ 7 しろ7 7 しろ7

その他
m 1
1

チイキのイキ1

926 浄 ジョウ 3 浄水1　浄水場1　ジョウ1 8 洗浄3 浄土1 浄土真宗1　浄化1
浄水玉 ジョウソウのジョウ1

その他 4 ジョソウのソウ1　センソウのソウ1

セイソウのソウ1　ソウ1
N 3 2

927 剰 ジョウ 6 過剃3 ジョウ2 イチジョウのジョ

ウ1
N 10 4

928 常5 ジョウ 6 非常3　常識2　ジョウ1 8 常識4 日常2 非常1　平常1
つね 4 つね4 2 っねに2
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中　1 高　1

とこ

929 情5 ジョウ

Zイ
ﾈさけ
m

8
1
1

情景2　情勢1　表1青1　i司情1　心
薰P　ジョウ2
Zイいっぱいのセイ1

ﾈさけ1

情熱2　情報1　情愛1　情崇1　同
誾ﾊ　友情1　事情1　ジョウ1

930 場2 ジョウ

ﾎその他 6
4

野球場1　運動場1　工場1　ジョウ

R場所2　工場1　ば1 2
7
1

会場1　競技場1

齒鰍S　場合2　市場1
?げる1

931 畳 ジョウ

ｽたむ
ｽたみ
ｻの他
ﾝ

3
3
1
3

一畳1　八畳1　ジョウ1

ｽたみ3
uッダンのダンユ

2
8

一畳2

�ｮ1　たたみ7

932 蒸6 ジョウ

ﾞす
ﾞれる
ﾞらす
ｻの他
m

蒸発5　蒸気2　ジョウ1

?く1

8
2

蒸発5　蒸気2　水蒸気1

ﾞす2

933 縄 ジョウ

ﾈわ
ｻの他
m
2
6
2

縄文時代1　ジョウ1

ｫ縄3　なわ3 1
8
1

縄文式1

ｫ縄2　なわ6
ﾂな1

934 壌 ジョウ

ｻの他
m 玉
9

ジョウ

8
1
1

土壌4　ジョウ1　ジョウカのジョウ
P　ブンジョウのジョウ1　レイジョ

Eのジョウ1
艪ｸる1

935 嬢 ジョウ

m 3
7

ジョウ3

9
1

お嬢さん3　令嬢2　ジョウ4

936 錠 ジョウ

ｻの他
m
6
2
2

手錠4　ジョウ2

ｩぎ2

10 錠剤2　手錠2　ジョウ6

937 譲 ジョウ

艪ｸる

ｻの他
m

ジョウ2

6
3
1

譲歩1　謙譲1　ジョウ2　ドジョウ
ﾌジョウ1　おジョウさんのジョゥ1

艪ｸる3
?ずける1

938 醸 ジョウ

ｩもす
ｻの他
m 10

3
1
6

醸造1　ジョウ2

Vュゾウのシュ1

939 色2 ショク

ｵき

｢ろ 1
9

一色1

F紙1　色々1　いろ7 3
7

色彩3

ｩ色1　いろ6

940 食2 ショク

Wキ
ｭう

3 食事1　食品1　飲食1 7 飲食2　食事1　食卓1　食物1　朝
H1　ショク玉
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中　1 高　1

くらう

たべる 7 たべる7 3 たべる 3

941 植3 ショク 3 植物2　ショク1 5 植物5
うえる 7 植木3　うえる4 5 植木1 うえる4
うわる

943 殖 ショク 2 ショク1　イショクのショク1 9 増殖2 生殖2 繁殖1　殖産1
ショク1 イショクのショク2

ふえる

ふやす
m 8 1

943 飾 ショク 1 修飾1 5 装飾2 修養1 ショク1　ソンショ
クのショク1

　、ｩざる 2 かざる2 3 かざる 3

その他
m 1
6

シショクのシ1 2 修飾のシュウ1 あきる1

944 触 ショク 7 接触4 触覚2 ショク1
ふれる 3 ふれる3
さわる

その他

m 1
9

カイボウのカイ1

945 嘱 ショク

その他 6 ショゾクのゾク3 ゾク3
N 10 4

946 織5 ショク
シキ 2 シキ2
おる 7 織物4　おる3 9 織物4 おる5
その他
m

1 ショウギョウのショウ1
1

947 職5 ショク 9 職員室3　職員2　職桀2　就職1 10 職業7 職務1 就職1　ショク1

N 1

職入1

948 辱 ジョク 5 属辱3 侮辱2
その他

m 1
9

くちびる1

4
1

鷹辱のクツ1
P

侮辱のブ2　くちびる

949 心2 シン 2 心配1　内心1 3 心理1 心身玉 心境1
こころ 8 こころ8 7 こころ7

950 申3 シン 1 申請1
もうす lo 申し込む4　申し込み1　もうし1 9 申し込み2 申し込む1　　申し出1

もうす4 もうす5

951 伸 シン 3 伸縮2 伸長1
のびる 7 のびる7 6 のびる6
のばす

のぶ 1 のぶ1

一その他
ﾝ 1
1

モウエ 1 ノウシュクのノウ1

952 臣4 シン 1 臣民1
ジン 7 大臣6　総理大臣1 8 大臣8
その他 3 キョジンのキョ3 1 忠臣蔵のくら1

953 身3 シン 8 身体3　心身2　身長1　身体検査1 6 身体3 独身1 砲身1　一身1
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中　1 高　1

み

　　シン1

Q　み2 4　身の上1　み3

954辛　　シン
@　　　　　からい
@　　　　　つらい
@　　　　　　N

6　からい6

S

2　辛抱2
V　からい7

P　つらい1

955侵　　シン
@　　　　　おかす
@　　　　　　賛

6　侵入4　侵略1　シン1

S

9　侵入5　侵略2　シンスイのシン2

P

956信4　シン

@　　　　　のぶ　　　　　　一

9　儒用2　儒じる2　逓信1　　シン3
@　ジョウシンのシン1

P　のぶ1

10信仰2　信朋1信勢1　迷信1　通
@　儒1　儒じる3　シンジツのシン1

957津　　シン　　　　　　つ

@　　　　　その他
8　津波1　つ7
Q　リツ2

10　津波5　大津玉　津軽1　つ3

958神3　シン
@　　　　　　ジン

@　　　　　かみ
@　　　　　かん
@　　　　　　こう

1　シンジャのシン1

X　神様1　かみ8

2　神殿1　精紳1
P　神社1

V　かみ7

959唇　　シン
@　　　　　　くちびる

@　　　　　　競

5　くちびる5
T

9　くちびる9
P

960娠　　シン
@　　　　　　その他

@　　　　　　醤

3　妊娠のニン1　ニン2
V

8　妊娠5　シン2　サンシンのシン1
P　妊娠のニン1
P

961振　　シン
@　　　　　ふる
@　　　　　ふるう
@　　　　　　その他

@　　　　　　N

1　振動1

S　ふる4

P　はる1
S

3　三振2　振動1
V　振り込み1　ふる6

962浸　　シン

@　　　　　　ひたす

@　　　　　　ひたる

@　　　　　　その他

@　　　　　　N

3　侵入2　浸水1

P　マンガのマン1
U

8　浸水5　浸透1　浸食1　シンカのシ

@　ン1

Q　ひたる2

963真4　シン
@　　　　　　ま

7　真実3　真剣2　爽珠1　シン1
R　ま3

9　真実5　真理2　真珠1　爽剣1
P　真ん中1

964針6　シン
@　　　　　　はり

1　方針1

X　針9 10　待ち針1　はり9

965深3　シン
@　　　　　ふかい
@　　　　　ふかめる
@　　　　　ふかまる

2　水深玉　シン1

W　ふかい8

1　深海1

X　ふかい9

966紳　　シン　　　　　　　醤 4　紳士4
U

8　紳士7　シン1
Q

967進3　シン
@　　　　　すすむ

3　進歩1　進学1　行進1
V　すすむ7

3　進行1　進学1　進歩1
V　すすむ7
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中　1 高　1

すすめる

968 森1 シン 4 森林4 6 森林6
もり 5 もり5 4 もり4

その他 1 森林のリン1

969 診 シン 8 診断荏　診察4 10 診察4 診療3　診断2 オウ診1
みる

その他 2 チンプレーのチン1　めずらしい1

970 寝 シン 3 寝室1　寝台車1　寝具工 5 寝具2 寝案1　就寝1 シン1
ねる 6 ねる5　ね1 5 寝床1 ねる4
ねかす
m 1

971 慎 シン 4 慎重1　シン3 9 慎重5 シン4
つつしむ

その他
m 6

1 チンアッのチン1

972 新2 シン 4 新鮮1　維新1　シン2 荏 親日1 新米1　引入1 新幹線1
あたらしい 6 あたらしい6 6 あたらしい6

あらた

にい

973 審 シン 5 審判3　審査1　シン1 8 審判5 審査2　審議1
その他
m 2
3

審判のパン1　ヒョウバンのバンユ 2 審判のパン 2

974 震 シン 8 地震8 10 地震10
ふるう

ふるえる
m 2

975 薪 シン 1 シン1
たきぎ 1 たきぎ1
まき 2 まき2

　その他
m 9 1

6

あし1

976 親2 シン 2 親類1　親戚1 1 親友1
おや 8 親子1　おや7 9 親子1 おや8
したしい

したしむ

977 人1 ジン 1 入工1 1 外入1
ニン 3 入問3 3 人間3
ひと 6 ひと6 6 ひと6

978 刃 ジン

は 5 刃物3 は2
やいば 1 やいば1
その他
｣ 8
2

かたな7　トウ1 4 かたな4

979 仁6 ジン 4 仁丹1　ジン2　ダイジンのジン1 10 仁義4 仁丹1　ジン5
二 3 仁王立ち1　二2
ニン 2 ニン2

一ひとし 1 ひとし1

980 尽 ジン 3 尽力1 ジン2
つくす 1 つくす1 5 つくす5
つきる
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中　1 高　1

つかす

その他
m 1
8

しゃく

1
1

ついに 1

981 迅
、　“　、

刀^
3 迅速1 ジン1 ジンシンのジ

その他 2 ビンソクのビン1 ト1
N 10 5

982 甚 、　甲　　、

刀I
1 ジン1 2 ジン1 カンジンのジン1

はなはだ

はなはだしい

その他 4 かんづめのカン1　カン2　一びきの 4 カンパチのカン1 カン2　た

N 5

ひき1
4

983 陣 、　♂　、

刀I
3 ジン3 8 陣容1 出陣1 背水の陣1

本陣1 ジン3
その他
m 1
6

グン1

1
1

チンレッのチン1

984 尋
、　“　　、

塔m
3 尋問2 尋常1

たずねる 5 たずねる 5

その他 1 クツジョクのジョク1
N 10 1

985 図2 ズ 7 図工2　図掻ユ　図鑑ユ　図星1　図 4 図鑑1 國画1　麟工1 ズ1

形1　ズ1
ト 2 1灘書2 5 図書5
はかる 1 はかる1 1 はかる 1

986 水1 スイ 1 水道1 1 洪水1
みず 9 みず9 9 みず9

987 吹 スイ 2 吹奏2
ふく 8 吹く8 6 ふく6
ふぶき 2 吹雲のふ2
N 2

988 垂6 スイ 7 垂直6　スイ1 8 垂直8
たれる 1 たれる1 2 たれる2
たらす

その他
m 1
1

垂直のチョク1

989 炊 スイ 5 炊飯3　炊事1　スイ1 5 炊飯2 炊事2 炊飯器1
たく 2 たく2 4 たく4
その他
m 3

1 炊飯のハン1

990 帥 スイ 1 スイ玉

その他 6 キョウシのシ1　ボクシのシ1　ヤク 5 コウシのシ1 イシのシ1 シ

N 4
シのシ1　シ3

4

991 粋 スイ 2 純粋1 スイ1
いき㎝ 2 いき2
その他
m 3
7

サイ1　そめる1　よう1
2
4

サイ1 きずな1

992 衰 スイ 4 衰弱3 盛衰1
おとろえる 3 おとろえる3

その他
ﾝ 2
8

さびしい1　かなしい1

2
1

あわれ1 かなしみ1

たえる1

1獲陣1
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中 1 高 1

993推6 スイ 7 推理3　推定1 椎薦1 スイ2 9 推理2 推察1 推薦1　推進力1
推進1 推董1 推定1 スイ1

おす

麗 3 ヱ

994酔 スイ 1 スイ1 2 心酔1 泥酔1
よう 6 よう6 6 酔っぱらい1 よう5
その他 1 す1 1 サク1
翼 2 1

995遂 スイ 1 遂行1 3 遂行2 スイ玉

とがる

つい 2 ついに 2

一その他 2 タイ2 1 クチクのチク1
N 7 4

996睡 スイ 3 睡眠1　スイ2 8 睡眠6 スイ1 スイジャクのスイ1
その他 1 睡鰻のミン1 1 つば1
醤 6 1

997穂 スイ

ほ 2 稲穂1　ほ1 8 稲穂2 稲の穂3 ほ3
その他 2 え1　り1
N 6 2

998錘 スイ 1 スイ1
つむ

その他 1 かね1
翼 10 8

999随 ズイ 4 随行1　ズイ3 9 随筆3 ズイ4 エンズイのズイ1
セキズイのズイ 1

N 6 1

1000髄 ズイ 1 延髄1 10 延髄2 背髄2 骨髄1 脳髄王　ズ

イ4
醤 9

1001枢 スウ 9 中枢7 スウ2
醤 10 1

玉002崇 スウ 6 崇拝3 崇高1 スウ2
たかし 2 たかし2 1 たかし1
たたり 1 たたり1

その他 2 ソウ2
N 6 2

1003数2 スウ 6 数学5　多数1 7 数学4 数字2 数値1
ス

かず 3 かず3 3 かず3
かぞえる 1 かぞえる1

1004据 すえる 3 すえる3
すわる
酎 10 7

1005杉 すぎ 10 すぎ10 10 杉並i すぎ9

1006’｡6 スン 9 寸法4　一寸2 寸前1 スン2 10 一寸6 寸法1 スン3
醤 1
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中　1 高　1

1007畝 せ

うね

N 10 10

1008瀬 せ 8 瀬戸内海2 瀬戸1　清瀬1　せ4 9 瀬戸内海2 瀬戸2　七瀬1　せ4
その他 2 より1 たより1 1 たよる1

1009是6 ゼ 4 是非3 是正1 4 是：非4

その他 2 テイキョウのキョウ1　テイ1 5 是非のヒ 1 是正のセイ玉　ゼンテイ

のテイ 1 テイ1　つつみ1
N 4 1

1010井 セイ

ショウ

い 玉0 井戸8 い1　ウヰスキーのイ1 10 井戸7 凹凹1 井の頭公園1　い玉

10U世3 セイ

セ 4 世界3 セ1 8 世界3
P

出世2 盤相1　世間1　セ

よ 6 世の中5 よ1 2 世の中 1 よ1

1012正1 セイ 2 セイ2 5 正解2 校正1 訂正1　公正1
ショウ 2 正月2 2 正味1 正直1

ただしい 6 ただしい6 3 ただしい3

ただす

まさ

10ユ3生1 セイ 6 生徒3 生長1　生活1　卒業生1 4 生徒2 学生1 生年月日1

ショウ 2 誕生1 一生1
いきる 2 いきる2 2 いきる2

いかす

いける

うまれる 2 うまれる2 2 うまれる2
うむ

おう

はえる

はやす
ｫ

なま

1014成4 セイ 7 成入3 成功2　成長1　成立1 7 成功2 成長2 成入1　成立1　成
熟1

ジョウ

なる 3 成り立つ1 なり1　なる1 2 なる2

なす

その他 1 成功のコウ1

1015西2 セイ 1 西洋1
サイ 1 東茜南北 1 4 東西4

にし 8 西海岸1 にし7 6 にし6

1016声2 セイ 3 声援1 声明1　美声1 3 音声2 声援1

ショウ

こえ 7 こえ7 7 こえ7

こわ

1017制5 セイ 9 糊艮3 制度1　制作1　制限1　制 10 制度4 制御2 制限1　制止1　統
する1 セイ1　セイゾウネンガッピ 制玉 セイ1

のセイ1
N 1

1018姓 セイ 2 セイ1 ジョセイのセイ1 7 セイ7
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中　1 高 1

ショウ 1 ショウ玉

かばね 1 かばね1

その他
^ 1
7

ジョセイのジョ1 1 ミョウ1

1019征 セイ

ﾝ 6
4

征服5 遠振1 10 征服8 遠征2

1020性5 セイ 10 性格1 性別1　異性1　アルカリ性 10 性別3 性格2 男性1　中性1　セ
1　セイ6 イ3

ショウ

1021青1 セイ 2 青年1 青鋼器1 1 青春1

ショウ

あお 7 あお7 7 あお7
あおい 1 あおい1 2 あおい2

1022斉 セイ 1 セイ1 2 斉唱1 一斉1
サイ 7 斉藤3 サイ4 5 サイ3 カイサイのサイ1　イッサイ

… のサイ1

その他
m

2 すむ2
1
2

すむ1

1023政5 セイ 8 政府6 政治2 9 致治5 政府4
ショウ

まつりごと 1 まつりごと1
まさ 2 まさ2

一
1024星2 セイ 3 星座1 衛星1　惑星1 3

星
座
2
幽 流星1

ショウ

ほし 7 ほし7 7 ほし7

1025牲 セイ 5 犠牲5
その他 2 犠牲のギ1 ザセツのセツ1
醤 10 3

1026省4 セイ 2 反省2 5 反省3 帰省1 三省1
ショウ 7 省略3

P

省エネ2　文部省1　ショウ 2 何々省1 省エネ1

かえりみる 1 かえりみる1
はぶく

ｻ 1

2 はぶく2

1027逝 セイ

ゆく

いく 3 いく3

一N 10 7

1028清4 セイ 6 清潔3 清掃1　清書1　セイ1 7 清潔3 清書1 清涼1　清酒1　渚
掃1

ショウ

きよい 3 清らか1 きよい2 3 清らか1 きよい2
きよまる

きよめる

その他 1 しずか1

1029盛 セイ 3 盛大1 旺盛i セイサイのセイ1
ジョウ 1 繁盛1
もる 7 盛上がる 2　盛属1　平清盛1　もる 6 盛岡2 盛だくさん1　もる2　もり

1　もり2 1

さかる

さかん

m 3
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中　1 高 1

103G婿 セイ

ﾞこ
ｻの他
ﾝ 10

4
2
4

お婿さん1

ﾞすこ1
　むご3

｢とこ1

1031晴2 セイ
ﾍれる
ﾍらす
m
2
7
1

購天1

ﾍれ3
快晴1

ﾍれる4 4
6

晴天3

ﾍれ2
快晴1

ﾍれる4

1032勢4 セイ

｢きおい
m
5
4
1

大勢1

｢きおい4
セイ4

4
6

勢力4

｢きおい6

1033聖6 セイ

ﾐじり

9 聖子3

Zイ3
聖書ユ　聖火台1　聖老’1

9
1

聖火2
C4
ﾐじり1

…雛｝・1 聖母1　魏人1　セ

きよし 1 きよし1

1034誠6 セイ

ﾜこと
m
4
5
1

誠実1
Zイ玉

ﾜこと5

セイ2　セイセイドウドウの

6
2
2

誠実4

ﾜこと2

誠意1 セイギのセイ1

1035精5 セイ

Vョウ
m

10 精神6 妖精2　精子1　精力工

8
1
1

精神5

ｸ進1
精力1 妖糖1　セイ1

1036製5 セイ

m 9
1

製造2

Zイ3

製イ乍2　　製薬1　　00製ユ 10 製品5
｢1
特製2 製作1　木製1　製

1037誓 セイ

ｿかう

ｻの他
m
3
2
5

ちかう3

センコクのコク1　ユイゴンのゴン1 1
8
ユ

宣誓1

ｿかう4 ちかい4

1038静4 セイ

Wョウ

ｵず
ｵずか
ｵずまる

ｵずめる

ｻの他

セイ2

ｵずか8

凹凹2

ｵずか4

ﾃ寂のジャク2

静寂1 冷静1

1039請 セイ

Vン
ｱう

､ける
m

請求書1 セイ1 請求4 要請1 串講1　セイ2

1040整3 セイ

ﾆとのえる
ﾆとのう

8
2

整理6

ﾆとのえる2
整形1　整備1

8
2

整理6

ﾆとのえる2
整頓2

1041税5 ゼイ 10 税金8 ゼイ2 10 税金9 税務署1

1042夕1 セキ

艪､ 10 夕方6 夕暮れ2　夕日1　ゆう1 10 夕方6 夕暮2 夕臼1　ゆうべ1

1G43斥 セキ

ｻの他 3 おる1 うったえる1　ジキ1 3
3

セキ3

Wョウソのソ1 イッキンのキン1

常用漢字の読み反応表　323



中　1 高 1

うったえる1
聾 7 4

1044石玉 セキ 3 石器1 一石1　夏目漱石1
シャク

コク

いし 7 いし7 10 石段1 いし9

1045赤1 セキ 3 赤道2 赤十字1 2 赤十字1 赤痢1
シャク

あか 6 あか6 5 あか5
あかい 1 あかい玉 3 あかい3
あからむ

あからめる

1046昔 セキ

シャク 1 今昔1
むかし

m 9
1

むかし9 9 むかし9

1047析 セキ 1 分析1
その他 3 おれる1 いのる1　ねがう玉 6 セツ2 キ1 おる1　おれる1　い

のる1
N 7 3

1048隻 セキ 1 セキ1 7 一隻4 何隻1 セキ2
その他 2 つど1 シュウ1
N 7 3

io49席4 セキ 10 座席1 出席1　セキ8 10 出席1 客席1 空席1　欠席1　セ
キ6

1050惜 セキ 1 セキ1 1 セキ1

おしい 1 おしい1

おしむ 6 負け惜しみ1 おしむ5
その他 1 かりる1
N 7 3

1051責5 ・セキ 7 責任7 8 責任8
せめる 1 せめる1 1 せめる1
その他 2 かさねる1 つける1 1 つめる1

1052跡 セキ 3 史跡1 足跡1 インセキのセキ1
あと 10 あと10 7 足あと2 あと5
一
N

1053積4 セキ 9 面積2 体積1　セキ4　セイセキの 6 体積2 颪積1 集積1　セキ2
セキ2

つむ 1 穫木1 2 稜立金1 つむ1
つもる

その他
m 1

1

うもれる1

1054績5 セキ 6 成績3 セキ3 7 成績崔 紡績3
その他 1 成績のセイ 1 2 コウボウのコウ1 コクサイのサイ1
N 3 1

1055籍 セキ

｣ 6
4

書籍3 本籍1　セキ2 1Q 戸籍5 書籍2 国籍2　セキ1

1056切2 セツ 3 大切2 切断1 1 切片1
サイ

きる 7 切手3 切符2　きる2 9 切手1 切符1 きる7
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中　1 高　1

きれる

王057折4 ・セツ 3 骨折2 座折1
おる 7 おる7 4 手折る1 おる3
おり

おれる 1 おれる1

その他 3 いのる2 ねがう1 2 キガンのキ1 いのる1

1058拙 セツ 1 稚拙1
その他 2 テイシュツのシュツ1　シュッ1 3 チュウシッのチュウ1 ハイシュッの

ハイ1 テキシツのシツ1
N 8 6

1059窃 セツ 3 窃盗3
N 10 7

1060接5 セツ 9 接触3 灘接1　接近1　接する1 9 面接3 接近2　接触1 接続1　応
直接1 セツ2 接1 セツ1

つぐ
R 1 1

1061設5 セツ 8 建設5 設備3 8 建設5 設篇1　設置1 仮設1
もうける 2 もうける2

その他 1 ヤク1
N 工

1062雪2 セツ 1 豪雪1 1 豪雪1
ゆき 9 雪山1 ゆき8 8 ゆき8

その他 1 積雪のセキ1

1063摂 セツ 4 摂政4 8 摂政4 摂取2　摂理1 摂関政治1
その他 1 キョウ1 1 シッケンのシツ1
N 5 1

1064節4 セツ 7 季節3 節分2　節約1　セッ1 10 季節2 節句1　調節1 一灘節1
音節1 一節1　節水1 セツ2

セチ

ふし 3 ふし3

1065説4 セツ 8 説明4 ノ」、言兇1　　　セツ　2　　　ゼツ　1 8 説明5 一説1　セツ1 セツビのセ

ツ1
ゼイ

とく 2 とく2 2 とく2

1066舌5 ゼツ 4 毒舌3 弁看1
した 10 した10 5 した5

その他 1 ジンシンのジン1

1067絶5 ゼツ 8 絶対4 絶食1　絶望的1　気絶玉 8 絶短5 絶交1　絶縁1 気絶1
ゼツ1

たえる 2 たえる2

たやす

たつ

その他 1 セッキョウのセツ1
N 1

1G68千1 セン 10 千円1 セン9 1Q 千円2 千差万別1　セン7
ち

1069川1 セン 2 河ノll　2

かわ 10 ノll島1 かわ9 8 川原1 かわ7

1070仙 セン 7 仙入3 仙女玉　仙台1　セン2 10 仙人4 仙台4　セン2
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中　1 高　1

その他 1　ゼン1
N 2

lo71占　セン 1　セン1 3　占領1　占星徳1　センギョウのセン

@　1
しめる 1　しめる1
うらなう 9　うらない9 6　うらなう5　うらない1

1072先1　セン 7　先生3　先端2　先橿1　セン1 7　　　先生煙　　　先端　1　　　先望鴇…1　　　先多邑　1

さき 3　行先1　さき2 3　さき3

1073宣6　セン 9　宣言7　宣伝1　セン1 9　闇闇6　宣伝3
その他 1　ゲン玉
N 1

1Q74専6　セン 10　専門7　　専門家1　専用1　　・セン1 9　専門6　専用3
もっぱら 1　もっぱら1

1075泉6　セン 2　温泉2
いずみ 9　いずみ9 8　いずみ8
その他 1　みずうみ1

1076浅4　セン
あさい 10　遠浅1　あさい9 10　あさい10

1077洗6　セン 6　洗濯2　洗顔1　洗礼1　洗剤1　セ 7　　　洗言翼3　　　洗斉…」2　　　洗キL1　　　洗浄　1

ン1

あらう 4　あらう4 3　あらう3

1078染6　セン 4　　　染色2　　　染料1　　　汚染1

そめる 9　そめる9 6　染物玉　そめる5
そまる

しみる

しみ

その他 1　きずく1

　　　一P079扇　　セン 1　扇風機1 3　扇風機2　扇動1
おうぎ 1　おうぎ1 7　扇歴1　おおぎ6
その他 1　とびら1
N 7

1080栓　　セン 1　セン1 8　消化栓1　ガス栓1　セン6
N 9 2

1081旋　　セン 出題ミスのためテストできなかった

1082船2　セン 1　船艦玉 2　船舶2
ふね 9　ふね9 8　ふね8

1083戦4　セン 8　戦争6　戦国時代1　セン1 8　戦争6　戦場1　凹凹1
いくさ 1　いくさ1
たたかう 2　たたかう2 1　たたかい1

1084践　　セン 5　実践3　セン1　キンセンのセン1
その他 1　カ1 1　あと1
N 9 4

1085銭5　セン 3　釣銭1　セン2 6　金銭3　銭湯2　饗銭1
ぜに 7　ぜに7 4　ぜに4

1086銑　　セン
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中　1 高　1

その他
m 10

1　ジュウ1
X

1087潜　　セン
@　　　　　ひそむ
@　　　　　　もぐる

@　　　　　その他
@　　　　　　N

4　潜水2　潜水艦2

U

6　潜水4　潜水艦1　センカンのセン1

P　ひそむ1
Q　もぐる2
P　しずむ1

1088線3　セン 玉0　電線2　線路1　白線1　破線1　セ

@　ン5
10　直線3　白線1　線路1　セン5

1。89遷　　セン
@　　　　　その他
@　　　　　　醤 10

2　左遷1　セン1

P　カン1
V

1090選4　セン
@　　　　　えらぶ

8　選挙5　選手2　セン1
Q　えらぶ2

8　選択3　選手3　選挙2
Q　えらぶ2

1o91薦　　セン
@　　　　　えらぶ
@　　　　　その他
@　　　　　　醤

1　しか1
X

3　推薦3

S　推薦のスイ4
R

1092繊　　セン　　　　　　　N

10
10繊維6　繊細4

1093鮮　　セン
@　　　　　あざやか
@　　　　　その他
@　　　　　　N

6　新鮮4　朝鮮2

Q　シンシンのシン1　むれ1
Q

10新鮮6　朝鮮4

1094全3　ゼン
@　　　　　　まったく

@　　　　　すべて

8　全員3　全校1　全部1　ゼン3
ﾊ　まったく玉

P　すべて1

9　全員4　全部3　全体1　ゼン1

P　すべて1

1095前2　ゼン
@　　　　　　まえ

4　前後2　前回1　前進1
U　まえ6

6　前後3　前夜1　以前1　前方1
S　まえ4

1096　叢…5　ゼン　　　ロ

@　　　　　　よい

@　　　　　　酎

8　ゼン8

Q

10　善良2　善悪2　善意1　善処1　改

@　善1　ゼン3

1097　妖4　ゼン　　　’い、

@　　　　　ネン
@　　　　　　N

9　自然8　ゼン1

P

10　自然8　騒然1　ホウゼンのゼン1

1。98禅　　ゼン
@　　　　　その他

@　　　　　　N

2　ゼン2
Q　バクダンのバク1　ス1

U

6　座禅4　ゼン2
R　座禅のザ1　ダンシュウのダン1　ダ

@　ン1
P

1099漸　　ゼン
@　　　　　その他
@　　　　　　替

1　きる1
X

6　ザンシンのザン1　セン1　きる3
S

1100繕　　ゼン
@　　　　　つくろう
@　　　　　　N 10

3　修繕1　ゼン2
Q　つくろう2
T

1101阻　　ソ
@　　　　　はばむ

1　ソ1 6　阻止5　阻害1
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中　1 高 1

鐸 9 4

1102祖5 ソ 9 祖先5　先祖2　ソ1　ソシナのソ1 10 祖先4 祖父2 祖師2　機母1　ソ
シナのソ1

R 1

1103租 ソ 5 ソ5 9 租税2 ソ3 ソセンのソ2　ソシナ
のソ玉 ソゲキのソ1

その他 1 ガンソのガン1
N 4 1

UO4素5 ソ 8 要素3　素材1　素数1　素罎数1 3 素質1 素材1 元素1

酸素1　ソ1
ス 2 素直亙 索足1
もと 1 もと1 5 もと5

一その他 1 あじ1

1105措 ソ 1 ソシャクのソ1
その他 1 かりる1 3 サッカクのサク1 シャク1　サツ1
N 9 6

1106粗 ソ 4 糧品2　粗大ゴミ1　粗茶1 9 粗品5 粗末3 ソ1
あらい

その他 1 ねらう1 1 ねらう1
N 5

1107組2 ソ 2 組織2 1 組織1
くむ

くみ 8 何組1　くみ7 9 組合1 一組2 一年一組1　くみ5

1108疎 ソ 8 疎開5 疎外1 ソ2
うとい

うとむ

その他 1 セイサクのサク1
蕪 10 1

no9訴 ソ 3 起訴2 上訴1
うったえる 2 うったえる2 6 うったえる6

その他 1 ジキ1
N 7 1

1110塑 ソ 1 ソセイのソ1

その他 1 オギワラサクタロウのサク1
N 10 8

ll1玉礎 ソ 1 基礎1 10 基礎10

いしずえ

その他 玉 基礎のキ1
N 8

1112双 ソウ 2 双眼鏡2 7 双方2 双発1 双生児1　無双1
ソウ2

ふた 5 双子2　ふた3 2 双子2
醤 3 1

1113壮 ソウ 2 ソウ2 5 壮絶1 壮観1 壮烈1　悲壮1　ソ
ウ1

N 8 5

1114早1 ソウ 4 早春1　早大1　ソウ2 3 早期3
サツ 1 早速1
はやい 5 はやい5 7 はやい7
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1鵬争4 ソウ 6 戦争6 8 戦争7 競争1
あらそう 4 あらそう4 2 あらそう2

1116走2 ソウ 5 脱走2　徒競争・1　　ソウ2 1 50m走1
はしる 5 はしる5 9 はしる9

1117奏6 ソウ 9 演奏7　　吹奏1　　ソウ1 9 演奏9
かなでる
醤 1 1

1118相4 ソウ 1 相談1 6 粗互2 相言炎1 手糊1　杜
彬1

ショウ

あい 8 相手5　相性3 4 相手3 根性1
サ 1 相模湖のサ1
一

1119荘 ソウ 7 ソウ7 10 別荘2 ○○荘2 荘園王
N 3

1120草2 ソウ 1 ソウ1 3 草原2 雑華1
くさ 9 草原1　くさ8 7 草木1 くさ6

1121送3 ソウ 7 輸送2　　　運送1　　　送料1　　　放送1　　　ソ 5 幽思2 輸送1 運送1　エ
ウ2 ソウ1

おくる 3 おくる3 5 おくる5

1122倉4 ソウ 3 念庫1　ソウ2 4 倉庫4
くら 7 くら7 6 くら6

1123捜 ソウ 2 捜査2 6 捜査4 捜索2
さがす 2 さがす2 2 さがす2

その他 2 ヒガイシャのヒ1　サ1 2 捜査のサ 2

N 4

1124挿 ソウ 5 挿入3 挿入歌1 ソウ1
さす

N 10 5

1125桑 ソウ

くわ 5 くわ5 10 桑畑3 くわ7
その他 3 ジュウドウのジュウ2　ジュウ1
N 2

1126掃 ソウ 5 掃除5 9 掃除5 清掃3 一掃1
はく

その他 2 掃除のジ1　セイソウのセイ1
N 3 1

1127曹 ソウ 1 ソウ1 6 軍曹2 曹長1 ソウ2　ソ
ソウ1

N 9 4

1128巣 ソウ 1 巣窟1
す 9 巣立ち1　鳥の巣1　す7 9 鳥の巣3 巣鴨2 す4
N 1

1129窓6 ソウ 1 車窓1 3 同窓会1 車窓1 窓外1
まど 9 まど9 7 まど7

113。創6 ソウ 7 創立3　創造1　創意1　ソウ2 10 創造9 倉拉王

つくる 2 つくる2
その他 1 くら1

相当1　形

ソウ5

エ．ンソウの

ソウナンの
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1131喪 ソウ 6 喪失6
も 2 喪月艮1 も1

その他 1 カイ玉

醤 10 1

1132葬 ソウ 4 葬式3　埋葬1 10 葬式5 葬儀2 埋葬1　葬送1　ソ
ウ1

ほうむる
m 6

1133装 ソウ 6 塗装ヨ　　服装…1　　ソウ4 5 装飾3 塗装1 服装1
ショウ 1 衣裳1 2 衣裳2
よそおう

m 3

3 よそおう2 よそおい1

1134僧 ソウ 5 ソウ5 10 小僧1 寺僧1 ソウ8
その他

1
4

　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ﾚっさんのぼっ1

1135　相4 ソウ 9 想像4　感想2　理想1　ソウ2 9 想像6 思想2 連想1
’じ6、

ソ

おもう 1 おもう1 1 おもう1

1136層6 ソウ

m 8
2

地層3　ローム贋1　一層1　ソウ3 10 地層7 断鰯1 ソウ2

1137総5 ソウ 10 総合4　総会3　総理大距1　ソウ2 10 総合2 総会2 総括玉　総数1　ソ

ウ4

1138遭 ソウ 1 遭遇1 8 遭遇5 遭難1 スイソウのソウ2
あう

その他 1 遭遇のグウ1 1 遭遇のグウ1
N 8 1

1139槽 ソウ 7 水槽2 浄化槽1 ソウ4
その他 1 こぐ1
N 10 2

1140操6 ソウ 10 体操10 9 体操7 操作1 操車場1

みさお

あやつる 1 あやつる 1

1141燥 ソウ 2 ソウ1　タイソウのソウ1 6 乾燥4 ソウ2
その他 1 カクウのカ1 1 カ1
醤 7 3

1142霜 ソウ

しも 2 しも2 8 しも8

その他 1 はこ1
N 7 2

1143騒 ソウ 4 騒音2 騒動1 大騒動1
さわぐ 5 さわぐ4　さわがしい1 5 さわぐ3 さわがしい2
さい 1 潮騒1 1 潮騒1
一
N

4

1144藻 ソウ 3 海藻2 ソウ1
も 1 も1 5 も5
賛 9 2

1145造5 ゾウ 8 造園1　本造1　改造1　構造1　製 5 製造2 創造2 造船1

造1　ゾウ3
つくる 2 つくる2 5 つくる5
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1146像5 ゾウ

ｻの他 9
1

銅像2

怩P
　　　映豫2　肖像1
@　　ゾウ2
^イショウのショウ1

想像ユ　仏 10 映像3　想像1
岺怩P　00の像

自撫像1　石像l
戟@ゾウ2

U47増5 ゾウ

ﾜす
ﾓえる
ﾓやす
m

1
4
3
2

増加1

ﾜす4
ﾓえる3

5
5

増加2　増減2

ﾜす5
増進1

1148憎 ゾウ

ﾉくむ
ﾉくい
ﾉくらしい

ﾉくしみ

ｻの他
m

にくむ1

¥ウ5 ます1

3
2
1
2
2

憎悪1　ゾウ1
ﾉくむ2

ﾉくらしい1

¥ウ2

コゾウのゾウ1

H49蔵6 ゾウ

ｭら 6
4

貯蔵1

]ウ1
ｭら4

土蔵1　ゾウ3 シンゾウの

4
6

土蔵1　貯蔵1

蜻?省2　くら4

ゾウ2

1150贈 ゾウ

¥ウ
ｨくる
ﾝ
1
7
2

ゾウ1

｡り物5 おくる2 2
8

贈星2

｡り物3　おくる5

1151臓6 ゾウ

ｻの他
m
8
2

心臓4

ｭら2
内臓1　ゾウ3

9
1

心臓5　内臓2 腎臓1　五臓1

1152即 ソク

m 1
9

即席1

8
2

即席4　即座1
Nインのソク1

即死1　即断1　ソ

1153束 ソク

ｽば
ﾂかねる 4
1

花束1

ﾂかねる

たば3
P

3
7

束縛3

ﾔ束1　一束1 たば3　たばねる2

N 5

1154足1 ソク

?し
ｽりる

ｽる
ｽす

2
5
3

不足1

?し5
ｽりる2

ソク1

@たりない1

2
8

一足2

?し8

1155促 ソク

､ながす

ｻの他
1
9

たす1 6
2
2

促進1　促成1
N1
､ながす2

ソク3　ホソクのソ

1156則5 ソク

ｻの他 7
1
2

規則1

¥ク1
nン1

校劉1　ソク4 ソクメンの

8
1
1

法則3　規則2
N1
zウリツのリツ1

校則1　反則1　ソ

1157息3 ソク

｢き
ｻの他 9
1

息切れ1

Vン玉

いき8 2
8

生息1　嘆息1

｢き8

1158速4 ソク 7 速度3
N1
高速1　早速1 速達玉　ソ 5 四四2　快速1 迅速1　早速1
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はやい 3 はやい3 5 はやさ 1　はやい4
はやめる

すみやか

1159側4 ソク 4 舷側1 ソク3 3 狽蠣2 側近1
かわ 5 北側1 外側1　かわ3 7 縁側1 外側1 北側1　何々狽彗1

N 1

がわ3

玉160測5 ソク 8 測定1 測量1　ソク4　キンクのソ 7 測定2 測量2 観灘2　推測1
ク1 原ソクのソク1

はかる 1 はかる1 3 はかる 3

その他 1 まく1

1161俗6 ゾク 5 風俗2 民俗1　ゾク2 8 風俗4 俗物1 ゾク2　00ゾクの
ゾク1

その他 2 ヨクソウのヨク1 カイスイヨクのヨ

鐸 5

ク1

1162族3 ゾク 10 家族4 民族1　ゾク5 10 家族5 一族1 ゾク4

1163属5 ゾク 8 金属4 付属1　ゾク2　セツゾクの 10 所属3 金属3 付属2　属する2

演 2

ゾク1

1164賊 ゾク 1 海賊1 7 海賊7
その他
ﾝ 2
7

キンカイのカイ1 ザイ1
3

1165続4 ゾク 3 続行1 正続1　ゾク1 4 続出1 連続1 継続1　持続1
つつく 6 つつく6 6 つつく 6

つづける 1 つづける 1

U66卒4 ソツ 10 卒業7 卒業式1　ソツ2 10 卒業10

1167率5 ソツ 3 率直2 率先1
リツ 9 打率1 倍率1　視聴率1　リツ5 6 比率1 競争率1 打率1　リツ3

そうリツのリツ1

ひきいる

その他 1 引率のイン 1 1 トウ1

1168存6 ソン 4 存在4 8 存在8
ゾン 2 保存1 ゾン1 2 保存1 残存1
その他 4 存在のザイ 3　ザイ1

1169村1 ソン 2 農村1 町村1 2 村長1 市町村1
むら 8 むら8 8 むら8

1170孫4 ソン 1 子孫1 玉 孫悟空1
まご

m
9 孫娘1 まご8

8
1

まご8

1171尊6 ソン 4 尊敬2 ソン2 7 尊敬6 ソン1
たっとい

とうとい 3 とうとい3 1 とうとい1
たっとぶ

とうとぶ 2 とうとぶ2
たか 1 尊氏1

｝その他
i 1
1

みちびく 1
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1172損5 ソン

ｻこなう

ｻこねる
ﾝ

損害2　損失1　破損ユ ソン5 10 損害4

¥ン2
損失2 破損1 損する1

1173他3
タ
ほ
か
一 7
3

他人1　その他1　タ5

ﾙか3 8
2

他入7

ﾙか2
その他1

1174多2 タおおい

4
6

多数2　多少1　多様1

ｨおい6 6
4

多数2

ｨおい4
多少2 多忙1 タ1

U75打3
茗
つ
つ 6
4

才丁撃3　　手丁重業1　　手丁考1、つつ4

ダ1

5
5

打撃3

ﾅつ5
打席1 打率1

ll76妥 ダ
N

10 5
5

妥協3 妥当2

1177堕 ダおちる

1
1

堕落1

ｨちる1
その他

ﾝ 10 4
4

おろす1

ツイラクのッイ2 ゲキツイのツイ1

1178惰 ダその他

m 10
4
1
5

惰性1

Yイ1
怠惰1 ダ1 ダエンのダ1

1179駄 ダ
2
そ
の
他
N

2
2
6

ダ2

ｺ駄2 7
1
1
1

無駄3

ｺ駄1
n期駄のジ

駄目1

@1

駄犬1 ダ2

1180太2 タイ

^ふとい

ﾓとる
2
7
1

太平洋2

ﾓとい7
ﾓとる1

1
1
8

太平洋1

ｾ刀1
ﾓとい8

1181対3 タイ

cイ

10 対決5　対応1　対局1 タイ3

7
3

対立3
O1
齣ﾎ2

反対1

cイ1

対人1 対話1　対

1182体2 タイ

eイ

ｩらだ 6
4

体操2　体育2　体験1

ｩらだ4

タイ1

4
6

身体2

ｩらだ6

体内1 体育館1

1183耐 タイ

ｽえる

ｻの他
m

2
2
1
5

忍謝2

ｽえる2
E酎のニン1 4

4
2

忍耐2

ｽえる4
謝久1 耐熱1

ll84待3 タイ

ﾜつ
ｻの他
1
8
1

期待1

ﾜつ8
烽ﾂ1

5
4
1

待墾1

Eタイのタイ1

ﾜつ4
ｳむらい1

待機1

@　P

期待1 招待1　オ

1185怠 タイ

ｨこたる
ﾈまける
m 10

6
1
3

怠慢4

ｨこたる1

怠惰1 タイ1

n86胎 タイ

ｻの他 1 ジ1

10 胎児8 胎動1 母胎1
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醤 9

1187退5 タイ 8 退場3 退院1　引退1　後退1　辞 8 退職2 退去1 退場1　後退1　撃
早昼 タイエ 退1 撤退1 脱退1

しりぞく 1 しりぞく1 1 しりぞく1

しりぞける
聾 1 1

1188帯4 タイ 4 携帯1 包帯1　湿地帯1　タイ1 4 熱帯2 一帯1 ジュウタイのタイ1
おびる

おび 6 おび6 6 おび6

1189泰 タイ 1 タイ1

やす 2 やす2 3 やす3

一その他 1 ガッソウのソウ1 3 ホウ1 シン2
醤 7 3

1190袋 タイ

ふくろ 8 池袋1 ふくろ7 lo 紙袋1 ビニール袋1 ふくろ8
N 2

1191逮 タイ 1 逮捕1 6 逮捕6
その他 1 逮捕のホ 1 2 逮捕のホ2
N 8 2

1玉92替 タイ 2 交替2
かえる 4 両替1 かえる3 6 両替2 かえる4
かわる

その他 5 サンセイのサン2　サン1　かりる1 2 小為替のかわせ1 サン1
かす1

N 1

1193貸5　　　！　、 タイ

ｩす 4 貸出し1 かす3 1
8

貸借1

ｩす8
その他 6 かりる6 1 かりる1

1194隊4 タイ 10 隊長3 軍隊2　警備隊1　親衛隊1 10 軍隊3 部隊2 隊員2　兵隊1　隊
タイ1 ダンタイのタイ2 長1 タイ1

1195滞 タイ 2 渋滞1 タイ1 6 渋滞4 停滞1 タイ1
とどこおる

その他 1 おび1 1 停滞のテイ1
N 7 3

1196　能5 タイ 7 態度6 タイ1 10 態度4 状態4 事態1　タイ1
’しン、

その他 2 ノウ2
R 1

1197大1 ダイ 6 大小2 大学1　広大1　ダイ2 6 大小3 ダイ3
タイ

おお 1 大空1 1 大文字 1

おおきい 3 おおきい3 3 おおきい3

1198代3 ダイ 8 代金5 代用1　代表1　ダイ1 8 代金2 代理1 代役亙　代名詞i
時代1 代々1 一代1

タイ

かわる 1 かわり1 2 かわり2
かえる

しろ 1 しろ1

1199台2 ダイ 9 台形1 ダイ8 9 土台1 台地1 寝台車1　ダイ6
タイ 1 台風1 1 台風1
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1200第3 ダイ 10 第一3　第一面1　第一問1　ダイ4 10 第一7 次第玉 ダイ2
キョウダイのダイ1

1201題3 ダイ 10 宿題3　問題2　課題1　出題1　ダ 10 宿題2 課題2 問題2　題
イ3 材1 ダイ2

玉202滝 たき 9 滝沢1　たき8 10 滝壷1 たき9
R 1

1203宅6 タク 8 自宅2　　1主宅1　　峯圭宅1　　宅地1　　タ 10 住宅4 良工2 邸宅1　宅
ク3 ク2

みやけ 1 三宅1
その他 1 住宅のジュウ1

1204択 タク 10 選択9 択一1
その他 1 シャク1
N 9

1205沢 タク 2 沢L112

さわ 9 軽井沢1　さわ8 7 さわ7

その他 1 コウサイのサイ1
醤 1

1206卓 タク 8 卓球5　教卓1　タク2 10 卓球4 卓上3 食率1　電
ク1

その他 1 卓球のキュウ1
N 1

1207拓 タク 3 開拓1　魚拓1　タク1 6 開拓4 タク2
その他 1 たくみ1 1 セキ1
N 6 3

1208託 タク 2 タク2 7 委託2 託す2 タク3
醤 8 3

1209濯 タク 玉 洗濯1 嘆 洗濯4
その他 玉 セン1
N 8 6

1210諾 ダク 5 承諾4 ダク1
その他 2 ジャッカンのジャク2
競 10 3

1211濁 ダク 5 濁流2 汚濁1 ダク2
にごる 4 にごる4
にごす 1 にごす1
N 10

1212但 ただし 3 ただし3

その他 2 ショウトクタイシのタイ1　タンニン 3 タンニンのタン1 タン2
のタン』1

N 8 4

1213達4 タツ 4 速達1　配達1　上達1　タッ1 3 麹達1 達人1 タツする1
（とも）だち 6 友達5　たちユ 6 友達6
その他 1 到達のトウ1

1214脱 ダツ 6 脱皮1　脱串｝狙　ダツ4 9 脱出2 脱衣2 脱衣所1
脱皮1 脱走1 ダツ1

ぬぐ 1 ぬぐ1 1 ぬぐ1
ぬげる
N 3

題目1　題

宅地1　タ

電卓1　タ

脱輯1
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1215奪 ダツ 3 奪團1 奪取玉　ダツ1
うばう 2 うばう2 7 うばう 7

その他 1 あつし1
N 7

1216棚 たな 6 本棚1
R
大陸棚1　棚瀬先生1　たな 9 たな9

その他 1 た1
醤 3 1

1217丹 タン 6 仁丹1 タン5 9 仁丹4 丹波玉　タン4
その他 1 ふね1 1 ふね1
N 3

1218担6 タン 10 担任9 握当1 10 担任6 握架1　担当1　凹凹1　鋤
担1

かつぐ

になう

1219単4 タン 10 単語4 簡単2　単元1　単純1　タ 10 単語4 単三電池1　単刀直入1　単
ン2 座1 簡単1　タン2

1220炭3 タン 8 石炭4 タン4 4 石炭2 炭水化物1　炭酸1
すみ 1 すみ1 6 すみ6

その他 1 はい1

玉221胆 タン 1 大胆1 9 大胆2 魂胆1　落胆1　　タン3　　フ

タンのタン2
きも 1 儲ったま1

一N 9

1222探6 タン 5 探検3 探偵2 7 探検5 探偵1　探査1
さぐる 1 さぐる1

さがす 4 さがす4 3 さがす3

1223淡 タン 2 淡彩1 タン1 6 淡白2 冷淡1　淡水1　淡彩錘1
濃淡1

あわい 4 あわい3 あわ1 4 あわい4

その他 3 ハイエンのエン1　ダン1　ほのお1
N 1

1224短3 タン 6 短縮2 短距離2　短気1　タン1 4 短気3 短命1
みじかい 4 みじかい4 6 みじかい6

1225嘆 タン 3 感嘆2 慨嘆1
なげく 2 なげく 2

なげかわしい

その他 2 カンジのカン1 カン1 3 感嘆のカン1
P

カンジのカン1　カン

N 8 2

1226端 タン 1 先端玉 4 途端1 発端1　先端1　端的1
はし 3 はし3
は

はた 4 道端1 田端2　はた1 2 田端1 はしのはた1
その他 1 あたり1
N 4 1

1227i誕 タン 5 誕生4 誕生日1 9 誕生6 誕生日3
その他 1 タンジョウのジョウ玉
醤 5

1228鍛 タン
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申　1 高　1

きたえる

ｻの他
ﾝ 10

8　きたえる8

P　キン1
P

1229団5　ダン

@　　　　　　トン

10　団地3　団体2　団結1　応援団1
@　劇闘1　結闇1　ダン1

8　獺体5　応援圏1　団結1　ダン1

Q　布団2

1230男1　ダン
@　　　　　ナン
@　　　　　おとこ

4　男子1　男女1　男性1　男爵王

U　おとこ6

4　男女2　男子2
P　長男1

T　おとこ5

1231段6　ダン 10　階段5　一段2　傭段ユ　ダン2 10　階段2　手段2　一段1　数段1　段

@　階1　ダン3

1232断5　ダン

@　　　　　たつ
@　　　　　　ことわる

@　　　　　その他

6　切断1　縦断1　横断1　診断1　ダ

@　ン2
P　たつ1
Q　ことわる2
P　こまる1

7　決断2　断麟王　断片1　横断1　判

@断1　断定1

R　ことわる3

1233弾　　ダン

@　　　　　　ひく

@　　　　　はずむ
@　　　　　たま
@　　　　　　N

7　弾力2　銃弾2　弾丸1　ダン2

R

8　弾丸3　弾圧2　爆弾1　弾劾1　ダ
@　ン1

Q　たま1

1234暖6　ダン
@　　　　　あたたか
@　　　　　あたたかい
@　　　　　あたたまる
@　　　　　あたためる

4　暖携3　ダンユ

U　あたたかい6

7　灘暖3　暖罵2　寒暖1　暖流1

R　あたたかい3

玉235談4　ダン 10　相談6　怪談1　ダン3 10　談話4　相談2　怪談2　雑談1　ダ

@　ン1

1236壇　　ダン
@　　　　　　タン

@　　　　　　N

4　　マ乞壇1　　教壇1　　でム壇1　　壇ノ言甫1

U

8　仏壇4　花塊3　演壇1

Q

1237地2　チ

@　　　　　ジ

8　地上2　土地2　地形1　大地1　チ

@　2
Q　地面2

5　地球2　大地2　地形1

T　地両4　地震1

1238池2　チ
@　　　　　いけ 10　不忍の池1　いけ9 10　いけ10

1239知2　チ
@　　　　　　しる

2　知識1　通知ユ

W　しる8

4　　　矢1！言哉2　　　矢費恵　1　　　予知ヨ1

U　知っている1　しる5

1240値6　チ
@　　　　　ね
@　　　　　あたい
@　　　　　その他
@　　　　　　醤

1　額嚢1歪1

U　値段3　値打ち2　ねl
戟@あたい1

P　ショクりンのショク1
P

3　｛逓値3

Q　値段2
T　あたい5

1241恥　　チ
@　　　　　はじる
@　　　　　はじ
@　　　　　はじらう
@　　　　　はずかしい
@　　　　　　N

4　はじ4

P　はずかしい1
T

3　恥辱3

T　はじ5

P　はずかしい1
P
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中　1 高 1

1蹴致 チ 9 一致6 チ2 ショチのチ1
いたす

その他 2 タッする1　トウ1
N 8 1

1243遅 チ 2 遅刻2 7 遅刻7

おくれる 2 おくれ1　おくれる1 3 おくれる3

おくらす

おそい 1 おそい1
N 5

1244痴 チ 3 痴漢1　チ2 7 痴漢2 白痴1 痴態1　チ3
授 7 3

1245稚 チ 7 幼稚園 3　幼稚2 稚拙2
その他 1 幼稚園のヨウ1 1 スイイのスイ1
聾 9 2

1246置4 チ 3 配置1　処置1　装置1 2 配鐙1 処置1
おく 7 おく7 8 おく8

1247竹2 チク 3 松竹梅 1　松竹1 竹林1
たけ 10 竹林1　竹藪1　たけ8 7 たけ7

1248畜 チク 7 家畜6　ノウチクのチク1 7 家畜4 畜産2 入畜1
その他 1 ゲン1 1 たくわえる1
R 2 2

1249逐 チク 2 駆逐2
その他 1 ぶた1 4 駆逐のク 1 スイコウのスイ1　つい

に1 と1
N 9 4

1250蓄 チク 2 チク2 9 蓄穣1 貯蓄1 蓄電池1　チクi
カチクのチク1 ボクチクのチク2
チクサンのチク2

たくわえる
琶 8 1

1251築5 チク 5 建築5 8 建築7 チク1
きずく 4 きずく4 1 きずく1

ツキ 1 築地1

一
R

1

1252秩 チツ 7 秩序7
チチ（ブ〉 3 秩父3
N 10

1253窒 チツ 10 窒素6 窒息4
その他 2 シッ1　むろ1
醤 8

1254茶2 チャ 10 お茶3　茶7 9 お茶4 茶色1 チャ4
サ 1 茶道1

1255着3 チャク 4 着睦2　到着1　一着1 2 着陸1 着実1
ジャク

きる 6 きる6 5 着物1 上着1 きる3
きせる

つく 3 つく3
つける

1256嫡 チャク 1 嫡男1
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中　1 高　1

その他 1 テキエ 2 テキ2
N 9 7

1257申1 チュウ 6 中心2 中学1　中間テスト1 チュ 5 中間2 中心1　大中1 大

ウ2
なか 4 なか4 5 なか5

1258仲6 チュウ 2 伸裁2
なか 9 ｛中間5 仲良し2　なか2 7 伸聞2 伸良し1 仲直り1
なこうど 1 伸人1
その他 1 おき

1259虫1 チュウ 4 昆虫4 6 昆虫4 害虫1 爬虫類1
むし 6 虫めがね 1　むし5 4 むし4

1260沖 チュウ

おき 10 沖紐1 沖合1　おき8 10 沖縄2 おき8

1261宙6 チュウ 10 宇宙10 10 宇宙10

1262忠6 チュウ 7 忠告2 忠実2　チュウ3 10 患実3 忠告1 忠距蔵玉
忠誠1 チュウ3

ただ 2 ただ2

一鍾 1

1263抽 チュウ 3 再選2 チュウ1 9 拙選4 抽出2　抽象2 チ
その他 1 センキョのキョ1
醤 6 1

1264注3 チュウ 5 注意2 注射2　チュウ1 6 注意3
P

注財2 チュウシツ

そそぐ 4 そそぐ4 4 そそぐ4

その他 1 シュウ1

1265畳2 チュウ 4 昼食2 昼夜1　白昼1
ひる 10 昼問1 ひる9 6 昼間1 ひる5

1266柱3 チュウ 1 柱頭1 2 鉄柱1 石柱1
はしら 9 はしら9 8 水柱1 はしら7

1267衷 チュウ 1 チュウシツのチュウ1
その他 2 アイシュウのアイ1 あわれ
醤 10 7

玉268鋳 チュウ 2 鋳造1 カッチュウのチュウ
いる 1 いる1
その他 2 ジュ1 すず1
N 10 5

1269駐 チュウ 5 駐車場2 駐車2　チュウ1 10 駐車10
N 5

1270著6 チョ 7 著者6 著作権1 6 著者5 著諸＝1

あらわす 1 あらわす1

いちじるしい 3 いちじるしい3
製 3

1271貯4 チョ 10 舞辛金10 9 貯金5 貯蔵3　貯蓄1
製 1

1272丁3 チョウ 9 一丁目4 包丁2　チョウ3 8 一丁霞3 一丁2 丁痩1
テイ 2 丁寧2

大中小1

なか3

忠義1

チュウ1

チョウ2
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中　1 高　1

酎 1

1273弔 チョウ

とむらう 2 とむらう2

その他 1 ユイ1 1 モチュウのモ1
醤 9 7

1274庁6 チョウ 9 欝視庁5 警察庁1　チョウ3 10 警視庁7
P

窟庁1 環境庁1　気象庁

その他 1 ケイサツショのショ1

1275兆6 チョウ 10 一兆4 侮兆1　チョウ5 8 一兆4 前兆1　一兆円 1　チョウ1
チョウゴウのチョウ1

きざす

きざし

その他 1 のがす1
醤 1

1276町ユ チョウ 2 町内王 チョウ1 2 町内1 ○○チョウ1
まち 8 まち8 8 まち8

1277長2 チョウ 1 長短1 2 長方形1 班長玉

ながい 9 ながい 9 8 ながい8

1278挑 チョウ 2 挑戦1 チョウ1 6 挑戦6
いどむ

その他 5 トウ1 もも4
N 3 4

1279帳3 チョウ 10 手帳3 メモ帳2　連絡帳1　落書き 8 手張3 帳颪2 帳簿1　練翌帳1
帳1
P

チョウ2　カクチョウのチョウ 電話帳1

とばり 2 とばり2

1280張5 チョウ 5 手張1 主張1　拡張1　緊張1 6 出張1 張力1 緊張1　拡張1
チョウ1 チョウ1

はる 5 頑張る1 引っ張るユ　はる3 4 はる4

1281彫 チョウ 6 彫刻5 彫刻刀1 4 彫刻4
ほる 1 ほる1 3 ほる3
その他 1 彫刻のコク1 3 彫刻のコク3
N 2

1282眺 チョウ 玉 チョウ1
ながめる 6 ながめ1 ながめる5
その他 1 テンボウのボウ1
N 9 3

玉283釣 チョウ

つる 10 つり10

8
2

魚つり1 つり2 つる5

1284頂6 チョウ 8 頂上6 頂点2 5 頂上4 チョウ1
いただき 3 いただき3
いただく

その他 1 チョッカクのチョク1 1 チョキンのチョ1
鐸 1 1

1285鳥2 チョウ 3 野鳥2 一一ﾎ二鳥1 2 鳥類1 野鳥1
とり 7 とり7 8 とり8

1286朝2 チョウ 2 朝刊工 明朝1 3 朝食1 明朝1　早朝1
あさ 8 毎朝1 あさ7 7 朝B2 あさ5
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1
高

弛
弛
2
，
張
膨
4
　
霞
U

蛇
殆
1
徴
象
榔
徴
5
徴
特
O
J
　
　
　
　
　
　
　
－

　
1
託
す
む
ま
す
す
7
　
1
　
　
　
　
り
倫

加
撒
餌
語
勢
覚
聴
視
　
1
2
ウ
4
聴
ヨ
く
1
視
チ
き
ハ
0
　
　
　
　
4

　
　
　
　
頃
　
　
　
　
巴
　
　
　
　
の
5
　
　
勃
几
又
　
　
　
　
　
ミ
鮒
　
　
　
ビ
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
3

率
翻
垂
綿
直
御
直
　
　
　
　
1
2
　
　
　
　
　
す
3
角
1
　
　
　
お
直
直
直
　
　
　
な
素
ρ
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
3

翅
弛
謝
勅
2
　
1
使
ク
勅
ソ
5
　
王
　
4

騨
四
郷
灘
7

1
中

10

M
超
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
ゾ

妬
弛
駒
盲
腕
宵
1
転
1
捻
ウ
腸
ヨ
0
4
　
1

1
　
　
ー
ウ
る
2
ヨ
ね
ぶ
チ
は
と
1
　
1
　
9
臼
　
　
　
ρ
Q

　
ビ
　
の
　
妙
　
獣
　
祝
　
え
　
ほ
　
ほ
　
ー
ー
ル
徴
オ
特
ト
2
1
　
5
　
　
　
　
4

拐
し
翰
輔
　
1
1
み
潮
う
ち
ず
満
み
8
　
1
　
1

－
　
忍
む
　
　
ぼ
す
　
　
の
2
　
　
　
　
1
み
　
　
ウ
す
　
　
ト
つ
σ
　
　
　
　
9
臼
　
5

勃
錦
検
力
聴
加
聴
視
つ
O
　
　
　
　
l
力
1
く
聴
ウ
き
段
∪
　
　
　
　
1
　
3

10

翻
垂
御
直
　
　
　
　
5
2
　
　
　
　
　
す
1
角
　
　
　
　
お
直
直
　
　
　
　
な
素
荏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
1

10

測
沈
1

ウ
計
脹
餅
1

ン
チ
沈
㎜
1
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中　1 高 1

しずむ 6 しずむ6 3 しずむ3

しずめる 1 しずめる1
N 2

1300珍 チン 6 珍商売2　珍プレー1　チン3 5 珍味3 珍品玉 珍商売1

めずらしい 3 めずらしい3 4 めずらしい4
醤 1 1

1301朕 チン 1 天皇のチン 1

その他 1 さく1
鐸 10 8

1302陳 チン 5 陳列2 陳腐1 チン2
その他 2 ねりまのねり1　トウ王 1 トウケッのトウ1
N 8 4

1303賃6　　　！　、
チン

ｻの他 6
2

賃金3　　　運賃　2　　　家賃　1

Jンリニンのニン1　イン1

10 賃金8 運賃2

醤 2

1304鎮 チン 4 鎮魂歌1 チン3
しずめる

しずまる

その他 1 シンチョウのシン1 2 シン2
翼 9 4

1305追3 ツイ 4 追跡3 追憶1
おう 10 追掛ける4　おう6 6 追掛ける 1　おう5

1306墜 ツイ 7 墜落5 撃墜2

その他 2 タイ2
N 8 3

1307通2 ツウ 6 通学3　通路1　通行人1　逓じる1 5 逓路1 通信1 通学1　逓過1 通

胴門1
ツ

とおる 3 とおる3 4 とおる4

とおす

かよう 1 かよう1 1 かよう1

1308痛6 ツウ 5 頭痛2　陣痛1　激痛1　ツウ1 4 苦痛2 痛打1 頭痛1

いたい 5 いたい5 4 いたみ1 いたい3
いたむ 1 いたむ1

いためる
鐸 1

1309塚 つか 9 一里塚2　飯塚1　石塚1　つか5 10 大塚3 つか7
醤 1

1310漬 つける 3 漬け物3 10 漬け物5 つける 5

つかる

その他 1 つめる1
醤 6

1311坪 つぼ 4 一坪1　つぼ3 9 一坪1 つぼ8
その他 1 ブロックベイのヘイ1
醤 6

1312低4 テイ 3 最低1　テイ2 2 低下玉 低次元1
ひくい 7 ひくい7 8 ひくい8
ひくめる

ひくまる

1313呈 テイ 4 贈量1　テイ3 8 贈呈4 進呈3 テイ1
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中　1 高　1

無 6 2

ユ314廷 テイ 3 テイ2 7 法廷4 朝廷2 宮廷1
その他 5 エンチョウのエン2　タンジョウのタ 3 エンチョウのエン1 のびる

ン1 ニン1　のびる1 る1
N 2

1315弟2 テイ 1 子弟1
ダイ 2 兄弟2
デ 1 弟子1
おとうと 10 おとうと10 6 おとうと6

1316定3 テイ 7 決定2 一定1　測定1　定価1　テ 5 定義3 定価1 決定1
イ2

ジョウ

さだめる 2 さだめる2 4 さだめる4
さだまる 1 さだまる1

さだか

q 1

1317底4 テイ 5 海底4 テイ1 7 海底3 榔或1 底面1　テ
そこ 5 どん底 1　そこ4 3 そこ3

1318抵 テイ 1 抵抗1 7 抵抗4 テイ3
その他 2 抵抗のコウ1　ひくい1 1 ひくい1
N 7 2

1319邸 テイ 10 豪邸2 ○○邸2 別邸1
キュウテイのテイ1

N 10

1320亭 テイ 9 料亭1 テイ7　テイシャのテイ1 10 料亭2
rrら隔　　　、

{王玉 店につくテ

イ6
醤 1

1321貞 テイ 1 テイ1 5 爽淑1 テイ4
さだ 6 王貞治 1　さだ5 3 王貞治1 さだ2

一N 3 2

1322帝 テイ

m 9
1

帝国5 帝王1　テイ3 10 帝屡7 帝王2 帝政1

1323訂 テイ 1 テイチョウのテイ1 9 訂正8 テイ1
その他 3 チョウ3
醤 6 1

王324庭3 テイ 3 庭園1 家庭1　校庭1 2 獲園2
にわ 7 にわ7 8 にわ8

1325逓 テイ 1 逓信1
N 玉0 9

1326停4 テイ 10 停車5 停車場2　停留所2　停止1 10 停東4
P

停毒場3 惇留所2

1327偵 テイ 4 探偵3 テイ1 10 痕察6 探槙4
その他 1 さだめる 1

N 5

1328堤 テイ 4 堤防1 テイ1　テイキョウのテイ2 7 堤防4 テイ2 ゼンテイの・

つつみ

その他 1 さげる1
醤 6 2

テイ2

のべ

テイ4

テ

バス停
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中　1 高 1

玉329提5 テイ 7 提供4 提出1　テイボウのテイ2 9 提出4 前疑1 提案1　提供1　提
起1 テイ1

さげる 1 さげる1

その他 1 つつみ1
N 1 1

1330程5 テイ 8 程度3 方程1　力程1　B程1　テ 9 方程4 程慶2 方程式2　有効射程

イ2 1

ほど 1 ほど1
N 2

1331艇 テイ 2 テイ1 シンテイのテイ1 6 競艇1 艦艇1 救命艇1　テイ3
潜 8 4

1332締 テイ 1 テイ1
しまる 2 取り締まり1 しまる1

しめる 6 締切2 しめる4
N 9 2

1333泥 デイ 1 雲泥1
どう 8 泥榛3 どう5 9 泥棒3 どう6

その他 1 泥棒のボウ 1　泥榛のド1
N 1

1334的4 テキ 6 目的4 テ’キ2 6 目的2 的中1 テキ3
まと 3 まと3 4 まと4

その他 1 テッテイのテツ1

1335笛 テキ 1 汽笛1
ふえ 10 ふえ10 9 笛吹璽子 1　口笛1 ふえ7

1336摘 テキ 5 テキ2 テキセツのテキ1　テキトウ 7 指摘3 摘発1 摘出1　テキ1
のテキ1 スイテキのテキ1 イッテキのテキ1

つむ 3 つむ3
N 5

1337滴 テキ 10 一滴4 水滴3　テキ2　テキトウの 9 一滴7 水滴2

テキ1
しずく

したたる
鐸 1

1338適5 テキ 9 適墨4 適切2　テキ3 10． 適当5 適切2 快適2　テキ1
醤 1

1339敵5 テキ 10 宿敵1 テキ9 9 敵味方1 テキ8
かたき 1 かたき1

1340迭 テツ

その他 2 おくる2 1 おくる1
N 8 9

1341哲 テツ 7 哲学3 テツ4 10 哲学m
N 3

1342鉄3 テツ 10 鉄道3 鉄棒1　テッ6 10 鉄道5 鉄筋1 テツ4

1343徹 テツ 2 徹夜1 テツ1 7 徹夜4 貫徹1 テツ2
とおる 7 とおる7 2 とおる2

その他 1 ちる1 1
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中　1 高 1

1344撤 テツ

ｻの他
10

8
1
1

撤去1　撤収1
cヤのテツ1
eッテイのテイ1

　撤廃1　テツ3　テ

eツコのテツ1

玉345天1 テン

?め
?ま

10 天ジョウ2 天地1　天国1　テン6 10 天麟2　天気1

eン5
天下1　天ジョウ1

1346典4 テン

ｻの他 9
1

ジ典5

Lョウ1

テン4 10 ジ典6　ホウ典1

eン1
古典1　典型的1

1347店2 テン
ﾝせ 10 みせ10 2

8

商店2

ﾝせ8

1348点2 テン 10 点検1

ｸ点1
点々1　一点1　北極点1

eン5

10 一点1　得点1 汚点1　テン7

1349展6 テン

ｻの他 9
1

展覧会4

W覧会のラ

　　　　　展覧1　展示1　テン2
Vキテンのテン1

@　　　ン1

10 展開3　発展3
W示玉

展覧会2　展覧1

1350添 テン

ｻえる
ｻう

ｻの他
m

1
2
1
6

テン1

ｻえ1

ｳえる1

そえる1 8
2

添加物3　添加3

ｻえる2

聖王ll　2

1351転3 テン

ｱろがる
ｱろげる

ｱろがす

ｱろぶ

転校2

eン1
ｱろがる2

ｱろぶ2

牽云落　1　　　自率云筆舞　1　　逆牽云　1

7
3

転鐵2　転倒2
]1
ｱろがる3

転換1　転勤1　横

1352田1 デン

ｽ 10 環んぼ5 た5 3
7

田園3

･んぼ3　田畑1 た3

1353伝4 デン

ﾂたわる
ﾂたえる
ﾂたう

伝統3

ﾂたえる5

伝説1　伝醤1

7
1
2

伝達2　伝染2
揩P

ﾂたわる1
ﾂたえる2

伝記玉　伝説1　伝

1354殿 デン

eン
ﾆの
ﾇの
ﾝ
8
1
1

との8

ﾇの1

2
1
7

殿下2

苴a1
a様5　との2

1355電2 デン 10 電気7 電撃1　電流1　電燈1 10 電気7　電力2 電話1

1356斗 ト
そ
の
他
N

8
1
1

北斗星3

ﾜさ1

北斗2　ト3

8
1
1

北斗星3　北斗3
gウ1
ｵな1

ト1　ケントウの

1357吐 ト
は
く
N 2
8

はく2 4
6

嘔吐2　吐息1

ﾍく6
ト1
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中　1 高 1

1358徒4 ト
醤 9
1

生徒8 徒競争1 10 生徒9 徒歩1

1359途 ト 1 途中1 9 途中6 途端1 前途1　ト1
蓋 1 一途1
その他 2 のぞく 1　よ1
鐸 6 1

1360都3 ト
ツ

4 東京都2 京都1　ト1 7 東京都4 都心1 都立1　都市1

みやこ
･ 5

1

みやこ5 3 みやこ3

1361渡 ト 2 渡溝1 渡米1
わたる 8 渡辺2 わた2　わたす4 8 わたる8
わたす 2 わたす2

1362塗 ト 4 塗料3 塗装1 5 塗装3 塗料2
ぬる 4 上塗り 1　ぬる3
その他
ﾝ 6

1 塗装のソウ玉

1363：土1 ド 1 土曜日 1 1 土曜日 玉

ト 3 土地3
つち 9 つち9 6 つち6

1364奴 ド 4 奴隷4
やつ 1 やつ1 5 やつ5

一競 9 1

1365努4 ド 9 努力8 ド1 8 努力7 ド玉

つとめる 2 っとめる2
その他 1 努力のリョク1

1366度3 ド 9 温度1 今度1　限度1　百度1 経 9 一度3 温度2 角痩1　調度1　何

ト

度1 何度1　ド3 度1 ド1

たく

たび 1 たび1
その他 1 その都度のつど1

1367怒 ド 2 激怒1 怒濤王

いかる 1 いかる 1

おこる
m 6
4

おこる6 7 おこる7

1368刀2 トウ 2 トウ2

かたな

7
1

かたな7
9
1

かたな9

1369タ」2 トウ 3 秋冬2 ネットウのトウ1 2 冬眠1 冬期1
、

ふゆ 7 ふゆ7 8 ふゆ8

1370燈4 トウ

ﾐ
8 燈台5 街燈1　燈籠1　　トウ1 10 燈台5 電燈2 街燈2　ガス燈1

その他 2 すみ1 のぼる1

1371当2 トウ 4 当選1 見当1　担当1　当時1 7 惑選4 峯然1 当番1　相当玉
あたる 6 あたり1 あたる5 3 あたり1 あたる2
あてる

1372投3 トウ 3 投手1 投影法1　トウ1 7 投手3 投打1 投票1　投与1　投
球1

なげる 7 なげる 7 3 なげる 3

346第9章児童・生徒の常用漢字習得鰻



中　1 高　1

1373豆 トウ

Y
1 納豆1 3 鷲乳2 豆腐1

まめ 9 まめ9 7 まめ7

B74東2 トウ 4 東酒南北2 棄京1　東部1 7 東顯4 東京3
ひがし 6 エデンの東1 ひがし5 3 ひがし3

1375到 トウ 4 トウ2 トウリツのトウ1　アットウ 9 到達4 到着3 殺到1　ト
のトウ1

その他
ﾝ 2
4

タツ1 たおれる1 1 鋼達のタッ1

1376逃 トウ 1 逃亡1 4 逃亡4
にげる 9 にげる9 6 にげる6
にがす

のがす

のがれる

1377倒 トウ 3 圧倒1 トウ2 7 倒産3 打倒3 サットウの
たおれる 5 たおれる5 3 たおれる3

たおす

その他
m 1
1

いたる1

1378凍 トウ 3 冷凍3 8 冷凍8

こおる 3 こおる2 こおらせる1 2 こおる2
こごえる

その他

1
3

冷凍のレイ 1

1379唐 トウ 6 トウ6 9 遣唐使1 管入1 トウ7
から 1 から1
その他
ﾝ 3

1 からい1

1380島3 トウ 1 諸島1
しま 9 三宅島1 しま8 10 島国1 三宅島1 しま8

1381桃 トウ 1 黄桃1
もも

m

10 桃色1 もも9

8
1

もも8

1832討6
狛
つ
つ

3 討論1 討論会1　トウ1
9
1

検討5

｢死1
討論2 追討1　ト

その他
m 2
5

ロン1 スウ1

1383透 トウ 3 透明3 9 透明9
すく 1 透き通る1

すかす

すける

とおる 1 とおる1 1 とおる1
N 5

1384党6 トウ

m 9
玉

自幾党3 政党2　トウ4 10 政党3 野党3 トウ4

1385悼 トウ 1 追悼1

いたむ

その他 3

1

ジャンタクのタク1　タク1　さとる 3 タク2 つつしむ1

N 7 6

トウ1

トウ1
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中　1 高 1

1386盗 トウ 5 強盗1 盗聴器1　盗難1　盗賊1 6 盗難5 盗品1
トウ1

ぬすむ 1 ぬすむ1 4 ぬすむ4

その他 2 強盗のゴウ 1　窃盗のセツ1
製 2

1387陶 トウ 2 陶器1 トウカヘンのトウ1 9 陶器8 陶磁器1

その他 3 キョウドのキョウ1　ひとこまのこま

1　キョウ1
N 5 1

1388搭 トウ 6 トウ6 9 斜塔1 砲塔1 鉄塔1　トウ6
N 4 1

1389搭 トウ 7 トウ6 トウダイのトウ1 4 トウ4

その他 2 ジュウ1 　　、ﾐろっ1
N 3 4

1390棟 トウ 1 トウ1 3 病棟1 トウ2
むね 1 むね1
むな

その他 1 ねる1 3 イチレンのレン2
P

ねりがらしのねり

溝 8 3

1391湯3 トウ

ゆ 10 湯舟1 ゆ9 9 ゆ9
その他 1 あげる1

1392痘 トウ 1 トウ1 6 種痘4 天然痘1 トウ1
醤 9 4

1393登3 トウ 2 登板1 トウ1
ト 6 登由6 8 登由8
のぼる 2 のぼる2 2 のほ1る2

玉394答2 トウ 5 答案2 解答2　応答1 4 解答3 答案1
こたえる 2 こたえる2 1 こたえる1

こたえ 3 こたえ3 5 こたえ5

1395等3 トウ 8 一等2 平等2　　一等賞1　　トウ2 6 平等2 同等1 等分1　一等1　等
シャトウのトウ玉 速1

ひとしい 2 ひとしい2

など 1 など1 2 など2

一その他 1 平等のビョウ1

1396筒 トウ 2 水筒2 2 封筒1 水箇1

つつ
m 3
5

つつ3 8 つつ8

1397統5 トウ 8 統一5 伝統2　トウ1 6 統一3 総統1 系統1　統治1
すべる

その他 1 大統領のリョウ1 1 ジュウ1
N 1 3

1398稲 トウ

いね 4 いね4 8 いね8
いな

ﾝ 4
2

稲付中2 稲付2 2 稲作2

1399踏 トウ 1 ジントウのトウ1
ふむ 3 踏込む1 ふむ2 8 ふむ8
ふまえる
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1
高

玉
－
　
鎚
髪
脳
　
　
た
頭
頭
　
　
あ
一
　
1
　
　
　
　
0
0

凋
ゼ
の
ン
ゼ
お
刀
フ
の
ウ
ー
ト
れ
ッ
ま
フ
ほ
り
0
　
　
　
　
7

　
朝
　
酒
　
翅
　
フ
5
の
騰
騰
沸
沸
＝
」
　
3
　
2

剛
一
剛
合
3
　
防
一
　
な
同
　
　
お
K
J
　
　
　
　
5

蛇
ド
馳
洞
6
窟
洞
Ω
」
　
　
　
　
－

　
ω
－
ら
働
た
労
は
1
　
0
ソ

1
中

田
の
ツ
五
ロ
コ
セ
の
刀
セ
2
　
5

労
ト
　
一
8
ウ
糖
ト
砂
サ
0
『
　
－

似
ト
　
　
　
7
　
1
1
　
　
　
　
ま
ら
部
　
　
　
た
し
頭
　
　
　
あ
か
2
　
　
　
　
　
　
7
　
1

10

恒
ト
ー
魂
闘
翻
測
　
2
　
　
め
4
　
　
　
・
刀
志
　
　
た
闘
　
　
た
7
　
　
　
　
2
　
1

10

1
盟
岡
1
生
級
圏
1
情
同
　
　
3
1
3
じ
縛
ウ
な
岡
ド
お
7
　
　
　
　
3

彊
ド
U
紡
泥
酔
嘲
了
に
》
　
　
　
　
ご
∂

男
ド
の
ツ
妙
ド
卯
ド
8
　
　
　
　
　
　
2

2
作
動
3
　
6
物
　
　
ご
動
　
　
う
5
　
　
　
　
5

卸
慰
8
話
童
1
0

御
道
つ
U
　
　
　
　
6
路
　
　
ち
道
　
　
み
4
　
　
　
　
尺
U

1
0
駅
た
は
1
0

1
0
防
1
0

男
ド
鵜
補
2
　
く
4
ぴ
導
ち
詠
み
ハ
0
　
2
　
2

他
の
ぞ
N

跡
4
堂
靭
1

防
5
銅
粥
1
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中　1 高　1

1415峠 とうげ 8 とうげ8 1（〉 とうげ1G
N 2

1416匿 トク 3 匿名3

その他 1 ジャッカンのジャク1
N 10 6

1417特5 トク． 9 特別2　特急1　特選1　トク5 9 特別4 特殊3　特急1 トク1
その他 1 もつ1
N 1

1418得5 トク 3 得意1　納得1　トク1 5 得意1 得点1　会得1 トク2
える 4 える4 4 える4
うる

その他 2 テイ1　会得のエ1 1 会得のエ 1

N 1

1419督 トク 1 監督1 9 監督9
その他 1 監督のカン1 1 提督のテイ 1

R 8

1420徳5 トク 10 道徳6　徳損家康1　トク3 10 道徳3 人徳1 聖徳太子1　トク5

1421篤 トク

あっ 3 あつし3 4 実篤1 アツシ3

一その他 1 マ1 1 スイセンのセン1
醤 6 5

1422毒4 ドク 10 毒薬1　ドク9 10 消毒1 ドク9

1423独5 ドク 9 独立6　独占1　独特1　ドク1 10 独立5 孤独3　独特1 単独1
ひとり

醤 1

1424読2 ドク 2 読書1　読者1 5 読書4 音読1
トク

トウ

よむ 7 読売1　よみ1　よむ5 4 よむ4
その他 1 うる1 1 読売のうり1

1425凸 トツ 5 凹凸3 トツ2
でこ（ぼこ） 3 凸凹1　でこ2 2 凸凹2
その他 1 でっぱる1 3 凹凸のオウ2 オウ1
醤 6

1426突 トツ 8 激突2　突撃1　衝撃1　突然1 突 8 追突2 衝突2　突進1 突然1　突
破1　突入1　トツ1 発1 激突1

つく 1 突込む1 2 突き出す1 つく1
賛 1

1427届6 とどける 8 とどける8 9 とどけ1 とどける8
とどく 2 とどく2 1 とどく1

1428屯 トン 7 屯田兵4 駐屯地1 トン2
その他 1 ジュン1 1 ドン1
翼 9 2

1429豚 トン 1 トン1 2 養豚場1 トン1
ぶた 7 ぶた7 7 豚肉1 ぶた6
その他 1 イシカワタクボクのタク1
醤 2
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中　1 高　1

1430鈍　　ドン
@　　　　　　にぶい

@　　　　　　にぶる

@　　　　　その他
@　　　　　　聾

2　くき1　するどい1
W

8　鈍感5　鈍角3
Q　にぶい2

1431暴　　　ドン　　　割

@　　　　　　くもる

@　　　　　　N

3　　くもり2　　くもる1
V

9　　くもり8　　くもる1
P

1432内3　ナイ　　　　　　　ダイ

@　　　　　　うち

4　内科1　校舎内1　ナイ2

U　内側2　うち4

2　内外1　内籍1

W　内｛貝1捻　うち6

1433南2　ナン
@　　　　　ナ
@　　　　　みなみ

2　衛北1　ナン1

W　南十字星1　みなみ7

3　南北2　南国1

V　みなみ7

1434軟　　ナン

@　　　　　やわらか
@　　　　　やわらかい
@　　　　　その他
@　　　　　　N

3　柔軟2　軟弱1

P　ワジクのジク1
U

7　軟弱2　軟球1　軟質1　柔軟1　ナ
@　ン2

P　やわらかい1

Q

1435難6　ナン
@　　　　　かたい
@　　　　　むずかしい
@　　　　　　N

6　遭難2　避難2　困難1　ナン1

P　むずかしい1
R

6　難問2　園難2　難関1　遭難1

S　むずかしい4

1436　－1　　二　　　一

@　　　　　ふた
@　　　　　ふたつ
@　　　　　ふた（り）

9　二9

P　二入1

10　二月1　二十1　一二三1　数字の工

@　1　二6

1437尼　　二
@　　　　　あま
@　　　　　その他
@　　　　　　N

1　あま1
Q　どう1　しり1
V

1　肥僧1
T　あま5
P　ニョソウのニョ1
R

1438弐6　二
@　　　　　その他
@　　　　　　醤

5　弍億1　弍百円1　二3
P　イチ1
S

6　弍拾1　二5
P　イチマンエンのイチ1
R

1439肉3　ニク 10　筋肉2　ニク8 10　肉食1　肉屡1　牛肉1　ニク7

1440日1　ニチ
@　　　　　　ジツ

@　　　　　　ひ

@　　　　　か

4　B曜BI　日本1　ニチ2

U　日頃1　ひ5

4　　　E出時　1　　　日1曜畏鍵　1　　　毎日　1　　　一日　1

U　朝日1　日の光1　ひ4

1441入1　ニュウ
@　　　　　いる
@　　　　　いれる
@　　　　　　はいる

4　入浴1　入荷1　入門1　侵入1

U　出入り日1　はいる5

5　入学2　進入1　入門1　挿入1
P　入潤1

S　出入り1　はいる3

1442　季し6　　ニュウ

@　　　　　ちぢ
@　　　　　ち

9　牛乳9
P　ちぢ1

8　牛乳5　乳生3
Q　ちぢ2

1443尿　　二・ウ 8　検尿1　ニョウ7 9　尿検査1　ニヨウ8
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中　1 高　1

その他 1 泌尿のヒ 1

鼓 2

玉444任5 ニン 9 責任3 任務2　転任1　担任1　二 6 責任2 任務2 損任1　專任1
ン2

まかせる 1 まかせる1 3 まかせる3
まかす

その他 1 委任のイ 1

1445妊 ニン 3 妊娠2 ニン1 8 妊娠5 妊婦1 ニン2
N 7 2

1446　刃　　　’雛、
ニン 6 忍者4 忍耐2 3 忍者3
しのぶ 4 7 忍岡3 しのぶ4
しのばせる

1447　曇刃6　　　口4》

ニン 6 確認1 ニン3　セキニンのニン1 4 承認2 公認1 認可1
イニンのニン1

みとめる
ﾝ 3
1

みとめる3 6 みとめる6

1448寧 ネイ 7 丁寧7
その他 1 丁寧のテイ 1

鐸 10 2

1449熱4 、不ツ 7 熱湯2 熱する1　ネッ4 9 熱湯1 熱演1 発熱1　情熱1　ネ
ツ5

あつい 3 あつい3 1 あつい1

1450年1 ネン 5 年齢3 一年1　ネン玉 5 一年2 年齢1 年来1　ネン1
とし 5 とし5 5 とし5

1451念4 、不ン 9 残念2 念力1　記念1　怨念1　執 10 残念2 概念1 記念1　僧念1　専
念1 、不ン3 念1 念願1　念写1 、不ン2

その他 1 いのる 1

1452粘
、不ン 4 粘土4 6 粘土4 粘着1 粘着力1
ねばる

その他
m 6

4 ねりジョウのねり1 ねる2　のり1

1453燃
、不ン 7 燃料6 燃焼1 7 燃焼4 燃料3
もえる 3 もえる3 3 もえる3
もやす

もす

1454悩 ノウ 2 ノウ2 3 煩悩1 ノウ1 ノウリのノウ1
なやむ 6 なやみ5 なやむ1 6 なやむ5 なやみ1
なやます
醤 2 1

1455納6 ノウ 3 泰納1 ノウ2 6 納税2 結納1 納入1　納品1　ノ
ウ1

ナツ

i
ナン

トウ 1 患納1
おさめる 4 おさめる4 2 おさめる2
おさまる

その他 1 出納のスイ 1

N 3

1456能5 ノウ 9 能力2 飯能2　機能1　　ノウ4 10 能力5 能率1 機能1　能楽1　ノ
ウ2
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申　1 高 1

N 1

1457脳6 ノウ 9 脳出血1　頭脳1　ノウ7 ユ0 脳波i 大脳1 頭脳1　ノ・

ウリョクのノウ1
醤 1

1458農3 ノウ 10 農業4　農毘3　農家1　農奴1　ノ 10 農業5 農家2 農民1　灘
ウグのノウ1 農1

1459濃 ノウ 3 濃度2　ノウ1 7 濃度3 濃淡2 濃厚1　ノ・

のノウ1
こい 2 こい2 2 こい2
しなの 1 信濃1
その他 1 コウ1
N 4

1460把 ノ、 4 把握4
その他 4 ヒリョウのヒ1　ヒマンのヒ1　ヒ2 3 把握のアク 1 ヒリョウのヒ
聾 6 3

1461波3 ノ、 1 波止場1 1 波動1
なみ 8 なみ8 9 なみ9
その他 1 つかれる1

1462派6 ノ、 7 立派3　ハ4 9 心墨所2 派閥1 派遣1　1
キリスト教派1 一派1　ハ：

その他 3 サンミャクのミャク1　ミャク2
N 1

1463破5 ノ、 6 破損3　破壊1　破滅1　破線1 7 破壊5 破裂1 破綻1
やぶる 2 やぶる2
やぶれる 3 やぶれる3 1 やぶれる 1

その他 1 かわ1

1464覇 ノ、 1 制覇1 3 那覇2 制覇1
その他 3 那覇のナ 1 制覇のセイ1　ゴ

のなわ1
穀 9 4

1465馬2 バ 1 馬券1 2 馬車1 競馬1
うま 9 うま9 8 うま8
ま

1466婆 ノく 2 老婆1　バ1 7 老婆6 うばのバ1

おばあさん 1 お婆さん1 2 お婆さん2
その他 1 やつれる1 1 ヨウシのシ王
N 6

1467拝6 ハイ 5 礼拝1　礼拝堂1　ハイ3 3 拝見1 拝啓1 参拝1

おがむ 4 おがむ4
その他 1 参拝のサン 1

N 5 2

1468杯 ハイ 7 一季不3　　　｛可季不2　　　章乞季不1　　　ノ、イ　1 8 ～杯2 八杯2 祝杯2　乾峯

イ1

さかずき 2 さかずき 2

醤 3

1469背6 ハイ ユ 背後1

せ 10 背申8　背伸び1　せ1 9 背中8 背丈1
せい

そむく

ノウ6　ノ

酪

ノウキョウ

ヒ1

自然派1

おきなわ

ノ、
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中　1 高 玉

そむける

1470肺6 ハイ 7 ハイ7 10 肺胞1 内臓の肺 1 ハイ8
その他 2 チョウ1　かき1
巽 1

1471俳6 ハイ 8 俳句4　俳優3　ハイヤクのハイ1 10 俳句5 俳f憂5

その他 2 ヒ2

1472配3 ハイ 3 配達2　ハイ1 9 配達4 配布2 心配1　支配1　配
慮1

くばる 5 くばる5 1 くばる1

その他 1 さけ1
N 1

1473排 ハイ 5 排出1　排気口1　ハイ2　ハイクの 8 排出3 排泄2 ハイ2　ハイクのハ
ハイ1 イ1

その他 1 ヒ1 2 ヒナンのヒ1 ヒ1
N 4

1474敗4 ハイ 8 皿貝女3　　貝女者1　　勝員女1　　ハイ3 8 敗北3 失敗3 腐敗1　勝敗1
やぶれる 1 やぶれる 1

まける 1 まける1 1 まける1

その他 1 ザイホウのザイ1

1475廃 ハイ 1 ハイ1 9 廃止1 廃櫨i 廃棄物1　廃人1
廃藩羅県 1　ハイ 2 ハイシュツのハ

イ2
すたれる

すたる

その他 1 ハツ1
冠 8 1

1476輩 ハイ 7 先輩7 9 珍妙6 後輩1 我輩1　ハイ1
やから 1 やから1
N 3

1477売2 バイ 3 売店2　売買1 2 売買2
うる 7 うる7 8 売り買い1 うる7
うれる

1478倍4 バイ 10 倍率3　侮倍2　倍増1　倍数1　三 9 倍数1 倍率i 二倍1　バイ5　バ
倍玉　バイ2 イヨウのバイ 1

N 1

1479梅 バイ 1 梅雨1
うめ 10 うめ10 9 小梅1 うめ8

1480培 バイ 4 栽培2　バイ2 9 栽培4 培養3 バイ2
つちかう
N 6 1

1481陪 バイ 2 バイ2 3 バイ2 スウバイのバイ1
その他 1 べ1 3 カイボウのボウ2 ボウ1
N 7 4

1482媒 バイ 6 溶媒3 媒介2 媒体1
その他 1 チョウ1 1 ボウ1
N 9 3

1483買2 バイ

かう 10 買物1　　売り買レ・1　　カ・う　8 10 かう10

玉484賠 バイ 1 賠償1 5 賠償3 バイ2
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中　1 高 1

N 9 5

玉485臼1 ハク 3 白衣2　紅白1 2 白色1　白衣1
ビャク

しろ 7 しろ7 4 しろ4

しら

しろい 4 しろい4

玉486伯 バク 6 伯爵3　ハク2　ランパクのハク1 6 凹凹5　ハクユ
お（じ） 1 伯父1

その他 1 エキ1
醤 4 2

1487拍 ハク 8 拍手5　バク2　ハクシャクのハク1 8 拍手4　抽率2 バク2
ヒョウ 1 抽子1
醤 2 ユ

1488泊 ハク 4 宿泊1　一泊1　バクエ　ハクシャク 4 一泊2　三泊1 バク1
のバク1

とまる 1 とまる1 4 とまる4

とめる 1 とめる1 2 とめる2
N 4

1489迫 バク 3 追力1　ハク1　イッパクのバク1 4 緊追2　迫力1 圧追1
せまる 4 せまる4
N 7 2

1490舶 バク 7 船舶6　融来1
その他 1 セン1
N 9 3

149玉博4 バク 3 博物館2　博士1 7 博物館2　博士2 博愛1
万博1

バク

バカ（セ） 7 †朝＝7 3 博士3

ユ492薄 バク 3 薄弱2　軽薦1
うすい 5 うすい5 4 うすい4

うすめる

うすまる

うすらぐ

うすれる 1 うすれる1

その他 2 メイボのボ1 ツウシンボの
N 5

1493麦2 バク 2 麦芽2

むぎ 10 小麦2　麦藁魅i子1　むぎ7 8 小麦3　むぎ5

1494漠 バク 4 砂漢4 8 砂漠6　漠然1 バク1
その他 2 カンジのカン2
N 4 2

1495縛 バク ユ 呪縛ユ

しばる 8 しばる8

その他 1 呪縛のジュ1
N 10

1496爆 バク 10 爆発9　爆弾1 10 爆発8　原爆1

1497箱 はこ 10 はこ10 10 ダンボール箱1 はこ9

博識1
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中　1 高　1

1498畑3 はた 1 田畑1 1 田畑ユ

はたけ 9 はたけ9 9 はたけ9

1499肌 肌 10 はだ10 10 はだ10

1500八1 ハチ 10 八王子1 ハチ9 10 八難1 八方1　数字の八玉　ハチ7
や

やつ

やっつ
よう

1501鉢 ハチ 4 植木鉢1 ハチ3 9 植木鉢2 鉢植え1　ハチ6
ハツ

その他 2 はり1 ボウ1
N 4 1

1502発3 ハツ 10 出発3 発電所1　発車1　蒸発1 10 止1出発2 反発2　発車2　一発1　発
反発1 発売1　ハツ2 進1 発声1　活発1

ホツ

1503髪 ハツ 3 長髪2 洗髪1
かみ 10 髪の毛1 髪形1　かみ8 7 髪の毛2 かみ5

1504伐 バツ 7 伐採3 乱伐1　バッ2　ザイバツの
バツ 1

その他 2 われ1 しろ1 1 ザイバツのザイ1
R 8 2

1505抜 バツ 3 選抜2 抜群1 5 選抜2 抜群2　抜擢1
ぬく 1 ぬく玉 3 ぬく3
ぬける 2 ぬける 2

ぬかす

ぬかる
醤 6

1506罰 バツ 7 天罰1 バツ6 9 処罰2 刑罰1　罪と罰1　バッ5
バチ

その他 1 サイパンのバン1
醤 2 1

1507閥 バツ 10 財閥7 バツ3
N 10

1508反3 ハン 10 反対4 反抗2　反発2　反省1　ハ 10 反発3 反対3　反省1　反乱1　反
ン1 復1 ハン1

ホン

タン

そる

そらす

1509半2 ハン 10 半分5 半信半疑1　後半1　北半球 9 半分6 半日1　半端1　半信半疑1
1　ハン2

なかば 1 なかば1

1510犯5 ハン 9 犯人7 犯葬2 9 犯罪4 犯人4　違犯1
おかす 1 おかす1 1 おかす 1

1511帆 ハン 5 帆船5
ほ 4 ほ4 3 ほ3
酎 6 2
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1
高

ー
ウ
P
－
獺
2
　
　
1
つ
2
1
な
伴
奏
も
嗣
伴
と
4
　
2
　
2
　
2

コ
ハ
短
糊
　
　
1
6
1
る
断
籾
か
判
裁
わ
O
O
　
I
　
I

　
8
　
た
　
い
1
　
　
1
板
橋
黒
板
1
　
9

囚
パ
の
U
刀
ウ
7
　
　
1
般
ね
｝
ふ
8
　
1
　
1

凋
ハ
釦
飯
3
　
3
飯
し
窄
め
ρ
0
　
つ
」
　
－

コ
パ
の
ウ
ヅ
イ
沼
ハ
5
搬
運
0
ゾ
　
　
　
　
一

彊
胎
の
〉
的
胎
1
　
9

3
範
模
邸
範
Q
4
　
　
　
　
　
　
　
1

王
盛
1
繁
る
　
げ
2
し
茂
繁
1
　
ん
4
さ
栄
繁
繁
森
7
「
　
2
　
1

1
中

2
　
ー
ン
　
ン
、
　
　
｛
ノ
　
　
ノ
9
Ω
　
1
　
　
　
　
7

稲
さ
1
　
　
1
凹
き
坂
が
O
J
　
－

2
　
8
板
た
黒
い
2
　
0
0

乃
ハ
珊
三
1
0

10

3
般
一
3
　
　
　
　
7

コ
ハ
撫
弼
販
動
自
4
　
　
　
　
1
売
　
　
イ
販
　
　
ハ
ρ
0
　
　
　
　
1
　
3

コ
ハ
翻
飯
2
能
飯
つ
0
　
2
飯
し
ご
め
7
　
2
　
1

劇
ほ
一
　
Q
ゾ

10

　
　
ね
3
　
1
　
1
囲
り
ツ
範
の
フ
3
　
1
　
2
　
4

10
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1527藩 ハン 6 ハン6 9 ハン9
その他 2 バン1 シュウ1 1 バン1
N 2

1528晩6 バン 8 今晩玉 朝昼晩1　バン6 8 晩年1 晩秋1 晩飯1　今晩1　昨
晩1 バン3

N 2 2

1529番2 バン 10 顯番2 一番2　留穿番1　当番1 10 番暑3 一番2 順番2　番人1　番
番長1 番犬1　バン2 犬i 出番1

1530蛮 バン 7 野蛮3 南蛮3 バン1
N 10 3

1531盤 バン 6 円盤2 羅針盤1　バン3 7 円盤1 基盤1 将棋盤1　旋盤1
野球盤1 地盤玉 レコード盤1

その他 3 チンボッセンのチン1　イッパンのパ
ン1 パン1

鐸 1 3

1532比5 ヒ 9 比例3 比喩1　対比1　ヒ4 7 比較5 比喩1 比例1
くらべる 3 くらべる3

その他 1 のべ1

1533皮3 ヒ 3 皮膚2 皮∫薄科1 1 皮層1
かわ 7 かわ7 9 かわ9

1534妃 ヒ 1 王妃1 6 王妃5 ヒ1
きさき 2 きさき2

その他 2 キ2 3 キ3
醤 5 1

1535否6 ヒ 6 否定5 ヒ1 9 否定5 拒否4
いな

その他 2 フ1 キ1 1 拒否のキョ 1

層 2

1536批6 ヒ 8 批判4 ヒ1　ヒカクのヒ2　ヒユの 5 批判5
ヒ1

その他 1 撹判のハン 1

N 2 4

1537彼 ヒ 2 彼岸2
かれ 5 かれ5 8 かれ8
かの 2 彼女2
N 3

1538披 ヒ 5 披露3 ヒ1 ヒフクのヒ1
その他 2 ハ2
N 8 5

1539肥5 ヒ 10 肥料5 肥満3　肥満体11　ヒ1 8 肥料7 ｝1巴大1

こえる 1 こえる1
こえ

こやす

こやし
N 1

1540非5 ヒ 9 非ジョウ3 非常口2　　非難2　　ヒ2 10 非難4 非行2 非鴬口2　非ジョウ
1 ヒゾウのヒ1

その他 1 ハイユウのハイ1
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中　1 高 1

1541卑 ヒいやしい

｢やしむ
｢やしめる

ｻの他
m

卑厩1　卑弥呼2　ヒ2

^イクツのクツ1

lo 卑屈1　卑弥呼4
q1　キネンヒのヒ1

卑怯2　卑劣1

1542飛4
ヒ
と
ぶ
と
ば
す

2
8

飛行機1　飛躍1

ﾆぶ8 2
8

飛行1　飛行機1

ﾆぶ8

1543疲 ヒつかれる

ﾂからす
m
2
4
4

疲労2

ﾂかれる4 7
2
1

疲労7

ﾂかれる2

1544秘6 ヒひめる

ﾝ 9
1

秘密9 10 秘密8　秘書1 極秘1

1545被 ヒこうむる

ｻの凹
ﾚ
2
4
4

被害1　ヒ1

nカイのハ1　ハ2　やぶれる1

10 被月艮5　被害3 被害者1　被告1

1546悲3 ヒかなしい

ｩなしむ

2
8

悲劇1　悲惨1
ｩなしい8 2

6
2

悲壮2

ｩ日しい6
ｩなしむ2

1547扉 ヒとびら

ﾝ 8
2

とびら8 10 とびら10

1548費4 ヒついやす

ﾂいえる
ｻの他

費用4　　消費1　　方憲費1　　ヒ3

ｩりる1

9
1

費用3　消費3
q玉

ﾂいやす1

旅覆1　00費1

1549碑 ヒその他

m
3
1
6

石碑1　ヒ1　ヒミコのと1
ｽましい1

10 石碑3　慰霊碑1 ヒ4

1550罷 ヒその他

ﾝ 1
9

ばつ1 1
1
8

罷免1

mウ1

1551避 ヒさける

m 2
8

避難2

5
4
1

避難3　待避1
ｳける4

ヒ1

1552尾 ビ
お 10 羅っぽ1　お9 4

6

語尾2　末尾1
�ﾁぽ1　お5

尾行1

1553美3 ビうつくしい

7
3

美術3　美化2　ビ2
､つくしい3 4

6

美徳2　ビ2
､つくしい6

1554備5 ビそなえる

ｻなわる
ｻの他
m

6
1
2
1

準備3　設備1　整備1　装備1

ｻなえる1

ﾝ備のセッ1　コウホのホ1

6
4

設備2　予備1
�P

ｻなえる4

軍備1　準構1　装
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1555微 ビ 1 ビ1 9 微妙2 顕微鏡1　微弱1　微量工
微生物 1　微笑1　微風1　ビ1

その他 4 トクチョウのチョウ1　ほほえむのほ 1 チョウヘイのチョウ1

ほ1 ビミョウのミョウ1　み1
冠 5

1556鼻3 ビ 1 鼻炎1 3 鼻炎2 鼻孔1
はな 9 はな9 7 はな 7

1557匹 ヒツ 1 匹敵1
ひき 10 一匹4 二匹1　何匹2　ヒキ3 9 一匹7 ひき2

1558’必4 ヒツ 8 必勝4 必要3　必殺1 8 必要3 必死1　必勝1　必晃1　必
然1 ヒツ1

かならず 2 かならず2 2 かならず2

1559泌 ヒツ 2 ヒツ2 3 分泌3
ヒ 7 分泌6 泌尿1
聾 8

1560筆4 ヒツ 5 毛筆3 随筆1　鉛筆1 5 鉛筆2 毛筆1　ヒツ1
ふで 4 ふで4 5 ふで5
その他 1 ジョドウのショ1

1561姫 ひめ 9 ひめ9 9 ひめ9
キ 1 美姫1
一その他 1 オオヒのヒ1

1562百1 ヒャク 10 百貨唐 1　ひゃく9 10 懸人1 百姓1　ヒャク8

1563氷3 ヒョウ 3 氷河2 ヒョウ1 3 氷溝2 樹氷1
こおり

ﾐ
7 こおり7 7 こおり7

1564表3 ヒョウ 2 表式1 表彰式1 4 表面2 表札1　表紙1
おもて 8 裏表1 おもて7 5 裏表1 おもて4
あらわす 1 あらわす1
あらわれる

1565俵5 ヒョウ 3 土籏1 ヒョウ2 3 土俵2 一俵1
たわら 2 たわら2 7 米俵1 たわら6
その他 1 おもて1
N 4

　　　暫41566　　　示

ヒョウ 7 ヒョウ6 ヒョウジのヒョウ1 10 一票5 投票3　伝票1　ヒョウ1
その他 1 ヨウテンのヨウ1
N 2

1567評5 ヒョウ 9 評価5 評判2　批評1　ヒョウ1 10 評価3 評判2　批評2　品評1　定
評1 評論1

N 1

1568漂 ヒョウ 3 漂流1 ヒョウ2 1 漂流1
ただよう 9 ただよう9
N 7

1569標4 ヒョウ 10 自標4 標語1　　標示1　　ヒョウ4 10 匿標5 標識2　標準1　　ヒョウ1
ヒョウリュウのヒョウ1

1570苗 ビョウ

なえ 4 なえ4 9 早苗1 なえ8
なわ

360　第9章　児童・生徒の常用漢字習得難



中　1 高　1

その他
m

2　ふえ1　うえ1
S 1

1571秒3　ビ・ウ 10　秒速1　一秒1　何秒1　ビョウ7 10　一秒3　秒速1　ビョウ6

1572病3　ビョゥ
@　　　　　ヘイ
@　　　　　やむ
@　　　　　やまい

8　　　ず茜気4　　　病ノ＼2　　　ヲ丙院2

Q　やまい2

7　病気7

R　やまい3

1573描　　ビヨウ
@　　　　　　えがく

@　　　　　その他
@　　　　　　N

3　えがく3

T　ねこ5
Q

2　描写2
U　えがく6

Q　ねこ2

1574　猫　　　　ビョウ

@　　　　　ねこ
@　　　　　　穀

9　子猫1　ねこ8
P

2　愛猫1　ビョウシャのビョウ1

W　ねこ8

1575品3　ヒン
@　　　　　　しな 10　品物6　しな4 10　品物7　品州1　しな2

玉576浜　　ビン
@　　　　　はま
@　　　　　　醤

10　はま10

1　京浜1

W　浜辺1　砂浜1　はま6
P

1577貧5　ヒン
@　　　　　　ビン

@　　　　　　まずしい

@　　　　　　N

1　貧憲1
Q　貧乏2
U　まずしい6
P

3　尺玉1　貧弱1　貧1膿
Q　貧乏2
T　まずしい5

1578賓　　ピン
@　　　　　その他

@　　　　　　醤

2　来賓2
Q　ライキャクのライ1　シンリョウジョ

@のりョウ1
U

4　来賓3　ヒンl
戟@こよいのよい1

T

1579頻　　ピン
@　　　　　その他
@　　　　　　N 10

2　ピン1　ヒンシのピン1
P　ほほ1
V

1580敏　　ビン
@　　　　　　とし　　　　　　一

@　　　　　その他
@　　　　　　N

2　敏感2
Q　とし2

U

8　敏感3　敏捷2　敏速1　ビン2

P　みのる1
P

1581瓶　　ビン
@　　　　　その他
@　　　　　　N 10

7　花瓶1　小瓶1　ビン5
P　かわら1
Q

1582不4　フ

@　　　　　ブ

10　不思議3　不快感1　不自然1　不満

@　1　不利1　不幸1　不運1　フ1
10　不利2　不幸2　不慮2　不都合1
@　不思議1　不滅1　不充分1

1583夫4　フ
@　　　　　　フウ

@　　　　　おっと

3　央人1　夫妻1　漁夫1
R　央婦3
S　おっと4

3　夫妻3
Q　夫婦2
T　おっと5

1584父2　フ
@　　　　　ちぢ 10　父親1　ちぢ9

4　父母：2　父兇1　祖父1

U　ちぢ6

1585付4　フ
@　　　　　つける

3　付録2　フ1
S　つけ1　つける3

7　　付属2　　f寸録2　　｛寸着1　　フ2

Qつける2
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つく 3 つく3 1 つく1

1586布5 フ 2 毛霧1　フi 4 毛布2 布団1　財布玉

ぬの 8 ぬの8 6 ぬの6

1587扶 フ 5 扶養2 扶助1　フ2
醤 10 5

1588府4 フ 10 都道府県4　大阪府2　京都府1　フ 10 政府3 都道府県2 甲府1　大阪府
3 1 京都府1　フ2

1589怖 フ 4 恐怖4 6 恐怖6
こわい 1 こわがる1 2 こわい2
その他 1 恐怖のキョウ1
N 4 2

1590附 フ 4 附属2　附近1　フ1 8 附属4 附近玉　附髄1 フ2
N 6 2

玉591負3 フ 4 負担玉　象傷1　フ2 8 勝負5 フ2 フハイのフ1
まける 5 まけ1　まける4 2 勝ち負け 1　まける1
まかす

おう

その他 1 ショウハイのハイ1

1592赴 フ 5 赴任4 フ1
おもむく

その他 2 ．ト1 ソ1
N 10 3

1593浮 フ 3 浮上1 浮遊1　浮力1
うく 6 浮餌1　浮世絵1　うく4 6 うく6

うかれる

うかぶ 3 うかぶ3 1 うかぶ1

うかべる

N 1

1594婦5 フ 8 主婦3　婦入2　婦入警官1　夫婦1 10 婦人6 主婦3　フ1
フ1

その他 1 よめ1
N 1

1595符 フ 8 切符6　フ2 9 切符4 音符3　フ1 フゾクのフ玉
N 2 1

1596富5 フ 5 富士2　豊富2　寓士山1 8 富士2 富豪2 豊富2　冨士山1
フ1

フウ

とむ 1 とむ玉

とみ 4 とみ4 1 とみ1

その他 1 豊窟のホウ1

1597普 フ 9 普通9 9 普通7 普及2
その他 1 よし1 1 フッキュウのフツ1

1598腐 フ 2 豆腐1　フ1 6 豆腐2
P
腐敗1　腐食1 陳腐1　フ

くさる 1 くさる1 4 くさる4

くされる

くさらす

その他 2 豆腐のトウ2
N 5
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1599敷 フ
し
く
そ
の
他
N

3
2
5

敷物2

сVキ1

膣敷ユ

@ジョウ1

10 座敷3　敷物1
~島1　しく3

倉敷1 風呂敷1

1600満 フ
は
だ
㎜

2 皮牌1 皮轡科1

5
2

皮満5

ﾍだ2
その他
m 1
7

かた1

2
1

ヒフ1　ナンコウのコウ1

1601賦 フその他

m 10
2
3
5

フ1　サイフのフ1
Jイゾクのゾク2 ブ1

1602譜 フ
飛 2
8

譜灘台1 フツウのフ1

6
4

楽譜3　音譜2 フ1

1603侮 プあなどる

ｻの他

m 10
2
4
4

侮辱1　侮蔑1

Rウカイのカイ1
P　うらやむ1

くいる1 くやむ

1604武5 ブ
ム
た
け
一

武士6

ｽけ1

武器2

ｽけし1

10 武士6　武術1
P

武器1 武勇1　ブ

1605部3
ブ
へ
（
や
）

10 部活4 部室1　部分1　ブ4

6
4

部分1　部屋1

ｮ部1　ブ1
箔ｫ4

部活1 部落1　運

1606舞 ブ
ま
う
ま
い
N

2
3
4
1

舞台1

ﾜう3
ﾜい4

舞踊1

7
1
2

舞台3　舞踊2
u1
ﾜう1
装P1　まい1

歌舞伎1 ブマイの

1607封 フウ

zウ
ｻの他
m
5
3
2

封筒4

蕪宸ﾌトウ3

フウ1

9
1

封筒6　封印1

蕪宸ﾌトウ1

封じる1 フウ1

1608風2 フウ

t
か
ぜ
か
ざ

2
8

風力1

ｩぜ8

台風1

3
7

風速1　台風1

ｩぜ7

威風1

1609伏 フク

ﾓせる
ﾓす
ｻの他
m
1
3
6

ふせる1

Wョウ3 3
5
2

伏兵1　降伏1

ﾓせる4　ふせ1
ヒフクのフク1

16王0服3 フク 10 服装3 フク7 10 洋暇4　服装2
N2

制服1 衣服1　フ

1611副4 フク 10 畠弓班長2　　　　フク5　フクシヤのフク1
tクシマのフク1　フクビキのフク1

10 劇詞2　副大統領

ﾞ1　副班長1
1　副作朋

tク4
1　副教

1612幅 フク

ﾍば 6 はば6 1
9

全幅玉

ﾒ跳1　はば8
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鐸 4

1613復5 フク 9 往復3　復習3　復元1　フク2 9 復習3 往復3 報復1　復活1　フ
ク1

その他 1 はら1 1 往復のオウ1

1614福3 フク 10 幸福2　大福2　福島1　フク5 9 幸福3 福祉1 裕福1　七福神1
編の神 1　フク2

N 1

1615腹6 フク 2 フク2 4 腹部1 腹痛1 空腹1　腹筋1
はら 8 はら8 6 はら6

1616複5 フク 8 複雑3　フク3　フクシュウのフク1 10 複数5 複雑1 複合1　複線1　フ
オウフクのフク1 ク1 オウフクのフク1

その他 1 はら1
N 1

1617覆 フク 1 フク1 3 覆面2 フクシュウのフク1
おおう 3 おおう3
くつがえす

くつがえる

その他 1 リシュウのリ1
N 9 3

1618払 フツ

はらう 10 支払う4　はらう6 10 一括払い 1 はらう9

1619沸 フツ 6 沸騰6
わく 2 わく2 1 わく1

わかす 3 わかす3 2 湯わかし1 わかす1
その他 1 沸騰のトウ1
蔑 5

1620仏5 ブツ 7 仏教2　大仏2　仏壇1　ブッ2 5 仏教2 仏像1 仏壇1　大仏1
ほとけ 2 ほとけ2 5 ほとけ5
N 1

1621物3 ブツ 6 物質2　動物2　物理1　生物1 2 物理1 物体1
モツ

もの 4 もの4 8 品物1 物事1 忘れ物1　もの5

1622粉4 フン 2 花粉1　フン1 4 粉末2 花粉玉 フンキョウのフン1
こ

こな 8 こな8 6 こな6

1623紛 フン 3 紛失2 フンマツのフン1
まぎれる

まぎらす

まぎらわす

まぎらわしい

その他 2 プン1　こな1 6 こむぎこのこ1 こな5
N 8 1

1624雰 フン 2 雰閥気2
その他 4 レイドのレイ1 レイ3
醤 10 4

1625噴 フン 4 噴火1　フン2　コフンのフン1 9 噴火7 噴水2
ふく 1 ふく1
その他 1 噴火のカ1
N 5
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1626墳　　フン　　　　　　　N 7　古墳4　フン1　フンカのフン2
R

8　古墳6　フン1　フンエンのフン1
Q

1627憤　　フン

@　　　　　いきどおる
@　　　　　　醤

ユ　フンカのフン1

X

7　懐慨1　憤怒1　フン1　コフンのフ
@　ン2　フンエンのフン1　フンスイの

@　フン1

R

1628奮6　フン
@　　　　　ふるう
@　　　　　その他
@　　　　　　N

6　興奮5　奮闘1

R　興獅のコウ2　チク1
P

8　興奮4　奮戦2　蕾起1　鶯闘1
P　ふるう1
P　興亜のコウ1

1629分2　ブン

@　　　　　　フン

@　　　　　ブ
@　　　　　わける
@　　　　　わかれる
@　　　　　わかる
@　　　　　わかつ

6　分布2　分担1　分鍵1　処分ユ　余

@分1
Q　一分1　向分1

Q　わける2

6　分量2　分度器1　分限1　分離1
@分業1

R　一分3
P　わける1

1630文1　ブン

@　　　　　モン
@　　　　　ふみ
@　　　　　玉

9　文章3　文通1　作文1　文学1　文

@化1　プン2
P　モン1

8　文章3　文学2　文末1　作文1　プ
@　ン1

P　ふみ1
P　文字1

1631聞2　ブン
@　　　　　モン
@　　　　　　きく

@　　　　　　きこえる

1　新聞1

X　きく9

5　新開4　見聞1

T　きく5

1632丙　　ヘイ
@　　　　　その他
@　　　　　　N

1　がら1
X

4　曙乙丙玉　ヘイ3

U

1633平3　ヘイ　　　　　　　ビョウ

@　　　　　たいら
@　　　　　ひら

4　平野1　平原1　平行1　平和王

U　たいら6

3　　　∫｛乙矛iJl　　　∫F蒲　1　　　平坦　1

V　たいら7

1634　丘4　ヘイ　　　ノ、

@　　　　　　ヒョウ

@　　　　　その他

9　兵隊6　伏兵1　兵土ユ　ヘイ1

P　はま1

10　兵隊6　兵士3　徴兵1

1635併　　へい
@　　　　　あわせる
@　　　　　その他
@　　　　　　醤

2　ベン2
W

6　併合3　併映玉　ヘイ2

P　ケンヨウのケン1
R

1636並　　ヘイ
@　　　　　なみ
@　　　　　ならべる
@　　　　　ならぶ
@　　　　　ならびに

8　杉並1　並木1　なみ6

Q　ならぶ2

2　並列2
S　人並1　並木道1　なみ2

S　ならぶ4

1637柄　　ヘイ　　　　　　がら　　　　　　え　　　　　　　N

8　花柄1　がら7

Q

1　横柄1

U　人柄1　絵柄1　がら4
R　え3
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1638陛6 ヘイ 4 陛下4 7 陛下6 天皇躁下1
その他 2 カイダンのダン1　リク1
N 4 3

玉639閉 ヘイ 3 閉∫癬1 開会1 開閉1
とじる 3 とじる3 2 とじる2
とざす

しめる 6 しめる6 3 しめる3
しまる 2 しまる2
N 1

1640塀 ヘイ 6 ブロック塀1 ヘイ5
その他 1 サク1
N 10 3

1641幣 ヘイ 9 貨幣3 紙幣4 ヘイ1　ヘイカのへ
イ1

N 10 1

1642弊 へい 6 ヘイ2 カイヘイのヘイ2 シヘイの

ヘイ2
その他 1 シ∋ウ1
N 10 3

1643米2 ベイ 1 米国1
マイ 1 白米1 2 玄米1 古米1
こめ 9 こめ9 7 こめ7

1644壁 ヘキ 3 城壁1 壁麺了1 細胞壁1
かべ 8 かべ8 7 かべ7
N 2

1645癖 ヘキ 玉 放浪癖1
くせ 6 くせ6

その他 ユ ヒロウのヒ1 3 チカンのチ2 ジ1
N 9

1646別4 ベツ 9 区別2　別入1　憲男il式1　ベツ5 9 区別1 特別1 別入1　別離1　べ
ツ5

わかれる 1 わかれる1 1 わかれる 1

1醐片6 ヘン 1 破片1 4 一片2 セッ焼2
かた 7 片方1　かた6 6 片方2 皆仮名1 杵栗粉重　かた2
その他 1 かけら1
N 1

1648辺4 へん 4 一辺1　ヘン3 7 周辺2 一辺2 斜辺1　ヘン2
あたり 5 あたり5 2 あたり2
べ 1 べ1
N 1

1649返3 へん 1 ヘン1 6 返却4 返品1 返事1
かえす 8 かえす8 4 繰り返す1 かえす3
かえる 1 かえる1

1650変4 ヘン 7 変化4　変装1　ヘン2 8 変化6 変質1 変貌1
かわる 3 かわる3 2 かわる2
かえる

1651偏 ヘン 4 ヘン2　ヘンシュウのヘン1　コウへ 三〇 編差値4 偏屈1 偏見1　ヘン3
ンのヘン1 ヘンニュウのヘン1

かたよる

その他 1 あむ1
醤 5
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1652遍 ヘン 4 ヘン3 ヘンシュウのヘン1 8 一遍1 ヘン6 ヘンケンの
その他 1 かたよるのかた1
N 6 1

1653編5 ヘン 10 編集5 編集長1　ヘン4 3 編集2 ヘン1
あむ 7 編物3 あむ4

1654弁5 ペン 10 弁当6 弁護2　ベン2 10 弁解6 弁護士1 弁舌1
ベン1

1655便4 ベン 9 便利6 便所2　ベン1 5 便利5
ビン 4 郵便1 便箋1 便乗1　ビ
たより ユ たより1
その他 1 つかう1

1656勉3 ベン 10 勉強8 ベン2 10 勉強工0

1657歩2 ホ 3 歩道1　ホ2 6 徒歩2 競歩1 歩道1　進
兵1

ブ

フ

あるく 5 あるく5 3 あるく3
あゆむ ユ あゆむ1 1 あゆむ1

その他 1 徒歩のト1

1658保5 ホ 9 保ケン4 保存1　保母1　保管1 9 保ケン5 保存1 保育1
保健体育1 ホ玉 保障i

たもつ 1 たもつ1 1 たもつ1

1659捕 ホ 5 逮捕1　ホ2 ホケツのホ1　ポジョ 2 捕手1 捕癒1

のホ1
とらえる 5 とらえる5

とらわれる

とる

つかまえる 3 つかまえる3
つかまる

その他 1 逮捕のタイ1
N 4

1660浦 ホ

うら 8 三浦1 1甫田1　うら6 1G 三浦3 浦和2 うら5
N 2

1661補6 ホ 7 補充2 補助2　候補1　タイホのホ 7 補摺3 補導1 候補1　補
1　ホシュのホ1 シュのホ1

おぎなう 1 おぎなう1 2 おぎなう2

その他 ユ とらえる1
N 2

1662舗 ホ 7 店舗4 舗装2 ポ1
その他 1 ト1

N 10 2

1663母2 ボ ユ 驚母：ユ 3 父縁2 分母1
はは 9 はは9 7 鍬親1 はは6

1664募 ボ 9 募集7 募集中1　応募｝ 7 募集6 応募1

つのる 2 つのる2
その他 1 まくi
N 1

1665墓5 ボ 3 墓地1 墓穴1 墓標1

・弁当1

ビン1

進歩1　歩

保育園1

補欠1　ホ
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はか 9 はか9 7 はか7
その他 1 キチのキ1

呈666慕 ボ 1 ボシュウのボ玉 5 慕梼3 ボ1 ボヒョウのボ1
したう 3 したう3
聾 9 2

1667暮 ボ

くれる 5 くれる2　夕暮1　くれ2 7 くれる5 夕暮2
くらす 3 3 くらす2 くらし1
醤 2

1668簿 ボ 1 ボ1 7 名簿3 家計簿3 帳簿1
その他 3 うすい3 2 モハンのハン1 バクジャクのハク1
N 6 1

1669方2 ホウ 8 方法4　方針1　一方的亙　ホウ2 9 方向4 方角3 方法1　方眼1
かた 1 かた1
（ゆく）え 1 行方1
その他 1 イチマンエンのマン1

1670包4 ホウ 1 ホウ1 4 勉帯1 包装1 ホウ2
つつむ 7 つつむ7 6 つつむ6
N 2

1671芳 ホウ 3 芳香1 ホウ2
かんばしい

よし 1 よし1 2 よし2

㎝は 3 芳賀1　は2 1 芳賀1
一その他 1 クロウのロウ1 1 シュウ1
N 5 3

1672邦 ホウ 2 ホウ2 8 邦人2 異邦入1 連邦3　邦楽1
邦画1

くに 6 邦男1　くに5 1 くに1

一その他 1 異邦入のイ 1

浅 2

1673奉 ホウ 2 奉仕1　ホウニンのホウ1 10 奉仕6 奉公2 奉納1　ホウユ
ブ

たてまつる

その他 4 ボウ4
N 4

1674宝6 ホウ 2 宝物2 1 宝物1
たから 8 宝物1　たから7 9 宝物1 宝船1 たから7

1675抱 ホウ 1 ホウ1 2 抱擁1 抱錬1
だく 5 だく5 6 だく6
いだく 玉 いだく1

かかえる 1 かかえる 1

その他 2 まく1　あわ1
製 2

1676放3 ホウ 9 解放3　放送2　放課後2　放射状態 6 放諜後2 放送1 解放1　放火1
1　ホウ1 放逐1，

はなす 1 はなす1 3 はなす3
はなつ

はなれる

その他 1 ホウトウのトウ1

1677法4 ホウ 10 方法5　法律1　魔法1　憲法1　ホ 10 法律8 法則1 方法玉

ウ2
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1
高

1
泡
発
1
泡
水
－
　
魔
U
泡
わ
気
あ
っ
」
　
女
U
　
－

労
ホ
の
ウ
ノ
ウ
ホ
ー
　
つ
0
ウ
ウ
ホ
ボ
9
自
　
3
　
〔
」

2
　
7
峰
ね
連
み
ワ
臼
　
7
　
1

　
3
　
る
一
　
れ
る
6
ず
ね
問
と
ず
訪
お
た
ρ
0
　
り
0
　
1

　
ワ
2
・
刀
禰
た
1
豊
ゆ
と
2
　
7
　
1

引
ホ
　
7
1
る
和
さ
　
　
1
飽
あ
　
　
ガ
2
　
7
　
　
　
　
1

1
美
　
　
1
褒
　
　
ホ
ー
　
　
　
　
1
　
8

－
　
＝
」
縫
う
裁
ぬ
1
　
震
」

1
中

4
わ
あ
4
　
戻
U

1
　
　
ー
ウ
わ
ホ
あ
l
　
1
　
8

蝿
ボ
男
ボ
の
ウ
ボ
イ
テ
リ
0
　
7

10

9
ね
み
Q
σ
　
－

2
凹
凹
3
砲
大
⊂
」
　
　
　
　
　
　
　
〔
り

親
れ
　
　
　
一
ず
　
　
喝
く
　
　
　
　
カ
ー
　
　
　
　
　
　
玉
　
8

兜
ホ
　
　
2
　
　
る
5
　
　
ね
問
　
　
ず
訪
　
　
た
7
　
　
　
　
2
　
工

坦
ホ
　
略
2
・
刀
　
　
　
－
富
た
　
　
玉
豊
ゆ
　
　
豊
9
」
　
6
　
　
　
　
1

朗
あ
消
の
シ
ガ
2
　
8

男
ユ
チ
の
ン
セ
ウ
ユ
チ
ー
　
O
J

ツ
　
　
ツ
ハ
ホ
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中　1 高　1

その他 3　あう3
醤 10 1

1691亡6　ボウ 7　死亡5　亡霊2 8　亡命3　死亡3　逃亡1　滅亡1
モウ

ない 2　亡くなる2 2　亡くなる2
その他 1　死亡のシ1

1692乏　　ボウ 1　貧乏玉 3　貧乏2　欠乏1
とぼしい 5　とぼしい5
その他 1　しば1 2　しばふのしば1　まずしい1
穀 8

1693忙　　ボウ 1　ボウ1 2　多忙2
いそがしい 3　いそがしい3 5　いそがしい5
その他 1　おしい1 1　ひま1
N 5 2

玉694坊　　ボウ 8　坊主3　坊や1　坊さん1　ボウ3 7　坊主1　坊さん2　お坊さま1　ボウ

@　3
ボッ 1　坊ちゃん1 2　坊ちゃん2
N 1 1

1695妨　　ボウ 1　あかんぼうのボウ1 3　妨害2　ボウ1
さまたげる 2　さまたげ1　さまたげる1
聾 9 5

1696忘6　ボウ 1　唐錦1
わすれる 10　忘れ物2　わすれる8 9　わすれる9

1697防5　ボウ 6　防火2　防災1　防寒1　防犯1　ボ 7　防衛3　防御1　防止1　防災1　防
ウ1 空壕1

ふせぐ 4　ふせぐ4 3　ふせぐ3

1698房　　ボウ 6　女罵3　暖樗1　房総半島1　ボウ1 7　女房1　暖房1　心廃王　内房1　房
総1　房総半島1　ボウ1

ふさ 1　ふさ1 2　ふさ2
その他 1　冷蕩のレイ1
N 3

1699肪　　ボウ 4　脂肪3　ボウ1 10　脂肪9　ボウ1
酎 6

1700某　　ボウ 6　某呂1　某氏1　ボウ4
なにがし 1　なにがし1
その他 1　とける1
N lo 2

1701冒　　ボウ 9　冒険8　ボウ1 10　冒険10

おかす
N 1

1702剖　　ボウ 1　山山1 5　解剖4　ボウ1
暦 9 5

1703紡　　ボウ 8　紡績2　東洋紡1　混紡1　ボウ4
つむぐ

その他 2　ホウ1　がた1
N 8 2

1704望4　ボウ 6　希望4　望遠鏡1　欲望1 8　精望7　展望王
モウ

のぞむ 3　のぞむ3 2　のぞむ2
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1
高

卿
脱
9
子
魑
1
0

8
易
貿
Q
Q
　
　
　
　
2

粗
暴
湘
暴
　
　
　
1
　
　
　
る
6
1
　
　
れ
力
露
　
　
ば
暴
暴
　
　
あ
O
O
　
1
　
　
　
　
1

暢
ボ
2
謀
無
都
　
　
－
灘
　
　
テ
5
　
　
　
　
　
　
　
1
　
4

和
材
2
材
7
木
キ
3
　
7

潮
懸
駒
繋
4
　
3
場
場
難
曲
君
∪
　
つ
σ
　
－

1
0
ク
ボ
ー
0

撫
丁
　
　
2
字
　
　
ス
ー
2
の
滅
撲
撲
撲
柑
相
2
　
2
　
2
　
4
畦

1
中

愚
望
1

崖
か
1
　
0
『

　
加
　
の
8
ツ
易
モ
貿
力
0
0
　
1
　
1

10

抑
チ
ー
　
9

ロ
　
7
醐
　
た
　
　
き
趨
　
－
糖
枢
2
　
　
　
　
0
0

ね
樹
枷
木
B
　
－
曜
6
立
木
き
木
3
　
4
U
　
－

10

匁
ボ
3
　
ρ
O
場
場
牧
牧
4
　
6

　
3
　
み
　
す
1
　
　
1
汁
田
墨
墨
1
　
4
　
　
　
　
「
D

10

討
げ
紡

ウ
ボ
帽
鵬
1

ウ
ボ
6
棒
㎜
1

ク
ボ
僕
燭
1
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中　1 高　1

玉719没 ボツ 3 沈没3 8 沈没4 没頭3　没我1
その他 1 しずむ玉

N 6 2

1720掘 ほり 5 ほり5 4 ほり4

その他 5 ほる5 6 ハックツのクツ1　ほる5

1721本1 ホン 10 本棚1　ホン9 10 本棚1 本店玉　本気1 一本1 ホ

ン6
もと

1722奔 ホン 2 ホン1 ホンロウのホン1
その他 1 奔放のポウ1
N 10 7

1723翻 ホン 6 翻訳5 翻弄1
ひるがえる

ひるがえす

その他 2 翻訳のヤク1　バン1
N 10 2

1724凡 ボン 9 平凡6　凡太1　ボン2 9 平凡8 凡人1
ハン 1 凡例1
N 1

1725盆 ボン 9 ボン9 10 盆地2 盆栽2　ボン6
N 1

1726麻 マ 4 麻薬1　マ3 5 麻薬4 大麻1
マア 1 麻雀1

一あさ 4 あさ4 5 あさ5
その他 1 マイ1

1727摩 マ 4 奥多摩湖1　多摩1　マ1　マジュツ 10 摩擦3 奥多摩1　多摩1 マ3 マ
のマ1 ジュツのマ1　マキュウのマ1

鐸 6

1728磨 マ 2 磨製石器1　マ1 1 研磨1
みがく 8 歯をみがく1　みがく7
その他 1 まろ1
醤 8

1729魔 マ 7 悪魔2　魔法1　通り魔1　魔物1 9 悪魔4 魔法1　魔物1 魔女1 魔

魔女1　魔力1 力1 魔境1
翼 3 1

1730毎2 マイ 10 毎日9　毎朝1 ユo 毎日7 毎朝1　毎度1 マイ1

1731妹2 マイ 3 姉妹3
いもうと 10 いもうと10 7 いもうと7

1732枚6 マイ 10 枚数5　一枚5 10 一放6 枚数4

1733埋 マイ 4 埋没4
うめる 3 うめる3 5 埋め立て1　うめる4
うまる

うもれる 1 うもれる1

その他 3 り1　ま1　りか1
翼 4

1734幕6 マク 2 マク2 6 幕下1 開幕1　まく4
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中　1 高 1

バク

ｻの他 7
1

幕府6　バク1
虚{のフ1

4 幕府4

1735膜 マク

ｻの他
m
1
2
7

マク1

Tバクのバク1　サガミコのがみ1 8
1
1

粘膜1

oクダイのバク

鼓膜1

@　　1
継胞膜1　マク5

1736又 また

ﾜ 9
1

また9 10 また10

1737末4 マツ

oツ
ｷえ
ｻの他
m

5
2
2
1

期末2　末尾1　マツ2

ｷえ2
~レンのミ1　ミ1

5
3
1
1

期末1

c1

ｷえ3
~1

末端1 始末1　末弟1　マ

1738抹 マツ
m 10 5

5

抹消2 抹殺1 抹茶1　マツ1

1739万3 マン
oン 9
1

万引1　億万長奢1　マン7
恃獅P 8

2

一万2

恪ﾎ1
一万円1

恤ｨ1
マン5

1740満4 マン

ﾝちる
ﾝたす
9
1

満足3　満員1　不満1　満何歳1

}ン3
桙ｿ潮1

満足4

^ン1

ﾝたす2

満員1 満喫1　満開1　満

1741慢 マン

m 5
5

マン1　マンザイのマン2　マンガの

}ン2 9
1

自慢3

坙ﾚイのマン1
マン2 マンガのマン2　マ

1742漫 マン

ｻの他
ﾝ

漫画2　漫才1　マン2

9
1

漫画6
Wマンのマン1

滄Cのガ1

漫才1 マンダラのマン1

1743未5 ミ
そ
の
他 9
1

未来6　未完1　未明1　み1

ﾜつ1 9
1

未来5
｢公開冒

ｷえ1

未然1 未満1　未解決1

1744昧3 ミあじあじわう

2
8

味覚1　意味1

?見1　あじ7 5
5

味覚2

?じ5
甘味1 美味1　醍醐味1

1745魅 ミその他

2
1
7

魅力2

ｳきがけ1

8
2

魅力8

1746岬 みさき

ｻの他
m
8
1
1

みさき8

ﾝや1 9
1

みさき9

1747密6 ミツ 10 秘密9　ミツ1 10 秘密6 密告2 親密1　密閉1

1748脈4 ミャク 10 山脈3　脈拍1　動脈1　ミャク5 10 山脈7 静脈1 ミャク2

1749妙 ミョウ

ｽえ一

ｻの他
m
4
1
5

微妙1　奇妙1　ミョウ2

ｽえ1 7
1
1
1

巧妙1

ｭ子1
｢ためる

ミョウ6

P
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中　1 高　1

1750民4 ミン 10 入民2 民衆1　民家1　民族1　住 7 都民2 民族1 民法1 国民1 平

民1 民宿1　民主主義1　民問1 畏玉 人毘1

ミン1

たみ 3 たみ3

1751眠 ミン 4 冬眠1 安眠1　催眠1　睡眠薬亙 8 睡眠5 安眠3
ねむる 4 ねむる4 2 ねむる2

ねむい 1 ねむい1

その他 1 ガンガのガン1

1752矛 ム 6 矛盾6
ほこ 1 ほこ 1

その他 1 きば1
翼 9 3

1753務5 ム 8 事務3 勤務2　事務室1　ム2 10 事務4 業務2 任務2 勤務1 総

務1

っとめる 1 つとめる1

その他 1 事務所のジ1

1754　鉦5 ム 8 無理3 無料1　無益1　無気力1 7 無数2 無視1 有無1 無心1 無
’、、、

ム2 限1 ム1
ブ 1 無事1
ない 2 なし1 ない1 2 なし2

1755：夢 ム 3 夢中3
ゆめ 10 ゆめ10 7 ゆめ7

1756霧 ム 3 濃霧2 ム1
キリ

ﾝ 7
3

きり7 7 霧が峰1 きり6

1757娘 むすめ 10 むすめ10 10 父の娘1 むすめ9

1758名1 メイ 6 名称2 名入1　名シ1　メイ2 3 名誉1 名称玉 氏名1
ミョウ

な 4 名前3 な1 7 名前7

1759命3 メイ 4 命令3 メイ1 6 命令4 運命1 生命1
ミョウ

いのち 6 いのち6 4 いのち4

1760明2 メイ 1 明治1 3 明朗2 明快1
ミョウ 1 明ヨ1
あかり

あかるい 5 あかるい5 7 あかるい7

あかるむ

あからむ

あきらか 2 明子1 あきらか亙

あける

あく

あくる

あかす

あす 1 明日のあ1

一
1761迷5 メイ 1 迷信1 4 迷路2 迷宮1 メイ1

まよう 6 まよう6 4 まよう4
まい（ご〉 2 迷子1 まい1 2 迷子2
その他 1 なぞ1

1762盟6 メイ

m 8
2

同盟4 1司盟匡i1　　連盟1　　メイ2 10 連盟4 同盟4 加盟2
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中　1 高　1

1763銘 メイ 7 銘菓2 銘茶1　銘柄1　感
イ2

N 10 3

1764鳴2 メイ 1 鹿鳴館1
なく 7 なく7 7 なく7
なる 2 なる2 2 なる2
ならす
N 1

1765滅 メツ 1 メツ1 7 滅亡4 撲滅1　消滅1　破
ほろびる 2 ほろびる2

ほろぼす

その他 1 へる1 1 滅亡のボウ 1

N 8

1766免 メン 7 免許5　免除1　メン1 10 免許6 免除3　メン1
まぬがれる

その他 2 免許のキョ1　ベン1
穀 1

1767面3 メン 10 諏接1　禰談1　間積1　赤颪1　表 10 蕨倒2 開脚1　四四1　表
諏1　平颪1　メン4 癬1 図禰1　メン3

おも

おもて

つら

1768綿5 メン 2 メン2 5 綿密1 木綿1　メン3
わた 8 わた8 5 わた5

1769茂 モ 1 モ1 2 繁茂1 モ1
しげる 7 しげる7 8 しげる4 しげみ4

その他 1 ガ1
醤 玉

1770模6 モ 7 模様5　模型1　モ1 8 摸様4 模型1　模擬1　模
倣1

ボ 2 規模2
その他 1 ソウサモウのモウ1
醤 2

1771毛2 モウ 5 毛筆4　毛布1 7 毛髪4 羊毛1　白毛1　羽
け 5 毛糸1　け4 3 け3

1772妄 モウ 3 妄想3
ボウ

その他 1 イ1
N 10 6

1773盲 モウ 6 盲人1　盲目1　盲導火1　盲腸1 10 盲罠6 盲人1　盲［壁的1
モウ2 モウ1

その他 2 ボウ2
醤 2

1774耗 モウ 6 消耗5 モウ1
コウ

その他 1 ジュウタンのタン1
N 10 3

1775猛 モウ 6 猛獣1　撞猛1　モウ3　モウドウケ 9 猛攻1 猛毒1　猛烈1　撞
ンのモウ1 ウ2 モウソウのモウ1

その他 1 けもの1
N 4

感銘1　メ

破滅1

表雌1　平

模範1　模

羽毛1

色盲1

鋼孟3　モ
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中　1 高 1

1776網 モウ 1 3 一網打尽 1　連絡網1 モウモクのモ
ウ1

あみ 5 あみ5

その他 3 ツナ1　なわ1　ジョウエ 1 つな1
N 6 1

1777目1 モク 3 震的1　目標1　目撃1
ボク

め
ま

6 め6 10 め10

その他 1 ガンガのガン1

1778黙　　　’髄、、 モク

ｾまる 2
1

沈黙1　黙読1
ｾまる玉 8

2

沈黙4

ｾまる2
黙示録1 黙然1　モク2

その他 3 アゼンのゼン1　ゼン2
N 4

177g門2 モン 9 モン9 9 校門1 家の門1 一門1　モン6
かど 1 門出1
と 1 と1
…

1780紋 モン　　　　　、 3 指紋1　モン2 10 波紋3 指紋1 家紋2　モン2　メ
イモンのモン1 ジュモンのモン1

その他 1 キブンのプン1
N 6

1781問3 モン 8 問題8 7 問題5 問答1 質問1
とう 1 とう1 3 とう3
とい 1 とい1
とん

1782匁 もんめ 1 もんめ1
N 10 9

1783夜2 ヤ 1 今夜1 1 夜行列車1
よ 1 夜中1
よる 9 よる9 8 よる8

1784野2 ヤ 2 野鳥2 4 野球3 野生1
の 8 野原崔　野山1　の3 6 野原5 野山1

1785厄 ヤク 6 厄除1 厄介1 厄病1　厄日1　ヤ
ク2

その他 3 キケンのケン1　ハン1　あぶない1 1 厄介のカイ 1

N 7 3

1786役3 ヤク 7 役所2　役人1　役者1　役立つ1 9 役所4 役臼1 役割1　役人1　ヤ
ヤク2 ク2

エキ

その他 2 トウ1　なげる1
N 1 1

1787約4 ヤク 10 約数3　約分1　約束1　予約1　ヤ 10 約束4 約分1 契約1　ヤク4
ク4

1788訳6 ヤク 8 訳する3　ヤク5 7 英訳1 翻訳玉 ヤク5
わけ 1 わけ1 3 言い訳1 わけ2
その他 1 イッシャクのシャク1

1789薬3 ヤク 5 薬品3　薬局1　麻薬1 5 蘂晶3 薬科1 薬局1
くすり 5 くすり5 5 くすり5

1790躍 ヤク 2 活躍2 7 飛躍4 活躍2 跳躍1
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中　1 高 1

おどる 1 おどる1
その他 2 ロシュッのロ1　ヨウ1
R 6 2

1791由3 ユ 5 由来2 ユ3 6 虫来4 緻搬 ユ1
ユウ 4 理柵2 自由1　ユウ1 3 理由2 自由1
ユイ 1 曲玉1
よし

N 1

1792油3 ユ 1 油田1 3 抽田1 石油1 潤滑油1
あぶら 9 ゴマ沼i 1　あぶら8 7 あぶら7

1793愉 ユ 3 愉快2 ユ1 7 愉快4 ユ3
その他 1 輸快のカイ玉
醤 7 2

1794諭 ユ
2 ユ1 ユソウのユ1 5 教論2 諭告1 ユ1　ユソ

さとす

その他 2 ギロンのロン1　ロン1 2 ロンギのロン1 リン1
N 6 3

1795輸5 ユ 8 翰送3 輸患2　輸入1 ユ1 10 輸送5 輸入4 輸繊1
その他 1 リン1
遅 1

1796癒 ユ

その他 1 イモンのイ1
醤 10 9

1797唯 ユイ 2 唯一1 ユイ1 9 購一9
イ

その他 1 ユウ1
N 7 1

ユ798友2 ユウ 6 友人5 親友1 6 友人3 友情1 親友1　旧
とも 荏 友達2 とも2 4 友達3 とも1

1799有3 ユウ 5 有力2 有名1　有害1 ユウ1 8 有名2 含有2 有限1　有
機添撫物 1 ユウムのユウ1

ウ 1 有無1
ある 4 あり1 ある3 1 ある1
曇 1

1800勇4 ユウ 7 勇気6 ユウ1 8 勇気4 勇士3 勇敢1
いさむ 2 いさましい2 2 いさましい2

その他 1 勇気のキ1

1801幽 ユウ 3 幽霊1 ユウ2 10 縢霊9 ユウ玉
N 7

1802悠 ユウ 5 悠久1 ユウ4
その他 2 シュウ2 3 キョウシュウのシュウ1 シ

N 8 2

1803郵6 ユウ 10 郵便9 郵便局1 10 郵便9 郵便局1

1804猶 ユウ 2 猶予1 執行猶予1

その他 1 猶予のヨ 1

醤 10 7

1805裕 ユウ 5 裕すけ 1　ユウ4 8 余裕2 裕編1 ユウ5

ユソウのユ1

旧友1

有害1　有

シュウ2
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その他 1 ヨク1
N 4 2

1806遊3 ユウ 3 遊園地3 3 遊戯2　遊園地1

あそぶ 7 あそび1　あそぶ6 7 あそぶ7

1807雄 ユウ 2 ユウ2 5 雄大2　英雄1 ユウ2
お 1 お1 1 お1
おす 1 雄・雌1 4 雄・雌1　おす3
その他

1
5

ユイ1

1808誘 ユウ 1 誘惑1 7 誘拐5　勧誘1 誘惑1
さそう 2 さそう2

その他 2 誘惑のワク1　おこる1
N 7 1

1809憂 ユウ 1 憂愁1 5 憂欝2　ユウ1 ユウビのユウ1 ユ
ウチのユウ1

うれえる

うれい 1 うれい1
、つい

その他 3 ウ1　うるおい1 すぐれる1
N 9 1

1810融 ユウ 1 ユウ1 9 融資3　金融2 融解1　ユウ3
短 9 1

1811優6 ユウ 4 優勝2　優秀1　ユウ1 6 優秀3　優勝1 優劣1　ユウ1
やさしい 6 やさしさ2　　やさしい4 3 やさしい3
すぐれる 1 すぐれる1

1812与 ヨ 4 与作2　ヨ2 3 関与1　ヨ2
あたえる
ﾝ 4
2

あたえる4 7 あたえる7

1813予3 ヨ 10 予想2　予報2　予醤1　予定目1 10 予想2　予備2 予防2　予測1 予

予言玉　予備1　ヨ2 報1　予定1 予鋪1

1814余5 ヨ 4 余分2　余裕1　ヨ玉 4 余分2　余裕2
あまる 3 あまり1　あまる2 6 あまる6
あます

その他
m 2
1

のぞく2

1815誉　　　閏 ヨほまれ 9 名誉8　栄誉1

その他 2 センゲンのゲン1　ショウ1
N 8 1

1816預5 ヨ 1 ヨ1 2 預金2
あずける 1 あずける1 4 あずける4
あずかる
ｻ 4
4

あずかる4 4 あずかる4

1817幼6 ヨウ 7 幼稚圏3　幼児2　幼虫1　幼年1 7 幼児3　幼稚3 幼虫1
おさない 3 おさない3 3 おさない2

1818用2 ヨウ 8 用事5　用意1　ヨウ2 5 用事2　用意1 用務1　ヨウ1
もちいる 2 もちいる2 5 もちいる5

1819羊6 ヨウ 1 羊毛1

378第9冊子児童・生徒の常用漢字習得璽



中　1 高　1

ひつじ 9 ひつじ9 9 ひつじ9
N 1

1820洋3 ヨウ 10 太平洋4　洋服3　洋室1　ヨウ2 10 太平洋7 洋服2　洋風1

1821要4 ヨウ 10 要点2　必要2　要約1　ヨウ4　ナ 6 必要4 要領1　需要1
イヨウのヨウ1

いる

かなめ 2 かなめ 2

その他 1 もちいる1
N 1

1822容5 ヨウ 10 内容2　容積1　容器1　美容師1 9 形容2 容積玉　容赦1　餐
ヨウ5 易1 内容1　ヨウ2

鐸 1

1823庸 ヨウ 2 ヨウヘイのヨウ2

その他 3 トウ2　から1 3 トウ2 はだ1
N 7 5

1824揚 ヨウ 1 ヨウ1 5 高揚3 揚陸1　掲揚1
あげる 5 あげる5 3 あげる 3

あがる

その他 1 ばあいのば1
雑 4 1

1825揺 ヨウ 2 動揺2
ゆれる 2 ゆれる2 7 ゆれる7
ゆる 1 ゆらす1

ゆらぐ

ゆるぐ

ゆする

ゆさぶる

ゆすぶる

その他 1 サイユ

N 7

1826葉3 ヨウ 2 紅葉2 4 葉緑素 2　葉脈1　紅葉1
は 8 落葉2　青葉1　一葉1　葉っぱユ 6 葉っぱ玉 は5

は3

1827陽3 ヨウ 8 太陽7　ヨウ1 9 太陽9

その他 1 あげる1
醤 1 1

1828溶 ヨウ 4 ヨウ3　ヨウギシャのヨウ1 5 溶解3 溶材1　溶媒1
とける 3 とける3

とかす 2 とかす2
とく

その他 3 ヨクシッのヨク1　ニュウヨクのヨク

1　ヨク1
N 3

1829腰 ヨウ

こし 9 こし9 10 こし10
N 1

1830様3 ヨウ 5 様子4　一様1 8 様子5 様式1　模様1　ヨ
さま 5 王様1　さま4 2 王様1 ○○様1

玉831踊 ヨウ 2 舞踊2
おどる 7 おどる7 6 おどる6

容姿1　容

ヨウ1
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おどり 1 おどり1 1 おどり1

その他 1 プトウのトゥー
N 2

1832窯 ヨウ

かま 2 かま2
N 10 8

1833養4 ヨウ 8 栄養3　養護1　養殖1　養護施設1 6 養老1　養殖1 養育1 養護1　栄
教養1　ヨウ1 養1　教養1

やしなう 2 やしなう2 4 やしなう4

1834擁 ヨウ 4 抱擁4
N 10 6

1835謡 ヨウ 4 歌謡曲1　歌謡1　　ヨウ2 9 童謡3　歌謡魏3 民謡1 謡曲1
ヨウ1

うたい

うたう

その他 2 かんづめのづめ1　ゆれる1
N 4 1

1836曜2 ヨウ 10 曜日6　日曜2　日曜日1　月曜1 10 曜日6　擬曜日2 8曜1 月曜1

1837抑 ヨク 4 抑揚1　抑制1 ヨク2
おさえる 2 おさえる2
その他 1 やなぎ1 2 ケイヨウのヨウ1 あおぐ1
暦 9 2

1838浴4 ヨク 5 入浴2　浴槽1　ヨク2 7 入浴2　浴槽2 海水浴1 日光浴1
森林浴1

あびる 3 あびる3
あびせる

その他 2 ヨウ1　ゾク1
蔑 3

1839欲6 ヨク 6 欲張る玉　無欲玉　ヨク4 9 欲求2　意欲2 食欲1 ヨク4
ほっする

ほしい

その他 1 ユウ1 1 ほしい1
製 3

1840　羽6 ヨク 9 翌B9 10 翌日8　翌朝2
工 N 1

1841翼 ヨク 2 ヨクリュウのヨク1 ヨク1
つばさ 8 つばさ8 8 つばさ8
醤 2

1842裸 ラ 3 全裸1　半裸1 裸子植物1
はだか 5 はだか5 7 はだか7
N 5

1843羅 ラ 3 ラ3 9 羅針盤3　羅生門 1　阿修羅1 礼羅
（人名）1　ラ3

翼 7 1

1844来2 ライ 5 未来2　来客1　来日1　ライ1 5 未来1　来週王 往来1 薬客1　来
日1

くる 5 くる5 5 くる5
きたる

きたす
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1845雷 ライ 1 雷雨1 2 雷爾1 雷雲i
かみなり

ﾝ 8
玉

かみなり8 8 かみなり8

1846頼 ライ

たのむ

たのもしい

たよる 2 たよる2 8 たよる6 たより2
より 2 より2 1 頼朝1

一その他
6

1 依頼のイ 1

1847絡 ラク 5 遮絡5 8 連絡8
からむ

からまる

その他 2 連絡のレン2
N 3 2

1848落3 ラク 5 落第2　落石1　段落1　ラク1 6 墜落2 落胆1 落選1　部
落1

おちる 4 おちる4 3 おちる3
おとす 1 おとす1 1 おとす1

1849酪 ラク 8 酪農7 ラク1
その他 1 リャク1
N 9 2

1850乱6 ラン 5 乱暴1　乱雑1　反乱1　ラン1　オ 6 乱脈1 乱雑1 乱射1　動
ウランのラン1 ン2

みだれる 5 みだれる5 4 みだれる4
みだす

1851卵6 ラン 3 卵白1 卵黄1 ラン玉

たまご 10 生卵1　たまご9 7 たまご7

1852覧6 ラン 6 園覧2　展覧会1　観覧玉　ラン2 10 観覧6 展覧2 閲覧1　ラ
その他 4 嗣覧板のカイ1　カンシのカン1　カ

ントクのカン1　ケン1

1853濫 ラン 3 氾濫1 濫伐1 ラン玉
その他 1 センスイカンのカン1 3 カンシのカン1 カン2
N 9 4

1854欄 ラン 7 ラン7 8 欄外2 解答欄1 ラン4
のラン1

その他
m 3 1

1

たな1

1855吏 リ 1 官吏1
その他 2 シ2 5 シセツダンのシ1 タイシの

トのシ1 シ2
醤 8 4

玉856利4 リ 10 琴【」益3　　　孝彗用　2　　　f更不1」　1　　　権琴…1」　1　　　リ 9 利益3 利害2 利患2　有
2　リカイのリ1 利1

きく

と 1 利根月11
一

1857里2 リ 3 千里1　郷里1　一里塚1 1 郷黒1
さと 7 さと7 9 古塁3 さと6

1858理2 リ 10 理科8　理解1　理出1 10 理科10

部落1　段

動SL　1　ラ

ラン玉

カンラン

シ

有利1　権
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1859痢 り
N

玉
9

下痢玉

8
2

赤殉4 下痢2 り2

1860；裏6 リ 3 脳裏2 表裏1
うら 10 裏庭2 うら8 7 うら7

i861履 リ 2 り2
はく 1 上履1 4 はく4

その他 1 フクメンのフク1 2 テンプクのプク1 フクメンのフク1
N 8 2

1862離 リ 3 距離1 離婚2 9 距離4 離婚2 別離1　分離1　離
陸1

はなれる 2 はなれる2 1 はなれる1

はなす

その他
a 2
3

距離のキョ1 ゆるす1

1863陸4 リク 9 陸上3 大陸1　リク5 9 陸上1 陸軍1 大陸1　北陸1　リ

N 1 1

ク5

1864立1 リツ 2 立方体1 私立1 1 立体1
リュウ

たつ 8 木立ち 1　たつ7 9 たつ9
たてる

1865律6 リツ 6 法律：6 10 法律6 旋律1 リツ3
リチ

その他 4 ツ3 ズ1

1866略5 リャク

m 9
1

略図1 省略1　侵略1　リャク6 10 省略6 戦略2 攻略1　リャク1

1867柳 リュウ

やなぎ
m 8
2

やなぎ8

9
1

やなぎ9

1868流3 リュウ 3 海流1 上流1　リュウ1 2 流出1 流星1

ながれる 7 ながれる 7 7 ながれ2 ながれる 5

ながす 1 ながす1

1869留5 リュウ 4 留学2 留学生1　リュウ1 6 留学3 残留1 停留場1　リュウ1
ル 3 留守1 久留米1　ル1 2 留守1 留守番1
とめる 2 とめる2 2 書き留める1 とめる1
とまる

m 1

1870竜 リュウ 10 竜宮城玉 リュウ9 10 飛竜1 竜頭の滝1 リュウ8
たつ

1871粒 りユウ 2 粒子1 粒状1
つぶ 7 つぶ7 8 小粒1 つぶ7
その他
ｩ 1
2

ナンコのコ1

玉872隆 リュウ 7 法縫寺2 隆起1 隆盛1　リュウ3
たか 4 隆広1 たか3

｝たかし 3 たかし3 1 たかし1

その他
3 1

1

セイ1
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1873硫 リュウ

C（オウ） 7
2

硫酸4　硫化鉄1

ｰ黄2
リュウ2

その他
10

1 硫黄のオウ1

1874旅3 リョ

ｽび 4
6

旅行4

ｽび6 4
6

旅行4

ｽび6

1875虜 リョ

ﾆりこ 5
1

捕虜4　エンリョのリョ1

ﾆりこ1
その他

1
9

コウユ

4

1876慮 リョ

ｻの他
m
1
1
8

遠慮1

Lョ1 7
1
2

遠慮4　配慮1
潟№P

ﾆりこ1

思慮1　ホリョの

@　　　　，

1877了 リョウ

m 9
1

終了3　完了1　了解1　リョウ4 10 完了5　了解3 終了1　リョウ1

1878両3 リョウ 10 爾親3　両側2　両端1　術方1　両
閧P　リョウ2

10 両方3　澗端2
ｼ方1　日域1

両立1　構替え1
潟㏍E1

1879良4 リョウ

謔｢ 5
5

優良2　良好1　リョウ2

謔｢5 8
2

良好3　良心1
潟㏍E2
謔｢2

最良1　優良1

1880料4 リョウ

m

10 料理2　材料1　無料1　リョウ6

9
1

材料3　料理2
烽P　リョウ1

資料1　燃料1　料

1881涼 リョウ

ｷずしい
ｷずむ
ｻ 6
4

すずしい6 5
5

清涼飲料水1

E2
ｷずしい5

清涼1　納涼1　リョ

1882猟 リョウ

ｩり｝

m
4
1
5

猟師1　リョウ3

ｩり1 9
1

狩猟3　猟銃2

ｩり1
リョウ4

1883陵 リョウ

ﾝささぎ
ｻの他
m 1
9

ケイ1

向陵1　リョウ6
E2

ヘイリョウのリョ

1884量4 リョウ

ﾍかる

ｻの他

大量1　適量1　リョウ7

墲ｩる1

10 質量2　重量2

ﾊ1　リョウ3
推量1　多量1　計

1885僚 リョウ

m 3
7

リョウ3 10 同僚3　幕僚1 リョウ6

1886領5 リョウ 10 領地2　領主1　鴬領1　神領1　大
摎ﾌ1　首領1　　リョウ3

10 領土3　大統領3
ﾌ地1

占領2　領域1

1887寮 リョウ

ｻの他
m
6
2
2

女子寮1　リョウ5

潟㏍Jンのリョ1　ソウ1

10 寮長1　男子寮1
閭?ウのリョウ1

リョウ7　メイ
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1888療 リョウ 9 治療2　診療1　診療所1　リョウ3 9 治療4 医療3 診療2

ダンシリョウのリョウ2
その他 1 治療のチ 1

翼 1

1889糧 リョウ 5 食糧1　リョウ4 7 食糧2 リョウ4 ケイリョウのリョ

ウ1
ロウ

かて 2 かて2
聾 5 1

1890力1 リョク 2 筋力1 握力1
リキ 2 怪力1　りきむ1 2 力作1 リキ1
ちから 8 ちから8 6 ちから6

1891緑3 リョク 2 新緑1 緑茶1
ロク

みどり 10 みどり10 8 緑色1 みどり7

1892林1 リン 4 森林4 6 森林6
はやし 6 はやし6 4 はやし4

1893厘 リン 2 リン2 4 一厘1 リン3
その他 1 リ1 4 イチリのり3 リ1
N 7 2

1894倫 リン 1 リン1 4 倫理2 リン2
その他 2 ロン2 4 ロンリのロン2 エイロンのロン1

ロン1
N 7 2

1895輪4 リン 4 車輪1　～輸1　リン1　リンソウの 4 事輪2 三輪車2
リン1

わ 5 わ5 5 わ5
その他 1 ユシュツのユ1 1 ユニュウのユ1

1896隣 リン 2 近隣玉 リン1
となる

となり 7 となり7 8 隣同士1 隣の人 1　となり6
その他 1 まよう1
N 2

1897臨6 リン 10 臨海5　臨海学校2　臨時3 6 臨時3 臨海2 臨海学校1
のぞむ 4 のぞむ4

1898涙 ルイ 2 涙線1 感涙1
なみだ 10 なみだ10 8 なみだ8

1899累 ルイ 2 ルイ2 8 累積3 累乗2 ルイ3
N 8 2

1900塁 ルイ 5 盗塁1　一塁1　何塁1　ルイ2 10 盗塁3 一塁4 ルイ3
その他 2 すみ2
聾 3

190玉類4 ルイ 10 種類3　人類1　ルイ6 9 種類3 類似2 魚類1　一種類1
ルイ2

たぐい 1 たぐい1

1902令4 レイ 8 命令4　年令1　レイ3 9 命令6 令嬢2 レイ1
その他 1 指令のシ1 1 リョウカイのリョウ1
N 1

1903礼3 レイ 9 礼繧i2　　朝挙し1　　レイ6 5 礼儀1 敬礼1 お礼1　レイ2
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中　1 高　圭

ライ

ｻの他 1　サツ1 5　センエンサッのサツ1　ふだ4

1go4冷4　レイ

@　　　　　つめたい
@　　　　　ひえる
@　　　　　ひや
@　　　　　ひやす
@　　　　　ひやかす
@　　　　　さめる
@　　　　　さます

4　冷凍2　冷帯1　レイ1

S　つめたい4
P　ひえる1

P　ひやす1

4　冷房1　冷凍1　冷水1　レイキョウ

@のレイ1
S　つめたい4

Q　ひやす2

1905励　　レイ
@　　　　　はげむ
@　　　　　はげます
@　　　　　その他
@　　　　　N

2　はげます2
P　はげしい1
V

2　はげむ2
U　はげます6
P　奨励のショウ1
P

1906戻　　レイ
@　　　　　もどす
@　　　　　もどる
@　　　　　その他
@　　　　　N

1　もどす1
P　もどる1

P　なみだ1
V

2　よりを渓す1　もどす1

W　もどる8

1907例4　レイ
@　　　　　たとえる
@　　　　　その他

9　用例1　レイ8

P　レツ1

10　例題3　例外2　凡例1　レイ4

1908鈴　　レイ　　　　　　リン

@　　　　　すず 10　鈴木1　すず9

1　予鈴1

X　すず9

1909零　　レイ　　　　　　ゼロ　　　　　　一　　　　　　N

2　レイ2

W

7　　午前零時1　　零度2　　レイ4

Q　ゼロ2
P

1910霊　　レイ

@　　　　　リョウ
@　　　　　たま

10　幽霊1　霊魂1　守護霊1　霊園1
@　亡霊1　神霊1　レイ4

9　　幽霊2　　霊長1　　レイ6

P　悪霊1

1911隷　　レイ
@　　　　　その他
@　　　　　N 10

6　奴隷6
Q　奴隷のド2
Q

1912齢　　レイ　　　　　　N 3　年齢2　レイ1
V

9　年齢9
P

1913麗　　レイ
@　　　　　うるわしい
@　　　　　ライ　　　　　　一

@　　　　　N

4　麗人1　レイ3

U

9　綺麗3　華麗3　美麗1　レイ2

P　高麗1

1914暦　　レキ　　　　　　こよみ

@　　　　　その他
@　　　　　N

5　西暦2　太陽磨2　ケイレキのレキ1

P　みがく1
S

3　薦暦2　陰暦1
V　こよみ7

1915歴4　レキ 10歴史9　レキ1 10　歴史9　セイレキのレキ1

1916列3　レツ 9　列島3　列車1　一列1　レッ4 10　一列3　整列1　列車1　レツ5
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中　1 高 1

その他 1 レイ1

1917劣 レツ 6 優劣2 劣等感2 劣等1　レツ1
おとる 4 おとる4

その他 1 つとめるi
翼 9

19玉8列 レツ 5 熱烈1　レッ2　レッシャのレッ1 9 烈風3 猛烈2 熱烈1　レツ2　サ
’亀、、

レットウのレ1 クレッのレッ1
醤 5 1

玉919裂 レツ 2 レツ2 8 分裂4 炸裂2 破裂2
さく

さける 2 さける2

その他 1 ハ1
N 7

1920恋 レン 2 恋愛2
こう

こい 9 こい9 8 初恋1 こい7
こいしい

その他 1 ヘンタイのヘン1

1921連4 レン 9 連合3　連絡1　連続1　連邦1　レ 8 連続2 連帯2 連絡1　連盟1　ソ
ン3 連1 レン1

つらなる

つらねる 1 つらねる1

つれる
翼 1 1

1922廉 レン 3 滝廉太郎2 レン1
その他 6 バクフのフ1　コ1　ケンジのケン1 2 ケン2

ケン1　人名のやす2
穫 4 5

1923練4 レン 6 練習5　訓練1 7 練習5 訓練1 レン1
ねる 3 練馬3 2 練馬1 ねる1
その他 1 訓練のクン1
N 1

1924錬 レン 4 錬金術
P
1　レン2 レンシュウのレン

その他 1 ねる1
興 10 5

1925炉 口 3 炉端1　ロ2 7 暖炉3 原子炉 1　炉端1　ロシンの
ロ1 ハンノウロのロ1

その他 2 コ1　と1 2 暖炉のダン1 アンドンのドン1
醤 5 1

1926路3 口 9 道路7　路地1　ロ1 9 道路2 通路2 線路2　迷路1　路
上1 路地1

じ 1 小路1
N 1

1927露 口 5 露出2　ロ3 6 露店1 暴露1 露西亜1　ロ3
ロウ

つゆ 4 つゆ4
その他 1 きり1
鐸 4

1928老4 ロウ 10 老入4　ロウ4　ロウドウのロウ1 10 老人9 老女1

ロウニンのロウ1
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中　1 高　1

おいる

ﾓける

1929労4 ロウ

ｻの他
m
8
1
1

労f動4　　苦労3　　ロウ1

Gイコウのエイ1

10 労働6　苦労3　疲労1

1930郎 ロウ 10 一郎1　三郎1　ロウ7　メイロウの

鴻E1

10 一郎2　野郎～1　下郎1　女凋11

E4　ガロウのロウ1

口

ユ931朗6 ロウ

ﾙがらか 8
2

朗読3　ロウ5
ﾙがらか2 9

1

明朗6　朗読3
ﾙがらか1

1932浪 ロウ

ﾈみ一

m 9
1

浪入4　浮浪者1　ロウ4
9
1

浪人6　放浪2　ロウ1

ﾈみ1

1933廊 ロウ

m 9
1

廊下9 10 廊下9　画廊亙

1934楼 ロウ

ｻの他
m
1
5
4

ロウ1

ｳくら5 3
5
2

登楼1　ロウ2
ｳくら4　ショウ1

1935漏 ロウ

烽驍

れるも

轤ｷそ

ﾌ他潜
� 0�

3
4
2
�

電1も

黷驍Rぬ

黷驍R　しみる1�

936六1� クむ
ﾞ
つ
む
っ
つ
む
い
�

0� 人1　ロク9� 0� ク10�

937録4� ク� 0� 己婁衆6　　婁蒙音3　　ロク1� 0� 録5　録音4　ロクワのロク1�

938論6� ンそ

ﾌ他N
�
1
�

理3　結論1　讐論1　論議1　ロン
Rト

E1�

文2　理論1　論議1　討論1言
盾P　　山岨法玉　　ロン3�

939和3�
オ
や
わ
ら
ぐ
や
わ
ら
げ
る
な
ご
む
な
ご
や
か
か
ず
｝
�

山1　禾訂紙1　開山i1　平和1　調和

P　ワ4か

ｸ1�

闇11　温和1　柔利1　不；稲13

ﾈ
ご
む
1
な
ご
や
か
2
�

940話2� はなすは

ﾈし� 6
�

なす4昔

b1　はなし5� 7
�

術1　談話1　逸話1蕾

b1　はなし6�

941賄� イま

ｩなうそ

ﾌ他N
� 0�

ユ
7
�

賂1　ワイ1ノ

Eニュウのノウ1�
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中　1 高　三

1942惑　　ワク 5　誘惑2　惑星2　魅惑1 10　迷惑4　惑星1　魅惑1　当惑2　誘
惑1　疑惑玉

まどう

その他 2　誘惑のユウ1　ユウシュウのシュウ1
醤 3

1943枠　　わく 3　ワク3
その他 1　ジュンスイのスイ1 6　ジュンスイのスイ2　フンサイのサイ

1　きずな2　くだける1
N 9 1

玉944湾　　ワン 10　台湾2　東京湾2　ワン6 10　東京湾2　薪潟湾1　湾藤1　ワン6

1945腕　　ワン 3　腕力3 3　腕力1
うで 5　うで5 6　うで6
その他 1　手腕のシュ玉
醤 2

388　第9章　児童。生徒の常用漢字習得璽



第10章　調査のまとめ

　1つ1つの漢字の脅得率を、次の2つのレベルに分けて見てきた。

　　・文字のレベルー音訓に関係なく、どの語でもよいから、その漢字を読めた、または書けたとい

　　　　　　　　　うレベルでのその漢字の習得率。

　　・音訓のレベルーどの語でもよいから、その音訓を読めた、または書けたというレベルでのその

　　　　　　　　　音訓の習得率。

　以下、調査の結果を箇条書きにまとめる1。

1．読みよりも、書きのほうが、習得率は低い。（第4章第2節・第5章第2節・第6章第2節）

2．同じ漢字でも、音訓によって、習得率に違いがある。（第4章第2節・第5章第2節・第6章第

　　2節）

3．漢字の読み（どの音訓でもよいからその漢字を読むということ）は、どの学年の配当漢字も、ほ

　　とんどの児童・生徒によって習得されている。（第4章第2節・第5章第2節。第5章で特に述

　　べなかったが、1年上・2年上・4年上も、到達度と同じである。）

4．漢字の書き（どの音訓でもよいからその漢字を書くということ）は、高学年に配当されている漢

　　字ほど、児童・生徒に習得されていない。（第4章第2節・第5章第2節。第5章で特に述べな

　　かったが、1年上・2年上・4年上も、到達度と同じである。）

5．音訓の読みは、高学年に配当されている漢字の音訓ほど、多くの児童・生徒によって轡得されて

　　いる。（第4章第2節・第5章第2節。第5章で特に述べなかったが、1年上・2年上・4年上

　　も、到達度と同じである。）

6．音訓の書きは、読みの場合ほど配当漢字による違いはない。（第4章第2節・第5章第2節。第

　　5章で特に述べなかったが、1年上・2年上・4年上も、到達度と同じである。）

7．東京都よりも秋田県・奈良県のほうが、習得率が高い。この理由として、東京都が区部・市部・

　　郡部を調査地域としたのに、秋田県・奈良県では、市部のみを調査地域としたことが考えられる。

　　（第4章第3套行）

8．東京都と秋田県・奈良県との問で1つ1つの漢字・音訓の習得率を比較すると、東京都との一致

　　程度は、爾県であまり違いがない。そして、一致程度は、書きよりも読みのほうがよい。また、

　　音訓のレベルよりも、文字のレベルのほうがよい。（第4章第3節）

9、20年ほど前に行われた文化庁調査の調査結果と比較したが、この20年ほどの間に、児童・生徒の

　　漢字力が低下しているということは見いだせなかった。（第4章第4節）

10．到達度を基準として、1年上・2年上・4年上を見ると、読み書きとも、習得率が高くなってい

　　く。しかし、書きで、1年上のほうが、到達度よりも習得率が低いという現象が見られた。（第

　　5章第2fi行）

11．画数と習得率との関係を見ると、読み書きとも、画数が多い漢字ほど習得率が低い。これは、学

　　校で意図的な指導を受ける前でも受けた後でも同じである2。（第5章第3節・第6章第3節・第

　　7章）
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12．使用率と習得率との関係を見ると、読み書きとも、使用率が小さい漢字ほど留得率が低い。これ

　　は、学校で意図的な指導を受ける前でも受けた後でも同じである：1。（第5章第3節・第6章第3

　　節・第7章）

13．学校で意図的な指導を受ける前は、書きの習得率がひじょうに低い㌔（第6章第2節）

14．学校で意図的な指導を受ける前は、読み書きとも、音訓問の留得率の違v・がひじょうに大きい。

　　（第6章第2節）

！5．学校で意図的な指導を受ける前を醍所縁年別に見ると、読み書きとも、高学年に配当されている

　　漢字ほど、習得率が高い。特に、読みの場合、顕著である。（第6章第2節）

16．常用漢字の範脳内での読みの習得鐙の平均慷は、次のとおりである。（第9章）

小学校配当漢字
小学校配当漢字

ﾈ外の常用漢字
常用漢字全体

漢　字　数 996字 949字 1945字

中学1年生

mZ1年生

945，2　　　94．9％

X72．0　　　97．6％

366．2　　　38．6％

V02．6　　74．0％

1311．5　　67．4％

P674，6　　86．1％

17．習得量調査で、中学1年生・高校！年生のだれも正しく読めなかった漢字は、次の21字である。

　　（第9章）

　　謁、虞、劾、嚇、且、款、糾、搾、賜、諮、璽、遵、訟、嘱、畝、銑、漸、迭、謄　頒、癒

　以上述べたことの多くは、小学校配当漢字全体、ある学年の配当漢字全体などの、全体としての傾

向である。1つ1つの漢字・音訓を見ると、必ずしも、上に述べたとおりでないことがある。

　さて、ここまで、第1章で述べた目的のもとに実施した漢字の読み書き調査の結昌ミについて報告し

てきた。調査の企画・構成は、調査の目的に依存する。しかし、調査結果は、原則として、調査の目

的から独立していると考えられる。そこで、なるべく一般性のある報告を意図した。

　そして、現行の漢字の学響段階配当に関して、なにも提雷しなかった。この理由は、漢字の学脅段

階配当の検討は、このような漢字の読み書き調査の結果をふまえながらも、カリキュラム編成に関す

る別の論議として行われることが望ましいと考えたためである。

［注｝1．原期として、次の3つは、この調査のまとめから除いた。

　　　　　①出題方法についての丁丁調査（第3章第2節・第8章）

　　　　　②中学校・高等学校に酎当されている音訓・漢字1こついての調査（第7章）

　　　　　③付表のll吾についての調査（第8章）

　　　　　①は、奉調査の準備として行った調査である。そして、②③は、調査の結果が資料としての性

　　　　絡の強いものである。そのため、ここで特にまとめることはしなかった。

　　2．画数・使用率の効果は、漢字の醜当学年、調査対象の児童・生多罪の学年（この分析では、漢字の

　　　　配当学年から何学年上であるかということ）などの要因を入れて、そして、それぞれについて設

　　　　航した水準で分析した結果である。

　　3．この調査で使った使用率は、雑誌・新聞での素絹率である。（第3章第5節。〉この使美1護率と習得

　　　　率が関係があることは意外であった。このことに関して、次の2つの解釈ができよう。（漢字使
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　用ということで、読むことと書くことの両方を指す。）

　　①児童・生徒の漢字使1…目は、成人の漢字使爾と同じである。

　　②児童・生徒の漢字使用は、成人の漢等：使粥と違ったものであるが、それと類似したものであ

　　　　る。

　　読むことに隈定しても、児童・生徒が、成人と淘じ新聞・雑誌を読んでいるとは考えられない。

　　したがって、②の解釈が妥嘱であると患われる。しかし、これについては、今後の検討を必要と

　　しよう。

4．漢字の配当学年より1年下の学年を調査対象としている。したがって、配当漢字によって、児章

　の学年が異なる。（第6章）
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